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锗  言 

1、 本窨 は， おや.：..：. 大學 卒業後 今日までに 草せ し 論文 中より、 鎌倉時代 史 に關聯 せる 十八 篇を 選び 

て輯 めしものな り。 本文 十三 篇、 附錄 史料 篇玉 篇、 之 を ほぐ 時代 順に 排列して、 以て、 一時 代 史論 

としての 形 を 整 へ ん こと を 期せり。 

一、 题 して 「鎌倉時代の 思想と 文化」 とい ふ。 もとより 長年に 亙りて 順次に 成れる 論文の 輯錄 なる 以 

上. 論旨 論題の 互に 相 出入 錯雜 し、 繁簡 その 宜しき を 得 やして、 か ゝるー 標題 を 以て 完く覆 ひ 難き 

もの あるべき は， 蓥 しゃむ を 得ざる 所なる べし、 然れ ども、 一面、 年來 著者が 腦裡搖 曳去來 せる 所、 

凡そ この 標題の 表示せ る 所 を 中心とし 來 りし ものなる を 知らば、 親切なる 讀者 は、 その 函蓥 相應せ 

ざる を 深く 咎 むるな く、 却て、 著者の 意圖 の、 之 を 一貫せ る もの ある を 誌 せらる， べき を 疑 はす。 就 

中、 大銃. 徒然 草の ニ篇 は、 や、 時^ を 異にせる も、 その 內容 よりみて この 時代と 相關 する 所密な 

る もの あるべき は 著者の 常に 信じ 固く 主張 せんとす る 所な り。 幸に、 羊頭狗肉の 誹 をな すな からん 

こと を。 

1、 十  <篇 中の 大部分 は、 史學 雑誌、 歴史地理， 歷 史學、 研究. 歷史敎 育、 歴史と 國， 文學、 國 語と 國 

文學， 阈 學院、 雜誌、 美術史 學 (畫 等〕 說 の史學 文學關 係の 雜 誌に 旣に揭 載せる、 ものな り。 今、 あ 

ら ためて 本書に 輯む るに 當 りて、 時に 添削 を 加へ 雌 黄 を^す 所な きに 非す といへ ども、 その 大綱に 
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到って は 多く 改 むる 所な し。  * 

r 西 行^ 見慈圓 詠歌， 私抄、 徒然 草に ついて 祌皇 正統 記に ついての 四篇 は、 從來 未だ 發 表する に 及 

ば ざり し 所。 殊に 後 二 篇は十 年 前の 舊 稿に 屬し 稚拙、 江湖の 高 兄に 堪 へざる 覆 甕 文、 今に 於て 之 を 

公に せんとす る、 誠に 忸怩たる もの あり 然 h- とい へ ども 著者が 修業 上の 一 道標と して、 著者 9 身と 

して はや ゝ捨 つるに 忍びざる もの あり。 乃ち 姑く 存せ しに 過ぎす。 併せて 諸賢の 諒承 を 請 ふ 所に し 

てレ なほ その 叱正 鞭徤を まつや 更に 切なる もの あるな り。 

昭和 二十 一年 1 月  •• 

多 賀 ，宗 隼、 誠 
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輓 近^史 學の發 達 殊に 頭 著なる もの あり、 高才 逸足 踵 を 接して 出で、 名論 卓說 後を逐 うて 現る。 然 

るに 此 等の 新 說は， 之を發 表する の 便に 乏しく、 . おしく 筐 底に 秘 せられ、 偶々 其 機 を 得る こと ある も、 

紙面の 制限に 由り て、 其 全貌 を 窺 ふこと 難き を遣慽 とせり。 玆に畝 傍 書房 は 畝 傍史學 叢書お 公刊して、 

此等 新進 學士の 近業 を收 め、 以て 學界の 進歩に 貢献 せんとす。 其の 種目に は、 皇室 御經濟 あり、 寺院 

^濟 あり * 佛敎 あり， 切支丹 あり、 敎育 あり、 法制 あり、 藝術 あ.^、 交通 あり、 水利 あり、 皆 是れ斯 

界の 尖端 を往 くもの、 而 かも 眞摯 にして 質實 なる 考察に 富み、 國史學 研究の 基礎 を 築く ベ きもの. とす。 

予ゃ乏 を 以て、 其の 選集の 議に與 り、 校閲の 事に 當る。 乃ち 一言 を陳 七て、 以て 之 を 江湖に 推薦す と 

云爾。  . 

昭和 十六 年 十 一 月 

辻 善 之 助 
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六^ 史の佼 をう けて 和文の 歷 史書が 相つ いで 發 生した 事 は 云 ふまで もな く 平安朝 歷史 敍述の 上の 著 

しい ポ^で ある。 が、 これ 等の 歷史 ii ^花 物語、 大鏡 以下 は、 一. 體 如何なる 意味に 於て 相關 係し 連 

絡し でゐ るので あらう か。 卽、 何れが 何れの 眞 の先驅 であるか、 どれが どれ をう けついだ のか、 ヌ果 

して 典に うけつい だと 云 ひ 得る か。 鎌倉時代 初期に 到って 「秋津島 物語」 は 水鏡から. 今 鏡までで 人皇 

以來、 現代史 ま で が 揃う た と の 故を以 て 、 自ら その 餘白 た る 神代 をう める も のとして 登場して 來てゐ 

るので あるが、 吾人 はこの 宣言 を そ. の ま 、に^ 幅 的に 受容 れ 支持す る ことが 出來 るか どうか。 • 和文歷 

史 少く とも その 主なる ものの 間に 一 贯 した 生命が 認められ るか、 脈う つて ゐ るか どうか、 和文 

の歷史 敍述に 於て 一 見 明かな 樣で實 は 困難な 問題と してい 聊か 考 へて みた， い。 

^ 一  に榮花 物語と 大錢 との 關 係 をみ るに、 その 著作 年代 又 その 先 後に ついて 色々 と 論せ ら れてゐ 

るが、 結！： T 斷定 的な 結論に 到達して ゐ ない、 とい ふの が 現 狀の樣 である。 が、 それ は 今 問題で な 

い。 今 注， 目すべき 點は * 右の 著述 先 後の 問題 そ， れ 自身 も & 示して ゐる樣 に、 それらが 本来 相互に 模 

倣し または 追隨 しょうと した もので ない とい ふ ー點 である。 雨 者が 殆ど 同  一 S 期間と 問題と を 取扱つ 

て。 ろが、 而も、 その 敍述の 態度に 於て は 全く 異っ たもので ある 事 は 一見して 明白で ある。 單 に列傳 
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^的と か紀 傅^ 的と かの 形式 上の 差異に 止ら す、 むしろ 逆に それ 等の 形式 を 必然なら しめ てゐ るお 

木^ 神の 差異 は、 從來 ^少 からす 說 かれ^った とほり である。 この 點 につい ズ はまた 後に、 恐らく 本 

論文の 結； ？1 と關聯 して 觸れる 所 あるで あらう か^、 今 はた *v 右の 一 點に 注意す るに と v めて 次に I 表 

ラ o  ,  -  V  ノ 

次に 今鍺 であるが、 木 害 は 果して 榮花 をつ いだの. か大 鏡を逐 うたの か。 關根 正直 博士 は 「今 錢新 註」 

の 序に 於て この 問題 を 扱って、 大 鏡の 模倣と 斷 じて ゐられ る。 卽 ち今铙 の敍述 者た る嫗が 自ら 大 鏡の. 

敍述^ 艇ヵ孫 女と 名のって ゐる 事、 大鏡が 天 皇紀、 攝關紀 に 分って ゐ るに 並行して 今 鏡が 同じく 天 

^紀、 ^關紀 をた て、 ゐる * を あげて 積極的に 之を證 し、 消極的に は榮 花と 今錢 との 內容. の 重複 を 指 

摘して、 以で榮 花の 桟 做に 非す とし、 單に 書名の 類似の みに よって 卒然として 榮 花の 後 をつ ぐ ものと 

する 俗說を 一 蹴して ゐられ る。 

右の 說に對 して は、 博士の のべられ たる Kb に 於て、 吾人 は 全然 賛意 を 表する。 が、 それ はいふ ま 

でもな く^に その外 形、 形式の みから する 間 題であって、 內容卽 ち 敍述の 態度から すれば 問題 は 全く 

別に 考 へられねば ならない。 そして 內容 そのものから すれば、 吾人 は それ は. 寧ろ 榮 花の 後 をう くる も 

のと 考 へ るに 傾く。  ， . - 

成 稈今獍 も^ 話 を 以て はじま ゥてゐ る。 が大 鏡と 異 つて、 それ は 本文に 於て 何の 役に も 立って ゐ 

ない。 本文 はたく 平板に 事赏を ならべたてて ゆく のみで あり、 而も 一 投に 生彩に 乏しく、 況んゃ 見る • 


に^るべき 主張な， どの 如きもう かが ふべ くもない。 それ 等の 點に 於て、 全く 榮 花に 類して ゐる。 た V- 

違 ふところ は榮 花より. も藝 術的價 値に 於て 劣る とい ふ 事 だけで ある 9 天 皇紀、 藤 原 源氏 紀を別 立した 

事 も 成 稈大^ 同樣 であるが、 それ も單に 分けた、 とい ふに 止り： それ は、 何等 圣體に 生命 を ふき 込む 

爲の組 || として 活躍 をして ゐ ない。 むしろ 榮 花が 何の 部 立. て もせす に、 お 互に 關係 のない 樣な 事件 を 

平 氣で陳 ベ て £5 ながら 而も 全體 として 不調和の 感を與 へす まとまった 一 部に 仕上げて ゐる 手際の 優れ 

るに 遙 かに 及ばぬ。  >  . 

八-^ が、 その 自らの 主張に も拘ら す、 關根 博士が 指摘 せられた 様に、 往々 にして 榮 花の 後つ ぎと み 

られる 所以の 根本 理由 は 蓋し この 邊に. 潜んで ゐる、 と觀 ねばならぬ。 卽 ち、. 今 鏡を榮 花の 後と 觀る事 

は、 ー應 不.？ 牙 鑿の. 罪に 坐せ ねばならな いが、 而も 再 應內容 上から 考へ 直して みれば、 それ は內容 その 

ものが 與 へた 印象と して、 當然 首肯され ねばならなくなる であらう。 結局、 今 鏡は榮 花の 末 輩と 考 

へられて くる リ、 

-牛安 朝の 和文 歴史 敍述 として 苟も 論す る價 値が 認められる もの を、 吾人 は、 上の 三つに 限りたい G 

水^が 如^: なる 點 よりす る も、 右三 者に 及ばざる こと 甚だ 遠い とい ふこと は敢て 識者 を またぬ であら 

う、 がー 應之を 加へ て 形 をと、 のへる とすれば、 之 も 右の 場合 同様 その 主張に も關 せす、 榮 花の 流に 

ぱ する ものと^-るべき であらう o  . - 

かくして、 前述の 如く、 吾人 は 秋 ^ 島 物語に 到達し、. こ、 に 神代 —— 現代の 和文. の. 歴史の 完成 を吿 
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げられ る。 それ は 一 應正當 である。 が こゝに 問題と なる の は、 如何^る 態度に よって これ は 完成した 

か。 — 榮花的 態度に よってで ある。 水鏡、 榮花、 今錢が 相似た 態度に 立ち 同様な 流 を 掬んで ゐ る^ 

右. にみ た 如くで ある。 とすると、 こ、 に 一見 奇妙な 事態に 遭遇せ ねばならぬ。 卽ち 水鏡： 榮花、 今镜 

の 流 を 正系と 考 ふべ き 和文 史は當 然大鏡 を 榜系視 せねば ならぬ。 今 鏡 や 水鏡が 自ら 父と 考 へ た 大餒は 

^は 他人で あつたので はない か。  . 

大^ は 何故かく 除外され ねばなら ぬので あるか。 それ は 何 を 意味し 吾人に 何を敎 ふる か。 吾人 は、 

右の 線に 沿うて、 以下 么錢を 追求せ ねばならぬ。  * 

太お は， その 序に 「この 只今の 入道 殿下 § まの 御 有様 を も 申し あはせば やと 思 ふに あはれ に うれし 

くもん ひ 申した るかな。 今お 心安く よみお もま かるべき。 おぼしき 事い はぬ はげに ぞ腹 ふくる ゝ 心地 

しける」 と 云 ひ、 一 應道長 の 一生 を 語り 終へ ると、 之 を 受けて 「さても/、 うれしく 對 面した るか 

な。 ^頃の 袋の 口 あけ 綻を たち 侍りぬ る 事」 と 滿悅の 情に 浸って ゐる。 が 著者の この， 道 長の 一 生な 

充分 - -ぉ り^ ヒ とする 满 足 は どこに. ra 來す るか。 それ は 自ら 深 、信 やる 所 あるに^ づく か、 若く は s 早 

に 的ゝ し^ 足， 己 欺^に すぎぬ ものである か。 吾人 はこの 間の 消息 を 明に する 爲に， 著 

者が 大^ 述作に 際して 如 W なる 注^ を 以てした か、 を考 へねば なら^。 —— 著者 は 云 ふ。 

「たぐ 世に， こりて 人の 御 耳と く めさせ 給 ひぬ ベ か.^ し 昔の事ば かり を かく 語り 申す」 更に 「誰も さそ 

かしと は兑 しり 閒 えさす ろ 人 も ありければ こそ， かく 申し 傳 へたれ. な。」 と 。卽ち 彼 は、 云傳 へ、  


歷史 である 以上、 如何なる 場合に も 免れる 事の 出來 ない 制限に 深い 注意 を拂 ふ。 傳 へられる もの (歷 

史) は 常に 傳 へた 人の 與味、 關 心の 選 擇を經 て 來てゐ る もの.、 外に はあり 得ない。 その 人の 眼に 映ら 

ぬ もの.、 興味 を 有せぬ もの. 理解し 得ぬ もの は" 如何なる もの. も傳 へられる 事 は出來 ない。 

かくの 如き 人間 共通の、 免れ 得ない 制限に 直而 して、 之 を 極力 縮小せ しめ、 最も 公平に 近い. 眞の 

歷史を 得る に は、 どう すれば よいので あるか- それ は 勿論 高い 見識、 深い 體驗に 俟っ外 はない。 がか 

かる 人.，. -雖 も、 人で ある 以上、 全く 過誤な きを 保し 得ない 事 勿論で ある。 だか is ら 公平 を 期すべき 

は 云 ふまで もない が， 同時に 他の 意見 を も 充分に 尊重す る 餘裕が 最も 必耍 である。 

大銥 のシテ が貞信 公の 古から 藤 原 氏に 仕へ て來た 老人で ある、 とする の は、 かくして 偶然で もな け 

れば おなる 物好きに 出で た 趣向で もない。 それ は 「今様の ちご ども」 や. 「さまでの わき まへ おはせ ぬ 

わろ き 人々」 に對 して 長年の 經驗と 高い 心境 見識 を 意味す る。 —— 而も この 世繼は 自ら 云 ふ。 

「た v し、 さまでの わき まへ おはせ ぬわが き 人々 は、 そら 物語す る 翁 かなと 思す も あらむ。 わが 心に * 

おほえて 一 言 にても む. なしき 事 加 へ て 侍らば この 御寺の 三寶、 今日の 座の 戒和尙 に 請せられ 給 ふ佛菩 . 

薩を證 とし 奉らむ。 中に も、 若うよ り 十戒のう ちに 妄語 をば たもちて 侍る 身 なれば こそ かく 命 をば た 

もたれて 候へ」  へ 

卽ち 世繼は 「佛に 誓って」 I 極力 公平 を 期して ゐる。 が 而も 世繼の 「公平」 ^或は 自分 免許の 狹 

い 「公平」 に 陷る事 はない か。 卽、 世繼が 公平 I 妄語せ ぬの は 「わが 心に 覺 えて」 の範 園に 止る。 
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それ以上の 保證は 凡人の 力の 及ばぬ 所- 人心 は 知らぬ うちに 偏頗に 陷り やすい。 —— この 危險 に備へ 

て、 そこに は 廣ぃ餘 地を殘 して 他の 意見に 寬容 でなければ ならぬ。 この 深い 用意が、 ヮキ 役で ある 

「侍」 や 「繁榭 J として あら はれる。 「侍」 は 妄語せ ぬ笞の 世繼を 屢々、 而も 重要な 點で 反駁して ゐ 

る (例， 師尹 «: の 小 了 M 院の 話) 加 之、 ^1 鹅 はこの 若い 批判者に 深い 敬ぜを 表して ゐる (昔 物語)。 

M^^nn^, 繁樹も 演じて ゐ な- 卽ち云 ふ 「『 ：•：• ぬし ^ 世の のた まふ 事 ども、 天の河 を かきなが 

. す 様に 侍れ ど、 折々 かゝる ひが 事ぞ まじ り たる。 され ども 誰か 又 かう は 語らむな」 佛 在世の 淨名 居士 

と赞ぇ 侍る もの かな』 とい へば 世羝 がいはく 『むかし 唐國に 孔子と 申す 物し りの の 給 ひける や、 つ、 智 

者 も 千のお も ひ はか.^ に は 必すー つの あやまち ありと. なむ あれば、 世緞、 年 百 歲に 多く あまり、 二. 百 

^にたらぬ ほどに て、 かくまで は 問 はす 語り を 申す は 昔の 人に も 劣ら ざり け る にゃあら むと なむ 覺ゅ 

る」 とい へば、 繁樹 r しか/^ まことに 申す ベ き 方な くこ そ 侍れ』 とて  」 

一 n に 云へば、 火 鏡 は、 寬容 と. nl^ とに 滿 ちた 態度に よって 基礎 づ けられて ゐる。 火 鏡 は、 その 表 

現 や 批判に 無遠^と みえる までに 鋭い ものが ある。 が 而も、 それ 等に は 人 をして 反感 そ 催さし める も 

のがない * とい ふ： 二つの 大きな^ 色 は、 かくの 如き 自信と 寬容 (この 二つ は實は 1 枚の 楣の兩 面で 

あるが) との^ 映で あり、 當然の 結果であった。 大 鏡が 蚤^と して 鋭い が、 烈しくな く、 極めて 

Convincing であるの は專ら この 爲 であった。  .  , 

著者 はかくの 如き 深い-^^ と 用意のう へで、 かの 滿足を 表明して ゐる。 とすれば、. それ は、 ^なる 


皮相の 歷& にあら すして： 眞の 意味に 於て 道 長の 一 生 を 語り 得た —— 歴史の 眞を傳 へ 得た ことの 確信 

に 基づく 滿 足喜悅 である 箬 である。 一 體 著者 は 道 長 を. 如何に 捉 へ た 時に かく 感じ 得た ので あらう か。 

著者 は 道 長 を 凡そ 三方 面から 捉 へて ゐる。 歴史的 由來 乃至 は 傳統の 力、 (具體 的に 云へば、 道 長の 祖 

先た ちの 努力の 猿 積 J 偶然の 運命 及び 個人的 器量。 一見 斷片 的に 並べ. ら れた大 鏡の 諸 說話も 多く は 右 

の 三つのう ちの 何れ かに 屬 せしめられ、 最後に は 何れも 歷_史 の 本流のう ちに、 道 長の 一生のう ちに 诅， 

込まれ 揮 然と 融合せ しめられる。 先 づ藤原 氏の 系鬧を 繰、 返し 說 いて ゐ るの は、 著者 自ら ことわって ゐ 

る 如く、 決して 蛇足で はない。 却て、 それな しに は 道 長の すぐれた 素質 も、 かの 榮達 を拓 くに 由な き 

. 甫耍な 基礎 や 成した からで ある。 好運の 直前にまで 進み 得る 所以の 根本 條 件な るれ 故に カ^され ざる 

を 得ない ので ゐる。 が、 他面、 同時に、 大體 同じ 條件 を與 へられ 同じ 狀態を 眼前に し 乍ら 之 を 捉へ損 

つた 從兄 伊周との 對： q によって、 人物の 力の 重耍 さが 示される。 . —— 道 長の 人物 を 示す に 足る 樣な說 

^が 機會 ある 每 に^! 入 紹介され てゐ るの も、 ^あってのまで めら う。 —— そして この 二 つの もの を緊 

いだの が 「偶然」、 長德 元^、 道 長 卅歲、 內 大臣の 時に、 多くの 重臣た ちが 相つ いで 疾病に 倒れた とい 

ふ、 道 長の 政治的 進出に は絕 好の、 偶然の 機會 である。 (著者 はこの 偶然 を、 單に 偶然と する だけ 

で、 深く 追^しょう とする 態度 はみ えない。 後世の，^ 論の 或る ものが、 動もすれば か、 る もの ゝ 中に 

•  も神佛 の攝理 をよ みとり、 その 中に 自分^手な 注文 を 托せん とすると は 全く 異 る。) 

かくして、 吾々 は 次の 如く 云. ひ 得る。 卽ち、 道 長の 生活 は、 同時に 歷史 は、 著者に とって は、 傳統 

*  . 一大 ^私見  七. 


鍵^ 時代の 思想と 文化  八 

と 偶然と を 率 ゆる 人間の 器量 * 獨创 力の 活動で ある、 と。 大鏡 は、 その あらゆる 部分が、 隅々 まで、 

この 巾 心問题 によって 緊ぉ に統 一 され 支配され てゐ たので ある。 その 全體に 漲る 緊張 感は その 文章 か 

ら のみなら す、 かくの 如き 强ぃ 內容的 統一 に由來 して ゐ たのであった。 . 

太 鏡の 机 ひが、 かくの 如き 所に 向けられて ゐる、 と 云 ふこと は、 現代の 吾々 にと つても 意義 

^いものが あるので は あるまい か。 人 問 歴史が A: 然の脍 史と異 る 所以 は 結局 人 問の 獨創 力に 在る ので 

f. 歴史 は！ 1： 時に ハ乂化 は 結： 5 獨^ 力と その 活動の. 諸 結果で ある 事 を 思 ふとき、 大鏡 は、 實に、 躬を 

以て 歴史の 當 にある ベ き 姿 を 指示 して ゐ ると 評する 事が 出來 るので は あ. るまい か。 

かくして、 吾人 は 先に 提出した 疑 3T 大 鏡が 份系視 されねば ならなかった 所以 こ 答へ 而も 同時 T そ 

れ が何ビ 意味す るか を 示し $ たと 信す る。 上に のべた 様な 大 鋭の 統一 性、 初めは、 木の葉の 下 をく V- 

■ おに 船を濫 ベる 稃の 細流 を隨 所に^ めつ、 次^に 小川と なり 瀨と なり 急 潭を なし、 遂に 洋々 たる 

火 河 をな して 滔々 と 流れて. ゆく、 あの 太^の 敍述。 之 を 列 傅體の 形に 托しつ、 全體を 巧みに 組織し； t 

然 たる 一は 性 を 持た しめた 大^の 手法に 比すれば、 「榮花 物語」 の 行き方 は 到底 その 敵で はない。 況ゃ 

その 亞流 とも 見る ベ， き 今^に 到って は 殆ど 云 ふを耍 しないで あらう。 大 鏡が 傍系 視 されねば ならな か 

つたの は 云 は，、 その 優秀 性の ^ であった。 今 鏡が 明かに 形の 上で は大銥 を模し 乍ら 事赏 上は榮 花の 亞 

流に K して ゐ ると いふ  一 U- 奇妙な^ 象 も かくて 不思議で も 何でい 力い。 卽ち榮 花 作者に も 及ばぬ 力 i 

を 以て 大鏡 を模 せんとした 事 は， その 當然の 結果と して、 大 鏡の 全瞪の 理解に 及ばす して その 形式の 


模擬に^ した。 この 事 は 一面 大錢の ひらいた、 かの 對話體 が、 當時 如何に 人々 の 目 を 魅し たかを 物語 

る。 而も 大 鏡に 於て は それ は、 先にみ た 如く、 作者が、. 彼の 目的 を 達する 爲の 不可 缺の、 少 くと も最 

適の 手段と して 獨 創した もので あり、 從 つて 內容 との 緊密 離す ベ からざる 關 係に 立つ てゐ たので あ 

る. 今 鏡 はこの 關 係の 理解な くして 形 だけ を眞 似た るが 故に、 世繼の 孫た る嫗は 殆ど 序と 跋 とに 機械 

的に 顔 を 出す だけで、 本文 內容と は 何の 結びつき もない、 とい ふ 不調和 を 生じて 了った ので ある。 大 

餛に见 放された 結^と して それ は當然 r 榮花」 の拓 いた 樂な道 を ゑら ぶで あらう。 之に 比すれば 流石 

に -榮 花」 は大餒 とは異 つた 獨創カ を 以て 獨自の 境を拓 いた ものと いふべ く、 又 他の 追隨を 許さぬ も 

のが あると 云 はねば ならぬ C  . 

以ヒ： 几說 した 所 を、 吾々 は、 次の 如くに 要約したい。 卽ち榮 花、 大鏡、 いづれ も 平安 末の 生んだ 展 

史敍述 の 二 巨擘で ある。 が、 前者 は 後者の 難き に 比して 模し 易き が 故に、 事赏 上， 多くの 追 隨者を 得 

たつ 後者 は その 對 話と いふ 形式の 淸 新卓拔 なる の 故 を ■ 以て、 形式 上の 追 隨者を 多く 持った。 故に 內容 

よ.^ 観れば， 平安朝の 歴史 敍述に は 前者 を 以て 正系， 後者 を 傍系と して 全く 異る 二つの 流れ を 認めね 

，ばなら ぬ。 而 して 眞に大 鏡の 後嗣 者と 呼ぶ ベ きもの は 遂に 得る 事が 出來 なかった ので ある。 
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と 偶然と を 率 ゆる 人間の 器量、 獨创 力の 活動で ある、 と。 大鏡 は、 その あら ゆ 石 部分が、 隅々 まで、 

この 巾 心問题 によって 緊 おに 統一 され 支配され てゐ たので ある。 その 全體に 漲る 緊張 感は その 文章 か 

ら のみなら す， かくの 如き 强ぃ 內容的 統一 に由來 して ゐ たのであった。 . 

大餒 の^ ひが、 結 w、 かくの 如き 所に 向けられて ゐる、 と 云 ふこと は、 現代の 吾々 にと つても 意義 

いものが あるので はおるまい か： 人 問 歴史が 自然の 歴史と 異る 所以 は 結局 人間の 獨釗 力に 在る ので 

f. 歴史 は！ 1 時に 义化は 結 W 獨创 力と その 活動の 諸 結果で ある 事 を 思 ふとき、 大鏡 は、 實に、 躬を 

以て 歴史の 當 にある ベ き 姿 を 指示して ゐ ると 評する 事が 出來 るので は あるまい か。 

か く，， 5 て、 吾人 は 先に 提出した 疑問、 大 餒が份 系視 されねば ならなかった 所以 こ 答へ 而も 同時 卞そ 

れが 何， を总 ゆする か を 示し^: たと 信 やる。 上に のべた 様な 大 餞の 統一 性、 初めは、 木の葉の 下 をく  V- 

. 铋に 舫を襤 ベる 稃の 細流 を隨 所に^ めつ、 次^に 小川と なり 瀨 となり 急潭 をな し、 遂に 洋々 たる 

火 河 をな して 滔々 と 流れて. ゆく、 あの 大錢の 敍述。 之 を 列 俾體の 形に 托しつ、 全體を 巧みに 組織し.； ぼ 

然 たる 一は 性 を 持た しめた 大^の 手^に 比すれば、 「榮花 物語」 の 行き方 は 到底 その 敵で はない。 況ゃ 

その 亞流 とも 見るべき 今^に 到って は 殆ど 云 ふを耍 しないで あらう。 大 鏡が 傍系 視 されねば ならな か 

つたの は 云 は，、 その 優秀 性の 故であった。 今鈸が 明かに 形の 上で は 大^ を模し 乍ら 事實 上は榮 花の 亞 

流に して ゐ ると いふ  一 U- 奇妙な^ 象 も かくて 不思議で も 何でい 力い。 卽ち榮 花 作者に も 及ばぬ 力量 

を 以て 大錢 を模 せんとした 事 は、 その 當然の 結果と して、 大 鏡の 全瞪の 理解に 及ばす して その 形式の 


模擬に^ した。 この 事 は 一面 大 鏡の ひらいた、 かの 對話體 が、 當時 如何に 人々 の 目 を 魅し たかを 物語 

る。 而も 大 鏡に 於て は それ は、 先にみ た 如く、 作者が、. 彼の 目的 を 達する 爲の 不可 缺の、 少 くと も最 

適の 平 段と して 獨 創した もので あり、 從 つて 內容 との 緊密 離す ベ からざる 關 係に 立つ てゐ たので あ 

る- 今 鏡 はこの 關 係の 理解な くして 形 だけ を眞 似た るが 故に、 世繼の 孫た る嫗は 殆ど 序と 跋 とに 機械 

的に 颜を 出す だけで、 本文 內容と は 何の 結びつき もない、 とい ふ 不調和 を 生じて 了った ので ある。 大 

銥に n 几 放された ii^ として それ は當然 「榮 花」 の拓 いた 樂な道 を ゑら ぶで あらう。 之に 比すれば 流石 

に 花」 は大錢 とは異 つた 獨創カ を 以て 獨自の 境を拓 いた ものと いふべ く、 又 他の 追隨を 許さぬ も 

のが あると 云 はねば ならぬ。  . 

以.^ 几說 した 所 を、 吾々 は、 次の 如くに 要約したい。 卽ち榮 花、 大鏡、 いづれ も 平安 末の 生んだ 歷 

史敍述 の 二 巨擘で ある。 が、 前者 は 後者の 難き に 比して 模し 易き が 故に、 事赏 上、 多くの 追 隨者を 得 

た 筏 者 は その 對 話と いふ 形式の 淸 新卓拔 なる の 故 を 以て、 形式 上の 追 隨者を 多く 持った。 故に 內容 

より 観れば， •  牛 安 朝の 歴史 敍述に は 前者 を 以て 正系， 後者 を 傍系と して 全く 異る 二つの 流れ を 認めね 

. ばなら ぬ。 而 して 眞に大 鏡の 後嗣 者と 呼ぶ ベ きもの は 遂に 得る 事が 出來 なかった ので ある。 
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二、 月詣 和歌 集に ついて 

附ニ) 賀茂重 保に ついて 

. ,  (二) 月詣 名義 考 

月詣 和歌 集の 名 は、 一般の 間に、 さほど、 ファミリア ではない。 とい ふよりも むしろ 知って ゐる 人が 

I だとい ふ 方が 適當 であるら しい。 のみなら す、 専門家 も、 現在のところ、 それが 當然受 くべき 評價 

を與 へて ゐな いので はない かと 思 はれる。 が、 ある 觀 方から するとき、 それ はもつ と廣く 深い 注目 を 

要求す る资格 を もって ゐ るので はなから うか。 —— かう いふ 點 について 以下 少しく 卑見 を 述べ て 見た 

い" 义ハ體 的に 云， へば、 この 集の 和歌 史上の 地位 や 憤 値に ついて 考へ てみ ようとい ふの が、 この ー篇の 

趣旨で ある。  *  一， 

この 集の 成立の 事情に 就いては、 その 假名の 序と 漢文の 跋と によって、 その 大體を 知-る 事が 出来る。 

それ 等に よると、 この 集が 成った の は、 賀茂別 m 社の 神官 賀茂重 保の 手に よってで あり、 壽永 元年 十 

一 に 完成 をみ てゐる ことが わかる。 

争 

所が、 何等かの 理由で —— 恐らく 一  神官の 私 撰に 係る に 過ぎぬ とい ふ樣な -—— それ は、 それ 以後 か 


なり 長い間、 世人の 關 心から 遠ざかって ゐたら じく、 . 漸く 顧みられ 始めた の は德川 時代に 入って から 

の 事 か. と 思 はれる。 淸水 臣の 校本 (之に ついては 後に 述べる) に は 契冲も 之に 嘱目し なかった らし 

い^、 及び 深^の 元 政 上人が、 寶物 集の 校正に 之 を 引用して ゐ るに 過ぎぬ 事な ど を 指摘して ゐる。 そ 

の 久しに 沒 のうちから、 之が 拾 ひ 出されて 世の 光 を 仰ぐ やうに なった の は、 德川 時代 も 中期 以後に 

入って からの 事で ある.. 鴨季 鷹、 源尙監 その他の 人々 が 異本 を 集めて 校合 等の 某 礎 的な 仕事に 從 事し 

て その 復原に 努力して ゐる。 それ 等の 事情の 詳細に ついては、 現存 續群 書類 從 本の 奥 書 等に ji. つて、 

今 は 深く 立 入る 事 を 避ける が、 たぐ 見遁す ことの 出來な いのは、 淸水 濱臣の 努力で ある。 彼 はぐ 文化 

：-ぉ に 「校訂お 詣和 歌集」 四卷を 公に して ゐる。 この 書に 於て、 彼 は 自ら 種々 の 異本 を對 校した 本文 

に、 契冲の 二十 一代 槃考 證を範 としで、 簡潔な 註 を 施して ゐる。 實に、 本 集の 註釋 書の 濫觴で あり、 

又、 今日まで では 唯一 の ものである。 のみなら す、 註解の 態度が、 彼 自ら A ことわって ゐる 通り、 極 

めて ザ ハリヒ である 事 は、 この 著の 價値を 殆ど 永久 化した ものと 云へ るで あらう^ その後に は、 この 

本文の 缺落を 補って その 註 釋をも 添へ た， 横 山 由淸の 「月詣 和歌 集 補脫」 ー卷が 最も 著しい。 現在の 

績. 額 從本は 以上の 諸 本に よって 本文 を 定めて あるが、 全 歌數は 一千 七十 六、 首、 成立 當 初の 一千 二百 首 

に 及ばざる 事 百 一 一十 四 首で あるが、 濱臣 本よりも 百 三十 二 首を增 加して ゐる。 

これまで、 月詣 巣に 對 して 拂 はれて 來た 注目の 跡 は， 槪略 以上の 様な ものであるが、 右に も 述べた 

通り、 就中 之 を 愛して その 硏究と 普及と に 力めた のは淸 水濱臣 である。 彼. は、 その 註釋の 跋文に 「此 
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^と^ 飼 花、 千載の ニ^と は大 かた 似た る しらべながら、 中に 此 集の 歌の すぐれたる やうに お ぼ ゆる 

は、 わが 心 を 入て 朝夕 ものした る 心の ひく かた にゃあら む」 とさ へ 云って ゐる。 彼が 本 集 を緖詞 花や 

千载 と、 どうい ふ 點で對 比して どう 評價 して ゐる のか、 說 明が 不足で はっきりし ない が、 我々 自身の 

側から 別に 之を考 へ歧 してみ ると、 之に もっと 具體 的な 內容を 入れて 見る 事が 出來 は しないだら う、 

か。 谘臣の 右の 詞は 恐らく 歌の 格調、 韻律な どの 藝術 的な 側に ついて である 事 は 察せられ るが、 今 は 

一時、 かう いふ 微妙な 問題 を 離れ、 ^く は 之に 入る 前にた くこの 詞 を機緣 として、 この 槃の 作者の 顔 

ぶれ や、 成立の 背^の 琪情、 又、 之 を 育んだ 忍 潮な どの 方面に 注目す る 事に よって 聊かで も その 理解 

に资 する 所 あ り たいと 思 ふので ある。 

「よみ 人の 二世の ねが ひ をみ てんとお も ふこ ころ ふかし」 とい ふ 淨土敎 的 情 藻が、 本 集成 立の 根本 動 

機で ある ポは， 假名 序が 明記して ゐる 所で あるが： 之 は、 ^全 體と、 どう 關 係して ゐる であらう か。 

^づ その 時代に 就て みると、 その 成立 は 前述の通り 壽永 元年 十 一 月で あると 漢文 跋に 記されて ゐる。 

鮝永 元年と いへば、 日本 は、 戰亂 の恭と 化して ゐた 時で あり、 同時に、 文化的に 観れば、. 平安朝 文化 

は 終末 を^げ 而も 新 文化の 發生 は、 その 曙光 さへ 望まれなかった 時代で あ^。 第二に 之が 集められた 

の は贺茂 神主に よって 同 神社に 於て *、•  ある 事が 注目. される。 同社 は 京の 都 を 北に 避く る 事 里餘、 京都 

小 野の 恰も 北端に 位する。 壽永. 二 年の 源義仲 軍の 京都 亂 入に 際して 「院宮 みや ばら は、 嗟 峨*大 原 • 

八幡. 贺 茂な どの 片邊 にかくれ させ 給 ひぬ」 (平家 物 si) . と 云 はれた 地で ある。 卽 ちそれ は、 數 百年來 


の 京 文化 を 離れ 得ぬ おの 文化人 等が、 戰亂 と、 世の 俗臭と より、 逃避し つ、 而も この 舊 文化に 憧れ 遙 

に 望見す るに 格好の 土地であった。 鴨 長 明が 木幡の あたりに 隱 れつ 、而も 隱遁に 安んじ 切れす に 京 を 

眺めて 慕って ゐる あの 姿が こ、 に述 想され てく る。 傳統的 文化への 徒なる 思慕に 浸る の餘 り、 俗臭の 

中に 飛込んで 新 文化 逮 設に從 事す る 意氣を 全く 缺く 人々、 卽ち 積極的に 人生 を 肯定す る 力 を 全く 喪つ 

て 了った、 淸廉 では あるが 孤獨的 • 消極的 • 陰欝な 人々 1 1 所謂 「ひじり」 —— の隱棲 地と して、 こ 

こ は 同じく 洛 北の 大^な ど 、 共に 最適の 場所で あつたので ある。 

木^が、 この 時代と この 土地と を 父母と して ゐる といん 事 は、 云 ひか へれば、 當 時の 日本の 思潮 界 

を 支配した 淨土 思想の 眞只 中に 育ま. れ たとい ふに 外ならぬ。 一口に 云へば、 それ は- 京と 田舍 の、 又 

新^ 文化の « 挾みに 惱んだ 人々 の、 宗敎 的に は 現世 を 厭離し 淨 土を欣 求して 現世と 淨 土との 板 挾みに 

苛まれた 人々 の、 深刻な 苦惱の はけ 口であった ので ある。 

「髙 野へ まゐ りた まひけ る 道に て  高 野 法 親王 

定めな きうき よの 中と しり ぬれ は 

いっく も 旅の 心地 こそ すれ (第一 一一) 

うづ まさに 行 ひ 侍け るた ち ひしり を 見て  賀 茂 宣 平. 

さも， 、- そ は假の 宿. o とい ひなから 
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暫 したに ゐて 過す へし や は 「第几)」  ，- 

田舍 にも 都に も 安住し^: ぬ * 死 を 待つ 爲に 生きて ゐる、 立っても ゐても をら れぬ 一刻の 落着き もな 

い 姿。 長 明の. ^丈 記 や 西 行の 山家 槳を 生んで ゐる さう いふ 時代の 姿が、 この 集に は、 最も 露骨に にじ 

み 出て 力る。  - 、 •  -, - 

以上 * 本 集 を 貫く 基調 を 瞥見した が、 次に 之に 關聯 して その 作者の 顔觸に 就て 一考して みょう。 こ 

の點に 就て 先づ 目につく 事 は、 それが 當 時の 耿墙の 大家 を 殆ど 網羅して ゐる、 とい ふ事實 である。 上 

は 鳥 羽院、 ^德院 を 始め 奉り、 幾多の 無名の 歌人にまで 及んで ゐ るが、 就中、 俊 成、 西 行、 通 親. 實 

定、 長 方、. 賴政、 寂然、 登 速、 ニ條 院讚岐 その他、 千載 等， の 勅撰 桀に 比して、 作者の 點に 於て 少しも 

遜色 をみ ない。 定家、 慈圓 等の 大家 も、 假令、 本 集成， 立當 時には、 彼等が 作歌の 黄金時代に 達して は 

ゐな かった にもせ よ、 名 を 列ね てゐ る。 卽ち、 この 著しい 事實 は、 重 保 私 撰の 本 集の 歌書と しての 價 • 

攸を， 勅撰 柒に比 W せしめて ゐる 最大 耍素 であると 云 はねば ならぬ。 と 同時に また、 それ 等の 人々 の 

支お を 得た 點 からして 重 保め 爲人を 推す こと も出來 よう。 - 

この 摩赏 を、 先にみ た 本 集の 思潮と 關聯 させて 考 へて みると 頗る 典 味 深い。 つまり 彼が 如何なる 人 

人の、 如何なる 耿を 撰んで ゐ るか、 とい ふ 事で ある。 彼の 選擇の 標準 を、 交友 知己 等の 外面 的、 偶然 

的關 係からの み說 明しょう とする のは不 當 である。 - (實は 交友 そのもの すら、 元來、 偶然 的で はな 

い。) 彼の 撰 集の 動機が 淨土敎 的な ものである 事 を、 自ら 述べて ある こと は 先に. みた。 意識的、 無意識的 . 


に、 それが 本 集 編輯のう へに 常に 働^ かけすに ゐられ なかった らう 事 は 推察に 餘り ある。 そして この 

事 は、 作者の 時代 的 範圍に 注意 するとき、 更に はっきりして くる。 濱臣の 跋文に も 指摘して ゐる通 

り、 この 集の 作者の 大部分 は壽永 頃 現存の 人に 限られ、 ， 故人で あっても、 それに 極めて 近い 頃の 人々 

(例、 崇德 天皇、 源糚 政) が 大部分 を 占めて 居り、 最も 遠い 時代の 人と 雖も 百年 前後 を 隔てす、 その 

救から 云って 二三 人 (例、 賀茂成 助、 源義 家) を 出で ぬ。 これ 等の 事赏 が、 恐らく、 前述の 様な 成立 

赏 待の 思潮の 强ぃ 流れが 集の 到る 所に 溢れ出て ゐる ことの 最大 原因 をな して ゐ るので あらう。 つまり 

本粱 成立の 動機と 作者の 顔ぶれと は 密接に 相連關 し、 相互に 制約し 合って ゐ るので あって、 この 點か 

ら みると、 重 保の この 擧は、 最初の 目的 を 最もよ く 達成した ものと いへ る。  . -. - 

以 k 樓述 した 所 を  一口に 云へば、 本 集の 最大 特色 は、. こ-の 時代の、 特に 京都 を 中心とす^ 地方 を 支 

配した^ 潮 I 深刻な 淨土敎 的 傾向 を 端的に 窺 ふに 最適の 資料た ケ得 ると いふ 點に存 する。 先に 列擧 

した、 その 成立の 諸事 情 は 相 協力して、 この 根本的 一 特色 を 醸し出すべく- 力 を 集中して ゐる ものと 云 

ふべき である。 

藝術 的な 側から 云っても， 本桀 成立の 後 間もなく 成立した 千載 集に 必す しも 劣らぬ もので あらう 事 

は、 先に 一見した その 作者の 顔觸 によっても うかが はれる。 本 集 は、 その上 更に、 當， 時の 思潮 を 端的 

に 窺 ふ 最適 資料で あると いふ 强味を 加へ 持って ゐ るので ある。 この 點に 於て は、 それ は 勅撰^よ トノも 

すぐれて ゐる。  ， 
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もとよ. o 勑撰 集に 於ても 時代思潮 を 窺 ふ 事 は 可能で あるが、 それ は 歌 そのものに よるよりも， 主と 

して 耿の 選擇の 仕方 を^して 行 はれる。 詳言 すれば、 撰 進 時代と 極めて 長い 年月 を 隔てた 古歌 を も 採 

用す る。 而も 色-々 な 外的な 作爲が 比較的 多く 作用し 易い 勅撰集に あって は、 それが 著しく 激 げられ る 

事、 撰進當 時の 思潮が 稀郯 化せられる 事 は 言を俟 たぬ • かく 見る とき， 私 撰に して 現存 犬 家の 歌 を、 

京 付 £ で戰亂 と淨 土と を 望みつ 、輯 めた 本粜は * 當 時の 思潮 を 代表す る 作品で あると 云 ふも必 すし も 

通 言で なから う： 而 して. 千載 等に も 比肩し 得る と 一 谘臣が 云った の は、， 前に も 述べた 通り 歌 そのもの 

の 蘇お 的 黄 恢に關 して^-あったらう が、 かう いふ 問題に 就いても、 右の やうな 本槃 成立の 背景 を 考慮 

に 入れた 上で 考 へ^; すと き、 更に 新な 視野が 開けて く ふので は あるまい か。 それ は 兎も^: も あれ" 赏 

時の かくの 如き 思潮 を 代^す る. 作品 を 散文 學に 求めるならば 方丈 記が その 一 として 先づ擧 げらる べき 

であらう。 之に 對 して 若し. 和歌の 方面に 求めら るゝ とき、 千载、 新 古今 を 措いて 先づ この 月詣 粜 

を^-げたい" とい ふ 筆者の 意嚮 は、 右の 拙文 をー讀 した 人々 に は 了解して 戴ける 事と 思 ふ。 古今 集 

が、 日本史 上の も 明る い 時代と 方面と を代农 する 歌桀 とするならば、 本 集 は その 對摭 的^ 在と し 

て、 和耿 史的、 ^に 思想 史的、 文化史 的舆 味の 側から も 見遁す ことの 出來ぬ ものである 事 を、 筆者 は 

信じて ゐる ものである。  * 

1 重 保に ついて〕  _ 


月詣柒 について 考 へて 見た 序に、 撰者 重 保に 直接 關係 ある 史料 を、 筆者の 管 見に 入った 限りに 於 

て、 次に 列擧 してみ よう。 それ は m 者の 傳記 としての みなら や 同時に 本 集の 環境 ゃ內 容を考 へる 上に 

も少 からぬ 參考 資料たり 得る と 信せられ なからで ある。 

「贺茂 社家 總 系^」 (乾) によると、 彼 は賀茂 神主 重繼の 子で あり、 歌人と して 有名な 賀茂成 助の 三 

代の 孫に 當る。 ^久ニ 年 正 月 十二 日卒、 七十 三 歳と あるから、 逆算に よって 元 永 二 年の 生れと なる。 

寶物柒 (中) (撩 類從 本、 雜八〕 に、 建 春 門院 崩御に. ついて 

「贺 茂ノ ず； 保 力 年 比 御 祈 ナン トシ テツ カフ マ ッ リケ产 カノ 心 クク覺 へ ケレ 、ノ、 御忌ノ  、ノ ッ 

, マ マ 一一 參テ カク 饋- プソ罷 出， 二 ケ产  、 

古モ玉 ノ臺ハ 見シカ トモ 

, イツ カハ 袖-一 露、 ノコ ホレ. ゾ」 

と 詠 じたと 傳 へて ゐる。 門院 崩御 は 安元 二 年 七月の 事で あるから、 これ は 恐らく 彼の 權禰宜 時代の 事 

であり、 この頃 旣に 公家に 接近して かなり 重ん せられて ゐた 事の 一端 を 知り 得る。 而 して、 之が 彼の 

事^と して， 筆者の 知る 限りに 於て、 最初の ものであるが、 彼の 耻會的 活動に 就て 多く 傳 へられて ゐ 

るの は 神主に 補せられ た 治 承 元年 (九月 廿 八日 —同上 系圖) 五十 九歲 以後の 事に 屬 する。 以下 大體年 

代 順に その 迹を 拾って みょう。 

兵範 記、 仁 安四 (嘉應 元). 年 四月 十六 日の 叙 目に よって 「賀茂 縣主案 一保」 が從四 位に 叙せられ てゐ 
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る。 卽ち 五十二 歲權 禰宜の 時代で ある。 (因に この 時の 禰宜 は賀 茂重忠 であらう、 兵範記 同年 八月 廿九 

日賀茂 行幸 條に 「§ss§;4f^?fll 云」 と ある。 この 正禰宜 以下 十一-人 のうちに 重 保 は 含まれて ゐ 

るので あらう か。 ^ 忠は贺 茂 註 進雜記 (锒 々類 從本六 百 二十 £ 頁) にも その 名が みえて ゐ る。) 

. 次に 彼の 名が 明月 記嘉祿 元年 十え 廿 五日 條 にみ えて ゐ る。， 卽 iil の 如くで ある。 

「兵 部 今日 雑談 之 中， 雖 無益^-註 之、 下官 先年 於 故 殿、 見額櫃 V 云 物、 大內 以下 所々 諸 寺 額、 每數被 

移 予申 云、 是被寫 何 所 本 哉、 仰 云、 是皆法 性 寺 殿御 本 也、 當時在 執 柄 常時 許歟、 先年 邦 綱 卿 取出舉 

入道 殿 所被窝 也、 今日 事 次 語 云、 伊經傳 先祖 額 本 事、 全 非 父 相 傅、 定信置 賀茂上 御社 寶藏、 伊行 不傳 

之、 邦 綱 2e 此事、 お 神主 重 保 令 収出之 §11〕 只 仍私持 之、 全 非 法 性 寺 殿御 物、 而依 優^ 家 先祖 所 書 

等， 授 與伊經 也、 入道 殿下 更 不可 持 行者、 又 法 性 寺殿以 假名 令 註 給 公^ 六 卷抄在 父 卿 許、 傳 得由稱 

之」 (I 後) 右 は 何 te- の 事で あるか 不明で あるが、 邦 綱 は 有名な 富者と して、 且、 法 性 寺 關白忠 通の 推 

擧 によって 平淸 盛に 用ゐ られ、 その 庇護 をう けて 羽 振の よかった 人であった のみなら す、 源平 盛 ま 記， 

(廿 七卷) によると 彼の 母が 賀 茂に 祈った^ が、 彼の 出世の 原因であった とされて ゐる 事な ど を， 考へ 

併せる と， 邦 綱 赏保兩 人の 間に 親交が あつたので はなから うかと 想像され る。 

(tt) 因みに、 右に 引いた 明 S 記？ 記事が、 仝然 W 文で 同 記 建 保 二 年 八月 廿 五日 條も敉 めら れてゐ る。 (簡書 刊行 會本 による。) た 

だ 違 ふ 所 は 建 保 ニ^の 方 は-右に 引用した 部分 だけで あるに 封して、 ^綠 元年の 方は尙 前後が ぁリ、 且、 記事の 脈絡が 通っても 

ると 思 はれる K が ある。 從 つて 之 は に嘉錄 ；兀 年に 枚むべき もの かと 想像す る。 尙 右のう ちに、 定家を 来訪して ゐる 「兵 部」 

は 建 保 二 年なら ば 兄 成 家， 嘉« 元ハ ヰなら ば 菅脇在 蘇 (公^ 補任) であるが、 成 家、 定家 兄弟 は 餘り相 善くな かつ， たらしい 事 も 


EE 時 に 注意 さ る ベ きで あらう. * 

, 新 勅撰 (ナ 二： 戀) に  - 

r 賀茂 常； 保 社頭に て 歌合し 侍け るに 戀の心 を  勝 命 法師 

戀路に はたかす へ をき し關 なれ は 思 ふ 心 をと を ささ る^ん」 • 

勝 命 は 養 和： 年、 重 保 等と 七叟尙 齒會を 行って ゐる。 この 事 は 前にの ベた 所で あるが、 二 條 公爵 家 所 

藏 「日吉 記」 によると 勝 命 はこの 時 やはり 七叟の 一 人と して この 會に 列して ゐる日 吉祝成 仲の 聱 であ 

り、 且、 勝 命の 許に は 「賀茂 日記」 なる ものが あった 事、 又 同日 記に は 日 吉祝部 宿 禰も賀 茂 明 神と 同 

じく 套角 身命の 後裔で あるとの 旨が 記されて ゐる、 と ある。 (右 「日吉 記」 に i!H. し 得た の は 川 峙庸之 氏の 钩 好意 

による 墩を玆 に 特記して 謝意 を 表する。) ^上 を 綜合して 考へ ると、 重 保、 勝 命、 成 仲 三人の 間に も 極めて 親し 

い 間柄 を 想定して 差 支へ ない 様に 思 はれる。 

千載 集 (神ち に  • 

. 「賀茂 社の 歌合と て 人々 す、 め 

侍りけ る 時、 述懷の 歌に 詠める  -. 

賀茂重 保 , 

君 を 祈る 朝. を筌に みて 給 へ わけい かつち の 神なら はかみ」 

(月詣 集に はみ えず)  ， 

二 月 詣和跌 集に ついて  1 九 


嫌な^ 代の ほ， 想と 文化  二 〇 

m 保が 建养 門院の 御 祈 をつ とめた 事、 乂 * 忠 通の 一 i 原 遷都 反對を 夢見た 事な どは^に 述べた。 (この 

事 は 又 彼が 忠通 にも 伎 近した ポを 物語る もので あらう か。) 朝廷 や 政治家との かくの 如き 接近、 か 、 る 

方，： ！： への 彼の 關 心の 淺 からぬ^ を豫想 するならば 右の 「君 をい のる」 の 一首のう ちに も 彼の 熱情 をう 

かが ふに 足る ものが あるので はなから うか。 卽ち之 を 以て その 本 歌に 取られた と考 へられる、 能 因 法 

師の 「天降ります 神なら ば 神」 の 歌 广 之 は 淸輔の 袋 草紙に 採 上げられて ゐる 所から みても 當 時の 歌人 

の^ 識に蹈 して ゐ たかと ra§ はれる) の單 なる ロ眞 似と して 片 づけて 了 ふこと は出來 ない。 更に この 事 

^赃接 i 保 その 人と 關係 はない が， 次の 亊と 結びち けて 考 へ ると 典 味が ある。 

仁 安元 年 六月の 頃、 贺茂大 明 神が、 天下の 政の 正しから ざるに より、 日本 嫋を すて、 他所に 渡り 給 

ふべ しとの 旨、 某 女が 夢想した。 のみなら す、 賀茂 久繼も 同じ 夢 をみ たので ノ翌 七月 參內 して 奏請し 

又^ 政^せ にも 吿^ た.、、 朝廷で は 陰陽師に 占 は しめられた ところ、 實^ の 由 奉答した、 とい ふ 話が 百 

鍊抄 及び 古今 著 問^ (I) に载 せられて ゐる。 事赏の 如何 は 姑く 措いて、 朝廷と 賀 茂との 關係、 賀茂祠 

官の關 心が 那邊 にあつ たかをう かが ふ 材料と して 捨て 難い ものが ある やうに 思 はれる。 先の 常； 保の 詠 

も 之に よって 充分な 內 容が與 へらるべき ではないだら うか。 そして この 事 を 許すならば、 炉の 承久役 

に 於け る賀茂 能久の 勤王 も 決して 突然でなかった 事 を 知り 得る であらう。 

• 俊 蔥と茧 保と は耿を 通じて かなり 深い 交. 9 を賴 けたら しく、 俊惠の 歌集 (I 葉) は 

「重 保 はしめ て 神主に 成て 賀茂赘 前 . 


にて 卅講 のつ ゐ てに 爲雪松 花と 云 

事 をよ み 侍しに  ： 

千と せまて 雪つ もる へき 宿 なれ は 花 さく 松 も 君の みとみ て」  * 

\ 祝って 居り 更に  ， . 

「賀茂 神主 重 保 かむ ぬしに 成て は 

• しめて 正月に、 歌合し 侍しに 子 日 

を 人に か はりて」  -  、 

to 詞 害して 二 首 を 詠 じて ゐる。 卽ち これ は 治 承 二 年 正月の 事と なる。 因みに 「仲黉 日記」 は 神主に 補 

せられた 九月 卄 八日の 直後 十月 十四日 條に r 賀茂 行幸 也、 無爲 無事 天晴御 祈定隆 本社 勸賞神 ま 重 保 云 

云 一 階」 と 記して ゐる。 

神主に なった 後の 彼 はこの 月詣集 以外に 屢社 前の 歌合 を 行って ゐる。 卽ち すぐ 翌年の 治 承 二 年 三月 • 

十五 日、 別^ 社廣 庭に 俊 成 を 判者と して 歌人 六十 餘を會 して ゐる。 (これ は 別 雷 社歌 合と して 類 從に敉 めら れ. て 

ゐる d  t  ノ  .  . 

これ 等の 歌合 を どうい ふ考 へ の もとで 行つ たかを 窺知せ しめる に參考 となる 事柄 を 玉 葉 治 承 四 年 六 

リ.1 "日の 條が傳 へて ゐる 。卽ち 「長 光 入道、 季經、 _經 家 等 朝臣 來談 世上 事、 季經語 云、、 去月 十三 日大 

雨 下、 ^則 賀茂 神主 重 保 於 寶前講 祈 雨 和歌、 彼靈驗 云々、 雖 末代 信 力 之 所 至不筌 者歟可 貴々々」 § き 

二 月 詣和欲 集に ついて •  ニー 


sgfr! ゆ 代の 思想と. X 化  ニニ 

右のに. ^ よ W -詣^ にも 名 を 連ねて ゐる 人々 として、 重 保に 親しかった 事 は 察する に 難から ぬが、 それ 等 

の 人々 の 述べて ゐる所 を 以てしても 重 保が 歌 を 信仰生活と 如何に 密接 不可分に 結びつけて ゐ たかが 知 

ら 1 る。 尙玉葉 治 承 四 年 十月 十八 日 條には 藤 原 兼 光の、 兼實に 告げた 語と して 「去 八月 新院御 祈爲行 

御 祌樂參 贺茂社 之 次、 神主 熏保相 語 云、 去 比 通夜 寶前、 眠 歟非眠 之 間、 御寶殿 震動、 于時故 法 性 寺 殿 正 

朿帶御 坐寶殿 傍、 又 歎息 而曰無 由 遷都 之 有 天 如 此久寶 殿 モ令搖 動 給也ト テ事外 -ー 思 食歎タ U ト見了 覺了云 

々」 と 記されて ある。 この 神託 はまた 直ちに 重 保 自身の 詞 でも あらう。 

養 和 二  (壽永 元 j 年 春、 六 卜 四 歲の彼 ノ日古 祝 成 仲、 勝 命， 俊堪、 片岡 禰苴家 能、 祐盛、 敦 仲と 共 

に 七^^ 齒會を 行って ゐる  一 £、ぶ|)。 月諧集 の 成った の は卽ち この 年の 十一 冈 の 事で ある。 

^永 二 年 七月に は義 仲の： 卓が ^都に 殺到した。 賀茂社 も 色々 な 方面で この 社會的 動 搖に捲 込まれす 

に ゐられ なかった 事 云 ふまで もない。 特に その 經^ 的甚 礎が これ を 機と して 不安の 狀 態に 陷れ られた 

事 を 次祸の 「贺 茂 別 雷 社 文書」 2〕 . がよく 示して ゐ- る。 と 同時に それ はまた、 この頃の 賀茂別 雷 社の 

經脾 的^ 礎 乃至 は 勢力が 如何なる もので あつたか を 知る 材料たり 得る。 卽ち賴 朝 は 次の 如き 下 文を以 

院宣 を 奉じて、 その 舊領の 確保 を 約して ゐる。 

「下 賀茂祌 主 宽保所  • . 

可 令 早且任 院宣 狀且依 先例 無 相違 致 其 沙汰 當社 御領 等 事 

右 一 天 之 下 誰 人 不奉仰 神明 之驗德 四海 之 中 何 所 可 相 背皇化 之^ 旨因玆 往昔 奉 免 之 地其數 繁多 而 平家 


權蔑如 皇憲之 問忽以 滅亡 其 間 ^日 於 當御神 領者任 先例 可 令 致 其 沙汰 之 由雖被 下院 宣不令 承引 之 

^^以 不當也 於 今 者 早且任 院宣 狀且依 先例 可 致 其 沙汰 之 狀如件 故 下 

# 永 二 年 十月 十日 -,. 

前お 兵 衞佐源 朝臣 (§纏)」  - 

ついで 壽永： 年 七 一月 四日 附院廳 下 文 は 備前國 在廳官 人に 同國山 田、 竹 原 等の 庄の、 賀茂社 用途 米 

を 誤りな く述 上す ベ きを 命じて 居り 更に 壽永 三年 四月 廿 四日 附を 以て 賴朝は 下 文 を 以て 諸國 に、 

再び 院廳下 文 を 奉じて、 4 事 用途に 對 する 狼藉 を 停止せ しめて ゐる 「-. 卽ち . 

「下 諸^  . 

可 早 任 院潞御 下 文 停止 方々 狼 鐯備進 神事 用途 賀茂別 雷 社 御， 額 庄園 事  _ 

近江國 舟木庄 安曇 河 御厨 

美濃國 脛長庄  ， 

尾；^ 國 高^ 庄 

玉井庄  ， 

參河^ 小 野田庄 

遠江國 比木庄 笠名鄕 

丹後國 由^ 庄 和市庄 

二 月 諧和肤 集に つ いて  二！ 一一  ， 
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. (* 力) 

攝津！ i 米番庄 

播 1?^ 安志 庄 林田庄 寶盥尾 御厨 

美作國 ^文 庄 河內庄 便 補 保 

〔I 前 B〕 

□□□ 山 W 庄 竹ぬ 庄 

一 ！？ I 力) 

備後^  ^cl 庄 

伯 者國 河庄 稻積庄 

出雲阈 福田茌 

伊與國 菊 WI: 庄 佐 方 保 

周 防^-  後戶關 

も庠 L  ,  • 

和泉櫚 深 目 笞作庄 淡輸 

淡路圃 佐野庄 生穗庄 

紀伊闕 紀 併淤 御厨 

阿波 蹒 福田庄  . 

s  f  ィ 

能登阈 土 田 庄桃浦 □ 賀茂庄 

^狭 國 宮河庄 矢 代 浦 

金&庄 


越中^ 新 保 御厨 

右 球拾^ 简所 神^ 任 院鹧御 下 文 停止 方々 狼 I 武士 等 濫妨如 元可備 進ロロ 用途お 不恐 神威 不川院 

宜ロ 惜可處 ^科 之 狀如作 以下 I  1  , 

3 永 三年 四月 廿四 日 

正 四 位 源 朝臣 (賴 朝)」  _  , 

「□0^ 籍可備 神 用  . 

:— . 一 ；  . 

候 之 以此旨 可 令 披露 

- 給 ： 、  M-  , ，皇 

. 一  一 卄 四日 正 四 位下 賴朝」 

同 交 _甞 はな ほ 右に つ いで、 同社々 領を 平. 家 時代の 濫妨 より 囘復 すべ きを 命じた 文書 を收 めて ゐる。 

前爻 が闕 けて ゐ るので 正確な 年代 は 不明で あるが、 蓋し 右と 同じ 頃の もので あらう。 右の 元 暦 元年 四 

パ卄 の 命令に ついて、 吾蓥鏡 は^ 日條 にかけ て 「賀 茂社頒 四十 一ヶ所 任 院廳御 下 文 可 止 武家 狼藉 

之. E.^ 其 沙汰」 と^して ゐる。 

公家 武家の 保護に よって 所^ 問题が 一 鹿 落ちつ. いたかと 思 はれる 元展元 (壽永 三) 年 九月、 卽ちぉ 

二  H ^和お m について  二 五 


はへ？^ 代の ^» と 文化  二 六 

のド 文の 約： A ケパ 後に *  ^保 はまた 社^に 耿仆を 催し てんる * 卽も 拾^：,^；: ク： トリに 

、あ-  *  -  .  、  4ー 

「元： W 元^ 九 月 神よ^ 保 竹；^ 社^ /、= と て よ ま せ 侍りし に」 

して：； ゆの 耿が叔 つて ゐる、 このね. 3 耿八： に ついては なほ 他の 史料に^ したい，.」 願つ てゐ る。 

この M^^fe に その：：； ケハ^ , い 二パ卄 九 U 附を 以て^; t を 下されて^ 茂 別^ 社倾近 江！： 安： ぶ 河 御 

H§H 別^ ^物に^す る 濫妨を 化.， に， すべき を^せられ てゐ る。 (お茂^ 池 雜.？ i) 之 12 よると、 之に 劉す る^ 

解 を k つたの は 十一 パ である. が、 その 文屮 「今 僅に^ む 所 は 近 江 安^ 御厨 計 也」 とあって い 舞 文の^ 

おは^ 引して お へ て兑て もお 時の^に とって 胜^ の. 个安が 火 問題であった ポは お定 出來 ない。 

この 後、 ^接： ^に^ 係 ある 年代 明^なる^ 枘を 示す ものと して は 文治： 二 年 十一 刈い H=  (m 保 

六 いん^! 條に 「^茂 行幸^ 巾 社.？ れ、 神^^ 保お 加 *.^」 と あるの が. 管 見に 入った 唯 一 の もので あ 

つて， これによ つて， この^ 依然 神へ 十； であった^ が 知られる。 前 引の 「贺茂 社^ 系 II」 に は 治 承 元^ 

^p; に 補せられ た 後.：' 五 年 問， その 職に あった 由を傳 へて ゐる。 之に 從 ふと、 建 久ニ年 七十 三歲で 卒す 

る 迄 引^き 神主であった^ となる が、 之 は その ま ゝに從 ふべき か、 或は^に 歿 年までの^. 數を 之に 當 

てた もので はなから うか。 この 點 について^: 後考 を俟 ちたい。 

次に. 正確な ハ小パ は 不明で あるが、 彼の 事^と して^ へられて ゐる もの を 二三 列擧 してみ よう。 

「贺 茂社總 系^」 (乾) に は 彼に 註して 「淸 一流 之 系チ 云、 赏保 任屮舯 寺池ノ 邊ノ羞 餓鬼 ヲ始ム 于時社 

^ノ 別^ L# 依^ 想 也」 


rRific^ 大請 集」 繼《*、  2r 六〕 に 「賀茂 神主， ま 保よ 入た らん^と も かきあつめて みやし ろに お 

さめん と 申せ は 書て をく る *0 て，」 として^ 十 甘 を 载せ てゐ る" 藤 原實定 ゆ 林 下 集 (T、 き に は 「貧 茂 

神主し げやす 近代^ 仙の 歌 ども を えら び て^  G  子 つ， 色 ^^に 書き 侍る とて ある 所の 女に 俾へ色 轵 0 

を 書か やて 侍 h- し V 添 へて やる」 として 贈、 答 歌 をのせ てゐ る。 彼が 各方 面に 廣く歌 を 請、 つて 紫め てゐ 

る^、 又耿を 中心としての 伎の 活動 は 右の 外、 寂 蓮 集、 S 秋 詠 藻、 經家卿 集. 千载 以下の 勅撰^ 等に 

頻 見して ゐる。 忮の 筆蹬も 「 一 品經和 哥懷紙 一 によって 今に^ へ られ てゐる . 

最後に. これ i 寺のう ちから や 、化 m すべき もの  一 二 を 取 上 * けて、 結びに 代へ たい： 

新 古今 集、 十七 8、  sk 

「 ^惠法 師ー. C まかりて 後、 年頃つ か はしける たき 木 な ど 、 弟子 の も とに つか は す と て 

賀茂重 保 

煌た えて やく 人 もな き 炭 かまの  - 

跡の なけき を 誰か こ るら む」 

との 交の 深沪っ は 先に 俊裹 集に よ. 力て， 想像； た >  俊 惠の歿 年 は 明で ない 様で あるが、 こ 

れ によると、 重 保め 歿した 建久： 一一 年 以前で ある 事 は 明かで ある 生年 は、 先揭 古 今 著簡集 所 M ヒ 叟 0 齒 

食の 時に、 卽ち壽 永 元年に 七十 歲 であるから 永久 元年の 誕生で あり、 翻ち _重 保よ. 6  I 丄ハぁ L 年長で あ 

る-」 ^ftG 差の 少 いこと も 亦兩 人と-^ 近せ し むる 力と なつても るので は あるまい か C 

二 月 is 和 * 集 について  ， 二 七 
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^^^は 乂,^ 保が 「越の 方」 へ 赴いた^-を 傅へ てぬる。 これが 何年の 事で あるか は 不明で ある。 卽 

「贺茂 神 生 歌-保- 】 しの かたへ まかり 侍. -し を乂歌 林苑人 々餞し 侍し か は 

歸る へ き 道と はきく を 我^ 

, V かにし るらん うつせみの. 世 を」  - 

新 勅, m へ も 亦い さ  >  か^ 保の 消，：^ を俾 ふる 所が， ある。 卽ち 

「病に 沈み.^ りけ る^、 新少將 みまかり ぬと 開きて^^ 法， 帥 かもと に逍 しける  贺茂赏 保 

朝 かほの 露の わか 身 をお きな からまつ 消えに ける 入 そ 悲しき」 

藤 iMIf オ朝は ^(お 慯 〕 に隧 信が^ 保 を 悼んだ 詠お のせて ゐる、 卽ち 

「贺 茂^ 保み まか， o て 後人に かの ふるさとに て玄 にあ ひて 友 をと ふとい ふこと をよ みは へ りしに 

まと ゐ してち きりをむ す ふみたら しに  . -  . 

-な きかけ のみ をう つら さりけ る 

f:l"^<2: 保み まかりて 後つ ねに 耿 よみ 侍りけ る ものと も、 跡に まかり あ ひ て^! 友戀 灰と い 

ヽ る、 い をよ み ゆり ける  -.  ほ.^：;: i 

うち むれて たつぬ る 宿 はむかし にて  .  、へ. 

おも かけの みそ あるし なりけ る (新^お、 ゆ、 8  - 


隆 信と 相 親しかった 事 は 猶賴古 今^- -神 S) に收 めら れた 左の 歌に よっても 察せられる" - 

「同 g ま ぼ 時 祭 つし めて 侍りけ る 時 年 ごろの 舞 人が 陪従な どし ける こと を 思 ひいで V 

て 种キ： ^保に い ひ つ か はしける，  藤^ 隆信 朝臣 

^ぶ やや^ 山吹 かざしき て  ， 

神の めくみ にか、 ふ 藤な み」 

後^^  (秋、 中〕 に.  、 

「賀 茂篾 保の 歌合に よみて 逍 しける  • 前大納 言 經 房 

ひかし よりおな しみ^の 月 なれと 

秋の ためし や 今宵な るら む」 

は 何時の 事で あらう か、 .經 房の 名 は 月 詣には 見え Of 樣 であるが， 大日 本 史料 ■ (四ノ 十六、 

^^部) 所 引、 文治 二 年 十月 卄ニ R の 歌合 a: 歌 八！：： jgl. 書 と^る) に は 經房は 右方、 重 保 は^ 方の 歌人 

IJ して 列して ゐる。 なほ 定家， 季經、 隆懷、 顯 昭等當 時の 歌人 も 多く 之に 加って ゐる。 が、 右の 書で 

は， その^ 合の 様子、 前後の 事情、 場所 等 は 一切 不詳で ある。  ， 

^成 も 「贺茂 ^保 社頭に て 歌人：： し 侍りけ るに 述懐の 心 を」 と詞 書して 

「立^ かへ り 捨てて し 身に もい のる かな  .  / 

子 を 思 ふ 道 は 神 もし るら む」 

二 1WSS 和 に ついて  ,  二 九. 
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と 詠 じて ゐる。 俊 成の 出家 は 安元 二 年 九 パ 卄八 = であるから， 云 ふまで もな く、 それ 以後の^で ある 

が、 「子」 は 推，.：： ひした のか 不 叫で ある。 が， 拾 玉お r な-に：；！ じく^ 成が、 そい 子 成^の 任中將 

を^: S に 依^して、 ^つた^ へ^, ん 人^" もの) が 収め にれ てんる の を^へ 併せる と 興味深い。 尙、 . 

玉 葉^  h) に 寂^ 及び 瓶 波赖輔 との 關 係が みられ、 「經家 卿^」 にも^ 保の 名が みえて ゐる。 

〔月 m 名 ^一  . 

^後に^ として *  二の^の 「月 詣」 とい ふせ n 紫に ついて 考へ てお きたい。 之 はこの^ にと つて は必 

やし も 小さな 問題で はない と e 心 はれる し、 又從來 あまり はっきりした 說明 もなか つた やうで あるから 

である。 、，= 本文 ゆ 人靳典 「H ^仲 欲^」 の w^s:〕 といって、 筆者に、 人に 示す 程の 考が韆 つたわけ ではな 

い。 從 つて^ M 蛇^に 終る 惧れが あるが，. 八-はこの 一 H 葉 及び 之と 關 係 ある， .ぽ など を， 成るべく この 

^成立^の セ枓 のうちから^ つて 來て、 その ま 味を考 へる 爲の资 料に 提供す るに^め てお く。 一 

先に 紹介した 校バ 和耿 m の 冬の 部 I この^ は 全部 を 四 量に 分ち^ 复 秋. 冬の 名 をつ けて ゐる。 歌 

の 部 立と は 別で ある) に 「校訂 月^ 集附考 」 が附 せられて あって、 こ ゝで淸 水 imK は 七 項目 をた てし 

パぉ^ 繙 -TS のた^ s 色々 と^お を 計って ゐ るが、 その^ 頭に 「=:gi 名義」 と 題して、 その 屮に 「さて その 

W おと 名 づけし 故 は、 ^茂の みやし ろへ パ^ の 人々 の耿を あつめし をい へる よし、 假名^に 十二  2：； の 

お ま ゐ りの 耿をっ ら ね て ：： ム 〈ム と あるに て 知ら る. 十二 卷を 十一 一^にて わか ちし 故と 思 ふ は た か へ り」 


之 は 假名^の 「十二月の せま ゐ，^ の^を つらねて よみ 人の 一 -世 のね かひ をみ てんと 思 ふ 心 ふかし」 云 

ムと あるに 據 つたので あるが、 谘 ほの 說明 でも， 片ぉ の 名 づけた. m 來は叨 になった かもしれ ぬが、 そ 

ノ, て  -  •  J*i 力：，  ；ノ.  、^^、. へ  • 

の^ 味 は 依然として はっき， - しない， ^文 跋に 「人お >  類聚 云な. f0M. 勒爲 十；； 卷 >  蓥乃 fst 

而 分， 収其法 於 律數、 以ぉ- € 錄， 題 其 名於卷 端」 と あるが、 之 もどう いふ 意^ かよく わからぬ。 そ 

こで、 今 姑べ 木 * を 離れて， 常時 一般に 月？ i とい ふ^、 又 之に 額 似の 事が 少 から や 行 はれた^ 货の方 

から 覜察 し^して みょう。  、 

先づ * 一般に、 冋 一 の 社への 參ぉを 度^ね る^-によって 祈願が 充 される とする 考が當 時 も 盛で あつ 

た^-は 云 ふまで もな く， 幾多の 徵證が ある。 先に あげた 邦 綱の 母い 場ん：； も その 一 で あ る^ 勿； i であ 

る。 が 0: 他の^ 例 を 念の 爲 に^げるならば、 千載 槳 「祌 疵〕 に 次 で校 なのが 兄 出される 「 

「^入に ならぬ^ をな げきて 年來賀 茂 社に 詣で 侍りけ る を 二 千 三百 度に も あま， o ける 時、 贵布 

禰の 社に 詣でゝ 柱に^ きつけけ る  平^  ffi 

-今 まてに なと 沈 むらむ きふね 川  • 

^はかり 早 < さ 神と たのむ に ， 、  • 

かくて 後^な/、 藏人 にな h- 侍 h- ける. 近 衞院の 御 時な， 9」 

^に.： ^数の 多い 例 を擧げ るなら ば- 入。 母 は、 その 宿所 四 條坊門 高 倉から 六角堂に 「萬 度詣 j 

をして 子女 を 祈って 遂に 上ん を^た、 と 明^ 上人 行狀記 は德 へて ゐ る。 . 

二  H 七， 1^^^ に ついて  ，  ，三 一 


ほな 時代の と 文化  .1  一一  二  , 

^M. 承 安四^: 一一 パ 十九 H 條には 「^茂 上ド 好^: 心^^^ r 依 炙 治 問、 付定 經參詣 了、 彼 男 每片致 

お 二. i* 依 難お，^ 所 副 別使^ 也. 無 憚 之ガ雖 可果其 分、 依お 返 轉之 北. r 所 立 代せ 也、 此旨 兼お 合 彼 □ 

也」 广 h ぶ ^ち ws^^ も そ の 家人 定經も 共に^ 月のお 茂 心經 供養^く は參 詣を缺 か な か つ-た の で 

^る-か 之 マ-亦 外ならぬ パ詣 であらう。 而も 右 日記の 記述ぶ りから みて 頗る 篤い信仰に 立って ゐ る 事 が 

窥ひ 知られる。 承 安 ra: ハ牛； 一一" 卄 九日 條には 「前お 州，：：； 贺茂返 出、 伴蹒 州、 日來企 百度 詣 云云」 

とんって 「！.：： ほお」 の 風ら あった^が 知 もれる。  -,  . 

W 接 . 「パ お」 の お を 拾 ふ ならば 下 み 如 "盛 -V お^ に 二-つば かり 兄 出される。 

「人^ ん： 二 は， が^が^り. さんに はな どか 賜 は、 らざ らん. とて、 もとより 憑み 奉る ところな 

れは、 ぽ へ おで を 始め てお で 給 ひける に (治 承 二 年 卜 一 召 安德 天な 降誕) い つし か 二 箇月に 御 

お；^  9  U おはしまして 皇子 御^生 あり」 (欲 十&  -  ^§$^  ，  ； H 淥の 記述 は； 5#抄 にも 兑ぇ てゐ る〕 

，に： y お いおとして」 「されば- M 昔に 利 生-：;.. す 人 は 比-;: を この^に て あるか、 ； ！：： 詣 で日參 り、 夜も^ も 

0 ビ つ .：- てんつ るに 下 W 女 近^^; 賤は皆 を この 事 か は」 (あ 十八 卷、 「文 焭淸 水の 狀」) 

以 k に^ 一  -:,, リ：- 仁；：^. i とい ふ：.：： i にの み荠 m して 和耿 との 關係は 問 ふ 所でな かつ たので あるが、 最 

後に ^おの^に-: 茂ではなくて 化. fiz にで は あるが —— ぉ化？ を 行った 例 を^げ てみ よう。 卽ち 無名 

抄 (： 丁、 に ； 近 W ォ にぶ^き ポ」 と^して 次の 注^すべき 語 を 傅へ てゐ る。 

「此近 、^^、一  に 心 ざ， し 深 かりし^-は 逍因 入道なら びな き 物な ち、. 七 八十になる まで 秀瞅 よませた ま 


へと いのらん ために * かちより すみよし へ 月 まう でした る、 いと ありがたき 事 也」 

パ詣骆 にも 名 を 列ね て ゐる道 因の 乃詣 はかくの 如き 歌道に 對 する；  小斷の 精進 を 象徵 する もので あつ 

た" そして 今、 更 めて：^ 詣桀を ふり かへ つてみ ると、 吾々 は、 こヌ にも 同様の もの を 兌 出す^ が 出來 

ろ やうに 感 せられる。 ち 假名 序 は 述べて 云 ふ。 -.  . 

「おなじく 心 を あはせ てた のみ を かけあ ゆみ を は， j びた てまつ る 人々、 そのほか のことの 葉 を あつ- 

めで；：；^. と 名つ  く」  -  Z  •  \ 

少 くと も 撰者 を 取卷く 歌人た ちな 道 因 と 同様の 熱情に 驅 ら^. て步を 社頭に 運んだ であらう 事 は 疑な 

い- 「ガ^^」 の 名が 何處 に由來 する にせよ 、吾々 はこの 名のう ちに、 彼等-の 藝 術に 對 1 る 無限の 情 

熱 を^も 强く感 すべきで はなから うか.。 、-  -. 

(附」 次に 參考 V- でに、 「贺茂 社 總 系 坳」 (乾〕 によって、 右の 小 11 屮に 名の. みえた 神せ の 略 系 を^して-お ヽノ  ， 
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三、 參議藤 原 敎長傳  •  、  • 

序 

i.t 逍に 「才^ 抄」 を、 耿逍に 「古 八.：^ 註」 r 及び 「抢^ 抄」 * 仉、 之 は 今日は 逸して 傳 はらない) 及び 家 

梨 「贫 逍^」 等 を殘 した 能せ 家に レて 歌人た る參^ 藤 W 敎- おに 就いては、 大 H 本史 (一一 一 I) に 立てられ 

てゐる 節-もな によって その： g 歷の 太體が 知 もれる。 ^に 先； や 「古今 槃^」 發 兄に 際して 火- i 二 年 八 

j お 「$しん| こ.！ fwy-i^Hr^T.I.rJ:' ： . 卞ぶ どもりし r- ,01 つ L  .00  、この 傅 記 は 更に 「.？； 典 仝 集」 It. ン.： ：ォ こも-一- V 

j^y  一^. タ」 {J-M、，<y=c れ J 力 ft^、{:: ダ^む も ジしー 「え t ォ る , 今 集の 斛題 にも 錄 され てんる」 5^ し^お 

に ついて 傅した もの 、管； 3- に 入った もの はこの  ー1 つ だけで あるが、 この 人物 を もっと^い 史的 兑地か 

らも 础 ^す る必 f と 典^と を 感じた ま ゝ に 以ドゃ ゝ 詳細な 傅 を 試み たいと 思 ふ。 

が ^初 に 次の^-をお ことわりして おかねば ならぬ。 卽ち肇 者の 關 心 は^, ら 保元亂 以後の 敎畏に 注が 

れてゐ るので あって * それ 以前に 就いて は^ど 知る 所がない.、 と いふ ことで ある。 俾記 として は それ 

では^ < ト-な る を^ない が， 人-は 色 々なポ 情から 姑く 以上 を 以て 滿足 する こと/し、 た、 くその 一生の i! 

见に 便す ベ き 簡^な^^ 及び 系！： を附錄 してお くこと によつ て 一 應 この 不備の 幾 <ノど 補って おく 布と 

す^。 がそれ 以前の 時期の 彼に ついて、 後との 關係 以上.， 一言 述べて おかねば ならぬ^ は 前^の 二 傅 


記 も 特記して ゐる 通り 彼が^ 德院 G 御殊 寵を缓 つて 居た とい ふ點 である。 院の 詞花枭 撰 集の 院宣 を 奉 

じたの も敎设 であり， 又 久安六 年. 、所謂 久安 n 首の. 作者に も 加 へられて なる 。(^謂 柳奏 雌ぎ 又能钟 

家と しての 令名 M に 高く、 朝廷に 重ん せられた 迹は 「今 鏡」 に傳 へられた 外、 ^へば 宮中の 敍 目の 執 

筆の 命を尜 じて かる： とな どに も 窺 はれる。 (特 五)  . 

一 傅の 期間  . 

. 敎畏の 歿年を 正確に 示す 史枓に は 未だ 接して ゐ おいが、 山 槐記治 承 四 年、 十月 十五 日條に 「故敎 長 

入道」 と あるの が * 筆者. の 眼に ふれた 彼の 歿後の e 取 初の 記^-である- 而 して その 二 年 前 卽ち治 承： 年 

三 パト rt  = には^ 茂 別 ^社 耿ハ、 ：： に耿を 跗 つて ゐる (gj から、 その^.^ は當然 その 間の^で ある ジ 

^ち^が 生れた 天 じ： 年 一 公， 卿 補任に より 逆お.) から ヒ卜 乃至 じ 十二 歲の 生^で あり、 卽ち 鳥^ 

. 近衞 •  •  • 條。 六， M  .  ^會 天，：^ の御歷 代に 相^す る； ぼ つて. こ 、 に 今 採り上げ るの は 保 ハ儿 年から 

治^： 乃. ャ叫^ 、 年齢で 云 へ ば E 十八 歲 から 七十 乃至 ヒ 十一 -歲 までの ： - 十三 乃至 二十 五 年間の 事^と 

いふ こ と に な る t なほ 敎畏 の^ 去 に 關聯 して 寂 蓮 集 は 寂 連と、 - 敎^ の ^賴輔 と の 間の 次の 如き 贈答 を 

^へて ゐろ. の も 或は その^ 去 前後の 事情 をう かが ふ 上に 何等かの 手がかり となる ので あらう リ 

「^^にし はし こもりたり ける 頃、 宰相 入道 敎畏病 に炽 ひてい ま はとな りに けれ は賴輔 卿と ふ 

らは むと てま かりけ る 程に，；^ まかり て 後 かの. 3 にの ほりた る よしをき きて 造し ける . 

.11 一 象讓 藤： s 敎^ 傅  三 五 
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たつね きてい かに あはれ 1 なが むらむ 跡な き 山の^の. n くも ：  - 

暴か. へし .  ま^^, ヌハ. . 

たつね きて が しき 穴. -を なか めても- ま となりに し 人 をし そ 思 ふ」， 

•  二 その 人物 

敎 長：^ M 及び 歌^に 造詣の 深かった 趣に ついては 常時の 諸 の 一 致して 示す 所で ある。 G#。 

ぱ ほ；^?^ この ポ について は 以下に 述べん とする 所で あるが、 - それに 先だって 吾々 は 「今 

お. 一 が、 彼 は 在俗の ゆから 「近 心」 が 深かった と 特記して ゐる ー點に 注意した. い。 この 記述 は 彼の 人 

物を考 へ る 一 上に 一 つの 手がかり を與 へ はしない だら うか。 

久安六 年敎ぉ は 御 殊寵を 蒙って ゐた^ 德上皇 の 御 下命 を 奉じ 和歌 詠進の 列に 加 はった。 所謂 久安御 

百酋 である. がその 中に 右の 記事と 相 表裏す るかと 思 はれる 短歌 一 首が 收 めら れてゐ る。 久安六 年 四十 

ニ歲 頃の 敎 長の 氣 持の 一 端 を 窺 ふに： 足る ものが あるかと 思 はれる ので 少しく 長いが 左に 揭げ てみ よう 

, 短. 耿  , 

あっさ ゆみ はる. たもぬ P- や みよしの、. 山に かすみの たな ひけ は 木の め も. 今 は 

はり. ぬらむ いつしか とのみ 花 まつと  この も かの もに たち ましり 家路 忘る ゝ 

かひ もな く  ^け はかつ もる はかな さ を あはれ いつまて なけき っゝ わか 身の 丄に 


なりはてむ 

秋 はなる 

忘られて 

しら 露の 

- よ- o こ. けり 

瀧の 絲の 


こと を はしらて. 

かくは 常な き 

心 ひとつ そ 一 

これ を はよ そに 

く る 君 に 


夏 くれは 

-世 なれと も 

i こら しき 

冬の 野に； 

おも ひこし 

つか ふとて 


しけき 棺に 

くまな き 月 を 

さ ての 積， 9 は 


なくせみ の 

なか むれ は 

老いら くの 


むら 》 ^見 ゆる 草のう へ は 

我 かみな かみ も いま はた. た 

思 ひ はなれぬ うきよな り： 


空しき 沪らと 

も の 思 ふ 事 も 

身に せめくる も 

みな 白妙に 

くろき 筋な き 


お-元 物語に よると 彼 は^ 德上皇 の 御 企に 際して、 御 諮問に 與 つた 最も 重耍ェ 近親なん 物の 一 人で あ 

る。 その 際， 初め、 彼 は 極力 諫め 奉り 御飜 意を鹫 うて やまなかった。 が 到底 その 望な き や を 観る やせ 

いて 從ひ、 谜ん で， お^し^って ゐる〕 乃 も 上皇の 御 使と して 直ちに 源爲 義の說 得に 赴いて ゐる" 爲義 

が^に 托して 拜辭 せんとし たの を 「餘 f9 におめ たり」 と 理詰めに 說き 伏せ、 然 らばと て、 その子 爲朝 

のみ を 御 川に 立てん としたの を 「居ながら 院宣の 御返^-は 如何 あらん、 然るべ からす」 と强 いて 出廬 

せしめた あたり、 方に 使して 君命 を 辱し めざる ものと いふ ベ きで あらう。 若し この 時 彼が 爲義の 言 

を 唯々 として 聽 いて 空しく^へ つて 來たな ら どうな つて 居た であらう か C 爲鍪 が新院 方に 馳せ參 じな 

か つ たら、 新院方 に^の ある 武士 は 殆どなかった であらう C 若し 又. 一 一度 目 一一； 度 目の 勸誘 によって 漸く 

^^を 出 せし むる^が 出來 たに， しても、 そんな^ をして ゐる うちに、 さらぬ だに 不用意であった 新 

II！ 參銥藤 W お^ 傳  ョ七 . 
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院〃^ ^^はおに^^ れ となって 戰 はざる に勝收 すでに 決して^た であらう。 恐 へ ば 彼の この 使者と 

しての 立派な 態度が、 あの 戰の 上に 大きな 關係を 持って ゐ たので ある」 上^方が 兎に角、 互角に 戰ひ得 

た， 一との^: 後に はこの、 彼の 人物 や 態 皮 を 考^に 入れぬ わけに は ゆかぬ。 卽ち 彼の この 變に 於け る 行 

動 仝體は 観 方に よって は^めて ^ 示 的で ある。 笫 一 に それ は 彼が 世俗的^ 求 や 名利に 恬淡であった 事 

を 示して， 9 る。 今^が 評して 近 心に，：： E むと 云 つたの はこの 邊を^ した もので あらう か" が 第二に それ. 

が^^: 的 努力の^ くの 放^とい ふ 事 を 意味して ゐ ない， とい ふ^は M 時に^^ されねば ならぬ 所の、 

.ぉ に^ 要なる 點 である。 後に も见る やうに， 彼 も 亦 常時の 流行 思潮であった 十敎の ^ 者で あつたが 

それに も拘 はらす、 この 思潮の^ 調で あり 特色であった 所の、 や 然^ 極 的 返^ 的な考 へ 方に 膨 倒され 

捲 込まれて 了って はゐ なかった と：； ム ひ^る。 そして 最後に、 この 行動 全體 を^して、 彼の 出處 進退 を 

^くもせ ざらん とする 態度 • 卽ち： i めて. H 主 的な 立場、 少く とも 之 を 喪 は ざらん とする 精神の 閃き を 

見の がす こと は出來 ない。 

保： 兀亂に 際しての 彼の 行動と， 今銥の 批評と を 結びつけて 彼の 人物の 特色 を大體 右の 様な 三方 面 か 

ら豫 め捉へ て おく 雍は 彼の 生^ を考 へ る 上に 颇る 便利で ある やうに 思 はれる。 

三 配流 中の 敎長 

戰 敗る ゝゃ敎 長 は廣降 寺に 入って 出家し 觀速 と號 したが、 上皇 方の 最も 有力な 人物と して 直ちに 官 


^に埔 へられ 種々 推 問 さした 後、 常 ii へ 遠 流に ぼせられ てゐ る。 時に 保 元元 年 八月 三日， 四十 八歲の 

時で ある。/  ；. -.  , 

以後 應保 ニ^ 三 川 七日 に 到る まで 足掛 ヒ^に 亙る^い 流； 1 先活 を^へ る、 史料 は 極めて 乏し. 

い。 彼の 歌^ 「貧 逍^」 にこの 問の 一面 を 物語って ゐる 詠が 十 首ば か h- みえて ゐる だけで ある。 従つ 

て その 全貌 を 知る に. E ない が、 長尔. 住み なれた 都と 多くの 知友の 許と を 離れ、 殊に 親しく 仕へ 奉った 

上， M とは^ 反對 の^ 國の果 に逐ひ やられて 堪へ 難い 寂寥に お まれた 事 だけ はこの 僅かな ものから も 知 

, る ^が 出來 る。 出發に 臨んで 親友へ  ，  ： . 

はかなくて 老いに ける 身の 悲しき は 後に あふひ をえ こ マ 契らね 

途屮に 於ても  、  一 

かくて ひたちの 國 まてよ そか あまりに まかりいた ケ ぬ。 いたらん とすると ころ はした のう 

きしまと なん まう す。 うみ の ほとり に ふねに のりけ る^に よめる 

ひ を へ て も 過き し 都の つ 、 きそと 思 ふ： ii ベ をけ ふそ 離る ゝ 

^々都から^ くても 地 綾き である^が せめても の 慰で ある —— その 唯 一 の 小さな^ さ へ も 今日は 奪 は 

れて丁 はねば ならぬ。  - 

すみ だ 川 を 波って は 業 平の 古の 悲みを 今更 乍ら 己の 上に 味うて 

すみた 川 今 もなかれ はありな からまた みやこ 鳥 跡た にもな し 

0 參 11 藤 原 敎長傳  一 一一 九 
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身の： 小 遇 を かこち 都 を 慕 ふ 情 を 常 陸に 在って 次の 如き 詠に 托して ゐる。 

我な からしら て 過き け. o いかて かくうき にたへ たる 身と はなり けむ 

おちた-? つ 水の あはと は 流 るれ とうきに きえせ ぬ 身 をい かに せん  -, 

お 時の 人々、 待に 都の 人々 にと つて は 都 を 離れる 事の 悲しみ は 「うしつら し 都 はみ しと 思 ひし は 別 

れぬ ほとの 心なり けり」 (1 觀 Y の  一^: にも 明かなる 如く、 殆ど 今日の 吾々 の 想像 を絕 する I のが あつ 

た- その 點で彼 も 亦^ 然 その 時代 その 社會の 子であった。 從 つて， この 方而 から は 彼の 特色 を 窺 ふこと 

は出來 ぬ。 こ. s 時代の 彼 を 知る 爲に は- W 他の 新し い 史料. を耍す るで あらう。 

四 0 ^ 後の 生活 

流 ：1 の 境 服から は あれほど 思^の 的であった 都 も、 ^つて 見れば^ 德院の 下に 樂 しき 生活 を 送った 

いにしへ と は 打って おった、 ありし n を傯 ぶよす が もない 様であった。 家 狼に 收 めら れてゐ る 次の 贈. 

お；： もこの 邊の 消息 を 物語って ゐる。  . ， 

さ ぬ さの 院の御 時た かひに はなれ^り て 後、 世屮 ちり- (\ になり に けれ は. S. 遣す こと もな 

きを. いかなる ふしに かよみ て 遣し ける  •  前 大僧正 覺忠 

てた まゆら 賤の をた まきく りかへ しま 3 のこと を かけぬ ま そな き 


たかねよ. 9 ち り くる 二との は を みても ひかし の；^ の 名残な りけ. 9 

かくて この 期に 於け る敎 長の 心 を 占めた 最大の ものが 保 元 以前 へ の囘 顧であった 事 は 疑ふ餘 地が な 

いぶが * か ゝス囘 顧が 跟 なる 追懐，， -I ^痴 に墮 ちて 了った かどう か、 卽ち仳 の 中で 何等か 意義 ある 活 

勸が なされなかった かどう か， 一 言に して 云 へ ば 之 を 彼の 性格が どんなに 色 づけて ゐ るか、 を考 へ て 

みたい。 

五. 粟田 宮 建立  -  . へ 

^祯院 御 菩^のお に 粟 W せが^ 立され たの は • 勿論 當 時の  一 ^え 心の 怨^ 思想に 發 して ゐる もので 

あるが、 E1! 時に このお の 造^と 敎 長の崇 德院 思慕と を關聯 させて、 後者 を 前者の 有力な 動力と して 直 

接に 結びつけて 考 へ るお は 出來 ぬで あらう か。 之 は 聊か 牽强， 附 # の^も あるが 史料 的根據 が 皆無で も 

ないから 以下. 試みに 述べて みたい。 吉記壽 永 三年 四月 十五 日條 にこのお の 造^の 箏を 記した 後- 「故 < 

近敎 ぉ卿赠 天下 擾 m 之た 彼院 幷槐 ！： 惡靈可 奉 神 靈之由 故光聰 SS 之 時 (？ fes:. せ t J 被 

仰 AM 人 々 」 (£) と あ る 0 文意 稍 明瞭 を缺く が、 . 之 を敎長 の慫慂 によって このせ の^ 立が 企てられ たと 

解す る 靡が 出难 やう。 源： 牛 盛衰 記 (物 一) にも この 造 赀の事 を 記して 「玄 長？ 以て 別當 とす^^」 と あ 

る の も敎. お の - ！ の 努力 を^ il: 小す る も の で は あなまい か。 若し 然り とすれ ば敎長 の ， 」 の 建議 は 凡そ 何時 

顷の 事で あ. らう か， 光能が 藏 人頭であった の は 上に 記した 様に 安元 二 年 十： 一月 以後で ある。 その 


Si; な ゆ の 恐恝， 文化  /  ,  BH 一 

少し 以前 M 年 八：：；： 八 n に は 後.：：：： E 法な 御^^に 際して 仰 を^って 御 願文 をお いて おり (H  一^ 治 承 元^. 

.1 凡パ顷 には^ B に 在.^ (謎 g 奥 I)  ^に ニネ三 n: に は 別^ 社の 歌ん：！ に、 おめら れて 和^ を 贈つ 

て 一つる (之 は 恐らく 歌^に 列した のではなくて 他の 地^に、 多分 商 野から^ だけ を 贈った もの-と 

お せ られる C;} 以後の 彼の 行動に 就， い て ひ： 5- % .-y 全 く 沈默し て ゐ る - 今假に 才^ 抄の 書^めら れた治 

承. 一 兀^- 七バ 以後 は 全く 高 野 を 出 で なかった と. お へる と、 右の 吉記 の 云 ふ 所の^^が 可能で あ つ た 時期 

は 安元 二 年 十： 以後 梨お 元三^ ヒパ以 おの^々 八 ケパに 限定され てく る。 忪 も その 問卽ち 安元 三^- 

叫" 卄 八：！： には^^に 太 火 あり、 riw^ お をして 「我 朝 褒^^ 期 じ^ 锬」 ：： ム々 と 奴せ しめた 积 のゅ禍 

を與 へ た。 穿って^- へ れば お. おはこの^ 變を利 m して^の： 小 安に おびえつ ゝ あ つた 常時の 人心 を 動か 

し (勿論 彼. Jn^ と雖も その 一 人であった らう) たので は なから うか。 ま；； 記 毒 永 元年 六：^ 卄. 一 n 條に 

「^：^じ 講來談 世^, 其屮ぉ .ム、 天下 擬亂全 非 他^、  ^^左 府怨^ 之 所お 也， 識岐院 知 足院入 遒&^ 

加^: T 於 法皇 g| お 度々 逄其難 御， 御所 業 超 古 ^ 御 之 問 御 i9^s 歟、 一： 條六條 高な 三代 帝王 

t 以き 化，.^^ SZ 院六條 ^政. 又 臨 期 之^ H 令お お 下 給， ^^彼^ 之令然 也， 近年 之 i!: 迚々^ 想 〔非 無 

其^, 此^上 下雖 ^此. 3、 未 及 其 沙汰 鳅^ 任〕 北 野 之 例 可 被 祝 神鉞， 予答 云、 先^^ 其 沙汰、 讃岐 院- 

彼 行 八 諮、 左 W 被 贈.：；： 位 了、 お 時 神祠^ 冇 沙汰 歟 」 と ある を みても、 か、 ろ 計^ や 希^が たやす 

くん 心に^ じたで あらう^-は 想像に 雛から ぬ 所で ある。 壽永： 一一^^ 月 粟 m お^ 立の 述び となった の 

も， 1-而 から は 彼の 努力の 結 .ぉ であつ おので は あるまい か。 —— 前に も 述べた 跺に之 はや ゝ穽 も^ぎ 


てはゐ るか もしれ ぬが —— 惜しい 哉 この 敎長 はも はや 此の世の 人ではなかった。 彼の 子 (玄 _40 が 別 

おとなり^: た の は せ め て もの 心遣りで あ つたと 云 はねば ならぬ"  / 

六 能霄 家と しての 活動 

此の 如. さ怨 おの 恐怖に 襲 はれて ゐた 常時 5 人心が 保： 兀亂の 敗者に 對 する 處 分の、 あま， りに も 殘酷悲 

慘を 極めた 寧のに^ として、 これ 等の 人々 に對 して 少 から や 同 |E を濺 いで ゐ たらしい 事 は玆に 注意し 

て おべ 必要が ある.， Y5I、 承 安三^-九 刈 九日 後 C 河院の 御ん 叩令 により 建 春 門院 新 御^ 額 を 何人に 書かし 

む？ きか を 古 Eiillw が 藤 原 傲^に 計った 際に 經房は 「敎ぉ 入道 不杏無 I」 と 云って ゐる。 (§) これ は ど 

う い ふ^ か 明^で ない が 或は その 流罪に 處 せられた ホに 關 聯 して ゐ るので あらう か。) ^記 壽ん丄 二 年 

•  U 條に^ 徳院 の^: 耻 化； 立に 就いて 議 しお 時た r 院； 卿： 也 而別常 入 近 云、 

散 位 人な 悔， 加 之 保 元 敵 人 方 也： 院 一族 尤^ 奉行」. 尤も 他方-の 定 であるか.. pi は. そこに 私怨 を 

、  _ 

"豫^ せねば ならぬ かも 知れぬ が」 と 云 ひ. 同 九日 條に 更に 「崇^ 院 S 造營上 卿；^ 部 卿. ^$0 

は.： .35: ス^ 子 也， 人 以^:！ 之 山火^ 卿奏 閱 之、 仍被改 皇后 宮大夫 云々、 尤可 然^ 也， 雖院中 事^ 散 位 

お 行. 小^ ^ 況於敵 人 子 乎」 等と ある^から も 逆に^す 事が W 來る。 力：： 還 後 £ 敎長 s 生活 は 一而、 この 

. 般 的な 溫ぃ 同情の {4: おに 包まれて ゐ たかと 想像せ しむる も 力が ある。 ^にも ノ 寸觸れ た^であった 

が 彼の 能繁が 後白河 法皇の 用 ゐ給ふ 所であった^ は 安元 ニ^ 八 八日』 法皇が 阿彌 陀、 ,0.0^^00 

U1 お 昧 鹿 ぬ お^ 炼  0 三 
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を 行 はせ 給うた 時の 御 願文の 淸赛を 彼 に仰ド されて ゐる 事で 明かで ある。 「手書 は つねに 物 を 可窨 也、 

-ゃ然 は^ S 成 也」 (g ，卿 之) と 主張して ゐる 彼と して はまた、 進んで 御 引受けした 布で も あらう。 そ 

れが m: 時に 「用筆 在 心、 心 正則 肇正 也」 と^ゃる 彼 3 身の 修卷の 道で もあった ので ある。 旣に窨 道が- 

^^の^で ある 以上、 如何なるお にも 手 輕に飛 付い-て 行った、. と考 へ る こと は出來 ない。 

「懒 らん 時、 物 臀^な かれ， 文字 あやしき のみなら ゃ左樣 にしつ けつれば 乎 あしく 成 也。 吉筆^ 紙に 

て 心の. いさましから ん折 可^ 也リ 非 能 は此 次^ をし ら すして いつもた やすく 喾 とのみ を 知て 费害 す. 

る-は、 杏 は 手 を 執 せん 入 は 如何様に 人 云と もと かくす へりで 赘間敷 也- ^^つれ は-へに 隨て恥 ある 

也， 人に 隨 て^: は 我 恥 也〕" 我枳 也" 如 此^ は 誰も 易.. 知^な れ とも 故^の 多と は 如 此の 事 を こそ 巾 侍 

れ。 丰 赉 ならさらん 人 も此心 を； 也 (.11 あしく とも 不 ar 卒爾に 其^と なくす るお-は 僻事 也、 諸道 

n へ 如 化 也」 こ、 に， ，= 分の ^きだいも^ ゝみを 最^の 狀 態の 下に 全力 を あげて 害く、 他人の 需に應 や 

るの は それが CJ 分の^ 心の 要求に 合致す るが 故で あり 「人に 隨 て^: は 我 恥 也、 我 損 也」 とする、 極め 

て.：！： 主 的な 態度が 躧如 として ゐる。 かく も 道 を m ん じた 彼が 右の 御 願文 を淸^ したの は 法皇の 御 願書 

なれば： であらう。 又 山槐記 治^ 四 年 十月 十五 日條に 「自仁 和 寺 御室^ 御 使， 觀昔院 ^頂 式 帥 卿 M 

被 造 進、 活卞ぉ 哉、 又 法 训^^ 之所秘 也- 故敎長 入道 淸^ 之， 而 未調盡 入滅 了、 彼 外 题问喾 進 哉 之. W 

也. 此御使 S 潜.^^ 獻新院 便 被 仰^ 也」 と ある) 敎長が こ ゝに云 ふ 「仁 和 寺 法則 柒」 を かいたの は 何 

時の^ か 不明で あるが * 文面から すると この 記 寧の 時から さほど 隔 つて ゐ ない 様に 思 はれる。 右の 記 


本の ま づてゐ る 如く、 この 法則 桀が 「^之 所秘 也」 とされる 稃 重要な ものである 以上、 之に よって 名 

お 時の 人々 が 筆 道 S 方面に 於て 彼に 拂 つて ゐた然 敬の 稃を 察する ことが 出 來る" と共に この 所 爲が右 

山 如？ 彼の 主張と 全く 合致して ゐる ものである 事、 少く とも 決して その 主張 を襄 切って ゐ ない 事は斷 

一；：：；： し 得る。 「貧 道^」 にも 書道の 方面に 關 する ものが 一首み えて ゐる。 

「人の まきもの あつら へたり ける か 

かきて やる とて  - 

千^ 跡 ふみつ くる 水く き. のなかれ ての よの だた み ともせよ」 

： 、 にも 後世に 恥を殘 すまいと する 心 構へ を tis みとっても よいで あらう。. 「未練の 時 左右な く 物を窨 

と 披露す ベから す。 よく/、 |白 練して 手の 品 を 書 出しての ち， 手本 を.^ 昝又人 も 見すべき 也」 お葉) 一 

と. ム つて ゐる 事^-相 照應 して、 彼の この 心 構へ、 .H 信の 裡 になみ くなら ぬ 用意の 稃を窺 ふべき であ 

らう。 なほ^ 性法靓 王の 御歌橥 「出 觀槃」 をみ ると • 同 親王の 御需 によって、 法 花： i を書寫 して ゐる 

ことが わかる、 卽ち 

「法 花： i あまた 供養し 給 ふとき ゝ て、 入道 宰相 | 三部と 申た るに 一 部 をた ま はせ たり けれ 

は  . - ，  t& 

この 里 はみ つの^と 恐 ひし をい つれの しなに 我 I れに けん 

^力へ し 

In 亵鹂 麒盼 敎長炫  raE 
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立し めに はみ つ リ 車と^ しかと まこと は ひと つのりと しらす や 

この^に 於け る 彼の^ 逍方而 の ポ^の 主な もの は 右に 列擧 した 如く. である。 之に 關聯 して 云 ふべき 

^が 尠 くないが * 之に ついては 便 ttk. 後に 「才^ 抄」 を 中心として 節 を改、 めて 考 へる こと、 し * 玆に 

一 寸 方面 を か へ てこの 時期に おける 彼の 交游の 方面から その 爲人を 論じて みたい。 

じ 交 游 關.， 係 . 

特 に ^政 と s 交 り， お 京 後の 彼が かなり 说ぃ 交際 を もち、 かなり 活^して ゐ た 迚は 以上に よっても 

火^ わかる ：， は si お」 かにも^ W ふ 方而の 人々 と 交って んた 趣が 察せられる。 问桀 にみ えて ゐろ名 

のみで もお^ お 成- 公^-  ^の 虮？ f  . 源賴 政、 愤宗 ^言、 卜 經^.  ^^では 覺忠、 登逮 * 與福 寺の 耿 

^範. ^を 初め： 人に & んでゐ る- にも；— 觸れた 「出^^」 に は 彼の 耿 -kj^ を 出し、 且 その：； 1* 

によると^..!.; が：： に 出 人し 給 ふに^つ て^に して 共に^ 業に^ 進し， 又 和^. V 以て 慰め 奉って ゐ 

ふ も 亦 じ 和 寺に おいてれ^ モに k つた 和歌 ヒ^ を殘 して ゐて、 右の 「出 觀壞」 における 

應 じてんる. お^お 殿御^と 稱 せられ^う た 2 は卽ん 外ならぬ^ 忭^^ ぶに ま { ます。 

.m 水 殿御. V： 花 御らん. せし n よめる  ：  . 

： はねと も庀 は、 いの あ.^ けれ はきみ みるけ ふそに ほひ ましけ る - , 

c 水お 御室に て溪 流^ 花と い ふ 超 をよ める 


山樱 みねこす 風の ふきた めて 花に せかる ゝ谷 河の 水 

水^ 御 に 人々^  k 皆お 麥と 一； ム题 をよ める 次に 

1-1 のとよ. O お るし も！.」 はてお りな. ん 入ら はなてし こ-ふまむ. まも をし  - 

^殿御 审に 人々 まいりて 秋來夜 始^と 云 題 をよ める， 

とのみ ひるの けしき はか はらね とよ ことに 秋は來 たるな りけ. 9 

•:. 水 殿御^に て 人々 まいりて 詩會 ありし ついて に狄日 山寺 卽ポ -  . 

云 こと をよ め る 

秋， 、れは 朽葉 かつち るみ 山 へ の. H にたく ふかね の 音 かな 

敲殿 御室に て 人々 うたよみけ るに 霞， 巾^ 樱と云 題 を 

やへ^  くら ふの 山の むめ かか はみ ねこす 風の つてに こそしれ 

nKP^^-^.  -  ^ て 花 籠 寺と いふ 题を 人々 に よま せ させ 給し うちによ める 

なに はかた みつの はまへの. キ みれ はた、 ふも砹 のかけ ぬま もな し」  *  . - 

敎^ と H じく 親 K も 亦.： 问 i.: 及び 仁 和 寺に すみ 給 ひ、 几ぶぉ 德後白 河兩 天^の 御 2 母^に まします 關係 

か ら でも あら う ， 歸京後 の 彼 が 就中-親 し み 奉 P た の. は 親 ：土 であった らしい。 且 和歌 そ の ものから み て 

ん.则 ん S, 心. おに は 船る 相 近き ものが ある 搽に^ はれる- 元お， 敎長 の、 親- に 親しみ 奉りし について 

は そ 山山^. の淺 からぬ もの， あり、 親- ト-御 歲五才 にして 仁^ 寺 北院人 御に 際して、 お 羽 上皇 御 向 車 あり 
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し^. 院の御 陪^ は敎. おの 父忠敎 であった。 ^に久 安- r 年 四 3? 親王が 御歲 十九 を 以て 一身 阿闕 梨の宣 

をお り！！： パト n;: 和 寺 観. ほ. おに 於て な^から 御满项 t うけさせ 給うた 時、 敎長 (常 時卅 九歲) は 之に 

^列した のみなら す、 常 H 及び 翌十 一 日の 係 を 詳しく 記錄 して ゐる。 (金、 澤文犀 は 現に この 日記の 古寫 

木 を^して ゐる ー— g 文^^ 「^五 親： +: 御. 1顶 記」 ^五 親王 は卽 ち^ 法 親王 を さし 奉る。 なほ 敎 長が 

觀 一せ 院^" m 式」 を かいた^ は山槐 記に よって 先にみ たが それ は疋 にこの 日記、 を 指す もので あらう) 

以上. この 期を屮 心と しての 敎 長の 游交關 係 を槪觀 したので あるが、 玆には 特に 次の 如き 理由から 

して 源 一一-位 賴 政と 5  父り を敍べ てみ よう。  ！ 

和歌の 趣^に 於て 相 一致し、 又 殆ど 同年 配 (紐 政 四^の 年長) であった (おも あるで あらう、 兩 人の 

^はし はかな.^^ いものが あ つた 様で ある。 賴 政が 敎 長の 家の 歌^に 列した 事 も 再三に 止らなかった 

でんら ぅジ ^政^に 「觊 遨」 主催の 歌合の 席上の 歌が 一 竹み えて ゐ る.， - が 勿論 多くの 例のう ちの 一 だ 

けが 偶々 記錄 された ものと 觀る ベ きで あらう。 敎 長が 度々 歌合 を 催した 事 は 右の 外 例 へば 月詣 和歌 集 

C-)  H.s(gl 一 f| 一一 一」 茧家^ 等に よっても 叨 かで ゐる。 一方 賴 政が 廣く諸 家の 耿 席に 列して ゐる事 も 

亦^ 政 紫 ゃ玉椠 によって 知られる い  . 一 ， 

召^ 後の 敎ぉ の廣ぃ 交游關 係のう ちから 特に 賴 政との 交り を問题 にす るの は兩 人の 關係 乃至 は對照 

に. 色々 に 意^に 於て， 特に 興味 を^く ものが ある 様に 考 へられる からで ある 。卽ち 先に 述べた 様な 

^怙 以外、 W 人の 通 去の ^ 朕 及び 現在の 境遇 や 心^ を相對 比して 考 へ る畤 そこに 他の 人々 との 間に 見 


出し^い もの を^に 成 じて & たので はない か と， m§ はれる からで ある o( 之 を 彼等 自身が 意識 し て ゐ た 沪 

否か は敢て 問題で はない.) 龃政 が^ 羽院の 御寵を 蒙. つたの は 敎 長が^ 德院の 寵臣で あり 近習 者で あ 

つたのと fflw て ゐる" が兩人 共に すでに 夫々 院に 別れ 奉って ゐる。 而 して 前途に また 昔日の 如き 樂し 

^^光の お ケ待っ 望 を： ！K うた 點亦 共通で ある X 當 時の 賴政， の氣 持が 決して 滿 足して ゐ ない、 率ろ ぉ懣 

に^ へな かつ た樣子 は 例 へ ば その 家槃 を^く 者の 直ちに 感得す る 所で あらう) 過ぎし n を懷 しみ つ ゝ 

今を傻 み，：：：.， T 慰め 兼ねた^^ にお かれた 雍は^ に 相 あはれ むの 情と なつ て 兩人を 接近せ しむる 根本 動 

機 をな したので は あるまい か。 恐に， く敎 長が^ 野へ 隠れた 際で あらう、 賴 政に 一首 を 送って ゐる。 

「おや 住みう かりけ む、 ゐな がなる 山寺に まかりて みやこ を 思 ひいで ゝ 人れ もとに 逍 し^る 

^なれし 思 ひの い へ を あく かれて さらぬ 別れの かとて を そす る」 (§ 道) 

人山す る に ほして 特に^ 政に 贈つ てゐ ろ^ は兩 人の 心 交の 淺 からぬ もの あれば こそで あらう。 賴政 

のか へしに 云 ふ  、 ， 

我 もさ そ 忍 ふお も ひの い へ ゐには 今 まて 出て ぬ こ ゝろ おさな さ 

その^ 遇 や の 額 似 はかくまで. 强く兩 人 を 結びつけた。 併し乍ら この^ 似 は •  ^は、 極めて 皮相 

；£ な、 外. の ものに 過ぎなかった ので は あるまい か。 とい ふの は敎 長の 現在の この 失意の 境遇 は必 

やし も 彼 E 身の 過失の 招いた もので はない。 云 はズ： 小^が 天から 降って 來た とで も 云 ふべき であら 

う， ^元 亂勃敉 のおの その 行動 を みても わかる 様に それ は 確固たる 物に よって ー赏 されて ゐる。 信す 
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る 所に， w つて，：！： ら， 1= 主 的に 勁いて， Q る。 從 つて そこに： 小 迅が^ 舞つ て來 たと しても 悲しみ こそ あれ、 

悔ゅ る 所 は 蓋し 少か つたで あらう。  - 

ひく 水の 恐 はぬ 方に 流れつ ゝぅ きせに あ ひし 心.^ こそ すれ S3 

と述忟 して ゐる やうに *- 彼 ははに 時勢の 流れと いふ 火き な 不^抗力の 爲に押 流された にす ぎぬ。 旣に 

s1,"-:^ 力で ある 以十 か^-^: 人 を 猫 ふか は 1： のみの 知る 所で あ つ て 人 問 にお はは はない。 そして W..F こ 

の 火き な： 小^ 杌カも 人格の n ホ性 そのものに 對 して は 一 桁 も 染める ことの 出來 な、 いお は rpi- にに 童し 

てお く必 -iv が ある。  . 

之に 對 して、 ^^k^w の则に 立った 似 政 は どんな 氣 持で ゐた でお らう か。 亂こ 於て ょ兔こ 

^ ， • づ诒？ g に 於け る その 行： g を 確 1： たる，：： お にも とづく と觀 る^-が 出來 やう か。 .そ れは 寧ろ 卩 m 然 であ 

る、 - 端 を^した^ が旣に blu に 乏しく， みづ から：， しを^: する 力に I！ くる 所 ある を 示して ゐる。 

そして その^ 果は 如何り ：： ムは ^彼の^ 就に よって かち^られた とさへ ：： ムふ べき-牛 氏の 與 降 と：！： 族の 

诚」」 以外の 何もの をも^ さなかった。 (賴 政の 行^に 就いて お 他の 額 似い 例 をお へ^る。 卽ち： キ治亂 

に は 「名 をば？ ！にハ^^ とよ ばれながら：： ムひが ひなく 仉勢： 牛 氏に つ き^ ふ もの か な。 御逡が 二心に よつ 

て^^の ，，， 欠に 疵 つき， ぬる こ tyn をし けれ 一 と 義^に 一： ム^ けられた のに 對し、 资政は 「^代：： v 太の 議. 

をう しな はじと 卜 善のお にっき^-る、 全く 二心に あらや j  (II) と^へ て 「靓 方に よって は 辯^に す 

ぎぬ」 ゐ るが.. ^^の^ 兵 に^して は 宇治川で その^ 兼. 1 は 足 利 忠斜に 朝敵 呼， は * はり をう けて ゐる 


勿論 これらの 人々 の 語と されて ゐる ものが 具に 果して 彼等に^ せらる べきで あるか 否？ -は 

や-く  * へやう のない 事で あ h-* 且、、 又 日本の！！ 體上、 いかなる, 隊もせ ^..v 以て，：：； 任せざる は. ないか 

ン  - 

ら、 之 だけ を 以て 云々 する の は輕卒 でも あらう が、 初めは 「十 善の 君」 によって 「二心」 を隱 して- ゐ 

た の が 後 の 場 八" に はこの 假.， 3 を剝が れた とも 見られる。 少く とも 時人 のうち に は 之に 似た 觀方 を、 感 

、じ を 懐かされた 者が あつたの では あるまい か。 吾々 から 觀ても 彼の この 二つの 行動 を 貫く、 一  贯し， た 

もの、 確た る もの を^ 出す の は W 難な 様に 恩 はれる。 -, 古來賴 政の 擧兵を 以て 源氏 再興の t"0、 を" 1 る義 

戰 とする 觀方が .；；；： 力で ある 様で あるが、 之 は^に 結果の みからの 觀 察に 過ぎぬ ので は あるまい か。 も 

し^の 晚 年の. お^が ^風に 帆 ヶ^ぐ る 底の もので あったら 栗して^ 兵が 行 はれた であらう か。) 彼 ほ 

なに 與 へられた もの も、 そ. の 年齢 や 功 勞に對 して 餘 b にも 不 gMc な 小 さ な ものに 過 ざぬ 0 —— 確^: た る 

に つ かや にお^した 結 茱 は 敵に^ を贷し つ 、 巧に 操られ ノ 今 は その 爪牙と なり 下って その 鼻^ 

を 窺 は ねばな、 になくな つた" このみ ぢ めな 境遇 はも と/ \ ら 招いた もので はな かつ た-か 。 表向き は 

^おの 側に 立 つ た賴 政が、 ，：= 借の 缺乏の 故に、 不滿 t」 悔恨と に 我と 我が 心 を^: しめ 結：：？ その 常 然の結 

^として iw しふ 死にせ ねばならなかった 彼の 一 生 は、 舉竟 して 確信な き妄 i- の 一 生であった とも 評せ 

られ やう。 

かくして け" ^的 に^れ た敎長 は、， ^利^ の m に ケ つ た顿玫 に 完全に 打ち勝. つたので ある。 二 入力 精 

神^.: 活の 問の こい^  M は前揭 の 贈 答 に；^ 感得 マ る こ ひが 出來 るか もしれ ぬ。 —— 住み 驯れた 京 を 斷^ 
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报！： つて^き 追に^ 進 せんとす る敎 長と、 之と 茨み 乍 ら ^ ほ 思 切る こ と が 出來 や-や 滿の 俗世界に 戀々 

たる^ 政と. 勿 # ^政が 敎長と は 备然異 つた 责 任と 環垸 1 を 持つ. た 以上、 又、 和歌の 修辭 とい ふ もの 

の 性 s ト：、 これ だけ を 以て ^人の 間に かく 截然たる 線 を 引く の は 無理で あり 不當 であるが、 少く とも 

i おの 上に おける^ 異は 太^ 認めねば ならぬ であらう。 (^次の 如き 例 をみ て おく 事 は 右の 比較に 對 

して ：n 等 かの^ 考 になる でも あらう。 卽ち宽 家 桀に重 家の 出家に 際しても 同じく 賴政は 二  ^を 贈って 

お^: 京桢大 夫賴政 許より 

<? みよりも さきにい つ へ きい ゑに わかい. ま  >  て ありて きくか やさし さ 

洱， し； お^. ノ-.  ^-M^.^,-  .  ..^..^  .w  . 「ノ 

うき^ を はいと ひか ほなる， な なれと も 心 はい ゑ， ど 出 はこ そ あらめ 

^家の 出家 は 安元- *^ 六月 廿 五日- 賴政 七十 一 の K のこと である，」 同じ 趣 は乂兩 人の 辭世 を對比 

した 時に も 成せられ る。  、 

^長 「いき もせす しに も やられぬ もの ゆ ゑに 何と 消え やらぬ 露の命 そ」 (誠 道〕 

賴政 「埋 木の 花 さくこと もなかり しにみ のなる * そ あはれ なりけ る」 (I 衰) . 

賴政 はこの 期に 及んで 「花 さく^」 なかり し 「^のなる 果」 を 悲しみ、 悔恨と 悲哀と に 包まれ 俗 的 

欲^に 捉 はれつ ゝ 死んで 行かねば ならなかった。 (この 事 は 彼 「が 平生 sib に 官位の 昇進 を 望んだ とい. 

ふ^ ftl&j^l と考へ 併せら るべき であらう) 敎 長の 方に は少 く. t も かくの 如き^ 臭 は 毫も 威せ 


つれない。 ，  -.  ，- • 

かく 觀て來 ると^ 政の 一 生 は必ャ しも 不遇ではなかった と は 云 ひひても 常に 不幸であった、 と 云 は 

ねばなら ぬり 敎 長の 生涯 は 之に 反して 確かに 不^で はめつ たが 必ゃ. しも 不幸で 一はなかった。 そして そ 

れは敎 長が 外而の 境遇に 左右され 難い、 强ぃ 自主的な 魂の 持主であった、 とい ふ 事を叨 示せる ものに 

外ならぬの であらう。 

むは 翊政を 引仆に 出して 敎 長の 性格 を考 へ たので ち るが、 商 野^ 棲 後の 文化 活動 も その上に のみ 可 

能であった ので あり、 又 それが その他 色々 な 方面に 稀々 の 形で 頭 を 接げて ゐる事 をもう 少し 述べ てみ 

こ、 o  \ 

, , _ 八 才葉抄 

「能のう ちに は 乎が 一  ^-」 (I さ と は 彼の 信念であった。 ^德 上皇に 仕へ まつ ゝ てゐた 二ろ から 書 

道の 方 商に 活躍して ゐ る-. 吾妻 鏡 文治 五 年 九月 十七 日條 にみ えて ゐる、 彼が 陸 奥 毛 越 寺の 色紙 形を誊 

いたと：； ふごと きその^ 例で あらう。 久篛 三^ 六月 一 日に は賴長 北苻の 供養^ 文 を 書いて 居る。 

よたせ 大寺 物^と して^ 名な、 かの^ 乘^^ 源が 渡 唐した，， 敎 長の， 手跡 を 彼の地に 齎 して 人々 に 示 

したと ころ、 ^王 山^ 老 以下 之 を 昆て威 嘆 極まりなかった とい ふ (^車)。 以て 彼の 能 * の 趣； ど孔そ 察し 

W る。 ^の 俗 生活の 繁^, こ 全く 絕^ し； -歸京 後の^な^ 活は 愈々 この 方面 へ の 精進の 機 會を與 へ たで 

£  m 該菌 原お 长傅  五 11} 
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九， ノぅ その 一： 一た の 例 は^に も 觸れた 所で あつたが、 他方 之と； だんで， 近と しての 害に 就いての 思索 

と^ 念 もこの^: に^められ 韆 めら れた であらう. そして そのな^: の 結お は， 行成 以來 のお 道の 家に 生 

れた藤 w^i^ が、 敎長を .：：2 野に 訪ねで 書道の 指導 を 仰いだ 事 を機緣 として、 永く 後世に 殘 される 事と 

なった-,^ の：：：^ を^ 弒が ^留めた 「才 葉抄」 一 卷が卽 ちそれ である 3 供 經が敎 長の 敎を 乞うた 治 承 

元年に け^:^ は 何^であった、 のか。 之 は 本論 土 は^ 接の 閼係 はない が^に 附加 へ て 疑問 を 提出して お 

きたい。 「世；^ 寺家坝 過錄」 によると 彼 は嘉祿 一 r 年に ^十^で 歿した と あるが おし 然り とすれば」 父 治 

叫尔の 生れと なり、 勿論 敎^ にせす る 楼^ は 持 も 得る^ はない^になる。 が. ^記， 0, 明月^ 等に 

よれば. 承 安^ 永の^ には旣 に^^として 活 I! して ゐる事 は 疑 ひない から r 才 葉抄」 を 「安. 一； 儿； .1 一年 七 

パ；  一 n 於お 1^ 出 ^室 密^ 之-」 した ものと その ま、 信す る 方が 自然で ある 彼の 生年 は 今のところ 不叨 

な榇 である。  .  * 

伊：^ の 父^ 行の 「^^庭訓^」 を よんで ゐる敎 長が (「才 薬抄」 に…^ 所ば かり 引 川して ゐる) 同 

じく！ i:^ 卜： に を 殘し たに 就いては 「庭訓 抄」 の 云 ふ 所以 外に 別に 何 か 観る 所 あつ \ しの 雍と考 へ る 

の が ，y 然 で あ ら う 。 そ し て ^窖を 4、體的 に 比較 對照 して その 相違 を たづね ると この 事が はっき. o して 

來る。 卽 t> 前者が. 一般に、 極 めて^^ 的な 具體 的^ 方. g に 力 を 注いで ゐる —— この 事 は 一而.、 本書 

の 「此抄 は 行 卿 被お 與^ 女： ム々」 とい ふ奧害 の^ 當を思 はしめ る. —— に對 し、 後-者 ひ 前者 を その ま 

まに お し、 更に その^ を 袖 ひつ ゝ 同時に 別な 方面に 新な もの を^ 祐し r ゐ る。  • 


「庭訓 抄」 の 云 ふ 所 は 主として^ 體的な 書き方 や， 道具に ついて ぐ^り * 書く 時の 心が まへ も說 かれ 

て はるる が、 それ は單 に汴 总の稈 度に 止り、 從の 地位に^ かれて ゐる。 が 「才 葉抄」 にあって は、 一 

切 は K ちに 「心」 や、^」 の 問題と 密接に 結びつけられ るつ 否、 一 切が 卽も 心で あり 道で あえと され 

る。 彼に よれに 心 は^ち^で ぁり齊 は卽ち 心で ある。 「心^ 則ぎ^」 とい ひお^ 脉之) 「手跡に て 人の 

心の^ は 被 知 也、 されば 相 構て^ 様に： 小：？ *、 故に 本文.： n、 用筆 在 心」. m に 「手跡と 形と は 丁： r ヌ 

人の. 心 も^ゅ べき 也」 從て 「心 を靜 むべき^」 が 書の^  丁條 件と して 跺返 しカ說 される" 「物 を I：： に 

は 能々 心 を 調し 恐^すべし、 荒く 窨事 なし」 つ 先物 を^に は靜 なる 所に て 心 を しづめ て可窨 也、 物 を 

々2 敷せ^-なかれ、 急 敷^た る はいたら-ぬ 故と いふ 人 ^ べし。 ^は 故赏を 知らぬ 人 也」 啊 事も^ はです 

ると 危 相に すると は 替^ 也。 殊见手 W は^ 筆紙 墨 四の 物 相 叶て 可成 也」 「物忿 なれば とて 散々 に 敦 事 

^るべ からす、 R (行 草と もに 何れもね はく窨 べし」 -处. に 「嬾 からん 時 物. 甞 事な かれ、 文ネ あやしき の 

みならす、 左^に しっけ つ れば手 あしく 成也ノ ト： 口 筆 料紙に て 心の いさまし からん 祈 IT I：： 也」 逬具仍 選 

^も， かく、 直ちに 心の 問^と して 觀られ る 。以上 を  一！ ：！ に 彼 は 次の 如くに も；； ム つて. ゐ る。 「手 習せ 

んには 本に， M つてよ くお つて 物 くさから ぬお よき 筆^ i 紙に てま E べき 也」 と。 上迮の 次のお 忭 として 

手本の 付ズ 臥 を說く 。「手お お ふに 本に も 似たり、 我 もよ く^と 思て 本 を捨 て雅 意に まか せ て 窨 は，； = 然 に 

、 

0^  _ 「r 水 をお ほく^ 兑也」 この^-は 云 か へれば 先達に 對ォる 從順を 意味す る r 「何様に もま づなほ 

く； 也」 ，：= らお ふ つもりの ない 手本と 雖も 達人の 筆^ は 飽くまで も 付〉 千 M し 之に つ いて； 小斷 の硏. 究を 
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^む ベ き^が カ說 される。 「我 好 ひやうなら， やとて さうな く 入の 手 を 謗る 事 ある ベ からす、 手に 無盡 

の^ 冇 * 又 人の 心^^ 也」 「手本 をお ほく 可见 也、 我^ はぬ 手 なれば とて 必不可 毀 也. 如何 成 手跡 も 皆 

而. Z き 也. 所扮 ^知 〈や) 縱又習 ふべき ならね ども 手書の 害つ る 物 を 見れば 才覺忖 也」 「手本 を 多 可 持 也. 

我 好す ちなら ねばと 思 ふ^な かれ。 打兑 よく 甞 たれば おもし. ろく 能 候 也」 己の 好みに 合せざる ものの， 

5 ちに も 力めて 長所 を 見出さん とする 所に 極めて 寬容な 態度が 窺 はれる。 (この 道^的 寬容の 情 神、 

獨善卞 を恹ふ 態^ は 小 安 朝 公家 文化の ず-要な. 一 面で ある 様に 考 へ られ る。) 吉澤 博士 も敎長 の朝隆 

に對 する^^の ない 批評に 於て 彼の 「负け じ 魂」 を 指摘され たが 「才 葉抄」 には當 時の 能 寄^に 對し 

て かなり ^せな 批評が ド？ れ てんる。 朝隆 のみなら や、 攝政忠 通の 如き は 三 箇听に 引ん；！ に. 出されて 

ゐる」 (勿論 之ば 伊锊 との^の 私的 談話. ；才葉 抄；， I 所謂 「密談」 I であると いふ 性^に もよ るの 

であらう が。) 

この 相 常 不^ 慮な 態度 も 右に 觀た 様な 寬容 にして 從 順な 精神の 瀘 過を經 たもので あつたと すれば、 

それ は 確た る 信念に 立つ ものであって、 決して 獨善的 妄評でなかった と斷 すべきで あらう レ 

前に 述べ た 如く 脊は 彼に あって は 道で あり 心で ある。 具體 的に 云 へ ば 書 は 精神 を— ー 而 して 精神の 

あら はれと しての 迸 具 を も —— 最^の 狀態 においた 時に のみ 正しき 道に 卟ふ C 前に も 一 寸 引いた 様に 

「去 は 手 を 執 せん 人 は. 如何様に 人 云と もと かくすべ て 毐 問駁也 惡甞 つれ-ば 人に 隨て恥 ある 也 人に 

隨て^ は 我 恥 也.' 我拟 也) 如 此^-は 誰もお 知^な れど も故赏 の 多と は 如 此の 事 をこ^. S. 侍れ。 手書な 


らざ らん 人 も 此心を 可， # 也。 管絃 なんとす るに は あしき 調べ はか へて すべき 也。 おしく とも 不 構率捃 

に 其^, となく する は 僻^ 也〕 諸道 其 如 此^ I」 諸 近. ： st、 憤 値 ある 人 問の 行. お， 卽ち 文化 は 澄 切った 

^^狀 態からの み 生れる. I, 才^ 抄」 は 一 面から すれば 禅 近 を 通して 此の 如き^ S1 に 到達した 所の， 

一棟の 文化 論と も^られる。 その^^に 於て 「才 葉抄」 は 我！： ま：： 論の^ 頭 を鈸る も. ので • あると^: 時 

に. その 白ね として 稱す るに 足りよう。 伊經の 子孫 も 幾つかの 害 論 を窨 いて ゐる (後述) が、 その 精神 

的な かをり、 氣魄に 於て 敎 長の それに 到底 及び難い 事 は ー讀 何人も 認むる 所で あら、 つ。 

(ほ) ^長の 此の 如 き^ ,0 が、 幼時 か 、り の M い 巧 練 ^ 0.^ 不^む 反省との 铕赏 で ある 事 は r ム ま で もない： 特 にお ⑤ 後 の 0S 

^が 大に之 を 助けた であら-ウ^ は 前-, iiaA したが * この^ を 彼が 「太平 御^」 をみ てんる 亊と考 へ队 せる と 興 ゆ パ ある： こ 

の^は (才 菜抄に 二^所 引 ffl されて ゐる) 富^の 新徐 入に 係 り 以前 は 我^に 見、 りれ なかった と. E 愧記： 治 承 三年 十二月 十 1： 日) 

は^して， 3 る。 もし あして その 通りで あると すれば 敎だ * が 見た の もこ の.^ の： ^である。 とすると 彼 は どんな 手づ. ろで こ の お 年 

の 珍 苦 17  35 承  一-!; 年 十二  =： 十六 H に^ 盛 は 之. を 安^、 な^^ 位の 御 祝の 捧^と して .ゐ る II を 見た ので あ、 りう か。 も 安一 一 パゃ三 

n,  ^ は^ ：! 人ん .^h. ゃ敎 長に 命じ てんる か ら (百^ 抄) ビ の 事 は そ .の « か 、りすぐ に 解 決さ れ る で あ 、し う C そ し て 问時 に n 

大人 屮で  一^^」 を 最初に 利 W した 名^ は 或は 彼の 頭上に 落つべき であ、 り-つ。 彼が この 寄 を. g 何に 請んだ か は 仝く 不明で ある 

が、 少く とも、 その 屮の齊 逍の部 だけ は 早く も そ 6 心を惹 いたと いふ 事は爭 へぬ 所で あらう。 この 事 は 彼が この 方面に 不^の 

努力と 注 总 とを拂 つて ゐ たとい ふ 事を棰 めて 雄 辯に 物語る もので あらう" , 

^ の^代 は恰 、り ： 个安朝 に 旺盛で あつ た 文化的 活動力、 创造 力が 衰退し 始 めた 時代. であ， o、 そ の 必 

然 的結朵 として 之に 對す な愤愤 乃至 は 反省、 批判が 漸く^な らんと する 時代であった。 「才 粱抄」 はか 

ぐの 如き 新時代の 新 文化 迅 動の 初頭に 立つ もので あり、 從っ， て それ は、 古来の 幾多の 能書 家の 深い 體 

^を、 敎 長の 個性に よって^つ めた ュ キスと 云 ふべき であらう。 この 點に 於て * それ は、 文化史 上 見 
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のがす ことの 出来ぬ m 耍性を もつ。 卽ち 「才 葉抄， 一 の肇者 經 G 子 行 能 は 「街^:: n 木 文字 次^」 を 著 

はして ゐるリ 更に 孫^ 朝 は 「心底 抄」 「ム 1 條々 」 を もの！ て クー を 秋 出城 介泰 盛に 傳 へて ちる。 (同^: 

ゆ.. ^ によると それ は 文 永. 九， 年 及 問 十二 年の： とで ある r.  $^ 义化的 努力に 就いては 藤原猶 f! 氏が 夙 

に^! 明され た 所で あるが (，^う I， お 一： の粤 近の 方面に おける 〈u 獻 も 之に 加へ ら る ベ き であち う。) 鎌 

な 時代に 於て、 お 近の みなら や- 公家 文化が： 敉社^ に對 して 指導 的 地位に 在った おも， ムの 如き 公 

ぶ：3 人々 の、 ： 牛 安 朝 末期 以來の 努力 を 視し ては^ 解し 難いで あらう。 卽ち敎 長 以下の 人々 の 努力 は 

前後の 义化 をカ强 く： ^び つけて ゐ ると いふ 點に 於-. ^耍 な， 化 史的 侦命を * して ゐ ると 觀る 時に、 そ 

の 歴史的 地^が かになる であらう。  .  、 

A  &± ^仰との 關係 . . . 

小^^.^ 以來 = 本 を 風^した 淨 h 敎 思^ は 念^- --味 以外の おら § る 生活、 從っ て. え 化 活動 全體を 

以て^お となし， ^-.y して^^と きじて 做お 的に^: 定 した.  • 

淨十： 敎 のか 、 〈、立場より すれば、 祀先 によって 残弋/ れ、 而 して 常^に 在って-む 彼等 内 らの 力に よつ 

ての みその 理解と、 從 つて 緞 承と が 可能であった 公家 文化の 荧枭 と雖、 之ヒ 關 心 を もつ 事-は 執着で あ 

b 俗 的 生活で あ. o 卽ち 罪恧 た-るに 於て か はり はない。 ^き 念 佛の行 あとして 萵呀に 隠れて す ベ て を 松 

てた^ の 彼が^: 論 を殘 して ゐる I 彼の^ を 以てすれば 「手に 執」 して ゐる —— の は i 格に 云 つばた 


しかに 一樋の 卩© である。 之 はどう 解すべき であらう か， ：A 人 はこ こに 彼の 歌論. —- それ は 同 寺に こ 

の 時代^ 般の それでも あ つ た を 参考と して 之 を 考 へ てみ よう。 

か ゝ る ^潮の^^の もとに、 あらゆる 文化 ^域に 於て^ 極 的 活動の 氣 力お 喪った 當 時の 人々 に殘さ 

れた 唯一の 活路 は. 各自の 好む 所 を 沸^と 融 八；： 乃^ は 結合す る ことにの みなした。 「治世 產業 皆與货 

相： 小 相^^:」 の 經文を 援用して 和歌 卽佛逬 を 主^した 當時 流行の 歌論 は その 代表的な ものと い へる。 

念き 者に して：！ 時に 歌人で あ つた 敎 長が この 主張に 贊 同して ゐる こと はもと よりで ある。 書に 耽る 時 

^と HE 様. 和歌 を 按じ 詠 出す る 瞬 問が 世の 煩 ひも 老の苦 も 忘れ た^も 樂 しい 瞬間で あり、 卽ち 現世の 

^  ^ は：： 介； 二め つた。 この 問の^  L は^ 桀 「贫道 集」 にも 少 か ら や 殘 さ わ て ゐ る G 

： 齢 及 ヒ句情 迷 六 義、 然而椚 携^ 之 風 骨  >  卷我之 露命 W 遇れ 與之 節、 将カ -. お 之 性^ 已 

年 よれな おもての 浪もゎ すられて 心 はわ かのうら にか へ. リぬ  , 

おに H 述が 「老 はてしみ やま かくれに すむ.^ て も わかの 心の ひせぬ かなし さ」 と 云 ひお こせた に對 

し  . •  . 

くちはて、 谷の 底に はう まると も わかき の 花 を いか ゝ 忘れ ひ 

觀身論 命 旦^ 在 近、 述懷定 志 心^ 暫休  、 ， 

^についての 此の 如き 觀 方と パ ラ レ X な も， の は 彼 の 害 論 に 於 て は ^接に は 見 ら a  " い。 が 彼の 00 

力 就に 兑た 如く  I 心」 の g 題に： i  。して ゐる とい ふ^は 一而、 か、 る 時代^潮 を、 ュの 前提と して 豫 
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想せ しめる。 卽ち 彼に あって は、 誊を 心に 歸着 せしめる 事に よって， 之に 伴^ 執着、 罪蒽 性が 解消せ 

しめられて ゐ* るので ある〕 更に 云 か へ ねば 彼の 齊論が この 結 rl に 到^して ゐ るの は， 一 面から 見れば 

^史的 必然であった ので ある。 而も 「穢土」 の 思想に II 倒されて 或は 自殺し * 又は 文化的 活動への^ 

.  ノゝひ 

與の氣 力 を 全く 缺 いた 人々 の瀰滿 した 時代 を 背景と して 考 へ る 時、 彼が かくの 如き 歴史の 課した 任務 

を，：：：，， うて 起った^ は 確かに 一 異彩であった と 云 ふ を 得べ く、 か 、 る 方面に も 亦 彼の 精神の 積極性 

の 一. 侧面を 窺 ひ 得る であらう。 . 

，ズ， ■  ^ 古今 集と 敎 長、：； き ftp^Hy@,l ば —  ノ. き 

- 和 耿の方 酎に 於け る 彼の 活動 は赛 泣に 於け るよりも 著しい ものが ある 様で あるが、 (擬、 草 之 

に ついては.^ 滞 博士 を はじめと して 從來も 顧みられて 來た 様で あるか ら^ら それらに 譲って おく。 た 

だ 彼が その 硏究に 最も 力 を 注いだ かと 思 はれろ 古今 然の傳 本に 於け る 關係を 示す ところの、 從來 比較 

的 ^却され た 二三の 史料 を こ 、 に陳べ て將 來の參 考に资 したい。， . 

吉淨 博士 も 言及され た 様に 「古今 橥註」 の 初に TK 之自 肇橥 ァリ、 故人 云、 三本 ナリ、 ィ M  -ー  ト，、 

ム^ー  木。 コレヲ ッタへ テ輔仁 親王 モチ タマ， ヘリ ケリ。 ソ ノノチ 花^ 左大臣 有仁コ ノ本ヲ nt: 院御在 

位 時タテ マツリ タマ ヘリ。 <  - 

. 裨寫之 執 肇敎長 ナリか 一 兩本有 之 故 千今不 忘^。 今 通 世 後 不審 之 事 等 註 置 之 ナリ」 と ある。 之と 相 


^照す ぺ きものと して 藤 原^ 家の 子 源 承の 著 「和歌 ロ傳」 に. 次の 如ぐ 記されて ゐるズ 古今 集の 序 「ふ 

もとの ちり ひ；^」 の 註と して)  * 

…前^^ 貌径 I ^本に ひち とかけ るかた はらに 朱に て 井と つけ たり ゆ 木 花 藏院法 印 充性 ^坊 にさつ け 

. .  ：ン.  -- 

た て ま つ る 法 印 御^ 北院 御室 に まんら せ を かれたり 奥 書 云 

お 法 印 御お 北山 御所 參上 古今 下 十 卷讃之 卽聞食 之 如上 卷所 承傳事 等 具以是 申畢 

1女元  一一 <T  ^パ. T 一  • 日  •  、  .  觀蓮 

治^:; 儿年卜 パ十ヒ n 於お 山鍍 山な 以延久 第三 親王 所持 貫 之 s 筆 本 翦之件 誊自花 S 左 府所傳 進故院 

本也卒 —.-n:: 一年 正月 十三 日 於 同 庵^ 重受 入道 相 公 了 去 安元 二 年 四月 雖傳受 古歌 之^ 钵輙雖 練^ 仍 

^々遇 此^ 門^ 其 祕事來 ^故 院御諷 諫^^ 說而巳 

下 卷目六 奥 云 

治 承 四 年 卯月 五日 於 西 山 や 堂 書畢 ml 十八； H 相 具 寂超ヒ 人 見合 柒付 假名 了 

isu 之 力. 之 古今 を^ 寫て 人の もと へ か へ しっか はすと て.  寂  超- 

メ はた まきに ちゝ のこ かね をみ かきけむ 昔の あと をと ゝ め つる 哉 

rt よめ， 門の 本に や」  - - 

乂. 京都お：！ 人 ゆ 文^^ W 究^ 所 藏硗鳥 井雅緣 a 筆 「諸 雑記」 屮 に-も 敎長肇 古今^ 奥， 書を收 めて な 

る- 广久 t 神 ^氏お  一^！:： K や^ 本 古 々和 Ri*」 ぉ說參 fe) 


^なり 代の ^想 A 文に.  な 

「治 や H 年 八月 h, 几 n お 寫イ、 此^ 花園 左大ほ M  fflr  Mla^^. ぽ ：之妻ぁ 跡 云々， ^之 取捨 

之：^。^ 直 付 車 等，^ 多！：：； 之. n 筆 也- 讃岐院 在位 御 時 借^: 之、 に ゆ 在俗 爲 近は屮 請；^ 街寫 也. 歌數 

相 諧^^ 尤足爲 證本而 巳. 釋觀蓮 比 校^ 了、 同^ 九パ 十一： 日 於. 1 定ん王 御前 始讀申 之、 廿 四日 終 

之， 其^:！:^ 耿 一千 九 卜 悉以所 傅 之^々 拂 底^な 了、 所 |i 讃岐 院^ 帝 之 昔. 法 性 寺 入道 以下 公 

，^に^ 女^ 仙. 各^ 其お^,、 觀 S 一度 無；！ 其 座， 兼 又 往年 謁俊賴 某 俊談宗 延勝超 深 和^ 之 旨 趣. 

而ぉ ^^不 お 忘 八.'^ 此逍之 中與於 大王 御前 寫斯如 瓶 水、 悅^. • 觀 莲空納 胸中 之^ 懷已臨 老後 悉 

散 之、 n-^l3^;=-^^:r な 非菩. 提之 要路 乎 幸^々々」 

K  S  ，丄 述 を 通^す ると 彼の 卜：：々 集 の ^ が お 時颇 る赏ん せら- れた^ 、 及び 安元、 治 承の 問に 彼が $ 

屮丄 九 やお^に 力 をつ くして ゐた 様子が かなり はっきり わかる。 殊に^ 德院 その桌 子 元 性；！ S 及び 

^门 河^^のお f 所 院^^ 法 親王 等、 ^時の^ 攛に活 g| し 給うた 帝王 皇チの 問に 彼が 周旋して 深 

い^ 係 を 保 ； てゐ たらし. い。 卽ち 右の 所謂 貫 之 4c 筆 本 は 次の 御 系 M に 於て 门 I りの 如き 經铬 をと つ 

て^ へられた もので あらう。 

^  r ザ-, ,H  . 河 II 堀 . 河 It  a. 羽  ，3  德 Jl 元 性 法 M 

輔 f 钗 Hf II 有 -, 仁 \、  ,  - ！ 後 .3 河 il ォ覺^  ^王 、 

.  ^  S 性； ii 親王 


彼 は ^  ^ 灭 .M.K との 御^^から 延 いて そ の な 、子 に し て 歌人 な る 元 性 法 印の 御 推 を 蒙 り、 常に 古 ケ M 

の 御 講 義を屮 上げ て ゐ る の で ある。 後白河 法. M や 覺性法 親王 も 亦 彼 を 川ゐ^ う た 事 は 前に. み た。 院カ 

^^にして S じく 淤 人に まします^ 覺法^ 王 (jl) との 直接 SI 係 は 不明 だが、 この. 間に も 歌道 上の 交 

りが あつ. たので は あるまい か C  .  . 

. . 十 一 才 葉抄， ^木に ついて 

右の 小^に 於て 據 つた 「才 葉抄」 は^^ 類從 本で あるが、 问ま e に はこれ 以外な ほ；：：」 一-に 

收 むる 異本が あり、 殊に そみ 半ば 以後に 於て 內容 を頗& 異にして ゐる。 いづれ が眞 に敎 長の考 へ であ 

るか は 今 之 を^に する ことが 出來 ぬ。 この 點 について は 識者の 敎示 を^ はりたい と m 心って ゐる。 なほ 

そのお^ についても、 ^住 山寺^：^^ ほに^して ゐ る^も ある。 が^ 房が 生れた のは^ EM 年 

^六十 ニ歲) であるから、 兩 人の 間の 直接 關係は 勿論 考 へられな くな 一？。 從っ てこの 問 題 は 全然 

別に 考へ 直す 必要 ケ 生じて くる。 

なほ 次に^ 考ま でに 曼殊 院文番 20 附载の 「手跡， 學^ 圆」 を载 せて おく。 . 彼の 脅 道の 師が 何人で 

あつたか は ーふ 明で あるが、. 今 鏡に は 佐 理の楷 法 を學ん だと^る。 又 その 資に つ いても. この 系圖 は信定 

し： 仃 能と を 出し、 忠通 は钗長 の 兄^ 弟子 になつ-て ゐる。 番眷： 苑で は 恐らく 今 鏡に よつ たので あ らう。 

(同齊 に， に 「且は 法 性 寺のお とぐ の 御 筋なる ベ, し」 と ある) 忠通 が敎長 の師 とされて ゐるが 、 これ 等 

Hi 參裟藤 ぉ谘  ,  •  •  ■  • 六 三 . 


.  なり 代の 思想 A 文に  一、 

「治 承 元年 八月 トん n# 寫.. ：.、 此が 花園 左大ほ Mfflr  Ma^. ぼ；.， ー粜 ぁ 跡 云々. •  ^之 取捨 

之耿 ほ^^ 付^^,  n:- 多 H 之 h 肇 也. 讚岐院 在位 御 時 借^ 之、 在^ 爲近は 屮請所 街 寫也. f 

相^ 序詞 尤足爲 ^本 而： J. 釋觀逮 比梭^ 了、 同お 九 パト：. 日 於欏定 人 王 御前 始讀申 之、 M 卄 四日 終 

之、 其^^::^^ 一千 九 卜^せ 悉以所 俾ュ說 々拂 底^^ 了- 所謂 讃岐院 當帝之 昔- 法 性 寺 入道 以下 公 

，^は 刃 女^ 仙. 各^ 其お 說，、 i  一  ^無^ 其 座， ^又 柱 年 謁俊顿 某 俊 談宗延 勝 超 深 和 耿之旨 趣 • 

而 化；^ 敢小ぉ 忘 今^ 此 m 之 屮與於 . 太 王 御ぎ 寫斯如 瓶 水、 悅 哉. 觀蓮^ 納 胸中 之 蒂懷已 臨 老後 悉 

散 之， n-i^K^^H, な 非 菩^ 之 耍跻乎 幸^々々」 

" の 「丄 述 を^お す ると 彼の ^,xd の 説が ぼ 時頗 る m ん せら- れた ^-、 及び 安元、 治 承の 問に 彼 おん， 

リ- レ^^タ、 cr>:: に 力 をつ くして ゐた 様子が かなり はっき， o わか る じ 殊 に ^ お 德院 その.^ 子 元 性： tjjs 及び 

後 C 河 は^め DM, 所院 御^ 守^ S 親王 等， 常^の 耿攛に 活躍し 給うた 帝王 皇子の 間に 彼が 周旋して^ 

い 關係を 保って ゐ たらしい。 卽ち 右の 所謂 貫 之. &筆本 は 次 の 御 系.！： に 於 て 3. 1 .^ の 如 き經路 をと つ 

て^ へられた もので あらう。 , 

むぶ 1-1 ぶ  3  BT  0  .  7  i 1  ？ :,, に... ゆ 花 SS ほ 法 

t  r  t  .  ,1  — #  . 河 —— a. 羽 - お  德— 1 兀 性 法^ 

_ I -覺 性 法 親王 


彼 は ^ 灭^ との 御^^から 延 いて そ の ，M 子 に して^ 人 な る 元 性： ^印の 御 推 m を 0 り、 常に 卜  = ケ M 

の 御 講義 を屮 上げ て ゐ る の で ある。 後白河 法^ や 覺性法 親王 も 亦 彼 を 川ゐ^ う た 事 は 前に. み た。 院の 

^vr にして s じく 淤 人に まします *; マ覺 法^ 王 (II) と 直接 il 係 は 不明 だが、 この間に も^ 道 上 の 交 

りが あつ. たので は あるまい か。  -  . 

. 、• .千 一 才葉 抄， は (木に ついて 

右の 小論に 於て 據 つた ニイ 葉抄」 は^ま： 類從 本で あるが、 ^ま E に はこれ 以外な ほ ：= 本 |1化 苑ぉ マに 

收 むる 異本が あり、 殊に そみ やば 以 役に 於て 內容を 頗^? 異にして ゐる。 いづ. れが 眞に敎 長の^- へ であ 

るか は 今 之 を 明に する ことが 出 來，， ぬ。 この 點 につ いて は 識者の 敎 示お 1 はりたい と 忍って ゐる。 なほ 

そのお^ についても、 ^住 山寺^: ほに^して ゐ る^も ある。 (I 喪) が畏 房が 生れた の はお 應ニ年 

お- パ 十二 歲) であるから、 兩 人の 間の 直接 關係は 勿 論考 へられなくなる。 從っ てこの 問題 は 全然 

別に 考へ 直す 必要 ケ 生じて くる。 

た ほ，， /にせ-せまで に曼殊 院文喾 C 六) 附载の 「手跡お 舉^ 圖」 を跋 せて おく。 . 彼の 眷 道の 師が 何人で 

あつたか は ；. f 明で あ る が、 今錢 に は 佐理の 楷 法を學 ん だと^る。 又 その資 に つ い て も/  .- の系圖 は信定 

し 行 能 と を 出し、 忠 M は 敎 長の 兄 弟弟子 になつ-て ゐる。 ま！：： 贅苑 では 恐らく 今 鏡に よった の で あらう。 

(MW にに 「且は 法 性 寺の おとごの 御 筋なる V, し」 と ある) 忠 通が 敎畏 の師 とされて ゐ るが、 これ^ 

一二  .  V  -.  • 六 三 . 


帝 

jk。  & 佐 

-' 長つ iS  ji 
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の 點も亦 別の 研究に 俟 たねば ならぬ 筏で ある パ然卑 分脈に は敎^ に 「法 性 寺 収入 木 御 師範 也」 と 註し 

て ゐ る じ  . 

—— 行 成 II 伊 lw II ^ 行  ノ- 

, —— ^  通 I 定 朝 降 1 靭 方 

I！ I 信 定  V  ズ<飞尸， や .\， 

この 系^ は M 文势 の拔 子から みて かなり 後世の 推察に^ づ くもの らしく、 恐らく  .f;" 野 時代の もの か 

と 5.3 はれる。 

，  十二 結  び 

敎^ とい ふ 人物 は從來 さほど 歴史家に か へ みられ てんない 様で ある-か 倘人 としても 大きな 歴史の 

流の k から もっとく 注 冃 さるべ， 人物で はないだら うか。 —— かう いふ 兄 地から 今玆に その 生涯と 

お 人と を考 へて みたので あるが、 その 事跻 性格 を^^し ようとい ふ 希望の 餘り. 或は 無理な 解釋 をし 

たかと. H ら危ん でゐる 筆者 は 江湖の 叱正 を 鹤^: して 待つ と共に、 又 彼に つ. いての 新 史料の 發兄 を^ん. 

で やまぬ 次第で ある。 .  - 

(附記) 木 稿 をれ 十した！ J 際して 让 先生の 綿密^ 到なる 御 校 閱を賜 はる こと G 出 來た市 ひは^ 者ぶ 威 佩 

に堪 へざる 所で ある。 ^ん で拜 謝の ま を^す る次笫 である。 


「(上略) 村 上 


年 

承 承^: E:  pa-:   W 久 f  •- ク、 7k 保 *t 人        W it ァ; ？ 


c 年 年 s 

仁 -ニ 1 

*  ：兀 P 

タ  一一 一 H 

4  5 

治 ：： 几 ^ 

三 M 

承 二お 

i 一；  ^ 

延 二 お 

^ 六 

平 元 

0  二 

：兀 元 

保 二 

K  二 

0  二 

安 二 

.{ 女 ： 一： 


1? 

5 


«8 生，，  • 

0 十二 BJ 廿 W 日 钛位 

0 六月 廿 ni . 界 K〇 九月 八：：： 侍從 となな 

OKH! 廿 二日 仟 左少將 〇^卄 八 GZ  S^^K 受^  - 

〇 十 1HJ 廿七 n  S3 五位 蔵人 

0K 月 罷：， P: 位藏人 Q 同月 五日， 敘從四 位下 on: 八 U 還^  、 

〇.m 月 五日 敍從四 位 上 

〇 二月 廿ー！ 一日 近江撺 介と なる 

0 十 lHi::M 敍正四 位下 〇 十二  =： 廿  一；：： 右中將 

〇 七 H  $ 〇 十一 H 還 丼 〇 十一；^ 十七 日^人 頭と たる 

〇 十 =;.=b 五：；； 父 忠&^  0 十二 nj 罷^ 人頭、 任參議 一 
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四、 西 行 管 見 

I —— 0 行より 慈圓 へ  

！ S 行の 一 生 を 動かして ゐる 衝動の 一 が 「美」 である こと は、 山家^ を 通し てんる 限り • 一見して 明 

かな 所で ある。 - •  - 

こまかな. 透徹す る^し さ、 極めて^い 意味に 於て かう いふ 觀點を 外にして は 西 行 を 正しく 解す る 

こと は出來 ない。  . • 

わ つ かなる 庭の 小 草の n-豁 を もとめて おる 秋の 夜の 月 

かきわけて 折れ は^: そこ ほれ けれ あさち に i しるな てし この 花  ， ， 

夕立の はるれ は^そ 宿りけ る 玉 ゆりす うる 連の  > マき はに 

桁う つ 雨に し をれ て 散る 花の 惜しき 心 を 何に たと へ ん 

觸 るれば はふ b 落つ る遝^ の 玉の やうな 繊細 明澄な 美し さ、 殆ど 女性的な 響き を さ へ傳 へて ゐるこ 

の 癸し さは *  W 行の 少か ら ぬ 特色の 中心で あり 主位 を 占める ものと して 何人 を も先づ とも へ る 所で. あ 

力、 また 1^ 後まで 離さぬ 所で あらう。  ン 

g 行 は 何故 出家した かリ ！ 美しき もの を 求めて、 と 私 は、. ー應 *  ； 屯： ^簡 がに 答へ る。 私 は 今 .史、 


その 出家の 鲂槻が 何であった か、 とい ふやうな， . これまで 何度と なく 綠 返して 考 へられて きた ことお 

こ ゝに蒸 返して 問題に しょうと は 思 はない。 今日に 殘 された ゎづ かな 材料^^ P 抄 から 無理な 解釋 

をしたくない、 とい ふば かりで はない。 ー應 あらゆる 試案が 出盡 して ゐる 今日の われ に とって 

は、 かう いふ 穿鑿が g はや 無意味であって、 屋上 尾 を 架して 却って 紛亂 4- 頌 ひと を增す 惧れ あるに 過 

ぎ^から である。  - 

この 無駄な 努力 を 避けよう とする 吾々 も， 併し 乍ビ、 西 行が 何故 出家せ すに ゐられ なかった か、 の 

^持、 さう いふ 一般的 問 题に對 して は 深い 關心を 向ける。 それ は 出家の 動機 そのものと いった 様な 具 

IS 的な、 ^限され た 一； ムは- 一時的な ものに 對 して、 却って それ を 生み出した 所の もっと 根源 的な もの 

であり、 一 生に K 接つな がり 之 を 支 へ る ものであるから である。 -と 同時に また それ は §1 行 自身の 魂の 

t そのもの によって、 卽ち 最も 確 赏な道 を 通って、 ssf なる 賺測 以上の、 もっと 確赏な ものに 到達し 

^ ベ きで あるから である。 

政治家 や 英雄た もの 理想 货 現の 場所が 俗世 そのもので あり、 その^ 理が 他者の ft 治 的 社會的 支配に 

する に對 して、 先の 西 行の 詠 も 指し示して ゐる やうな、 神經 質な 美の 追求 者が 少く とも 先 づ^ 一に 

w すべき 場所 は 醜い 俗世の あなたで あり、 その 生活の^ 理を、 ，：！ 己の 道德的 支配のう ちに 見出す ベ 

きは^ も 自然の 勢で あらう"  -- 

かう いふ 衝勁 に內 面から 强 くつき、 つ ごかされ た 北面の 武士 佐 藤 義^が * 己が ま はり を 見 ま はした 
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時. かくの. § さ 場所 * 卽>, な：^^, =出 の^^^に (も カ强く 保^し 得べき^ 所、 小ノ  くと も それに^も 近 

ビ^ 所 は $5 侶 の^お 以外にば は 出されなかった ので ある) 世に ある 限り、 仕お して ゐる 限り、 如何に 

出^; しても， か V. る^: 界から 次^に & さかり こそ すれ、 近^く 可能性 は兑 出されない からで ある 

两 行に とって、 かくして 醜 を 離れ 美 を 追 ひ 求める こと は、 結 一而、 外界の， 世^の 杜； S をのが 

れる ことで あると M 時に、 他面. ，：= 己の 精神的 來 1： よりの 解放で、 あった。 西 行の 出家した こと は * よ 

りむつ かしい、 より 水^ 的な 問题 に、 c^:^ 活の 獲^- -ぃふ 一生の 問題に K 面すべき 餘裕 をつ くった 

ので ある。 W 行が 太納 U 成 通に 贈った ，  - 

いと ふへ きかり の やとり 出て ぬ〃 り 今 はまことの 道 を 尋ねよ. の 一 首 も 彼の か  > る 行き方 を 暗示 

して ゐる。 神 的，：；： 山の^^ ひきと ころ， かの^ 仴 生活、 出家遁世の 道 は內お 穴-.^ な 形-おに^し 

て 仝，、 無お ゆにな つ ス了ふ t ぐれ は 外形 を 以て^ 人 を？^ くだけに、 正 政な 俗^ 活ょ りも^ に 醜い か 

うい ふ點に 就いて^ 時 の^^が 常に 反お. する 所 ふったと いふ こと は， 解^に 人が^ 1 後に、 そのむ か 

し. 公^の。 におして おいた 文 をみ て 詠んだ とい ふ  一^に も 窺 はれる。 

これ を こ-て 誠の^」」^ ひしに なほ 仳を波 る^に そ ありけ る 

.=5,, 行. のま はりに は、 こ ゝ に：^^ され^お されて ゐろ やうな. 非 出家が 氾濫して ゐ たこと であら 

，つ 0^m0 人 逍^ .£」 が 出家に 際して 德大寺 左 火 は赏 能より 「をし むへ き 花の 袂を すみ^に， つら 

P ましく あか へ てけ る^」 と；； ム おこせた るに 對 して 「ぬき かふる 衣 s 色け 名のみ して 心 を. そめ ぬ こと 


をし tvw^ ふ 一 と^ へ てゐ るが 如き， 餘り にも 露骨な 一 例で も あにう が、 かく 公言し ないだ けで^ 様な 

氣 持の 出家の 方が むしろ. ん かった であらう。 かくの 如き 態度に 對 して 西 行 は 常に.！ M 分 肉 身に もまた 他 

に對 しても してやまなかった。 一 般 的に は 對他的 批判に 於て 寡默 であった と 思 はれる 西 行の 口 か 

ら、 意外に も か、 る 態度 に 對す る 非難 の 聲 が 、 .而 KM 方に よって はかな り. き びし い 言葉 を 以て、 問 か 

れる とい ふこと は- 以て、 かう いふ 方面に 西 行が 如何に 神經を 尖らせて ゐ たかをお るに 足る ものが 

ある，  . I 

「阿^^ 兼^^ をの かれて. M 野に すみ 侍-りけ， 9 あから-さまに 仁 和 寺に 出て 、 か へり も參ら ぬ 

事に て 僧綱に なり ぬと 聞きて 云 遣し ける 

^裟の 色 や 若紫に 染めて ける こけの ころも を E やひ か へ して」  . 

「云 逍 しけ る > I 蔭で 言 つたので なくて わざ /  、 本人に 非難 を つきつけて ゐ ^と ころに も かなりの 

烈し さが^ 取され ねばならぬ。  - , 

^人に 對 して 逍心を 促して ゐ る迹も 一 お なら ャ傅 へ ら れ て ゐ て， 右と 考 へ 併せて 注：：： す ベ きも の が 

あ る o  ^,  .- 藝"  . . -.^ 

「右 大將公 能、 父， の 服 0 うちに-母な くな りぬ とき ゝ て 高 野より 弔 ひ 中し ける 

かさねき るふち の-衣 をた よりにて 心の 色 を 染めよ とそ 思 ふ」  . 

侍從 火衲チ ：： 成 通の もと へ 伎の^: おとろ かし 巾したり ける 返^に  ， 
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おとろ か-すお によりて そ 長き 夜の 久しき^ はさむ へ かりけ る 

•  •  返き 處 は.. ， . i  ./  .  , 

おとろ かぬ 心なり せ は 世の 巾 を 夢 そと かたる 甲斐な からまし 

この 返し も 見方 によって は かなり 思 切つ た 遠慮のない 言 ひ 方で ある。 成 通と 親し かったら しい^ は 

なほ 先祸 のー酋 にも 思 ひ 八；： せられる。  . 

彼に あって は 出家せ ぬの は 後の 仳を 知らぬ が 故で ある。 後の世 を 知らぬ もの を-: i: 行が 如何に さげす 

ん だか は 「心に しける^ を」 よんだ うぢの 次の 一 せに も叨 かで ある。 - . 

「野に 立てる 枝な き 木に も 劣りけ，^ 後の^ 知らぬ 人の 心 は」  . 

卽ち 彼が 出家 生活 を 極^に 讃突 して ゐる こと もとよりであって、 次の 一竹 はこの 積^的な 側 を 明示 

. して, Q る。  *  、  . 

「做に 仕 ふ ベ かりけ る 人の こもり, Q たりけ る 許 へ逍 しける  . 

の屮 にす まぬ もよ しゃ 秋の リ にこれ る 水の たた ふ さかりに」 

类の追 究 におした •€： 行の 努力 は， かくして、 當^ の、 必然のお^ として 出家 生活に よる ほ 铱 牛- 活の 

確立， 精神的. H.S の 確立 獲得へ と柒 中せ， しれて いおて ゐ るので あって， 、この間の 消息 は 次の 数^: に、 一 

面から みれば 折 自^の理 想の^ 地 を 詠 出した かと 考 へられる 次の. 詠に うか ぐ ふ 事が 出來 ろ 

「くも はれて 身に うれ へな き 人の みそ さやかに 月の かけ はみ る へき 


い かに われ 淸く くもらぬ 身と な h- て 心の 月の かけ をみ る へ き」 

月の 美醜 はかくして 畢竟、 月に 在る ので はなく して 心の 淨さ 如何に 存 する。 西 行の かの 努力 は卽ち 

月 を 如何にして 美しく 見る かの 努力と もなる。  ん 

「月に 恥ち てさし 出 てられぬ 心 かなな かむ る 袖に かけの やとれ は 、 

にこりた る 心の 水 の少 きに 何 か は 月の かけやと る /き 

なか め をり て 月の かけに そ 世 を はみ るすむ もす まぬ もさな りけ りとば 

心 を は 見る 人 ことに 苦め て 何 か は 月のと りと こ， ろなる I  . 

美しき 心 はかくして うれ へ なき 心に 於 V5- のみ 保證 せられる。 否 それ はう れ へな き 心 そのもの であ 

る。 卽ち內 外の 繋縛 を 離れ 朿縳 を斷 ち散亂 心を收 める— そこに 吾々 はやう やく、 西 行と 共に、 そ の 

一 生の 生活の 最も. 深い 根柢に 到達す る ものである。  - 

「心性 定ら すと い ふ こと を 題して 人，々 よみけ るに 

ひ はりた つ 荒野に 生 ふる 姬ゅ， 9 の 何に つく ともなき 心 哉」 

「よのう さに 一 方なら すう かれ ゆく 心 定めよ 秋の よの 月」 

W 行の かくの 如き 生涯の 目標、 それに 向っての， 勇猛 精進、 ^ういぶ 點を 見落して は 西 行の 枓撖 行脚 

も 風流 藝術 も、 その 全 生活の 具義は 解せられ ない。 —— - かくの 如き 彼が 忍苦の 迹は、 かう いふ 目標 を 

全く もたない 根な し 草の 生活に 對 する 西 行の きびしい 非難の 側から も具體 的に 之 を 指摘^る ことが 出 
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來る。 

「五日 さう ふ を 人の 遗は したりけ るか へ h- ことに 

世の， つきに ひかる ゝ人は あやめ 草 心の 根な き 心地 こそ すれ」  - 

信 賴ゃ信 西ゃ義 朝た ち は 就中 心の 根な き 人と して 西 行の 眼に 映 じた ことであった らう。 

西 行 出家の 動機が 何であった にせよ、 その 狙 ひが 凡そ かくの 如ぐ であり、 その後の 努力と 經路と は 

凡そ. 右の通りで あつたと 考 へられる。 そして この 初發心 時の 菩提心 を 中道に して 挫折す る ことなく、 j 

如何にして^ 後まで 貫くべき か、 右に 述べた！ s 行の 努力 は 纏て この 一 點に 集中せ ら れて來 るで あら 

う。 而 して 事 .wr.  :3 行が かう いふ 點に どんな 深い 注意 を拂 つた か、 その 細かに もまた ねばり 強い心の 

力 もまた 彼の 詠の はしく！ いて ゐる のが みられる。 

「仁 和 寺の 道に て 道心 逐年 深と いふ 事 をよ ませ 給 ひける に 

さくいて し 心の 水 やた ゝ ふらんすみ ゆく ま、 に ふかくなる かな」 

殊に  • 

「世 をの かれて 嵯峨 にす みける 人の 許に 罷りて 後世の^ 怠らす つとむ へ きょし 申して か へ り 

ける に 竹の 柱 をれ てたり ける をみ て  -  , 

ょゝ ふと も 竹の 柱の 一す ちに 立てた る 節 はか はらさら なん」 ， 

かくの 如ぎ 努力. それ は 人間の しごとの うちで 最もむ つかしい 修業の 一で ある。 かゝる 精神的 自由 


への 不斷の 精進， 西 行が 自分に^ した ものが かくの 如き ものであった 事 を 知る 時、 吾、々 はは、 じめ て 西 

行の 詠 全 體を領 する、 かの 呼吸 苦しい までの 眞面； in さの 正體が 何で あつたか、 それが 何に 由來 する か 

を 知る ことが 出來、 ^つて 同時に 彼の 歌の心 解に 一 步を 進めて ゐる こと を感 する ので ある。 —— 西 行 

のかく の 如き 一般的 態度 は 而も 西 行 自身 も はっきり 自覺 する 所であった、 とい ふこと は 次の 「述 懷」 

の 一首から も 之 を 推す ことが 出來る  •  - 

「よしあし を 思 ひわく こそ 苦し けれた 、 あら るれ は あられけ る 身 を」 

自分の 苦勞 性に 對 する 詠歎と して それ は 頗る 興味深き ものが ある，。 長い 難行苦行の 途中で 一休みし 

て，：：； 分 を ふり か へ つ て 居-る 西 行の 姿が あり/^ と 吾々 -の 目の前に 浮 出る ので ある。 

力 を 外 へく との. ばして 事件 を 自己の 意の ま、 に 解決しょう とする 政治家、 英雄に 對 して 西 行 は 解 

^の 步を 內へ內 へと 進める。 两 行の 一生の 行き方が 右に みた 所に よつ ム、 かズの 如き ものであった 事. 

は 凡そ 明かに なった が、 吾 々は^に か、 る 態度の 最も 具體 的に 擧證し 得る 興 深い 例と して 保 元 亂に對 

- する 彼の 態度、 就中、 崇德 天皇の 御 運命に 對し 奉る 御 同情の しかたに 注目せ しめられる。 

w 行 は 保元亂 前後の 天皇 • 上皇 • 法皇の 御 方々 に は いづ 方よりも 御 寵愛 を かう むって ゐる。 鳥 羽、 

00.  ニ條、 近衞 天皇 を 慕 ひ 奉り 又 崩御 を 悼み 奉る の 赤誠 は 山家 集に 溢れて ゐる。 政治的 立場 を 超え 

た 西 行に あって は當然 なりと は 云 へ、 この 事實は 深い 興味 を そ 、 るに 足る。 就中 歌道に 於. て 御意に 叶 

ひし こと、、 思 ひの •  外なる 御 二 生と を 以て、 崇德 天皇の 御 殊寵と 天皇に 對し 奉る 御 同情と は 一入で あ 
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つた。 

「 n 岐の、 位に おはし ましけ る 折み ゆきの 鈴の 奏を 聞きて よめる 

ふりに ける^ かみ ゆきの 鈴の 奏は 如何なるよ にも 絕ぇ 女き こえん」 

また •„£ 行が、 他人の 爲に救 解に 努力して、 和歌 を 以て 天皇の 御 勘 営の 御 赦免 を かう むれる が 如き、. 

御 寵愛の 如何に 深き もの ありし か を 知る に 足らう。. 

「ゆかり ありけ る 尺の、 新院の 勘當な りけ る を ゆるし 給 ふ へ き 由 申入れ おりけ る 御 か へり こ 

とに  、  • ， 

も かみ 川 網 手引と， も いなふね のし はしか ほと は いかりお ろさん 

御 返事た てまつ りたり 

つよく 引 網 乎と みせよ も かみ 川 そのいな ふねの い かり を さめて 

毒 

かく 巾したり けれ は ゆるし 給 ひて けり」  ， 

なほ  -  ノ.， 

「心さす こと あ h- て 扇 を佛に まゐら せけ る に新院 より 賜 ひける に 女房う けた ま はりて 包紙に 

かきつけられ ける 

あ h- かたき 法に あ ふきの 風なら は 心の ち り を拂 ふと そ 思 ふ  - 

御 か へ したて まつりけ る 


ち り はかりうた かふ 心なから なん 法 を あ ふきて たのむ となら は」 

保 元の 事に 出家し 給 ふや 西 行 は 直ちに 御座所 仁 和 寺に 参上して ゐる。 

「世の中に 大事いて きて 新院 あら. ぬ さまにならせ おはして み髮 おろして 仁 和 寺の 北院 にお は 

しまし、 ける に參， 9 て けんけ ん阿闍 梨いて ゝ、 ひたり、 月明くて よみ， ける 

か ゝ るよ にかけ も か はらす すむ 月 を 見る わか 身 さ へ うらめしき：^」 

都^き ^ひも かけ ざり し 鄙 へ の 御 遷幸； 歌道の 精進に 伴 ひま ゐら す： との 出来ぬ 悲しみ、 西 行に と 

つて 院の御 こと は 二重 三 まの 悲歎であった。 寂然との 有名な 贈答 歌 は 京都の 歌人た ちの、 ュ 中^ 行 

の、 天皇 を 慕 ひ 奉る 情の 如何に 切なる もの ありし か を 物 • 語って 餘り ある 3 

「讃岐 へ おはしまして 後、 歌と いふ ことめ 世に いと 聞え さり けれ は 寂然 かもと へ 云 遣し けろ 

言葉の なさけ 絕ぇ にし 折 ふしに ありあ ふ 身 こそ 悲し かり けれ 

返し  寂  然 

しきし まや 絕ぇ ぬる 道に なくなく も 君との みこ そ あと をし の はめ」 

天^ の 御 殊寵と 西 行の 思慕、 その きづな のかく の 如き もの ある を 知る 時、 西 行が 白峯の 御陵 を 目の 

あたり 拜 して 詠 じた 有名な 

「よしや^む かしの 玉の 床 とても か 、らん 後 は 何に か はせん」 

の 一首の、 如何に 深き 感慨に 發す るか を 知る。 がそれ と 同時に 人 若し， 西 行 を 心 解せ やして 卒然とし 
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てこの 一 甘 をよ むなら ば^は 奇^の 成に うたな ゝ もの. か あるので はないだら うか。 「よしやお と w 行 

^ 帥 は现づ めな，. ^  J と 川柳 子 は、 伧 もこの 一 货 のな 所 を^いた かの 如き 口吻 を^して ゐる。 それが こ 

の 秋に^ する^^:：: な 態^で はない にもせ よ， この 一 竹 は 成 は 之に 似た 感を與 へ てゐ はしない だら う 

か。 かの 御， M 愛 をおう した ：€:行， 竹て はかの 如き 思 B の W を披淤 した 西 行の 詠と して. それ は^りに 

も 冷たい 〈：：： i^r 殘 ffi な -o 分と^ せられても 仕方がな いので はない か。 餘り にも 矛^した 態^ だ と の 

非難 を 甘受せ ねばならな いので はない かり 

併し乍ら、 ^は， i: 行の 胸のう ちに は- もっと 深いお が湛 へられて ゐ た. もっと 內面 的な 解決， と 

は 云 はれぬ まで も， この 深い U 仰. ^ 念に もとづく 一の 確 ral たる 態度が W 行 d 身に は 用^され てゐた 

ので ある。 

「15 岐 にて 御 心 ひき か へ て 後の世の こと 御つ とめ ひまな くせ させお はします と閒 きて 女房の 

許へ 申逍 しける  *  ,  . 

この 文 を かきて 「^人 不嗔 打、 以何修 忍 - 

W の 中 を そむぐ たより やなから ましう きをり ぶしに^ か あはす は」 ， 

典に 御 不述に 同情し 奉る こと、 それ は 徒に 歎息す る，〕 とのみ でもな く、 況ゃ 敵方 を 罵詈し 憎惡 する 

こ Jo では^ 更 ない。 與 へられた もの ゝ うちに あ つ て、 最大の 努力 を內に 向ける 事に よって 最も 美しき 

仳界を n 己のう ちに 拓 くこと、. 云 はく 內面 的な 轉禍 爲； I こそ， 出家 以來 の、 否 更に 溯って 物ごゝ ろつ 


いて 以来の". 两 行の 渝らぬ 努力 乃 方向であった 事 を 知る 者 は 何人も、 西 行の 右の 如き 詞 のうちに、 云 

は，、 命が けの ^情， 現狀 打破の 爲の 必死の 努力 をよ み 取ら やに はゐ ないで あらう。 事 實か、 る 御 運に 

對 して か、 る 詠を敢 てな し 得た の は、 實 に- 呼吸 苦しき までに 眞而 目に 一路 を ひたすらに 步み續 けて 

來た西 行なれば こそであって、 常時の 世， に また 後の世に も、 この 资格 ある 人が 何人あった らう か 。而 

も獨 りこれ に 止ら す、 かくの 如き を 以て 慰め 奉る ベ く餘 りに も 御 不幸な りし こと は 西 行の 旣に 充分 知 

りぬ いて ゐる 所で あ. つて、 彼の 紅 淚が之 を 以てして、 勿論、 盡きた もので ない こと は 右に 添/て 上つ 

た-次の^ にも 掬まねば なら ぬ。  * 

「あさまし やい かなる ゆ ゑの むくいに て か ゝ る 事し も あるよ なる らん- . 

なから へ てつ ひに すむ へ き 都 か はこの よはよ しゃ とても かくても 

まほろし の 夢 をう つ 、 に 見る 人 は 目 を あはせ て やよ を あかす らん 

かくて 後人の まゐ りけ るに 

その 日より お つ る淚を 形見に て 思 ひわす る 、 ときの ま そな き」 

き、， *  八  • 

さきの 川柳 子の 如き 態度、 附 行の 言 を 以て 軍に 理窟と なし 若しくは 殘酷視 する が 如き は 畢竟して 足 

が她を 離れた 空疎な 後世の 無責任な 立言であって 當時 の赏狀 と 西 行 その 人の 心^と に卽 した、 異に 同 

情 ある 言葉で はない。 吾々 はた、，、 か ゝる觀 方の 淺薄 を嗤 ふの みであって、 却て、 當 時の 國 民のう ちに 

天皇の この 御 境遇に 對し 奉り これほどに つきつめて 叙情 を拜 察し 奉る もの 、 あった 事 を 殆ど にしな 
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い 時、 吾々 は 西 行の 國^ 的 衷情に 新なる 眼 を 注ぐ の 必要に 切赏 に. 迫らる ゝ を覺 ゆるので ある 3 

W: 行の 生活 は、 かくして、 先 づ努ガ の^ 活 である。 とも すれば 忘れられ、 中道に 挫折し 勝ちな 初. 一 

念の 赏徹 — さう いふ ものが 根強い 意志の 力 を 要すべき は 言を俟 たぬ。 否、 牮 なる 「意志」 とい ふ 如 

きで は 足りない。 それ は 何人に も 1 1 精神の 自由に 關 する 限り —— 頭 を 下げる こし を肯ん じない 負け 

じ.^ である。 かう いふ 觀點 よりして 西 行に ついての 傳 への 幾つかに は 極めて 與深 きものが ある。 例へ 

ば 吾^ 鏡の 傳 ふる、 かの 有名な 賴 朝との 會 見の 如き も、 之 を 求め. たの は賴 朝の 側からで あり、 その 問 

答に 於け る w 行の 應待 ぶり も 堂々 たる もので あつ て、 いづれ かと 云へ ばむ しろ 賴 朝の 方が 下手に 出て 

ゐ ると いふ 趣が うかく はれる。 

(g」 「奉幣 以後 心靜に 謁見 を 遂げ 和歌の 事を談 やべき の 由、 仰せ 遣 はさる。 西 行、 承 はるの. E を. S- 

さしむ。 (I)  二 品 §® かの 人 を 召さん が爲に 早速 還 御、 則ち 營冲に 招 引して 御 芳談に 及ぶ。 この間 歌道 

並に 「.TiiT の 事に 就きて 條々 尋ね 仰せら るゝ事 あり、 丙 佇 申して 云 ふ、 弓馬の こと は 在俗の 當初ノ なま 

じひに 家風 を傳 ふと 雖も、 保延 三年 八月 遁世の 時秀鄉 朝臣 この 方 九代嫡 家相 承の 兵法 燒 失す、 罪業の 

因た るに よりその 事 曾て 以て 心底に 残し 留めす、 皆 忘却し 了ん ぬ。 詠歌 は 花 月に 對 して 感を 動かす の 

折節、 ゎづ かに 三十 一字 を 作る ばかり 也、 全， 、奥旨 を 知らす、 然れ ば是に 報じ 申さん と 欲する 所な 

し。 と 云々、 然れ ども 恩 問 等閑なら ざるの 問ノ 弓馬の 事に 於て は 具 さに 以て 之 を 中す。 卽ち俊 兼に そ 

の SI を 記しお かしめ 給 ふ。 こと、 終夜 を^ら にせ. らる」 

-，  に，：  .  1 ,  - •  -:々 .に .：-/,:.,- 


容芗に 人に 許さ ぬ賴朝 をむ てこれ までに 重ん せしめた 所以の もの も 「秀 鄕以來 重代の 家」 と 云った 

様な 父祖の 後光 だけで はない ので ある。 . 

その 具 體的具 偽の 程 はもと より 保證の 限りで はない が、. あの、 文覺 との 間 § ^話 I 鲑も、 後世の も. 

のながら、 西 行の か ゝ る 强さを 浮彫に した ものと して こ ゝ に 舆味を 以て 微想 されて くる T 世の中に 也 

頭ぬ す 人な かりせ は 人の 心 はのと けから まし」 -と詠 じて 「我 身 は 業； 牛に はま さりたり、 春の^ はのと 

けから ましとい へ る、 何條 春に 心の ある へき そ」 と うそぶいて ゐた | 物文覺 が- 西 行の 歌人と しての 

評判 を 耳に して は、 出家の 身 を 以て、 と 憤慨した の もさ も あるべき 事で あり、 更に、 一度 出逢った な 

らば その ^をう ちわらん する もの を、 といき まいて ゐた ところ、 實際 相會し 相談 やる や，、 平生の 廣言 

にも 似氣 なく 丁寧に 應 待し、 後に 不審した 弟子に 對 して、 西 行 は 我等 如きが 到底 對揚 す， べきに あら 

す， 却て 文 覺の頭 を も 打ち わるべき 面魂よ と 頭 を 下げた、 とい ふの も 西 行の 人物の 眞を傳 ふるものと 

して 今日の 吾々 から 考 へ 山家； SJf. を 通. p て 見る もま ことにさ も あ. る ベ き， もの を 含んで ゐ ると 云 はねば な. 

らぬ。 -  「  -- 

女性的な、 とさへ 感 せられる 美に 包まれた 所の、 鏺れば 愈々 堅い 內面 生活、 何人と も 敢て爭 はない 

力 而も. 何人に も 後れを取ら ざらん とする 必死の 努力、 かくの 如き 一見 全く 相反した もの ゝ統 一 とし 

て眺 むる 時、 吾々 は 西 行の 重要なる 一面 を識 るに ちかく、 その 業績の 肝心 を 凡そ 誤な く 解し 得べき を 

信 せんとす る ものである- 自ら 孤獨を 求めつ ゝ 而も その 寂寥 を 歎じ、 人 を 厭 ひつ ゝも なほ 人 を 求め 愛 


嫌^ 時代の S 忠と 文化  < ご 

してやまない^ 持。 あの、 一生の、 殆ど 作 侶な き扑撖 行脚、 山中の 草庵の 生活な どが 彼の 詠の 中心 を 

占めて ゐ ると いふ 市赏 は、 その 最も 端的な.. • 直接の 表現. であらう。 

「花 もちり 人 も 都 へ か へ りな は 山 さ ひしく もな らんと すらん」  - 

ノ 「しっかな らんと 思 ひける ころ、 花見に 人々 のまうて 來 けれ は  >  - 

花！^ にと むれつ ゝ 人の 來 るの みそ あたら 櫻の 咎に はありけ る 

花 も 散り 人も來 さらん 折 はまた.^ のか ひに てのと かなる へ. し」 

「 もろともに 影 をなら ふる 人 も あれ や 月の も h.  くる 彼のい ほ 夕に  - 

世の 屮を すて ゝ すてえぬ 心地して 都 はなれぬ わか 身なりけ り 

人 はみ な吉 野の 山 ヘスり ぬな. り 都の 花に われ はと まらん ， 

山 さくら さきぬ と 聞きて：：^ に ゆ かん 人 を あらそ ふ 心と 、 めて 

さ ひし さに 堪 へたる 人の またも あれない ほりなら へ ん 冬の 山里 

. ひと. o ねの 友に はなら てきり き，^ す 鳴く ね をき け は 物お も ひそ ふ 

山：；^ 立 人來 させし と はねと と はる ゝ ことそうと くな り ゆく 

花 も か れ& み. ち も 散り ぬ 山 ffi はさ ひし さ を またと ふ 人 も かな 

い つくに か 身 を かくさ まし 觥 ひても うき 世に 深き 山な. かりせ は 

-=TM にう きょいと はん 人 も かな 悔しく すきし 昔 かたらん 


、 月の 夜 や 友と^-なりて いっくに も 人 しら さらん すみか をし へよ 

题：. t と は：： ムへ、 次の 一首 また 西 行の 孤獨 をお むる 心情 を 想 察する に 足る ものが ある。 . 

「屏風の 繪を 人々 よみけ るに 卷のお 人 むれて 花 をみ ける 所に よそなる 人の 見やりて 立てり、 

ける を.  • ， 

ネの下 は 見る 人し けし 樱花 よそに なかめ て われ は をし まん」 

かくの 如き 數首 II .E 行 を 考 ふる 上に 重要な 數首を 基と して 大觀 し來る 時、 結局、 「述懐」 として 

傳 へられる  - 

「i をす つる 人 はまこと にす つるか はすて ぬ 人 こそす つるな， hv けれ | 

の  一 ^に は 西 行 一 生の 結論と も 見ら る ベ きものが 仄 見えて ゐる。 殊に 「山家 槳」 一 本に 「老後 述懷」 

と ある を 以て 考へ て も その 益々 以て 然るべ きを 思 は しめらる 、ので ある。 

两 行 の 歌のう しろに は、 凡 そかくの 如き ものが 深く 藏 されて ゐ たので ある。 それ は 云 は V —— 假に 强 

ひて： して 云 ふなら ば I . 僧侶 西 行で ある。 歌人 西 行、 藝術家 西 行 は卽ち この 僧侶 西 行が 生得の 藝 

術 的 技巧 を驅 使す る 所に 生れる。  ， 

♦ 技巧な きと ころに 藝術 はない。 西 行が， 歌人たり 得た 所以の 一は 勿論 その 生得の すぐれた 技巧に あ 

る， がその 生得の 技巧に， HI ら 眩惑し 滿 足し、 • 手先 だけで 歌 を 作らう としなかった 所に 西 行の 具 價が輝 
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き 永遠 性が 約束され てゐ る" それ はまた 営 時の 世に 滔々 たりし 「歌つ くり」 に對 して 慈圓 と共に- 「歌 

よみ」 とせられた 所以の もの を 明かに する， もので も ある。 そして こ、 に 吾々 は 西 行の 和歌に おける 重 

耍な 一事. K.  ^E^s:^: が 自己の 藝術的 技巧 を 自由に、 我 を 忘れて 驅 使して ゐる姿 を、 消極的に では あ 

るが、 招し 示して ゐ ると 思 はれる ーホ實 を 想起す る。 卽ち西 行に は 殆ど 歌論 —— 當 時の 名 ある 歌人に 

はっき ものであった 耿論 とい ふが 如き ものが 殆ど 見當ら ない とい ふ點 である。 

两 行が 多く 耿 什を殘 して ゐ るのに、. 歌に 關 して 如何なる 理想 を もち 如何なる 主張 を 持して， q たか、 

を 直接に 示す 言葉 は * 山家 槳に もまた それ 以外に も 殆ど 之 を 見出す ことが 出來 ない。 この 事 は^ 論最 

髙 潮の 時 として， また^れ 程^: を 熱愛 じた 彼と して、 一見 頗る 奇異の 感な きを^ない。 それとも、 

それ は 何等か 偶然の^-情 によって 喪 はれて 了って 今日に 傅 へらる ゝ に 及ばなかった とい ふに 止る ので 

あらう か。  -..  - 

私见を 以てすれば それ は 決して 偶然^ はれた ので はなく して 西 行に 特にと りたて， ゝ云ふ ほどの 歌論 

がない 所に 意味が あり， 两 行の 態度と して は そこに 於て こそ 一貫して ゐる、 と考 へられ^の である。 

和耿に 就いての w 行の 言說 として 傳 へらる ゝ ものに、 慈 圓に與 へ た 語が 沙石橥 (五) にみ えて あるの 

が 現存す る 殆ど 唯一 の もの かと 思 はれる が， それ も慈圓 の、 天台 眞言の 大事の 傳授を 請うた-に 對 して 

「先 づ和耿 を 御 稽古 候へ、 和歌 を 御 心得な くば 眞言の 大事 は 御 心得 候 はじ」 と 答へ たと-いふに 止まる 

めであって、 そこに は 何等 耿 そのものに 就いては 積極的に は說 かれて ゐな いので ある。 


•  (ja) なほ 「明 萬ト： 人傳」 中に 西 行が 明 惠に& 語った と いふ^ 論が 傳 へられて もる。 之 は 西 行の 欲 論 の^ど 唯 1 の ものと もみら 

れ るので あるが、 西 行の 歿 年に I 明惠は まだ 体 か 十七 歲で あり、 年代より みて それ は 疑 を 挿 まるべき もの を もつ。 加 之、 俾 K 

之 を 以てた しかに 西 行の ものである としても、 その 內容に 於て は 右の 沙石 集. に 云 ふ 事 を や、 詳細に 敷愆 したに 止まる もので あ 

. つて、 こ、 にも 亦 11 と いふ 3rsi;w 的な. 王 張 は 窺 はれない ので ある。 (雜誌 「歴史 A 國文 學」 第二 十八 卷第 ra 號 拙稿 參照) 

併しい ま、 两 行に 所謂 歌論が 恐らくなかった、 とい ふ 事 を 右の やうな 消極的な 側からの み 論定し よ 

うとす るので はない。 この 事に ついては 吾々 はもつ と 積極的な 有力な 読據を 示す こと 力 出來る I. ち 

先に も 引用した 如べ、 吾妻 錢は賴 朝の 請に 應 じての 西 行の 答へ をのせ てゐ るが、 その 中に 西 行の 言と 

して 「詠歌 は 花 月に 對 して 感を動 かすの 折節、 ゎづ かに 三十 一字 を 作る ばかり 也、 全く 奥旨 を 知ら 

す. 然ら ば^じ 申さん と 欲する 所な し」 と 云った とい ふ。 西 行が. 具體 的に 何と 答へ たに もせよ、 吾妻 

餒が僞 つたり (そんな 必要 は 認められない) 又は 誤記した りして ゐ ない 限り、 たと へ 謙辭は 含む にせ 

よ， 阿 行の 答の 趣旨、 從 つて その、 歌に 對 する 態度 だけ は 凡そ 明白で ある。 私の 歌に は 奥深い もの は 

何もない、 歌人た ちの 沙汰し 申さる ゝ樣な 奥深い 歌論の 如き もの は 全くない ！. それが 西 行 自身の 言 

，であ. o 考へ である.^ I だからい くらき かれても 「報じ 申さん と 欲する に 所な し」 これ 以上. 西 行に 

は 何とも 說明 しゃう もなかつ たので ある。 西 行 はこの 場合 如何なる 意味に 於ても 自己 をい つ わったり 

或は 何もの かを隱 しだり して ゐ るので はない ので ある-。 

西 行の 耿觀 はこれ だけで 充分 明かで ある。 がそれ 以上 大切な こと は その 歌 自身が 現に 吾々 の 眼前で 

この s: 行の 答へ をカづ よく 裏書きして ゐる、 とい ふ炳 乎た る事實 である。 西 行の 詠が その 表現に 於て 
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• 內容の 深奥なる に^ 比例して、 極めて 平談 素直、 頗る わかり やすいと いふ 眼前の 事實 である。 今まで 

引 W して 來た 詠が い づ れも その^; 例 をな して ゐて今 あらためて 引例す るまで もない ので あるが、 

勅と かや 下す 帝の いませ かし さら はお それて 花や 散らぬ と 

何 こと も か はりの み ゆく 世の中に 同し 影に て 澄める 月 哉 

な 力/^ に 時 々一富の か ゝ る こそ 月 を もてなす かさり なり けれ 

ffi うつむむ くら か 下の きり/^ す あるかな きかの 聲 きこ ゆなり 

常時の 耿人 たちの 殆どが 表現の 上の 技巧に 浮 身 を やつした 中に あって 卓 然として かくの 如き 自由の 

態度、 平明の 調 を 持して ゐ たのであって、 それ はむ つかしい 歌論 を 立てた、 構へ た 態度から は 出で 得 

ぬ 所で あり、 正に それ は 「花 月に 對し， て感を 動かす の 折節、 ゎづ かに 三十 一 字 を 作る ばかり」 とい ふ 

行き方 そのもの である。 そして かくの 如き 巧まざる 技巧 こそ 西 行 をして 西 行たら しめた 所以の 一 であ 

り， 他の 人が 學 ばんと して 學び 得ざる 所、 後鳥羽 天皇が 「不可 說の 上手」 と 評し 給 ひし もの gu§ 

また この 邊に^ づ くもので あらう。 -  . 

以上， 種々 の 方面から 西 狩の 態度 を檢 討して その 根本的なる もの、 ^の 生涯 を 動かし 特色 づけて ゐ 

る 所の ュのを さぐって みた。 そして それが 消極的-な もの ゝ うちに 一 種の 積極的な もの を 深く 秘めた、 

1 ぶ は 的^ 極 的 態度と も 名づく ベ きものなる を 知った。 そして 右に：^ て は 主として 內に藏 されて 


ゐる 積極的なる もの を 掘 出す ことに 力-を 注いで 來 たので ある。 が. この 西 行の 積 板-性に はおの づ から 1 

の 限界が 劃せられ てゐる こと もとよりであって、 そこに-, た 彼に 於け る 1 種獨恃 の， ほ貌 のうい ,v_ ふ ぺ 

きものが ある。  -  一，、 

彼の 詠に はすき 透る やうな 美し さは あ つても 仰ぎ見る 偉大 さを缺 き、 もの、 うちに 美を發 見す る 態 

度 はあって も、 外へ 組みた て、 ゆく 雄大な 構想の 美がない。 とい ふこと も 右の 如き 根本的 態度の 當然 

劃す る 限界 S 然 らしむ る 所で あらう。 崇德 天皇の 御 境遇に 對し 奉る 態度に 於ても それが 深く しみ 込ん 

でゐる こと は 前にみ た。 がな ほそ： d は、 一方、 一般 民衆に 對 する 場合に 於ても つと 明瞭 且 直接に うか 

* ゝ はれる。  、 *- - 

己 を 待つ に駿 であった 西 行 はまた 他に 對 しても 殆ど 假借 する 所がなかった。 例 へ ば 彼が 殺生に よつ 

て 立てられて ゐる 民衆の 生活 を 非難し 愴 むことの 如何に 深く 强 かった かは^ 家集に 極めて 著しい 所で 

ゐ る。 

備 前國兒 島で 「あみ」 をと る 漁 人 をみ て は 

「たて そむる あみと る 浦の はつ 竿 は 罪の 中に もす くれたる かな」 

潞 川の 浦 田と いふ 所で 幼， き 者が 「木屑」 を 拾 ふの をみ て 

「下りた ちて 浦 田に 拾 ふ あまの 子 は つ み より つ み^ 習 ふな しけり」 

など は、 また か ゝ る 方面に 對 する W 行の 宗敎的 罪 惡觀の 深 かりし を 見る に 足らう。 
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も^とい ふ&に 「京よ h- 商人と もの 下りて やう//^ の つみの 物 ともあきな ひて まお 鹽飽の 島に わた 

て 商 はんする 由 申しけ る をき きて 

まな ヽ よ. o しあく へ 通 ふ あき 人 は 木屑 を かひに てわたるな りけ り」 - 

また 「宇治 =• を 下. o ける 舟の かなつ きと 申す もの を もて 鯉の 下る をつ きけ. る をみ て 

見る もうきうな はに 逃ぐ るいろ くつの のから かさても したむ もち 網」  、 . 

お^: の 彼の 耿 よりす る 限り、 w 行 はか、 る 民衆の 生活に 同情 的な 眼 はい さ、 かも 注いで ゐ ない。 反-. 

對 -i、  ^にや かまし い 佛敎の 戒律と いふ やうな 觀點 からのみ 観ようと する。 尙も 生命 を斷っ ことによ 

つて 立てる 生活 は 西 行に は 罪と しての み 映 じたので あって， か  > る 罪 を 犯さ やして は 立て 得ぬ 民衆の 

生活に 對 する ！！ 怙と いふが 如き 餘裕、 この 罪 惡をも 大きく 抱容 して、 より 高き ものに 解消せ しめて 了 

ふとい ふやうな 積極的 態度 は 遂に 見られぬ ので ある。 先に 指摘した 所の、 彼の 歌 全體を 貫ぬ いて ゐ 

る、 ^苦しい ほどの 眞面： ic さ、 過度の 厳肅 さが こゝに その 大きさ を 限って をり 阻止して ゐる、 とい は. 

ねばならぬ。  . 

かう いふ 點 からみて 西 行と 殆ど 同時代の 歌人で あ り、 西 行と も 親交 をお した 慈圓の 行き方に は 正に 

两 行と 對踱 的なる ものが あつたと いふ こと はこ ゝ に 西 行の か ゝ る 特色 を： 史に はっきりと 際立^せ ると. 

い ふ 意味に 於ても 頗る 興 深き ものが ある。 詳言 すれば！ S 行が 先. づ惯侶 的で あ. 9 更に やがて 貴族^ 色彩 

強く 民衆的 同情に 於て 缺 くる 所があった に對 し、 慈圓が 攝錄の 出で あり、 而も 潸 侶. として 最高の 職 位 


を 占めながら、 そ. の 考へ方 や 一般的 態度に 於て 民衆的で あ 巾 世俗的であった とい ふ 著しい 對 照が、 當 

時の^ 侶の 精神 生活の 兩極を 代表す る ものと して 吾々 の 眼を惹 くので ある。 

「大 井川 ふけ ゆく 夜半の^^ 船 これ も 世 わたる 道に そ ありけ る」 (拾 玉 集) 

西 行の 眼に は 罪の かたまり にも 見え たで あ らう 鵜 飼 は慈圓 にと つて は 「世 わたる 道」 として 許さ 

れ、 むしろ 同情され てゐ るので ある。 而も ひとり これに 止ら す t 慈圓 の、 民衆に 對す るか、 る 同情 的 

態度 は、 彼が 精神 生活の 全幅 を髡髴 として 領 せる 所であって、 例へば 左の 如き 詠が、 ひと. りかくの 如 

き 源泉に のみ 發し 得べ き は 敢て說 明を須 ひぬ であらう。 

「誰なら む 目お しのこ ひて 立てる 人 一 つ 世 わたる 道の ほとりに . 

奈 良より と 聞 ゆる 瓜 を 大和 路ゃ いかて 持つ 夫に 少し ゆるさん 

大^の 炭 をいた ゝく 賤の女 はは、 き はかり や 情なる らん  - 

をれ もい さ 爪に 藍し む 言の葉 はしい し 取りお く櫸 姿よ 

はき は 誰か 咎 なれ や 物 を も は 人に のみこ そ 取らせた き 身の」 

內に みがき 上げる こまかな 美の 代りに 外に 築き上げる 雄大な 美、 惡を 罪と して 排 せんとす る 針の 樣 

-な神 經に對 して 惡をも • 善に 抱擁 せんとす る 積極的 態度。 互に 親交 を 有した この 二 僧侶、 二 歌人の 間に 

吾々 はかくの 如き 相容れない 和 窺 ひ 得ない I 而も 同時に 本來相 照映し 相補 足すべき II 世界の 對立 

をけ し-：: 山す- 先， 西 行よ b 後輩 慈圓 へ、 そこに は 凡そ 人間^ 資質と 境遇と 時代の 變遷 と、 而 して それ 等 
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時代の 甩 想と 文化  九 〇 

の 交^との 含む あらゆる 興 深き 問題が 具象 化されて ゐる。 卽 ちそれ は ひろく 一  般 人間 社會の 縮阖 

て、 永く 無限の 示唆と 典 味と を與 ふるに 足る とい ふお 過言で はないで あらう。 


し 


五、 慈 » 僧正 硏 究 

一 愚 管 杪 管 見 

愚 管抄が 大佾疋 慈 圃の著 はす 所で あ り、 大體承 久ニ年 前後に 着手され たもの なる 事 は 殆ど 定說と 

見る ことが 出來 る。 (雜誌 「思想」 昭和 二 年 五月 特輯 铖、 .. I 日本 文化 研究所 收 II 村 阀典嗣 氏 論文 〔愚 管 抄考」 等參 照〕 乃 

ち， 以下、 之に 從 つて 論お 進める こと、 する。 

愚 管 抄の若 者 慈圓 は久壽 二せ， 關白忠 通の 末子と して 生る。 その 出家 は 仁 安二 年 冬 十 W ；、 十三 歳の 

時で あり、 師全玄 について 受 法し 始めた の は 十六， 歲 (嘉應 二 年) の 時、 同年 十二お に は 法眼に 直敍せ 

られ、 治^ 二 年 (廿 四歲) に は 法 性 寺 座主に 補せられ て玆 に社會 的 活動の 第一歩 を 踏み出して ゐる。 

(^頂 要略、 玉 凍)  ， 

この 修養 期の 慈圓を 知る 爲に は、 吾々 は先づ 彼が 身を投じた 當 時に 於け る 山門の 狀態を 一 瞥 せねば 

ならぬ。 

五/慈 阆佾 正饼究  九 一 


»な 時代の S おと.^ 化  九 二 

常時の 山門 乃至 は その^ 法が， 精神的に 又 社^的に、 大きな 動搖 を、 恐らく n 本 史上に もた ぐ ひひ ノ 

からぬ 苦 惱を^ んで .Q:-K は^ 知の 如くで ある。 傳敎 大師 以來の 天台 法華宗に 對 して、 淨土敎 の 立場 

よりす る 批判が I. 假 令 消極的に では あるに せよ —— 之 を 根底より ゆり 動か. す ベ く 源 空の； ii 腦に 熟し 

つ、 あった (源{ 八」 の， 初めて 專修念 佛を唱 へたの は 安元 元年、 慈圓廿 一 歳の 春で ある) の も：， W もこの 

頃に おって ゐ る.' 加 之、 山門 內 部の 紛爭、 搔亂、 又、 之に 仲 ふ 祉會的 勢力の 衰退 は 殊に 强ぃ 刺戟 を 慈 

W に與 へた ものと して 特に 注目に 値する。 卽ち 山門 內部 にあって は學 生、 堂 衆 間の 激烈 擒拗な 鬪爭連 

がに 一：！： 一り、 はに 修學行 法の 逍場 としでの 赏を喪 ひ (玉 葉、 吉記、 兵範記 、 山槐 抄， 愚 管抄、 源平 盛^ 記、 一 

^1.  .s.^s^ 從て、 外に 對 して は、 恰も 典隆 ゆに 際會 した 寺 門の 勢力に M せられ、 爲に、 「近日 

諸^ 不^ 山^」 (山愧 記、 永 W  二 年 四月 七日 條〕 とさへ 云 はれ、 治 承 二 年 五月 廿日の 最勝講 に は、 山 徒の 橫 

^に^して 山^の 公睛 は^: 止せら る ゝ の 悲運に さ へ 遣 遇して ゐる。 誠に 山門 佛法は 死に 瀕した とい ふ 

も 過 ではなかった ので ある。 

かくの 如き 山 佻 法の 危機 を 眼前に して、 若き 慈 回 は 如何なる 戚懷 をいだ いたで あらう か。 後年、 

三千 大衆の 名 ^主と 仰がれ、 一山の 楝粱を 以て 目せられ たのみなら や、 全 沸， 敎界 の重鏔 として 聲望ー 

世を腥 した 彼と して、 その 若き 血 は 山門 佛 法の 復興の 抱负に 燃えた であらう 事 は 想像に 餘カ ある 所で 

あるが、 千载 集. (き 第 十九、 * お) の傳 ふる 左の 贈答 は、 吾人の この 豫想を 裏切らざる ものなる のみなら 

(註) . 

す、 ^に， 旣に 年な ほ 而立に 及ばざる 當時 において、 恐らく 廿四五 歲の若 冠に おいて、 この 問題に 就 


いて、 彼に 寄せられて ゐた 信賴 と. 期待との、 如何に 深く 且大 なる もの ありし か を 物語る もので あら 

う. a 

「比^の 山に 堂 衆學徒 不和の. 事出來 りて、 學徒 皆ち りけ る 時、 千日の 山 ごも，^ みちな む 事 も 

ちかく ひじり の 跡た えむ 事 を 数き て： かすかに 山 洞に とぐまり て 侍りけ る^に、 冬に もな 

にければ、 雪 ふ， 9 たる 朝に、 尊圓 法師の 許に 遣し ける  法 印 慈- 圓 

いとく しく 北！^ 跡ゃ絕 えなむ と  - 

思 ふ も かなし 今朝の 白雪  - 

返 し  ， 

君 か 名そ衲 あら はれむ 降る 雪に  ， 

昔の 跡 はう つもれぬ とも」  ゝ 

r この 贈答 は 源平 盛袞記 九に も 見えて ゐ るが、 二 首の 詞に 少異が ある。 之 は 千载集 所載の-方が よい 

かと^ はれる。 因に 玉 葉に よると、 治 承 三年 八月、 慈 圓は堂 衆の 亂を 避けて 江 文 寺 I -玉 葉刊本 

に は 江 州と あるが、 この 前後に 慈 回が 江 文 寺に 居た 事 は 他に 明證が あり、 江 州に は 未だ 綠ぁ りと 

、 

も^はれ ぬから、 恐らく 江 文の 方が 正しいで あらう. —— に 赴いて ゐる？ ) 

(S3) 千載 柒の携 進 は、 文治 一 一 一年 九 のこと である。 その 事 は その 序文に 明記され てゐ るが、 後. c 河 院が、 その 院宣 ヤー 下し 

耠 うたの は 之 _ に 先 どつ 四： 牛、 お 永 一 パ牛ニ である。 (拾 芥抄) 卽ち この 贈答 は遲 くと も 慈. W 卅三歳 以前、 恐らく 廿九歳 以前の 

ものと 思 はれる。 而 して、 詞 巧に 「千：！： の 山 こもりみ ちな む 事 もち かく」 と あるが、 華 ^ 耍 略に は{ 女 元元 35- (慈^^ 1 歳 〕 四 

五^ 阆佾正 W 究  ， ■  九 一一 一 
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月に 休け て 「な 無^せ 千 U; 入 堂」 と Si されて W リ、 更に、 玉 葉 治 承！ 一 一年 (廿五 歳) 三 C4«SI 日條に (恐、 りく 先の 山 籠の 結覼で 

あらう) 千日 入^ を 終へ て 下. おした 山 見えて， Q る。 千載 集に 云 ふ 所の 千日の 山 こもり は 蓋し これ かと 察せられ るが、 もし 然り 

とすれば 「山 こもりみ ちな む 事 もち かバ， I 及 「冬に もた リ ければ 雪 ふりた る 朝」 の 語から して、 凡" そ 治 承 二 半 (廿 四^) 冬の 

であらう。 この！ 3、 彼 は、 法眼と して、 法 性 寺哝主 C 治 承 二 たや 1E 六 =： 補) の 職に あった。 乂、 この 前投、 學生、 堂 衆 8 爭は 

殊に 熾^ を械 め、 平 侪盛 も. 武力 を 以て 之に 臨んで ゐる が、 た ほ 手を燒 いて ゐる樣 子が、 玉 葉、 顯廣王 記， 百 鍊抄、 源平 盛袞. 記 

^にみ えて ゐ るから、 傍々 之 を この頃に 煨 してよ. からう C 

右の 詠 を 通して 知らる、、 彼に 對 する 時人の 信 賴ゃ斯 待 は， 蓋し、 若き 慈 回の 悲憤と 抱ね との 反映 

の 片鳞に 過ぎぬ リ 建久 元年 九刃卄 四日、 彼 は 法 友なる 法橋觀 性と 相伴うて 兄 兼^ を その 第に 訪ね、 鼎 

坐して 相 共に.^ 法の 典 行 を 誓うて ゐる。 (玉 葉) 

山 佛 法の^ 典に 邁進 せんとす る 熱情 が^き 慈 回のう ちに 脈打って ゐた様 を、 右の 如き 一 斑から 想 

お 小 するとき、 次の 彼の 詠 を 以て、 その 全貌 を 露 M した ものと なす 事 は 決して 無理で ない と 信す る。 

おふけな くうきょの 民に お ほふ 哉  - 

わがた っ籼 にす み 染の袖 (千截 集) 

この 一首 は、 千載 柒には 「題 しらす」 と あるが、 月 刈 藻^ (下〕 は、 法華經 法師 品の 心 を 詠んだ もの 

と 解し、 且傅敎 大師め 阿耨 多羅 三貌三 菩提の 詠の 心 も 思 ひよ そへ たりと して ゐる。 蓋し、 向 品の 「當 

知 此人是 大菩蹒 成就 阿耨 多羅 三藐三 菩提 哀愍 衆生 願生此 間^: m 分別 妙法 華經」 云々 などの 句 を さして 

ゐる ものと 思 は^る。 之が 果して こ ゝに云 ふ 通り 直接に 题詠 であるか、 否か、 は 今， 之 を 確定す る こ 

と は 殆ど 不可能で ある。 がその いづれ である， にせよ、 大師 往年の 意 氣を傯 びつ ゝ、 E 法 W 典の 熱願 を 


この ー酋に 籠め たる ものと 解すべき は 恐らく 異論な き 所で あらう。 卽ち之 を 以て、 單 なる 技巧 ゃ修辭 

の 末に 奔っ たもの， 作爲 せる 詠と なすなら ば、 それ は 却て 早 卒淺簿 の 譏 を 免れない。 反 之、 先に 述べ 

た 所 を も考へ 併せて、 山門 佛法 復興の 熱情、 而 して 山門 佛 法の 立場から 遍く 一切衆生 を救濟 せんと， の 

00, また、 闕 民の 指^者た るべき 高き 地位の 自覺 そのもの ゝ 最も 端的 直接なる 吿 白と 觀 ると き、 こ 

の 一竹 は 最も疋 しく 且 深く^し 得る ので は あるまい か。 而 して、 千 载集撰 進， 卽ち、 遲く とも 文治 三 

年 以前に、 早く もこの 抱^- 氣" を、 この 鷹揚な、 悠々 迫らぬ 表現に 托して ゐる 一事 を 以てする も. 

直ちに 彼が 後年 歌人と しても 僧侶と しても、 大 をな したる 所以の もの 、早く も玆に その 萠鋒を 示せる 

を認 むべき であらう。 

北 村 季吟は 「八 代 第 抄 一 に、 右の 一首に 就て、 恰も 慈 圓が山 座主に 補せられ たる 後の 詠なる かに 解 せらる、 如き 註 を 施し 

てんる- が、 之が 坨主 就任の 遙か以 の ものなる 事 勿論で ある。 因みに、 .「 おふけな く」 の 語 は、 若年に 對 する 謙遜の 意.. を も 

含めて. Q るので は あるまい か。  -  ,  -. 

なほ 慈圓 のかく の 如き 抱負 をう かく ふに 足る 詠 は 頗る 多く、 試みに その 家蕖 拾玉檠 を繙 くなら ば 之 

を その る 所に 見出し 得る のであって、 右の 一 首 は その 多くのう ちの 早 きもの、 一 であるに 過ぎな 

い。 左に その 1 二の 例 を擧 ぐるなら ば、 

いっか われ いくら の 誓 ひ あ ら はして 

道より 道に 知る ベ を もせむ 

おも 聞け これ ぞ懷 ひを述 ぶる ごと 

五^ 阀佾 y 研究  、  九 五 
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法 を ひろめて 人 をた すけむ 

あはれ. にも 袖 こそ 濡 るれ 手に 掬ぶ 

御 法の 水の 末 を 思 ふに. 

なほ、 山門 佛法 についての 彼の 悟賴、 抱負の 如何に 深甚なる もの ありし か は 次の 數首 にもう 炉^ は 

れる。 (之 等は必 しも 靑年 時代の もの ゝ みに は あらす、 後年に 屬 する もの も少 くないが) 

末 を 掬め 我が 山川の 水上に  .  > 

御 法の 淵 は あ h- と 知ら やや . 

古風 をい かで 御山の 吹かせ まし 

葛の 裏 葉の か へす ぐ も 

わが 國 にか ゝる寺 こそ 又な けれ 

高き 御山-に 殘る 御， 法よ  一 ： 

更に， 次の 一首の 如き、 この種の ものと して 就中、 出色の ものと なすべき であらう 

世の中に 山て ふ 山 は 多 かれ ど 

山と は 比轵の 御山 を ぞい ふ (以上 拾 玉 集〕 . た. 

二.. 


右に よって、 慈 圓に對 して 當 時の 山門 佛 法が 如何なる 影響^ 與へ たか、 靑年 慈圓が 如何に 之に 反 接 

し たかを 槪觀 した。 彼の 一生 は 畢竟して この 問題に 終始した と 云 ひ-得る ので あるが、 然 らば 彼 は^ 何 

なる 態度 を 以て 之に 臨んだ ので あらう か。 —— この 一般的 方面 を 決定した 力と して、 その 出自、 家族 

關係を 初めと して、 彼 を 包んだ 環境 を 次に 瞥見して 置か. う。 

彼 はニ歲 にして 母 を、 十 歳に して 父 を 喪うて 幼に して 孤と なった のみなら や、 兄弟 關 係に 於ても 亦 

惠 まれざる ものが あった。 異母 兄 は 多かった が、 年齢の 差の 大 なりした め、， その 間の 親愛の 情の 云 ふ 

に 足る ものな かりし が 如くで ある。 若年の 慈圓 にと つて、 それが 最大 最 深の 悲 みであった 事 は 云 ふま 

でもない 所で あらう。 

I たらち ね もまた たらち め も 失せ はて > - 

賴む かげな き 歎き をぞ する. 

みなしごの たぐ ひ 多 かる 世 なれ ども  ， 

たく われの みと 思 ひ 知られて 

すみぞめの 袖をぞ 絞る たらち ねの 

あらまし かばと 思 ひ つ V- て 

いはけ なき その かみ 山に 別れに し . . 

わがたら ちめ の 道 を 知らば や 

五慈阒 僧正 研究  、九 七 
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孤 兄と して、 夙に 痛切に^ はしめ られた 孤獨、 - 寂寥の 感は、 而も 撖 .9 こ、 に 止ら す、 漸く 人と なる 

に 及んで は、 ^の 心 犮. 知己の 得難き の 歎と して 殆ど その 生涯 を 通じて 彼に つき 纏うた ので， あった。 

この 奴き ぼ、 愚 管抄 にも^々 橾返 されて ゐる 所で あるが、 その 家集に はな ほ 一層 痛切に、 殆ど 吾々 の 

想像 を絕 する 稃の悲 み を そこに 味 はうて ゐる 趣が 滲み出て ゐる。 

とも すれば 變る i 色 を 見^めて  パ . 

言と ふ 人の だに なし 

さぞと 云 は *、 誠に さぞと あど 打ちて 

.  なや そやと いふ 人た にもな し  . 

思 ふこと 何 ぞと問 はむ 人 も かな 

いと 爽 かにい ひ あら はさむ- . 

生きて 尙 友な き閽に まよ ふ 哉 

誰が 爲 月の くもら ざるら む  - • 

わが 、いたく さし はやと S へど も 

見る 人 もな し 知る 人 もな し 

行住坐臥 彼の 心 を 去る ことな かりし 此の 如き 孤 獨感、 寂寥 感 のうちに あって、 最も 多く 彼の 心 を 慰 

そに .〈 ^- . おお，  や^-  つ" お...："^. や 

め、 また 充し 得た 心の 友 は源賴 朝と、 及び、 同 母 兄兼實 とで あ. つた。 


同母^^に して 年齢 根 近き (蒹货 六歲 年長) 兼 實慈圓 の 二人 は、 その 境遇 • 地位の 相違 を 超えて、 

意氣相 投合し、 殆ど 形影 相伴 ふゆ 趣きが あった。 慈 圓は公 請に 忙しき 餘暇を 割いて 常に 兄 を 訪ねて、 

相 共， に 佛法を 政治 を 又 和歌 を談 じて 居り、 兼實亦 彼に 政治 向の 事柄 を も腹藏 なく 告げて ゐる。 S 葉- 

慈^が この 兄に 如何に 深い 信賴と 親^の 情 を 寄せて ゐ たかは、 尙ほ、 その 薨去に 際會 しての 痛切な 悲 

み 抄) から も 充分. に 察せられる。  - , 

慈 回の 兄に 對 して かくの 如く 傾倒した の は 何故で あつたか。 根本， 的に は 骨肉 關 係の 然 らしむ る 所で 

ある 难云 ふまで もない が、 而も、 それ 以外、 その. 人物、 性行に 於て 深き 契合 點の存 した こと 亦與 つて 

力 ありし が 如くで ある。 (現に、 同 レく同 母 兄なる. 兼 房 (慈圓 より 四歲 年長) に對 して はかくの 如き 

親愛の 情 を 披瀝して はゐ ない、 むしろ 輕侮 乃至 は^ 撥して ゐる 如くに さへ も 見える。 〔愚 管 抄〕) 而 して 

この 趣は賴 朝との 關係 によっても 裏書され よう。 

彼 W 朝賴 との 親交 また 兄に 對す るに 殆ど 劣らざる ものが あった。 賴 朝の 上洛す る や、 親しく 之と 相 

會 して， 政治 を、 - また 佛法 を談 じて 相 協力して その 典 行に 邁進 せんこと を 相 誓 ひ 相 約して 互に 深く 契 

る 所が あ つた。 ^山 勸學院 所と して 越 前國藤 島莊を 寄せられ たの もこの 際の ことで ある。 (愚 管抄- 華 頂 

加 之、 その 朿歸 せんとす る や、 惜別の 情 をつ-くした 和歌の 贈答が 幾度と なく 兩 人の 間に^ 復 され 

てゐ る。 (拾 玉 集) それが 單 なる 辭 令で なく、 衷心の 發 露であった こと は、 また 愚 管抄を 通しても 知ら 

れる。 そこで は、 賴朝 は、 殆ど 當代 第一の 人物と して 親愛と 讃 仰の 筆致 を 以て 描かれて ゐ るので あ 

五慈阆 僧正 研究、，  .  、-九 丸 
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慈 園が ^門の^で ありながら， 而も 當 時の ニ大 政治家に 於て 最も 深い 交 は， 9 を 見出して ゐ ると いふ 

事 は、 彼が. 生來、 政治家 的 乃至 は 政論 家 的な 資質 を備 へて ゐた事 を 示す もので あらう。 (兄 兼實の 深く 

蹄^した 法然 上人 源.》 と ^逸った 〔愚 佇抄〕 所以の 一は、 根本的に は、 こ、 にも 求めら るべき ではな か 

らう か o) この 市 はまた、 山の 座主と しての 彼の 仕事が、 結局 政治的 活動に 外なら なかった とい ふ 事 

實と考 へ 併せら るべき であらう。 かくて、 後年、 ^治 論と しての 「愚 管抄」 の. 著者た るべき 蓮 命は旣 

にこ 、に^^されて i5 り、 そ の 萠芽が 夙に その 青年時代に 於て 認めら るゝ のであって、 愚管抄 にみ え 

て ゐる攸 n, せの 次の 語 は 右と 符節 を 合する ものと い へ よう。 

「さて この 後の 様 をみ るに、 世の なり 罷 らんす る さま、 この 廿 年より このかた 今年 承久 までの 傲の 政 

人の 心ば へ の 報い ゆかんす る 程の 事の あや ふさ. すかぎ. 9 なし」 

卽も彼 は 夙に、 山^: 佛法を 再 典し. 以て 一 切 衆生お 普く 濟度 せんとの 志を懷 いた。 ( 一 切 衆生の 救 

裨と いふ 要求 乃至 は 旗幟に 於て、 それ は 政治家と 正に 合致す る) が、. 而も 一般の 僧侶の 場合に 於け る 

如く  ：宗敎 的な、 從 つて 個人的な 方而 からのみ せす、 それよ， 9 も 寧ろ 政治的 社會 的な 觀點 から 眺めて 

K た。 —— 皮の 髙き出 C は、 彼のう ちに かゝる 要求と 態度と を よびさまし、 又 之を充 さしむ るに 好適 

であった。 —— 被の 生^と その 業績と を闡 明開顯 すべき 鍵 は、 こ ゝ に 見出さる 、 ので は あるまい か。 


數 十年來 「世の 成り 罷^ん する 樣」 を 常に 注視して ゐた 彼が、 然 らば 何故に 特に 承 久ニ年 前後に 及 

んで 愚管抄 著作の 筆 をと るに 到った ので あらう か。 —— この 問題 は、 彼の 長い間の 注自の 的であった 

世上の 諸事 象 それ 等の 諸關 係に ついての 彼の 考 へが、 この頃に 到って 熟して 來 たので ある、 と 觀る時 

に 正 當に答 へられる。 卽ち、 從來 長く 彼に とって 謎で わった ものが、 何等かの 理- 由で、 この 時 漸く 氷 

一  、  き  ..、 -  -、， . -  \  I  . し.. 

解した 事 を 示す もので はな-から うか。 而 して 彼 自身の 次の 語ば この間の 消息 を傳 へ てゐる もの. であら 

う。 思 管抄卷 三の EE 頭に 云 ふ。 ， 

年に そへ 日に そへ て は 物の 道理 をのみ 思 ひ つ 、くけ て老 のね ざめ を も 慰め つ 、、 いと V- 年 も 頃き 罷 

る ま ゝ に は、 世の中 も 久しくみ て 侍れば 昔より うつり まかる 道理 も あはれ に おぼえて ：… -. ひとす ぢ 

に 世のう つり 力 はり. 衰えた る こと はり ひとす ぢを 申さば やと 思 ひて おも ひつ づ くれば、 まこと こ、， 

はれての み覺 ゆる を、 かくは 人の 思 はで ごの 道理に 背く 心の みあり ていと^ 世 も 亂れを だしから ぬ 

W にての み 侍れば 之 を 思ひ績 くる 心 を もやす めむ と 思 ひて 書き付け 寺る乜 - , 

卽ち、 今まで 「道理」 の 二字が 長年に わたって 常に 彼の 頭に 去來 して ゐ たので あつたが. (この 事 は 

^山 愚 管抄の 語から 直ちに 明で あるが、 尙、 彼が 直接^ら 之 を 積極的に 述べで ゐる例 を 拾 玉 集 第四卷 

のうちに 见 出す ことが 出來 る。 卽ち 「かた 山寺に 籠り ゐて はたく ニ諦の 道理 卜り 外 思 ひつ V くる 事 も 
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なし …… 于時建 暦 二 年 壬 申 秋 九月 草 之」 建 曆ニ年 九月に は 慈圓 五十八 歲、 第三 度 目の 任 座主 を この 正 

H: に辭 して 恰も 调 地に 就いて ゐた 時で ある _0 玆に 到って この 「道理」 に 就いての 考 へが 纏まり、 それ 

が， すべて を 云 tt*、  一^に 解決して くれたとの 意に 讀み 解くべき であらう。 とすれば、 それ は、 ー證 

どう 解決して くれたので あるか、 その 解決の. ホ イン ト は何處 にあった ので あらう か。 

右の 語に よると 「道理」 の 眼から みると， すべてが 「いはれ ての み覺 ゆる」 . —— 成 稈と八 n. 點が ゆく.，. 

とい ふ。 云 ひか へれば- 今まで^ 沌雜然 たる 單 なる 堆積と して、 不可解の かたまり としての み 彼の 眼 

*  蜂 

に 映 じて ゐた 世上の あらゆる 事象 は、 赏は 或る 一定の 秩ネに 整然と 從 つて 居り、 結局に 於て それに 隅 

隅まで 支配され てゐ た-のだった との 點に 氣づ いたと いふ、 恐らく 突然の 精神的 轉換、 轉迷 開悟 を 物語 

る もので は あるまい か。 

彼の この 語に よって、 その 精神 生活の 上に 此の 如き 劃期的な 心的 轉換を 想定 するとき、 吾人 は 同時 

に、 恐らく 之 を 惹起す る 動機と なった かと 思 はれる 外的 事情の 之に 正に 對應 せる に氣づ か しめられ 

る。 承久 元年 正月 將^ 源-せ 朝の 弑 せられ、 M 六月 藤^ 道家， の子賴 經が攝 家より 出で て將 軍職に 補 せら 

れた 事、 卽ち これで ある。 

慈圓 の數少 き， 心の 友の 一. 人であった 賴 朝が、 一 流人の 身から 崛 起して 遂に 天 T の權を 掌握し 將 軍職 

に 就いて 武家政治 を 開く に 到る 迄 瀾重疊 の 運命の 不可思議、 又、 かくの-如き 英雄の 後が 殆ど 彼の 

死歿と 共に 跡 方 もな く 消え失せて 遂に 攝家將 軍の 擁立と なる までの 目まぐるしき 轉變、 愚 管抄の 叙述 


の 筆が この 點にカ を 注いで ゐる事 は 一 讀疑 ひなき 所で ある。 先づ賴 朝の 擧兵 を敍 して は 

フ ：： 泣く く 乞う けて 伊豆へ は 流刑に 行 ひて ける 也。 物の 始終 は 有 契 不思議 也。 其 時 も か、 る 打 

かへ して 世の 主と なるべき 者な りければ にや。 .：：.」 

其 後， 石橋 山の 敗戰 に. 際して は . I 

. 「 …… 箱 根の 山に 逐 こめて け， 9、 賴朝鏜 ぬぐ 程に なりければ …… 」 

一 度 は 此の 如き 窮境に 陷 つた 賴朝も 遂に 風雲に 乘 じて 武士の 世 を 開く べき 蓮 命を擔 うて ゐ たので あ 

つた。  ：, 

「平氏. の 跡 かたなき 亡び やう。 又 この 源氏 將軍昔 今 有難き 器量に て ひしと 天下 を しづめ たり つ る 跡 

の 成 行 やう、 人の しわざと は を ぼ へ や 顯には 武士が 世に て ある ベ ちと 宗廟の 神 も 定め 思 食た る 事 は 

今 は 道理に かないて 必然な り」 

英雄^ 朝 を すら その 掌 上に 飜 弄した 蓮 命の い たづら は、 その 歿後に 於て 益々 その 勢 を 逞しう し、 結 

局、 將 職は賴 朝の 衣鉢 をう けつぐ， に 足る 人物 を 出さなかった 源氏の 手から、 • 攝家將 軍へ と 移って 一 

應^ 著いた と 忍 はれた のが 承久 元年であった。 かう 見て くると、 愚 管抄が こ、 に斷 筆して ゐ るの は 決 

して 偶然と は考 へ られ ない。 愚管抄 のうちに 攝家將 軍 擁立 を 以て 末代に 於け る 文武 兼行の 理想的なる 

政： iE として 讚美して ゐ るが、 本喾 著作の 目標の 一が こ、 に 置かれて ゐ るので あらう 事 は 何人も 異論な 

き W であらう。  - 
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かくて、 吾人 は 次の 如くに 考 へる ことが 出來 る。 卽ち、 賴 朝の 如き 英雄 も、 彼慈圓 より 観れば、 結 

述 命の 大きな 力の まゝに 動かされ たに 過ぎす、 同様に 將 軍職 も 亦 その 力の まに，^ 推移して 落つ 

くべき 所に 落つ いたのであって、 かくの 如き 一 聯の琪 おの 全 過程の 觀察 によって 婢の 頭に 深く 印象 づ 

けられた もの は、 これ 等の 事象 を 背後より 支持し、 動かしつ ゝ ある 大きな 力の.^ 在、 而 して その 見え 

ざ る 力の 偉大 さで あり、 ； 11 時に、 その 前に 於け る 人間の 無力であった であらう。  愚管抄 (第五) に 

信 西 入道 を 評して、 一面 その 人物 手腕に 推服しながら、 而も、 その 義朝 を忿 らしめ し 事の 大失收 な.^ 

しを敍 して 「かやう の 不^ をい み じき 者 もし 出す 也。 更に 更に 力 及ばぬ 也。 兎ても 角ても 物の 道 浬の 

まき 輕 きをよ く 知て ふるまい 違 へ ぬ 外に は 何も 叶 ふまし き 也」 と 云って ゐる。 

かねて 思 ふこと はさな から 違 ふ 世に 

この こと はり を 背く 花 かな (拾 玉 集 三〕 

耿.： < であった 慈 回 は、 夙に、 自然界の うちに は、 年々 歲々 時 を 違へ す 咲く 花のう ちに は、 美しき 調 

和 を、 整然 紊れ ざる 秩序 を 感得して ゐた ので ある。 僧侶と して、 又、 政論 家と して， の 彼 は 之 を 人の 世 

にも 亦 欲して ゐ たので は あるまい か。 承久 ： - 年頃に 愚 管 抄を著 はした とい ふ事實 は、 かくして、 云 か 

へれば. 彼の i 戚 し^しく は 要求して ゐた 一定の 秩序、 謂 ふ 所の 「道理」 に 就いての 長い 伺の 思索が 

渐く 熟して 右の 如き 信念 を 固めた のが 承久ニ 年頃だった ので あると いふ 事 を 物語る もので あらう。 


愚^^ 述作 を 促した もの、 その 出^^ は、 勿^^ 者ハ服 前に 展開され た亂 世に 在る 。(彼が 保 元 以後 

の 卜，？ ，ヒ .」 して^、^ し 一で にんんで ゐる^ は， S 管杪を 始め. 門 葉 記， 曼殊院 文^ ：收 むる 所の 

彼：； g 文シ あ：」 によって よく 窺 はれる 。ヒ切 衆^ を救浒 せんとの 大願 を 抱いた 彼 は、， 長い間、 世の 爭 

^に し、 での^ 因の 採 求に^ ひ を ひそめ 來 つた。 而 して 恐らく 右に 述べた 將^ の 問題 を 直接の 勖 

3 として、 ^^^.o なき 设 上のう ごきが、 その外 兑の 混沌に も拘 はら t、 - 一定の 理に從 つて ゐる もの 

なる を 兌 出し； -。 この 吸 光 を 以て 兑^ してみ ると. 史上の あらゆる^ 象 は 「いはれ ての み」 見える 1 

1 悉く、 正しき もの 、必然的な 殴 S1 であった、 とい ふ 事が 明瞭に なった。 「かやう の界に 人り て 心 W 

る H は 一々 こその ふし は 逸 ふこと なし、」 世が 亂れ、 若しくは、 一見 ド^ 解の^ 象の 世に 亦す る 所以 は 

の 人々 が、 この 近理を 解せ-さるに^ づく、 サ：" し 人々 にして この 逍理 をよ く辨 へて、 之に 從 

つて 行^す るなら ば、 やがて 世 は桊ギ におし、 ー见 不可思^の^ ある ポ象も 悉く 叨に. 解 叫 せらる^ で 

あらう。 もって、 A-nz.sn 分の つとめ は 新に 玆に 發兑 した 「逬 现」， を 人々 に 知らし める^ にあり、 问 

さ こそ，^, n 分 ことって. の 大きな 悅び でも ある 1 1 前， に 引 m した 愚管抄 第三 卷胃^ の 語 及び. 左の 一 文 

の^ ゆする 所 は 凡そ 以上の 如くで あらう。 

「ト, 3.5 一  り：ょ ゝ に. こる ことわ. o  一  ^に 中 さば やと^ ひて 思 ひつく  くれば まことにい はれての み^ゆ 


る を. T 义 s はで この 缝にそ V  、心，. みなて いと 矣 もみだれ、 おだしから 5 にての 

み：，！.. んを思 ひ つ . 、くる 心 をん 休めん と^ひて^: きつけ t;- るな. り 」 

かくて、 S 抄 のき は 擎 S 列 一 な，^ めら れ たるも^ るべき が 感ずれ る fuie 

ml^. ま 他に g たん』 して. S つて 量ば f に 作 ふ 麓、 「I 一の I を 

^ f  ^ xs^t i.  I 抄七卷 は 凡そ 如き もの、 f と 

もずべ くノ 而も 彼が I の 時代の 長かった だけ. それだけ 強い § 力， A つて 內， 霧が 一時 こ 

饧^ せしめられ たがで あらう。 左. S 如き 彼の 詠耿亦 右と 相 照し 合 ふべき であらう。 

、ん の ，-, ち をお^ け て 

见 せたら ばと 忍 ふ 人た にも かな §g 

な i  、 

うき 世に は 我 をし ふべき 入 もな し . 

をし へね は 又 しること もな し (^お^ s 詠. (ね 之 外) - 

II 作 を 促した かくの 如き |の交 鉛と I と は、 本 に 雲と して i せらる 、所の も 

ので あるが、， 特に その 一 氣に呵 成せる I に、 I の秦的 脈, I みるに 瑝 なくして、 a 

るに t て ： , 鉴を？ んネ w の 露に t 屢に 看取すべき であらう。 S な 假名 交レ 

の S 文の 採 川 は、 この 點 からしても、 本 彼に 必然 且必 筆可缺 であった ので ある。 


かくして • 歴史 は， もはや- 彼に. t つて * 溜沌 でもで たらめ でもな く. 却て. 一定の 秩序に 從った 

或る： 止し さ を偷 へた ものと して 映じ來 つたので ある。 —— 正し さの 內容が 何で あつたか は 後に 問題と 

するとして. 兎に角 「道理」 の 支配で ある 限り、 それ は * 少く とも 一而に 於て、 正し さの 支配 を 意味 

する ものな る^-明白 である。、 —— 'この 事 は 慈圓の 地位 境遇-こ^せ 考 ふる 時， 極めて 意^深い ものと し 

て， ： わ；： 入の 注目 を 強く 促す に 足る" 卽ち、 先に は、 歌人と しての 慈^が 歷史に 一定の 秩序 を 要求した 

るが 如-,、、 玆 では 佛 者と しての 彼が 正し さ を、 云 か へれば、 因 の强く HS 遍き はたらき を 歴史に 見出 

* ひん..」 して ゐ るので ある。 蓋し、 21果 を 撥 無す る こと を佛の 重き 戒の 一 として 恐る ゝ佛 者と して， か 

かる耍 求 を 抱くべき は^りに も當然 であらう。 と共に *  ^の 反面 少く とも 眼前の 一時的なる 善惡、 正 

邪， 人 小. 强^ の いづれ を 問 はす • 悉く 無力なる ものと して 共に 1： 流さ やに はおかぬ 强大な 力 を、 云 

はゾ ^命 的な 必然と も 云 ふ ベ き 偉大なる 力 を 認めて ゐる事 を 思 ふとき * 五！： 人は玆 に、 眾 に 宗^ 的 乃 ザ- 

-  .  一 

的 鋭點 にの み^ 跻 する ことなく、  • ポ： ふ ひ を ポ^と して 如^:: に^ 視せ ん とする 現^的な 態度、 個人 を 

おえて 泣く 社^ や 時代のう ごきその もの を徹 見せん とする の 史^ を 俯 へ た歷 史家と して の 彼 を 兄 出す 

ので ある〕 -.  .  . 
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愚^ 抄 の問题 は. 玆， に 於て 「道理」 の 一 點に狼 注されて る C 詳^ すれば、 歷史は 彼に とって 必然 

にして M 時に 正しき ものであった， とい ふ^が 以上で 凡そ^に なった ので あるが、 然 らば， この 必然 

なる もの^ 命 的なる 力と， 正し さと、 この 二つの もの は 彼， に 於て 如何に 關 係す るので あらう か。 

抑々 「正しい」 と は、 彼に とって 如何なる 内容 を もつ ので あるか 1 . 彼が 之に 答 ふるに 「祖^」 「祖 

神の 訓へ」 を 以てして ゐ る^は^ 管抄の 通^に よって 彼ち に 明で ある" 上代が 「逬 理」 の 時代で ある 

所以 は、 この 祖^が お 時の 聖 帝、 偉人に よって 純^に 終挝 された 爲 であった。 攝^ 將 I の 出現が 道理 

に 叶 ふ ものと されて ゐ るの も. それが 祖 神の 幽契 し なる が 故で ある。 一 般 的に 云 ふなら ば 「^訓 」 

が の^ 命、 n.^^-^ 維持 發展 の屮祸 をな すので あって、 之 を) 水^に 遵尜 する 所に 正し さが 保詣さ 

れ、 ^VT 近^^家が^^ される ので あ^。 (伹、 然 らば 謂 ふ 所の 「組^」 と は 何 か • が^に 追窮 されぬ 

限り， この g:^ は 徹底し ない。 が この 點 について は、 55- に 後^に ゆづる^-とする。) 

^^が、 ^も 邪 も 同時に 押 流す 時勢の 大きな 力 を 充分に 認めた 歷 ^家であった 事 は 先にみ た。 同時 

に 正しき もの 、做 底 的 支配 を耍 fi する 所の^ 侶であった 事 も 前に 明に した。 この 现せ 的且道 if. 的 史家 

は、 今や、 この 正しき もの を 舭 意のう ちに 見^し、 1： 家 を 以て その 完き^ 現と 概ん とする！： 民 的愛阈 

的 熱^に^ えて ゐ るので ある。 歴史の 必然的なる 力と. 如何なる 畎迫： を も 俳すべき 正義の 力と、 互に. 


相容れ ざえ 二つの 力の 板 挾みに 陷 つた 彼れ 活路 は， この 歴史の 必然 を も 結局 祖意 に歸 して こ ゝ に 於て 

この 二つの もの を 結合 (それが 成功した か 否か、 卽ち眞 の 融合にまで 到達した か、 又、 元來融 会に^. 

るか 否か はまた 別に 後の ra: 題と して 觸る 、所 あるで あらう) する 事に^!: した，、 — そして 彼 は 之を徹 

^^に 遂行した ので ある。 (それが 如何に^ 底 的であった か 面して 如何なる. 歸結 を^き 出し^か、. v つ 

い て もまた 後に^  く s あ るで あらう。) 

以上の 如 さ點 より^ ふるなら ば、 恐 管抄を 以て、 史家と して、 |5 侶と して 及び^ 民と しての 慈^の 

三方 面の ；體 化と して 眺 むる とき、 吾々 は、 きく その 全貌に 接近す る 事が 出來 るので は あるまい か。 

かくして！^ にと つて、 我が^の 歴史が 如何なる もので なければ ならない か、 が 漸く 朋^に なって く 

る o 

「人の. 語 h- 傳 ふる 事 は 皆た しかなら す、 うる^な き 口 辯に て 誠の 詮^ 趣 をば かきのけた-る 事 どもの 

多く 侍れば • その 疑 ある 稃の事 をば ぇ喾 きと V- め 侍らぬな り」 

從來 の^^^に は^り 多く、. 耍點 がぬ けて ゐる。 それ は 何故で あるか。 それ は、 人の 語， 5 傅への う 

ちから、 それに 八，；： まる ゝ虛偽 や 過誤 を 淘汰， して 「誠の 詮意 趣」 を 指示して くれる 所の 「道理」 の 立場 

を 知らぬ からで ある。 祖意 のまに く、 正しき が 力強い 必然と して 支配す る 所に わが 國史の 特色が 存 

. 五 研究  一 OA: 
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する ので あり， ： の 線に 沿うた ものの みが 異 の^^で ある。 この 立場に 立たぬ 限り i 具の！： 史 は^ 明 さ 

れ ない。 ( ^ほ 抄 は^.: せざる- 一と を 繰返し， つて ゐる 。し 

この は然 らば 如何なる もの を 以て、 歴史の あるべき 姿と なすので あらう か。 從來の 歴史 敍述と 

:SM なる 相貌の 相^ を來 すので あるか。 「それ はみ な 唯よ きこと をのみ 記さん とて 侍れば- 保；； 儿 以後 

のポは 世に て^れば， わろ き^-にての みあらん する を 憚りて 人 も 申し^かぬ にやと おろか. に 登え 

て」， 從來 の^ 史は ^然 たる^.:^ も^る^ 八" に は 「^き 琪」 として、 云 ひった へ^き 殘す こと を^って 

^たのであった が、 か、 る 態度に 封して 「近 现」 の 立^ は， 之 を 何と^す るので あるか。 

從來 の. E^:: に對 して かゝ る； 小滿 を^ 明した 彼 は、 この 批 判 の 指 r 小す る 所に 從 つて、 前人に 缺 けて ゐ 

た^ ぉー 以て 贝，れ に *  ^-^ そのものに^. ぬし 之に，！： つて 突進し 追窮 せねば な. らぬ" 愚 管抄に 於て、 彼 

が， =： 本 M 始まって 以來の 亂^: と 彼が考 へ た 保-: 儿亂 以^ を 敢て屮 心と して ゐる 所以の もの は 勿論 そこ 

に^る。 が、 か ゝる點 から 出^した 彼が、 結 W 到^した もの は 一 であった か。 又 それが 何 を 意^ 

する かは^ I めて 典 深き ものが ある。 

如何なる も. それが^ 偽なら ぬ 限り、 M 避す る ことなく^ 寫 する。 從來  一^き^-」 として. ^家、 

によって；； ム つた へお き殘す こと を^られ 來 つた 事^ をも默 殺す る ことなく、 却って 之に 直而 する — 

そこに 见出 された もの は、 ^に 觀た 所に よれば *  -.i- しさで ある。 「想き 事」 の K にも、 依然として 

^かの 形で： 止し さが  一 ^しても ると いふ 結論で あ つた， - 卽^ 從來の ^史* か^て 以て 「悪」 とな しれ も 


の も， ^は 股^に すぎぬ とされて -Q るので ある。 時と 共に 「おちく だる」 と^ ゝられ た 我が！^：.^ も、 

保 •： 几 ほ s 如 さ 逆亂 や-^ た 後に iir,r 攝家將 I なる 形に 於て 通 意の ま、 にか へ つたと される の を 見ても 

彼 の かくの 如 > お へ 方 は 凡そ 察せられる。  . 

, "くて. 愚 管 抄は、 右の 如き 點 から 鸛る とき、 その <で：|2 に 文章 詞^の 端々 にまで 漲る 悲痛なる 色お 

悲^的なる 倾，： 1： にも 拘はら や、 その 本質に 於て け^ 靱的 でち ると 云 はれねば ならぬ であらう。 — 此 

の 如き は -パ まで もな く、 眼； 1 に亂 脈の 世を迎 へ ねばなら なか つ たとい ふ^ -威5：^^ と、 之 を悲み つ 、 

之 一に 0 處 せんとす ろ 主 0 的 .^ 求との：^ 八" から 常然の 結果と し て 生じた る もの、 その 如赏 なる ぼ.^ に 外 

ならぬ が、 ん はこの 點 に 於て- 指導お としての、 又. ^代の： 驅者 として 0. 彼の^ 

を はる * と^に、 乂、  ； ！： 時に. その" 尚き 出，：：： や， その 時代 を. ，てに 想起せ ざる を^ない- 彼が • そ 

の靑尔 時代 を 支 ffi した 初期 淨土敎 的な 極端に 陰^, 消極的な 時代精神 II お 々は 之 を 例へば、 慈圓と 

も^ 交 を.^ し、 几、 歌道の 先^でも あった 两行に 於て^^ せしめて 考 へる^-が-:; 山來 や， つ —— から 漸く 

^脫 せんとす る 時代に 化 を莩 けた 事、 また、 その 卨 > 出，： z が この 新時代の ネ氣脉 代の 反動と して^ 觀 

的な らんと する 要 求 を 車る する に敏 ならしむ る 最大の 耍尜 でもあった で おらう。 

世の 一切 を ひたすらに 捨 離した^: 行， の 生活 態度. は、 淸 は^も 淸 な.^ とはいへ、 ！！i めて^ 逸悄榀 的で 

あ つ た 事 は， ^徳 上皇 を^ ひ^りし かのお 名なる 詠に も 充分に 窺 ふこと が 出 * る。 

よしや^ i-" の：，^ の 床 とても 
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か ゝ らむ後 は 何に か はせ む (山家 柒、 古々 著^ 5 

、  參， 

ベ この 點 について， 川柳 子が 「よしやお と gl 行 法師 は现づ めな り」 と 皮. S つたの は、 ー應婦 いところ 

をつ いて ゐ ると.： ム はねば ならぬ。)  . 

两 行と 耿近 上で： 父り の^かった (^玉铋、 山家お、 古今お，^^,. 慈^も 亦、 かくの 如き^ 極 的な 一 而を あ 

つて ゐた^ は^めて 云 ふに も 及ばぬ 所で あらう。 が问 時に 彼に は w 行に は见る ベ くもない 積極的なる 

もの も 兌ら れる こと は- 而 して それが 彼の ^活 の少か らぬ 部分 を も^め 7. ゐる事 は、 彼を考 ふろ 上に 

© 本 的む^^な る  一^ 點を なして ゐ るので あって、 この 悲^と 樂舰、 消極と 嵇 極との 溢 在 乃^ は融 八" 

は 殊に その 詠^ を^ じて おふる 時 1 かな.^ 顯^ なる ものが 見受けられる。 先に^-げた、 ト： 求^: 提下化 

衆^の 火 願 を 詠 じたる もの、 如き， その^: i 的なる； 而の 流お と见 るべ く、 更に， 次の 敉酋の 如き 亦 

之 に た ぐ ふ ベ きで ふらう。. 

S き 人 も ^1 わが 子と ぞい ふ 人 や  ,  - 

佛な > 世の 邠な るら む 

n らの 商き 地位の，：：：^ は、 彼 をして 末^ 無^の 世 の 佛を 以て ひそかに，：；： 任せ しめたの であらう か。 

- 思 ふかな 苦し > 海に 渡し守 

深き 閲路に 法のと もしび 

朝夕に 袖に して 結ぶ 手の  • 、 


5 き 世の 綱 をと かさら め や は (拾 玉 集) 

朝に 夕に 熾 盛 光、 その他め 犬 法 秘法 を修 して 鎏 朝安穩 天下 泰平 を 祈った 彼 は、 法衣の 下に 結ぶ 一 印， 

にも、 苦に 沈淪 する 衆^ を 彼岸に 波す 渡 守た らんとの 熱情 を 籠め た 事であった らう。 - 

わが 山に のこる ともしび あはれ なり 

きえはてぬ さきな を かゝけ はや •  和^ 詠 拾 玉 之^) 

天ム： ：痤 主に^ 補 さる 、^前後 四た び. 聖 朝御歷 代の 御 篤信 を 辱う して^ 門の 榮を 極めた る慈圓 ^ 社 

^活動 を 內 より 支へ たる かくの 如き 積極的 精神 は、 页札， . 歌人と して. の 彼に 最も K 接 端的に みられ 

. る。 試みに その 家^ を繙 いてみ るなら ば、 ^のかく の， 如き 積極的なる ものが、 色々. な 形 をと つて 摻み 

出て ゐる迹 を 見る ことが 出來， る。 

大^の 炭 をいた ぐく 賤の女 は -  - 

は ゝ きば かりや W な るら む 

それ もい さ 爪に 藍し む 言の葉の.. 

しいし 収 り？ g くた すき 姿よ 

町く だ h- よろ ぼひ 行きて 世 を みれば 

物の ことわり 皆 知^れけ り  \  ■ .  . 

タひ 行く さ ，「ざの 入れ子 まち 足駄 
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よ を 行， 、逍の ものと こそ 兑れ 

^し？ は 誰が 咎 なれ や 物 を 持た ば  / 

人に のみこ そ収ら せた き 身の ^8 

彼 V 1 に^い 關心を 服いで ゐた逨 はお^ 抄 にも^し さもの が あるが， こ、 では それ-は. ^に 

ギ 叫な^ 現のう ちに カづ よく-小され てゐ る。 

なに ゆ ゑに^: に 出で たま ふ 釋迦沸  - . 

我す く はすば かこん. S- さん 

口にみ ゆる V くしゃう はな ほ 荬 魔な り  .  〈-. 

.  此^の 人は娥 ^ か 地獄 か  . 

hs かはく は： ょ佛 よな ほた V- せ  ； 

我 忍 ふこと はよ きか あしき か s.^s^ 

、その 収材 想に 於て、 ^現に 於て、 乂 その 內ぉ 格調に 於て、 いづれ の點 よりす る も *  行と は. 全く 

^界を 異にする ものと いふべ く、 加 之 * もし その 自在； 小^に して W るい 點 よりす るなら ば. 同時代の 

W 人に も, V の 匹^ をみ ざる ものが あると なす べきでから う。 


^祌の 御訓へ を^: 容 とする 「近理 J が、 わが 威史に 一 莨して 迎 /、力 づ よく 働いて るる" それが、 # 

の 御 末 a 外 を 「gi 王と すま じと 定めた る」 我！： の 歴史の 特性で ある 事、 かくして 我が 國 史上の あ^^ 

る 山せ は^れ も、 結局、 この^^ を赏^ すべく 協力して ゐ るので あると いふ 事 1 1 以上 槪觀 し來 つお 

ヽ  0  f 

0  W 抄の^ 旨 は. 凡 そ かくの 如 く、 要 約す る： とが-：: 山來ゃ う 。 - 

^神の^ 訓 G ま ゝ に 萬 世 一 系. のな 室 を^. 戴し、 以て！： 家^ 遠の 繁榮を 期せん L- する は、 わが^ 民 古 

來 の^ら や」 ろ 估 念であって 慈 岡に 到つ て 始まった ので は. 勿論ない。 が、 この 國民的 信念た^ 史の M 

舢 に^えて、 この 覜^ か、 レ， n 史を 通観し， T- て歷. s-を 事實 、のおなる 堆積よ b 救， 「て 之に 一 贯 せろ 生命 

を 欠^み、 一り 全 として 把握すべき を W ^に誨 へた^-は、 蓋し、 ^ に 始まる のであって、 この 點 

；. i: 人：^^ の^ 見であって， こい 雄大なる 構想. 勁拔 なる 史^み 點 のみ を 以てし. て も 史家と しての^ 

の 地位 は^ 動なる を# て^り， ，史害 として 力 ^管 抄カ愤 ii ^は-.^, S: なる を ほて^る と^して 決して^ 美 

でない i 言す る。 H の 史 は， H ^ の^: する^り、 し て 丄 を 出 で ぬと 云 ふ ベ く、 この 點 力 

^^て， 彼 は、 阔民 S 想の 代表者と して、 1： 民に そ 〇 歸趨を 指示した 指^^と p て、 常時に 於ての る 

なら や • 將來に 向っても 永く 仰がるべき であら- 「つ , 

： 山 H ぉ抄 のお 一の Iwig は. かくして、 それが この 國民 的： ^ 念 理想に 立つ とい ふ 點に存 する。 が、 併し 

乍ら、 ^0. その 根本的な 缺陷も 亦、 . その^に 隨忭 せる もの あ. る^. ii 兑 ゆる 事 は、 ^時に 注^せねば 

なら ぬ 所で あらう リ 
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旣に w 史 を以， て 悉く 祖意 の顯 現と なす 以に， あらゆる M 史ま 象の 正しから ざろ ベ からざる は. t 理 

上， ぉ然 のお 結で ある- 而も， 一方^^ を^ 視 して 囘 避 や 虚偽 を 無から しめんと-するとき * そこに 

「惡 き^」 に JfSS! せざる を^ざる、 亦常然 であり、 かくで 彼が 大きな 矛^に 陷 つて ゐる こと は 先に 指 

搲 した 所であった。 ^ち、 かくして、 常然の 結^と して、 不可解 乃至 は 不都合 を 成 やる や、 彼 は 「こ 

れをも 心得 ベ き^ 现定 めて あら んと案 を めぐら」 したので あって、 か く 1H 明して ゐ るに 徴 しても 明な 

るが 如く、  §i ふ 所の 「逍 现」 とは赏 は、 各の^ ^その も， のゝ うちから 別々 に 抽出され たは 理 にす ぎ^、 

從 つて、. こ  >  では ぉ^ と^ 现 との， 問の 盡 くる ことなき お 々めぐりが^ せられて ゐ るので あり、 (之 を 極 

^に^つめ て 云へば、， 史^の^ だけ 近现が あると いふ 事に ならねば ならぬ であらう ) それ は 結： r 現 

贲を その ま ゝ ^認し 之と 妥協して、 之 を 以て 直ちに 正と せんとす る 要求 を 物語る ものに 外ならぬ， - 考 

へられねば ならな，、 なる。 この 點 よりみれば、 愚 管 抄ー篇 は 辯 解の 述^と 觀られ て もやむ を 得ぬ もの 

が あるで あらう。 —— 彼 は 勿論 かくの 如き 极本的 態度より 生じた 無理に- 時に 氣づ いたで あらう。 彼 

が 「道理」 は 「つく りかへ く」 して ゆく、 卽ち 時代と 共に 變遷 してやまぬ ものと 考 へればな^ なか 

つた 所以の もの は、 蓋し、. 之に もとづく ものであった。 而 して 內 典の敎 ふる 末法思想の 如き、 五 五 百 

歲の說 の 如ぎ、 かゝる 「^理 」 觀を示 咬す る所少 くなかった であらう。 

グ く I ^ て 彼 は、 逬理の 推移に よ. つて 阈史に 七 時期 を 分ち、 第一 の 「冥 顯和 ふして^ 理を 道理に てと 

ほす」 最箬の 時代から、 最 枝の 病の 苦し さの 餘^ 害 ありと 知りつ ゝ水を 飲んで 「その 病お こりて 死に 


ゆく にも 及ぶ 道理な り、 されば 今日は 道理と いふ ものな きに や」 とい ふ 最^の 間代に 到った、 として 

ゐる。 ^ち 道理の 內 容は靠 象の 變 遽に隨 つて 漸次に 取換へ るか、 而も 初めの 要求と しての 「道理」 の 

二. S は 如何なる-事 货の 前に も 飽くまで も 手 離さう と はしない。 I. その 結果が 右に 見た 筏な 「道理な 

ら ぬ道现 ある 時代」 とい ふ 極端に 奔らね • ばなら なかった ので ある。 

かくして. 彼に とって、 日本史 は 道理 史 であった が、 而もな ほ、 そこに も 道理の 純 粹の錢 揮 は 妨げ 

られ た。 —— その 现. W は何處 に 在った か、 この 難問に 答 へ ん とする 彼の 苦悶の 象徵 こそ， 愚管抄 一 篇で 

あつたと 狐るべく、 而 して、 かくの 如き 苦闘のう ちに こそ 彼の 苦衷が 掬 まれなければ ならぬ。. が、 こ 

こで ITS の 核心と なる の は、 先に 殘し たと ころの、 彼の 道理、 卽ち 理想の 內容が 何で あつたか * とい 

ふ：：： t- である- それが r 龃意」 である こと は 先に 一言した とほり であるが、 更に 謂 ふ 所の 祖意が 何で あ 

つた かに 在る。  た 

彼が、 もし. この 理想の 問題に 於て、 純 乎と して 純なる^ 民 的 立^に 止って ゐた としたならば、 假 

な. ^ぼの 解^に 於て 誤る 所 ありと する も、 過 を 糨て斯 に その-仁 を 知る を 得た でも あらう。 が 彼の 

「厘な- は その 出，：：： にわ づら はされ て £小 氏の 爲に 私する 所あった こと， この に 於て 闕民的 立場 を 

路 こえて 私的なる もの を.； 父 へ た^は 恐^ 抄に 於て 一 目 瞭然た る 所であって、 (この^ は、 天照大神と 天 

兒 M 根^との ，1契を 繰返し 强 之 を 基礎と して、 JiM 氏の 我が 阈家 生活に 不可 缺 なる を 主張せ る點 

に^も E- 瞭に见 られる かの 攝^ 將¥ 擁立の 政治 史的 意義の 過大視の 如き この 根本的 偏見に 坐 一す る 一 

五 慈 阏侰 正硏宪  1 1 セ- 
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奔 例. となす ベ きで あらう ン この 點彼 と迅 管抄 とに と つて 甚だ 惜む * へ きで あ つたと されねば ならぬ。 

れ を 恩 ふ 心の 底 を た つ ぬ れ. は 

貧しき 民 をめ ぐむな りけ り (拾 玉 集. -  . 

と？^ じた 彼. 阀史を 救す るに 敢て： 牛^な 假 名文 •  ^.語 體を 以てして 一般！： 民に 對 して 深い 關心を 寄せ 

た 彼に して^ 几 純なる^ は 的 立場 を 守り 切れなかった ので ある。 

保 元 *  -ャ 治 物^ V 儒お 的な 道德 史観に- つ て ^^迸 の確ケ に つ と め . 朝廷 を以 て 常に^ 義の府 た 

ちしめ， 、u  wi^: ^をして！ g  くべき の屮心 を 知ら L めた こと、 かくして 「朝敵 必 ：1」 の 忍 想に 確乎たる 

极 據を與 へ、 歴史に 正^の 支配すべき を へた こと、 常^ の 立場が その 限りに 於て 正し かりし こと は 

先にの ベた ところであった が、 常 者； I は^し さの 內 おに 就いては 何等 言及す る 所な かった ので あつ 

た。 ^管 抄亦 様の 主^ を^し っゝ、 その <2： 容を 4、 體 的に^ へんと し、 胤 意を屮 心と して 歴史と^^ 

生活と を^ 覜 した^-はこの に 就いで- 史に ー步を 進めた ものと 云. ふべき である. い が、 愚管抄 は. 正 

しさ を耍 求す るの^.^、 却て あらゆる 史货を 以て^ち に！ ^とした 結果に おちいり しこと、 云 はぐ 正し 

さ を 亨赏の 前に 屈せし むる の 傾 や/生せ じ^ 及び， 正し さのお 證 としての 組 意力う ちに 不純なる もの を 

交 ふるに 到りし こと は、 その 根 木 的なる 缺^ とされねば ならな かつ；^ ん鑼れ 初期 以 來の史 翁が^: 


^の 屮、 レ としたと ころの 歷史に 於け る^ 翁の 支配 は、 之 を 如何に^ ふ ぺき^の 問題 は、 こゝに 到って 

なほ^ 然として 殘さ れでゐ るので ある." 乃ち 吾人 は 後の 史論に 就いて、 この 問題 を屮 心と して 更に 追 

求して みたい と^ふ。 

(WS  ノ  S 讶沙 そのものに ついては、 なほ 考 ふべき 1； 題が 多，、 玆 され てんる こと 勿^で ある。 が 今ば 右の 如 *ぉ 點か. りの みやお 

する に. i- め， 他の 點 につ いて は 之 を 別め i! 會 に讓ら ねばな、 り，" * 

二 慈圆偕 正の 精神 生活に つ いて . 

1 1 拾 玉 集 を 中心とし て —— 

「慈銳 西 行な どは耿 よみ * 其 外 のん はうた 作りな り」 と定泶 は 評した * と 兼 载雜淡 は 傅へ て；^ る。 拾 

玉^ は耿 よみ 慈 銃^^ 慈^の 歌^へ」 ある。 

大 ±=  .4= 慈 S は 法 生 寺 入逍蹦 C  k 政大 は 嗨^ 忠通 の し て 近衞 ぞ、 皇久 B  H 年 1： パ I  7  H を に て 生 

る。 幼名 E 快、 後 慈^と 改む。 寂 後 卜-:: 4ぉ" 鈉 三年. 四條 天， せより お 鎭 S 說を S ふ。 

六條 天皇 仁 安二 年 十一 二^ を 以て^^に 出家し， じ 院に 人って^ 快 法お 王に 師^した 慈^ は德て M 

親 の 解义. • 以て  一 ^阿^梨に^ せられ， k 法眼に^ 敛 せらる。 越えて 化 一久 一.. 年 (三. ^七^.) 三 パには 

槠 ^帥に、 お三^に は 正に 任せられ、 後ん 年^ 仁： 一. 年に 到って 悅^ を^す して 火^^に 任せ ちれ 

た。 その 間、 ^？. ：个等 院の執 印、 無 動 寺、 三味 院、 常^ 院の 撿校 、 天 王 寺 別 常 等 め 0 に 1 任し、 

W«M42 正 研^  ニナ、 
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^籽 * 護持^に 柚せられ， nr 天台 鹿 主たる こと 四 度に 及べる が 如き は 殊に 前後； i その 比 を 見ざる 所 

であ， て 而も この 要^に 在った^ も， また 之を辭 して 叙 山の 大御所の 地位に 返いた 後 も、 慈阆は 常に 

^山の^ 典、 ^門のお 揚に 粉^の 努力 を 傾倒し •  ^に 山上 諸 堂の に、 大成 就^ その他の 堂舍 僧^ 

の创^ に， 延^ 寺 は^：::: を 新に し、 源 半^ 亂 以後 消 ゆるに 垂ん とした 法燈は W び 輝く の栂を 得た ので 

あった。 而も、 かくの 如き 努力も^ は、 一に 朝家の 奉爲 であった、 とい ふ 事 は 彼が 一生の 事躜 の屮樞 

をな す ものと して：^ も 深く 注： n に ig する。 S ち 慈圓は その 間に 在って 不斷に 大法 秘法 を修 して 朝家， の 

安^と！ E 家の 安^の^ に 熱お を掊げ て 朝廷に 對し泰 り 無限の 赤誠 を 披瀝して ゐ る。 慈圓 のこの 赤誠 

が、 朝廷の 如何に 深く おし 給 ふところ であった か は、 常に 護持^ を 命せられ しこと、 また、 建 保 六 年 

六十 叫^の 冬に は 牛 ポの官 を^， つした^ にも その 一端が うか 4 はれる。 就中、 後鳥羽 天皇より 賜うた 

公^ s 方面に 於け る 御^^と 御 推 重と は 特に 篤く^い ものが あった。 元 久ニ年 廿ヒ U 後ね 羽 上皇 

の 水無^ 御 や 供^に 際しての. 次の 如き 和^の 御 贈答に よっても 上皇が 慈圆 に^って 胸襟 を 開かせた 

まひし おを^し^: ベく、 慈^ I、 上皇に^ 倒し 奉. 5 しさ ま、 また 掬すべき ものが ある C  (源 家長 日記) 

木の^ち ろ 奥山^に すま ゐ して 心に 物 を 思 ふころ かな 

^ ならて 誰に かっけの 小 枕 も か ゝ る淚の 夜の^ ビ  . 

山里に 住 かひ あら は 人 しれぬ 歎 を. はらへ 峯 のこから し 

.  着 

迷 はれし 山の 小川のう す 氷 今 はかき 流す 法の 水茈 


思 ひ 出る 折た く柴の 夕け ふりむせ ふもうれ し 忘れ形見に 

名 は 朽ちぬ 苔の 下に もうれ しと ゃ訪 らふ 鐘の音 をき くらん 

御 かへ し  . 前 大潸正 (慈 圓) 

きく 人の 心 は 空に なりぬな， 9 野 寺の かねの 音 そかし こき 

安 か らぬ 身と そな り ぬ る あ ひ 難き 法に あ ふ 身の 山 田 もる らん 

君 かくて 山の端 深き すま ゐせ は獨り うきよに 物 やお もはん 

御 かへ し 

、  ズ T -ょ vr- ，ぶ，」. 

なを てらせ ひとり この 世に 君 を をき て 山 端 思 ふ 心 ふかさ を 

さても なほ 山の は m3 ふ 道 はよ な 君 そしる へ のかき りなる へき 

僧  正 

^かよ を さし も ms はぬ みなりせ は 少しもよ そに 思 はさら まし 

もろとも にの へ の 露と や 消な まし 君か^の 春に あはす は 

^かと ふその 言の葉に か 、 り てそうき 身の 露 はきえ のこりぬ る 

け ふ 迄， も 憂き を 見る へ きわ か 身 か は 事 もお ろかに 君 をた のま は 

御 かへ し  ， 

賴む とも Tj は 叶 はしと 思 ひし を 深き 心の 色 やみえ けん 

五 慈 M  y  W 究 
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惠 ゆへ^ S 日影に なれ —-て 消せぬ 露 を あはれ とそみ る 

言の 薬に か ゝ れる露 そ あはれ なる いかて かみ まし 深き 色 を は. 

みち しめてい つちむな しく 行きに けん 今 は 昔の 和耿の 浦風 

かけ まく も かしこき 袖 に^く 霜 は 消えに し 玉の 光な りけ .9 

いか はか h- 君し の はす はう からまし 無き あと.^ ても是 そうれ しき 

御 かへ し 

古への 波に か へ し 浦風 を 今 はむかし に 11 くそ 悲しき 

^く 袖 おも 光になる へく は關 きに まよ ふ 逝 は あら，^ な 

もよ ほす もな くさむ もな ほ 針 ゆ へ に, つき 肚の中 を さと b ゆく 哉 

貧  正 

君 かお 都の 山に やすら ひて 慰め かねつ 春の 夜の^ 

御 かへ， し  - 

^もさ そな くさめ かねし このき は 今 さらしな の 月 やすみ けん 

^快 法^ 王の 御讓を 以て 繼承 した 靑述院 門 跡が 初めて その 大を 致し、 叙 山 諸 s:^ 中の 中樞 として 隧 

然他 門 を^す るの 勢 を 示す に 到った の も^ら 慈 闘に^つ た^で ある。 かくて 慈 国-の^ 山に 在る ゃ內外 


に， I： つて 虎の 喁をね ふの 勢 を 示した のであって， ひとり 三千の 棟梁と して 一 山の 仰ぐ 所であった のみ 

なら や、 その 名聲 勢力の 及ぶ ところ、 ひろく 顯密の 他山 他派 も 亦 之 を 一天四海の 大 導師 とんて 景仰す 

るに 到った のであった。 

^も、 慈 回の 活躍の 世界 は獨 りこれ に 止らなかった。 敎界に 於け ふその 聲 望と 相 並んで、 朝廷と 朝 

に L あ 問に も 之に 劣らぬ 地位 を 占めた こと は 凡そ 周知 せらる ゝ所 であらう。 就中、 歌道 を 中心として 

の 交り は その^も 頒^: なる もので あり、 定家、 家隆、 寂 速 等 當時ブ 流の 歌人た ち は いづれ も 慈 圓の保 

^推 挽の 下に 活動した とい ふ も. 過言で はない。 これ 等の 人々 と共に 和歌の 上に 於ても I 鳥 羽 天皇の 御 

おり、 相 並んで 和耿 所に 伺候す るの 榮を擔 うた 事は餘 りに も顯 著な 事實 である。 

ヒ十仃 一 年に.. 5" る 長き その 生涯 を 通じて、 慈圓は その 豪邁の 天資 を縱 橫に發 揮して 叙山佛 法の 復興 

に耿 道の 興隆に また 文學藝 術の 擁護 獎嘞 に、 溫 席に 遑 なき 活躍 を績 け、 後堀河 天皇 嘉祿 元年 九ん 廿五 

日、 近 江^^ 圾^ 小 に is- 伽陀 を唱へ つ 、安祥と して 寂した のであった，。 (I 魏 ) - 

かく も 顯榮と 多彩と を 極めた 一 生 は 長き わが 國 史上に も 比ひ必 す. しも 多から ぬ 所と して それ 自身 歷 

史的 i ハ味 を^く に 足る ものが あらう。 併し、 若し §顯榮 も、 當時 最高の 彼が 出自 にの み 基く もので 

あると するならば、 それ はむしろ 當然 であって、 從 つて、 その 名 は 假令歷 史に殘 るに 足る ものが ある 

にせよ、 敢て 特に 偉と する に 足りない。 卽ぢ 吾々 が 者. へんと する 慈圓 はかくの 如き 出自 にの み 支 へら 

れ、 世俗的 環境に のみ 戗られ た慈圓 ではない。 出自に 倚りつ ゝ之を 超 出し、 與 へられた 環境 を 最もよ 

五 慈 阅佾^ 研究  一 二 111, 
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く 活用し 以て 新なる^ 造へ と 邁進す る 力 —— 吾人が 敢て慈 圓を考 へんと する 第一 の 理由 は、 かくの 如 

き 力 を 赤裸々 なる 慈 回のう ちに 見出し 得べ きを 信す るから に 外ならぬ。 - -謂ふ 所の 力と は然 らば 如 

何なる もので あらう か。  .  - 

宽喜 元^ 六 リ比 九：：：、 -个賴 盛の S 光^の 薨 じた 時、 藤 原 定家は 之 を その 日記に 評した その 一節に 曰 

く 

「年 來嗜學 の 志， 頗る 時 儀に 似す、 但し 所存 乂 頗る 時の 輩に 背く、 …； 其の 得失 毁譽、 非 儀に 異り 

と雖 も， m 白 を辩せ や、 北院 御宇 ： 1^ 法吉水 太惯^ 殊に 褒譽し 給 ふ、 是れ又 拔群之 賢者、 見 給 ふ 

所. おる 力」  .， 

又， 慈 圓-. 小 寂の 後 八 年 天福 元年 十、 一月 廿 一日、 當時 一世の 大儒と して 世の 推 重 をう けて ゐた 菅原爲 

長 は，： =: らの 逆修に 備 へて 一の 願文 を 草した が、 その 一節に 云 ふ。  • 

「重ねて 請 ふ、 北院 •： ^大王 は 官途の 舉、 世途の 恩、. 歷劫 報じ 難し、 吉水前 大僧正 者 人 を 知る の 心 

人に 過ぐ るの 故に、 我 を 重ん する こと 他に 異なり" 朝に 夕に 之 を、 戀ひ之 を 慕 ふ I  - 

常時の 二人 物が 期せす して 玆に 扣對 比しつ ゝ 拔 群の 賢者と 仰いで ゐ るの を みても、 この 仁 和 寺の 守 

^法 親王と 延籽 寺の 慈圆 大^正と 當 時の 眼の 前 に 佛敎界 の 二 明星と して 輝いた 趣 は 凡そ 察せられ るの 

であって、 まことに その、 源平 爭覇の 間に 在って 相 並んで 具 言 天台 兩宗の 中 典に^ 進した るの 狀はー 

代の^ 觀 とも 云ぶべく、 かの 弘法 傳 敎兩大 帥の 科來を さへ 思 はしむ る ものが ある。 就中、 法 親王の、 


源 義經を 愛し 給 ひしに、 慈 圓の賴 朝と 相 契 ふ 所 深く、 慈 圓の§ と 相 善 か 力し に對 して 法 親王の 顯昭 

を # み 給 ふ 所の 篤 かりし など、 兩 者の 對照は 獨り佛 法に 於ての みなら や、 ひろく 各方 面に わたる^ 動 

に 於て 頗る 深い 興味 を惹 くもの が ある。 がそれ 等に ついては 今 は 姑く 措く。 今 は 唯 右の 爲 長の 願文に 

於て 特に それが 兩 人より 殊遇 をう けた 爲 長の 語であった ぐけ に 殊に 注目に 値する ものが ある，^ い ふ 一 

點に 深い 注意 を 向けたい ので ある。 (慈 圓と爲 長との 交りの 如何に 深き もの ありし かに 就いて 多 

の明設 が あるが、 それ 等 は 他の 機 會に讓 りたい) 卽^ この 爲 長の、 慈圓に 於て ケ けた 最大 最 深の 印象 

が、 その 「知人 之 心」 の 深さに あつたので あり、 云 ひか へれば それが 爲 長の 慈 圓觀の 結論で あつたの 

である。 が 而も それが 現代の 五； 1 人から 見ても 結局 慈圓の 人物の 肯啓を 穿った もので あり、 その 本颇を 

^破した る ものな りし こと を 慈 圓を傳 ふる 少 からぬ 史料より、 特に その 詠 を 通じて 感得し 得る —— 

^人 は 彼の 今日に 遺した 多くの 文 $ に その 詠 を 味 讀し心 解す る ことによって、 恐ら ベ、 直接 慈圓に 

^した 爲 長，：： n,f^ よりも 更に 深く その 「人 を 知る の 心」 を 解し 得べき を 信 せんとす る ものである。 —— . 

慈 M の 本領と しての 「人 を 知る の 心」 の 深さと は然 らば 如何なる ものである か、 又、 如何なる 力と 形 

と を 以て 如何なる 方面に あら はれて ゐ るか、 それが 彼. 一代の 業績と 如何に 關聯 し、 如何に 之を展 Si せ 

しめてん るか。 吾人 は" 以下、 主として 彼 自身の 詠 そのもの をして かくの 如き 問に 答へ させて みたい 

と E 心 ふ。  ：. 

ffi 慈 阆佾正 研究  ニー  五.  . 
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慈 M の 一 生 は 色々 の 意味に 於て 孤獨の 一 生であった —— 管 見に よれば， この 事 は 凡そ 彼を考 ふる 者 

の 眼 を先づ 第一に、 最も 强く惹 く 所であって、 後に も述 ぶべき が 如く、 その 一生 は 畢竟して 孤獨 との 

苦閱 の歷史 であった とさ へ 見られる ものが ある。 而 して 慈 圓 のか ゝ る 境涯 は 夙に ニ歲 にして 母 を十歲 

にして 父 を 喪うた 所に はじまる。 

父 法 性 寺 關白忠 通に 就いては、 吾々 はた，、、 彼 亦 詩人と しても 又 歌人と しても 當 時の 搢紳中 出色の 

逸才 であった とい ふ 一 點を 指摘す るに； M めて おく〕 が 慈 圓の實 母に 就い、 ての 傳に 到って は 之を徵 すべ 

ぎ もの 頗る 多から す、 且詳 ではな. い。 そのうち にあって 稍 詳細な ものと して は、 先づ 明月 記嘉祿 元年 

十月 卄 五日の 條の 次の 記事が 第一 に 吾々 の 眼を惹 く。 

「法 性 寺 殿 老給後 加州 寵愛 甚 壯年 早世 之 後 c ト 略と 文中 「入道 殿」 は 卽ち慈 圓の同 母 兄攝政 兼實、 

母 加州 は 卽ち皇 嘉門女 ほ 加賀 であって、 その 父 は 藤 原 仲 光で ある。.. 


S) 


忠 通. 


»? 子 (皇ぁ 門院) 
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I 兼 房 

！ 信  圃 
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r 壯年 早世」 の 語 は、 慈. 圆ニ歲 の 春、 保 元元 年 二月 十日 卅ニ. 歲 にして 母 女房 加賀 歿した との 兵範 記の 

記す 所に よって； 4、 體 的に 確め. られ る。 忠 通の 殊寵を 蒙って ゐ たこと は 右の 明月 記. の 明記す る 所で ある- 


が、 なほ その 歿した 翌月に 到る.^ 忠 通が、 恐らく その 悲しみの 餘り、 出仕し なかった とい ふ 兵範 記の 

傅へ も 之 を 裏 #1 きして ゐる。 歿後に は 光明 院と 私諡 せられ、 兼赏兼 房 慈圓の 兄弟が 命日 ごとに 篤く そ 

の 菩提 を 弔って ゐる 趣が 兼赏の 日記 「玉 葉」 に 散見して ゐる。  ノ 

慈^の 赏 母に 就いて、 管 見 は 凡そ 以上 を 以て 盡き てゐ るが、 すでに 慈 圓ニ歲 の 時に 世 を 早くした 以 

上、 その 慈 圓に對 する 直接の 影饗 等に 關 して は 殆ど 考慮に 入る ベ きもの はないで あらう。 

夙に 慈毋を 喪うた 慈圓は 幼に じ V- 藤^: 迪率 卿の 女に して 堀 河 屮納言 藤 原經定 卿の 後室なる 山 井禪尼 

の^ふ 所と なった。 そのこ 、 に 到りし 機 緣等は 全然 未詳で あるが 禪 尼が 恰も 慈圓の 母の-歿した 十日ば 

かり 前. 卽ち保 元元 年 正月 卄 九日 を 以て 夫經定 卿に おくれて ゐる (§賴.|奴) とい ふ事赏 は 恐らく 玆に考 

へ， 併せら るべき であらう。 併し 慈圓の 托せられた 時期 及び 期間、 また， 1 尼の 年齡 その他 具體 的な 點に 

ついても 殆ど 之 を 知る に^なく、 觅に 禪尼 の 人物 等 に關 しても 何等 之を徵 する に 足る ものが な いのは 

遗慽 であるが、 唯 この 禪 おの 養 W に對 して 慈圓 自身が 後年 深き 感謝の念 を 以て その 厚恩 を囘 顧して ゐ， 

るの みなら や、 I： 尼から 少 からぬ 所倾を さへ 讓ら れてゐ るな どの 事赏 からみても、 その 關 係の 淺 から 

ぬ もの、 あった 琪 だけ は 疑ない。 卽ち建 永 元年 (慈圓 五十二 歲) 自ら 草す る 所の 「大懺 法 院條々 起請」. 

に、 慈圓が SI 院 に附屬 した 庄園 名 を 列記した るう ちに 甲斐 國加々 美庄、 讃岐阈 志 度庄、 和泉國 淡輪庄 

下 總！： 松 岡^の 四 筒 ホ- を禪： ^よ.^ 讓られ たる を 述べ、 且 幼時よりの 恩 德に言 ひ 及んで 云 ふ。 

「件の 四^ 所、 小僧 養育の 禪^ |§讓 お 相 傳の馏 なり。 逝去の 時 こと. さらに- M ふる 所な り-」 而 るに 
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彼の 恩、 報じ 難し、 今、 三寶に 廻向し、 願 は，、 はこの 功徳の 餘薰を 以て 必す 彼の 菩提み 資粮 とな 

さん、 件の 年^ は、 當寺修 する 所の 私の 月 忌 遠 忌 等の 用途に 宛て 置き 了ん ぬ」 

「ふた はより 心に かくる あふひ 草 かさねてす ゝ く 和歌の 浦波」 なョ」 

慈圓が 幼時の 生活に 就いで は 殆ど 傳 へらる る 所がない。 少 にして 旣に 和歌 を 好んだ であらう 事 は 右- 

の  1 草 を俟 つまで もな く 凡そ 一 想 察せら る 、 所で あるが、 この 點に關 しても， 禪 尼の 感化 或は 與 つて 力 あ 

るで あらう か。 前述の 如く 具體 的に は 之を徵 すべき ものがない。 たパ 之に 關聯 して 夫經定 卿が、 和歌 

管弦の 素養に 於て 深き ものが ぁク たかと 思 はれる と 

S) 


1. 「山 4K と いふ こと を 

.  蘿 ぼ綏定 朝臣 

小^ 山く る  >- 夜 こと に 秋風の 

身に さむし とや AS の なくら む」 

8羲， 秋、 二) 

「« 中納 官綞： W 耿 合し 侍リ 

ける によみ 遺しけ る  ，. 

按察使 公通 

をみ な へしし め ゆ ひお きし かひ もな く 

- な ひきに けりな 秋の 野赋 に」 

(伊 撰 ^. 上) 

「壞 屮納 苕 弒定中 將に侍 

n 'ける とき 耿 An, し 侍り け る 


ふ 一 事 だけ を附 加して おきたい。 

によみ て 遣し ける 月の 次 

大炊 御門 右大臣 

あまつ 空う き 雲 はら ふ 秋^に - 

くまなく すめる 夜 牛の 月 哉」 

0 右) 

ゆ ！■ 梁 塵秘抄 ロ傳集 j の 典に いふ  二 

「此本 ハ 妙音院 入道 御 本歟、 而法怍 寺禪定 殿下 御 透 -ー 

、 年來御 日記- 1 相 具テ被 之 由 傳承者 也 而ニ條 中 將弒定 

朝臣 預置之 間 彼 羽 林 又 依 爲雅曲 之 弟子 密々 借 寄 テ書寫 之 

也」  - ゾ^ i ゾ 0 か 

こ の 奥 害 はまた 忠 通と 轾定 との 淺か むぬ-; 父 游^ 保 を喑示 

する ものと しても 注目され る。 


幼に して 孤と なった 慈圓が 父母 を 愛惜し 追慕す る 情の 切なる もの ある ベ き は 想 察に 餘り ある。 慈 ，圓 

の 詠に、 特に その 初期の ものに、 この 悲みを 託した もの 多き のみなら す、 哀慕 悲痛の 情の 惻々 として 

人に .01 る もの ある は 何人も 見の：？ 'し？ jk ぬ 所で あらう。 

たらち めを戀 ふる 袂の 夕つ ゆ はわ かれし 人の な こりな りけ り 

たらち ねも^た たらち め も 失せ はて 、賴 むかけ なき 歎き を そす る 

みなし このた くひ 多 かる 世 なれと もた ゝ我 のみと 思 ひ 知られて 

子の 日す る 野 邊の小 松の 雙 葉より ひく 人 もな き 身 を 如何に せん 

： 染の袖 を そ 絞る たらち ねの あらまし か はと 思 ひつ 、けて 

いはけ なき その かみ 山に 別れに しわ かたらち ねの 道 を 知ら はや 

賴る へき 方 こそな けれ 風 渡る 尾花 か 末の 露 はかりた に 

父母との 緣薄 かりし 慈圓 は、 兄弟 叔 姪の 關 係に 於ても 亦 極めて 不幸であった。 

. 慈 圆には 異母 兄 はかなり 多かった が いづれ も 年齢の 差大 にして 心から 相 親しむ 機會を 持ち 得な かつ 

た 様で ある。 同 母 兄 は 二人 (或は 三人 かつ 後に 興 福 寺別當 となった 信 圓の母 は 諸 窨成は 源信國 女と な 

し SS 又 慈圆同 母と なす、 S 衆 兵 範記保 元元 年 二月 十日 條 にも 母 女房 加賀の 男子 四 人と して 八歲、 六 

5  言  ，. 
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歲、 H 歲， 二 歳の 四 兒を敉 へて ゐ るの を 見る と 或は 後の 傳が 正しい かと 思 はれる が 今 は 姑く 疑 はしき 

を闕 きて 後考 を俟 つ、 な U 慈 回と 信 圓とは 相好かった 様で あるが、 平生は 南北 遠く 隔 つて 相 語る 機に 

惠 まる ゝ こと 少 かりし かと 想 はれる) であるが、 そのうち 次兄 兼 房と は、 何故か， さほどに 親しむ に 到 

らす、 慈圓の 最も 親愛し 信 倚し 尊敬した のは^ 兄兼赏 一人であった。 而も： 兼赏 との 友愛の 情 は、 ま 

ことに 濃なる もの あり、 如何なる 兄. おの 間柄に も 優って ゐ たとい ふ も 過言で はない。 慈圓が 天台 座主 

を はじめ 諸 寺の 撿校 別當 等の 榮職を 一身に あつめ 得た の も， その 人物 手腕 はさる ことながら、 その 一 

半 は 兄兼赏 の 陰に陽に 拨引推 挽せ るに 負 へる もの-と いふ ベ く、 その 社會的 地位の 進 返の 迹は 殆ど 常に 

兼 W と 竝 行した るかの 觀が ある。 更に 之 を 私的 生活の 上に 見る も、 兼 賞の 生涯 を 通じて 慈 圓は絕 えす 

兄の 許 を 訪れ、 兼赏は 之 を 歡び迎 へや 政務 繁忙の 暇 を 偸んで 或は 歌逍を 共に し、 佛法 興隆 を 相 約し、 

更に 政務に ついても 股藏 なき 意見 を 交 校す るの 有様であって、 かくて 公私 各般に 亙って 兩人は 形影 相 

伴 ひ 丁^ ！：體、 水 魚も啻 ならざる おみ を 交 はした のであった。 (s^ 集) 然るに この 兼赏は 承 元元 年 四 

月、 五十 九歲を 以て^ じた。 時に 慈圆 五十 三歲。 賢兄と 有力な 保護者と 賴 もしき 相談 相手と 而 して 親 

し ^ 友と を 同時に 喪った 慈 回の 悲歎 は 如何ば かりで、 あったら うか。  . 

兼^が-政界に その 第一歩 を^した 時 は 恰も 平氏の 舆隆 期に 際會 して、 平^の、 また 平氏と 好かり し 

兄^ 赏 等の 應 する 所と なって 志 を^ 党に 得す、 苦節 十數 年、 鎌 倉 武家 勃 典に より、 その 支持の もとに 

漸く 志 を 伸して 父の あと を 襲 ふ を 得た のであった が、 晚 年に はまた く 政敵 源 通 親等の 排 する 听 とな 


り， また 昔日の 榮光 なく、 結局、 その 政治 生活 はむしろ 不幸な りしと 云 はねば ならす、 この 事が その 

なほ^: 秋に 窗む身 を 以て 薨 じた 事と 共に. 慈圓 にと つて、 精神的に も社會 的に も少 からぬ 損失 を齎し 

てゐ ると いふ こと は， 否む ことが 出來 ない。 

政治的に 不運な りし 兼赏は その 家庭生活に 於て、 その子 息た ちに 於ても 亦 極めて 不幸であった。 1 

—而 して この 事 は 慈 回の 生活に とっても 影響す る 所 甚だ 大 なる ものが ある I 兼實の 子女と して は 後 

^羽 院！ ：，= たりし 宜秋 門院 任 子の 外、 男子に は 良 通、 良經、 良輔、 良 平、 出家した ものに は 慈 圓の資 と 

なった 良 尊、 良 快、 また 典祿 寺別當 となった 良圓、 仁 和 寺の 良惠 等、 その 數に 於ても 尠 からす、 更に 

良 通、 良經、 良 輔等は 何れも 學識 優長、 人物 寛厚、 よく 槐 門の 地位 を 辱めざる-ものが あった。 然るに 

これ 等の 賢 息 は 不幸に して 相つ いで 父に 先だって 世 を 早くした。 この 事が 父 兼赏を 悲歎の 淵に 投じた 

V は 云 ふ も更な 力、 同時に 叔父 慈 圓をも 痛 歎せ しむる 事の 如何に 深き ものが あつたか. を、 少しく 具體 

的に うかく つてみ よう。 

長男 內火臣 良 通 は 文治 四 年、 卽ち慈 圓卅四 歲の卷 二月 廿 二日、 壯年廿 二 歳 を 以て 薨じ た。 訃に 接し 

た 慈圓は 直ちに 父 兼 赏 の 許に 之 を 弔 ひ、 (ほ) 乂弟 良經と 和歌 を 贈答して 哀悼の 意 を 表して ゐる。 (■ 淸) 

「內 大臣 g 良 のこと 侍りけ る： ろ 無 動 寺の 法 印 g 慈 の もと へ 遣し ける 

とへ かしな 影 をなら へて 昔み し 人な き 夜の 月 はいかに と . 

かへ し  ， . 
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いにしへ の 影な き やとに す ひ 月 は 心 を やりてと ふと 知らす や」  - 

良 通^ 後 約 一箇 ガ に 常る 三お 十九 n に は. 故人の 爲 にー晝 夜の 念 佛を行 ひ、 又 夫人の 請に より 阿彌 

陀 ：微 供養の 諷誦- ビ修 し、 卅 B に 行 はれた 兼^: 中 催の 一 日 經書寫 にも 書 手 卅ロを 召 進 じて ゐる。 越えて 

四 妙經を 供養し、 同じく 八日 兼^の、 故人の 爲に 曼陀羅 供を修 した 際に も寫經 者の 數に加 は 

つて ゐる" 更に 五月 卄 九日、 故人の 爲に大 卒都婆 をつ くり 翌日 之を携 へて， 嵯 蛾の 墓所に 赴いて 供養し 

て W り， 六月、 故人の 笏 に五輸 種子 を 記して ゐる。 翌年 五月、 良 通 夫人の、 嵯峨 堂に 於て 出家 入逬 した 

時、 戒帥を 勤めた の も 亦慈圓 であった J へ | 紅) 良 通 菩提の ための か、 る 懇篤な 佛 事と 相 照して 考 へる 

とき. 慈圓が ^通^ 去の 年の 秋、 嵯峨の 墓所に 詠 じた 次の 悼惜の 一首 は 一入の 哀愁 を 以て 吾人に 迫な 

ものが ある。  • 一  ， 

「九 條內太 ほ みまかりて 後の 秋、 嵯峨の 墓所に まかりて よみ 侍りけ る 

.  前 大僧正 慈圓 

山 ai は 袖の 紅葉の 色 そ 濃き むかし を戀 ふる 秋の 瘐に」  ， .、 

^後に 愚管抄 によって 直接 慈圆 n 身の 良^ 評に 耳 を 傾けよう。 

「その 二月の 卄 日の 曉 にこの 內 大臣 寢 死に 頓死. をし けり。 この 人 は 三の 舟に のりぬ ベ き 人に て 學生職 

者， 和漢の 才 ぬけた る 人に て， 卄 一なる 年の 人と も 人に 思 はれす： 少しせ い 小さ やか なれ ども 容儀 身 

ffi ぬけ 出で 人に ほめられければ 父の 殿 もな のめなら すよ き 子 も t> たりと 人 B はれたり」 


次に 後 京極攝 政^ 經と の關 係ば 更に 親密なる ものが ある。 歌人と しての 名聲、 又 * 先に も 觸れた 如 

く定家 • 家隆 . 寂 蓮 等と 共に 後鳥羽 天皇 を 中心とし 奉っての 歌道 上の 深い 交 はりな どに 就いては 今 あ 

らた. めて 述べる に 及ばない。 兩 人間の 數十 年に わたる 交誼、 從 つて 相互の 信賴， 敬愛の 情 は、 例へば 

次の 如き ゎづか の 贈答のう ちに も 之 を 掬す る ことが 出來 やう。 ぺ亂淸 ) 

「前 大僧正 g 慈 の もとよ. 9 

世 中 を 思 ひつらぬ る 枕に は 淚の玉 をせ く 方 そな き- 

いた  つらに 蓬  か 露と 身 をな して 消えなん 後の  名  こそお  しけれ 

、： 返， レ  •  .  ノ  樣 

世屮 にな ほ 立め くる 袖た にも 思 ひ 入 るれ は 露 そこ ほる ゝ 

^ももし よもき か 露と 身 をな さは やかて 消えな む 法のと もし ひ」 

職、 攝 政の 榮を 極め、 才學、 朝 を 脇した 才人 良經 も、 ^酔 五十二 歳の 春、 建 永 元年 三月 七日、 卅八 

歲公 以て I に^じた。 父の 歎き は 云 ふ も 更なり、 叔父 慈圓の 悲しみが 如何ば. かりで あつたか は、 彼自 

身の 語に 充分に 之 を 想 察する ことが 出來 る。 

「さて いかさまに もこの 殿下 £a の 死なれた る 事 は 世の 末の 口惜し さ、 か  > る 人 を 得 もた ふま じき 時 

運^しき^ なと 人 思へ りけ り。 大方 故內 大臣 良 通、 この 攝政、 か、 る 死 どもせられ ぬる は 法 性 寺 殿の 

末に か ゝ りけ る 事の 人の 出て くる を 知足院 殿の 惡靈 のしつ るぞ とこ そ は 人 思 へり けれ」 
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良 通と 云 ひ 良 と 云 ひ， 慈圓 より すれば、 末世 不相應 の 人物で さへ あった。 加 之慈圓 は^に 進んで 

口 を 極-め て 之 を^ 讚 1 哀惊 して 云 ふ。  - 

「公 * の 道 職 事の 方、 き はめた る 人の 昔に すぎた る 詩歌の 道き はめて この 宴 2 一 | を 起さる 、 然る 

べしと 人 も 思 ひつ 、 心 をと ぎ 耳 をた てつ ゝ ありけ る 程に、 三月 七日 やう もな く寢死 ぜられ けり、 

天下の き 云 ふば かりなし、 院 限りなく 嘆き 思 召し けれど 云に かひな し」 

天下の 驚き は 慈 圓の愕 きで あり、 院の 限りなき 御 嘆き はまた 同時に 慈圓の 痛嘆で もあった。 ， I が 

不幸 は. m に 執拗に この - 族に つき 齄 うた。 慈圓 六十 四 歳の 建 保 六 年 十 一 月 良 經の弟 左大臣 良輔 また 年 

齒ゎづ かに 卅五歲 を 以て 薨 じた。 愚 管 抄の筆 はこの 重なる 悲しみ を 叙す るに 於ても また まことに 詳か 

にもぬ かなる ものが ある。  - 

「九條 殿の 子ども は 昔のに ほひに つきぬべし。 三人まで とり）^ になの めなら す此 世の 人に ほめられ 

き。 良通內 大臣 廿 二に てう， せに し c 名嬖在 人、 良經又 執政 K にあり て 同じく 能藝 群に ぬけたり き。 詩 

耿能窨 昔に はぢゃ、 政事 公事、 父祖 をつ げり。 卅五 にて 早世す。 かやう の 人と もの 若： 化に て 世 中 かか 

るべ しと は 知られぬ 。、あな 悲しく、 今 良經， 後の 京 極 殿の 子に て 左大臣 g 道 一人の こりた るば かり 

にて こと 兄々 の 子息 は 人 かたに てまよ ふば かりに や。 その外 家々 に 一人 もとるべき 人な し、 諸 大失家 

にもつ や， （-と 人 も 無な り」  - 

かくの 如き 深き 悲 みに 閉 された 老年の 慈 脚が 「されば こ はいかく せんする や、 この 人の なさ をば」 


の 嘆聲を 耳に する 時、 若し その 境遇 を 知り ぞの 心事 を 解す るなら ば、 何人も 衷心.^ りの 共鳴と 同情と 

を惜 まぬ であらう。 - 

顧れば 六十 歲 前後：^ 於け る慈圓 の周园 はまこと に 寂寞 を 極めて ゐる。 壯年 のむ かしから 一 舞愛 の 情 を 

交した 人々 は 殆んど 皆 幽明 境 を 異にして ゐ. る。 試みに その 主なる 人を數 ふるならば 西 行 〔歿時 慈圓卅 

六歲) 源賴朝 (同 四十 五歲) 藤 原 兼 光 (同 四十 二 歳) 法 橋觀牲 (同卅 六歲) 藤 原 能 保 (〔同 四十 三歲) 

寂 蓮 (同 四十 八歲ン 澄憲 (同 四 t 九歲) 藤 原 俊 成， (同 五十 歲) 藤 原隆信 (同 五十 一 歳) 等の、 交誼 特 

に 篤 かりし 先輩 • 知友と 別れて ゐ るので ある。 

職 位、 僧侶と しての 榮を 極め * 牛車の 宣を賜 はり、 (建 保 六 年、 六十 四歲 §£) 無二の 朝 獎御眷 顧 を 

辱う した 當 時の 慈 圓の周 園が 斯の 如くな りしと すれば、 外見の 華やかな りしに 比し、 寧ろ 1 れ だけ 益 

益 . 面 悲痛の 情と 孤 獨の感 とが その 心 を 强く捉 へたで あらう 事 は 想像に 餘り ある。 先に も 見た 如く、 

又 左に も 示す やうに、 晚 年の 慈 圓が橾 返して 發 して ゐる 「人の 無 さ」 の嘆聲 は、 かくの 如き 哀切^ 體 

驗 にも 發 して ゐ るので ある。 患 管 抄に繰 返されて ゐる ，.  . * 

「大方 心 ある 人の 無 さ こそ 申しても， （^悲し けれ」 とい ふ 深き 嘆聲 のうちに、 吾々 はかくの 如き 彼 

の 體驗の 堆積 をよ みとる ので あるが、 當 時の 慈圓を とら へ てゐ. たこの 深き 歎き は、 更に/ \ 痛切なる 

響 を 以て 彼が 多くの 詠に 傳 へられて ゐる。 而も 數 多き 彼の 和歌の うちにあって もこの 歎 聲に發 する も 
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の ゝ 特に 多數を 占めて 居る こと も 決して 偶然で はない。 

かたるへ き 人た にも かな くらき 雨の まとう っ聲 にさむ る 夜の 夢 

もろとも に^-ふ 人の あら はこ そい ひ あはせ つ ゝ なくさめ にせむ 

生きて なほ 友な き 閒 に 迷 ふかな. 誰か 爲，， 月の くもら さるらん 

ま- 一と 深く 思 ひ 出つ へ き 友 も かな あ- ら さらむ 世の あとの 情に 

孤獨の 曠野に ひとり 取殘 された 慈圓 のかく の 如き 寂しき 姿 は、 更に 老の 嘆きと して、 故人への 哀慕 

のせ-として、 又 徒らに ひとり 長ら へたる を 悔い、 取殘 された る を 悲しみ、 その 昔の 華やかな りし を 追 

想し つ ゝ 先立つ 人を羡 むの 感慨と して、 極めて 多面的 • 多角的に 詠 じ 出されて 坐ろ に 吾人 をして 悽愴 

として 深き 同情に 浸らし めすに はおかない。  • 

あさまし やお ほ 宮人に うち むれて 花見し こと は 夢 かう っゝか 

雲のう へ の 月 を 見し よも ありし 身の 老 のね さズを 知る 人 そな き 

如何に せん ひ，. 5 昔を戀 ひ， かねて 老の， 枕に 年の くれぬ る 

、いなき 心に たに * ^はる ゝ身 はいかに して 長ら へぬ らん 

おしかへ し^ 知る かな 世の中に 長ら ふるこそう き 身なり けれ  - 

かく も 寂しき 老の ねざめに 先づ おの づ からに 浮 出づる もの は獨り 消えの こる 己の 身の 憂さであった 

のも餘 h- にも 當然 であらう。  . - -  - 


昔 馴れし 友 はさな から 夢の r* を ひとり 殘 りて 見る そ 甲斐な き 

誰に 問 はむ 降れ は そ 雪 も 積り け る こ は 何故に 涫殘る 身 そ 

いそち あま， C 別れし 人を數 へきて 殘る うき 身も殘 るへ きか は，  、 

何事 も. あらすな り ゆく 世の中に 殘，， 甲斐な き 身 を 如何に せん  - 、 

如何に せん ひとり 昔を戀 ひかね て老の 枕に 年の くれぬ る 

. 神よ 如何によ もと 思 ふ も猶 かなしう からん 爲に生 殘る身 は 

憂から んが爲 に生殘 つた —— 収殘 された 慈圓 にと つて、 先づ羡 しく 感 せられた の はこの 苦 を 知らす 

に 先立った 故人た ち、 その 昔、 親しみ を 交した 人々 であった。 

露の 身 もお き 所な き 世の中に 先た つ 人そう ら やまれけ る.. 

唯 二人た のむ かひ ある 中なら は 先た つ 雲 をみ ぬよ しも かな 

長ら へ は 思 出よ と 思 ひけり 昔 情の 人の ふる. まひ 

わか 友と 賴 みし 人 はう せ はて ゝ しの ふ 昔 そいと ゝ 戀 しき 

なきあとに あらまし か はの 心 をもう つす はかりの 友た に， も か な 

はかなし や 見し よの 人の 殘りゐ て 物 かたりす る も あら は こそ あらめ 

如何に せんいと ひしょ こそ 戀 しけれ 長き 命 そ 今は戀 しき  (以上、 拾 玉 集〕 

「同行な りけ る 人う ちつ、 き はかな  V 
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くな. 9 に けれ は 思 出て よめる 

ふるさと を戀 ふる 淚 やひと. O ゆく 友な き 山の 道 芝の 露  (新 古今 集、 旅) 

徒に き 命を悲 みつ ゝ友 なき 山路 を 道 芝の 露に ぬれ そぼち つ ゝ獨 h- 迎ら ねばならなかった 慈 W.H 

其に 人 を識り また 具に 人に 識ら るゝ 事が、 人生に 於け る 最大の よろこびの 一で あると するならば、 骨 

肉 • 親友との 不幸な 關 係に 於て この 人生 最大の よろこび を 奪 はれた 慈 圓は然 らば、 この 不幸と 苦惱と 

に 封して 如何なる 態^ をと つたで あらう か。 —— 脆く も その 前に 崩 折れて 了った か 或は 之を囘 避した 

か， 乃至 は 之 を 正しく 轉換し 更に 强く党 服した か —— この 與 へられた る 不幸 を 出發點 とする 慈 圓の今 

後の 態度と 方向の 如何 こそ 彼の 人物 を 決定し 評 量す べき 權衡 であ h -、、 從 つて 吾々 の 注目の 焦點 であら 

ねばならぬ。. . 

かくの 如 A; 觀點 より するとき、 先に 注意した 愚管抄 における 彼 自身の 詞は、 彼 を識る 上に 頗る 示睃 

に 富む ものと t ておの づ からに 吾々 の 眼前に 再び 浮上って くる、 吾ケ は、 煩 を 喷 はす、 今一度 かの 痛 

切なる 言々 句々 に 深く 心して 耳 を 傾けて 彼の 眞 意の 存 する 所 を 察せねば ならぬ。 

「大方 心 ある 人め， 無 さ こそ 申しても^ (^悲し けれ」 「さる 人 を 用 ゐらる ゝ 世 は 治ま. o さし もな き 人の 

お V- さし 向 ひたる ばかり をのみ 沙汰す る 人の 世 をと h- たる 時 は 世 はた V- 失せに おとろ へ ま 

力る とこ そ 

. はラ けた ま はれ」 「されば こ はいかに すべき 世に か 侍らん、 この 人の 無 さ を S ひつぐ ぐるに こそ あだ 


に/、 さ- ひもな くな りて 待つ ベ きこと も賴 もしく もなければ 今 は 臨終 正 念に てと く/ \ 頓死 をし 寺 

.9 なば やとの みこ そ覺 ゆれ」  I 

「人」 はこ ゝ では もはや 單に 骨肉 親友と いふが 如き 私の 人に 止る もので な-い、 が ゝ る 私的， 係 を 超え 

た 人間、 人物 そのものが こゝに 問題に されて ゐ るので あって、 世の 治亂 は專ら 人物の 有無に 係 はる 事 

而 して 彼が 眼前に は 之 を 得る 能 は ざり し ヱと、 かくの 如きが 晚 年の 慈圓の 語であった とい ふこと， 卽 

ち 骨肉 親友に 於け る 不幸に 出發 した 慈圓. 一 生の 結論と も考 ふべき であった、 とい ふこと が先づ 注目に 

値する。 詳言 すれば， 幼時よりの 不幸なる 體驗と 深刻なる 苦惱. —— 假令 如何なる も ので あ ク たにせ 

よ、 畢竟して 私的なる ものに 過ぎな か つ た それらの もの は 今やみ ごとに 超克され て か ゝ る 公的な 識見 

と 公的なる 痛 歎と に 結晶して ゐ るので あつ て、 この 事 は 慈圓の 長期に わたる 精神 生活 史上に 大きな、 

本質的 轉 換を豫 想せ ぬ 限り、 正しく 解す る こと は出來 ない。 . I. そして か、 る 魂の 發展の あと を 克明 

に 指示して 我々 の 豫想を 力強く 裏書して くれる もの こそ 彼の 詠 そのものな ので ある。 

骨肉 親友の 爽失 をいた み取殘 された る 身の 不幸 を 歎く 前 揭の詠 は、 もとより 慈 圓の惇 愛の 流露に 外 

ならぬ。 がそれ は與 へられた る 運命であって、 人力の 遂に 如何と もすべからざる ところ、 もし 彼に し 

て その 前に 挫折して 徒に こゝ に停滯 するならば、 それ は 遂に 愚痴に 墮す るの 外 はない。 が、 彼の 魂の 

底に は、 かくの 如き 重 壓をも はねのけて 頭 を 擡げる 不屈の 力が あった。 單 なる 私的な 感傷 を 超えて、 

より 大きな もの、 公的なる ものへ と 勇往邁進 する 根 强ぃ彈 カを藏 して ゐた。 そこに は 恰も 重傷 を 自ら 
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裹んで 身方の 屍 をのり こえて 敢然 敏陣に 、突撃す る 男 士を髮 ^せし むる ものが ある。 —— 與 へ られ たる 

世界が 彼に 拒んだ もの を、 彼は自 もの 開拓した 世界に 求めた。 之 を 他人の 丄に 求め、 己の 中に 求め 

た。 敎界に 俗界に、 .史 に n 然 のうちに も祌佛 のうちに も 執拗に 之 を 求めて やまなかった。， 彼の 一生 は 

かくして、 ^の 知ヒの 獲得 を 目 ざしての 無限の 向上、 求道の 一生と なった。 彼の 詠に、 共に 語る に 足 

る ベ き 人物 を 求めて やまぬ 彼が 心事の 詠歎の 頗る 多數に 上って ゐる、 とい ふこと は その 歌集の 最大の 

特色の 一で ある-  . 

^ふこと 何 そと 問 はん 人 もかない とさわ やかに いひ あら はさん 

この ころ の 人 の 心 をよ そ になして なかむ る 友に あ ふ よし も か な 

まこと ふかく 思 出つ へき 友 も かな あらさ もむ 世の あとの 情に 

なきあとに あらまし か はの 心 をもう つす はかりの 人た にも かな 

世 を 歎く 心の， うち を 引 あけて 見せたら はと 思 ふ 人た にも かな 

何故に この 世 を 深く いと ふそと 人の 問 へ かしゃす，^ 答 へ ん 

婧し 悲し わか 思 ふこと を 誰に いひて さは さかと たに 人に 知られん 

みな 人に 心の底 を 見せ たれ は 深 き^ひ を あはれ みや せん 

• かくの 如き 心の底の 深^ fe§ ひも、 「人 かたばかりに てまよ ふ」 人々 の 間に 伍して 遂に 之を傳 ふべき 

樓を 得なかった 時、 彼の 眼 は 更に 自己に 神々 に、 自然のう ちに さへ も 向けられる。 


うき 身に はし 、 ま をた にもえ こそせ ね 思 ひ あまれ は ひとり こたれ て 

よしあし を S しるん そな に はかた とても かくても 世に あり 難き 

む そち まて 人 も 知られぬ 心哉隱 さぬ もの を 山の端の 月 

もの 思 ふたく ひ は 又も あら 潮の 執の 八 W 會神 やしる らん ， 

更に 左の 一 首 は慈圓 が. R 讃歌 十 首の 一 と傳 へ られ てゐる こと も與 味が ある。 

m3 ふこと なと 問 ふ 人の なか るらん 仰け は 空 に 月 そ さやけ き 

具體 的な 哀悼の 詠， でない だけに、 前の 歌と くらべて、 これ 等の 詠が 感偽 を淸算 して 求人 • 求道の 切 

なる 心情が 前景に 出て ゐ ると いふ 點に 於て 共通せ る もの を もつ、 とい ふ. 一 點を， こ、 に また 橾 返して 

指摘して おきたい。 が 同時に こ 、に^に 注目すべき は 先に、 人間 關 係に 於て 孤獨 であった 慈圓 が、 そ 

の 苦み と悲 みと をー應 克服した 今、 かへ り みれば， 苒 び 精神的 孤獨の 野に 収殘 されて ゐ る- とい ふ 一 

事で ある。 思 ひ あまる その 心事 を 知る もの は、 己が 心 を 外にして は、 た f 神ゃ大 {仝 の 明月の みと は 何 

と 悲痛の^ 白で あらう。 不幸から^ 敢に起 上った 彼が 獲た もの は， 結局 かくの 如き ものに 止らねば な 

らな かった ので あらう か。 

^し 乍ら、 飜 へって 考 へれば か、 な 意味の 精神的 孤獨は あらゆる^: 大 なる 魂に とって、 稈 度の 差 こ 

，て あれ、 避け 難き 運命で あらう。 卽 ちそれ が この 魂に とって 不幸 V じあり： 1 應、 悲劇で ある こと は 言 

を俟 たぬ にしても、 而も、 その 偉大 さは、 却て そこに こそ 顯 現の 機會を 得る —— 更に 言 ひか へれば、 
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この 孤獨 との 悲壯 なる 鬪爭 こそ は 凡そ 偉大なる 魂の 直面すべき 最大の 試鍊 であって、 人物の 眞の 力量 

は w々 その 間に 光 を發 する であらう。 

一 度び 世間 的 孤獨を 超えて 起 上った 慈 圓の魂 は、 こ  >  に 雄々 しく も 再び この 執拗な 精神的 孤 獨の克 

服に 邁進す る。 彼が 一代の 事氣も 述作 も詠欹 も、 畢竟して この 眞の 力の 發 揮の 壇場に 打樹 てられぶ 記 

念 塔に 外なら なかつ た。， II 與 へ られた 運命に 脉從し 之 を 甘受す ベ く、 彼の 魂は餘 りに も强 かった。 

却て 之 を 征服し 鸫禍爲 輻の爲 の 積極的 活動が そこから^ き 出て くる。 彼が 積極的 精祌 によって、 この 

孤獨 はこ ゝ に轉 じて 崇高に して 毅然た る 孤高の 姿と なる。 而 して 積極的 精神の このめ ざまし い 活躍の 

迹と、 獨り群 架 をぬ いて 嶄 然として 雲表に 聳 ゆる 卓爾 たる 慈圓の 英姿と を 我々 の 眼前に 浮動せ しめる 

もの も 亦 彼が 詠 そのものに 外ならぬ。 

わが 身 こそ 鳴 尾に 立てる 一 つ 松よ くもあし くも 乂類 ひなし 

千代 經 とも 解けて やや まむ 結 ひつる みのうき^ はい はしろ の 松 

わ 炉心 奧 まて 我 かしる へ せよ わかゆぐ 道 はわれの みそ 知る， 

みな 人よ 春の 苗代 水なら て 同し 心に ゆく もの そな き 

嘗て 孤獨と 身の 憂さと を 嘆 じた、 消極的な 慈圓 はこ  >  に轉 じて 不退 轉の 勇猛心 を 以て 世の 爲 人の 爲 . 

又， 法の 爲に 活躍 盡瘁 する 積極的なる 慈圓 となる I この 鮮 かな 對 照の 上に、 慈圓の 積極的なる 姿 を 

拾 玉 集 ははつ きりと 吾々 に 示して くれる。 


神 もみよ 深き うらみ も 法の 爲と思 ふに なれ は 忘られて け る 

ひさしう き 世の中に 空しくて た ゝ 思 ふこと は佛の をし へ - 

神 もみ ょ佛 もてら せ 人知れ す 法の 爲 とて 今日 まて は經ぬ 

^もき けこれ そ懷ひ をの ふること 法 を ひろめ て 人 を 助けん 

い つかわれ いくらの 誓 ひ あら はして 道 .-6 り 道に しる へ を もせん 

うきなから 心た わ まてな から へ ぬ 法の しるし をた のむ しるしに 

これ そ さは 憂き身 を や か て佛 そと、.^ え つ/き 、レ地 こそす れ 

思 ふ かな 苦しき 海に 渡 守 深き 閽路に 法のと もし ひ • 

朝タに 袖に かくして 結 ふ 手のう き 世の 綱 をと かさら め や は  ， 

法の 水に 深き 心 はやまの 井の むす ふしつく にに こらさる ふん 

うき 人 も 皆 わか子 そと い ふ 人,^ p: なき 世の 弗なる らん 

淚川 われ 沈む ともい かにして 人 を 助く るふな よそ ひせん 

いっか われ 苦しき 海に 沈み ゆく 人み な 救 ふ 網 をお ろさん 、 

. ノ-  -ご * ん ►  T  .へ- て V.<^..J  ： つ. C ソ. パ .-V,  一  . .  _.v な w.- 一?：、 . ぶに ふ. ん乂 (V  •■  :.  _ -ふ 

B ひたつ 道に し はし もや すら はし さも あらぬ 方に 迷 ひも そす る 

お ふけな くうきょの 民に お ほふ 哉 あか 立つ 杣に すみ そめの 袖 

民 を 撫て人 を はく  、 む そ-の 上に か  >  る ^をせ く 方 そな き 
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^命の 重^に 杭し つ ゝ 彼の 勁き 積極的 精 祌は發 して かくの 如き 一 切 衆生 普濟の 大願と なった。 慈圓 

の 自ら 開拓した かゝる 立. 場 を 知るならば、  - . 

失せ やらぬ、 いはな ほ も 高， 舟 さし も 憂き身と & 5 ひし かと も  *  . 

世の中 を、 い 高く も 厭 ふかな 富 土の 煙 を 身の 思 ひに て 

迷 ふ 人の そ しる 詞 にし たかは ゝ 悟る 心の 甲斐 やな からん  - 

の數 首に は、 何人も、 慈 回の 人生と 社會 とに 對 して 懐いた 高邁なる 識見と 獨自の 態度と 固き 信念と を 

想望し 感得し 得る であらう。 卽ち、 彼が 笱 も 時流に 媚 ぶる 能 はざる はもと よりであって 一般 時人 を 評 

して 「人 かたばかりに てまよ ふ」 とさ へな したの も 彼に あって は 決して 根據 なき 妄評 ゃ犁 なる 酷評で 

なかった こと， また，  . 

心 ある 人 も あらしの 吹く 世に はた ゝ 何事 § つき 雲の 筌 

あらせ はやと 思 ふ 人の みう せ はて ゝ あらされ かしと 思 ふ 人の み 

世の中 を 治む る 人の なき ま 、 にと りちから す を 見る そ 悲しき 

と の 嗟 噢も单 なる 駡詈 に 非す し て , 却て 深き^ 念と 正常な る 理由と にもと づける ものな. o しお 知 る。 

II 消極的、 退 型 的、 個人的なる 傾向と、 菊 極 的. 進取 的、 社會 的なる 精神と * 拾 玉 集が かくの 如き 

相反 する 二 面の 絢 ひませ であると いふ 事赏 は慈圓 の^ 神の かくの 如ぎ 時代の 推移に 伴ふ歷 史的 發展の 


投影と して 眺 むる とき、 最も 自然な 解釋に 到達す るで あらう。 

與 へられた 不幸 を. s らの 力に よって 克服して 新なる^ 地 を拓き 確固不動の 立場 を 築いた 慈圓 は彼處 

に 骨肉 親友 を 喪つ て 此處に 社 會全體 を 以て 骨肉と 化し 親友と して 羸ち 得た ので ある.。 彼 はこ ゝに 一切 

衆生 を わが 子と なし 得た ので ある。 父母への 追慕、 骨肉 親友への 情愛 は 今や 擧げて 新なる 愛し 兒 —— 

一 切 衆生に 濺 がれる。 —— かくて 彼 はこの 固き 信念に 立ち 性來の 熾烈なる 熱情と 深き 同情心と を 以て 

俗衆の 中に 飛込んだ。. nM らの淸 さと 高さと を 持し つ、、 之 を 以て 一世 を 抱擁 せんとした。 一切衆生 救 

濟の火 願 を 披瀝した 前揭の 詠の カづ よさ はかくの 如き 不動の 信念と 活動的 精神と にの み 基く もので な 

ければ なら. ぬ。  .  --.  ： 

、いかて われ 人の 心 をす みよしと 思 はん 國に身 を 宿さ まし  - . 

さ ゆる 夜の 枕に 消えぬ うつみ 火のお こ-すに おこる 世 をい のる 哉 

住み 憂き 世 を 住みよ き 世と なし、 衰 へんと する 國を 再び 典隆 せしめん との 念願、 慈圓 C 禎極的 精神 

はこ ゝ にも 明かに う かくはれ る。 「さても さても この 世の か はりの 繼 目に 生れ あ ひて 世の中の 眼の 前 

にか はりぬ る 事 を かくけ さ/、 と 見 侍る 事 こ を 世に あはれ にも あさまし くも 覺ゅ れ」 (翻 管 一との 嘆き も 

結 この 菘極 的なる ものへの 出發點 をな して ゐ るので あり、 更に 
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深さ 知れ 人の ある を そ 世と は 云 ふ^:  く は 人 の^も あらし かし 

I 一  世の 流行 思潮であった^ 世の 風に 正面から 異議 を唱 へて ゐ るの もまた 決して 單 なる ロ鋅に 止ら や 

して 深き^ 念に 基く ものなる こと， もはや 贅言 を耍 せぬ 所で あらう。  > 

慈 四 生涯の 槳績 は、 結！： r この 積極的 精. 神の 展開の 種々， 相に 外ならぬ。 上 は 朝廷に 對し 奉り、 又、 

^山佛 法の 復 典に 對し、 延いては ひろく 阈民 大衆に 向って、 それ は 多彩な 活動 を 開始す る。 朝廷の 奉 

爲 に-小 斷の 熱禱を 捧げた 迹に 就いては 先に も 一寸 言及した が、 ，cr その 詠の 上に も それが 如何に 力強 

く 表現され てんる か を 一 れ2 しょう。 

いかにして 格の ふつえ にか 、 る まて 君に 仕 へて この 世 くらさん (^lis  , 

^か 代 を 久し かれと は淅れ ともう き 身に 松の 色 を 思 はて 

いかて なほ 鶴す む 洞に 生れて A なから む 世 まて 君 を 祈らむ 

まもり こし 名残 は 末 も 久し かれは こやの 山の 松の むらた ち 

殊に 

心さし 君に 深， ぐて 年た けぬ-又 生れても また や 祈らむ (拾 玉 集) 

の 一首の 如き、 慈圓の 地位 • 環境 * 業 精と， 彼が 全 生活と 相 照して 考 ふるとき、 所謂 七生 報國の 意氣 

にも 劣らざる もの を さ へ 感得せ しむる ものが ある。 後鳥羽 上皇よ. o 前述の 如き 篤き 御 俊 靛を拜 せし 坷 


以の もの， まことに；^ ありと 云 はねぶなら ぬ。 

欷山佛 法の 再與 が慈圓 一 代の 大願で あり、 その 活動の 中樞 であった 事 は あ ら た めて 云 ふを須 ひむ 

、 o 

「ひえの 山に 堂 衆學徒 不和の 事出來 りて 學徒 みなち りけ る 時、 千日の 山 こもりみ ちなん 事 も 

ちかく ひしり の あと をた えんこと をな けき て 幽に山 洞に と ゝ まりて 寺り ける 程に 冬に もな り 

に けれ は 雪 ふりた^ あしたに 尊圓 法師の もとに 遣し ける  法 印慈圓 

いと、 しくむ かしの 跡 やた えなん と 思 ふ も かなしけ さの 白雪 

ノ. -炉. 、へ し  ノ  -  •  一-  .、 一.  -k ま 

おか 名そ猶 あら はれん ふ^ 雪に むかしの あと は埋れ ぬと も (針随 集) 

慈 圓が苦 冠廿 三、 四歲 にして 旣に叙 山 復興のう へに 人々 から 寄せられた 信 倚の ほど はこの 贈答のう 

ちに も 之 を 充分に 掬む ことが 出來 る。 

. 一 

お ふけな ズ うきよの 民に おも ふ 哉 わか 立つ 杣 にす みそめの 袖 (M 載) 

の 一首、 また^ 年の 慈圓の 詠なる を 思 ふとき、 彼が この 大願 p 由來の 如何に 遠く 且深 きか、 その 抱負 

の 如何に 壯 なる もの ありし か を 知る に 足る。 而も 若き 慈圓の 脈管に あふれた この 熱情が その 長き 一 生， 

を 如何に 力 强く贯 いたかの 迹を 更に、 その 詠のう へ に迪 つてみ よう。 

. いかに せん わか 立つ 杣の いにしへ に 吹き か はり ゆく 風の 音 かな 

tj 憨阓 僧正 硏究  is: 七  -, 
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. . 法の 水淺 くな り §  く 末の世 を 思 へ は 悲し 比^の 山寺 

^山佛 法の^ 退 を 嘆いた 慈圓 の、 その 再 典の 責任 を ，1=:,」 一 身のう へ に 負うて 起 上らん とする 雄々 し 

き 姿、 また その^ 身の 努力に よって 日を逐 うて 小：： の 盛況 を 現し ゆく 新しき 歡山。 慈圓 生涯の 大願の 

K 現への 一歩 一 步が、 そして 苒ば しき 感慨が 彼の 耿篛を 如何に 肥した ことか。 

わ 力 山に のこる ともし 火 あはれ なりきえ はてぬ さきな ほか  > け はや 

わしの 山 有 明の 月 はめく りきて わか 立つ 杣の 麓に そす む 

大^-の さわ かしく 吹く 風 をし つめす はい さ 法のと もし ひ 

. うき 身 を はなき になす とも いか ゝ せんそれ ゆ へき ゆる 法のと もし ひ 

^の 水深き 流れれ 絕 えまな しせき 入れて 山の かけに すます は 

わしの .5  くもりし 影 を 思^て わか 立 っ杣の 月 を 見る かな . 

たつね くる 心のう ち を 知り かほに ひしり の あとに^ の隈 なき 

わしの 山 音に のみき ゝ し嶺 なる を 移す ひしり の あとの ありけ る 

わしの 山 昔の あとに 尋ねき てす ま はや to 思 ふわ か、 いかな 

比^ i の 山 雪の まとう つもの や 何見殘 すの り も あらしな りけ， o 

古風 をい かてみ 山の 吹かせ まし 葛の うら はの か へす か へす も 

法の 水心に 深く せき 入れて 昔に かへ す 比良& 山風 


いにしへの み 山の 寺に むす 苔 を うち 拂 ふに そ 昔に かへ る 心ち のみす る ， 

^山の^ 與を 熱願した、 これらの 詠に 接する とき、 吾々 は 直ちに こ、 に、 かの 傳敎 大師が 歡山 根本 中 

せ^ 创に 際し、 その 盡未米 際の 繁榮 を禱 りて 詠せ る 名歌 

あのく たら 三藐三 菩提の 佛 たちわ か 立つ 杣に 冥加 あ もせ 給 へ  - 

の  一^: を 聯想せ しめられる。 1 1 拾 玉 集に は、 右の 數 首に 「わが 立つ 杣」 のみえ てゐる 外、 なほ 

「我 立 杣之中 幽居 谿之 洞有靈 山院忍 鷲嶺跡 欣彼惠 心 之 素懷云 々 」 

の 語 も 見え、 又  /  . 

「我 立杣 門人 三部 傳法 阿闍 梨」 「我 立杣老 比丘 慈 回」 

等の 自稱 もくり かへ されて ゐ るので あって、 傳敎、 慈覺 の芳躅 をつ いで 歙山を 古の 姿に かへ さんと し 

て 一 生の 努力 を 傾け 盡 した 慈圓の 意氣の ほど はこ 、 にもう か-はれる。 まことに 「わ. か 立つ 杣」 の 一 

語 は 慈圆が 一 期の 抱负 を象徵 する 標語で あつたので ある。 なほ 念の 爲 にこの 語 を 拾 玉 集のう ちに 二三 

拾び 求めて みるならば 

日に そへ て わか 立つ 杣の 山川に 法の 水 こそ 心細 けれ 

、、勺、、  • 

いかに せん わか 立つ 杣を 離れき て汆 むる 道の 末 そ はるけ き 

而も 玆に なほ 注意す ベ き は、 この 祖師の 精神 を この 語のう ちに 全幅的に 感得した 殆ど 最初の 人が 慈 

圆 その 人であった、 とい ふ 一事で ある。 蓋し 傳敎 大師の 右の 歌が 今日に 傳 へられて ゐ るの は、 現存 文 
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獻 の^す る 限 h-, 袋^ 紙に 於け るを嚆 矢と し、 新 古今 集、 之に つぐので あって、 卽ち 慈圓と 時代 を 同 

じうして、 傅敎 以後 敉；， にして、 はじめて 强く 世人の 注意 を惹 いたので あつたが、 |i もこの 語 を か 

ぐ も 頻繁に， 且炉 くも 深き 意々 托しつ ゝ 使用した 輒は管 見の 及ぶ ところ、 慈圓 以前に は 之 を 見出す を 

^ない ので ある。 のみなら す、 慈圓 によって 玆に掘 出され、 强ぃ 力と 深い 意味と を與 へられた この 語 

は， 爾後 永く 慈 圓の與 へた 深い 意味に. 於て 川ゐ らるゝ 事と なった ので ある。 例へば 頓坷の 

比^山の 中堂に まう で 、 忍 ひ つ、 けたる 

やま ひとの 斧に こた へ し 昔こ^ わか 立杣の はしめ なり けれ (g 庵) 

の 一首の 如き も 右に 應 する もので あらう つ 慈 W 寂 後 百數十 年、 同じく 靑蓮院 をつ いで 殊に 慈圓 に傾阖 

し 給 ひし 尊圆 親王が、 之 を 襲 ひた まうて 親ら 「我 立杣 不才」 (gg) とさ へ稱 した まひし が 如き も、 

その 著しき 一 例と して 擧 げられ る 事 はわ づ かに 一 語に 關 する のみと は 云 へ、 此の 如き は 一 の 立派な 歷 

史的 業賴 とも 云 ふべ く、 吾人 はこ  >- にも 耿人 として、 また 僧侶と しての 慈 圓の獨 創 力の 問き を 想 見せ 

ねばならぬ。  . 

朝家の 安泰と 天下の 太平、 而 して 國民大 衆の 救濟、 この 大願 を 叙山佛 法の 復古 與隆 によって 貫徹 實 

現せん とする 抱負と 信念と、 それ こそ 慈圓 一代の 活動の 肝心であった 事 を 知る 時、 次の 二 首 こそ はこ 

の 雄大 豪壯な 精神 生活 を 最も 率直 且 端的に 吐露した 所の 含蓄 深く 滋味 溢る ゝ 詠と して 推す に 足る もの 

が あるで あらう。 


世の中に 山て ふ 山 は 多 かれと 山と は 比 叙の 御. H を そ V ふ 

^ を 祝 ふ 心の底 をた つ ぬれ はまつ しき 民を撫 つるな りけ， 9  . 

吾人 はかくして 漸く 玆に 慈圓の 本領に 接し 得る に 庶幾い 最も 髙 くして 而も 最も 低く、 深く して 同時 

に廣、 雅 にして 且俗， 凡そ 相 背く 兩極を 融合 統一して 渾然たる ー體. たらし. めて、 之に、 より 高き 調和 

を 賦與し 新なる 生命 を 鼓吹す る 力 —— 慈 » が 一 代の 業績 を 貫いた 積極的 精神 は 結局、 かくの 如き 新な 

る 生命、 新なる 力に 結晶した ので ある。 

^すか 川 定めな き 世 をい 丄 はね は^に も瀨 にも 宿る 月 かけ 

の 一 甘、 また 自らの 淸さを 持し つ、 而も 淸濁 併せ 吞む、 綽々 として 餘裕 ある， その 心境 を 示す ものに 非 

すして 何で あらう o 

以上 主として 慈 回の 詠 を 通して その 全生涯の 樞軸 としての その 精神 生活に 味 到 せんとした。 乃ち 以 

下かゝ る践點 よりして、 なほ、 その 人物と 事蹟と を 観察し、 以て 慈圓の 理解の 上に 更に ー步を 進めて 

みたい と 思 ふ。  -  ノ， 

「物 を 云 つ ，、 くるに 心の 多く こもりて 時の 景氣を あら はすこと はか やうの ことばの さは さはと してす 

る 事に て 侍るな り。 n 儿 女子が 口遊と して これら を かしき ことに 申す は 詩歌の まことの 道 を 本意に 用ゐ 
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る 時の ことな. 5、 愚痴 無^の 人に も 物の 道理 を 心の底に 知らせん とて 假名に 書きつ くる 寸法の ことに 

、 

はた，、 心 を $ん 方の 與！！ 3： の 耍を収 るば かりなり」 

愚 管抄を 假名 文で 窨 いたの も 物の^ 理を 一 文 不通の 愚痴 無智め 民衆に も誨 へんが 爲 であった。 か. の 

高き 出，：；： を^し， かの 高位に 在り 乍ら、 慈圓の 眼が 狹ぃ賁 族 階級の 間の みに 跼蹐 する ことなく、 廣く 

一般 民衆のう へに も、 深い 同情 を 以て 注がれて ゐ たこと は、 閽に迷 ひ 苦 海に. 沈む 民に 明き 光 を、 あま 

ねき 救濟 の、 法網 を投 せんとの 抱負 を 托した 前揭の 詠に もうかく つた 所で ある。 だが、 慈圓 のか-、 る 主 

張 や 抱負が 決してお に 空疎な、 観念的な ものに 止らなかった こと はな ほ 他の 多くの 詠 も 力強く 之を證 

明して くれる。 具體 的に 云へば、 當 時の 一般 民衆の 最も 琅細 にして 最も 平凡なる 日常生活の あらゆる 

姿， あらゆる 斷而が 直ちに 彼の 藥^ 中の ものと 化. して 最も 自由 率直 且カ强 く 表現 せられて 數百 年後の 

吾人の 眼前に、 怆も今 S の 生きた 現赏 な^かの 如くに 躍動せ しめられて ゐる とい ふ事赏 は 最も 雄 辯に 

之 を 物語れる もので あり、 而も 同時に かくの 如き は當 時の 貴族 社會に 於て は 云 ふ も 更なり、 その 前後 

の 如何なる 耿 敏 に徴 する も、 多く 類例 を 見ざる 所と して 正に 驚嘆に 値す べき ものが ある。 

. 大 井川 ふけ ゆく 夜半の 鵜 飼 船 これ も 世 わたる 道に そ ありけ る - 

弒飼船 も、 慈 回に あって は、 一般 歌人に 於け ると 異り、 單に 美の 對象 である 前に、 先づ賤 しき 民の 

「世 わたる 道」 として とら へられて ゐ るので ある。 而 して 彼の 關 心の かゝる 方向 は、 次の 如き 詠に 於 

て は 深い 典 趣と 强ぃ. m 力と を 以て 史に 明瞭に 看取 せられる。  、 


賤の女 も 大道 ゐっ ゝ に 夕凉み ふる かたら ひの 足恍 ひして 

まき 深き みやまの 奥の. すみ かまに 通 ひて すくる 賤 炉心よ 

大 原の 炭 をいた ゝぃ 賤の女 はは ゝき はかり や 情なる らん .  、 

それ もい さ 爪に 藍し む 言の葉の しいし 取りお く襻 姿よ 

町く たりよ ろ ほひ 行きて 世 を 見れ はもの ゝ ことわり 皆 知られけ ケ 

擔 ひゆく さう きの いれこまち あした 世 を ゆく 道の ものと こそ 見れ  . 

^はまた 山より 出つ と 見 ゆる かな 松き る 賤の歸 へる けしきに 

钳 後の ゑ こむ の淺葱 をと に ほして なによ く ほか や この 世なる らん 

誰な らん 目お しのこ ひて たてる 人 一 つ 世 わたる 道の ほとりに 

貧しき は 誰か 咎 なれ や 物 を もた は 人に のみこ そ 取らせた き 身の 

な 小 U より と^ゅる 瓜 を 大和 路ゃ いかて 持つ 夫に 少し 許さん 

一 般 民衆の 些細な &常 生活. 他の 人： たちに 1 つて は 恐らく 日常茶飯事 として 殆ど 意識に さ へ もの ぼ 

らぬ やうな ものが、 慈 園の 眼の 前に は 如何に 大きな 意味 を 以て 映し出され たか。 如何に-大きな 關 心と 

深い 同情と を 彼の 心の うちによ び 起して ゐる ことか。 この 點 のみ を 以てしても、 吾々 は 慈圓の 心の 廣 

さと 豊か さと を 想望せ すに は ゐられ ない. ので ある。 

と 同時に、 玆 に^に 深い 典 味 を そ、 る 事 は、 同じ 傾向、 同じ 心が 單に 右の 如き、 民衆の 生活 その も 
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のに 直接 眼 を 向けた ものの みに 於ての みならす、 廣く慈 圓の詠 全體に 通す る 根本的 特色の 一 であり、 

^は 右の 數 首の 如き も かゝる 根本的 態度の ゎづ かな 例に 過ぎない、 とい ふ點 である。 —— その 事 は 古 

來 一 再なら や 注 i されて 來てゐ る 所では あるが、 而も 慈圓の 心の 探究に つとめ っゝ ある 吾々 にと つて 

は、 この^ は 之 を 指摘した 古人の 感得した よりも 恐ら， くもつと 强ぃ 力と 深い 意味と を 以てお のづ から 

に 聯想 せしめられざる を 得ざる ものが ある。 

「慈鈸 和 尙も耿 はよ しあし を 知らぬ、 人の 耳に も 面白く きこ ゆる、 秀歌に て あるよ し、 定家卿 申 侍け 

ると て耿 をよ みいた して は 必ゃ耿 心 もな き 人に も 問 はれけ ると かや、 げ にさる 事に て 侍らん」 との 野 

守 鉸の傳 は 右の 點に 關聯 して まことに 意味 深き ものが ある。 もとより これ 等の 傅への、 具體 的に 事實 

なり や 否や は 今更 穿 鑒の限 ではない。 が 而も 現に 吾人の 眼前に 傅へ 示されて ゐる慈 圓の詠 そのもの 

は、. 事 赏， この 說 話の 彼が 詠 出の 心が まへの 眞を傳 へて ゐる 事を證 明して ゐる。 當 時の 所謂 歌人た ち 

の耿が 晦^ 難解 を 極む る もの 多く、 時に 禪 問答に 喩 へ て 「達磨 宗」 の 名 を さへ 時人の 冠す る 所と なった 

もの ゝ あった とい ふ 一 事 を 以てしても、 その 一 般的 傾向 を 知り 得る^ のが ある。 手近な 一 例に 

ついて 兌れば， 千載 集收 むる 所の 俊 成の 有名な 一首 

「夕され は 野邊の 秋風 身にしみて うつらな くな， o 深 草の 里」 

の 如き は、 元来、 何等の 註解 を須 たす して 容易に 解 せらるべき であるが、 而も、 俊 成の 自註に よれば 之 

は 「伊勢 物語 (詰 に ふかく さの さと P 女う つらと 成て い へ る 事」 に由來 するとい ふ。 (請 龍 I 尙) 1 見 


自明に み ゆる か ゝる歌 さへ も 此の-如 しどす るなら ば、 特殊の 學者 歌人 を 除いて、 當時 和歌の 凡そ 解し 

易から ざり しこと 察すべき ものが ある。 か ゝる點 よりみて、 慈圓の 和歌に 對 して かの 如き 主張 を 持し 

たとい ふ 事 は、 之 を かくの 如き 狹.？ - 世界から 解放して 萬 人の、 一般 掘 民の 財たら しめんと した もの 

として まことに 意義深き ものであった。 卜 I 知識と 傳統と 形式と に 云 はく 窒息 せんとして ゐた當 時の 

和耿の 世界に、 淸 新の 風 を 導き 入れようと した 慈圓の 主張 は、 而も 單 なる 主張に 止らなかった。 否、 

適く として 可なら ざるな き 慈圓が 就中 その 天資 を發 揮し その 穎才 を 伸し その 力量 を 示した のは實 にか 

かゝる 方面に 於て V- あつたの では あるまい か。  、 

蓮 こそ 淸き 花に はす くれたれ 星の 中には 月 そ さやけ き 

稃も なくけ ふ も くれぬ とい ふこと や 誠に 秋の あはれ なる らん 

花 さかり 霜 も 時雨 も 露-もな しひと りつら き は 春の 山風. - 

何となく 心の すみて 覺 ゆる はこれ にて 足りぬ 秋の しるし は 

^の 花い とひい と はぬ 風 なれ や 梅に はに ほひ 散る は樱に 

赛も秋 も^む 夕 も 木枯も あはれ は 風に 限るな りけ， o.  .、 

吾人が 先に 慈圓の 本領な り としたかの 積極的 精神、 それ は 無限の 哀愁と 孤獨 との 苦しみと 悲しみと 

をく くりぬけ て來た 後に 自らの 力に よって 築き上げた 所の ものであった が、 平明 暢達、 淡々 として 一 

見 何の 奇異 もない うちにお のづ からに 湛 へられた 人に 迫る この 力 こそ は、 かの 由來 遠き 積極的 精神に 
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結んだ 美果 であった のであって、 この 彈カ 性に 富む 力の 云 はく 縱横 無盡の 活躍の 迹が卽 ち 彼の 事業、 

、  ，  *  ^'つ *  -  -  一 

特に その^ 術に 外なら なかった ので あ^。 —— 底 深く 湛 へられた 拭 ひ 去る ことの 出來 ない 無限の 哀愁 

と 華やかに もまた 愉快な 明朗な よそ ほひと， 全く 相反す る 二つの ものが、 こ、 でも また、 最も 巧みな 

美しい 調和に 於て 融けあって ゐる。 「春の 花な かむ るまゝ の 心に ていく 程 もな き 世 をす くさ はや」 深さ 

カ强 さ、 哀し さ、 美し さ、 華 かさ ノ 明るさ、 滑稽 さ * 吞氣さ 彼の 詠のと hv どり の 面白さ は、 いづれ も 

こゝ にも とづく。 この 力が 縱橫 活潑 に、 時に ほ亂 暴に さへ 振 II. ふところに、 卽ち、 慈圓の 特色が あ 

溢.^ が ある。  .  ，- 

榮 職に 在った 間 は 公 請に 忙しかった 慈圓 にと つて は、 之を辭 して 閑地に 在った 間の 寂しい 生活 こそ 

^も 趣. ^深い，、 その 精神 活に とって 最も 重要な 生活であった らう。 京の 吉水房 を あとに 或は^ 山 無 

勧 寺に、 特に 西 山に、 嵯峨に 閑居して 靜 かな 生活 を樂 しみ 「道理」 の 思索に 耽った こと は 拾 玉 集に も 

n.,T 記す 所で ある。 山里の 生活 を 詠 じた ものが、 その 數に 於ても 多き のみなら す、 その 風物が 極めて 

Hi ハ體 的に •、 そして 又 その 間に 於け る 慈圓の 精神^ 活の うごきが 極めて 力強く、 率直 平明な 自由自在な 

表現のう ちに 刻み出されて 荅 々の 眼前に 蹯動 せしめられて ゐ るの も、 卽ち 彼の 耿 のうちに も 重 耍な地 

位 を 占めて ゐる とい ふこと も、 極めて 自然の 結果と して 首肯され る。 

人 はなし 峯に 松風 里に 月 占め 得て すめる 山の 奧 かな 

山里に 月 は 見る やと 人 は 來す空 ゆく 風 そ 木の葉 を もと ふ 


草の 庵に 何と 心のと まるらん はなれて もの を 思 ふ 人 き 身の 

都より この 山里に うつろ ひて 秋なる 色 はこ ゝろ なりけ り 

大空の 秋の 梢 を 月に みて 山里す み をせ ぬ 人 や 誰 

山 ふかみな か^-友と なりに けり さよ ふけ 方の 梟の 聲 

か は ほり は 夜も戶 たてぬ 山寺に 內外 もな く 飛 ひま かふ 也 

山里に とひく る 人の ことのは はこの すま ひこ そ羡 しけれ 

雪 ぐ かし 心 も ふかし 山 深し 訪 ひくる 人の なき そうれ しき 

十お に 窓ぬ りの こ す 庵 ま て もす さ めす 宿る 秋の 夜の 月 ， 

山里よ た ゝ 秋と いふ 名 はかりに なかめ し 色の 皆 か はり ゆく 

かりそめと 思 ひし ほと に 身に 馴れて 忘らる ましき 柴の いほ かな 

さ ひし さ を訪 ひくる 人 もな き 海に 山お ろしの 風窓た ゝく也 

秋も^ れて 紅葉 も 散り ぬ 山 M にと まる はもの： あはれ なりけ り 

山 深み さ ひじき 宿の あるし と はなり お ほせた る 身に も あるかな 

い つかわれみ 山の 鬼の 淋しき にある しとな りて 人に と はれん 

E) ひい  < 都の 友の なきそう き 月 を まつ かせ ひとりな かめて 
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いかに せん 御 法の 廑を拂 ふに も 紙魚の をし へ やな ほ殘 るらん 

の 如き も 閑居 屮の讀 書の 實感 に甚づ くもの なる ベ く、 紙魚の 如き もの をまで 歌 ひ 込んだ 珍ら しい 例と 

しても それ は 注目に 直す る。 

冬の 來て 食， むに ものな き 牛の 仔の 瘦せ ゆぐ 里の ころの さ ひし さ  -  一 

の 一 首 蓋し また 彼が 冬の 山 居より 得 泉った 所と 思 はれる が、 荒凉 たる 山間の 情景 を寫し 得て カ餘れ & 

と 云ぶべく、 殆ど 新 古今 時代の 和歌の 槪念を 以て 覆 ひ 切れぬ もの を さ へ感 せしめる。 

寂莫 たる 山里の 生活と その 心境と を 詠 出した これらの 詠 全體が われらに 最も 切に 訴 ふる 所、 我等の 

注^に 最初に 浮び 上って くる もの は、 この さびし さに 安住した 慈圓の 心境 そのもの であらう。 山里 を 

「占め 得て すめる」 氣持、 「この 住 ひこ そ羡 しけれ」 と 人 をして 云 はしめ 得る だけの 落つ いた、 淋し さ 

にゐて 淋し さを樂 しみ、 むしろ 之 を 忘れた 悠然た る^ 度。 —— 吾々 はこ ゝ にも 相反す る兩 極の 最も 美 

しき 調和 を 見出す。 (慈圓 のこれ 等の 詠 を、 同じく 草庵の 生活 を 多く よんだ 西 行と 比 酸 するとき、 吾人 

は 幾多の 點に 於て 極めて 輿 深い 對照を 見出す を感 せざるを得ないの である。)  * 

著述に 於て は 力めて 俗語 を用ゐ 假名 文 を、 採用した 慈圓 は、， また 和歌に 於て は 漢語、 佛語を その ま、 

に 用 ふるの 大膽さ を 有した。 もとより それ は獨 彼に のみ 限られた 所でない にせよ、 彼 以前に は 多く 

見られなかった 所で あり、 彼の 後に も 彼の 如く 頻繁 且， W 由に 之を驅 使して 毫末の 不自然 不調和 ゃ拮屈 

の 成を與 へな か， つた 例 を 吾人 は 他に 知らない。 (こ ゝ に 直ちに 聯想され る 一 人に 明惠 上人 高辩が あるが 


その 流暢？ に 於て は 慈圓に 數步 を讓ら ねばならぬ であらう。 (「明 恵ト： 人 歌 桀」^ S 

比^の 山 竪義ゃ 近くな h- ぬらん 夜半に 冱 えたる 問答の 聲 

如是 力に 世を與 さは や 音に き. く大 諾健那 又は 民 長  - 

とこと はに 思 ふ ことこ そ盡 きもせ め 欣求淨 土と ー狀， 據士と を  . 

. 如法 經 かく 道場の 曉に日 象 天 を 見ぬ は 見ぬ か は 

. 人 を 見る も 我 身 を 見 る もこ はいか に.^ 無 辭^ r"， 々 々 々 々 々 .N 

賴む そよ 靈 山海 會釋迦 大師 誰 故と て か 世に出た まふ  . 

些の凝 滯をも 知ら ャ、 -ゃ明 澗逹、 流る ゝが 如き 格- 1、 表現に 內容に 大膽素 齔 に 雅俗 交へ つ、、 而も 

ナ きな、 より 高い 調和に 融- かし 込んで ゆく 手際、 あらゆる 事象 を 悉く その 藥^ 中に 收 めて 之に^: なる 

生命 を與 へる 力- 雅懐と 雄大と 稚氣と 素直 素朴と、 而 して その 間に 豊かに 湛、 へられた 明るい ュ， I モア 

それ^ は いづ れも當 時の 多くの 歌人た ちと 全く 世界 を 異にせる、 彼等の 到底 窺知し 企及し 得 ベ から ざ 

る 慈 圓の獨 壇場であった。 のみなら す、 それ はまた わが 和歌 史上に もた ぐ ひ 多から ぬ大 交響 樂 でも あ 

ろかと， 寡聞なる 1-1 者 は 思惟して ゐる。 - 

慈 土お のうちに 屨々 「速 詠」 を 自ら 誇と して 居り、 百 首を數 時の 間に 詠 出した 象 を 特記して 

ゐる， のみなら す  - 
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もろこしに 七步 せした くひと や 三時に 足らて 散ち す 言の葉、 

住 吉の神 も あらたに 御覽 せよ 三時に 足らて 散る 言の葉^.」 

等の 詠 さ へ ある。 (現存^ 玉笫に その 歌數の 頗る 多い I . 六家槳 本で は 凡そ 四千 數百 首に 及んで ゐる 

.  o いふ こと、 慈圓が 古來の 歌人 中に あっても 多作 者の 一 人で あると いふ こと も 或は この 速 詠と 關 

聯 して 考 ふべき ものが あらう，。 —— なほ 慈 圓の速 詠の 問題に ついては 風 卷景次 郞氏著 「新 古今 時代」 

所收 論文 参照) この 「速 詠」 とい ふ 事 はまた 右の 如き 慈圓の 歌風 を 知る 時、 頗る 深い 意味 を 暗示す る 

ものと してお のづ から 聯想され てく る —— それ は、 身に 淨衣を まと ひ？ 火桶に 倚って 閑 室に 端坐して 

苦れす る 云 はく ^門 的な 歌人と ノは 正に 對躕 的な 態度であって、 或は 公 請に 應 やる 繁忙の 間に 捻出した 

ゎづ かの 暇に、 又， 山里に 「道理」 の 思索に 隙な き 頭腦 に、 おの づ からに、 恐らく 咄嗟の 間に 成った 

詠耿 なること、 更に 云 ひか へれば 慈圓の 詠の 一 大 特色た るかの 不； 調和の 大 調和 も 決して 作爲に 出づる 

ものでなかった とい ふ 事 は、 か 、 る 速 詠と いふ 事赏 によっても 赏證 的に 明示され てゐ ると 云 ふこと が 

出來 る。 —— この 趣 はまた 慈圓の 書と 相 照し 合せて 考 へる とき、 更に 與深 きものが ある。 速 詠 を 無 邪 

氣に锌 る慈圓 はまた 速筆 を 以て 時人の 認 むる 所と なって ゐた OS^TSI) 事實 今日に 殘 されて ゐる數 

少なからぬ その 筆跡 をみ ると、 如何にも 奔放 不覊 飛ぶ が 如き 勢と 雄勁な な 力との うちに 高、 雅な氣 品 を 

湛 へて、 詠耿に 見出さる 、 執 はれざる 自由なる 態度 はこ 、 にも 躍如たる もの、 ある 事 を 何人も 見の が 

さぬ であらう。 そ して か、 る 無邪氣 と、 ュ ー モアと は、 先に あげた 多くの 詠の いづれ にも 感 せられる 


が、 次の 如き 詠に 就. 5- 最も はっきりと、 時には 極端な までに 掬み とら^る。 * 

. 目 にみ ゆる 畜生 はな ほ 美麗 也 この 世の 人 は 餓鬼 か 她獄炉  . 

何故に 世に出て たま ふ 釋迦佛 われ 救 はすば かこち 申さん  - 

聖人 を 天竺 震旦 求めても 身のう きこと を 云 あはせ はや 

業 平の 「世の中に 絕 えて 櫻の なかり せ は」 を 戯れに 駁 した 左の 一 首 も 亦 面白い。 

春の 心. のとけ しとても 何 かせん 絕 えて 櫻の なきよ なりせ は 

更に-  一 、一 

，  (かかる 力)  • 

馬 やとの 御子の めくみ を恃 むかな うしと 見る 世に ロロ匚 身 なれと 

石 卒塔婆 重なり 立てる 鳥邊野 をな と はかなし と 人の い ふらん 

などの 如き 駄洒落に 到って は 聊か 論外で あるが、. 而も かくの 如き もの を も 平 氣で詠 じて ゐる 所に も、 

却って 彼の 異 面目が はっきり 閃めいて ゐる とも 云へ やう。  ， 

慈 回が 新 古今 集 時代に 於け る 歌壇の 雄將 であった こと は旣に 定論 ある 所で ある。 が、 以上 考 へた 所. 

によって 吾人 は、 この 歌人が 一 面に 於て^ 謂 歌人と は 最も 緣 遠い 云 はく 素人 歌人で もやった 事 を 

知った。 —— 古人 謂 ふ 所の 「歌よ み」 と 「歌つ くり」 との 區別 はこ、 にも 聯想され てく る。 i - そし 

て 正に その 點に 於て こそ、 彼 を識る 上に 最も 重要な ものが 見出される。 卽ち彼 は 詠歌と いふ 狹ぃ 世界 

に跼蹐 する 所謂 歌人と は 根本的に その 態度 を 異にし、 反對 に、 自由 無碍に して 奔放なる 氣宇を 以て、 
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云 はぐ 上から 之に 臨む の 勢 を 持した ので あ ひて、 彼が 詠歌の， 言葉の 末にまで 漲り 溢れる 綽々 たる 餘裕 

は^に こ、 に 約束され てゐ る-」 定 家の 慈 圓に進 じた 涫息 のうちに 「御詠 又は 亡父な どこそう る はしき 

耿 よみの 耿 にて は 候へ、 定家 など は 知^の 力 を もてつ くる 歌 作 也」 と 述べた とい ふ。 定家は 慈 圓に於 

て 所 li 耿 人の 企て 及び難い 具の， 天成の 詩人 的 資質 を 認めた る ものと いふべ く、 又 以て 定家 はよ く 人 を 

瞰 り又己 を 知る ものと なすべき であらう。 

人 毎に 異る 立場と 心情と を、 人情の 機微 を 明察 洞見し、 以て 之に 心から 共鳴し 又 同感し 得る 深い 同 

情 心、 人 を 具に 理解し 得る 敏感なる 神經と 宏大なる 抱擁 力 —— 慈圓 をして 慈圓 たらしめ たもの、 右に 

みた 様に 慈圓 をして 特に 阈民火 衆の 爲に詠 じた 國民 詩人たら しめ.^ 所以の もの、 それ はかくの 如き 心 

の 力で あり、 爲^ 謂 ふ 所の 「知人 之 心」 そのもの も 蓋し 此の 如き ものに 外なら なかった、 とこ、 に簡 

^に 結論しても、 決して 無理で も 飛躍 ェ もなかるべき を. 信 やる。 卽ち 人の 「心」 に對 する 彼の^ 察の 

如何に 深く 又 多面的な るか、 か 、 る 問題に さ、 げられ た 詠の 如何に 數 多く 且舆 深き ものが あるか は、 

恐らく 何人も 認めざる を 得ざる 所であって、 慈圓 の、 而 して 特に その 詠の 研究の 舆 味と 必要との 中， 心 

は 正に この 一、 點に存 する. とさへ 感 せられる ので ある。 

身 はか り をな きになして は 過 くれと もさても うせぬ は ひなり けり 

心 あれ は、 ひなし とそ 思 知る うれしき もの は 心なり けり  、 

こ はいかに また こ はいか にと にかくに た ゝ 悲しき は 心なり け 


うきもう しつ ら きも つらし^: 故 に 、い ある 身に 何 生れ けん 

事 も S3 ひと ほらぬ 身な れ と も、 レは か， O はと まら さ， 9 け hv 

「心」 のさが に、 その 靈 妙な はたらきに 驚嘆した 慈圓 も、 現實の 「人な き」 世 を 見て は 人の 心の 弱さ 

と^さと が先づ 眼に ついて 一 應 之に 悲觀的 • 否定的な 判斷を 下さく る を 得なかった。 

人の 心つ らし と^ふ 人 なれと 人 を そた のむ 人の なら ひに 

秋の 空 は 月す めと て や 雲 はなき 人の 心の か 、らまし か は  - 

寶 とて あたなる もの を 積お くや 我に 知られぬ 命なる らん 

後の世に そ はぬ 寶を 積みお きて 樂 しむ 人 を 見る そ 悲しき，  . - 

ガ も 星 もさ やかに てらす 甲斐 そな きこの よの 人の 上の空 言 

目に 見 ゆる 畜生 はな ほ 美麗 也 この. 世の 人 は 餓鬼 か 地獄 か 

他の 心の かくの 如き 洞察 はまた 同時に 自らの 心に 對 する 深き 省察で も あ つ た。 

人なら は うらみ もす へ しいかに せん われ をす かす はわ か 心なり 

皆 人 は 心の底 を 知られな は 深山に もな ほ 住まて ありなん 

人い かく 生れた る 身の 嬉し さを僞 になす わか 心 かな 

かくの 如き 「人心」 に對 して 神 佛が之 を 見放す はもと よ. 9 であらう。 

歎くな よ 人の 心は佛 たに 思 ひかね て そ 捨てた まひに し 
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祌ょ いかにう しゃ 北 野の 馬場 ゆ， ふ埒の 外なる 人の 心 は 

神佛に 一 度棄 てられた 「人心」 も 併し 見放された ま、 ではなく 再 應の檢 討に よって 再び 救 はれ、 向 

上の 餘 地が. 見出され^。 

叶 はさる を 叶 ふる 方の あれ はこ そいます と は 思 へ 神 も 弗 も 

これ を 見ん 人 は 心 をみ かく へ し 大粱の むくのい にし へ の" 迹 

悲觀 と樂觀 との 絢 ひませ、 そして 最後に は 常に 樂觀に 落ち着かう とする 慈圓の 一般的 態： に 於て 見 

た、 かの 特色 は、 最も^ 大な 「心の 問題」 に 明に 見られる。 

心に 對す るせ 察の、 かく も多而 的に もまた 廣汎 であった とい ふこと は、 次に、 慈圓 の社會 における 

指^者と しての 自覺が 極めて 明確であった、 とい ふ 事と 結びつけて 考 ふる 時、 吾々 は 初めて 慈圓を そ 

の 人物と、 社會 のうちに 占めた その 地位と を眞に 解す る ことが 出來 る。 卽ち 右の 如き 「心」 の 考察が 

徒に 觀念 的に 墮せ すして、 その 眼 は 常に 眼前の 具體的 社會に 注がれて ゐ るので あ； 5、 卽ち 「知人 之な」 

と は 彼の ま はりに 螬 集した 人物のう へ に廣く 輻射した 彼の この &覺 であった ので ある。 

情より 人の 心 をし の ふこ そ 又な さけ あ^ 心な， o けれ 

品々 の 人の 心 を 思 ふとて さまさまになる 我、 いかな 

しるき もの をと みのを 川の 流に て 人 を 導く 底の 心 は 

しるき もの を 知らす とよ, V に 思 ふなよ 入 を 導く 人の ふるま ひ 


憂き か 中に 憂から ぬ 人 も ある もの をお しな へ てと は 思 はさら なん  - 

「慈 圓和尙 * ー藝 ある もの をば、 下部まで も 召 置きて 不便 にせさせ 給 ひけり」 との 傳へ (H が^ 1 は、 

か ゝる點 からみて 極めて 注目すべき、 意味 深き^ のが ある。 —— 「知人の 心」 深き 慈圓は その 最高の 出 

自と 社^的 地位と 絕大の 勢力と を 最もよ く 利用して、 すべてに 對 して 方向 を與 へたので あった。 百？ - 

の 大海に 朝す るが 如く、 衆 星の 北 斗 をめ ぐるが 如く、 時人が 擧 つて 慈圓を 一世の 大 導師と 仰いだ の も 

まことに 宜 なる 哉と 云 はねば ならぬ。 

以上、 主として 慈圓の 詠歌 を 通して、 その 人物 を 鳥瞰した。 最後に 吾々 はこ、 にみ た慈圓 のかく の 

如き 人物 性格が 何に 由來 して ゐ るか、 之 を その 生活環境 一般との 對 照の 上に、 考察、 批判して、 以て 

以上に 述べ た 所 を 更に 深く 掘り下げ てみたい と 思 ふ。 

一 

^久五 年 正月 十七 日の 座主 辭表 のうちに 慈 K, は 自ら 述 ぺて云 ふ。 

「小^、 周 旦漢赏 の 家より 出で、 靑龍玉 泉の 浪に 酌む」 云々。 

沸 者と しての 意識と 相 並んで 攝籙 家に 出自を もっとい ふ 事實が 如何に 強い 力 を 以て 慈圓の 念頭 を 支 

配して ゐ たかは、 右の 語に よっても わかる。 ひとり 右の 例の みで はない。 愚 管抄の 主張 も、 結局、 弗 

法と 攝籙 政治と によって 日本の 政治 は 保 たれて ゆく， とい ふ點に 落つ いて ゐる事 も 一 見して 明な とこ 
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ろで ある。 

慈圓 が、 かくの 如く 最高の 俗權 と敎權 との 雨脚の 巧みな 調和の 上に 立脚して ゐた、 とい ふこと は、 

凡そ 彼を觀 察する 上に 見逃す ことの 出来ぬ 重要な 根本的 事赏 である。 卽ち 以上に 見て 來ぉ 彼の 業績と 

性格と はこの 點を 外にして は 正當に 解す る ことが 出來 ない。 —— 一 面 不徹底と いふか、 乃至 は 深刻 さ 

や 鋭 さに 於て 缺 くる 所が あると い ふ 慈圓の 業績と 性格との 特色 は、. 蓋し こ V に 基いて ゐ るので ある。 

慈 回の 詠が その 觀察 面に 於て 廣汎 であり、 把へ 方に 於て 多角的で あ， 9、 その 間に 豐な餘 裕と穩 かさ 

とュ ー モアと を^へ て ゐる事 は 前に 見た所で ある。 卽ちぞ の 特長 は 云 は V- 裕 さに、 幅に 宏 さに 存す 

る。 "かそれ だけに、 その 深さ， 强さ、 烈し さに 於て は 或は 物 足らぬ ものが 多い。 例へば、 慈 圓の關 心 

の 中心であった と考 へられる 『心」 の 省察に 關 する ものに 就いて 見ても、 それが 人心の 機微 を 穿ち、 

その^^ を w、  ^に 竹 綮を衝 いて 人 をして 反省せ しむる もの を もって ゐる。 觀 察の 卓拔 なる 把へ 方の 

奇發 にして 表現の 巧みなる 點に 於て はよ む もの をして 三嘆せ しむる ものが ある。 にも 不拘、 それ は そ 

れ だけに 止って、 それ 以上に 突き 貫く 深刻 さ を 持たない。 深く 傷心して 永く 忘れん として 忘れ 得 ざら 

しむる ほどの 力、 寸鐡刺 人 底の 鋭利 さや 辛辣 味 を 含んで ゐ ない。 裕 さや ュ ー モアの 溫ぃ 衣が その 烈し 

さ、 その 力 を 殺いで ゐる。 —— 慈圓め 特に その 藝 術の 短所と 同時に その 長所 を、 吾々 はこ、 に 見る。 

吾々 は， 慈圓と 親交 を 有した 两 行 一 及び 賴 朝との 對 比に 於て、 なほこの 點に 接近す る ことが 出來 やう。 

:€： 行が その 出自を 忘れ、 世俗 を捨 離した^ は 人の 知る とほり である。 賴 朝の 請 問に 對 して 「弓馬の 事 


は. 在俗の 當初、 悠に 家風 を傳 ふと 雖も 保延 三年 八月 遁世の 時、 秀鄕 朝臣 以來 九代嫡 家相 承の 兵法 燒 

失し、 罪業の a たるに よって. 令の 事 曾て 心底に 殘し 留めす、 皆 忘却し 了ん ぬ」 (吾妻 鏡、 文治 二 年 八月) と 

答へ て藝 術の 一道に 專 注した 西 行の 和歌が II 和， 歌に 徹した (之に 對 して、. 筆者 は 慈圓は 上から 和；^ 

に 臨んだ、 と 先に 表現した) 西 行の 詠が 隅々 迄 一 種の 傷まし さに 徹底的に， 浸透され てゐて その いづれ 

いかなる 詠に 於ても、 之に 接する 者 をして 惻々 として 傷心せ しめす にお かぬ 痛切 さ を もつ 事 は 何-^ も 

知る とほ， o である。 —— そこに 西 行の 力が あり 深さが ある。 戰 慄を感 せし むる までの 徹底 性が ある、 

がその 事 は 同時に 宏 さと 圓 さと を缺 くこと を 意味せ る もの である。 

徹底 性に 於て 賴 朝の 政治の 最大 特色が 見出される こと も餘 りに も顯 著な ところで ある。 賴朝 自身の 

少時の 公家 的敎養 —— それ は 頗る 低から ぬ もので あつたに 拘 はら や. —— -の 如き はっとめ て 之 を 忘れ、 

冷鐵の 如く 鲩勵に 武家 主義に 邁進す る 所に 彼 は 自己の 使命 を 見出した。 武家 幕府の 確立と 武家政治の 

著赏 なる 進展と がその 上に のみ 成功 を 見た 夢 は 云 ふまで もない。 が 同時に その 肉親 將士の 芟除と いふ 

如き 暗 黑面も 亦 多く その 邊に 必然的に 胚胎して ゐ たので ある。 

一. 方に 徹した —— .瞎 い 方面から 云 へ ば 一 方に 偏した. —— か  >  る 態度 は、 こ  >  に 慈圓の 態度 を 一 層 は 

つきり と 照し 出す。 この 二人の 如くに 1 方に 徹し 切る 事 は 慈圓の 資性と 境遇と が 許さなかった 。\ 秋霜 

烈日、 苛 察 人に 過ぎた 賴朝弋 自ら 手足 を斷ち 自ら 子孫 を滅 した。 ひたすら 淸淨 潔白の 一路の み を 追 ひ 

もとめた 西 行 は、 その 極 俗世 を 忘れて 狹ぃ 世界に 跼蹐 して 了った。 自ら 求めて いはぐ 偏した 世界に 偏 
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した 生 を" 送った この 二人と 親交 を繽 けつ、 も、 慈圓 は、 調和と 圓滿の 世界に 住すべく、 その 一生の 行 

き 方に 於て は 遂に 袂を 別たざる を 得なかった。 「この 身 を は 水に う つれる 月 かけの 浮 ふと や 云 はん 沈 

-む とや 云 はん」 の 一首の 如き も その 境遇のお のづ からに 口に 出で たもので あらう。 而も、 彼 はよ く 之 

- に堪 へた。 常人 を 浮動せ しめす に はおかぬ 不徹底に 坐しながら 之に 浮かされなかった。 逆に 最もよ く 

之 を 利用した。. この 兩 脚の いづれ にも 偏す る 事な く 却て 巧に 之 を 採り つ、、 その上に 立って 以て 自ら 

活動す ると 共に こ  >- に 立って 活社會 に 臨んで 人々 を も動炉 した。 人々 に 方向 を與 へ、 人々 をして その 

志 をな さしめ た。 慈囬の 「心」 の 省察が、 その 面に 於て 極めて 汎く、 その 同情 同感の 念に 頗る 深き も 

の ある ボは、 右の こと、 深く 相關聯 して ゐ るので あって、 一 方に 偏し なかった 慈圓の 心からお のづか 

らに 生じた 溫潤 玉の 如き 柔 さと 茫洋 海の 如き 餘裕と は 人々 をして 慈 W の 心腹の • つちに 安息 所 を 見出さ 

しめた。 慈圆の 不徹底 性 はこ、 に その 輝き を發 する ので ある。 「知人の 心、 人に 過ぐ」 の 語 はかく 考 

へ る 時 最も 徹底して 解し 得る であらう。 

慈圓の 人物と 態度と、 而 して 和歌と にあら はれた かくの 如き 不徹底 性 は その 著 「愚 管抄」 にもう か 

リ， や，^ r.:  ♦ ,  ,  、 

が はれる。 た *、 こ、 では： 特に 同 著の 政治 觀で， は、 前者に 於て 調和 的な よい 方面が うかぐ はれた に 反 

して、 それが 云 はぐ 不明瞭な ものと して あら はれて ゐる點 が 特に 吾々 の 眼を惹 くので ある。 

愚管抄 は相當 によみ づら いもので あるが、 その 然る 所以 は、 私見に よれば 決して 內容 の高尙 深奥な 

るが 故にで なく、 却て 著者 慈圓 自身に 自分の 氣 持の 核心が 人の 目の前に はっきりと 示し 得る ほど 明確 


にっかめ てゐ ない、 とい ふ 事の 結果な ので ある。 —— こ 、にも 吾々 は 慈圓の 複雜な 政治的、 社 會的地 

位 * 境遇の 明かな 反映 をみ る。 抑々 「まこと」 を 尊んだ こと、 虚言 を 吐く こと は慈圓 自身の 氣 持が 許 

さなかった 事 は、 彼の 多くの 詠 を みても 明かで ある。 

まことなら てまた 思 ふこと はなき もの を 知らぬ 人 を は 间 か うらみん 

ことわり を まことの 道に 人る  >- ょゲ身 はなき もの を 世 を いかに せん 

すむ 月よ 卷の そら ことい かに せんこむ るかす みのうら めしの 世 や 

い つ はりの 舌の 先 こそ 悲し けれ 钆の宫 はお はし まさ ぬ (n 一 

月 も 星 もさ やかに てらす 甲斐 やなき この 世の 人のう はの そら こと 

わするな よま こと をし るす もし ほ 草し きつ の很 にくちん 世. ^て も 

のみなら す r 是に はかざ， o たる 事、 そら 事と いふ 事、 神佛 てらした まふらん、 一言 も 侍らぬ 也 - と 

愚 管 抄の屮 にも はっきり 虛言 せざる 旨 を ことわつ て 居り、 元來、 愚 管抄を 書いた と い ふ事實 それ 自身 

がま ことの、 偽な き 歴史が ほしいと いふ 動機に 枳 ざして ゐ るので あって、 結局 愚 管 抄全體 を 貫く 氣分 

と 結論と は 慈圆の いつわらぬ 本音と 觀 るの が最ぎ 自然で ある。 この 事 は 愚管抄 の文體 そのもの とも 符 

節 を-合する」 卽^ 慈 圓が愚 管抄に 故意に 暧 味な 筆を揮つ たので はなく、 その 氣 分が おの づ から あの 様 

な 文章と して 溢れた とする 方が 眞に 近い。 

かう いふ 觀點に 立って 愚 管 抄の考 へ 方 を ふり かへ ると、 慈 圓の氣 持に は、 少く とも その 一部に は 如 
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一 

何に^ 漠 とした、 瞹 味な 世界が 存 した かぐ 想像され る。 とい ふの は、 愚 管抄を 煎. じつめ ると 色々 奇異 

な 割 切れない 結論. が 出て くる。 神代 は 上代な ろ 故に 理想的 時代な りと いふかと 忍 ふと 佛法 のなかった 

點 で逍慽 とされる 如くで あり、 院政 も それ 自身で は 政治の 正しい 姿で はない が 末世 相應の 政治^ 態と 

して 一 應^ 體の 上から も 承認され る。 がそれ はわが 國の 末世の 理想的 政治 形態と しての 攝籙 政治 を排 

する 限りに 於て 認められ や、 而も こ 、 に 理想 視 された 攝籙 政治が 今度 は 保元亂 以後の 末世の 末に 到つ 

て は 必然の 理 として 攝家將 軍の 政と なって 來た。 が、 それ も祖 神の 計ら ひに もとづく ものであった。 

—— 吾々 は どこまで 追窮 すれば、 慈 回の 本意に 到達す るの か。 —— かう して 追^ かけて ゆく 限り、 吾 

々は 多岐 亡羊の嘆 を發 せしめられる だけであって、 一 箇所に 於て 慈圓を つなぎ止めよう とする こと は 

結お 却って 慈圓 をつ かみ 損 ふもとで ある。 慈圓の 本意 は その 一 々の 議論の 中に あるので なく、 云 は V- 

その 紙^に あり 行 問に 存す るので ある。 時代と 共に、 殊に 保 元 以後 「おちく だる」 一路 を迎 つて 來た 

わが！： め 政 沽が結 W 飢^に かへ つた、 今 は 道理 ある、 而も 末世で 道理な き 時代で ある、 とい ふ 結論め 

いた 言葉に、 慈则 の、. .a 分に も はっきり しない 氣 持が 明に 吐露され てゐ る。 理想と 現 實と兩 方に 充分 

に^ を ひらいて ゐる 慈圓、 而も 正直 一 途 の慈圓 として は 結局 わが 國^ 政治 を 美醜 善惡 いづれ とも 云 ひ 

きれや 悲覜 の^を 通して 樂觀の 光 を 彼方に 要請し つ 、その 間に 彷徨して ゐる のが 本當の 姿で あらう。 

「；白 王」 の考. へ 方に ついても、 一 體百 王と する のかし ない のか 結局 はっきりして ゐ ない、 とい ふの も 

かう いふ 根本 態度の 最も 顕著な あら はれで あらう。 —— 右. とも 左と も 云 ひ 切らう としない、 云 ひきれ 


ない 所に 吾々 は 慈圓の 正直な 氣持 をよ み 取る のであって、 慈圓の 不徹底 性 はこ く に その 全貌 を ^呈し 

てゐ る。 彼に 思想家と しての 透徹 を 求める の は元來 無理で あつたので あり、 從 つて 愚管抄 は、 かう い 

ふ 意味で は、 はっきり 讀め ない とする 方が 正直で あり、 之に 何等か 特にす ぐれた 思想 を豫 想し つ、 立 

向 ふの は 却て 力負けに 陷る であらう。 ——- 愚 管抄に 於て 吾々 は 慈圓の を 求めない。 そこに 第一 に 

求められ、 又 見出され るの は、 その 人物で ある。 正直に して 眞摯、 而も. Hi 由 宏大に して 濶達. 瑰碍の 輪 

廓のう ちに 燃 ゆるが 如き 熱情 をつ 、 んだ 人物 そのもの である。 

「殘る 事の 多 さ、 書き 盡 さぬ 恨み は 力 及ばす、 さの みはい か、 く誊 きつく すべき」 と 遺 慽の意 を 表しつ 

つ 慈 圆 はは) 管 抄本 文の 筆を擱 いた - 慈圓 その 人を考 ふるに 當 つても、 ， 吾 々は 同じ 感懷 をいだ くもので 

あるが * とにかく ー應^ の 人物の 素描 を 終へ た 今 は、 姑ら くこの 冗漫な 叙述 を 止めて 餘は他 を 期す 

る こと、 したい。 たぐ 最後に、 慈圆 こそ は 最も^ まれた 生得の 資質と 與 へられた る 境遇と を 最もよ く 

^しく 火き く 活用して. in 「しの！！ 充 につと め、 同時に 社 會の進 運に 寄與 した 一人で あ 一って、 吾々 は その 

境遇 を^ 望す ると 共に、 常人 を 安逸なら しむ ベ き 高位に 在り 乍ら 一 生男猛 精進 を 忘れ や 以て 圓滿 な發 

達 を とげ 得た その 努力の 精神に 萬 幅の 敬意 を拂 はすに ゐられ ぬ、 とい ふ 一 點を 特に 明かに して 以上の 

結； i;! 代へ たい。 . 

おも ひたつ 道に し はし もや すら はし さも あらぬ 方に 迷 ひも そす る 
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.  三慈圓 詠歌 私抄 

慈 園の 心事と、 垵^ と、 ^f. 信念と、 彼が 多角的なる \ 物と 一生と を愿 ぶよす がと して、 拾 玉 

集から、 目についた もの を^つ か拔 いてみ た" 何等 類^ 類別 もせす に卷を 追うて 抽出した S に、 或は 

雜然 として 徒らに 目う つりす るの 感を與 ふ べき もの ある べき も、 欤人 としての 慈圓の 根本的に 重要な 

ー點、 咳垂璧 をな すの 趣きに 却って その 間にう か r はれる と 信 やる。  - 

〇述  填  、 _ 

た.， T ち ね もまた たらち め も 失せ 果て ゝ 賴 むかけ なき 歎き を そす る 

みつし： のたく^ 多 かる 世な れ ともた ゝ 我の みと 思 ひ 知られて 

もろともに 伴 ふ 人の あら はこ そい ひ あはせ つ ゝ憨 めに せむ 

しの ふへ き 人 も あらしの 山寺に はかなく 止る わか 心^な 

うき 身に はしし ま をた にもえ こそせ ね 思 ひ あまれ は ひとり こたれ て 

大空の 思 はむ こと も はっかし な 差し 仰き つ、 かくてす くさ は  一 

みな 人に 心の底 をみ せおれ は 深き 思 ひ を あはれ みやせ む 

さそと 云 は、 まこ.. o にさ そ と あとうち てな やそ やとい ふ 人た にもな し 

え ひす こ そ もの ゝ あはれ は 知る ときけ いさみち のく の 奥へ 行かな む 


すみ.^ の 袖 を そし ほる たらち ねの あらまし か はと 思 ひ つ、 けて 

. 0 春 .  ^に 

あ さまし や 散.^ 行く 花 を 惜しむ 問に 械も つます あか も 汲まれす 

C 菊 

山^み た >  か / ヽ 友と リり にけ りさよ ふけ 方の 為の こ ゑ 

柴 くりの 色つ く 秋の 山風に 梢 を ちらす の 木 葉 猿 かな 

いかにせ む 友 こそな けれ 山の 犬聲 おそろしき 夜半の ねさめ に 

谷川の 昔に 月す むみ 山 へ は そ へ さ へ 冴 ゆるむ ささ ひの 聲 

心なき 人に 心 をつ けと て や 秋と い ふころ の 世に は あるら む 

〇 雑 

こ はいかに 又 二 はいかに とにかく にた ゝ 悲しき は 心なり けり 

い たつら にくれ ぬと 惜しむ 年月 はた ゝ ことわり を 思 ふなり けり 

思 ひたつ 道に し はし も 休ら はし？ も あらぬ 方に 迷 ひも そす る 

朝夕に 頭の 火 を も はら ふかな うきよの こと を E.^ ひけ つと て 
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いはけ なき その かみ 山に わかれに て わかたら ちめ の 道 を しらは や 

いつ かわれ 苦しき 海に 沈み ゆく 人 皆す く ふ 綱 を おろさむ 

納めお く 千々 のこ かね も 身に そ ひて 黄なる 肌と なら はこ そ あらめ  - 

わた.^ 川 我し つむと もい かにして 人 を 助く る 舟よ そ ひせむ (以上 卷 一) 

〇 春  雨 

恭 かさ は爾 うち そ、 く 山 にもの 思 ふ 人の ゐ たる ク くれ 

水く も. o に^くむ 蘆 を 食む 駒の 影 さ か さまに， なれる- ) の世炉 

〇 雁  Z  . 

花 を-一 そふり 捨てし かと 雁 かねの 月 を はめつる 心 ありけ り 

〇 山  、 ， 

世 の 中 を 心 高 くもいと ふか な 富士 の 煙 を 身 の 思 ひに て 

C 山  家  \  - . , . 

岡の へ の 里の ある ヒを たつ ぬれ は 人 は 答 へす. a! おろしの 風 . 

世の中 を 思 ひも 入らぬ 人に さ へ 心 をつ くる 秋の 山里 

〇 無  常 

みな 人 い 知.^ 顔に して 知らぬ かな 必らす 死ぬ る わかれ ありと は 


七 


おん」 いは ふ 心の底 をた つぬ れは贫 しき 民を撫 つるな りけ な 

〇 椎 0 躑 n 

山人の 爪 木に さけ ろ おつ ゝ ち 心 ありて や 手 折， o  くしつ る 

〇 滎 火 透 簾 

軒 近く まか ふ滎 のす き 影に けに 玉 f 山み すかけ てけ り 

C 深 ^^川 

火^- 川 ふけ ゆ く^ 半の 鵜 M 舟 これ も 世 渡ろ 近に そ ありけ る 

C% 火 忘 冬， 

1： 火の あた h をぬ るみ ^ひねに 夢に 見えぬ る 花 さくら かな 

0  ^  M 屬 ひ" 

R の" .1 にか はり ゆく める^ I の. E-  5 心の底 にと まり ぬる かな 

冬^ f  \, 山も^ し^^し すめ る 心 はな ほ淺 ぐの み 

OS  瘦  、  ， 

^の屮 をい とふと いはむ 人 ことに わか 心 を はくら へて しかな 

K 慈阓 付^  w  ^ 
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松の 門の 跡 を m 心 はぬ 身なりせ はまこと に 家 を 出て まし ものお  ノ 

まて 問 はむ 物 思 ひなき 人 を据 ゑて^ 雨 はれぬ 山里の^  • 

/  -  C 荻 

昔せ す は 誰かし の はむ 吹き 過く る 風 こそ^の 情なり けれ. 

〇* 山 、 

世の 巾に 山て ふ 山 は 多 かれと 山と は 比^の 御山 を そい ふ 

つ te&  .  ,  iv、  ノ  .... ム V  ,  ^  .• 

桃の 花 その くれな ゐの あまりに は彌 生の^ V 色に ぶ すらむ 

年 を經て 知られむ^ の 人 も かな 井手の 山吹ち り 果てぬ とも 

さなへ とる 山 田の くろの タ^-に いそく 植ゑ女 を あはれ とそ^る 

大 井川 a こそ 波に うか ひぬ れ螢飛 ひか ふ 夕^の 空 

0 冬  ノ，  ノ 

1^ は乂 山よ. n- 出つ と 見 ゆる かな 松き る 賤の歸 るけ しきに - (以上^  二) 

〇 うめの はな 

一 
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春の 花 厭 ひ 厭 はぬ 風 なれ や 梅に はに ほひ 散る は 櫻に 

〇 とこなつ  . 

露 をけ さ拂 はて そ 見る とこなつの 色に 光 を そ ふ る、 玉と て， 

〇 はじ もみお 

もの ことに 秋の あはれ はありし かと 心に 染 むは 木の葉な りけ， o 

賠 る！；？ を あら ふ 展と思 ひ 知れ 薄く 害 き つ る 今日の 玉 つ さ 

つ  - 

C 

思 ふこと 何 そと 問 はむ 人 もかない とざわ やかに いひ あら はさむ 

0 -ネ 、  , ， - . ン -、.  ，. \. -、 

山 樱思ふ あまりに 世に 經れは 花 こそ 人の 命な り けれ 

^の 花な かむ る ま 、 の 心に て 幾 ほと もな き 世 をす くさ はや 

かねて 思 ふこと はさな からた か ふ 世に この ことわり を 背く 花 かな 

ひ 月-  . 

あ.^ あけの の 行方 をな かめて そ 野 寺の 鐘 は 聞く へ かりけ る 

〇佛  寺  .5 

五 慈阆 t  :l  ^ 究 
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嫌 <*昤 代の 思想と 文化  -  一七 八 

わか 阈 にか V る 寺 こそ またな けれ 高き み 山に 殘る御 法よ  < 

〇 山 • 家 

都に もな ほ 山里 はありぬ へ し 心と 身との 一 つなり せ は 

〇 鄹  躅 

つ ゝ し^く 片 山：， ！i の 岩角に 夕日の 色 は 見る へ かりけ り 

〇 山 

末 をく め わか 山川の 水上に 御 法の ふち は 有りと 知らす や 

^は ほり は 夜 も^たてぬ 古寺に 內外 もな く 飛 ひま かふな り - 

〇 紙， 魚  ， 

いかにせ む 御^の 塵を拂 ふに も 紙魚の をし へや^: 殘 ちらむ 

^  o  、  V  ^.M^v  、 . お" ん お .:. • 

比 欷の山 雪の まとう つ 物 やなに 見 殘す法 も あらしな りけ り 

品々 の 人の 心 を 思 ふとて さま/^ になる 我 かひ かな •  - 

い つかわれ 幾らの 誓 ひ あら はして 道より 道に しる へ を もせ ひ 

うきなから 心た.^ まて 長ら へ ぬ 法の しるし を賴 むしる しに * 


これ そ さは 憂き身 を やかて 佛 そと、 いえつ へ き、：； 3 ち こそ すれ 

〇 雑  .  . 

世の中の 深き あはれ を 知りな からよ そちに 過き ぬ 住 jit の 神 

うき 世 を もな ほ 住よ しと 田 3 ふらむ 人の、. ：3 はけに も はかなき 

一 〇 述  懷  、 

祈る へ し 昔に か へ る 我 か圃を さて 長ら へ む 住 杏の 神 

い かて われ 人の 心 を 住よ しと 思 はむ 國に^ を やと さまし  (以上 卷 111) 

〇 夏  、 .  .. 

ふるさとの 軒の たち はな 雨 馴れて 寂しく かをる 夕 くれの 空 

夕立の 烈し かりつ る名殘 かな はれ ゆく， 邊に殘 る 雨水 

賤の男 か 更け ゆく 闇の 門^み 好 もしから ぬまと ゐな りけ り 

荻の 音 も 招く 尾花 も 松風 も - つ あはれ の傳 ふなり け， 9 

〇戀  *  、  - 

けしきせ はさ も あらぬ 様に いひな しっ^りな. はいかに 我 か 言の葉よ 

.. c 山 . . 家  喊 

. 五 慈^.! 2:止 硏究 
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わか^に か V る 寺 こそ またな けれ 高き み 山に 殘る御 法よ 

〇 山 • 家 

都に もな ほ 山里 はあり ぬ へ し 心と 身との 一 つなり せ は 

〇 躑  躅  . 

つ ゝ し 咲く 片山 岸の 岩角に 夕日の 色 は 見る へ かりけ り 

〇 山  < 

末 をく め わか 山川の 水上に 御 法の ふち は 有りと 知らす や 

^は ほり は 夜も戶 たてぬ 古寺に 內外 もな く 飛 ひま かふな り 

C 紙 ， 魚 

いかにせ む 御^の 塵を拂 ふに も 紙魚の をし へや 尙殘 ろら む 

"4.0  、v.  ，き  、 

比 叙の 山 雪の まとう つ 物 やなに 見 殘す法 も あらしな りけ り 

品々 の 人の 心 を 思 ふとて さま/^ になる 我 かひ かな • 

い つかわれ 幾らの 誓 ひ あら はして 道よ. 9 道に しる 、 を もせむ 

うきなから 心た.^ まて 長ら へ ぬ 法の しるし を賴 むしる しに ， 
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これ そ さは 憂き.：^ を やかて 佛 そと、.： b えつ へ き、. ち こそ すれ 

世の中の 深き あはれ を 知りな からよ そちに 過き ぬ 住. ll-c の 神 

うき 世 を もな ほ 住よ しと 思 ふらむ 人の 、いはけ にも はかなき 

-〇 述  懷  、 

祈る へ し 北 E にか へ る 我 か阈を さて 長ら へ む： ^十 ：！： の 神 

い かて われ 人の 心 を 住よ しと 思 はむ 國に^ を やと さまし  (以上 卷ョ) 

〇 夏，.  . 

ふるさとの 軒の た は な 雨 馴れ て 寂しく かをる 夕 くれの 空 

夕立の 烈し かり つる 名殘 かな はれ ゆく 野 邊に殘 る 雨水 

賤の男 か 更け ゆく 闇の 門^み 好 もしから ぬまと ゐ なりけ り 

っ大  . 

C  ^  -、 

荻の 昔 も 招く お 花 も 松風 も . つ あはれ の傳 ふなり けり 

〇 戀  ，  、  ~ 

けしきせ はさ も あらぬ 様に いひな しつ ^り な はいかに 我 か 言の葉よ 

. 〇 山  家  に 

, 五慈趵 . は ；止 0 究 
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山里に ひとりな かめて 思 ふかな 世に すむ 人の 心 强さを 

物に ふれて 情 そ 多き 山里 は 心 ありて そ： W む 、かり ナる 

山里に 訪ひ來 る 人の 言の葉 はこの 住 ひこ そうら やましけ e 

堪 へしの ふ 人 や^から む 山里 は^の あはれ のす みかな， O けり 

〇 述  . 懷 

君 も 聞け これ そお も ひを述 ふること 法を弘 めて 人 を 助けむ 

古風 をい かて 御山の 吹かせまし^ の 裏 葉の か へす〜 \ も 

あはれ にも 袖 こそ 濡 るれ 手に 掬 ふ 御 法の 水の 末 を 思 ふに 

おしか へ し 忍 ひ 知る かな 世の中に 長ら ふるこそう き 身なりけ り 

何故に この 世 を 深く 厭 ふそと 人の 問 へ かし 易く 答 へ む 

わかた のむ 七の 社の ゆ ふたす きか けても 六の 道に か /すな 

神^ やみ もすそ 川の その かみに 契りし ことの 末 を 違 ふな - 

〇 紅  葉 

秋 も 暮れて 紅葉 も 散りぬ 山里に  と ま る. ！2 もる ゝぇ リれな り づ hs 

〇 述 - 懐 

この 世 苦し 今 は 昔に 吹き か へす 休む ほと こそ 山お ろしの 虱 
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淺 きこと 摩訶 退く こ、 ろ 起り ぬる 眞俗 1 諦 末の世の 春 

人 は 知らし 誠の 道 を 思 ふとて 誠の 道 をよ そに 見る と は 

- 〇 池 晚速芳 謝、 窗秋竹 意 深 _ 

風に ほふ 池の 蓮に 夏た けて 夕 慕 竹の 色そ凉 しき 

〇 殘影燈 閉牆、 斜光 月穿牖 

V ゾリ. f  ， に * も もパ-  . ノ ひ，， 了-. -  «  ^ 

秋の 农は 壁に 燈 消え やらて 共に 傾く 月 そ 悲しき  ， 

. 、 . . きま 應  、奢 

紫の 山 有 明め 月 はめく.^ 來て わか 立つ 杣 の^に そす む 

色 まさる 松 こそ 見 ゆれ 君 を 祈る 春の 日吉の 山の かひよ. 9  、 

うせ 5- らぬ 、いはな ほ も 高瀬舟 さしもう き 身と & ひし かと も 

世の中の 人の 心 を 思 ふ { 仝に 倂に 月の 雲 かくれ ゆく  • . 

生.？ てな ほ 友な き 闇に 迷 ふかな 誰かた め 月の くもら さるら む 

わか 心 奥まて われ か 知る へ せ. よわ か 行く 道 は 我の みそ 知る 

心 ある 人 も あらしの 吹く よに はた 、 無き こともう き 雲の 空 

何とかく そむく 心の 深から むこの 世に こそ は 生れた る 身の 

深さ 知れ 人の ある を そ 世と は 云 ふそむ く は 人の 世 も あらし かし 

五 慈阆 i5 正 研究 
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わか 心 かくさし はやと 思 へ とも 見る 人 もな し 知る 人 もな し 

わか 心 かくさ はやと は 忍へ とも 皆 人 も 知る 皆 誰も 知る 

身 はかり は 無き になして は 過 くれと もさても 失^ぬ は、 いな， 9 けり 

世 をな けく 心のう ち を 引き あけ て 見せた^ はと 55 ふ 人た にも かな 

うれし 悲し わか 思 ふこと を 誰に 云 ひて さは さかと たに 人に 知られむ 

人と かく 生れた る 身の 嬉し さ をいた つらに なす わか ふかな 

この 身 を は 水に 映れる 《T 影の 浮 ふと やい はむ 沈む とやい はむ 

通る へ き 道 はさす か に 有る もの を 知ら はやとた に 人の 思 は ぬ 

人なら は 恨み も. す へ しいかに せむ 我 をす かす はわ か 心なり 

神よ いかにう しゃ 北 野の 馬場 ゆ ふ埒の 外なる 人の 心 は - 

奴く とよ 人の 心は佛 たに ml ひかね てそ^て たま ひに し 

おろかな りた ゝ け ふ/ \> と 忍 へ かし 知る も 知らぬ も 今 幾日 か は 

神 も 見よ 佛.. 照らせ 入 知れす 法の 爲 とて 今日 まて は經ぬ 

钢夕 に！： に隱 してむ す ふ 手のう.？ 世の 綱 をと かさら め や は 

心 3 し^に 深くて 年た けぬ 又 生れても また や 祈らむ 

0 旋 頭 耿 
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4：： への み 山の 寺に むす ^ を-うち 拂 ふに そ 昔に かへ る 

〇 誹， * 諧  ■ 、 . 

月 も 日 もさ やかに こぞ 照す めれ いとけ きたなき 人の ひ を 

、 ^ 一、 い-一 で  # 

人心 神に たかは ゝ まの 竹の ゆるまむ 方 を 矯めて 見 上 かし . 

〇 神  祇 

賴む そよ 天 照 神の 春の 日に 契りし 末 は 何 か 曇らむ 

〇 雨 

梅の 花 霞の 雲の 春雨の 雲に なり ゆく 夕 かすみ かな 

身のう さ を こまかに 思-ふ 夕 くれに 袖の 上 まて 春雨 そふる 

〇 池  〔 

寺 ふりて 池の 蓮の 花 さかり 染まぬ 色に も 取む 心 かな 

池に 哚く花 は 濁りに しまねと も 心よ 色に 深く 染 むかな 

〇 夜  - • 

ffi ゆる 夜の 枕に 消えぬ 埋 火の おこす にお こる 世 を 祈る かな 

, 〇 旅  、 

旅の^に パ^る 皮卞め E 心 ひこ そ 秋の 心の かきり なり けれ 

五 お 正硏究 
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〇 山  家  f 

山里よ 唯 秋と いふ 名 はかりに なかめ し 色の 皆 か はり ゆく 

〇 草 

夏の 雨 に 庭の さゆり は 玉 散りて- しく 晴る ゝ 夕 くれの^ 

0 述  懷 

如何にせ むひと り 昔を戀 ひかね て老の 枕に 年の くれぬ る 

誰に 問 はむ 降れ はそ^ も 積り ける こ は 何故に 消え 殘る身 そ 

〇 春 

祝 ひそむ る 民の かまとの 朝け より 年 ものと かに 霞た な ひく 

今日 そかし なつな はこ へら 芹 摘みて はや 七草のお もの ま ゐらむ 

花の 枝に 掛けて 數そ ふ 鞠の 音の なつまぬ 稗に 雨注くな り 

片岡 のした. 9 柳のう は 霞繪 にかく もの は 是れか あらぬ か 

春の 駒の パ 毛の 尾髮 白妙に 花 散る 野 邊に櫻 狩せ む 

〇 夏  、： - 

ぉ楓靑 きひと へ に 紅の 袴と 見 ゆる 岩つ ゝ しかな 

いさ 住まむ S の 木立の 木 ゆもとに 芝靑み ゆく^の へ の 里 

V ノー  -..  ノ  -. - -だ …^； に •  .  .  、  ノ， 
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奈 良より と 聞 ゆる 瓜 を 大和 路ゃ いかて 持つ に 夫 少し 許さむ 

肇  * 

夕立の 雲より 出つ る 月影 そか わかぬ 庭に 冰を そしく 

- 賤の女 もお ほち ゐっ ゝ に 夕凉み ふる 帷子の 足 洗 ひして 

納 殿の くる 、 の妻戶 おしあけて 今， 日 七夕に かす もの や 何 

士^に 脔 ぬりの こす^ まても す さ めす 宿る 秋の 夜の 月 

C 冬  •  /  -. 

冬の ませに 鄉 こそ は 咬け な つかしみ 下 紫の 色 もめつ らし 

!i の 葉の もみち ぬからに 散り 積る 奥山 寺の 道 そ 悲しき 

初雪の 降りす さみた る 雲間より 拜 むかひ ある 新月の 影 

冬の 來て 食む にものな き 牛の 仔の 瘦せ ゆく 里の 頃の さ ひし さ 

火^の 炭 をいた ゝ く 賤の女 はは 、 き はかり や 情な るら む 

ふた はより 心に かくる 葵 草 かさねてす ゝ く 和歌の 浦風 

偽りの 舌の さきこ そ 悲しけ れ^の 宫の おはし まさ ぬ 

月 も 星 もさ やかに 照す かひ やなき このよの 人の 上の そら こと 

五 慈圃^ 正硏究 
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. こし 方 を 皆 悟れと も かひ そな き 今來る 道に 迷 ふ 心 は 

それ もい さ 爪に 藍し む 言の葉の しいし 取りお く櫸 姿よ 

山里に 住み^て 住む や これなら む その 人た にもな きょな りけ り 

思 ひ 知る 心の 綱 を 四 方に 引きて 老 のね さめの 亂れ ゆく かな 

もの ゝ 恥 を 思 ひ 知る 人 はとに かくに 心と 身と そ 世に よ， 5 難き 

貧しき は 誰か^ なれ や 物 を 持た は 人た のみこ そ 取らせた き 身の 

有らせ はやと 见 ふ 人の みう せ 果て ゝ あらされ かしと 思 ふ 人の み 

折々 にい^-ふ ものから 情 ある は 花 さそ ふ 風月に 浮 雲 

蕃し惡 し を 思 ひ 知る 人 そな には瀉 とても かくても 世に 有り難き 

麻 手 ほす はっきの 枝に ゐる 鵃の靜 かなら はや 賤か庵 まて 

何となく 通 ふうさき も あはれ な- o 片岡 山の 庵の 垣ね に 

思 ひくまの 人 はな か/^ なきもの を あはれ に 犬の 主 を 知 るら む 

み牧 より 草 負 ふ 馬の 口の こ を 見る も 悲しき 世の 習 ひかな 

紺 搔のゑ 紺の 淺葱 をと に 乾して なによ く ほか や この. 世な るら む 

町く たり よろ ほひ 行きて 世 を 見れ は 物の ことわり 皆 知られけ り 

淀大津 送り 迎 ふる 年の はてた ゝ 道心の ものに. そ あ ける 
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擔 ひもつ さう きの いれと まち 足駄よ を 行く 道の ものと こそ 見れ 

碓 ならむ 目お しのこ ひて 立てる 人 一 つ 世 渡る 道の ほとりに 

比 叙の 山 竪義ゃ 近くな り ぬらむ 夜半に 冱 えたる 問答の ，聲 

〇 最爲第 一. 

遨こ そ淸き 花に は 勝れ たれ 星の 屮には 月 そ さやけ き 

〇 夏  月  - 

夕立の 洗 ひて すくる み 空より 出つ る隈 なき 夏の よの 月 

〇 法 . 文.，  . 

日に を へ て わか 立つ 杣の 山川に 法の 水 こそ 心細 けれ - 

い ふ こと は 比 C まことなる 御 法 こそけ には佛 のみ 法な， o けれ 

ず珍 に -考ー お!^ I  い.」 . 

.# の來て 梅^く おいな さ け か な^かけ かをる 有 明の 空 

世の 屮を 二た ひ 三た ひ 歎け とて やかて 淚ゅ 多く 落ちぬ る 

我 も 我人 も 人なる 世 なれと も 我 もな きかな 人 もな きかな 

また 賴む方 こそな けれ 世の中よ 賴めは 神に まかせて, V 見る 

五 慈 0 佾正 研究 
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〇  . 

法の 水の 淺く なり ゆく 末の世 を 思へ は 悲し 比 叙の 山寺 

〇 .  ノ  0  に， /  ： 

か， o そめと s§ ひし ほと に 身に なれて 忘らる ましき 柴の庵 かな 

〇 

暗き 夜に 紅葉の 枝 を 吹く 音 は 風に 色 ある 心地 こそ すれ 

〇 

しるき もの を 知らす とよ そに raa ふなよ 尺 を 導く..^ の ふるま ひ 

しるき もの をと みの 小川の 流れに て 人 を 導く 底の 心 は ， 

o 佳 

C あ 

^ふこと なと 問 ふ 人の な かるらむ あ ふけ は^に 月 そ さやけ き 

花と 月と 思 ひわた して ゆく 心 是れも 悟 り の はしと な るら む 

身に そしむ わか 後の世の 月の 雲を拂 へ とちき る 和歌の 浦風 

ことわり を 誠 の^に 入る ゝ よ.^ 身 はなき もの を 世 をい かにせ む 

まこと ならて 又 思 ふこと はなき もの を 知らぬ 人 を は 何 か うらみむ (以上 卷五) 

〇雜| 


人 はなし 峯に 松風 里に 月 占め 得て すめる 山の 奧 かな 

身のう さ を 和歌の 浦 わ， にな か むれ は 心に うか ふ 住 吉の松 

〇 春 . 

みな 人よ 春の 苗代 水なら て 同し 心に 行く もの そな き 

思 ふかな 苦しき 海に 渡し守 深き 闇路に 法の 燈火 

雪 深し 心 も 深し 山 深し とひく る 人の なきそう れ しき 

いかにせ む 佛の敎 へ 悟る 身の 悟らぬ 人と 同し 闇なる 

みな 人 は 心の底 を 知られな は 深山に もな ほ 住まて ありな む 

00 冬 燈 

消え やらて 壁に ほのめく 燈に 霜夜の 鐘 を 起居て ぞ 聞く 

〇 社頭 祝 言  - 

婧 しく も佛の 道と 君 かよと 守る 日 吉の影 そく もら ぬ 

〇 • 

世の中の 人の 心 を 思 ふ 空の 雪 かき 分く る 山の端の 月 

春 日 野の 寺た ち 籠む るタ璲 包み 殘 せる 鐘の音 かな 
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うき か 中に う からぬ 人 も 有-る. の をお しな へ てと は 田5 はさら なむ 

心 あれ は 心なし とで 忍 ひ 知る うれしき もの は 心なり けり 

情よ hN 人の 心 をし。 ふ こそ またな さけ ある 心なり け れ 

閒 けよ 君 誠に 心 あ る 人 は 情なき 名 をた つ と 知らす や 

いかにせ む 人も拂 はぬ； fl!; の 池の ひしと ももの ゝ思ひ とられぬ 

人心つ らしと 思 ふ 人 なれと 人 を そ たのむ 人の ゐ る かり 

歎くな. よ 人の 心は佛 たに 思 ひかね てそ^て 給 ひに し 

いかて なほ^す む 洞に^ れても 無から む 世 まてお を 守らむ 

露の 身 を 玉と も な さ む^ 葉 のに こりに しまぬ 我 心より 

ち はや ふる 神 そし るら む わか 君 を ねても さめても 祈る 心 は (以 上卷 六： > 

〇 詠 暮春 和耿 

うき 人 も 皆 わか子と そい ふ 人ゃ佛 なき 世の 佻な るら む 

惑 ふ 人の そしる 詞 にした か は 、悟る 心。 かひ やなから む 

なきあとに あらまし か はの 心 4- もうつ す はかりの 人た にも かな 

Q 野 徑寒草  - , 
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さ ひ I さに 酬る ゝ 心に なかめ ゆけ. は 色な き 野 へそ 色 はありけ る 

0^ 山 雑 

ぃハ にせむ わか 立つ 杣の 古に 吹き か はり ゆく 風の 音 かな 

法の 火 を^ か ゝ けす は 如何にせ む わか 立 っ杣の 夕方の 筌 

君 かよに 月 待ち 出て 誰か 見む わか 立つ 杣め 夕闇の 空 

〇 秋日 易暮 

稃も なく 今日 も 暮れぬ とい ふこと ゃ馘に 秋の あはれ な るら む 

〇 不殺 ■ 生戒 

誰も ijll わか 身 をつ みて^ ふ へ し 命 は 惜しき ものと しらす や 

梅の^に ほひ も 池に うつれ はや 波 吹く 風も尙 かをるら む 

〇 山家 說 言 

色 か へ ぬ 松 生 ふる 山に 庵し め て 君 か 千年 を 祈り 給 ふに 

〇 社頭 述懷 

^しく も 七ます 神の 十の 色 御 罔の わさ を 手 向け つるかな 

〇 花 

，五 慈 圓偺正 研究 
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花 さ か. o 雜も 時雨 も 露 もな しひと. o つらき は 春の 山風 

〇 盧  M 

さみ たれの^ は 梢に はれの きて 花 橘に 風 そ ゝく なり 

〇 野  露 

野 邊 におく 千年の 秋の 初 露に 潤 ひ ぬらむ 君 かよの 民 . 

〇 月  ， 

あすか 川 定めな き 世 を いと はね は 淵に も瀨 にも 宿る 月影 

照らさな む 法の 筵の 秋の 月け ふ もろ 人の 行末の 闇 

世々 を へ て 法 "の 筵 を 照らさな む 秋の 限り そ 秋の 夜の 月 

〇 友 

た ゝ ； -人賴 むかひ ある 中なら は 先た つ 雲 を 見ぬ 由 も かな 

〇 神  祇 

たち か へ る 世と 思 はは や 神風 やみ もすそ 川の 末の^ 波 

〇 述  懷 

世の中に いと 心得す、 見 ゆる かな 神 も佛も 知る や 知らす や 

さす かな ほ 愚かに 誰 をつ ゝ むかな はっかし からぬ 人の 心 を 


わ か 心.！： と佛 とお も ほえて このよの 人の そに なり ぬ る 

ひなき、.： J にたに も いと はる、 身 は い かにして 長ら へ ぬらむ 

思 ひ 入れて なかむ る 春の あけ ほの は^ 如の 理 にも 通 ふな りけ- 

0. 雨 中述懷 

なれも^ きこ の 世 を 思ふ淚 かも まとう つ 雨. よ 物 かたりせ よ 

〇 懷  舊 

長ら へ は 思 ひ 出て よと 思 ひけり 昔 情の 人の ふ る まひ - 

わか 友と 賴 みし 人 はう せ 栗て ゝ しの ふ 昔 そ いと ゝ こ ひしき 

〇 花 

^の やよひの あけ ほのに よもの 山へ を 見渡せ は 

花 さかり かも 白雲の か ゝ らぬ峯 こそな かり けれ • 

〇 郭  公  、 

軒の あやめ も かをるな り . 

山 ほと ゝきす 名のりして 


花た ち はな もに ほふな り 

夕 くれさ まの さみ たれに 

C 月  ノ 

秩の はしめ になり ぬれ は 

- 五 慈^^ 正 研究 


今. もなか ははす きに け 
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わかよ ふけ ゆく 月 かけの 傾 ふくみる こそ あはれ なれ  、 

0  "急 〈ぜ；  て.. ベお；^ k: 一  リ：： V, お ゾ 

冬の よさむの あさ ほらけ 契りし 山路に 雪 ふかし 

心の あと はっかね とも 思 ひ やる こそ あはれ なれ (拾 玉 集、 五) . 

うつりゆく 四季と りぐ の 美しく もまた あはれ 深い 姿 を、 これほどの 詞 のうちに これほど 美しく う 

た ひ 込めた 耿れ またと あらう か。 耿人 としての 慈圓の 天才 的 資質が おの づ からに. 溢れて 巧 まやして 成 

つた 傑作で あり、 古今の 絕唱 として、 この 顷には 数多い 今榇 山う ちに も巍 然として 獨步 して ゐる。 . 

^術の 偵 は絕對 であり、 結局 說 明を絕 する。 この 一首 を 創り 出しみ がき 上げた もの は 慈圓の 天才 

そのものであって 窮極に 於て、 それ以上の 說明は 遂に 不可能で あり、 さう いふ 盘 味に 於て その 出現の 

條件を 歴史的に 考 ふるが 如き. は、 たぐ その 園り をぐ る^-ま はりす る だけで 遂に 得^? 所 はないで あら 

併し乍ら、 この 天タ が、 かゝる 形に 於て あら はれる 爲に はもと より 長い間の 歴史的 發展 特に 慈圓を 

育んだ 環境が 不；^ 缺 であった と； I ふこと、 また 云 ふ を 要しない。 こ ゝに用 ゐられ たもの、 云 はぐ 之が 

素材と なった と考 へられる もの を さ-ぐ b 出し 指し示す こと はかう いふ 意味に 於て 有意義で あり 必要で 

も ある。  - 

右の 様な 覜點 からして、 慈圓に 殆ど 1 世代 先 だつ 平安朝 末の 隱榇耿 人、 かの 大^ 三 寂の 一入 寂然 


(藤 说賴 業) の 今様 「やなき さく. らを 二き ませて」 の 一首 は 頗る 注目 さるべき もの を もっと 考 へら わ 

る。 卽 ちその 全體に 浸透せ る 思潮と、 用 ゐら れた詞 と、 凡そ 二つの 點に 於て、 - かの 慈圓の 作と 關聯し 

又對 比せら るべき ものが あると 思 はれ 乙ので、 少しく 長いが、 節 略しつ ゝ 次に 引用して みょう。 


〇 やなき 樱を こき ませ て 

け ふ も 力 さして 

〇 たちう き 花の もと なれ は 

ほの Ml に はなさけ あり 

owwtf  二 はのに ほふと き 

香媳峯 のよ るの あめに . 

o 舰ーひ 巾 の あら じに さそ はる ゝ 

あたなる もの そと 思 ひこし 

〇 かわかぬ 袂 にかけ やとす 

春 はむかし の卷 そかし 

〇也 の 」；§ しきみ き はに は 

木 髙き松 を 吹^ 風の • 

〇 月す む 秋 を はさて おき つ 

五 慈 回^ 正 研究 


花の 都 そ 錦なる 

くれに けり 

か / る こと： そ 

ゑ ひ をす 、むる 

にしきの 長 を そ 

草の い ほり ^ 

このよの 榮 花に 

峯の櫻 は 

月 やその よの 

宿の わかみ も 

夏の かけこ そ 

聲も 秋と そ 

さ 月 やみ こそ 


大宮人 はいと まあれ や 

忘 れ ぬれ 

春の かせ 

-ぉも ひやる 

しっかに て 

よそ ふれ は 

のと かな ケ 

月に^ら ぬ 

それな から 

なかり けれ 

聞 ゆなる 

た  >  ならね 
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OOOO  OOCOOOOO 

はなた ち はなのか をる たに 

0 花の 屮に はは y す こそ * 

〇 あるかな きかの 世の中 を 

おもる ゝ みつ におり つ ゝ 

ooooooooo- 

〇 秋の 初 風た ちぬれ は 

多くの 年月 何 をして 

〇 千 くさに ほ へ る 秋の 野の 

むなしき 色 そと 思 はぬ に 

(中 略) 

〇 ひとり 物 思 ふ 秋の よは 

また ゝ く燈火 ほのかに て 

〇 冬の けしきに なり ぬれ は 

まきの 炭 やく 炭 かまに 

(中 略) 

〇 恩 はぬ 旅の空に いて ゝ 
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な こりお ほかる 郭公 

功德の 種より  おひいて たれ 

佛は眼 若  靑蓮花 

何に かたと へて 思 ふへ き 

むすへ と こられぬ 月の 影 

今年 もなか はに なりに けり 

事 そと もな く  過 すらむ 

花 はい つれ も  身に そしむ 

これ 故 生死に ， かへ るなる 


まん./, として 

しっかに 窓う つ 

大原山 こそ 

雪 間 を わけて 

莉 +6  くも ゐ に 


あけ かたき 

雨の こ ゑ 

あはれ なれ 

煙 立ち 

irt-hs こナ り 


君と 眺めし よはの 月 

(中 S 

〇 人界 くるし ひ 多 けれと 

一 夜の わかれ も 苦しき に 

(中 略) 

〇 このよ はなけ かしい か ゝ せん 

三つの きこりに かへ るへ き 

o きの ふ はさ かゆと 見し かと も 

人間 思 へ は あちきな し 

(中 略〕 

〇 世 常 思 はぬ 人 はかり 

雪の 山なる 鳥た にも 

〇 あるに はかなき もの は， T6 な 

いなづま かけろ ふ 水の あわ 

(中 咯) 

〇 心 をす まして 一た ひも 

五 ^阆 ^5 正 S 究 


ひとりみ る こそ あはれ なれ 


哀別 離苦 こそ 

生別 はるかに 

とても かくても 

後生た すかる 

今日は 悲し ひ 

天人 五衰も 

あはれ はかなき 

け ふ 力 あす 力と 

まかき の あさ かほ 

夢よ まほろし 


やくれ たれ 

へた、 りぬ 

あ， 9 ぬへ し 

道 も かな 

來る あり 

まぬかれぬ 

もの は あらし 

なくと 力 や 

人の 露 

人の 命 


な も あみた ふっと いふ 人 は 
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速のう てな に 宿りて そ  必す佛 の  身と もなる  - 

(下-略)  - 

寂然が 大^に 住した こと、 而 して 慈圓と 同じく 釵山 系統の 佛法を 修めて ゐ たこと、 寂然の 晚 年と 慈 

四の 幼年と が 相 重って ゐる こと を 知って この 二人の +様を 併せよ む 者 ゆ 何人も、 その 表現に 於て 慈 

回が 爽接 寂然に 货 うて ゐる、 その 詞を その まゝ 借りて ゐる、 とい ふこと を 疑 ひ 得ないで あらう。 こ-の 

今様 は、 思 ふに、 若年の 慈 回の 夙に 曬 目し 恐らく は 愛誦した 所でで もあった らう か。 

慈 回 はかく 寂然 を、 その 表現 を 採用した。 が 之 を 以て 表現され た 慈圓の 精神 內容 は然 らば 如何。 こ 

の點に 到って 慈圓は 決然と して これと 袂を わかつ。 そのこと は、 その 表現 を 彼に 借りて ゐる だけに、 

1 厣 われく の 眼を惹 くもの が ある。 

寂然の 今様が、 古今 槳以來 の 絢爛 を 極めた 表現 や 着想 を 巧みに 合 揉し 美しく 裝 つて ゐ るに も 拘は ら 

す、 結局 全體 として 吾々 に訴 へる もの は その美に 非す して^なる 感傷で ある。 否、 單 なる 「感傷」 と 

云 ひ 過ごして 了 ふに は餘 りに 陰 慘な. 閣ぃ 穴に 引摺 込んで 行く やうな、 人心 をして 悲 みて 傷ら しめす 

におかぬ やうな， 陰饑 さが 色 深ぐ 全 體を懕 へつ けて ゐる。 よむ 人 をして 偸 快なら しむべき 歌 は 却って 

人に 重^ を 加 へ て不偸 快なら しむる に 終って ゐる。 その JK しき 裝ひは 却ってた ぐ その 沈鬱 を 際立た せ 

るに 役立って ゐる のみで ある。 

これに 引か へ て 慈 回の 耿は 何と 美しく もまた あはれ 深い 事 だら う。 と あらおめ て 目を瞠 らし， めら れ 


る ：1 爛たる 文 宇 は 一 も 用 ふること なく 當 時として はあり 來 りの 最も 平凡な 詞 のうちに 透き 徹る やう 

な 淸楚な 美が 光って ゐる 內に湛 へた 無限の 哀愁、 外に 裝ふ 傳統の 美. 而も 內外渾 然として 一 體 をな 

して、 哀しんで 偽らす、 樂 しんで 醉 はや 詠む 者の 心の 琴； il に 觸れて 云 ひ 知れぬ 偸悅に 耽らし めつ」 も 

また^り なき 深き 思 ひに 沈まし める。 こゝに 到って はかの 寂然 を 相距る こと まさに 千里。 よく 傳統を 

消化し つ つ 而も 之 を 超えて 之を活 して その上に G らの道 を拓き 新しき 珠玉 をみ がき 出した 慈圓の 天才 

の 最も 自由なる 活躍の、 具體 的なる 姿の 一 を、 吾々 はこ.、 に 見る ことが 出來 るので ある。 

四 後鳥羽院 御 集所收 歌の 錯雜 にっきて . 

後鳥羽院 御^ 「雜」 部に 

前... 人^ 正 慈銳^ 世の いとま 申しけ るに 仰せ つか はしける 

^かくて 山の端 深ズ すま ゐせは 

ひとりう きょに 物 や m3 はむ  ♦ 

と兑 えて ゐる。 卽， r 「君 かくて」 の 一 首 はこれ によれば 明に 院の 御製な ので ある。 

然るに 慈圆と 同 じく 和歌 を お て院に 奉仕し 「源 家長 日記」 を 著して 院の 特に 和歌 を 中心としての 院 

の 御 生活 をの ベ て をり、 而も 院と 慈圓 との 和歌の 贈答に 多くの 筆 を そのうちに 費して ゐる源 家長に よ 

る. と、 右の 「君 かくて」 の 歌 は 慈圓の 詠の 榇に思 はれる。 卽ち 水無瀨 御堂 供養 CJ 兀久ニ 年 十-月 廿 七日) 
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をのべ た 後に その 贈^ をのせ てゐ る。 但し、 この 供養の 敍景 文の 末が、 原本が 少し ちぎれて、 ^歌と 

の述 絡が ゃゝ 明なら ぬ ものが あり 供， 養の 文が 中絕 して、 次に 突然 八 首の 耿が詠 者の 名 を 註す る ことな 

しに 列べ られて 居り、 次に 「御返し 前 大僧正」 と ある。 卽ち 最初の 八 首 は 後鳥羽 天皇、 次の 「御 返 

し」 はお 圓の^ でなければ ならぬ， 卽ち 次の 如くで ある。 

(1) 木の葉ち る 奥山 i にす まゐ して 

心に 物 を 思 ふころ かな 

(2)  ^ならて 誰に かっけの 小 枕 も 

か V る 筷 の 夜の 见を 

(3) かたみと て 時雨る 、筌 をな かめても  . - 

はかなの 雲の あとの あはれ や 

(4) 如何に せん 去年 は 昨日と しの はれて  - 

淚に しもる 山お ろしの 風 

(5) 山里に 住 かひ あら は 人 しれぬ  . 

歎 を はら へ峯 のこから し 

ひ *K 一"  寺 i 

(6) 迷 はれ じ 山の 小川の 薄 こほり 

今 はかき なかす 法の 水 波 


(7) 思 出る 折た く柴の 夕け ふり 

むせ ふもうれ し 忘れ かたみに 

(8 ン 名 は 朽ちぬ 苔の 下にもう れし とや  t 

訪 らふ 鐘の音 をき ぐらん 

御返し  -  大僭 

(9) 聞 人の 心 は-がに なりぬな り - 

野 寺の 鐘の音 そかし こき 

(川) 安から ぬ 身と そな りぬ る 逢 かたき 

.  法に あ ふみの 山 田 もる らん 

(u) おかくて 山 端 深き 住 ゐせは 

獨ぅ きょに 物^ 出5 はん 

.  御 返 し 

(U) 春の 風 こ はいつ よりそ 秋の 聲 

なに はの 夢 は 蘆の 枯葉に 

(52) 夕 暮の雲 も 心の ありあけに 

聲 たになくて 雁の 行ぬ る 
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猶 てらせ 獨 この 世に 君 を をき て 

山 端 思 ふ 心 ふかさ を 

(H) たれに か は 今 はい はとの 杜の露 

昔の 袖 は 昨日な りけ り  . 

•  さても なほ 山の は^ふ 道 はよ な 

^そしる/の 限， O なる、 き  - 

前後の 關係を 明に する^に 煩 を 厭 はす 稍々 多くの 歌 を 引いて みたので あるが、 これに よれば (U) 

の 「^かくて」 は 明に 慈閱の 詠で なければ ならぬ。 (1) —— .(8) の 詠 者 は、 前文が 闕 けて ゐ るが爲 に 

明で ない が， これ は 前後の 關 係から みて 後鳥羽院の 御詠と みる 外 はない。 (殊に (7) の 「思 出つ る」 

の 一 酋は 後鳥羽院 御 狼に も 御製と して 載せられて をり、 慈圓が 之に 對 して 「思 ひ 出つ る 折りた く柴 

くから にたく ひ 知られぬ. 夕 煙 かな 」 の 御返し を 上った とされて ゐ るの も 之が 傍證 とならう。) 

源 家長 H 記に して 誤記して ゐ ない 限， o、 又 その 寫 しに 誤， O のない 限り、 以上の 如くに して 形の 上 か 

らの みみれば、. この 一. 首 は 正に 慈圓の 詠で なければ ならぬ。 とすると、 こ、 に 直ちに 問題と なる の は 

その 解釋 である。 御柒 では、 而 して 績 後撰柒 (計 でも、 これ を この 一首 だけから 解して 「君」 を慈圓 

となし、 その 遁世に 對 する 院の御 愛惜の 情と したので ある。 かく 解す る 事 は、 この 一首 だ、 けから する 

限り、 極めて 自然で あるから 御^だ けを拜 見して ゐ ると 何も 氣づ かやして 過ぎて 了 ふ。 が 家長 日記と 


引 八；： せて； ^た 以上、 吾々 は 之 を 新な 眼 を 以て 見直す こと を 迫られて くるので ある。 

假に之 を 家長 日記の 云 ふと ほり、 慈圓の 詠と して 考 〈てみ ると 「君」 は當然 後鳥羽院 を さし 奉る こ 

to  、なな。 すると 「山 端 深き 住居せ は」 は 何 を 意味す るか、 水 無 瀬 御堂 供養に 際 じての 贈答と いふ 點 

から 考 へれば 院の水 無瀨御 遷移 を 指す ものと 解すべき であらう。 而 して (i) に 「木の葉ち る奧 山里」 

(5) に は 「山里に 住び かひ あら は」 (4) にも 「山お ろしの 風」 など あり 先の 歌が それ 等 へ の 返しと 

して は 極めて 自然で ある。  . 

次に (9) の 「野 寺の 鐘の音 そかし こき」 も 臣下から 上る 歌に ふさ はしき 言葉つ かひで あり (^) 

「法に あ ふみ」 も 僧侶の 身からの み 云 ひ 得べ く、  (f  )  (^)  (u) とすべ て 大僧正 慈 圓に歸 する こど 

はこの 點 からしても 筋が 通る。 

次に 「御返し」 の 中 この 一首に 對應 する ものと して は (S) 「さても なほ」 が 先づ擧 げられ る。 そし 

て 慈圓に 向つ て 上皇が 「おそし る へ」 と 仰せられ ると 解す るの も 最も 自然で あらう。 かう 考へ てく る 

と 「^かくて」 の . 首 は、 どの 方面から しても， 慈圓の 詠で なければ ならぬ とい ふこと になる。 とす 

ると 御^ や 勅撰集が 何故に 之 を 後鳥羽 天皇に 歸し 奉った かが 第一 に 問題と なる。， が、 それ は 恐らく、 

それ^， sffi 者が この 歌 だけ を、 何等かの 史料 (恐らく 家長 日記 以外の) から 得て 前後と 切り はなして 

一 5^ だけから 解して 後から 詞書 をつ けたと 想像す る ことによって 一 先づ 解決され よう。 

以上 は、 家長 日記に 誤な しとして 筋 を 通して みたの-で. あるが 併し 之 を かく 豫 想し 斷定 する 前に 吾々 
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し應、 寶曰 記と 御 集との i 事情 を 明に して その 史料 的 價値を 比較 撿討 してお か なけれ f ら 

に關 して 吾々 は 確 f して？ 得べき 具體 的な よりどころ を闕 いて ゐ る。？？ S 日 

1 ま S の 曰 記で 言 慈 f 同じぐ 院を めぐる 歌人た ちの 一人の 曰 記で あると い i 實を豫 

つて ゐる とい ふこと、 而 して 御 集 も 次の きの 示す とほり、 かな I い 謹に 係る ものである、 と、 

ふ 事？ 併せ 考慮し 得る に 止る のであって、 結局 吾々 はこの 問題 を こ、 に 提出す る、 i 

は 之 を 保留して なほ 後ま まつ 外 はない とい ふの が 今 曰 到達せ f ずらう。 斷定 


(奧 書) 以小 宰相 局 本 •  (11^5) 書寫之 


應長 元年 十 一 月 窨寫之 


已上御 本 奥誊也 

凌 盲 眼 令 部類 ズ畢 

幕下 愚人 


六、 藤 原 信實傳 拾遺 

す へらき の 七よ のみよ にあ へる ^のさ こそ 重ねて 老 とな るら め 

七 朝に 歷 仕した 信 贲 老後の 述懐の 一， 首で ある。 七 朝 は 恐らく 後鳥羽、 土 御門， 順德、 後堀河、 四條、 

後嵯峨、 後深草 天皇 を さし 奉る ので あらう か。 (信實 は 次の 龜山 天皇の 文 永 二 年に 歿レ たかと 考 へら 

れる) 

^^の 一生 はこ、 で 自分で も 述懐して ゐる やうに 治 承 元年から 文 永 二^ 迄 八十 九 歳、 或 ひ は それ 以 

上に も 及ぶ まことにお い 生^であった。 が、 ひとり 長いだ けに 止まら や 又 それ は 極めて 波瀾 に^んだ 

一生であった。 世上の 波瀾 を 側から 眺めた のみでな く、 自ら を をの 中に 投じた、 少く とも 身 を 以て 時 

代 を體驗 したと 云へ やう。 四十 五歲を 以て 承 久の變 に 遭 ひ、 召されて 後鳥羽 天皇の 宸影 を寫し 奉らね 

ばなら なかった 彼、 その後 少く とも 四十 四 年 は 生存して 朝侥の 衰退 を 見ねば ならなかった 彼、 蕩術家 

の銳 ぃ神經 はこの 間に 處 して 何 を 感じた か、 また 何が そこから 生れた であらう か、 彼の 確かな 事蹟と 

して 傅 へらる、 もの 比較的 少く 今：：： から 具體 的に その 生渑を 知り 難く 隔靴搔 痒の 成が 深い。 が、 一 それ 

だけに 吾々 は， かう いふ 點を闡 明したい とい ふ 要望と 焦燥と に 一 層强く 驅られ ざる を 得ない ものが ある 

ので あるが， 若し 假に 鎌お 時代から 信^ を 除いて 了った としたならば この 時代の 歷史は どんなに 寂 塞 

六 藤： g 信^^ 拾 a  .  二 〇 五 
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を感 せしめる 事 だら う n 否 ひとり この 時代に とっての みならす， 彼の 事蹟 は 日本 歷史全 蹬の. H から 

みても 缺く 事の 出來ぬ 輝かしき 光で ある。 もし 信 實と北 ハに畏 いこと ながら 水 無瀨の 後鳥羽 天皇 宸影ゃ 

あの 絢爛たる 北 野天 神 緣起ゃ 三十 六 歌仙 紛 やまた は淸 颯爽 快な 隨身庭 骑圆卷 が、 その 全部でなくて も 

その 1 つで もなかったら、 また 信實 なくして は 彼の 名筆 信 海 も 豪 信 もない ので ある。 

今、 これまで あまり 注^されなかった かと 思 はれる 二つ-, の點に ついて 述べ て 幾らかで も 信實の 姿に 

近づいて みたい と 思 ふので ある。 

一 自畫像  一 

「1 實 朝臣み つ から 影 をう つし おきて 侍りけ る をみ まか， 5 て 後見 侍 り て よめ る 

■  如 回 法師 

思出 で ゝ みる も 悲しき おも かけ をな にな かくに うつしお きけ む」 (辦 

言赏 が自鮝 像を遗 して ゐた、 とい ふこと はこの 一首で 確かで ある。 もし これが 現代まで 傳へ もれて 

ゐ ると したならば どんなに 有難い ことで あらう か。  - 

筆者 は 今迄のと ころ 正に これに 比定す べき 疑な きものに 未だ 接しない。 が これと 密接に 關 係す るか 

と 思 はれる 信赏の 影が 現存す る (^s 版) とい ふこと は 今の われ，. にと つて 最も 深く. 注目され る 所で 

なければ ならぬ。 但し 筆者が これに 職 目し 得た の はわ づ かに 「國 史大 圆鑑」 (1 ^^ひ 源平 鎌倉時代 

.... A 
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a に 於て あって 直接 之 を 研究すべき 機會に 未だ 惠 まれて ゐ ない。 が 同圖鑑 の解說 によれば それ は 京 , 

都 仁 和 寺の 藏 する 所で あると いふ。 果して その 云 ふ 通り 同 寺に 現藏 せられつ 、あり や、 又 その 如何な 

る ものなる かな どの 點 について、 親しく 知悉 せんと 翹望 しつ ゝ もこの 冀 望の 實 現の 不可能なる 今 は、 

しばらく この 寫具 版に より、 二三の 材料の たすけ を 借 h- っゝ、 讀者 と共に 之を考 へて みたい と. S ふ。 

かの 有名な 攝關大 ほ 影な どと 同様、 衣冠 姿で 上 ゲ疊に 坐して ゐる様 はま さに 信赏當 時の 似繪 一 般の 

例に 做って ゐる。 殆ど 白描で • あるが、 頰の あたりに は 淡彩 かと 思 はれる ものが 見られる が 之 は 原本 を 

見ない 限り 何とも 云 へない。、 面部 は 特に 寫實 性に 富み 屑 間に は 數條の 縱條が 初老 を 物語る かに も 見え 

る。 長生した 信赏 として は 比較的 早期に 屬 する もので あらう か。 一般に 線に 力と 勢と が 不足す るが 如 

くまた 大ほ影 や 三十 六 耿仙繪 などに 比して 何となく 品格に 缺 くる 所 ある を感 せられる の は 何とした も 

のか。 それ 等の 點を 綜合す ると 或は 信 實$肇 によって 作られた 後生の 粉本 かと も 想像せられ る。. 

^典 版 を 前にした だ； けの 我々 として は 以上の 如き 贫？ i な 想像 を 出で る こと は出來 ない。 が 更に 之と 

關聯 して 問題になる のは阖 のお 肩に 誊 込んで ある 片 假名 書の 前記の 歌で ある。 新 拾遺 和歌 奥 哀傷 部所 

收 のかの 如 圓の詠 そのものが こゝに 記されて あるの はどう 解すべき であるか。 若し 之を單 に、 勅撰お 

みた 後人の 眷 込みとの み 解 すれば 問題 は 簡^で あるが、 事情 は必 すし も か ゝ る 速斷を 許さぬ やうに も 

見える。 とい ふの は その 片 假名が 必 やし.^ 後世の もので なく > 之 を 信 實歿商 後 頃の 時代， 卽ち 鎌^時- 

代に 擬 する も 決して 無理で ない 字體を もっから である。  從 つて 之 を 詠の 作者 自身 卽ち. (.WW を當 


時の-人と 見做して、 後述) の 文字と 穿って 考 へる ことす らも 不可能と は 云へ ぬので あり， もし 然 りと 

すれば この 像 はこの 影 は その あ ゝ 信 實筆ビ せられる 外な しとい ふこと にさ へ なる であらう。 

併し か ゝ る 幾多の 危險を 孕んだ 斷定 はしば らく 避ける として、 こ ゝ に. 次に 問題と ならねば ならぬ の 

はこの 歌の 作者 「如圓 法師」 である。 筆者 はこれ が 如何なる 人 か、 信實と 如何なる 關 係の人 か を 未だ 

詳 にして ゐ ない。 歌の 氣持 そのものから 考 へて 信實 カ子に でも 擬定 すれば 極めて ふさ はしい が、 系圖 

に その 名が 見えない 以上、 之 を 他に 求めねば ならぬ であらう。 作者 部類 は 「力 信」 法師の 子と して ゐ 

る。 之 は 恐らく 尊卑 分脈に 範宴 f 域 ■) の 孫に 如 信 を 出し その子に 如圓を 列ね て あるの を その まゝ 之に 

宛てた ものと 思 はれる が、 之 はこの 場合 不適 當と されねば ならぬ。 とい， ふの は 親鸞の 曾孫で は 信赏と 

相^す る 機 を 得なかった と 思 はれ、 この 歌が 信實 生前め 思慕に もとづく と考 へらる 、點と 矛盾す るか 

ら である。 

そこで この 外にな ほ 「如 圓」 なる 僧 を この 時代 あたりに 求める と 「花園 天皇 宸記」 に 二十 三ケ 所み 

えて ゐる。 (正 和 二 年 二 ^八日より 同 三年 六月 卅日 迄、 以後 宸記は 正 和 五 年まで 缺 けて ゐて 直ちに 正 

和 六 年に つく いて 居り、 如 闺の名 も 正 和 二 年の 御 記と 共に その 迹を絕 つて ゐる。 天皇の 篤き 御歸依 

を^う して ゐ るのに その後 その 名の 絕 えて 見えて ゐな いのは 或は この間に 入滅した こと を 示す もので 

はなから うか。) が この 如 圓は宸 記の 御 筆致に よれば 公 請な ど を受く ベ き 地位 萄分を 有しない 隱遁者 

であって、 天皇が ひそかに 召し 給 ふ 所であった。 その 事 は 例へば^ に 正 和 三年 四月 十六 日條に . 
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「此ト ： 人^々 參事、 諸人^ 謗 云々、 睽木， H 求 法 志 切者、 雖 捨身 更何惜 之、 仍不顧 諸 謗 人不止 参入」 云々 

と 記させ 給 ひし ことに も 明かで あ， 9、 これと同じ 御 趣の 御 記^ はな ほ 他の 條 にも しばしば 拜 される 所 

である。 卽ち信 實と何 か 特別の 關係、 恐らく は 血族 關係 でもない 限り、 若い 頃から 信實 など 、接する 

機はなかった と考 へる 方が 穩當と 思 はれる。 なほ 宸 記に 如圓 を思圓 上人 (釵 尊) の 弟子と 記し 給ふ點 

とも 相照應 して 考ふ ベ きものが あらう。 更に その上に こ 、 に 今 一 つ の 問題になる の は 年代の 關係 であ 

る。. 信 赏の歿 年 を 文 永 二 年と すれば 正 和 三年 は その 五十 一 年後に 當る。 如圓 がその 後 間もなく 高年で 

入滅した と假定 すれば、 若年の 折に 老年の 信實 と相會 したと 考 へ る こと は 一 應 不可能で ない と， も 思 は 

れ るが， や は 聊か 牽强の 嫌 ひ はまぬ かれまい。 結局. この 如圓を かの 詠の 作者に 擬 する； I 於ても かな 

さ る ベ 、きもの が ある やうで ある ン  , 

以上 樓述 した 所に 於て 筆者 は 何等 確赏な ものに 到達し 得なかった。 たぐ 疑び 得ぬ こと は 前に 述べ た 

様に それが 現存す るか 否か は 別と して， 信赏が a 甞： 像 を 遺して ゐる、 とい ふー點 である o この 事 だけ 

はかの 詠の すでに 確證 する 所で あるが、 筆者 はな ほこの 點に關 して 他の 一， 史料 を 擧げて 更に 他の 側か 

ら之を 裏 づけ、 また 併せて 信赏の 畫績に 注目す べき もの を 幾つか 加 へ 得る かと 思 ふ點を 指摘して おき 

たいと 忍 ふ。 謂 ふ 所の 他の 史料と は卽ち 「廣橋 家 所^ 斷簡」 と 題す る 全文 一 千 五 百 八十 三 字より 成る、 

一 斷簡 である。 . 

筆者 は E!: 断 簡を. 史料 編 慕 所所 藏寫 本に よって 一見した だけで あり、 且、 前後 を 闕く爲 に その 性質 


を 明かに すべ き 手がかりに 乏しく、 これ を 史料と して 用 ふるに なほ 硏究 さる ベ き餘地 頗る 廣 きもの あ 

るので あるが、 その 內容 よりみれば 恐らく 當 時の ものである 上、 かなり 信憑性に 富む と考 へられる。 

もし その 云 ふ 所の 通りと すれば 信赏の 業績と して 頗る 舆深 きもの ありと 考 へられる ので あ， o、 また 今 

まで 知らる 、 こと 比較的 尠 かりし が 如くで あるので 少しく 長文に わた-るが、 その 大部分 を 左に か、 げ 

て 後の 研究に 資する こと、 したい。 -. 

r 日パ 五. m 之 運行 馬 形 上 圓者象 天下 方 者 象地歟 

同 序 又 云 象 陰陽 陽數爲 ：… 」 

を 以て はじまる 該斷簡 は 本文と 數段 下げて 記された 案文と よ， o 戚る。 今、 吾々 の 問題と 直接 關 係の あ 

るの は その 本文 だけで ある。 卽ち 案文 以外の 本文 を 記して おく。  - 

「似  锖  / .  * 

夫 庖義氏 得 龍 圖於榮 河 軒 皇帝 發龜字 於 溫洛畫 園 之お 從玆今 起 白 氏 文集 曰 藝之ォ 者 其 在 畫歟畫 無常 ェ以 

似 爲ェ學 無^ 師以眞 爲師然 則 有形 似 之 者 未 兼 骨 氣兼骨 氣之者 必有精 靈金侍 中 驚 親 母 之畫像 上殿兮 拜曹 

太守 見 祖父 之 眞影下 榻而泣 影像 如 存蹤跡 如 此抑左 京 權大夫 信 實者當 世 之畫聖 也已列 八絕之 一 絕不失 六 

法 之 一 法今尜 綸命有 振 筆力 長 衆藝之 者 圖數犁 之 中 至 于此道 者 當于其 身 歟昔者 自寫眞 之 者 革 陽 隱居香 

山 居士：^ 也 
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^之 起^ 遠矣周 ：1  一 ^ 篇 古^' 九首老 典^ 之詞 幽微 之 文 也 漸及季 葉 皆 尙浮花 皇唐則 稱元白 我 朝 亦謂紀 菅染 

其 風 嗜此道 之 老多矣 其 巾 人^ 周 孔鳞羽 龍 鳳 隨世兮 出 無 時 兮絕當 時 得 名 者 大藏卿 爲長卿 其 人歟命 於畫ェ 

^其お 影^ 舰則以 お！. 土 十八 人 之 新 IS 安弘 文 館 元 和 亦 寫居易 三十 七 歳 之 壯容置 御 書院 今 之 新 儀 非 無先規 

而已 Z  .  , ,  , 

奴^ 者 降 W 造 父 之 餘業也 銃 馬 者 近 衞舍人 之 一 藝也然 则分隨 ^於 左右 爭絕足 之 後先 逐者求 設者之 失設者 

妬 逐者之 過 有 設而勝 之 者 又 有 負 者 有 追 而負之 者 又 有 勝者 或 祭遐^ 上 兮稱持 或 遮 耍馬前 而欲勝 如 此之類 

不^ 悉^^ 者 上馬 兮參 御前 關鹓^ 之 賜 負 者 下馬^ 埒留末 表 終身 之耻是 一 日 之 壯概范 人 之 秘與也 {Rslg 

，馬 之. HHf 令 備岡像 於 後見^お 左 近 將監秦 久淸云 者 二十 餘度之 勝負 一度 未^ 六十 餘年之 宿老 一 老^ 步當 

世 無 可 及 之 者 近古 無 可 比 之 者 兼 賴等老 其 勝纔以 五六 度 (下 缺) 

昔 _ 樂  •  、 

In:: 者 起，：！： 人倫 之 心樂老 お ヂ 、地 之 和 淸濁雅 徭者樂 之^ 也 金石 絲竹^ 樂之器 也 舞者樂 之^ 也 謌者樂 之詞也 

與時政 通 之 故！： 樂知 治亂^ 人心 感之故 以音辨 哀樂功 成 而舞徳 治 而謌長 其 事 之 輩 撰 其 人而圆 負^ 正朝 之 

南， M 製 破 陣樂^ 改破陣 樂名開 元 宜春之 北院令 梨^ 螯ェ寫 梨 阓樂ェ 今之模 古^ 其 一 也 

神-, 樂  たて 

其 天照大神 入 天 石^ 閉天^ 戶之時 天 香 山 之 邊直阪 樹之枝 懸靑和 幣付白 和 幣諸神 祈 褥太神 遂出今 之神樂 


た爲濫 脇^ 則傳自 上世 遣 子 末代 每祭 神明 必供 秘曲 究其 精妙 受其ロ 傳之者 蓋 乃 寡矣^ 有 之 歟今撰 其 人 令 

寫^ 貌矣  ， 

禾  0  、 

和耿^ 大日 本 之お 俗 八 雲 立 之 遺風 也 柹本大 夫人 丸 長此道 兮爲後 學之師 粟田 剌_史 兼 房 夢 其 人兮圖 平生 之 

^ 白 河 法皇 被 召 之 依寳藏 囘祿， 巳 失 之 然而家 々 尙傳之 時 々 又， 供 之 加 以四條 亞相撰 六 々 之 謌人吾 道 好 

^寓 各々 之 畫像當 世 長此. 道 之 者 前 中 納言定 家 卿 宮內卿 家 隆卿其 人 也 筆墨 始 點 丹 靑云顯 欲 傳之後 令 知 

人 也 、(や  . .、 ， .  く；.；.  r  ； - 

能  窨 

昔 黄 帝 之 史蒼頡 之 時 見 鳥 跡 而興思 因 象形 而造字 以來眞 草 之 書法 竝與 上中下 之 肇勢相 分瑭靖 一 臺 之妙崔 

盧： ■ 門 之 名 古 旣冇之 今 亦 有 之 食 時 前 員外 匠 作 藤 原 行 能 其 人也禀 行成 卿 八 代 之 似 王 右 軍 七 代 之 孫 可 謂 我 

朝 之 伯 英將傳 眞影於 末葉 矣 

「左 京 權大夫 信 實者當 世 之畫聖 也」 の 文字よ. o しても、 この 記述が 信實 在世 當 時の ものなる こと を 凡 

そ 推す も 誤な からう。 とすれば 亦 以て 當 時の 人々 に 印象せられ たる 信赏 の名聲 をう かが ふこと が出來 

る。 「綸命 を 奉って 筆力 を 振 ふ」 と は 恐らく は 後鳥羽 天皇 若しくは 後嵯峨 天皇の 綸命 であらう か。 「衆 

藝に 長す る 者 數^」 の 姿を寫 した、 と ある は 次の 詩、 競馬 以下の 名人 達者の 畫も 信實の 筆に 成る との 

意で あらう か。 また 「昔 者 自寫眞 之 者 華 陽 隱居香 山 居士 是也」 と あるより 推して、 信 實が自 畫像を ゑ 
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がいた、 と解釋 する を^る であらう か。 史料と しての 性質 も 明なら す、 文意 も 逢せ ぬ もの ある 爲、 疑 

問は樓 出す るが、 とも 角 常時す で に 信實の 盛名 一 世に 鳴りし こと、 朝廷の 重んじ 給 ふところ として 綸 . 

命 をう けた ま はって 頻りに 名 筆を揮って ゐ た^の 著しき もの あるの 一 點だ. け は 之 を 以てして 疑 ふ餘地 

はない 二 又玆 馬の 名手の 姿 をう つした、 と ある は、 かの 隨身 庭騎の 名筆 も 思 合せられて 一層 深き 典 を 

そ、 る 文字で ある。 兩 者に 共通の 姓名 は 见 えぬ と は 云へ、 こ  >  に 記された 畫が 今日 迄 現存して ゐ るか 

杏 か は 今 明かで ない が、 當 時の 一流の 人物 を 恐らく 信赏が ゑ， がいた、 とい ふ 傅へ は 未だ 他に 之 を 知る 

ぺ き 史料の ない 今、 右 斷簡は 頗る 珍重 さる ベ きもの を もっと 云 はねば ならぬ。 

-、 二 歌人と しての 信實 

信實 の^: 在 は 檜に 於ての みならす、 和歌の 道に 於ても 劣らす 重要で ある こと は旣 に定詐 ある 所で あ 

るが、 赏は 精に 於け る その 盛名が 歌人と しての 彼 を 筏って ゐ るの 觀 がないで もない。 が 父信隆 がさう 

であった 様に 彼 また 槍畫 和歌 兩 道の 達人であった とい ふ旣 知の 事 實を今 一 度考へ 直し その 本來の 地位 

を 正しく 見定める t い ふ こと は 信 赏の全 貌を 明かに し正當 に評價 する 上に は缺く を 得ざる 所で あら 

う。 信實 の蹇蹐 もまた か V. る 側から も 更に 深き 理解と 鑑賞と に 到達し 得 べきで ある。 

信贲 が耿 道に 於て 何人の 提撕を 受けた かとい ふこと は具體 的に は 明かで ない。 父 信隆の 庭訓 多き に 

居. o しなる べき こと は 先づ疑 ふこと は出來 ぬ。 と 同時に 父隆 信が 定 家と 異父 同 母 兄弟であった とい ふ 


關係も あり、 若年の 頃から 定 家に 親炙して その 指導 をう けて ゐた 事は定 家の 日記 明月 記から も 推知せ 

にれ る J が 今日の われく に殘 されて ゐる 彼が 詠 は 主として 定家晚 年 以後、 むしろ 歿後、 爲家， 時代の 

ものが 多い， - いふ^ は その 家 從) を 一 見して 直ちに 認められる 所で ある。 從 つて 吾々 の 眼 も 主え 

して この ^及び それ 以後 £ 彼に 向って 注がれる。 

この^ —— 七十 歲 以後の 信實の 歌壇に 於け る 地位 は 押しも押されもせぬ ものであった。 この 事 を 示 

す 一 の 標^になる ものが、 弘長 元年、 - 後嵯峨 院に 奉った 「弘長 百 首」 である。 作者 は 入道 前 太 政 大臣 實 

氏、 正 二位 後 九條前 內大ぼ 基 家、 正 二位 衣笠 前 内大臣 家 良、 入道 民 部卿爲 家、 正 二位 行中 納言 兼侍從 

爲氏、 正 •！ 一位 行 侍從行 家並び に 當時旣 に 出家 入道して 寂 西と 號 して ゐた信 實の七 人- f; あった。 これが 

當時 一 流の 作者 を 網羅した ものであった 事 はこの 顔 觸れを 一 見した くけ でも 想 察される 所で あるが、 

おに、 常時 これ は 「七 玉 集」 と 呼ばれ 「淸撰 七 人に 被 仰. 世 これ を 七 玉 集と 號、 常 磐 井 入道 相國 老後 

の^の 歌 也、 所 心 及 執して よむ へし。 から 尾と りたる 馬に 唐 鞍 をき て百疋 引た てた る 様に 詠す へし、 

と 被 申け り。 誠に 歌 ことにお ほやけ しくた けた かくうる はしき 體也。 當家ニ 代 歌 も. 此百首 規模 也。. 百 

# はお を 本に て 詠す へし」  とさへ 重ん せられた。 當 時信實 八十 五歲、 年齡 からすれば 最高で あ 

るが、 官位より すれば 最低であった こと を 思へば、 この 歌 筵に 列す る を 許された、 との 一 事 を 以てし 

て その 歌拊的 地位 は 凡そ 察せられる。 この 時の 述懷ー 一首のう ちに 

の ほる へ き 分に は あらね と 位 山お しあ けらる 、、しち こそ すれ 

六 藤 ^信 .K^ 拾^  ニース 
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の 詠の 見られる の も 右の 様に 事情 を 示す もので あらう か。 

晚 年の 信實が 如何なる 境遇に 在つ たかは 詳か でない。 が必 すし も 華やかな ものでなかった らしい 事 

は 凡そ 推測し^ るかと 思 はれる。 卽ち 自ら 不遇 を啣 てる； i が 家集な どに 尠 から や 見えて ゐる。 勿論 か 

かる 種顇の もの は當 時の 耿人 たちに は 通例で あり P 癖で さ へ もあった のであって、 詩的 誇張が 多分に 

含まれて ゐ ると 考 へ ねばなら ぬが 而も 之 を 生み出し たと 考 へ らる、 甚礎 としての 事實の あつ-た 事 は 疑 

ひ を 容れぬ 所以で あらう。 

-, -ノレ •  .  . . .  --  - 

花のう たと てよ める  •  - - 

山 さくら^き たる 時の 春 を へ てよ は ひ は 花の かけに ふりに き 

あまのはら  - . 

身のう 1、 あまつ- V ら には滿 ちぬれと をよ ふところの なき そかな しき 

. \ 卜に 多く あまりて なほ もなから へ 侍る 事 を 思 ひて よみ 侍りけ る 

つ ひの 道き の ふ は 過き ぬけ ふ もまた よもと 思 ふそ はかな かりけ る - 

,  さ  月  、 

ゆくさきの 道 もお ほえぬ さ 月 やみ 位の 山に 身 はまよ ひつ ゝ 

くるま 


老 かよに またし ちた てぬ 小 率の つと ふちから もな きそ 悲しき 

この 一 首 は 「師說 ， け 見桀」 に 註して 「しち を は 公卿に 成て 用 ふ」 と ある 如く、 この 一 首 もまた 四 位 

に 終った^ きを 詠 じた もので あらう。 

老人。 通例と しての 老齢の 歎聲 もまた この 不遇の 歎..， J 相 表裏す る ものと して こ ゝ に 注意 さる べき も 

のが あらう。 

• つ  ゑ 

な、 そちに をよ ひか  >- れる杖 なれ はす かりての みそ 足 もた ちけ る 

經の析 紙の が 首に 

なき 救に いま、 て もる、 老 の^の 又く はゝ らん 稈の 悲し さ  - 

くもれと や 老の淚 にち きり けんむ かしょり みる 秋の よの 月 

攝政 殿御 •，=: 首に 述懷  ， 

わかみ よに 足 もやす めすなら ひきて 道 ゆきつかれ 八 「そ 悲しき 

前 藤 大^言 家に 月な みの 歌人々 によ ませられ 侍しに • 

老 らくの 椚 なからへ て ありぬ やとい さみ 心に 身 を もい と はし  . 

經 のれう しの 百 首に 

老と なる つら さはし む ぬし かりとて そむかれ なくに 月 をみ る 哉 
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法 性 寺 殿 卅酋に 

なく 淚^ に そ はれる わたくしの 老 のよ かなし 秋の 夕 くれ 

ま *7 

あかす のみ 思 ひお かる、 悲し さに この頃い たく 月 を 見る 哉  / 

名所 述懷  、 

^ならて 又 世 を ひさに ふるもの は老 その 森の なけき な b け b 

ま 裘の業 を嗣ぎ 得ぬ 歎き I - 勿論 謙辭を 含めて —— もまた これと 共に 吾々 の 眼を惹 く。 

經の れ うしの 百 首に 

な" らなる 橘 もと 寺 もつ くる 也お こさぬ 家 を 何に たと へ ん 

晚年 における 老いと 不遇と に 沈んだ 信實が 好める 和歌の 道に 精進して ゐた迹 は 七 玉 集の みなら や、 

をの 家粜 その他が 吾々 に 傅へ てゐ る。 就中 實氏、 爲家、 知 家 (大宮 三位 入道 蓮 性) 權 大納言 顯賴 等と 

の耿道 上の 交より は 濃 やかな ものが あつたと 思 はれる。 「建 長 三年 吹 田の 十 首 歌に」 と詞誊 した 信實 

の耿は 蓋し 吹 田の 實 氏の 別 墅に 於ての 作であった と 思 はれる。 爲家 等の 歌 筵に 列した あと も 勅撰集な 

どに 散見して ゐる。 

か ゝ る 間に 在って 信 K の 人物 乃至 は その 耿が 如何なる 風格 を 示した か。 材料の 必す しも 多くない 今 


口かん 的確に 之 を 指摘す る 事 はかなり 困難な 問題で あるが、 それらの 乏しき もの を 通して 吾々 は少く 

、 

と 次 の 如き 特異の 點を 彼が 歌厕 に 於て 認める 事が 出來 ると 信す. るので あり、、 且 ふれが 獨り 彼 信赏自 

^のみに^ら やして 當 時の 歌壇の 一面 を 代表し、 更に、 それが 後の 歌道の 上に 特殊の、 有力な ー體と 

して 發展 すべき、 その 源泉と なった と考 へらるべき ものが 見ら. れ るので ある。 以下 彼の 詠に 就いて か 

か る 一 而を考 へ てみ よう。 

. 「かへ るか.^ 文字に 似たり 

あやしと もえ やかき そ へ ん 玉つ さの 文字なら ひして か へ るか，？ かね」 

「文 宇なら ひ」 とい ふが 如き 詞づ かひ は當 時に あつ て も 珍しい 表現であった であらう。 

「たつめ る戀  ， 

-,  、、、、、、、_»、、、、、、、、、、 

草 わ 力き の へ もる 人に もの まう すわれ その そこに 妻 や こもれる 

くれやら てまた かた 赤き 空の 色 やかて いて，： V ふ 月の 影 かな 

いか なれ は をの かさ かり をつ ねよりも^ きあけて さく 藤 袴 かな 

.  、 、 、 、 

夕 つ くひ 木す ゑ を そ むる 立 田 山 またき 無名の 秋 はきに け hN 

歸へ る さの 家路 を 急く 道に 出て 夕と、 ろき の 民の 聲 かな  一 

ふなよ せの 岸の 上なる 門屋 よりあ やしく いも か 見え かくれす る」 

最^の 一首 は 光俊 (入道 眞觀) も 評して 「遊女 か 住家に こそ、 同事と は 申な から 以言 かこと はに も 

六 藤 原 信 は^ 拾 *  二 一  九 
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船中 浪上 とこそ^ て 侍れ * ふなよ せの 門屋と 侍る、 思 ひとへ にお かし からん とたし なまれた る こそよ 

しなく や」 云々 と 注意して ゐる。 卽ち耿 の體、 ことばの 用ゐ やう、 頗る 珍ら しく かなり 素直 大膽 で異 

色の あった 班， 旣に當 時に あっても 人の 眼を惹 くに 足る ものが あった ので ある。 がな ほこの 趣きに 關 

聯 して 井 蚱抄 (一-) は 次の 如き 與味 ある 傅へ を殘 して ゐる。 卽ち、 かねて 信赏を 無雙の 歌よ みと 思つ 

てゐた ^氏が、 絨後 撰^の 撰に 際して、 信 货 の. 詠 を. 卷 頭に 入れようと 忍って 立春 耿十 首ば かり を 窖躐 

ら れん ポを請 うた。 ところが 信赏は 卑下して 「それ は 何の 御耍 にか 候らん」 と 答へ て應 じなかった。 

別に 力 ^を おんで^ 氏に 點を 請うた が、 その 中に 「はっせ 山の 谷/ \」 の 語が あった。 爲氏は 之 

に 「山 法師の やうに や 候らん」 と詞 をつ けて 返し 遣した。 すると その 夜 ノ信赏 は 爲氏を 訪ねて 「谷々 

山 法師の やうなる と 承 候 事 か 面白 候て 參候」 云々 と 云った とい ふ。 井^ 抄の 作者 は 前の 鼸 遜の 態度に 

就いては r 卑 T の 心 も 幽玄な りき」 とい ひ、 後者に 示された 信實の 熱心に 對 して は 之 を 賞 讃 して. 「す 

きの ほと やさし かりき」 と 評して ゐる。 吾々 もまた この 評に 赞 せんとす る ものであるが、 吾々 が今特 

に 注目した いのは 「はつ 一せ 山の 谷々」 とい ふ詞を 信實が 使って ゐる こと、 而 して それが 特に 爲 氏の 眼 

を そば だてし め 奇異の 感を 起さし めて ゐる とい ふ點 である。. 

以上、 信^の 詠 そのものから、 及び 彼に 就いての 當時 及び 後世の 傳 へや 批判から、 信 實が當 時の 耿. 

人 に^して 頗る 異色 を 示して ゐた様 を 凡そ 想像して みたので あるが、 この 點 について、 更に 傍證 とし 

て、 大 {ぉ 三位 知 家 入道 蓮 性の 歌風 や 敬 壇に 於け る 地位、 態度 を 1 考 してみたい。 


知 {4 は 藤原顯 家の 息。 その 傳の 詳細に 到って は必 やし も 明かで ない が、 その 少 から ゃ殘 して ゐる詠 

によって その 人物 傾向 境遇、 の 一斑 は 臆測 せられる。 が 今 特に 注目した いのは， 知 家が 當 時の 歌壇、 爲 

家 等を屮 心と する 云 は，、 正統派に 對杭 せんとした 歌人た ちの 急先鋒で あつたと いふ 一 點 である。 例へ 

ば 「延慶 兩卿訴 陳狀」 によるに、 知^ は 萬 葉の 古き 詞を用 ふるの すぐれたる を 主張して 西^ 寺赏 氏の- 

^むる 所と なった が、 彼 は 之と 爭 つて 遂に 承伏せ すして 自說を 固持した とい ふ。 なほ 寶治 ニ^ 九パ、 

後^ 饿院に 上った 彼の、 爲 家の 判に 對 する 反駁 狀. かの •「 蓮 情 ^狀」 をみ ると、 知 家の この 態度 は 一 

層 瞭然た る ものが ぁ&。 卽ち爲 家の 判の、 知 家に 酷に して その 近親に 寬 なるお 難 じて 「かれは 誠に こ 

ころの やみに 何の あやめ も わき かたく 候 はむ とか へ す/ ^餘所 まて あはれ にこ そお ほ ゆる ことにて 候 

へ は」 云々 と 嘲り、 成 は 「他人 人の 敎訓と 賢 息に 口 決の 旨と はか はりめ 殊に 知り かたく 候へ とも」 S 

云とまで 露骨 無 遠虚に 皮肉 を 述べて ゐる。 なほ 徒らに 謂れな き疵を 求む る 態度 を 剔抉して は 「ひとへ 

o  、：>  . 

にで を 吹きて. 紙 を 求められ 候 事 もお もてに なく 難の 候 はぬ にやと こ 、ろお とり せらる ゝ方も 候に こそ 

比 典に おほえ 候へ」 と 痛烈に 難 じて ゐ るの を みても 知 家の、 正統派への 反抗ぶ り、 雨 派の 軋鑠の 如何 

に 烈し かつ たかを 知る ことが 出來 る。 .  ，  ， 

この^ 狀に滿 ちて ゐ るか、 る 論難の ことば、 そこに は 感情の 行ち が ひも 依怙の 沙汰 も あ，？、 その 根 

ざす 所 i る錯雜 せる もの あるべ き は 勿論で あるが、 併し その 根柢に 於て は 詠歌に 對 する 見解の 相違に 

もまた 深く 基づく ものなる は 明かであって、 陳 狀が當 時の 歌の 一 般的 傾向 を 評して 

六 藤 厣^ 货 iw^^  t  ニニ 1 • 
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「かやう にめ なれたる ふし をのみ 賞翫 せられ さ ふら は ゝ , 只樱 ちる 木の 下風との み 詠みて 候 は、 耿 

やすく 矣 へ き」 

とさ へ挪楡 して ゐ るの は、 そのこと を 最も 端的に 指示せ る ものである。 

知 家 はかくの 如き 耿 道の 反逆 兒 であった。 そして それ は ひとり 主張に 止ら すして^ ちに 彼が 詠 その 

ものに あら はれて ゐ ると いふ 點は 更に 注 H す べき ものが ある。 

「今 もな ほ 心に か .、 る わかれ 哉髮 かき やりし 人のう しろ て」  . 

恰も 浮世 桷に對 ふが 如き か、 る 趣き は、 殊に 當 時の 歌^に 於て、 如何に 目新しく 奇異なる 風と して 

時人の 眼 を そば だ 、しめた ことであった らう。 

知 家の かくの 如き 圭 角と 無遠慮と は 決して その 境遇 を 多幸なら しめる 所以の ものでなかった らう 事 

は 想^に 餘 h- ある。 この 彼に 次の 一 首が ある また 當然 なりと 云 はれねば ならぬ。 

今よ われ まろ^に とけ る 腰刀 世に 使 はれ ぬ.^ とそな り ぬ る 

この 一首， 一面に は、 - 以て その 耿風 をう かく ふべ く、 也 面 その 境遇と、 日常 抱懐す る 所と を 察すべ 

きものが ある。 蓋し かくの 如き は^なる 言葉の綾 としての み 看過す るに は餘 りに 力強く、 その 底に は 

必すゃ 勦 かし 難く rm し 難 き^たる 事赏の 潜め る ものがなければ ひらぬ か- ら である。 \ 

信れ 兆に よれば * 信實は S 々知 家と 耿筵を 共に して ゐる。 を の 交 は. 5 の 深さ は 明かで ない にせよ、， 

先に 兄た：： S ^に 於け る 特色、 それと 同様の 特色が、 知 家に 於て 一層 濃厚 顯 著に 出て ゐ ると いふ 事 は 典 


深き 所であって、 卽ち當 時の 歌壇 i ！定 家の 晩年より 爲 家の 時代に かけての 歌壇のう ちに は 知 家、 信 

お おによ つて かくの 如き 反抗の 火の手の 萠 せる 様、 察すべき ものが あつたの である。 たく それが、 勅 

撰の 卷 頭に 採用 せらる 、 の榮を 自ら 辭し た溫 厚なる 信實 と、 周 園に 何等 顧慮す る 所な く 思 ふま まに 無 

遠^に 振舞 はんとした 圭角 多き 知 家との、 爲 人の 差異に 於て、 別の あら はれ をと つたと いふに 過ぎぬ 

ので あらう。  ， 

^れ^ 代 末葉に 到って 歌道のう へ に 保守と 新奇との 相反す る 主張に 基づいて ゴ條 家と 京 極 家、 爲世 

. リ兼 との 激烈なる 紛爭を 生す るに 到った こと は 中世 和歌 史上の 著しい 事實 であるが、 以上 見來 つた 

所に 於て 吾々 は、 この 對 立の 由って 來れる 所 頗る 遠く 深き もの ある を 見た ので ある。 たぐ 當時 にあつ 

て は それ は 未だ 單 なろ 萠芽に 止って 居り、 歌壇 は 分裂の 危機 を 孕みつ ゝ も爲家 等に よって 兎も角も  1統 

一 され、 表面の 平靜を 維持して ゐ たので ある。 

かく 見來 ると き 「野 守 鏡」 が信赏 の 歌に 關 する 見解と して、 次の 如き 語を傳 へて ゐる こと は 頗る 意 

味 深き ものが あると 云 はねば ならぬ。 

「この ころ たれ かやう 彼 かやう とて、 よみ もお ほせぬ すかた を まな ふこと、 その 心 を 得さる こと 

也。 おのかす かた を さま によめ はこ そ、 人の 心 をた ねとす る義 にも かな ふ 事に て 侍れ」 

lo 今日の 吾々 にあって は 之 を 以て 具に 信 實に歸 すべき や 否や を保證 すべき 手段 を缺 く。 一般に 

「野 守 鏡」 の 據れる 史料 は 正確 信す るに 足る ものが 多い やうで あるから 姑く 之 を具體 的に 信 實に擬 す 

六 薦康信 實傳拾 遣  二 ニコー 
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る こと も 許され やう。 がそれ はとに かくと して 「おのかす かた を さま/^ に」 よむべし との 主張 は、 

吾々 の 眼前に 與 へられた 信赏の 詠の 1 特色と 符節 を 合する 所で あり、 而レて 野 守 鏡の 成立 (永 仁 二 年) 一 

のころ、 卽ち鎌 食 時代 末の 人に は、 像實 がかくの 如き 革新派の 一先 驅者 として 傳 へられ 印象 せられて 

ゐ たとい ふ 一事 は 之 を 疑 ふこと が出來 ない。 た，、 この頃に 到って は兩 流の 對 立が、 事赏、 激化して ゐ 

た爲、 之 を その まゝ 過去に 投影して、 その 初頭の、 對立 未だ 云 ふに 足る ものな かりし 時代のう ちに、 

彼等の 眼前に 於け ると 同様の 姿 を 見ん として 之 を 誇大に 傳 へ しものと 觀る ベ きで あらう。 

人物 温厚なる と 同時に 耿 道に 革新的， 意見 を懷 き、 後世 をして その 先驅 者と さ へ 仰がし めしもの を 有 

せし 信赏、 彼が かくの 如き 一 面 を、 明かに する こと は 彼が 一 代の 業 精を考 ふる 上に 寄與 する 所 蓋し 尠少 

ならざる べき を ins する ので ある。  、 


七、 太 政 大臣 德大 寺實基 及び 左大臣 公繼に 就いて 、 

— 縑倉棉 代 政治 思想の 一 面 f  ： 

、後 德大寺 左大臣 實定の 孫、 左大臣 公繼の 男、 從 一位 太 政 大臣 德大 寺實 某に 就いて 徒然 草 は 頗る 暗示 

的な 說話を 吾々 に 傅へ てゐ る。 その 一は 卽 ち， その 息 公孝が 撿 非違 使 別當 たりん 時 評定に 際して 牛が 

別 常の はま ゆかに 上った、 人々 は 重き 怪異な りと して 牛 を 陰陽師の 許 へ 遣 はす べきの 由 を 申立てた と 

ころ、 父 相 國實甚 が 聞いて 「牛に 分別な し、 足 あれ はいつ くへ かの ほら さらん、 瓱 弱の 官人、 たまた 

ま 出仕の 微牛を 捕 へらる へき やうな じ」 と 之 を 押し止めた ところ 敢て 凶事 を 生じなかった。 徒然 草 は 

之に よって 「あやしみ をみ て あやしま さる 時 は あやしみ か へりて や ふな」 と斷 じて ゐる。 その 二 は、 

次に、 龜山 殿御 造 營の時 その 地 引 をな したと ころ、 大きな 蛇が 無數に 群集った 塚が あった、 こ の^は 

神聖 犯す ベから やとの 議が あり 遂に 勅問 を 蒙った ので、 實基 はた { 一人 群議 を排 して 「王土に 居らん 

蟲. a 居 をた てられん に 何のた、 り を かなすべき、 鬼神 は 邪な し、 咎む ベから す、 たぐ 皆 掘りす つべ 

し」 と 主張して 蛇を大 井川に 流さし めた、 徒然 草 はこ、 に 於ても 同様に 之 を 「更にた、 りな かりけ 

り」 と 結んで ゐる。 

實甚 が、 右の 說話を 通して 察せられる 様に、 當 時の 一般人 を 強く とらへ て 離さなかった 神秘的、 迷 

七 太 政 大臣 桤大夺 ^某 及 ひ 左大臣 公糗に 就いて  ニニ 五 
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t2 的な 考へ 方を排 して 正しき 信念の 前に は 何もの を も 恐れなかった 態度， f  く 徒然 草に この 說 話の 

^ り ffl ひられた 趣旨 も そこに あると 思 はれる ので あるが、 その 事 を 以てしても 彼の か、 る 態度が、 當 

時の 人々 の 眼 を そば だてし むる に 足る、 頗る 異色 ある 行爲 であり 態度で あつたと いふ こと は 今 あらた 

め て 指摘す るを织 ひぬ 所で あらう。 

^  (文 永 十 年 二月 十日 薨、 七十 三歲) が 時人 を ぬきんでた 異色 ある 公家 政治家な， 9 し 事 は 旣に瀧 

川 政次郞 博士が、 右の 徒然 草 及び その 恐らく は 源流と 観る べき 史官 記に よって 旣に 注目して ゐられ る。 

^s^^w 吾々 はこれ によって その 爲 人の 一面 を 窺 ふこと が出來 たので あるが、 吾人 は 更に 博士 

の^られた 史料 以外に、 赏茈. 5= 身が 殘 したと 思 はれる、 そして 恐らく 未だ 廣く 紹介され てゐ ないかと 

考 へられる 一史 軒に よって、 その 人物と 思想と に 接近して みたい と 思 ふ。 

博士 も 右 論文に 云って ゐられ る 通. 5、 赏基は 德大寺 家出 身に して 太 政 大臣に 到った 最初の 人で ある 

が、 ^長 六 年 二月 十一 日に 罷め、 文 永 二 年 九月 十五 日、 六十 五歲の 時、 從， 一， 位 太 政 大臣 を 以て 出家し 

てゐ る。 これ は 公卿 補任の 傳 へであって、 博士 も 同書に 從っ てこの 時の 法名 を 「圓 覺」 と • 認めて ゐら 

れる。  • 

然るに 弒史 愚抄嘉 元三 年 七月 八日の 條を みると 「前 太 政 大臣 公孝お 病 落铹、 法名 圓覺! sj^J と ある。 

(同 害 は實躬 卿 記、 公卿 補任、. 諸家 傅、 歷代 最耍、 一代 要 記， 大^ 阖 によって 本日の 條を 記して ゐ 

る。 祯 任に は 公孝の 法名 を 記さす、 他の 諸 書 は 今遺慽 乍ら 嘱目の 機 を 得ない) 公孝 は實甚 の 息で ある 


が， もし 右の通り とすると 父子が 法名 を 同じく して ゐる 事になる が.、 この 點に、 その いづれ かぐ 誤で 

はない^との 疑が 揷 まれて くるの は當然 であらう。 而も 補任 (蹄 國) には實 基の 出家に 註して 文 永 

二 年條に 「九月 十五 日出 家 * 法名 圓覺 (圓 性歟 〔傍注 也抹〕 l)J と ある。 卽ち 補任 も 實甚の 法名に つ 

いて は W 性と 一一つ を傳 へ て圓性 をす て 、 ゐ るので あるが、 先の 公孝の 法名と 考 へ 併せる と 實は圓 性が 

正しい ので はない かと 疑 はれて くる。 そして この 問題 を 解決して くれる ものと しても 次の 史料 は 決定 

的な 力 を もつ もので はなから う か。 

史料編纂 所藏伏 見せ：： 御 記錄、 影寫 三、 . 所收 文書のう ちに 「德大 寺 入道 相國 記」 と 題す る もの を收め 

て ある。 而 して その 第 一 紙に  ：  - 

「條々 注進 之 自去比 持病 更發之 間 于今遲 怠爲恐 不少候 si 下 篇目之 外 註 加 奧候可 然之樣 可令洩 披露 給 

之 狀如伴  ， 

三月 廿日  圓  性」 

而 して 同紙の 裹窨 にも 「德大 寺 入道 相國 記」 と ある。 この 裏書と 題目 (これ は 恐らく 裏書に よって 

後に 附し たもの か) と を 信 すれば 德大寺 入道 相國 にして 法名 を圓 性と 呼ばれた 人の あった 事は爭 はれ 

ぬ。 加 之 この 文窨 は、 その 前後に 收 めら れた 文書から みても、 又 その 書風 (幸に 影^ I であるので) に 

よっても、 鎌き 時代 頃の ものな. る こと は 一 見す る もの ゝ 直ちに 首肯す る 所で あらう。 

.  » -  .  -  〉■ ち：. Av>;/ «  ,ジ "乂 i 聚". 殺ケな ノふ へに."、. -,. -、/ 二、 や 、ゆ 

この 史料と 前の 補任 等 をつ き 合せて 考 へ れば， 吾人 はも はや 直ちに 圓性を 以て赏 基の 法名と 斷 やる 
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に^^する を耍 せぬ であに う。 卽ち この 「自筆 記」 は實に 赏 甚肖^ の 記した 所で ある。 而 して 之 を 一 

見 すれば 直ちに 明かな 所で あるが、 數 箇所 訂正の 迹な ど， もあって、 この 點 よりす る も. SI ら筆を 執った 

木なる こと は 疑ない。 .  メ 

「n お 記」 の 第二 紙 以下に は、 右の 消^文に 述べられて ゐる 通り、 時の 天皇 (若しくは 上皇) の 政治 

上の 御下問 數箇條 に ついての 赏 基の 奉答 及び それ 以外 尙 自分の 意見 を附 加して 記されて ある。 がその 

年代 及び 御下問 を 賜うた 天皇 (又は 上捏) について は 之 だけで は 未詳で ある。 が 幸に して その 間の 消 

息 を や、 叨 かにして くれる 一 史料が 吾々 に傳 へられて ゐる。 卽ち 高野山 金剛 三味 院本 「關東 武家 式目」 

卽 ち^お 貞永式 E 註 avt;: 屮 最も 古い ものと， 目 せらる ゝ 式目 註 (本 雷 ついては なほ 別梡 「一 pij 相 「su 家 

式：：；：」 について」 參 W) のうちの 左の 一條で ある。 

「一 讓與 所^ 於 女子 篇 M  A 後 嗟 蛾 法皇 御宇 有 沙汰、 德大. 1： 寸 入道 相 網 K 基 御意 见十ケ 條內営 時 倌徒之 作 

法 依^ 之 由 被定申 ^ 下」  - 

卽ち赏 基の この 注進 は 後^ 蛾 法皇の 御下問に 基づく もので あり、 法皇の 崩御 は 文 永 九 年ニガ 十七 日 

であるから、 その 注進の 時期 は それ 以前にして 货甚の 出家した 文 永 二 年 九月 以後に 存 する ことが 明か 

にされ る。 先の 消息に 赏基が 自ら 「特 病更 發」 と 云って ゐ るの も、 その 晚 年に 屬 する ものなる こと を 

暗示して ゐる。 なほ 吉辕記 文 永 十 年 四月 及 同 九月に 制符， ^下された 由 見えて ゐる。 後嵯峨 天皇 崩 後の 

ことで あるから 勿論 「.E 筆記」 そのもの ではない が、 或は 「自筆 記」 を 原案と した もので はな かスた 


らう 炉。 特に 前者の 「自筆 記」 の 項目と 共通す る 所 多き は 眼を惹 くに 足る ものである。 が これ 等 成立 

や-: i 布 等の 問題の 詳細な 點 について はな ほ 後 考を俟 つと して、 以下、 ゃゝ 長文に 亙る が、 先づ その 全 

义を 祸げる こと ゝ する。 それ は 實甚の 人物 學識を 想 察する 上に も、 又當 時の 政治 思想 を 討ね る爲 にも 

固 人的、 社^的 色々 の 方面から 極めて 注目すべき もの を もっと 思 はれる からで ある。 卽ち 第二 紙 以下 

に は 達筆で 次の 如くに 記されて ゐる。 

「無人 煩 可 被 典 行 神事 i  (第 一 ) 

右 敬神 之 道 以誠 信 爲先必 不可 依 禮奠之 精 & 故 謂 苟有明 信澗^ 沼 畤之毛 潢汙行 潦之水 可薦於 鬼神 可 腐 於 

Hi, 公 又 云 祌熒與 德不發 備物謂 愴者守 物 謂德者 正直 中和 然則 以誠 信 祭 之 以直以 祈 之 者 無人 煩定有 感應歟 

其 上 神 領者有 訴訟 者 任 道理 早速 可 .尋 沙汰 之 由 可 被 仰 下 諸 社 奉行 人歟 

鼉闕利 可 被 紹降佻 法事 (笫 5 

•  S, ま： .  に ..yc/j^ パ奢 - 

右 佛法之 紹隆ぉ 可 依 學者之 修行 其 行 雖有多 門 所詮 不出戒 定^ 之 三 學々々 內以： 禪定 爲滕餘 不^ 及 之但尸 

弒お 淸淨 三昧 不 現前 欲 修禪定 堅 可 護 持戒 法 而當時 南北 之 碩德等 偏嗜惠 學於戒 定ニ學 大略 如 廢佛法 僧 法 

之 衰微 職 而由此 但可典 行 之 由 雖被仰 下 緩怠 定^ 前々 歟於今 者 有 評定 委定 修行 之 方 軌可被 仰下歟 若有戒 

香^ 修 三味 成熟^ g 法 ^降 何^-如 之 哉 

擇賢才 之 道 如何 可 被 先 哉 事 (筝 5  7 

右 古人 云^ 人 n.^Hn 福 主神 明お 之爲行 也^ 其 志 則 邦 國以利 社稷 以安 世人 受其福 群生 賴其德 謂 才者智 也 
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夂文^ 奇麗 ェ文謂 之 才又道 術 稱也又 藝也是 以魏徵 云 亂代只 取 其 才不顧 其 行 太平 之 時 必須 才行倶 兼 可 任 

W 之 加 之 古人 云 德勝才 謂 之 君子 才臉德 謂 之 小人 君子 挾 才以爲 善 小人 挾 才以爲 惡挾才 以爲善 者 善 無不至 

挾才 以爲惡 者^ 恐 不至矣 自古以 來國之 亂臣家 之 敗 子才有 餘而德 不足 也 以之思 之雖有 才名 無 賢 行者 不可 

用 歟但明 王 之 用 臣必巧 匠 之 用 木 曲直 長短 雖無各 有 所 施 故 明 王 不棄茛 良 匠不棄 材然則 賢才 雖異依 事 又 有 

所施歟  ， 

令 外 官員可 據何代 哉 事 (Isa)， 

右 官少人 多 者 其 人 不居其 官ロ  (官 力) 多 人 少者 非 其 人 居 其 官尤雖 可 器量 悉難 周備者 就中 古聖 代任 延久 

比 之 例 可 被 定置 战時殊 以文 士可被 任 之 由 有 其 沙汰 歟顯季 卿 可 任 參讒之 募雖非 一 依 非： N 士不被 任 又不賦 

四 韻；^ 者 不可 任 辩官之 由 有勅定 云々 加 之 唐 太宗謂 侍臣 云 致 理之本 唯 在 於 量 才授職 省官員 孔子 云 官事 若 

得 其 善 者 雖少亦 足矣其 不善 者縱 多何爲 太 □ (早 力) 逐 和漢 賢主 之 勝. 躅被取 文士 於 當時者 爲擇士 中 

典お 文 之 上計 歟  ， 

抑 近來人 之^ 進甚 早速 也 少^者^ 卿相！： 巾 顯職被 興德政 之日猶 不可 然歟早 官淺位 者 依 人 暫雖依 近 例 於 太 

政 {=« 者^ 可^ 豫遴歟 雖非勅 間之篇 HI 以事所 述鄙懷 也 

民 共 可 令 富 足^-  siw  . 

右 古昔 諸 國之治 否 皆 委子 國司租 稅調庸 悉納官 庫 故 逢 良吏 者^ 民 富 足 有 貪 吏 者 苦 貧雖被 出號令 遵行 無 煩 

中古 以來 庄圜 □ 广濫 力) 立 面々 領主 幾千 萬 哉 雖有其 沙汰 定不 事行歟 


位 職 田無實 群臣 朝恩 可 爲何樣 哉 事 (第 六： > 

右 位 職 ra 凌 廢之後 庄簡競 立 各 知行 之 其 儀 不可 有 停止 者 暫雖爲 如 當時有 何事 哉 

號令不 遵行 因 何事 哉 事 (第ち 

右 古人 云 令 旣出而 俗未齊 者令不 一 也 盖謹於 始慢於 後則不 一 也 張 於 近 弛 於 遠則不 一 也 急 於 賤寬於 貴則不 

一 也 行 於 疎廢於 親則不 一 也爱披 古人 之 文 倩 案 ゲ疑若 謹 於 始慢於 後 歟將又 下 ま 不通 歟但爲 政 者愼擇 左右 

々々正 者 號令安 得 曲 云々 是又古 之 人 先 言 也 誠 左右 正則 何不 遵行 哉 

變通不 則 之 政 可 順 時事 (第 八) 

右 推 民意 而分规 量 時宜 而立 敎者 治！ 1 之 彝 範仁俗 之 大綱 也但 憲法 易 i 人 行 易 衰偏任 末代 之 時宜 者 彌達上 

聖之 古風 歟弘仁 詔誊云 睽還淳 返 朴之風 未 覃下古 興 □ (滅 力) 繼絕之 思 常 中 襟 加 之 魏徵云 人漸澆 訛不及 

、 □ (能力) 撲主今 應悉爲 鬼蛛家 可 廢得而 敎化耶 然則上 口  (慕 力) 堯舜之 心以敎 下下 思 元 □ (愷 力) 之 

行以 仕上 者 雖爲^ 范之 □ 俗 盖返隨 分 之 淳朴 哉 

民 捨漁獵 可 勸農桑 事 (第 九) . 

右 施 仁 憐物之 道 無 如 救 性 命 但緣海 之 生 俗以釣 漁而爲 生計 專來巳 久偏被 停止 之 者 遠 爲犯甚 歟是飄 風不從 

朝 驟雨 不ロ  (從 力) 日 之 謂 也^ 案 拆中之 儀 正月 五月 九^ 者 可止惡 修之齋 月也且 唐武德 年中 下俗此 月月 

化 死刑 禁 屠殺 於 漢家又 非 無 先规然 者此三 ヶ月 者 一 向 可 被 禁之此 外 每月、 六 齋日幷 有 佛寺之 所 者 寺 邊ニ里 

之. r 任 格 制 可 被 止 之 就中 西都大 井河 宿 獵者等 被 止 屠殺 以別 沙汰 有 恩 憐者可 曰 莫大 之 仁慈 哉 
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f 小 游喷之 衆^ 令 就 民業 事 (* 十) 

右 棄末作 可 就 木^ 之. ai; 有 古賢 之說 和漢 異事偏 難 因 誰 之 上 所詮 租稅賦 歛無民 煩 風雨 水 旱不失 時 者雖不 

止 末 作 於 夫 者お 無： 小定歟 

撫民給 幼" 小口  (時 力) 禮儀^ 止 過 差 事 (第 十一) 

右 撫民之 計^ 幼 之 法度々 制符等 至要 火 略 無 所 漏 歟如赏 被 遵行 者 不可 有 不足 歟 

雜訴等 無人 之 烦不曰 可 有 沙汰 事 (第 十二) ， 

右 仙； 1 之 評定 被究. 淵 底 其 ヒ^ 行人 各存 忠^ 有 其 沙汰 者 何 有 訴人 之烦 

可 得 人 致 理事 铬 十一 亍 

, 右 爲政者 唯^ W 人 無 直 人 者 雖堯舜 誰 可 致 化 而得其 人 之 零 似 難 非難 古人 云 人 無常 心習以 成性國 無常 俗敎 

則 移 風^ 兆 之 所 赴 在 一 人 之 所 執 人々 在敎^ □ 人 々之 □ 陶冶 愛 善^ 之 明鏡 勸識之 師範 無 如 說苑之 六 正 六 

邪 之 文 以彼所 明 之 得失 常 有 好惡之 沙汰 者 何^ 客 不厭衛 楚人不 忍 餓哉加 之 魏徵云 知人 事 自古爲 難 故考績 

黜陟ぉ 其善惡 今 欲求 人 必須 審訪其 行 若 知 其 善後 用 之 假令此 人 不能 濟事 只. N 力 不及不 爲大害 云々 誠以家 

被 (以 力) 孝 推 忠太槪 不相^ 歟  、 

、 • 依 滅信笾 有 天感事 (锒 十四) 

右齊景 公之 代 « 星 見 天 群臣 皆 泣 晏子暌 曰 君 立 臺深池 厚賦歛 重刑 罰 是以天 示 變景公 懼而修 德之後 十日 而 

星 沒又宋 草々 之 時 焚 惑 守 心爰司 馬子 事 i 請 移 口 移 人 移 歲然而 二三 善 言 而不聽 卽應時 星 退三舍 延殆廿 一 


ハヰ是 皆 非 德化之 非 政敎之 勝 □ 只 責心悔 過重 人 輕身者 高 天 聽早感 應依違 方今 無 高 臺深池 之 煩 費 無 厚 

赋重^ 之 過惡唯 □ (剋 力) 叙情 致 至誠 盟德化 於 向後 類 □□□ 無： i 者攘 災何隔 時日 哉」 

(旗 文に *a はない。 今 便宜上 筆者が 假に附 したので ある)  . 

右の 全體を 通じて 第一に 人々 の 眼 を 惹く事 は、 儒敎 思想、 就中 儒敎的 政治 思想の 色彩の 極めて 濃厚 

なる 事で あらう。 全文 殆ど 儒 書の 引用と いっても 差 支ない。 卽ち第 一條に 「苟有 明 位 ：：： 可薦於 王公」 

と ある はお 傅 (隱 公三 年) よりの 引用で ある。 唐 太宗ゃ 魏徵の 名が 屢 j 見えて ゐ るの は (難、 き I) 恐ら 

くこの 時代の 公武 家の 政治家の 間に 施政 上の 好 指針と して 研究され 愛讀 せられた 貞 觀政耍 から 引いて 

ゐ. るので あり 「明 王 之 用 臣不棄 ほ 良 匠不 棄材」 (^) と ある も 同じく 政耍 もしくは 太 宗の親 撰なる 帝範 

(？^ 1*0 の 援用で ある (政 耍ゃ帝 範ゃ群 書 治耍カ どが この 時代に 入って わが 國 政治家に 注目され 實際 

政治の 敎科 害と もせられ た迹の 著しき もの ある こと は 興 深い 所で あるが、 その 詳細に ついては 之 を 別 

の槻^ に讓 りたい)。 その他. 說苑 (^九、 この 引用^ 同窨 第二， 臣 術からの である。 なほ 政耍卷 三に も 

同铋の 文が みえて ゐる) 晏予 (お 司 馬子 (#) 等の 名 も 直接み えて ゐる。 具體 的に 名 を 示さ やに 「故 謂」 

「古人 云」 「古賢 之 語. 一 など ゝ屢！ 記して ゐ るの も 殆ど 全部が 儒 書の 引用で ある。 而 して それ 等の 設く 

所 は いづれ も、 政治の 基礎と して 人 問 自身の 正し さ 特に 爲政 者の 修養の 缺く ベ からざる をお 調して ゐ 

る 點 に 於て 軌を 一 にして ゐる。 實甚 がか ゝ る もの を 引用して ゐる事 は卽ち 彼の 學問 乃至 は 修養が 主と 

して 儒敎的 政治 思想に その 某 礎 を 据えて ゐる こと を 示す もので あり、 それ は 同時に、 爲政 者の 德政を 
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以て 政敎の 根本と なすとの 儒敎的 政治 思想の 根本 精神に 赏 甚が滿 腔の 贊意を 捧げで ゐる事 を 物語る も 

ので ある。 -,  , 

sl^ 乃至 は 儒 敎的 政治 思想の 第一の 特色 は、 その 徹底的な 人間^ 一、 王義 にある。 卽ち これ を 道德的 

に覷 ねば、 天へ. の 畏敬が 最も 重ん せられ、 人の 行爲は 天の 照覽の 故に 慎むべき ものと せられて ゐる 

が、 その 事は少 くと も結朵 から 云べば 天 はた *、 樞 軸と せらる ゝ に 止まり 自己 を 正しくす る 時に のみ 人 

^1 天に 對し 得る ものと され 問題 は 結： ：5 人間の みに 桀 中され てゐ る。 政治的 思想と して は 著 I- く 民衆的 

な 色彩 を 持ち 股 i 民本主義の. 語 を 以て 評せら る 、 所以の もの. を 基調と する こと は 云 ふまで もない。 

右の rc^ 記」 の 思想^ 亦 かくの 如き もの ゝ 上に 立つ 事 は 一見して 明かで ある。 が 若し 彼が 軍に こ 

の 思想 を 理解し 之に 赞 成し 共鳴して ゐ るに 止った としたな らば、 それ は當 時の 政治家に 多 かれ 少 かれ 

^^の 現象に 過ぎす、 從 つて 多く 吾人の 典 味 を惹 くに 足， 9 ない。 吾人が 彼に 於て 特に 注目 せんとす る 

所以の もの は、 彼の か、 る學問 乃至 は 思想が、 多くの 貴族政治 家の 兎角 陷り 易い、 取なる^ 飾と して 

の敎 養、 { 仝 虛な文 宇と しての 學 問に 止って ゐな いとい ふ 事 實に存 する。 卽ち 彼. がその 眼前の 社會 事情 

活 きた 民衆の 問題に 卽 して、、 彼の 儒 敎的敎 養 をよ く 活かし 用 ゐてゐ る、 とい ふ點に 吾人の 注目 を^ 中 

したいの である： 彼 は 古賢の 語 を 諸 害から 縱 横に 引用し つ ゝ 而も 常に 自らの 態度 を 以て 臨む の 注意お 

怠らない。 例へ. ば 第 七に 「按 古ん 文 倩 案 今」 とい ひ、 第 八に は 「變 通不 則」 と 云って ゐる。 同じく 第 

八に はな ほ 「偏 任 末代 之 時宜」 と 云 ひ 第 十に は 「雖有 古賢 文說 和漢 異事偏 難 因 准」 として 時と 處 とに 


よって 根本 原則の 適用に 手心 を 加 ふべき を 注意して ゐる。 第 九に 禁獵の 事 を 論じ、 種々 の 策 を擧げ 

て 「案 折中 之 儀」 じて ゐ るの も 同じ 例に 數 へられる。 

赏^ の關 心が、 儒敎 政治 思想の 指し示す 所に 從 つて、 專ら 民衆の 苦痛の 除去に 注がれて ゐた事 は、 

「自筆 記」 をよ む もの ゝ 何人も 認 むる 所で あらう。 念の 爲に 二三の 實例を 指摘す るなら ば 第  一 ノ 十、 

十二に は 「無人 煩」 と 云って^ り、 第五に は 「官民 共 可 令 富 足」 と 希望して ゐる。 第 八の 「推 民意 而 

分規」 も 第 十一 の r 撫民給 幼」 も 同じ 思想の あら はれで あり、 更に 第.^ に は 貴族 ^ 治 家の 陷り やすい 

弊 を 指摘して 「急 於 賤宽於 貴 則不 一也」 とさ ~ 云って ゐる。 この類の 語 はな ほ 多く 見出される。 

人間 中心 主義 を甚 調と する >儒 敎の 遨德 思想の 側 は、 むしろ 右の 政治 思想 以上に 强く 「自筆 記」. の 中 

に 滲透して ゐる。 卽ち、 怪力^神の 排斥 者、 それに 對 する 人間 精神の 正し さの 優越に 就いての 彼の 信 

念を傳 へ ようとす る 所に 徒然 草の あの 說 話の 趣旨が 存 する 様で あるが、 「自筆 記」 に 在っても それと 

符卽を 八 ？ する が 如き もの を 見出し 得る。 その 事 は 第一、 第二の 神事 佛 事の 與 行に 就いての 彼の 意見に 

最も 明晚 にう かくはれ る。 彼に よれば 神事の 興行 も 徒に 供物 を あつく して 爲に 人民の 煩を來 すが 如き 

は 具に 神 を经 する 所以に あらや、 信と^と を餐 して 誠 信 を 以て 之に 供すべき を强 調して 居り C 以上 第 

一) 同様に 佛 法に 於ても • 當 時の^ 敎界が 戒定 惠三學 中、 獨り惠 にの み 力めて 外面 を 飾り 之を內 より 

支持す べき 戒定に 於て 缺 くる 所 ある を 指摘して ゐる。 (以上 第二) (神佛 信仰に 於け る、 かくの 如き 人 

間中 心的^ 考 へ 方 は貞永 式目 第 一 條 にも 言明され てゐる 所と 共通して ゐ ると いふ 點は 深い 興味 を 以て 
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注目され る )o 更に 第 十四に 晏 子の、 齊景 公に 徒に 天變を 恐る ゝの 愚に して あやまりなる を敎 へ、 修德 

を勸 むる 事に よって 天 凝の 消散す る を 待た しめしとの 傳 へを援 いて 「只資 心 侮 過 章； 人 輕身者 高 天聽早 

戚應依 違」 と 云へ るが 如き は、 その 思想 的甚 調に 於ても、 說 話の 傾向に 於ても、 かの 徒然 草の 話と 正 

に 吻合して ゐる。  • 

货^ はかくして、 敎 思想 を その 民 本 精神に 於て よく 理解し 攝 取して 之 を 眼前に 與 へられた 諸事 情 

に噸 じて 活かす カを備 へ た 政治家で あり、 また 人 は 自己の 修德 につと むる 時に のみ 神佛 にも 天に も 恥 

づる 所^く 對し 得る との 固き 信念 を もつ 道德 思想家で もあった。 この 事 は， 吾人 をして、 實 基が 當時 

の 食 族の 間に 稀に 見る (徒然 草に 特記され たの もこの 點に 於て 稀で あつたれば こそで あらう) すぐれ 

た 政治家であった、 と 断せ しむる に 足る であらう。 卽 ち^なる 民衆の 同情者と いふ 如き 淺き意 咴に於 

て， ゝ なく、 かな しっかりした 信念と 思想 的根據 とに 立って 廣く 民衆の 實 狀を觀 察し 深く 理解し つ 、 

1 方 政治家と しての 反^に つとむる. と 同時に 他方 無限の 同情 を 民衆の 上に 濺 いで ゐ るので ある。 かの 

^敎 思想の 味 解、 古人の すぐれた 思想と 彼 自身の 頭 腦の彈 力との 深い 融合、 そこに 生れた 立派な 政治 

家 的 態度、 彼 を 目す るに 名 宰相の 稱を 以てする に 足る となす は 溢 美で あらう か。 而 して、 徒然 草ゃ史 

官 記に 於て は 間接の 反映が みられる に 過ぎなかった 赏甚 のかく の 如き 爲人 はこの 「自肇 記」 にあって 

は 彼 自身の 口から 欣 接に はっきりと 物語られて ゐ るので ある (この 事 はまた 偶 i 以て 徒然 草の 傳 へ の 

一般的に 信憑し 得べき を 暗示して ゐる、 とも 見られ やう。) 


「君 を 思 ふ 心の底 をた つ ぬれ は 貧しき 民 をめ くむな りけ h 」 と慈圓 僧正 は 詠 じた。 (^ま) 當 時の かくの 

如き 政治 思想 は 基に 於て 更に 强く 且、 具體 的に 追求 ざれん として ゐる。 た<遺 慽 乍ら 彼の 力に よつ 

て 如何な ーる實 核が 擧 げられ たかは 之 を徵す べき もの 乏しく、 ゎづ かに 徒然 草に その 片鱗 をう か 

• 、ふ 外な き 有様で あるが、 假令 彼に 於て 直ちに その 結果 をみ る 事が 出來 なかった にもせ よ. 彼の かく 

の 如き 內面的 努力が 徒勞に 終った と は 決して 考 へる こと は出來 ない。 それ 等の 點に 就いては 更に 後 文 

に 於て 觸れ たいと 思 ふが、 兎に角、 かくの 如き 太 政 大臣 を 出した こ i はこの 時代の 公家 政治に とって 

大きな 誇りで あると いはねば ならぬ であらう。  - * 

鎌^時代の 公家 政 .治 が. 恐らく 新 輿 武家政治の 影響 をもう けて、 以前に 比して 民衆の 生活に 一層 深 

い 注； n: を 向け 始めて ゐる こと、 その 意.^ での 「德 政」 が强 調され るに 到って ゐる こと は 否定し 得ぬ 所 

である。 一例に ついて みるなら ば. 弘 安五 年 五月、 叙 山に 下し 給うた 疫瘸. 祈 攘の 詔に 「民 者 阈之先 也、 

國ぉ^ 之 本 也、 君 雖有障 風 之 徳民頻 罹 瘴烟之 患 惻隱之 到 法力 何 筌， 早 被 修熾盛 光 供 之 懇祈宜 祈 令施疾 

疫消 除效驗 g 下」 と 仰せられ たつ 又弘安 十一 年 三月、 西 園 寺 公衡が 北山 第に 普賢 延命 法 を修し 

そ 宽厄を 祈らん とした。 然る 所、 仁 和 寺 御室から、 この 法 は 臣下の 修 したる 前例な しとて 故障が 出 

た。 これに 對 して 後深草 上皇 は 「凡 蜜改 請來の 本意 は 王臣を 全うせん が豫 なり」 と，. 然 らば. 執 柄 大臣 納 

言參^ 一人に 限らす、 凡そ 人民 畜生に 到る まで 偏へ に その 益を受 くるの 條、 法の 本意た るか」 との 御 

旨 頻りに 仰せ 下されて、 遂に 西 園 寺 家に その 法が 行 はれた。 (公衡 公 記) 鎌倉時代 を 通じて 少 からす 下 

七 太 致 大臣 德大寺 S 基 及び 左大臣 公 SS に 就いて  二三 七 


•  鋒な 昤 代り 思想と 文^  \  n=1< 

された 公家 制符 にも か 、 る 色彩 はかなり 濃 かで ある。 實甚は 時代の かく-の 如き 思潮の 一 代表的 人物と 

も舰 るべ く， 而も 「自筆 記」 に 於て それ 等 制符の 原案と も 見るべき もの を 見出す ので あるが、 それ は 

1^ 案で ある だけに、 個性の 躍動 著しく、 却て そこに こそ 時代の 精神 を^も 直接に 最も 强く 感得 せらる 

. るので は あるまい か。 

^接 乃至 自肇記 そのもの について 知り 得る 所 は火體 以上に 止まる。 が 右の 如き 思想 乃至 は 態度 

がゥ. H 時の、 特に 政治 史の 上に 如何なる 地位 を 占めて ゐ るか、 この、 より 大きな 觀點を 中心として、 以 

下， それが 果し たかと 思 はれる^ 割につ いて 考へ てみたい。 

承久役 後の 公家 は、 一時 幕府の 武威に 全く 摺 伏した リ そして 同時に 政治家と しての！！ 15 念 も 彼等の 間 

から は^ど 影 を ひそめた か^ 思 はれる。 この 事 を次祸 の平戶 記 延應ニ 年 正月 廿 八日の 記事が 明白に 物 

語つ， て くれる。 

「今^ 關^ 飛脚 到來 六波羅 云々、 修理 大夫時 房 朝 ほ 去卄 四日 俄 卒去 云々、 日來 無病 氣、 廿 三日 心神 聊 

違例 之 由 語 之， 然而 無殊、 仍 家中 不警 固，， 戌^ 增氣、 廿 四日 戌 刻閉眼 云々、 時 房 朝臣 者. 時 政 息、 故義 

時 朝 は舍 也笫， 於關^ 如 兩眼ロ 入 世務， 承久 「し 後 已送卄 年， 今 頓死 之條^ 奇可 思、 人口 云、 去年 歲 

菘義時 頓死， 今年 又 時^ 頓死、 偏是 顯德院 御所 爲 云々、 ^關 東 中 偏 以御顯 現 云々、 其 上 時 房 郎等 男、 稱 

進 十， 右近 將監^ ^去年 歲菘有 不可 說之 夢想， 是願德 院長 跋僧 d 等， 時 房 可 被 召 所 之 由 也、 梁 而^: 比奪 


云々 彼是 不可 不思、 此窜 今日 及 辰刻漸 風聞， 世間 頗物 忿， 不知 由緒、 成 不審 之處、 及 午刻^ 以 披露、 

關^ 漸 以.； お 微歟， 可 奇々々 g 下」 - 

假々 それが 亊赏 世上 一 般に流 f れた 風說 であった にもせ よ、 特に かくの 如き ものに 注 ^を惹 がれ 

て關^ の 不幸 を よろこび、 そのうちに 直ちに 關 東の 衰微 を 見て^る、 卽ち冀 つて ゐ るので あるが、 か 

くの 如き 態度 は 確固たる 信念の 缺 如か. ら のみ 生じ 得る ものなる こと 敢て說 明を須 ひない。 而も 之に 類 

する 記述 は 同 記に なほ 少 から やみえ てゐ る。 同年 二月 廿 二日 條に云 ふ。 

「1::- 刻 人^ 卿來 臨、 心 閑談 世事 了、 其 次 云、 關^ 去 夜 有 緣元之 音信、 其狀 云、 天魔 蜂起 未曾有 云々、 

其中述 夜な^ 火、 依此事 每辻徵 守護 人、 搦得 一人 之 下手 禁固 之處、 後 朝 無 其 體只有 一 株付繩 云々， 依 

此^ 件 守護 之侥旁 午、 又 彼 株^ 秘藏、 然而 世間 多以 風聞、 件 炎上 度々 中 去 四日 及 大燒亡 云々、 又 六 波 

羅武 家；； z 天魔 現 形 云々、 不能 多 註 尤可畏 云々、 i 武家 偏執 世務 巳及卄 年、 此兆也 魔 滅之瑞 相 也、 勿 

論々々」 

ついで 同廿 七日 條 にも 同様の 文字が 述 ねられて ゐる。 曰く  • 

、「傅 閒關^ 衰微 於 火^ HIT 武^ 魔滅 天狗 大略 現見歟 云々 可 恐々々、 變異 夢想 旁 云々々、 京 中 又 如此、 

就 屮相模 守 重 時 住宅 天狗 現 見自以 談話 云々、 事 非 矯飾 尤可畏 事 也」  - 

かくの 如き 文字のう ちに 吾々 は、 公家の 一 部の 人々 が關 柬に對 する 徒ら なる 反感の 餘 す 如何に 强く 

•V の 不幸 を冀 うたか、 而 して か ゝ る 偶然なる もの、 うちに も 公家の 幸 を 見出し 得る と强 辯す るに 汲々 
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たる、 溺 者が 籙 をも捉 へんと する 如き 焦慮と 不安と を 明瞭に よみとり 得る と 信 やな C 卽. ちそ こに は 何 

等 反省して 自ら 恃 むに 足る もの を 創 h- 出さん とする 努力 も餘裕 もな く、 た く 關柬の 不幸 を 以て 直ちに 

^都の 幸な. 5 と 妄想して ゐ るので あり、 反感 は 軍なる 不平と して 更に 愚痴と して 內攻 し， くすぶって 

ゐ たので ある。 

かくの 如き 愚痴が 公家 政治 を 健全に 導き 得る 所以の もので なぃ毐 は 識者 を俟 たやして 明かで ある。 

心 ある 公家 政治家の 游 起すべき も 亦當然 であらう。 宽元 三年 四月、 後嵯峨 天皇 は 參議已 上の 朝臣 をし 

て 封^ を 上らし めて 「唯盡 益^ 利^ 之 謀」 を 諮. -給 うた (UI 日 細) 新時代の 客観的 情^に 對 する 冷 靜 

な 態度に 於て 一歩 を 進めた ものと 云へ やう) 以後 寬喜 三年， 弘長 三年 八月， 文 永 十 年 四月 等に、 朝廷 

はしば/、 制 符を發 して 朝政の 緊肅を 計って ゐられ る。  , - . 

槪括 的で 聊か 漠然たるの 慽 みがないで もない が、 右に よっても 鎌倉時代 初期から 中期に かけての 公 

家政 治の 動きの 一 面 は 凡そ 察せられ やう。 承久 直後に は 武家に 封す る 力なき K 感 愚痴に のみ 徒らに 浸 

つて ゐた 彼等 も弘 長文 永の 頃に 到って-次第に 自己 を 恢復し 政治家 本來の 使命に 目覺 めて 來てゐ る I , 

か 、 る^ 勢のう へ から 今 一 度赏基 の 人物と 思想と を觀 察して みると その 地位と 役割と が、 その 意味が 

や 、はっきりして くる。 —— それ は 公. 家政 治 展開の 連鎖に 於け る 承前 起 後の 中央. の 重要な 一 環と も觀 

るべ く、 鎌倉時代 末の 公家 政治の 活潑淸 新の 氣も， か 卜の 如き もの を 無視して は 正 當には 理解せられ 

ぬで あ ふう。  - 


德大 寺公權 

以ヒ、 政治家と しての 赏基 とその 人物に ついて 考 へて みたので あるが、 筆者 はな ほ 之に 關聯 して、 

て  *  ： 

その 血族 關係， 特に 彼の 父公繼 について 次に 一言す る 必要 を感 する、 蓋し 父 公 繼を識 る こと は 實甚を 

異に 解す る 上に も 至大の 關 係が あると 思 はれる からで ある。 

瀧 川 博士 は 先の 論文に 於て 實 基の 實 母の 出身の 極めて 賤 しきの 事實を 指摘し、 實 基の 民衆的 性格の 

由って 来れる もの を 主として この 邊に 求めて ゐられ る。 その 限りに 於て は 筆者 も 之に 贊意を 表する も 

ので あるが、 而も 更に 父 公繼の 人物 を 顧みる とき、 肇者 は、 その、 母よりも 寧ろ 父に 負 ふ 所の、 より 

多き を感 せざる を 得ざる ものが ある。 乃ち 筆者 はこ ゝに 公繼の 性格 を觀察 紹介し、 兼ねて この 方面 か 

らも^^ の 理解に 資する 所 ありたい と 思 ふので ある。 

赏^ の 祖父 赏 定は官 左大臣に 到り 後 德大寺 左大臣の 名^-謳 はれた、 當 時の 朝臣の 一典 型と も 云 ふべ 

"神であった、 がその 壯年 時代 は 恰も 平氏の 興隆 期に 際會 して 官位 昇進 も埗々 しから や (.P4 蔬) 

晚 年に 到って 源賴 朝の 推 挽 を 得、 關 白兼實 とも 親しんで 遂に 左大臣の 高官にまで 到った のであった。 

公 繼は父 赏定の 後 をう けて 左大臣に 到った。 子實 基に 於て 德大寺 家から 初めて 太 政 大臣 を 出す の 基 

礎 を きづいた ものと も 觀られ る。 のみなら す、 彼の 言動の、 いろ C な 方面に 現 はれた もの を 彼此 考 

へ 併せてみ ると， 彼 は 決して 一介の 長袖 者、 平凡な 尋常 1 様の 貴紳に 止らなかった らしく、 爲 にー舦 

朝 はの 目 を そば だてし めた 事 も 珍しくなかった。 が、 と 云って、 求めて 奇矯な 振舞に 出で たので はな 
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く. 却クて その 間に 活眼^ 識の窺 ふ ベ きもの も尠 くない やうに 思 はれる。 

彼 は 幼に して 頗る 才藝に 秀で ゝゐ た。 元 曆ニ年 十一 歲の 時、 左大臣 兼實の 邸に 伺候して 音樂、 和歌 

の才を 以て^^ を狨 せしめた^-があった。 その 際兼實 は 「容顔 美麗 進退 叶 度 ノ先彈 尋陽之 曲， 次 有 連 

句 之 典- 云 彼 云 是^ 其^ 足狱 美」 との 感想 をのべ て 居り、 之に めで、 行成の 手跡 を與 へて ゐる、 のみ 

なら や 傲^ をして 最も 奴せ しめたの は公繼 の能喾 であった。 漦赏は その 達筆の 噂 をき いて 所望して 一 

見し r.wf.- 露 之 點有其 勢」 との 歎 聲を洩 して 感服の 餘り父 故 關白忠 通 筆の 扇 一本 を賞與 して ゐる。 

G^^i) 定家 も公敉 薨去に 際し^ 之を槪 評した 中に 「少 而才蕩 之眷、 十六 而任 参議、 再歷 大理」 云々 

とその 曰 記に 記して ゐる：  . 、 

幼時に 於て かゝ る才藝 として あら はれた すぐれた 素質 は、 獨， 9 かゝ る 末技に 止ら すして 長す ると 共 

に Ki 脫 した。 參^、 檢 非違 使 別當 等の 耍 職に 歴任して 遂に 左大臣にまで 昇った。 その 五十 三年の 生涯 

に 於て 彼 はよ く 輔弼 匡救の 大任に 営り 常に^ 腭の論 を 持し 以て 朝政 をして そのよろ しき を 失せし めな 

かった 辦も苒 三に 止まらぬ。  - 

迚永 元年 五月、 刑 部 大輔源 仲領の 妻が、 後白河 法皇の 御 託宣と 稱 して 御廟 建立の 事を唱 へた。 仲國 

は 後白河 法皇の 近^と しで 寵 せられた 者であった が 廷臣 いづれ もこの 言に 迷うて 之に 贊し、 爲に事 決 

せられ やうと した。 然るに 當 § 宮大夫 であった 公繼 のみ は 敢然 衆議 を徘 して 之 を 非と： した。、 而 して 

その 說 遂に 叙 慮に 叶 ひ 朝議 は 之を妖 言と して 斥く るに 決し、 仲 國は官 を 停められ その 妻 は 追放に 處せ 


られ てま 落着した 。  (ff 月 白 JyK)  . , 〜 . 

承 元 二 年 十二月 廿 五日、 東宮 守成 親王 (順德 天皇 ゾ御 元服の 儀 あり、 公繼は その 御 儀式の 設を 奉行 

したが、 彼れ * 東宮 大 進の 言を排 して 舊 例に 因 淮せ ざる 所があった。 之 を 見た 太 政 大臣 賴赏が 「以て 

の 外の 新 俄 也」 と 咎めた ところ 公繼 は、 之は两 宫抄 註、 應， 和 殿上 記 及 新 儀式 等 を 参考して かくの 如く 

に 定めた のであって 決して 私意 を 以てした わけで はない」 元來 前例と いっても 澤山 ある 以上、 彼此 互 

に 相 遠參差 をまぬ かれぬ。 今度の 儀 は 一 つの 前例の みに 偏せ ぬ 様に 多くの 前例 を^ 酌して 定めた ので 

あるから 差 支ない と駁 した。 相！： 賴實大 に 怒って、 記 錄は數 あるが、 仕 來りは 仕來り だ、 併し 「この 

上 は 私の 成敗に 決し 難し、 關 白に 中して 左右 を 決すべし」 として 關 白の 裁決 を 仰いだ。 之に 對 して 關 

白 家赏は 「尤も 代々 の 吉例に 從 つて 改 むべ し」 となした。 公繼も 「この 上 は 左右に 能 はす、 早く 元の 

如く 改 むん し」 と 折れて 出た。 この 一 事に よっても 公繼が 有職に 於て 造詣 深 かりし 事"" 事に 當 つて 苟 

f 一 

しく もせ ざり し 事， 併し 同時に 之に 囚 はる、 事な く， これに 獨自の 見識 を 以て 臨み、 常に， 信念の 養成 

を 怠らなかった 様 を みるべく、 又 自己の 所信の 前に は 太 政 大臣の 高位と 雖も 憚らなかった、 つよい 風 

格の 躍如たる ものが ある。 彼の かくの 如き 態度が 如何に 時人の 眼 を そば だてし め たかは 右の 記錄 (lg 

Msfifc^l さ の 筆者が その 最後に 「大將 g 公 …… 頗好新 儀 之 人 也」 と 特に 註して ゐる 事に よって 

も 察せられる。 

彼の、 自 ら信 する 所 深き、 - 剛直なる 精神 は 併し乍ら、 承 久の御 企てに 際して * 最も 明瞭に 立證 され 
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た。 卽ち 後鳥羽 上皇 は. 御擧 兵に 先だって 西 園 寺 公 經を誅 せんとし 給うた。 公卿^ 上人 何れも ロを閉 

おて 一人と して 之に 就いて .ぉ 見 をの べんと する ものな き 中に、 彼 ひとり は 進んで 所信 を 言上して 遂に 

之 を 諫止し 奉って ゐる。 (5S 久) 大事に 際^して 搖 がざる 信念の 稃を 想望す ベ きで あらう。 

(K) ^ニキ SIR: 卅！： ；條 に、 公ぬ は、 敉原^ 忠か ら、 その 父 数^ 以 來相俾 の文蒈 を. 故な くして 押 取った 事が 見えて ゐる。 

- 叨 trtrc に 「故な く」 と あるの みで 前後の 事情 は 具^的に 不詳で あるから 批評の 限りで ない が、 併し この 一 事に も 彼の 性格の つ 

よさが 反映して ゐる拔 にも 見える。  -  ,, 一. 

おの 如き 彼の 性格 を； 史に考 ふる 上の 參考 として、 最後に 彼の 佛敎 信仰に 於け る 態度に 注盒 したい。 

公^ は法然 上人 源 空に^ 依す る こと 頗る 篤かった。 承 元 二 年 九月. 與福寺 僧徒が 源 {仝 を； i へて 重科に 

處 せられん 事 を 請うた 時、 彼等 は、 同時に^ 子權 大納言 公 繼等を も 罰せられん 事 を 申請して ゐる。 僧 

徒 パ^^に 關 蹄-し て 特に 公鵝を 指名して ゐ るの を 見ても、 ぶの 念佛 信仰 や 源 筌に對 す る. 尊信 の 念. の 霄 

常でなかった 事、 それが 南都にまで 箸 聞す る稃 彼の 行動の 目立って ゐた 事が 推定され ねばならぬ。 (當 

時、 公家 衆の 中に も 念婶宗 の 信者 乃至 は 同情者 は 決して 少 くはなかった が、 公繼の 如く 强く 僧徒の 非 

難 を 浴びて ゐる者 は 他に 見 常らぬ 稃 である) 彼が 熱^な 念佛 信者に ふさ はしい 目 出たい 往生 を 遂げた 

との 傅へ 及^ f) も 亦 右の 推定 を 支持す る ものと 觀る ことが 出來 やう。 

以上に 於て.、 吾 入 は、 彼 公 織の 人物の、 尋常 貴紳と は その 類 を 全く 異にする もの ゝ あった ー點を 明 

かにした。 古今 著閗粜 によると、 或る 相 人が 幼少の 公繼を 相して 將來 一 の 上の 高位に 到るべき を豫雷 

しでと いも。 この^へ そのもの ゝ舆 偽の 程 はもと より 保證の 限， 9 ではない が、 この 邊 にも 亦 その 人物 


の 非凡な りし 事の 一 般的 印象 を 見出すべき ではなから うか。 

- かくの 如き 一般的 印象が、 併し乍ら、 之 を 受取る 側の 性格に 從 つて 具 體 的に は 異 つた 形に 於て 再 S  / 

され 得べき は 勿論で ある。 この 同一の 公繼が 二人の 同時代 人に よって、 次の 如き 正反對の批評| け 

て ゐる事 も、 この 點 からみれば 必 すし も 怪しむ に 足りない。 卽ち藤 原 豪 は I の 薨去 (前の 引用文 . 

についで- に 際して 

「遂 歴將 相先以 致仕、 ^還 任 大臣、 貪欲 忘 恥 心操狹 凶、 以下 女爲 妻子 息 有 禽獸之 聞、 父祖 三代 各歷 一 

上、 不遇 5、 此大は 雖及緣 又 十四 ケぉ歟 (g 下)」 とまで 酷評して ゐる。 然るに 北京 律の 傳來 者と し- 

て 有名な 京都  珥  涌 寺の 俊彷 上人  (If おお 傳 (Ills は 

「夫 左大臣 S 公 者、 仁義 公. 後、 大炊 御門 右大臣 孫、 後 德大寺 左大臣 男、 英毅 挺拔、 魁嶷 倫絕、 席上 珍 

以 待聘、 與今 I 施 賢、 父母 黎元、 股紘 天子、 不 祈蠢、 多 文 善、 綜九流 II、 達 六 時 五禮之 

文、 有 匡正 之忠、 無 阿 順 之從、 兼 愛 龍宫之 金牒、 常 玩鷲嶺 之 玉 旨、 不顧冠 冕、 憩心釋 門、 其 勤然ョ 

朝野 具識」 云々 とまで 詞を 極めて 稱揚 して ゐる。 

かくの 如き 正 S の 評 一 f 前にして 後世の 吾々 は その 何れに 適從 すべきで あらよ。 吾人 はもと よ 

is 人 ♦ の 好む 所に ゆだねん とする もので あ， るが、 而も 直 を 以てするならば、 後者の 眞を 得た る 

にち かき を 信 せざるを得ないの である。 「英毅 挺拔、 魁嶷 倫絕」 と 云 ひ 殊に 「有 匡正 之 忠無阿 順 之從」 

といへ るが 如き 先に 見た る 所と 函蓋 相應 する の 趣 ありと いふべき もの ある を感 せざる を 得ざる のみな 
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らゃ、 一方 定 家の 批評に は 他の 場合に 徵 する も往々 にして 偏狭、 直ちに 採る に 躊躇 さるべき-もの ゝ钞 

からざる が 如くで あるから である。 貪欲 忘 恥 心操狹 凶と いふ 如き 心事が、 果してよ く 上長の 意見 を駁 

して その 前に 自己の 所信 を 披瀝し 得る であらう か。 顔色 を 犯して 强諫 する を 得る であらう か。 降 又、 

他の 非難に 耳 を藉す ことなく 念佛の 一道に^ 注 邁進す る ことが 出來 るで あらう か。 畢竟. かくの 如き 

は て定 家の 公繼を 全く 解し 得 ざり し を 暴^す る もので はなから う か。 云 ひかへ れば定 家から 斯の如 

き 社 評 を^って ゐ. る 事に 於て たま/ \ 公擗の 人物の 大を 知る に 足る とも 云 ふ ベ く、 そ^, は 却て 公^ こ 

とって 名^で あると も 評し 得 やう。 「以下 女爲妻 • 子息 有 禽獸之 聞」 に^って は 吾々 後世の もの ゝ艮に 

は 殆ど 人身 攻 整に 類す る ものな きかの 感を懷 かしめ すに は ゐられ ない ので ある。 

S 定家は その R 記の 筆つ きから みると 或は 公 羝 父子に 銜む ところで もあった ので はない かと も！^ すれる。 寬喜ニ 年 七月 廿 六日 

條に f 頭な^^ 卿 於 御前 語、 槠巾納 言お^ 自裒 依 籠居 此 廿日 許 手足な えて 不能 行步、 懸 人僙立 居、 若 終 命歟、 家 文書 可 燒失云 

々、 技^ビ お^ 歟、 尤可奇 事 也」 みに K 基の 右の 病 は先揭 自筆 記の 頭に 附 せられて ゐる 消息に 謂. 资の 「持病」 を さ 

すので はなから うか。 

かく 觀じ來 る 時、 公繼の 子と しての 實甚が 前述の 如く、 新時代の 新 精神 を 鋭敏に 感受す る 力 を備へ 

てゐ たことの， 決して 偶然で なく、 その 由來 する 所の 遠く 深き を覺 えざる 者 は あるまい。 この 父 こし 

てこの 子 ありと は赏 にかくの 如き を 云 ふので あらう か。 


押 花 盛 泰達安 介 城 田 秋 


八、 秋 田 城 介 安達泰盛 

城^ 奥 守泰盛 はさうな き 馬の， 9 なりけ. 9。 馬 を 引き出で させけ るに、 足 を 揃へ て閾を ゆらり とこ ゆ 

る を 見て 『是は 勇める 馬な り』 とて 鞍 を 置き か へさせけ り。 また 足 をの ベて 閾 

に^あて ぬれば 『是 は銳 くして 過 あるべし』 とて 乘ら ざり けり。 道 を 知ら ざら 

む 人、 かば か h- 恐れな む や」 

秋 田 城 介 安達泰盛 はさ ほど 著名の 人物で はない。 從來 吾々 が、 その 名に 苟く 

も 接した の は 殆ど^ら この 徒然 草の 傳へ によると さ へ も 云 ひ 得る であらう。 殊 

に 終 を 全うしなかった 彼と して、 その 事蹟の 傳 へらる ゝ もの 乏しく、 國民的 名聲を 博す るに は 及んで 

ゐ ない。. が、 仔細に 之 を點撿 するとき. 彼の 一生に は 種々 の觀點 よりして 輕々 に 見の がすべからざる 

^耍な ものが 含まれて ゐた 様に 見える。 ^に その 滅亡 そのものが 北 條執權 政治 上に もつ 意味 は 特に 重 

大 なる も-のが ある。 かくの 如，？. 點 から、 以下 聊か 彼の 1 生を考 へて みたので ある。 

r 註) 

安達泰盛 (：寬 喜 三年 I -弘 安八 年、. 五十 五歲) を 生んだ 安達 氏が、 賴朝 以來の 功臣と して、 曾祖父 

膝九郞 盛^ 入道 蓮 西、 祖父 景盛 入道 大蓮房 覺智， 父義景 入道 願智 と、 代々 相つ いで 鎌 倉 武家政治の 確 
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立、 北 條執權 政治の 擁護に 不拔の 功績 を殘 した 逨の 著しき もの ある 事 は 史上 顯 著な 事 實 であって、 そ 

れ 自身と して は、 今更め て說 くを耍 しない。 が泰 盛の 人物と 事 跷とを 明に する 上に は、 これ 等の 父祖 

について 一 應 顧みて おく 必要が おる。 乃ち 今 必要なる 範 園に 於て、 先づ 簡^に 之に 觸れ てお きたい。 

(8D おおの 生年に ついては 何等 »ふ る 所がない が、 今 【跺東 評定 博」 弘 安四 年， おに 「婊 九郎 薛原宗 景、 二 ほ 加 (引付 衆，】 0, 于 

時 二十 三 fe、 父 「泰^ n 例」 云々 と あるに より、 ^盛が 引付 衆に 加 はった 建 長 五 年 を 二十 三镁 として^お した。 

^長が^-兵 以來賴 朝 を 助けて^ 創の 業 を 大成せ しむる に與 つて 力あった 事 は 今 姑く 措く。 その子 景 

豳は 父の 後 をう けて 幕府の 政局に 參與 し、 傩 幕の 裡に 在って よく 政治の 大方 針 を 定め、 更に 幕府 を危 

地より 救うた 事 もあった ので ある。 卽ち寶 治 元年の 三 浦 氏め 亂に 於け る 彼の 活動の 如き. は その 第一 に 

擧 げらるべき であらう。 當時彼 は旣に 出家して 覺 智と稱 して 髙 野に 隱 棲して ゐた が、 常に 天下の 形勢 

• に 注目す る を总ら す、 時 恰も 三 浦 氏の 勢力 强大 にして ゃゝも すれば 北條 氏の 壘を 摩し、 殊に は 自家の 

存立 を 危う せんとす る を 見て、 先 を 制して 大事 を 未然に防 ぐの 必要 を 痛感し、 遂に 同年 四月、 親し 

く關 束に 下向して 三 浦 氏 討 滅戰の 火蓋 を 切った のであった。 卽ち 一方に 於て は、 踟歷 決せざる 幕府 當 

W を 引摺 つて. 意 を 決せし め、 他方 三 浦 氏 を激發 せしめて 戰端を 開き、 その子 義景、 孫泰 盛を勵 して 進 

んで之 を 討た しめ、 遂に 之 を 族滅して 以て 執權 政治と 自家との 憂患 を 除きた るが 如き、 そ^ 政治的 眼 

、 

光の 如何に 鋭く、 その^ 腕の 如何に 非凡 辛辣なる もの あ. 5 しか を 察せし むる に 充分で ある。 

IK^ が執權 政治に 參與 して その 重きに 任じて ゐた事 は、 なほ、 泰 時との 深い 關 係に， よっても 知られ 


る。 彼 は 夙に 明惠 上人 高 辨に歸 依し、 京の 拇 尾に 在って その 敎を聽 いて ゐた。 承 久亂に 際し、 官 兵の 

^足に 遭 入せ る を 追うて 入 山して 之 を 索 めんと したの は彼景 盛であった。 が 慈悲 深い 上人の 斷乎 たる 

拒絕 にあって、 泰 時し 共に そ 9 淺盧 輕卒を 謝し、 爾後 兩人は 上人の-言に 深く 聽^ ^てれて 施政 上に 資 

する^ 鈔少 でなかった ので あるが、 殊に、 泰 時が 政治 上に 於て 上人に 負 ふ 所の 深き を 感謝せ る 趣の 述 

、在 ゾ 

お を 後世の 吾々 に傳 へて ゐ るの は 「明惠 上人 傳記」 によれば、 、他なら ぬ景 盛の 口 を 通じ：、、、 あって、 

以て景 盛に、 泰 時の 重き を 寄す る 所 如何に 大 なる もの ありし か、 從 つて 執樯 政治の 中 樞に與 る ことの 

如何に 深 かりし か をみ る べきで ある。 

• リ- .  二  • 、 

6 同 傅 記に は 之を贵 盛 s 息義贵 としてん るが、 上述の 事件の あった 承久ー 一一 年に は蘇贵 ^齒 ゎづ かに 十二 歳 その 景 ii を 轵.？ ；-る 

の 明かなる 事、 旣に 論ぜられ たるが 如くで ある。 

景^ は 上述の 如〜 初め 栂 尾に 住した が、 後 高 野に 入って 大 蓮房覺 ^と^し、 高 野 入道と 呼ばれた。 

彼が 出家した の は 建 保 人 年 正月 卄ヒ日 將軍赏 朝 暴かの 薨去 を 悼み 悲 むの 餘に出 でた 事 は 周知の 如くで 

ある。 (景 盛の 如き. 政治的 辣腕 家が かく も 深く 赏 朝に 傾倒した とい ふ事實 は、 或は、 實 朝が 單 なる 一 

風流 將 軍に 止ら すして， 實は 政治的 11 見に 於て 非凡なる もの を備 へて ゐ たとい ふ 事 を傍證 する に 足る 

もので はなから うか，) 彼 はな ほ明惠 上人 遷化の 時 も 【(§%十#£> 高 野から 拇 尾に かけつけて ゐる。 寶治 

亂に 際して は 冷血 を 疑 はしむ るまでの^ 腕 を 揮うた 政略家の 人間味 を 示す ものと して 忘る ベ からざる 

沂 であらう。 景 盛の 信仰生活に ついては 尙述 ぶべき もの 少 くないが、 それ 等に 關 して は 後段に 於て 觸 
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れ る^とす る。 

^盛の 男義景 (承 元 四 年. I 建 長 五 年、 四十 四歲) 亦 政治家と して 乃父 を 辱めぬ 見識と 手腕と を備 

へ てゐ た。 钗治 八：： 戰に 際して は 父の 勸勵 によって 三 氏 討伐の 先鋒と して 活躍した 事 は 右に 述べ た 如 

くで ある。 吾妻 鏡に よると、 戰端 開始に 先だって、 父景盛 は 子義景 に 諷詞を 加へ、 孫泰 盛に は 「突 鼻」 . 

し、 且 「云 義景 云泰盛 緩怠 禀性 無 武備 之條 奇怪 云〜」 と 罵り 戒めた と あるから、 景 盛の 目から すれば 

當年 三十 八歲 なりし 義畏- と雖も 心許なく 感 せられる 所あった ので あらう。 併し乍ら、 それ は 恐らく 父 

V  の^ ひす ごしで あ.^ 祀^ であったら う^を 忍 はしむ るに 足る ものと して、 これより 先、 仁 治 三年の 皇 

位艇承 11:^ に 際しての^^ の 態度が 注意され る。 卽ち Ip 年 正月、 四條 天皇の 俄の 崩御の 報に 接して 幕 

府は 狼狽した が 執權泰 時は鹬 II 八幡の 资 前に 神慮 を 請うた 結果、 邦 仁 親王 (： 後嵯峨 天皇) の受禪 あらせ 

ら るべき を 奏せん とし、 義景を 以て 使者と して 京 帥に 逍 した。 義 i 直ちに 出發 したが 途中 氣 付いて 引 

返し、 茁 一 旣に 京に 於て 他の 皇子の 御緞 承の 俊に 決せる が 如き 事 ある 場合の 處 置に 關 して 泰 時の 意見 

を 仰いだ。 泰時 は、 自ら 失念して ゐ たこの 蒐耍 な點 についての 考慮 を 促した 義景の 周到なる 心 遣 ひに 

威 嘆した とい ふ。 (鼠 ま P 難語、) 義 i 時に 卅三 歲， 寶治合 戰に先 だつ 六 年。 

寶治 元年 七月、 泰 時の 弟 重 時が 述^に 列せられ た 時、 その 辭令 を傳 へ， たの は 彼義景 であった。 (吾 

.  妻鐽) 卽ち 泰時以 來引績 き 幕府の 重要 政 W に參與 して， ゐた 事が 知られる。 翌寶治 一 一年 六月 四十 四歲を 

以て 歿した ゥ 義景亦 出家して 高 野に 入り 法名 を 願 智と稱 した。 


安達 氏が 執槠 政^に 斯ゅ 如き 重要な 地位 を 占めて ゐる 事を考 ふる 上に は、 これ 等の 事蹟 や 人物， e 共 

に、 その 北條 氏との 血 緣關係 は、 之と 不可分の ものと して 見の がすべからざる 所で あらう。 仍て 今. 

之が 槪觀に 便す る爲 その 間み 略 系 を 示す と 次の 如くで ある。 


〇 安達 1 


—義景 


女 


is 

顯盛 


0 


北條義 時 


！ 時 &S  — 女， 


泰時 —ゆ 氏 

-政村 女 

-赏泰 货時 


0- 销 I 時宗， 


女 

女— 


-貞時 


I 宗顯 


顯 時. 


秋 田 城 介 安達泰盛 はかくの 如き 人物 を 父祖と しかくの 如き 傳統を 背負うて 生れた ので ある。 母 は 小 

笠 原 六 郞源時 長女 (§1)。 その 生年 は寬喜 一一 一年、 父義景 十九 歳の 時に 當る。 卽ち 彼が 寶治 合戦に 遭遇 

したの は 十七 歲の若 冠に 於て くあった。 言 か へれば その 幼少 年 • 青年時代 は泰時 • 時賴 等の 手に よつ 

て執權 政治の 基礎 漸く 固められ、 その 下にお， ける 父祖の 活躍に よって 安達 氏の 勢望 亦 旭日の 如くなら 

ん とした 頃に 當 つて ゐ たので ある。  . 一 

泰 盛が 幼時から 何人の 手に よって 如何なる 敎育を 受け たかは 之を徵 すべき 史料に 乏しい。 が、 前に 
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引いた^ 治 戰の 際の 記事 —— 恐らく 彼 自身に 關 する 最初の 記錄 I— によると 彼 は 祖父 景 盛から 餒格 

な 訓戒 を 受けて 「武^ ^ 怠」 を 戒められて ゐる。 これ はわ づ かな 記載に 過ぎぬ が 頗る 注目に 値する。 

卽 ちそれ は 父祖の 彼に 對 する 庭訓 ゅ嚴 であった こと、 父祖の 政略家 的 及び 武士 的 風格の 醸し出した 雰 

岡氣 のうちに 人と なった であらう こと を 察せし むる に 足る もの を もって ゐる。 

^治 の^の 兄^が 幾人であった か、 その 中に 在って 如何なる 地位 を 占めて ゐ たかは 詳 でない が、 兎 

に^:、 ひとり 彼のみ を 祖父が 問題に して ゐる點 からみる と、 父祖の 彼尜 ざに 期待す る 所、 夙に 他と 異 

る ものが あつたかと 推測され る。 以上 は 勿論 臆測 を 出で ぬが、 ただ 幼少の 頃から 鲩 重な 家庭 敎 育の 下 

に 在った^-、 そして それが 武家政治 家 的なる 方向 を もった もので あったらう 事 は 凡そ 謬 りなき 所で あ 

らう o 

(i) 资： s 前後に 於て 泰 盛と その 兄弟と がどうい ふ^ 係に あつたか は 一 寸こ、 に考へ てお かねば ならぬ。 その 事 は 後に 泰盛 のみが 

荣； ^を途 げた こ と 、脇す る 所 深き も の ありと 考 へ られ るか、 しで ある。 

系^に よれば 彼の 兄弟 はかな 9 多かった 樣 であるが、 就中 頭^ を あら はし 政^の 局に 袞與 したの は ニ郞賴 景、 四郞時 盛、 六 

郎顧盛 等で ある。 特に は 二 歳の 兄 (「評定 傳」 により 逆^) で^り、 引付 衆に 加 はった. のも泰 盛と 同年 (， 建 長 五 年〕 に璲す 

*>。 如ち 泰^と 相 並んで 政 W におって ゐ るので ある。 が资 治の ® に 於け る その 消息 は 不詳で あり、 更に 弘畏 三年 六月に は 在京 

の C 广その n: 的 は 明記され てゐ ない) に 上洛して 居り、 31： 十二月 出家して 法名 を 道 智と稱 して &る。 (その 動機 は 不明で ある 

が、 同¥ 卒去した 時 賴に殉 じた もの かつ 且文永 九 年 二月、 事に 坐して 關柬に 召 下され 所 帶ニケ 所 を沒收 された" と 「評定 傳」 

は 体 へて ゐ る=-  , 

汆 盛の 兄 笫屮， ^^につ • いで W 世した と 思 はれる ゆ 盛 は泰盛 十钹の 弟。 彼 は弘長 三年 十二月 時赖 卒去 を 追うて 出家した。 然 

るに^^ 二 年 九月に 到って a 世し て^に 奪； s 寺に 入り、 S に 同 十五 日、 所帶を 悉く^ 公され てね る /- 加 之、 時 盛が， 泰 盛の滅 

亡に 先 だつ 五ケ 月、 弘 安八 年 六月， 四十 五^ を 以て^ 野に 歿した 時に も、 尜盛等 は、 義 括の 故 を 以て その 喪に 服し なかった と 


いふ。 詳細な 事情 は 不明で あるが 「評定 傅」 の 右の 簡單な 傅へ よっても 早く 政治的に 失收 したと いふ 事 だけ は 疑 ひない" 次 

に 六 郎顯盛 は 寛 元 ill 年、 泰盛 十五 歲の 時の 生れで あるが、 評定 衆に 加 へられた のは弘 安元 年 二月 (泰盛 11 十八 歳) からで あつ 

て、 同じく 弘安 三年 二月 八 H 卅六 歳に して 卒して ゐる。 泰 盛の 兄弟に して 「評^ 傳」 にみ えて ゐ るの は 右の 三人 だけで あり、 

五郎 ，景. 九郎畏 景、 十 郞は景 等 は 吾^ 鏡に 遲 れて 漸く. 弘長顷 から、 而も、 主として 將 軍の 從士 として あら はれて みるに 過ぎ 

ず、 年 齡も泰 盛よ リも^ かに 下で あつたと 思 はれる (父 義景は 泰盛を 生んだ 以後 二十 五 年間 存命して ゐ るい。 右の 樣な闢 係から 

み， ると 泰 盛の榮 ^に は その 兄弟の 不遇 や 年齢の 差な ども 見の がす ことの 出 來ぬ耍 素. となって &る樣 である。 卽ち 彼が 1 前述の 

如く、 祖父 景 盛の 庭訓に お^に 接し^た に對し ノ赏時 七 歳の 盛、 11 一歳の 顯逸が 之 を 受け 得なかった の は赏然 である。 なほ 醍 

胡： 一； 费院の 弘義阿 M 梨 景の 息で あると いふ。 £敦^5«」) 正嘉 元年 廿七 歳と あ p、 泰 盛と 同年で あるから、 その-異母 兄 

弟で あらう。  ...  ， - 

かう 考へ てく ると 安達 家の すべ ての 力 は泰盛 一 人に おの づ から 傾注され た觀が あり、 泰 盛が 武家 政^家と して、 顯榮 の. 地位 

に 至る ベ き は 殆ど その-お 命であった と 云 はねば ならぬ。 こ X に 自己に 與 へ られ たもの を 如何 に 生かす か、 こ の 線に 沿うて 彼 を 

<5=- 求して ゆく ことが、 やがて そ の 人物と その 時代と を 明かに する こと なる であらう。 

^元；. 年 (十四 歲) 六月 十七 日 以前に、 すでに 番頭と なり (I 定) 寶治合 戰の後 * 寶治 元年 十二月 十 

日、 將軍家 遠 笠 懸御覽 の 時には 射手 を 命せられ てゐ る。 以て 彼が 射 を 善くした こと を 察すべく、 殊に 

骑に妙 を 得て ゐ たこと は 徒然 草に 特記され てゐる 所から みても、 人々 の 間に 著 聞して ゐ たこと 、 思 は 

れる。 建 長 二 年 二月 六日 執 權時賴 は， 將軍 家の 爲に、 壯 者のう ちから 文武の 器量 ある もの を 選んで 伺 

候せ しむる 定めと したが、 その後 間もなく 十二月、 泰盛 はこめ 近習の 一人に 加 へられて をり、 文應元 

年 (正 廿日) の 頃に も 同じく 將軍 近侍の 一 藝に堪 ふるの 輩の .5- に數 へられて ゐる。 • 

^. お 五 年 六月、 父義 c 束 を 喪うた 後 問 もな く 同 十二月、 引付 衆に 加 へられ、 翌年 十二月， 秋 田 城 介に 

^せられて ゐ るの は、 近 I.S より 進んで 漸く 政治家と しての 本道 を 踏み出し たものと 觀る べきで あら 
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う。 (卄 三歲) 爾後^ 元元 年 六月に は 五番 引付 頭に 進み、 同年 更に 評定 衆に 加 は 力、 文 永 元年 六月 三番 

引付 頭、 同 十月より 文 永 四 年 四月 迄 越訴 奉行 等 を 勤めて ゐる。 , 

おは 彼の 官歷 の槪 略で あるが、 之に よっても 彼の 幕政 上に 重要な 地位 を 占めた 迹は 凡そ 察せられ 

る。 が^に これ だけ を 以てするならば 特に 云 ふに 足る ほどの もの ありと はなし 得ない。 特に 安達 家の 

摘々，」 して はむしろ 餘 りに も當然 である。 吾人が 彼に 於て 特に 注目 せんとす る 第一 の もの は、. 父祖 三 

代に 亙る 赫々 たる その 凝望、 執權 政治の 支柱と して 蓄へ來 つた その 隱然 たる 努力と 輿望と を擔 うて 政 

局の 舞^に 登場し 來 つた 彼 泰 盛が、 父祖の 希望と 沏待 とに 沿うて 十一 一分に この 好 條件を 活用した る點 

に 在る。 よく 箕裘の 業 を紹述 して 之に 點睛 した 點に存 する ので ある。  - 

右のお 途 にあった 間、 泰盛は 如何なる 活動 をして ゐる であらう か。 先 づ建長 末 頃から 父に 代って 政 

局に 參與し 始めて ゐる事 は 先にみ た 如くで ある。 數 年後の 弘長 三年 (卅 三歲) 十二月、 執 權時賴 卒去の 

際、 仙 洞より 右 少辩經 任 朝臣 を 勅使と して 御 弔問 を 照うた が、 選ばれて その 接待の 役をづ とめた の は 

外ならぬ 泰 盛であった。 (新妻) その後、 吾妻 鏡、 文 永 一 ： 年 正月 五日 條 によると、 ^より 山門 • 寺 門騷 

搀が 報せられ た 時には その 評定に 與 つて 居り、 更に 翌 .fK 永 三年 六月 十九 日 條には 將軍宗 尊 親王 賸 立の 

茧 耍 秘密 會議に 列して ゐる 由が みえて ゐる。 吾妻 鏡 は 之に ついて 「於 相 州御亭 有深秘 御沙汰、 相 州、 

左 マん 兆， 越後 守赏時 * 秋 田 城 介 泰盛會 合、 此 外人々 不及參 加 云！」 と 特記して ゐる。 卽ち彼 はに の 頃 

すでに 幕政の 權 機に， 參 じて 押しも押されもせぬ 大立 物であった ので ある。 時に 年齢： 二十 六。 爾後 約 


卄 年間， 弘 安八 年の 滅亡まで 執權政 村、 時宗、 貞 時の 三代に 亙って 常に 渝ら すその 地位に 在って 重要 

政 W を 左右して ゐ たので ある。 惜しい 哉 以後 吾妻 鏡も缺 けて をり、 轨權 政治の-委曲 を悉 すべき ものに 

乏しい 爲， 彼の 政治家と しての 活動の 具體 的なる 迹の 殆ど 全部が 湮滅して 了って をり い從 つて その 政 

局 を 料理す る 手際 を具體 的に 観るべき 史料に^ ど 接する ことが 出來 ない C た、 く 先にみ た 如き、 若 冠に 

して 勅使 應 接の 役に 選ばれた とい ふ 如き 事赏 などに よって 間接に 之 を 窺 ふに 止まらね ばなら ぬので あ 

るが、 而も これ 等に 徵 する も 幕府 常 局の 彼に 俟っ所 深く 期待す る 所 多 かりし を 知るべく、 父祖の 餘威 

のみに よって 單に 員に 備 はるの みでなかった 事 は 明で ある。 そして この間の 消息 を 積極的に 物語る 殆 

ど 唯一 の 史料と して、 筆者 はかの 「蒙古 襲來 繪詞」 に 於け る泰 盛の 記事 を舉 げたいの である。 

「^詞 」 によると 蒙^ 八 = 戰に參 加した 竹 崎季長 は、 戰後、 恩賞に 關 して 意に 滿 たぬ 所 あるより、 建 

治 元年、 .c ら關 東に 赴いて 當時 恩賞 奉行たり し泰 盛の 門 を 叩いた。 泰 盛， 之 を 引見して 委翊に その 間 

の 事情 を聽 取した が、 季長 の述 ぶる 所に 不備なる 點を 見出した。 仍って 詳に 之が 說明 を與 へ、 且 その 

急所 を衝 いて 聊の隙 を もみせ ぬ油斷 なき 應待 ぶり を 示して ゐる。 蓋し その 手腕の 片鱗 を 示す 一 揷 話と 

して 注目に 鬼す ベ きを 信 やる。 

政^家と しての 泰 盛の 地位 • 勢力 , 人物 はまた-その 滅亡 をめ ぐる 諸事 情に よってう かぐ はれる。 

尜^ が 負 時の 爲に 滅ぼされ たの は その 息 宗景の r 專横」 に 坐す る ものと 保曆間 記は傳 へて ゐる。 謂 

ふ 所の 「專 横」 と はー體 如何なる もので あったら うか。 それが 結局 貞時 やその 執事 平 左 衞門賴 綱 等と 
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の 權カ爭 ひの 表面化に 外ならぬ 事 は 云 ふまで も あるまい。 が， その 具體 的な きっかけ は何處 にあ-つた 

ので あらう か。 保 ^間 記に よると、 宗 景は酋 祖父 景 盛のへ 實は賴 朝の 子^る を 主張し、 仍って 自ら 姓 

を 「源」 と 改めた ところ、 平 賴綱は 之 を 以て 將 軍の 地位 を覬覦 する ものと なして 貞 時に 訴へ、 その 結 

果 として 族滅の 難に 遭うた、 とい ふ。 この 事は泰 盛に 關 する 次の 傳 へと 考へ 併せる 時 一層 その 意^の 

溧 きを 资 える。 卽ち相 州 文書 所收法 花^ 文書に 云 ふ。 

「^花 堂 

御 劍入狀 公朝 狀  • 

右 大將家 御剣 I お 後 御 上洛 之 時 依 口 貴所 御 惱爲御 護 被 進 之 其 後-被 籠 口 靈社之 處陸奧 入 邀具覺 令尋取 

之 云々 去年 十 一 月 合戦 之 後 不慮 被 尋出之 間 於 殿中 被 加裝束 □ 作爲被 籠 法 花 堂 御厨 子 以ェ藤 右 衞門入 

逬： i 水禪 昨日 被 送 之 ^1 地 仍令隨 逍奉籠 御お 之 狀如件  - 

弘安九 年 十二 刀 五日  ,  (花  押)， 

別當法 印 公朝」 

賴朝， 第二 囘 目の 上洛の 際、 京に 留め置いた. 源 家^ 代の 銘釗鬚 切 丸 を、 泰盛 (具 覺) が、 上洛した 

時， 尋ね 出して 鎌 倉へ 齎 してあった の を、 弘 安八^ 十一月 泰盛 滅亡の 際 不慮に 手.. に 入れた、 とい ふの 

である。 これによ つても 泰盛も 亦 特に 賴朝 を崇拜 して ゐ たとの 推定 は 許される であらう (勿；！ i それ は 

^介 武家 社^ 一般に 通す る 風で はあった らうが)。 なほ、 先に 述べた 通り、 景 盛は赏 朝の 薨去 を 悼んで 


出家した ので あり、 賴朝 以下 三代 將 軍の 菩提の 爲に 高野山に 金剛. 三味 院を 建立し 第 一 開山 住持と して 

莊^^ 行^ を 推した の も、 その 園 河内 國讃良 庄を赏 朝荠提 の爲に 高野山 禪定院 御堂 護摩 用途に 寄進 

した (寬喜 元年 八月 廿五 B) の も 何れも 外ならぬ 景 盛であった。 (認^ 龍.)  一 

0 源 家と 安遙 氏との この 親密 il 係に 關聯 して、 安達 邸が 鎌 倉 廿繩 にお かれて あった 事 は 注目に 値する。 それ は 甘繩祌 明 宮の^ 

にあった と考 へられて ゐ るので あるが、 问 祌明宫 は源義 家の 再建す る 所と 傳 へられて ゐる。 安達 氏 邸 を こ 、 にト したに つ い て 

も その S に關 係が あるので はな いかと 考 へられる。 W 吾妻 鏡寳治 元年 五月 十八 S 條に、 卽ち資 治 合戰の 廿日 ばかり 前で ある 

が、 尧景 s 廿繩の 家の あたりに 白旗が 一 流 ffl 現して 人々 が來觌 した、 と ある * 北條 氏、 安達. 氏 いづれ の 旗色で もな ■ ぃ替の 白旗 

の 出^ は 或は jg めて 暗示 的で あると も考 へられよう。 

安途 氏の 源 家に 對 して 懐いた 親しみの、 かく も 濃 かに、 且、 根抵 深き もの ありし とするならば、 そ 

れが 色々 な 形で 貞 時の 政治に 抵觸 する 所あった であらう 事、 想像に 難から ぬ 所で あらう。 況ん ゃ貞時 

からみれば 岳父に 當る泰 盛が 安達 氏 累世の， 權を 負うて 臨める を や。 かくの 如くに して 互に 募った 結果 

が 政權爭 ひといて 爆發 しなければ 率ろ 不思議で あると も 云 へやう。 而 して 敗者に 一 切の蒽 名が 歸 せら- 

れなかった とす.  れば層  一層  K- 可 思議と 云 はなければ ならぬ。  - 

弘 安八^.:. '一月， 泰盛は 五十 五 歳 を 一期と して 鎌 # に、 究 北條貞 時の 爲に 斃れ た。 銳き 剃刀の 匁の 

こぼれ 易き が 如く、 銳 きに^ ぎた 彼は當 局の 忌憚す る 所と なって 遂に 禍を 招いた のであった が 「保 暦 

間 記」 謂 ふ 所の この 「霜月 騷動」 が ひとり 鎌な に 於：：： る 一， 大事 變 であった に 止ら す、 その 波紋 は^ど 

全^的と も 云 ふべき もの あり、 且拔打 的に 勃發 して ゐる迹 の ある を 見ても、 當 局の 安達 氏に 對 する 畏 
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憚 危惧の 如何に 犬なる もの ありし か、 泰 盛を冲 心と する 安達 氏と その 黨 派の 勢力の 根柢の 如何に 深 fd 

大 なる もの あ しか を 想望す るに 足る。 —— T 霜月 騷動」 が 如何なる 稃 度と 規模に 於て 演 せられた か、. 

その 詳細に ついては 別の 栂會に 譲る こと ゝ する (「弘 安八 年 霜月 騒動と その 波紋」 参照) が、 史料の 湮 

滅 にも 拘 はら や、 諸 害より 零碎な もの を 拾 ひ あつめて 今日 考 へられる だけで も 意外に^い 葡圃に 及ん 

でゐ る。 卽ち鎌 食に 於て は將 軍の 邸 も 兵燹に 罹って 居り、 鎌 倉に 於て 泰 盛と 運命 を 共に した ものに は 

t ての 一族に あって は その 息 宗景、 弟 重景、 時景、 及び 景 盛の 弟 時 長 三代の 孫に 當る宗 長、 弟顯 盛の 子 

宗賴、 時 盛の 子 時 長 等が ある。 他 氏に は大江 泰廣、 その 息 盛廣、 泰元、 荒木 氏に は義 職の 子 義泰、 ま 

た 舟 木 長 朝， 佐 原泰親 及び 弟 盛 次、 横 須賀賴 連、 佐々 木 宗淸、 有 道 基 重 等 あ. 9、 なほ 赏名 明かなら ざ 

一  . ヽ  • 

る 遭難者の 姓 を あぐれ は^ 田、 葦名， 綱 島、 池 上、 行方 • 伊藤、 足立ゝ 南部、 和 泉、 田 中， 武藤、 筑 

後、. 鎌 田， 小 笠 原、 拌野、 有 坂， 武田、 鳴 海，、 秋 山 等の 多き にわた.^、 武家 中の 大 族の 名も少 からす 

みえて ゐる。 人 數の點 も 不明で あるが、 諸記錄 或は 宗徒の もの 害 卅人負 偽 十 人と なし、 或は 死傷 五 

百 人に 及ぶ となし いづれ とも 定め 難い。 地方に 於け る. そめ 餘波 として は、 先づ銃 西に 於て は 肥 後の 守 

護であった 泰 盛の 息 盛宗が 同時に 討 たれて ゐ るの を はじめと し、 泰盛 母の 生家た 一る 信 濃の 小 笠 原 氏、 

常 陸の 加 志 村 氏、 更に 三 河、 播磨、 美 作、 因幡 等に 於け る騷 動仏傳 へられて ゐる。 災 はな ほ北條 一族 

に 及んで 泰盛女 を 室と して ゐた金 澤顯時 亦 之に 坐して 上 總に譎 せられた こと は 特記され ねばならぬ 0 

吾等に ゎづ かに 殘 された もの ゝ み を 以てして もこれ だけの 波紋が 迎らる ゝ とするならば これが 當時 


如何に 人々 の 耳目 を聳 動した 大事 件で あつたか を 想望して よいで あらう。 

安達 氏 はかくして 殆ど 滅びた、 少く とも 盛 長 以來の 勢力 は 根柢から 一掃され たので ある。 た •  、騣盛 

の 一 流の みゎづ かに 殘り その 孫 時 顯が秋 田 城 介を繼 いだが もはや 昔日の 勢力 は 見る ベく もない。 時顯 

が 文 保 二 年 八月 高野山 金剛 三味 院に播 磨 國在田 上庄を 寄進した 時の 寄 文 (§1.) に 「最 P 園 寺禪定 太守 

洪恩」 云々 と 記して 父宗 顯の讎 敵た る喾 の-負 時に 全く 屈伏して 了って ゐる。 卽ち こ、 に執權 政治 は、 

一時、 その 危機から 救 はれた。 が實は 同時に それば 一大 支柱 を 喪失して ゐ たのであって、 執權 政治が 

凡そ この頃 を絕 頂と して、 以後 一路 下り坂に 向 ふの 趣 ある こと は 注目され ねばならぬ。 安達 氏の 滅亡 

はこの 政治の 下に 於け る sK 族の 滅亡の 最後 をな す もの な る ，/と は 頗る 意味 深き ものが あると 思 はれ 

る。 卽ち 相つ ぐ大族 族滅の 稷 轍に 危 1 の 念 を 益-々 深く した • と 思 はれる 諸大 氏の 韜晦 沈默 によって 政界 

の屮心 勢力 は 爾後 表面上 執權の 執事 (例、 長 崎 氏 等) にう つり、 從 つて 政界の 暗流 も 之 を 中心として 

渦 まくに 到り、 諸 大族は 機 を 狙 ひつ 、中央 政局 は 之 を 傍観し 積極的 協力より 手 を 引く  態度 を 執る に 

到った かと 推察され るので あって、 かく 觀來る 時、. 安達 氏 は執權 政治と その 與亡を 共に したと 大觀し 

得る ので は あるまい か。 兎も角 泰 盛の 滅亡が 執權 政治の 側から 見ても 一 劃期的 事件で あり、 事件 その 

ものと しても その 含んだ 意義に 於ても 今日の 吾々 の 想像 を 超えた 大且 深なる も^が あつたと 解せ ねば 

ならない。  •  *  、  . 
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本來 政治家で ある 泰 盛の 政治 生活に 就いて 知り 得る 所が 凡そ 右の 如き 貧弱な ものに 過ぎぬ とい ふこ 

と は 甚だ 逍慽 であるが， 而も 彼の 業 賴 が 決して^の 政治家と しての それに-止まる もので なかつ. た 事、 

その^ 力と、 執槠 政^の 中 ぽと 不^ 不ほ なる その 自由 便宜なる 立場と は、 彼 を じて 直接 政 冶が 外の 各 

方面に 廣く 活躍す る を^し めて ゐる とい ふ事赏 は 聊か 以て この 遺诚を 慰す るに 足る もの か ある。 卽ち . 

政治^た る 彼が 政務 以外の 方面に 廣汎 にして 深甚な 關， 心 を 示して ゐ ると いふ 點は 特に 吾人の 注目 を 集 

中せ しむる に 足る ものが あ. o、 從っ て 彼の 研究の 必要と 與 味と はむしろ その 點 に^って 存 すると 考 へ 

られ るので あるつ 

仍て 以下， 前後 卅 年に I る 政治 活動と 並んで 彼の 殘 した、 所 IS 文化的な 仕事の 迹を迎 つてみ よう。 

(I) 源氏と 安迮 氏と ガ 親密 關 孫に ついては 先に 縷說 した 所で あるが、 吾々 は泰 盛に 於て、 之に 加 

ふべき 傅へ を 更に 一 つもって ゐ る-のであって、 卽ち货 朝 夫人との 交渉で ある。 夫人 は夫赏 朝の 薨後、 

出家して 二 品 本 资.岣 尼と 呼ばれ、 京師に 歸 つて、 夫の 冥福に 資する 爲、 平淸 盛の 遺跡 八條に 新たに 一 

遠 照 心院を 草創して 之に 住した。 よって 八條禪 尼と も稱 せられ、 公武 兩 方の 庇護 をう けて 絕大. の 勢力 

をな した (， 月 )o 穉 は 廻心 上人 與筌に 聽法受 法して 佛 道に 精進して ゐ たが、 文 永 九 年 八月、 自ら 筆 を 

執って 同院の 寺規を 草し * 以て その 盡未來 際の 興隆 を 期し、 更に 文 永. 九 年 十二  n:- に は 自筆 置 文 を 裁し 

て その 中に 伊豫 國 新居 庄を 永く 同院に 寄せた る 事 • 及び 之 を 幕府に 申請 乙て その 允許 を 得た る 由を述 

ぺ、、 且 之が 保護 を 泰^に 依嚷 して ゐる。 卽 ちその 文末に いふ、 


「寺に も 御領 にても わ つら ひいて きて 佾中 にて 御 ためにく からん 事 を は 城 介 やすもり にお ほせられ て 

將 軍へ も 申させら る へし。 大蓮房 §景 は 大臣 殿 §ぱ に 御 心さし ふかくて ほたい をと ふら ひま いらせ 候 

、 、 、 、 

しに そ 力す ゑに て やすもり にこの 事 ねん ころに 申 をき たれ はな を さりの 事 あらしと 心 やすく おほしめ 

-れ候」 (き - 

父祖 以來 の關 係と いひ 泰 盛の 聲 望と いひ、 . 蓋し 夫人 は泰 盛に 於て 格好の 保護者 を 見出した る ものと 

いふべ く、 卽 ち亦泰 盛の 地位 • 勢力 を 見るべき 一 好例で も あらう。 但し 泰 盛が 之に 如何に 應へ たか^ 

明かで ない。  • . 

(ニー  泰^が 若 冠に して 射 *骑 に 長 t て ゐた事 は 先にみ た 所で ある。 その 將 軍の 近侍に 選び出され 

たの も 恐らく 武道 方面の 棘 達に よってく あらう- が 武人 泰 盛が 政治家 泰盛 となる に 及んで 學問的 修養 

の 必要 を 次第に 强く感 する に 到る ベ き はもと よりで ある。 彼に 於け る この間の 消息 を 最も 端的 明白に 

語る ものと して、 ， 彼が 畏くも 後嵯峨 天皇から 漢籍 御 下賜の 御 恩命 を 邦して ゐ ると いふ 事 實を先 づ擧げ 

よう o  /  -  ノ  .  - 

文. 水 十 年 二； ^十七 日 恰も 後嵯峨 天皇 一 周聖 忌に 際して、 彼 は 父祖 以來契 b 深き 高野山 奥院に 一 石碑 

を 建設して 以て 天皇の 御 菩提 を 祈り 奉った。 所謂 奥院瑞 籬內の 石碑で ある。 之に つやて は旣に 水原堯 

^氏、 脇 股 猶雪氏 等の 研究が あるが 今 水 原 氏の 「高野山 金石 圖說」 「上) によって 更に 一考して みたい。 

中央 上部に 梵字 一 字 を 戴いた 石碑に は 次の 如く 十二. 行の 文字が 端正に 刻まれて ゐる。 
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「夫 以善 報恩 者 佛陀之 敎也金 仙之說 在眼以 孝訓德 者. 人倫 之 常 也 素 王 之 訓銘肝 兼 聞 先 言 彌勒中 誠爱弟 

子 者 來郧之 幽介下 思 之 微質也 秋 田繁機 之城務 多年 掌 任 朝 請 大夫之 階 敘仁露 誇 化 是則家 之 餘慶也 君 之 

洪慈 也^^ 連 々 之 朝恩 巳 fi 區 々之涯 分 就中 一 一 史 文選 之 古典 者 萬 代 不朽 之 重 寶也而 忝 憐寸陰 之 好學幸 

及 恩 y 之^^ 意 端 之 喜爛末 休^ 外 之^ 遐勿 催^ 吁兼披 玉 卷採訓 葉 於 先 儒 之 詞每對 綁ロ灑 痰 革 於 故人 

之 文^ 以爲奉 謝 其 御 叙 志爲尜 訪彼御 菩提 占 高 野 之 奥院建 石塔 之 洪基然 則 聖靈爾 答 造 塔 之 洪基然 

則 聖^ 朝 答 造 塔 之， n: 奔必設 ゆ 進 之 妙 杲願斷 昏衢之 輪廻 宜遷 安養 之 淨刹壹 之 趣 啓 白且 敬白 

文， 水 十 季^  二 パ十ヒ 日 弟子 從 五位 上 行 秋 田 城 介 膝 原 朝臣 泰盛」 

政務 繁劇の 餘暇を 偸み 寸陰を 借んで 學 問に 精進した 泰骁の 好學の 趣、 遂に 雲上にまで 達して この 光 

榮に 浴せ しの 一^、 以て 彼が 平生の 努力の 那 邊に存 せし か を 知る に 足るべく、 又 王朝 以來學 者 • 政治 

家の 敎脊に ® く ベ からざる 敎科 書と もい ふ べき ニ史、 文選 を 武家に 賜 はって ゐる とい ふ 事 は 武家 發達 

史上から も 見の がすべ^らざる 所で あらう。 

sal) この 碑文が 何人の 撰に 成る かは傳 へられて ゐな いが、 專門學 者の 作と し， は 聊か 熟せざる K もないで はない。 或は 泰^ 自 

撰で でも あらう か。 若し 然り とすれば 一 は 以て その 學 問の 程度 を 窺 ふべ く、 义、 己の 平生の 努力の 程 を 公言せ るお" に その 傲岸 

なる 性格 をみ るべき であらろ か。 

(K 一一」 後嵯峨 天皇 御 Si 位に はして 父 義^が 使者の 役 を 勤めた 事 は 先に 見た 通りで ある。 天皇の、 泰盛 にかくの 如き 御眷 頃 を 賜 は 

つ た  < も， 之と； ST ひ つけて 考 ふべ. きものが あるので はなから AN か o 

泰 盛の 好學は 右の 一事に よって 瞪 明せられ て餘り あるが、 I に-之と 相 照し 考ふぺ きものと して、 


が睿 道に 特別の 關 心を拂 つて ゐ たとい ふ事赏 は 玆に特 if に價 する。  - 

世 尊 寺 家が で 成 以来 名筆 を 以て 稱 せられ、 代々 朝廷の 重んじ 給 ふ 所で あり、 公家 書道 を 代表して、 來 

てゐ たこと は 周知の 如くで ある。 文 永 九 年 及び 十二 年の 二度に わたって この 家業 をつ いだ 世 尊 寺經朝 

が關 束に 下向， した 時、 泰 盛は經 朝に 就いて 書道 上、 指導 を受 くると にろ があった。 その 趣 は右經 朝が 

泰 盛の 爲に 著した 二つ の赘 論に 明で ある。 今 その 奥 誊 によって 之 を 見るならば、 

「心底^」 奥 

「文 永 九 年 同 十二 年兩度 • 下向 之 間 書 寫ロ傳 肇點故 實專於 我 身不殘 一 身 稱以當 家 庭訓 也 秘說奉 授秋田 

城 務之別 駕泰盛 乎  - 

文 永 十二 年 四お 十四日 正三位 藤^ 朝臣 經朝」 

「右筆 條々」 奧  . 

「此條 々者 祖父 三位 經朝卿 文 永 十二 年關 東下^ 之 時 秋 田 城 務泰盛 傳受篇 目 也而書 殘條々 爲見 安立 部 

類 害 寄 之 秘ロ傳 悉授申 親衞ニ 千石貞 連^.」  ， 

(ほ) 鎌倉時代に 於け る 世 尊 寺 家の 事 暁 並びに 武家との 交涉 などに 就いて 詳細に は 別 稿 「世 尊 寺 家書 道と ©圓 流の 成立」 を參 照せ 

られ たい o  . .  . 

文 永 • 弘 安の 間に 武家政治 家と むて 武家の 先頭に 立って ゐた泰 盛の かくの 如き 好學 的な 態度に は輕 

輕に 看過す ベ からざる 意義が 感 せられる」 元. 來 武 家 幕府^ 創 時代に あって は、 ，云 ふまで もな く 武力の 
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みが 偏 i され 「男 士」 のみが 尊重され たのに 對し、 承久 前後の 顷 より は 幕府 《1 者 も 頻りに 文 道 方面 

の 獎勵に 力を入れ 始めて ゐる。 ^同時に 攝家將 軍宮將 軍の 擁立が 之 を 助けた 結果， 當 局の 好む I 否 i 

に拘 はる ことなく、 文 道の 流行 は^々 たる 風 をな すに 到った。 吾 窭錢建 長 二 年 二月 廿 六日 條に、 は 「將 

笨家可 有 文武 御 稽古」 「人々 子 总屮^ 試 好 文 幷器货 之士可 候」 と あり、 同 六年閏 五月 一 日 條には 更に 

「近尔 武^ 廢而肉 他 門 共 好 非職 才藝事 已忘吾 家 之禮」 と 欺 じて 居り、 更に 文應 元年 正月 廿日 條に は將 

軍 家 近^ を 定めた^ を 述べて， 「其 內於壯 士者耿 道 蹴 鞠 管弦 右筆 弓馬 郢曲 以下 都堪 一 藝之 輩」 とさ へ 云 

つて ゐる。  • 、 

泰^の 活躍 時代 はかくの 如き 時代の^: 後 を 受けて ゐる。 卽 ちその 好學は 時代の 趨勢に 正に 沿 ふ もの 

であった。 のみなら す、 泰 盛の 如き 冇カ 者の この 態度 は、 進んで この 勢 を 促進す る 所 蓋し 鮮少なら ざ 

b しなる ベく、 この 事 は 武家 乃至 は 武士道の 發 達の 上 か， ら 見る 時 極めて 注目す ベ き 一 時期 を 劃す る も 

のと 考 ふべき では あるまい か。 —— 武士 力 理想 • 规範 として 「文武 兩道」 の 目標が 明確に 揭 げられ る の 

は遙か 後世の 亊に ^ す るが、 こゝに 到る 火 3 なー步 として  一 i 塚と して 考 へらる ベ きものが 右のう ち 

に 含まれて ゐ るので は あるまい か。 —— 泰 盛が 徒然 草に 於て 稱揚 されて ゐ るのば その 武勇に よってで 

件、 

はなく、 その 心 構へ に 於て，、 ある 事が こゝに 想起され てく る。 彼が 雙 なき 馬の りであった 所以 は 騎馬 

の 技 それ 自身に よるより は 寧ろ 事に 臨んで 懼れ るの 態度 そのものに 在る。 か ゝ る 態度が 一 朝 1 夕に し 

て 武士の 間に 出て くる もので ない 事 云 ふまで もな く、 少く とも かな ケの經 ，の 堆積 を豫 想せ ねばなら 


ぬ。 卽 ちそれ は それ 自身， 睾 問の 結果. ではない にしても 學問的 修養 を 受^^るべき 下地 を 暗示す る もの 

であり、 それし 相 通 やる もの ゝ旣に 用意され て ゐる事 を 物語って ゐ るの-である。 

學問眷 道 以外、. 諸 i: 〈術に 對 しても 泰盛は 同様の 關心を 示した もの、 如くで ある。 彼が 父義景 と共に 

蹴 鞠に 通じて ゐた^ は 吾妻 鏡に 徵 しても 明かで あり、 弘長 三年 正月 十日に は 「御 鞠 奉行」 を 勤 仕して 

ゐる。 武家の 故货を 整理した もの、， つち C: 取 も 早い ものと 見られる 「沙汰 未練 誊」 を 彼が 校合して ゐる 

と い ふ事赞 は、 か ゝ る點 からみ て 極めて 意味 深き ものが あると 云 はねば ならぬ。 

(註) 「沙汰 未練 書」 奥 

「弘 安元 年閏 十月 日 

法 光寺 殿 筆 也 

相 模守平 朝臣 時宗 

右 本^ 以下 尤備證 本、 秋 田 域へ M&f^s 其 後 盛忠行 舆等以 證本ゲ 校合 g 下」 

(三) 政^ 沽 動 を 除いて、 ぉセは 一 生の 業績のう ち 最も 光彩 を 放って ゐ るの は、 併し乍ら その 信仰 生 

活、 特に 高野山に 於け る 町 石^ 立と 佛誊 刊行の 事業で あらう。 

^の 信仰生活に ついても 不詳の 點が少 くない。 父祖の あと をう けて 直接 高 野と 深い 交涉を 持ち 始め 

たの は 何時の 事で あるか は 明かで ない が、 現存 史料の 關 する 限り、 その 最も 早い も •  の は 文 永 五 年の か 

の 町 石 建碑で あらう (後述)。 ついで 弘安 三年 九月 三日 鎌 倉の 無量 壽院に 於て、 彼の 歸依僧 醍醐 寺遍智 

院 の法爾 から^ 顶を 受^ て ゐ る (五十 歲)。 弘 安五 年 十月、 秋 田 狨介を 息 宗景に 讓り同 七 年 出家して 
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«x  (真 或は 心に 作る) と號 して ゐる (III 脈)。  , 

K 一) 右の 灌 Pf につ いて は Sg 胡 寺の K 錄 「通 智院法 印灌お S5S」  (ggg) に 次の 通リに 記されて ゐる。 おおの 兄 (或は 弟) が 頃^ 

寺に 入って 弘義 と稱 して & たこと は 先に 見た所で ある。 班 g が KSS 寺 僧から 濯 頂 を 受けた の も か x も緣が 竽傳 つて fcfcQ であ 

ら 5 か。 

「弘安 H 年 九月 一一 一日 於 M 束拎之  ， 

£amM~ 介講依 c 

SS 安三 年 九月 十四日 於 關朿無 _H 壽院 g 之 56<」 

右の 「無 量壽 院」 は 吾 によると 丈 永 二 年 六月 三日、 泰 盛の 父 故 秋田狨 介義景 の 弟 十三 年忌 を修 した 所で あ 9、 安達 氏と は 

特 係に 立つ fc かと 思 はれる。 この 寺の 位 E は 今日 確かに は 知り 雜 いが、 ii 食 志、 食 攬勝考 によると 籙 福 寺の 西南、 現に 

無量 寺 谷の 名 を a してんる あたりで、 もとこ、 に 無. ま 寺なる 一 寺が 存し、 且、 この 邊も亦 甘 J» のうちで あると いふ。 遙か向 ふ 

に S つて は- o るが 安 违邸も 同じく、 甘 J8 にあった と いふ こと はこ、 に 注意され る。 

(B 二) 「金 刚三眛 院寺務 S 事 法 W 上人、 離 申 子細 所詮 如宽元 掏敎害 幷弘安 下知 者 非 住 侣之中 者 if 可 補 彼 «云々 者 爲寺務 所 被 致 其 

沙汰 狀依仰 執 達 如 件 

嘉元ニ 年 二月 十九 日」  相 樓守在 判 

-左京 權大夫 在 s 

•as»w»J  、金刚 三味 院文 #) 右に is ふ 所の 「法^」 が 若し 卽ち泰 盛 歸依佾 であるなら ぼ 之 は 頗る 屬 味が あ も。 ^元 二 年 は 泰 

後 十九 年、 師時 執榷の 時に 勿論. 泰盛の 勢力の 坊方 もな く 一 掃され た 後で ある。 この 時に 法 » が赏 局の 斥く る 所と なつ 

て もる^ は as し赏 局の 方針が S く 寺 内に も 及んだ ものであって、 この 事は偁 々富^の 泰 盛の 勢力 搽蕩が 如何に 執^ 且微底 的で 

あつたか を 暗示す る もので あらう。 なほ 法 W 上人に ついて 更に 次の 一 史料 も 注目に 値する。 

(sa) 「* 相赏法 W 上人 七 H 候 如 形 * 轵 SISS^^ 執行 候 入御 候て 梵 H 講^ 剁勤仕 候 者悅存 候且云 御舊好 云且御 報恩 云 互 存命 仕 

て 十； 年 難 有 會舊事 旁々 人 御 候て 可 有 御 » 仕 之. S 其 福 多々 候 ffl 構く (下関) 

* は^ at 文庫 (第二お〕 枚む る 所の 佾 s 忍の «s 狀の斷 片 である。 « 憾 乍ら 年 記 不明で あるが * 之が 判明 すれ ^その 寂 年 も 明に 

S れる こと、 なる。 が 更に 大事な こと は、 g にも 述べる やうに、 金 at 氏 は 安達 氏と 特に 近 奴閱体 にあって 安逮氏 宗家の 滅後 4 

その 録# を 保 S して 居る 事と 考へ 併せる. i- 稱名 寺に 於て その 追福の 佛 事を修 して. o る 所以が- ゥ なづける。 そして 逆に この 事 fc 


z$ て 金！ » 安達 兩 家の 親密 さ を 示す ベ き 1 證 左と なすこと も W 來ゃ 5。 因みに 法爾 上人の 镩 は 明で ない が、 「野 澤 血 K 集」 〔一一 J) 

の.^ の 記 a によって 或は 「能 禪」 のこと ではない かと 考 へられる。 而し てこの 血 賦 に 右の 「頗 忍」 の 名 もみえ て 事 も 注 la 

すべ きで ある。 

「二十 二 代 能 g 束 寺 定額， 右屮辨 S 親 孫 號辨法 印、 本元 遍 上足 弟子、 住柬 寺大悲 心院、 宏敎參 詣石淸 水 析附屬 仁、 依 感夢仔 

細 特爲付 法 之 仁、 寛 喜 二 年 十 月 十五 日 於 東 寺受灌 頂、 相，、 法流悉 挖畢、 但於 律師 聖敎 寄進 無量 壽院顯 密聖敎 凡 

百 二十 餘合也 

「二十-一代 僧正 亮禪 柬寺 定額、 號 W 菩提 院、 弘安ニ 年 十 一 月 十 一 日 於 東 寺 大悲心 院受灌 頂法爾 上人 (中略) 慶應四 年 七月 二十 六 

日 入滅 八十 四 

00  RI 仁 覺— 隆 任 —宏 敎 0 禪 I 亮 禪 

S 靜， I 道 尊 I 頗 忍」 

景 盛が 高 野に 於て 實朝 菩提の 爲に盡 した 所 その他に ついては 先に 述べ る 所あった が、 潜 先に 漏した 

所、 而 して 或は 孫泰 盛の 信仰と 內.. S 的關 聯が考 へ られ るかと 思 はれる 事蹟に ついて こ  >- で 二三 觸れて 

おきたい。 

金澤 文庫に 景 盛の 師明惠 上人 高 辨の著 「華 霰佛 光三 味觀秘 寶藏」 の 零 本 一 冊 を現藏 して ゐ るが、 そ 

の奧に 次の 文字が みえて ゐる (ま 盟^ «s 脑)。 

「貞 應ニ季 十月 下旬 於 高野山 御 庵室 三 箇夜之 間 偸 奉 受畢、 此書三 卷內當 卷卽自 聖人 御 房 所 賜 也 執筆 

但件本 奉 附爾大 蓮房以 彼 小 比丘 證定 一 

ん月房 也 所 書留 也 以彼所 校本 書寫之  /ャ 丄 sus.5」 

か 、 る聖敎 を附屬 せられて ゐた とい ふ 事 は 以て 大蓮房 覺智、 卽ち景 盛の 信仰生活の 根椟淺 からざる 

< 秋 田弒介 安達泰盛  二 六 七 


tl 愈 時代の 思想と 文化  二 六 八 

もの ある を ® はしむ るに 足る。 

次に 更に 景 盛の 佛敎に 於け る 造詣 を 示す ものと して、 彼が 弘法 大師の 著に 擬 せらる、 「雜 問答」 を 

自ら 獰寫 して ゐる とい ふこと も玆に 併せ 特筆す る 必要が ある。 (その 詳細に つ いて は 拙稿 「S5P 筆 『雜 問答』 につ 

いて」 を耷 W せられた い)  - 

景盛 は^ 醐 寺の 金剛 院货質 について 潢頂を 受けて ゐる。 この 事に ついて 諸 嗣宗脈 記、 野澤 血脈 抄等 

によると、 ^^は 初め 行 遍に受 法 潲頂を 請うた が、 行遍は 覺智を 性麁 なる 荒入遨 なりと して 許さな か 

つた。 知："、 則ち 頗る 本意な き 事に 思うて 實 賢に 請うた 所、 仔細な く 之 を 許した。 覺智 は大に 喜んで 

C ら 奔走して^ 賢 を 以て 大僧正 一長 者と なし、 又 醍醐 座主 を も犛 つて 實 賢に 之を與 へた。 「血脈 抄」 

は 之 を 評して  一^ 偏に 大連 房が カノ 武家の 威勢 也 …… 一向 大蓮 房が 力、 名聞 利 養， 思 ひの 如し」 

とのべて ゐる。 なほ、 三味 院笫八 代 長老 玄智も 大^ 房の 甥 だと 三昧 院 文書 は傳 へて ゐ る。. 

安^ 氏が^ 知" に 於て かくの 如き 深き 關係を 結んだ 事 を 知って 我々 はこ  >  に 漸く 泰 盛の 町 石 建立 事 叢 

へ の參加 及び 佛お 刊行 事業 を述 ぶべ き 段 取に 達した。 之 等に ついても 旣に水 原 堯榮氏 q 高野山 金石 S 說」) 

及び 藤^ 拊雪氏 - 「日本 佛ぉ A 研究 b の 詳細なる 研究の 存 する あり、 専ら それ 等に 讓 つて 屋上 屋を 架す る 

の 煩 を 避けようと 忍 ふので あるが、 た- 泰 盛の 次の 如き 事業の、 極めて 遠く 深き 由來を もつ こと、 從 

つて， これ を 通して 知られる 泰 盛の 信仰生活 にも 頗る 深き もの ゝ豫想 せらるべき こと を 銘記した いの 

である。 


町 石^ 設の 事業 は 文 永 二 年 三月， 遍照光 院覺斅 上人の 發 願に 端 を發し 爾後 弘 安八 年まで 廿 一 年に 亙 

つた 一大事 業であった- その 趣旨と する 所 は 参道 一町 每に 石標 をた て ゝ參詣 者の 便を圖 るに 在り、 中 

門より 奧院 まで： 又， 中 門より 慈お 院 までに 及んで ゐる。 その 助讃 者と して は 後嵯峨 天皇 を 始め 奉り 

鎌な 將^ 及び 執權、 又 幕府の 有力なる 謚 將 たちが 參 加して ゐ るので あるが * 就中 最も カを盡 した 迚の. 

窺 はれる の は 外ならぬ 泰盛 である？ 他の 人々 の 建設に 係る 石-面に は、 多く、  ^に 町數と 建設者の 氏名 

とが 刻まれて ゐ るに 過ぎす。 而も 一人に て 三本に 及ぶ もの は 他に 見當ら ぬに 對し、 泰 盛の もの は少く 

とも 五本に 達し、 のみなら や、 その 中二 本 は 次に 示す が 如く、 彼の 信仰生活の うへから 頗る 注 3Z すべ 

き 文字 を 含んで ゐる。 卽ち 左の通り である。 (中 門より 慈尊院 までの 間に) 

r 


、梵ノ 

^-、 

r 


高野山 者 ロロ0ロロロロロロロロロ 

之 □□□□□□□□□□□□□□□  、 

□□□□□□□□□□□□□□□a 

□□□□□ 善 報 □□ 文 永 九 年 」 

百 五十八 町 秋 田 城 介 藤^ 朝^^ 盛  * 

□□□□□□□□□□□□□□□a 

□^□□□□□□□□□□□□nnL 一  . 

^野 UA<5,:i 人 ベ g\5 之.？  □□□□□  一  . , 

曰 nBorr—n つ □ 曰 日 丄 曰 曰  . 

百 五十 九 町 秋 田 域 介 藤 原 朝臣 泰盛  . ■ 

法身. m 所 rBD  9.^^  □□□□」 
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なほ 他の 三本に は 次の 如く 刻まれて ある。 

0 廿ニ町 秋 田 城 介 藤 原 朝臣 泰盛」 

右側に 爲 祖父 入道 秋 田 城 介 藤原景 盛」 

左側に 文 永 五 年 戊辰 閏 正月 十七 日 」 

) 廿 五町 秋 田 城 介 藤 原 朝臣 泰盛」 

(右側 左側の 刻字、 廿ニ 町の ものに 同じ) 


II 七 0 


(以上、 中 門より 奧 院の 間) 


爲 先考 入道 秋 田 城 介 藤 原義 景 

@ 十二 町 秋 田 城 介 藤 原 朝臣 泰盛  . 

文 永 五年閏 正月 日」 

(中院 より 慈 ^院の 間) 

ゎづ かに 消え 殘る石 面の 刻 宇 を 通しても、 彼が この 事業に 如何に 魂 を 打 込んだ か、 その 信仰の 如何 

に篛 かりし か を 見るべく、 弘 安八 年 十月 廿 一日の 覺 敷の 建立 完成の 供養 願文に、 後嵯峨 天皇、 厄將軍 

政 子、 執權 時宗 等と 相 並べて 「大 連沙彌 父子」 を その 助贊 者のう ちに 特記して ゐ. る こと もま ことに そ 

の 故 ありと いふべき である。  - 

(SI) 町 石の K 宇の _5 ち、 « 宇の 筆 * に 就いて、 S8 ^ま は 之 を 世 <* 寺： ^能， に 又は その &ぉ钥 に ほして ^ り. 今 いづれ とも W 定し 雑き 


.E を 水 原 氏 は 述べ て ゐられ る。 「世 尊 寺 家 現 過錄」 によれば 行 能 は 旣 に 建 長 五 年 十二月 三日に 薨 じて厝 リ" 文 永 IS の 町お-..: 揮毫/ 

したと する の は 聊か 年代がん a はぬ やうで ある。 加 之、 先にみ た 通り^ 朝 は 二度 も 關泶に 下向して 泰盛 とも 直接の 關係を 結んだ 

s« 翻お に 親しみ を もって ゐ たと いふ 事 W は， 右の 問題に 何等かの 光を投 ずる もので は ある ま いか、 

町 石逑設 に 於て 助讃 者であった 泰盛は 進んで 佛書 刊行の 事業 を 主動 者と して 遂行して ゐる。 今 之 を 

彼の 識語に よって 年次 順に 示せば 次の 如くで ある。 パ 之に 就いては 專ら腠 原^ 雪 氏の W 究 のみに 依據 する こと を玆に 

«; かにして 同氏に gf 謝する 次笫. である) ノ 

「請來 目錄」  - -,, 

^治 三年^ 七月 廿 八日 於 金剛 峯寺 信藝書 爲續三 寶慧命 於 三會之 出世 廣施差 利益 於 一切衆生 是則 

守大帥 遺戒 偸 令 遂小臣 之 心願 謹 以開開 印版矣 

^治 三年 丁 丑 八月 日 

從 五位 上 行 秋 田 城 介 藤 原 朝臣 泰盛」 

.「 火 n 經疏」 廿帖 

爲續. 一：. W 愨命於 三會之 出世 廣施 一 善 利益 於 一 切 之 衆生 是則守 大師 之 遺戒 令 遂小臣 之 心願 謹 開 印^ 

弘安ニ 年 S 四月  日  - 

,  (署名 略、 識語 亦 „s、 仍て W 下略 之) 

「金剛 m 綏」 一一 一帖  ， . 

弘 安二 年 | 十二月 日」 

八 秋 E« 介 安^ 泰盛  ，  二 七 一  . 
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V.  弘安 三年 赚 七月 日」 

「蘇悉 地經」 

弘安 三年 I 八月 口」 

ザ ノ  _  .「 悉曇字 記」 一帖  . 

-J<  .  弘安 三年 十 一 巧 日」 

^言^の 三部の 根本 聖典た る 犬 日、 金剛 項、、 蘇悉 地、 

之に 配す るに 供養 次第 及び 悉曇を 以てして ゐる點 よりす 

, ： る も、 その 經 典の 選擇 頗る 組織的であって、 か， なりの 內容 

. 的 理解 を豫 想すべく、 また、 かくの 如き 善根に よって 廣 

く 一  切 衆生 を 利益し 以て 大師の 遺命 を 全うし 佛 法の 慧命 

を繼 がんと する 心願、 亦 以て 政治家と して、 また、 人と 

. しての 彼の 心情の 掬す ベ きもの ある を 物語る もので あら 

tryiArf^  う。 この 事業が 野 山の 文化の 上から 重要視 さるべき は 云 

, ふまで もない が、 更に 彼の 精神 生活 を 窺 ふべき 絕 好の 資 

れ と なすへ きで あらう"  、 
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「供養 次第 法瑰」 一 一帖 

面せえ-? J  t 一れ 雄 港 〔翁々 至 8.4 

も ま- 

法！^ 其 *n  ^c^€^ ぶ 

珐乂 、ふ！ 

钦悉已 ^作， £^  ^.A^ 

き 袋釓 


(SM  ) 右に 金剛 Pf 經の開 板が みえても るが， この 事 は 「锞智」 の奧書 ある 金剛 頂經開 題の 板 本の 存在 (别 稿ー 「费智 筆 '0§^ 

について * 多 照) と考 へ^せら るべき であらう。  . 

(sail) 泰 盛の 好學ゃ 右の 學間 的、 信仰的 事業な どを考 ふる 時、 吾々 は、 おの づ からに、 安達 氏と 血緣 關 保に ありし のみた、 りず a 

めて 親密な 交り を 長く つぐけ た、 かの 金渾氏 一門の 學問 的業弒 を^ 想せ しめられる。 特に この 佛書 刊行 は、 かの 金澤顯 時の 

「傅 心 法要」 模 刻の 事業 (』$ぉ將」) の先鼷 i して 直接に 結びつけて よいので は ある ま いか。 「法要」 の 刊行 はも-そ 弘 安五 丄ハ 年 

の 間にある 榇 である。  --  - 、 • 

泰^の 事蹟と して 管 見に 入った もの は 大略 以上の 如くで ある。 それ 等 はや ゝ斷片 的であって 一 世の 

活躍ぶ と考 へられる 泰 盛の 全貌 を 知る に 充分で あると は 云 へ ぬ。 滅びた る 者の 常と して 吾々 は 之を諦 

める 外 はない。 が 而も この 斷片 的なる もの を 通して 不充分ながら 彼の 姿 を 再現して みる 時、 そこに は 

少 からぬ 興味 や 意義が 見出され るので は あるまい か。 

泰盛は 武士に して 同時に 政治家で あり、 而も 幕府の 權威を 負 ひ、 父祖 以來 蓄積した 勢力の 餘 威を驅 

- - に！" .， ... て 、一つ .V 『、- .  # 

つて 充分に その 骥足を 伸ばす ベ き 自由な 立場に おかれた。 そして 恰も 執權 政治の 最盛期に 際會 して 平 

和裡に その 鐡腕を 揮ん 機 會と廣 い 分野と を 與 へられた ので ある。 かくして その 力の 及ぶ ところ、 政治 

は 云 ふに 及ばす、 特に 公武 文化 一般に わたる 統一のう へに 一大 巨步を 印した のであった。 彼が 幾度 

,炉 京 • 鎌^ 間に E? 旋 する 所あった 事 は 前述した 所に よっても 餘り にも 明かで ある 更に 勘 仲 記 は弘安 

二 年 二月 二日、 關： HI 藤 原 兼-牛に 個人と して 劍、 馬、 沙金 等を獻 じて ゐる こと を傳 へて ゐる。 

鎌き 幕府の 確ネ によって 武力 的に 擡頭した 武家 は、 文化的に も 彼に 於て. 翠 なる 吸收 者*受 容 者の 

A 秋 £ 城， オ^ 逹泰嫿  二 七 一一 厂 
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地位より 4H 動的 • 指^ 的なる 立場へ と轉 せんとして ゐる。 卽ち彼 は 「文武 兼備の 士 * 殊に 至要の 趣， 

頻りに 御沙汰に 及ぶ」 (I5s?f 化 に) とい ふ 武家の 要求の 最初の 代表的 具現 者と もい ふべき であらう。 

文化の 全面的 指導者と しての 武士階級の 成立 は 室町 時代 以後に 到って 初めて 之 を 見る ので あるが、 香 

吾 は玆に その 具體 的な 萠芽 を、 先驅 者を發 見す る。 卽ち歷 史的に 重要なる 力が 未だ 充分なる 展開 を 見 

や， 而も こゝ に 將來の 逞しき 發育を 約束され つ ゝ ひそかに 培 はれて ゐる。 —— 鎌倉時代 のこの 一 大特 

色の 現 者と して 泰 盛よりも 適切なる 人物 を 吾人 は 未だに 知らないの である。 

「城禪 門、 威勢 先祖-一越 テ 人多ク 隨キ」 と は 無住 禪師 の泰盛 評であった。 (M ，北條 一門に 限られ 

て來た 陸奧守 を 獨り帶 して 時代の 眼を錄 てし めた <fsg、 十 |ぽ) 程の 威 福 ^ ほしいまま にして 廣. 汎な 

活躍の 一生に 照し 合せる 時， 雜談 集の 右み 語 は、 史料の 湮滅と いふ 偶然 的 事情に よって 現代の 吾々 に 

傅 へられ 得なかった 所の， 赏 時の 人々 が泰 盛の 生涯より 與 へられた 生々 しい 印象の 表出と して、 極め 

て 豊富な 內容と 深い 意義と が與 へらるべき である。 かく 考 ふるならば 彼 自身 は 終 を 全うせ ざり しと は 

云へ、 その 一生の 思 ふま ゝの 活劻， また その 深き 意義 を S3 ふとき、 亦必 すし も 自ら 悔 ゆる を須 ひない 

と も 云 ふ y きで あらう。 

(1BK) 泰 に 88 する 直接の 史料と して 「金 眛院文 寄」 に その 悄息 二通 を敉 めても る。 乃ち 左に 附 載して 今後の 袞 せに 資した 

1 , 「粥 田 庄被付 寺 家 下知 «n 通 令 進 之 «s々«s 苜  , 

文 永 九 年 十月 廿ー 一日  秋 S  3T 介在 判 


霽上 高野山 金 Sill 昧院 衆徒 御中」 

右に 謂 ふ 所の 「御 下知 狀」 は 次の 加く であって、 卽ち右 は 之に 基づく-取次 状で ある。 

*. 金剛 三昧 院領筑 前^ 粥 E 庄事 

右爲家 沙汰 可 令 執行 庄務. N 状 依 お 食^ 仰 下 知 如 件 

文 永 九 年 十月 十六 日  扣摸守 平 朝 ほ 在 判 

左 京 攛大夫 平 靱臣在 判) 

二、 「勤 修^ 敷地 S>  ^室 令旨 幷檢， 闻. 被 末代  令 |  . ,ー  可 被 安ココ コ睽^ S 々蓮 言 

弘安 In^K 崈辰)  . 

. 五月 八日  秋 W 械 介 (花押)」， 

右に みえて ゐ る勸 修院 は 金剛 一 一： 昧^. 1 院 である -., 金剛 三昧 院 文書 所 收 「金剛 三昧 院 草創 子細 事」 洚照〕 

右文 害に も 御室 ^旨 云々 とみえ てんる が 泰盛は 仁 和 寺と し^い 脇 係 を もって ゐた。 かの 開 E 淮后法 助 は その 資^ 助に 遺した S 

文 (仁 和 寺 文^.) にお^ を 拭 介泰 盛に 諮るべき を緣 返し 忠言して ゐる。 同時に 泰 盛は賴 助か、 り授 法して， Q る (血脈 類 集 記 十 IIO 

卽ち 北條弒 時の 息に して 關柬 眞言の 重^で あつ た 佐々 m 僧正 赖 助と 泰 盛と は 相 依って 眞俗 南方 面に 深 い 關係を 結んで ゐ たの で 

ある。 賴 助よりの 付 法 は华代 不明で あるが， 恐 、り.，.； 先述の 法 SS よ リの受 法に 先立つ もので あらう。 先に 法敏の 場合に 「重 受」 

と 註して ゐる (前 註 參照) の は 蓋し 之に よるので あらう。 

歿後の 泰盛 

泰 盛の 一生 を槪觀 した 後， 吾々 は 更に 一 彼が 歿後 後世から 如何に 觀られ たか、 とい ふ 問題 を 採 上げて 

みたい。 それ は 一方から すれば 後世の 人た ち， 評 價者自 ゆ の 問題で あるが、 又 他方 そこに は 以て 彼の 

人物 • ^蹬 を闊 明す ベ き 何等かの 印象が よみ 取り得る であらう から" 

彼 は 鎌 倉に 於て こそ 反逆者と して 誅 せられた が、 高 野に 於て は大 檀那で あり 大恩 人で ある 事 言を俟 

八 秋 出城 介 安 ま泰磁  、  二 七 五- 
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たぬ。 金剛峯 寺の 過去帳の うちに、 同 寺^ 緣の 一人と して 記されて ゐる事 は敢て 不思議 はない。 その 

歿後 間もなく 永 仁 五 年 害 寫の 過去帳に は 次の 如く 見えて ゐて 音曲 を附 して 唱へ 上げられて ゐた迹 がわ 

かる o( 今 多くの 人々 のうちから 赏 朝と 泰 盛との 二人の み を揭げ る) 

「金剛^ 寺 恒例 彼 ほ 廻向 道俗 結緣 過去帳  . 

〔巾 略ゲ  . 

嫌 食 右大ほ 源赏朝 

(屮 S 

前 陸 奧守大 道覺 眞 

(巾 S 

己 上お 音曲 相承 所 簡^ 略种お T 舉 -  . 

永 仁 五 年 丁酉 六：^ 十日 信 堅」 (Ifm) 

商 野 山に 於て 彼 はかくの 如く 供養 を 受けて ゐ たのみなら す、 一 殆ど 同時代に 金 澤稱名 寺に 於ても 亦 彼 

の爲に 恒例の 佛^ が昝 まれて ゐ た，、 卽ち 次の 如くで ある 

「 • 知 足 院雑仕 註文 

五斗 il 一升 、 城 殿御 佛事」 お： 讀| 脅， ほ) 


卽ち、 今 は 廢絕 して 了った が、 稱名 寺の 一 塔 頭で あつお.^ 足院に 於て その 忌を修 して ゐ たので あ 

る。 金澤 氏の^ 那 寺た る稱名 寺に 於て この 亊 ある は、 云 ふまで もな く 安達 • 金 澤； i 家の 直接の 血 緣* 

親密 關係 による ものであって * 金澤顯 時が 泰 盛の 覆滅に 坐して 上 總に譎 せられた 事 は 先に 述べ た 通り 

であるつ その 際顯 時が 稱名寺 開山 妙 性房審 海に 宛て ゝ、 人生の 無常 を 眼前に 見て 不安 極り なきの 感憐 

を拽 した 悲痛な 消息 を 送 つて ゐる (これ 等の 事に 關 して は、 詳レく は 別 稿 「北 條執植 政治の 意義」 を參 照せられ た い〕 こ 

と を みても 泰 盛の 滅亡が 金澤 氏に 與 へ た 精神的 打撃の 如何に 大 であった か、 又 溯って 兩 家の 間柄が 如 

何に 親しかった か、、、 凡そ 察せられる。 金澤 なる^ 珊 寺に 現に. 富 岡 八幡 社舊 藏の大 般若 經 (刊經 及 寫經) 

を 多く 保管して ゐ るが、 その 第五 十四 卷に 次の 識語 ある こと も 右の 點と 關聪 して、 頗る 注目され る。 

「正中 二 年 七月 廿 八日 奉爲 二親 得道 榷 i お 此經所 奉 施 入 六 浦 庄內富 岡 八幡宮 

.  藤 原 貞泰」 

貞 泰は泰 盛と 共に 滅びた 泰 盛の 息宗景 の 男で ある。 蓋し 父祖の 歿後 金澤 氏の 保護に たよった もので 

あって、 兩 家の 交情の、 泰盛滅 後に 到って なほ 渝らぬ もの ありし はこの 事から も 明かであって 先にの 

，， み VJL.  t  - 

ベ た、 泰 盛の 歸依 惯 法爾 上人の 年忌が 金 澤に營 まれた こと 、 共に 併せ 記憶 せらるべき 所で あらう。 

安達、 金淨兩 家の 右の 如き 親近，！ 1 係に 關聯 して 更に 想像 を 逞しく する 事が 許されるならば、 筆者 は 

次の 如き 揣^ を敢 てしたい。 

徒然 草の^ 法師 は 親しく 金 澤の地 を ふみ 稱名寺 を 訪れて ゐる。 そ 

八 秋 狨介安 逢 泰^  二 七 七 
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の 年代 は詳 かで ない が、 恐らく^ 時の 息 貞顯の 時の こと、 思 はれる。 而 して 本論 文の 胃 頭に も 引き 揭 

げた 通り、 徒然 草に は桊盛 を稱揚 する 說 話が 見えて 居り、 なほ 安達 氏關 係の 話と して は、 かの 有名な 

る 松 下^ 尼 (義景 妹- 秦 盛の 叔母) の 障子 切 張りの ことが 記されて ゐる。 兼 好 は 1 體何 人から これ 等 

を 耳に したので あらう か。 それ は 恐らく は貞顯 又は その 周圃の 人の 口からで はなかった か。 貞顯の 名 

は 徒然 草に みえす、 且、 徒然 草 及び 兼 好の 歌集に は 他の 關衷 武將 達からの 直話と して 記された， ip のが 

散兑 して ゐ るから， この 推測 は 勿論 直ちに 斷定 する を 許されな いが、 而も 徒然 草傳 ふる 所の 安達 氏關 

係の 説話 は 同氏に 好意 を 持つ 人の 口 を 通じて 傳 へられた る ものなる ベ きを 考 ふる 時、 如上の 愫 測亦必 

しも 無理なら ざる を 成す るので ある。 と 同時に この 事 はまた 他面、 徒然 草 そのものの 性格 や 成立に 就 

いて 注目すべき 暗示 を 投げ かけて ゐ るので は あるまい かひ 徒然 草に 就いては また 更め て考 へて みたい 

と 忍 ふので あるが、 一言に して 云へば、 兼 好が、 當 時の 多くの k 都の 文化人が. 關 朿に對 する 偏見 や 侮 

蔑 覜に執 へられて ゐた 中に あって、 獨り卓 然として 潔く 之 を ふ b すて ゝ 淸新 忠赏な 眼 を 以て 如 實な觀 

察 を 遂げ、 公平な 判斷を 下して ゐる 所に その 特長が あり、 結局 かゝる 態度に よって、 ひろく 日本人の 

各； » 方面から 夫々 に 特色 的な， またす ぐれた、 生活 態度 を 見出さん とつと めて ゐる 所に その 本領が 存 

する ので あるが、 彼が 泰 盛の 些細な 心づ かひのう ちに 大きな もの を 見出し 少 からぬ 敎訓を 得た の も、 

かゝる 注意 深き、 執 はれざる 態度の 賜物であった のであって * 卽ち兼 好は尜 盛の、 つちに 新しき 生活 態 

度を學 びと- 9、 泰盛は 兼 好に 於て 死後の 知己 を 得た と： /ふ べきで あらう。 


^ 秋 介.. ズ達 泰^  . 
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o 義 a?, 


守宗時 花押 


宗 镇！  * 時 I 女 ：ー. 

義 宗. ！ 久 時， 


風^ 作者 


0  „ ほ沒 守 

-守 時 wsmb 益^ 

- 守^- 

に、&-ニ品#氏ほ^室 

-女 It-IR 冶 B" 年- «• 六十 

—女子 太 e 火 臣公守 妾 jr 昭母 
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元弘 三年 五月、 新田 義貞の 官軍 は 三 道から 鎌 倉め ざして 殺到した。 幕府 亦 三軍 を 編成して 之に 備へ 

た。 幕 命に より 一 方の 將を うけた ま はって 互福呂 坂の 要衝 を 守つ た の は 卽ち赤 橋 駿河守 守 時で あつ 

た。 (太平 記に は 守 時 は 「洲 崎」 に 向った と ありへ この 「洲 崎」 が 何處を さす か は 今、 分 朋を闕 くや 

うで あるが 〔「繳 & 時代 史論」 參 肟 太平 記の 次 下の 文に、 こ ゝの守 りが 破る ゝゃ 官軍 は 「山 內」 に 突入し 

た。 と あるから これれ g 福呂 坂で ある こと だけ は 明かで ある。 現に 太平 記 諸 本に は 守 時が 巨福呂 坂に 

向った と 明記して ある もの も ある やうで ある。 〔參考 太平^ 參 照〕〕 

守 時の 軍 は 新田 軍の 裨將 堀ロ貞 滿の大 軍と 一 日 一 夜の 間に 六十 五合に 及ぶ 激戰 f じ へた。 勝敗の 


數は 未だ 必す しも 分明でなかった が、 宗家の 信任 を擔 うて この 大切な 場所の 防衞を 托せられた 主將守 

時の 心中に は豫て 深く 期す ると ころがあった。 卽ち 宗家の 危急 を 見捨て ゝ 俄に 矛 を 倒に して 官軍に 投 

じた 妹へ： 或は 姉 か」 婿 足 利 尊 氏の 態度に 心 を 苦しめて ゐた彼 は、 味方の 旗色の 稍！ 振 はざる を 察する や 

「守 時、 足 利 殿に 女性 方の 緣に 成ぬ る 間、 相模殿 高 時 を 始め 奉り、 一家の 人々 もさ こそ 心 をお. き 袷 

ふらめ。 是 勇士の 恥る 所な り。 ：••： 此陣戰 急に して 兵 皆 疲れたり。 我 何の 面 HL か 有て 固めた る 陣を引 

て 而も 嫌疑の 中に しはらく 命を惜 むへ き」 と， その 心中 を 幕僚に 向って 吐露して 戰は尙 たけな はなる 

に 腹 十文字に 搔 切って 自害した。 大將の 自害 をみ て 同志の 侍 數十百 人 1 同に 腹切って いやが 上に 重り 

伏して 悲壯な 最後 を 遂げた。 この 口 を 打破って 侵入した 義貞は 守 時の ふるま ひ を 聞き、 をの 心事 を識 

つて 锰き 眼に 淚を 浮べて 感動した とい ふ。 平)  、 

、  • 

晚 春の 落花に もた ぐ ふぺき 平氏^ 亡の 悲壯 美と 相な らんで、 燃え 上る 猛火の 如き 壯烈 無比な 北條氏 

の 最後 は 日本史 上に 一 大 異彩 を 放つ もので あり、 特に 室町 江戶兩 幕府の^ 解と 相對 比する とき 殊に そ 

の 或が 深い。 卽 ち北條 氏の 一 1 また 宿老， 諸將を はじめ 幾 百の 郞黨に 到る まで いづれ も 名 を 惜しみ 身 

命 を輕ん じて 宗家に また 主家に 殉 じて ゐる。 が この 無 數の鎌 倉 武士のう ちから、 いま、 その 一 代表的 

人物と しての 赤 橋 守 時に 特に 注目して その 人物 を傯び 併せて 鎌 倉 武士 一  般の氣 風 をもう か- ふよす が 

とした いと 思 ふ。  , - 

. 九 赤 《KW 守 守 時  二八 一 
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まことに 北條 氏の 最後と 之に 伴 ふ 鎌 倉 武士の 生死 を 超えた 活躍と は、 多彩 絢爛、 比類な き 日本史 上 

にもた ぐ ひ 多から ぬ活 悲劇であった。 惜ぃ哉 順逆の 大綱 を あやまり 朝敵の 汚名 を 永く 屍の 上に 殘 した 

とい ふ 一事 は 如何にしても 拭 ふべ からざる 所で あるが、 而も、 殆ど 一人と して 命 を 惜しみ 生を偷 まん 

とする ものな く、 救 十の 一 族 を あげ 數 百の 郞黨を 盡 して 武士と しての 名 譽を完 うせんと した 態度 は、 

流石 鎌^ 武士の 名 を 千載に 傳 ふるに 足る もので あ- 9、 また 日本 武士の 名に 恥ぢ ざる ものが あると IK は 

ねばならぬ。 

かくの 如き 鎌 倉 武士に 閬繞 せられ、 之 を 指導し 敎 育し 訓^し 而も 統率すべき 一 人と して 守 時 は嘉唇 

元年 以後 八 年に 互って 幕府 政局の 中心に 在った ので ある。 かくの 如き 地位と 環境と に 在 つ た 彼に あ 

つて は、 その 壯烈な 最後 も 或は 當 然と 評し 去らねば ならぬ かもしれ ぬが、 併し 彼 は 他の 諸將 たちの 佥 

く 知らぬ 苦境に おかれて ゐた。 彼の 妹 (姉) は 幕府の 將 として 最も 有力な 足 利 尊 氏に 嫁して すでに 少 

くと も 一子 ケ^げ てゐる o( 千壽王 I 後の 足 利 義詮、 元德 二年生、 元弘 三年 當時 四歲) その 一子 は 而も 

擁せられて 新田 軍に 將 として 居る。 ^氏 は 京洛に 在って 戈 を 倒に したとの 報 は、 守 時 出陣の 數日 前に 

俄に その 耳朶おう つて、 その 心境 を奧 底から かきみだし、 ゆりうごかした。 

幕府 存亡の 危機に 迫られた， 9 と は 云へ、 高 時 はこの^ 時に 託する. に 巨輻呂 坂の 防 傭で 以てしお • 守 

時た る もの 戚激 なき を 得ざる は 云 ふまで も あるまい。 三十 九歲の 働き 盛 の 彼が 必勝 を 期して 勇躍 出 


陣し たこと、 萬 一 の 場合に は 一 死 以て こめ 疑惑 を 氷解せ しめんと 心 深く 期した であらう こと は 想像に 

餘り ある。 

、 血戦 六十 合、 劍戰忽 劇の 間に 在って 守 時の 心 を 最も 强く  LJ ら へて 瞬時 も 離れなかった もの は 生で も 

なく 死で もな く、 1 家の人々 の 疑惑の 眼で あ. 9、 勇士の 恥で あり 面目で あり 同時に 委託に 對 する 責任 

威であった。 戰 ふだけ は戰 つた。 盡 すだけ は盡 し. た。 ^方の 陣の や、 浮 足 立ち 兵の 疲れた この 機 を は 

づ して 命 をながら へ るなら ば それ は恃む ベ からざる を 待んで 苟も 命を惜 むめで あり 陣を 引いて 返くな 

らば、 宗家の 重き 委託に 背く のみなら す 疑惑 を 更に 深める ものである。 彼の 選ぶべき， とるべき 道 は 

た 1 つ， 今 この 時、 この 場に 於て 自 裁すべき のみ。 

彼 はかくして 死す ベ くじ. て 死んだ。 責任と 名譽 とを完 うして 最もよ き 死 場所 を とら へ たので ある。 

個人と して 死して * 鎌き 武士と して その 指導者と して 生きた ので ある 「- 信義、 思慮， 武勇、 相 兼ね * 

武士 的 名譽と 責任との 前に 私 を 殺して 公に 生きた 守 時の 戰死 は、 幕府と 北條 氏との 滅亡に 殉 じた 勇士 

たちの 演じた 數 多き 活劇に 錦上 更に 華 を 添 ふるもので あり、 畫 龍に 睛を點 する ものであって *  、む ある 

も の は 何人も 義貞と 共 に淚 なき 能 はざる ところで あらう。 

名 を 惜み命 を輕ん じた 鎌 倉 武丄、 名譽と 責任と を 死 を 以て 守-つて 最後 を 潔く せんこと をのみ 念と し 

た 守 時の 如き 武士 的 態度が 養成せられ たの はもと よ り 一 朝 1 夕の 間に 在った ので はなく、 遠く は建驊 

以來 の， 3： 武の氣 象の 凝った もので あり 近く は 百數十 年來の 武家 幕府の 嚴 正なる 訓練 * 巧妙なる 指導に 

九 赤 榥铰河 守 守 時  -  二八 111 


緯 * 時代の 思想と 文化  二八-四 

由る ものなる こと は 殆ど 言を俟 たぬ ところで あらう。 而 して 吾人 は 右の 守 時の ふるま ひに 於て 當 年の 

武士 敎 育の 何故に かく 徹底し^ たかの 根本的 因由、 少く とも その 最も 有力なる もの、 ！を 見出し 得ぺ 

きを^ やる。 II 卽ち當 時の 武士 敎育 が^なる 掛磬敎 育言說 だけの 訓練に 止ら すして、 首腦 部、 指導 

者の 率先お 行に その 甚を据 ゑて ゐ ると いふ 一 事で ある。 

守 時 は^に 北條 氏の 一族た るの 理由に よっての みならす、 政局に 於て、 事赏 上、 中心人物 であつ 

た。 卽 ち嘉脬 元年 高 時が 廿四歲 を 以て 出家した 時、 卅ニ歲 を 以て 後 を 襲うて、 ，貞と 相 並んで 執 櫂し 

た。 翌年 四十 ニ歲を 以て 維貞が 卒した 後 は 引つ， 、きその 地位に 在り 元 德ニ年 (卅 六歲) 以後 は 茂 時と 

相 並んで 以て 元弘 三年 滅亡に 及んで ゐる。 ^ち 守 時は髙 時よりも 八歲の 年長者で あり、 旁、 赏 際の. 政 

務 は大體 その 手に 在った とみて 差 支ないで あらう。 とすれば 當 時の 幕政 は 大體高 時と 守 時との 兩頭政 

治であった と 凡そ 察せられる。 足 利 尊 氏が 彼と 婚を 結んだ についても、 か ゝる關 係 も 考慮 さるべく、 

に その 二 姉妹が 公家に 嫁して ゐる點 から も， 當 時の 守 時の 聲望は 想望 さるべき であらう。 

北條氏 末期の 政治の 弛緩 腐 妝は歷 史家に よって 從來 しば— 抬 摘され て來 た。 而 して それ は 確に 否 

定し 得ざる 事 货 である。 が 併し そのこと は 直ちに 幕府 首腦 部に 人物がなかった こと を 意味す る もので 

ない こと 亦 云 ふまで もない。 而 して 吾人 はこの ことの 具體 的な 例證 を、 一味の 淸 流の、 今な ほ 底 を 貫 

き 流れて ゐ たことの 明 證を守 時に 於て • 最も 明瞭に 見出し 得た ので ある。 I 我々 はこ 、 に 北條氏 批判 

に 就ての、 僅かで は あるに せよ、 一の 甚礎的 事 赏を發 見し 得た こと， 併せて、 順逆 を やや ま つ  >- も 


北條 氏の 人々 も 亦， 日本 武士な りし を識り 得た こと を 喜ぶ ものである。 

守 時に 關 する 史料 は 太平 記 を はじめ 二三の 零碎 なる もの ゝ みであって 右に のべ た 以外に は その 經歷 

を 知り 得る 程度で あるが、 今、 守 時に ついての ベた 序に、 直接 守 時に 關係 した もの-ではな いが、 相 州 

文喾 (八、 鶴 岡 〔坤〕 相承 院藏) に 守 時 夫人に 關係 ある 文 窨を收 めて ゐ るので こゝに 併せ 記して 參考 

に^したい。 卽ち 

「伊豆 闕三 浦庄內 喜萬疋 田地 爲守時 後家 尼 通 盛 活計 可 令 知行 者 

天氣 如此悉 之以狀  ， • 

元弘 三年 十 一 月廿 二日 •  -  * 

,  右 中 弁 (花押 ど 

元弘 三年 十. 月と いへば 建武 中興 漸く その 緒に ついた 頃で ある。 この 綸旨 は、 恐らく 中興の 政治. に 

勢力 を 占めた 尊 氏の 奏聞に よった もので あらう か。 また 師守 記に よると、 負 治 四 年 五月七日、 足 利 

義^ は、 外 組 父 平 守時卅 三年 忌に 京都 方 朝廷より 御 贈位の 御沙汰 ありし 時、 之 を拜辭 し、 山城 常 東 光 

院に佛 車を修 した こと を傳 へて ゐる。 管 見に 入った 守時關 係の 史料 は 凡そ 以上に 盡 きる。 

〇 

守 時の 父 久時は 風雅 桀 作者と 系 圖 にも 註せられ てゐ る。 守 時 また 父の あと を 受けて 和歌の 道に も 暗 
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くなかった 趣 は 續現葉 和歌 ^(^欲) 傳 ふる 次の 一 ^にも 知られる。 

「題 しらす  平 守 時 朝臣 

いにしへ の あとみる まてと わかの 浦に かひな きねを もな く 千鳥 哉  一 

^者の 知り 得た 守 時 その 人の 詠 は遺慽 乍ら この 一首に 止まる。 が 臨 永 和歌 集 は 守 時 女の 救 首 を 載せ 

てゐ るので 序に こゝ に 併せ 記して おく こと ゝ する o( 守 時の 子女に ついては 吾々 は 殆ど 知る 所がない • 

系 II に は 益 時 一 人の 名が みえて ゐる だけで ある。 この 點は なほ 後の 研究に 俟 ちたい) 

「夕 春雨と いふ こと を  平 守 時 朝臣 女 

かすむ たにお ほつ かなき を 夕月夜な を 雲 か  > る 春雨の 筌 

題 しらす • 

うらみても わ ひても 閒 かす 郭公 かひな きねを やまつ つくさ まし 

草花 を 

折る 袖もう つ. o にけ りな 白露の 色と る 庭の 秋 萩の 花 

題 しらす、  . , 

さす かまた 身に しむ 程 はな かりけ りけ さ 吹き そむる 荻の 上 風 

題 しらす - 

いかに せん 世のう きた ひに いと ベ とも ひの 末の 誠なら ぬ を | 


平 守 時-朝 臣 女 

平 守 時 朝臣 女 

平 守 時 朝臣 女 

平， 守 時 朝臣 女 


(《=化。 つ 守 時の 受領 名に ついては なほ 後 3 折 究に俟 ち fc> 
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十、 北 條執權 政治の， 意義 

—後期 を 中心として il I  .、 

北條 氏の 執權 政治に ついては 古^ 旣に少 からす 論せられ て 來てゐ る 所で あるが • 筆者 はな ほ、 主と 

して 精神 史的な 觀點 よ. 5、 玆に 卑見 を陳 ベて みたい と 思 ふ。 

執 樅 政治の 特^ 乃至 は 本質が 本 來何處 に 在った-か。 吾々 はこの 政府の 成立の 由來 について 瞥見す る 

ことによって、 先づ この 點を 一考して みょう。 

執槠 政府の 成立が、 根本的に 源氏よりの 篡 奪に 在った 事 は 何人も 認めざる を 得ざる 所で あらう。 卽 

ち、 その 理由， 原因が 何であった にせよ * 又、 之 を 支持した 力が 何であった にもせ よ、 執權 政治の 成 

立に は， その 第一歩に-於て 不正が、 無理が 含まれて ゐた。 陰謀に よる 源氏 正統の 打倒、 之に つぐ 源氏 

の 功臣た る 大族畠 山 氏 • 比 企 氏 • 和 田 氏 • 三 浦 氏 等の 族滅 は、 その 手段に 於て 公明 を缺く 所の あった 

^は 否むべく もない" 而も この 政權の 創設 乃至 は 確立に， とって 絕對 不可 缺 であった、 この 同じ 手段 は 

また この 政權の 維持の 爲 にも 必須の ものと して、 幕府 をして 引續 きこの 大族斐 除の、 又， は 擡頭 防止の 

方針の 堅持に その 全 神經を 集中せ しめ やに はおかなかった ので ある。 

公明 を缺く 態度 を 以て 政治の 途上に 第 1 步を 印せ ねばならなかった とい ふ 事 は、 また 一 面から 云 へ 


ば北條 氏が 同時に 充分の 實カ を缺. いた 事 を 意味す る。 この 事 は執權 政府の 第一 の 特色と 密接 不可分の 

相互 關 係に 立つ 特色と して、 むしろ その 一面と して 深く 注意 を拂 つてお く 必要が ある。 北條氏 は元來 

他の 大 族と 大差な き 勢力に 出發 した。 詳言 すれば 北條 氏が かの 地位 を 築く に 到った の は 決して 初め か 

ら修 の^ 族 を 離 一す るに 足る だけの. 力 • 赏 カを備 へ て ゐた爲 ではなく、 むしろ 夙-に 政局の 裏にあって 

他の 大族を 見渡し 得べき 地位 を 占めて 居り 從 つて その 力 を 利用す る 術策に 於て 他の 豪族に 對 して 一 日 

のお ありし ことが その 主要 原因であった に過ぎない。 而し てこの 事情 は執植 政治 確立 以後、 更に 滅亡 

の 日に 到る まで 本質的に は變 化がない、 と 同時に 他の 一象 族た ちの、 北條 氏に 對 する 同位た るの、 時： J 

は 上位た るの 自覺に 於ても、 同様. に 終始 依然た る もの あり、 この 事 は 例 入ば 德川 氏の、 諸 大名に 於け 

る關 係と は 根本的に 與る 所、 而し てこの 二 大勢 カ^の 交 涉 *對 立の 生んだ 變化 波瀾が 結局 この 執權政 

治の 根幹 をな すので ある。 それ は、 元來正 治なる べき 政治. に 於て 正し さ を 根本的. に缺 いて 居り、 而も 

之が 保證 として 不可 缺 なる ベ き 極大なる 赏カ を缺く 政治 は、 一 體 如何なる 様相 を呈 する であらう か： 

との 問題に 對 する 具 體 的なる-答 を 提供す る ものであって， 從 つて 以下 かくの 如き 氍 點 より 之 を 少しく 

覜. おしてみ たいと 思 ふ。  ， 

北 條氏は 勿論 自ら この 自己の 缺陷を 熟知して ゐた。 從 つて， そこに は 種々 の補强 策が 絕えゃ 試みられ 

た。 攝家將 軍の 擁立、 せ "將 軍の 奉戴^よ つて その 名分 を、 正しぶ るが 如き は その 一で あるが、 かくの 如 

きが 結局 何等の 赏 なき 空名に 過ぎぬ 事 は 時人 も 夙に 看破して ゐた 所で あらう。 次に 不足なる 實 力の 補 
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强平 段が 結局 「術策」 にの み存し た^は 右に 述べた 如くで ある。 卽ち 営， 局の 存立 を危 くす るが 如き 勢 

力に 對 してば、 强ぃ. て惡名 を 求め^して 之 を 被せて、 他の 大名た ちの カを藉 りて 之 を 滅ぼす とい ふ 一 

栩の以 お 征^:^ を 以て その 常^手段 とした。 に實 力に 於て 幕府と 殆ど 屮乙 なき 大名 間の 紛爭 に關し 

て： 小 和 裨に之 を 拾收 せんとして 當 局の 採. o 得た 最後の 手段 は 結局 雙方を 「宥める」 以外に は存 しな か つ 

た。 例へば 齊治 ニ^の 頃、 大族足 利 氏と 結 城 氏と が爭 ひし 時， 時 朝の 之に 與 へし 裁決 をみ よ。 (gg 

針 ^-件 それ a 身 は大 なりと は 云 へ ぬが、 而も かくの 如き もの を 通し て 彼等 豪族の 相 下ら ざり し. 

0. 又 執 樅^ 局の その 裁決^ 和に 苦盧 せる 货歷々 として 窺ぶべく * 年と 共に 醞釀 せられ 遂に 爆發 する 

に 到るべき 種子の、 そのうちに 藏 せらる、 を 見出さざる を 得ない ので ある。 卽ち 如何なる 場合に 於て 

も 問題 は 根本的 解決 を 求む るに 途 なく、 そこに は 深き 怨恨 や 不安が. 姑息なる 糊塗の 裡に， 殘 される 

外はなかった ので ある。 - 

この 勢 は、 執 櫂 政治の 進行と 共に 强 めら. d る。 北條 氏が その 草創 時代に 於て 畠 山 氏 以下 三 浦 氏に 到 

るまでの 諸 豪族 を引續 き討滅 せねば ならなかった、 この 同じ 必耍 は， その外 患な きに 到る や、 當 局の 

好む と 否と に拘 はらす， その 疑心^ かの 鋒を內 に、 北條氏 一族 內に向 pf> める。 執權 政治の 確立 者と 

して 友愛 を靠 重し^ S した 泰 時の 狡 (v^is) 後、 早く も 四 年 (^§1) にして 名 越 時 幸の 配流 事が 勃發 

したが、 之 を 皮^りと して 内部的 紛^の 幕が 切って 落される。 文 永 五. 年 (一一^) の北條 時輔、 敎 時の 誅 

殺^ 件ノ弘 安七 咩 QJ) 北條時 光の 配流、 翌八年 執權貞 時め 舅 安達泰盛の 詠滅、 永 仁 元年 f  g 


貞^の 管領 平 左 衞門賴 綱 誅伐、 嘉元 三年 liu) に 於け る 六波羅 探題 北 條宗方 誅伐、 之に 伴 •  ふ北條 時 村 

. 誤 殺^ 件 等. 殆ど 北條 氏の 滅亡に 及ぶ まで， その 政治 は 骨肉 相 尅の慘 血に 彩られて ゐる。 (註) 金澤文 

庫 はこの 時 村 誤 殺 事件に つき 當 時の 筆になる 次の 如き 舆味 ある 誊狀 の斷片 を傳 へて ゐる。 卽ち 「今月 

ggg 元 四日 御文 同 十一 日 到來、 委細 承 候畢、 世上 雨 度 勝 事、 更非肇 墨所覃 候， 殊京 兆ね 時 誤 被 逢災候 

之條 不可 不歎 候歟， 然而 造意旣 露見 之 上 者 天下 定令 屬無爲 候歟」 (下略 x<&m 文庫 古文書、 第二 斡 J 而も 北條 

執嵇 政治の 根本的 缺陷の 生んだ かくの 如き 一 聯の 悲劇の うちにあって、 就中 吾々 の 眼 を惹ぐ ものと し 

て、 吾々 は 先づ指 を， かの 弘 安八 年 十一月の 安達 氏の 滅亡 事件、 所謂 「霜月 騷動」 に 屈せざる を 得な 

い。 それ は、 歷史 のこの 趨勢 を 最もよ く 代表せ る ものと して、 又、 この 執權 政治の 一大 轉期を 劃す る 

ものと して、 種々 の 意味に 於て、 これ 等の 事件 中 最も 大 なる 意義 を 有し 最も 深い 與味 を與 ふるからで 

ある。 

弘安へ 年 十一月に 於け る大族 安達 氏 族滅の 事件， 保 曆間記 謂 ふ 所 や 「霜月 騷動」 は、 百餘 年に 亙る 

北 條執權 政治の 上に 於ても， 最も 大きな 出來 事の 樣に思 はれる。 にも 不枸、 諸窨諸 記錄の 之に 就いて 

傅 ふる 所 は 極めて 簡單 であ， 9 斷片 的であって その 眞相を 明かに する に 足る ものが 鮮 いやう であり、 ，況 

や、 その 原因 意義 影響な どに 到って は 具 體的. に 的確に 之を考 ふるに 由ない のが 現狀つ あるかと 思 はれ 

る o  * 
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この 點に關 して^に 遺 慽に堪 へ ぬ ものが あるので 筆者 は 平生い さゝ か 注目して 來て ゐ るので ある 

が， 而も 今猶 依然として 隔靴搔 痒の 感の 去り 難き も ゆが ある。 仍て 今迄に 筆者が 鬼 集し 得た 關係 史料 

を 羅列して 一 覽に 便し 以て 識者の 高敎 にあ づ かるの 資に 供したい と 思 ふ。 

ン  _  . 

この 問題に 關 して 從來 最も 詳細なる 考察 を 遂げられ たの は 相 田ニ郞 先生で あ. 9 特に 筆者 は 同 先生の 

「蒙古^ 來合戰 の 恩賞に 就いて」 なる 論文に よって 敎 へらる、 所 多かった ので あるが、 筆者 は 今 その 

极：^ に附 して 特に この 問題 を 取上げて みたい と 思 ふので ある。 なほ 序でに、 筆者 も 嘗て 他の 所で この 

問題に 觸れる 所あった ので あるが • (別 稿 「秋 E 城 介 安達泰盛 b 以下 述 ぶる 所が 或は それ 等と 重複す るかと 

思 はれる 點に 就いては 豫め讀 者 諸賢の 御 寬恕を 得て おきたい と 思，. T 

この 亊 件に 關 する， とにかく 韆 つた 記述と して 先づ擧 ぐべき は 保曆間 記の 記す 所で あら ラ。 それす 

ら 極めて 簡單な ものであるが 順序と して 先づ その 全文 を 次に 揭げ て， みょう。  . - 

「爾 ル- 一弘 安 ノ比ハ 藤 原 泰盛權 政 ノ 仁 一一 成 テ無竝 人 其 故 ハ 相模守 時宗 ノ舅 也ケレ ハ也然 ル所 - 一弘 安七 

年 四月 四 rw 時宗 三十 g 歲 -I シ テ 出家 gggg| 同 曰 酉 時 死去 畢 嫡子 負 時 肝|| 生年 十四 歲 ラァ同 七月 七 

日 彼跡ヲ 繼テ將 ^ノ執 權ス、 泰 盛彼ノ 外祖ノ 儀ナレ ハ彌撟 リケリ 其 I 貞時 カ內 管領： 牛 左衞門 尉賴綱 

MJfew^ ト申有 リ又牖 政ノ者 -1 テ有ケ 〃上 ュ懦 ヲ健ク ス ル事泰 盛 二 モ 不劣同 八 年 四月 十八 日 貞時任 

相 校 守^  -1 泰盛賴 綱 中 惡シテ 互 -I 失； ン トスお-一種々 ノ 讒說ヲ 成程 - 一泰 盛カ嫡 SR 秋 田 城 介宗贵 ト申ケ 

〃力 懦ノ 極-一 ャ首 祖父 景盛 入道 ハ右 大將賴 靳ノ子 成ケレ ハ トテ俄 二 源氏-一成 ケリ其 時賴綱 入道 折ヲ得 


テ宗景 力 謀叛 ヲ起 シテ將 軍-一成 ラント 企テ 源氏-一成 由 訴フ誠 二 左様 ノ氣モ 有ーヶ ， チヤ 終 ュ泰盛 法師 

^ 子息 祭^ 弘 安八 年 十 一月 十七 日誅 セラ レケリ 兄弟 一族 其 外 刑 部 卿相 範三 浦對馬 守隱岐 入道 俾野出 

羽 守 等 志 有〃 去〃 へキ侍 トモ 彼 ノ方人 トシ テ亡ヒ ュ ケ リ是ヲ 霜月 騷動ト 申 ケリ其 後平 左衞門 入道 賴網 

法師 II 今 ハ錚方 モ無テ 一人 シチ 天下 ノ事 ヲ法リ ケリ」 ， 

卽ち亊 件の 動機と 經 過と について 一 通り 盡 して ゐ るので あるが、 次に、 關係者 氏名、 特に 遇 災の人 

名に 於て 之に 匹敵す る 史料と して 北 條九代 記の 記述が ある。 併し乍ら この 點に關 して 更に 詳細 且 根本 

的な 史料と して 玆に相 田 先生の 御敎 示と 史料編纂 所 佐 藤氏の 御 好意と によって 知った 熊 谷 直 之 氏所藏 

文睿 所收、 束 夭 寺 凝 然 自筆 梵網疏 日珠鈔 卷第卅 紙背 文書 を擧げ ねばならぬ。 之 は 恐らく 事件 當時、 之 

に關 して 送られた 消息の 裏， を か へして 書いた ものと 思 はれ、 その 點に 於て 史料と して かなり 信憑し 得 

る ものと なす べきで あるの みならす、 そこに は 間 記 乃至 は 九 代 記に みえない 關係 人物 名が 多く 見えて 

ゐて、 吾々 の 問題に かな h '豊富な 資料 を 提供して くれて ゐ るので ある。 乃ち 次に その 全文 を 揭げょ 

う。 同文 眷は 次の 五の 斷片 をな して ゐる。 

(一) 「陸奧 入道 城 介 三 乃 入道 城大宍 判官 入道 上總介 • 大 宰少貳 四 郞左衞 門 尉 隱岐 入道 

(伴 力)  • .  . 

n-ぁ 出 羽 守 對島前 司 加 賀太郞 左 衞門尉 同六郞 確 田 又太郞 入道 城左衞 門次郞 大曾禰 太郞左 

衞門 入道 上 總三郞 左衞門 入道 葦 ふ 四 郞左衞 門 美 作 三 郞左衞 門 尉 綱 島ニ郞 入道 池 上藤內 

左 衞門尉 行方 少ニ郞 伊藤 三 郞左衞 門 足 立 太 郞左衞 門 尉 南部 孫ニ郞 和 泉 六 郞左衞 門 @u 

十 北 條執槻 政治の， 璲  二 九 H 
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を □ として 五 百 人 或 自害」 (下^) 

(一一) 「城 入逍並 城 介 美 乃 入道 十郞 判官 入道 1 門 皆 被 伐 了 奥州 入道 十七 日 巳 尅了ァ "松 o ュ 

□ 其 後 依 世 中 動塔ノ 辻ノ屋 方へ 午 時-一 被出ケ ルー 一 □ 參守殿 □ 死者 卅人 手 ヲィハ 十 人 許 

□□□□ODD 城十郞 入^口 ャ 一 人」 (下 K) 

(三) 「越後 守 殿 被 召 籠 

宇匚宫 對. お 入道 ロヨ セテ」 (下 炔)  • 

(四) 「上 總三郞 左 衞門尉 加 賀太郞 左 衞門尉 同六郞 三浦對 島守 垅七 郞兵衞 尉-鎌 田 彌蔵ニ 左 

於 や 3 自さ  於 69 乃自萏 

城 太 郞左衞 門 尉 城 五 郞左衞 門 入道 伴 野 三郞. 同 彥ニ郞 武田小 河原 四郞 鳴 海三郞 隱岐入 

道 狨三 郞ニ郞 城左衞 門太郞 秋 山人々 

. 此外武 藏上總 御家人 等 者不 注進 先 以承及 許 注 之 

同 十二月 二日 到來」 , I  ノ， 

(五) 「弘 安八^-十一月 十七 日 於 鎌 食 合戰 人々 d 害 前陸奧 入道 秋 田狨介 □ 美 濃 入道 秋 田 大夫判 

. 官 入道 前 上總介 大曾禰 左衞門 入道 伴 野 出 羽 守 

小 笠 原十郞 田 中 筑後五 郞左衞 門 尉 田中筑 後四郞 1g 田 又太郞 入道 小 早 河 三 郞左衞 門 尉 三 

科藏人 和 崁六郞 左 衞門尉 筑後 伊賀 四 郞左衞 門 尉 同 子息 葦名 四 郞左衞 門 尉 四六^ 足 立 


太 郞左衞 門 尉 武藤少 卿 左 衞門尉 同 太 宰少贰 有坡 三郞」 (下 块) 

保 暦 間 記 及 九 代 記に みえて 右に みえな いのは 「刑 部 卿-相 範」 のぶであって (これが. S 何なる 人で あるかに つ 

いて は 筆者 は 何^ S る 所がない〕 右文喾 は それ 以外に 遭難者の 名を敎 へ て くれる。 卽ち鎌 倉で 誅伐せられ た 人 

人の 主なる 名 は 凡そ 右に 盡 きて ゐ るかと 思 はれる ので あるが、 豇に 右に よって それ 等の 人々 が 捕 へ ら 

れ たのでなくて いづれ も. して ゐる^ が 知られる" 次に その 人數が 凡そ 何程で あつたかに 就いては 

極めて 不正確で あるの は 甚だ 逍慽 であるが、 ^し 名の ある 武士 數十 人が 泰 盛と 運命 を 共に して ゐる趣 

は 知られる。 卽ち 右の 人名 を 一 瞥 する ことによ つても 當時 如何なる 武士た ちが 安達 氏の 傘下に 馳參じ 

てゐ たか、 從 つて 同氏の 勢力の 如何に 侮るべからざる ものが あった か を、 や、 具體 的に 窺 ふ 事が 出來 

延いては この 側から この 事件の 惹起せられ ざる を 得 ざり し 所以の 一 端 を 知る に 足り やう。 卽ち相 田 先 

生 も 言及 せられた 通り (^) それが 一 朝 一 夕に 起った もので なく、 その 由來 する 所 かなり 遠く 深き も 

の ありし なる ベ I 事 はこの 點 からみても 叨か である。 が、 その 原因 等の 點に 就いては 今 は 深く 立ち入 

らぬ こと ゝ して 今 は 吾々 の 注意 を その 波紋 及び 影響の 方面に 向ける. こと ゝ した い。 

この 事 變が獨 b 鎌 倉に 止ら すして 廣 く全國 的に 波紋 を 投げ かけて ゐる事 も 夙に 相 田 先生の 指摘 せら 

れた 所で あるが、 この 事 は 右文 窖 にも 僅かながら 窺 はれる。 卽ち第 四 文書に 城 五郎左衛門 入道が 常 陸 

に、 伴 野 彥ニ郞 が 信 濃に、 夫々 自辔 して かると 記されて ゐる。 そこで 次に これ 等、 地方への 波及の 迹 

を迎 つてみ よう。 

十 北 條執權 政治の 意義  二 ^五 


CS 食 時代 Q 思想と 文化  二 九 六 

先づ肥 後の 守護と して 鈸 西に 住して ゐた泰 盛の 子 盛 宗が博 多で 誅 せられた こと は 地方に 於け る 最も 

著しい 反映で あると 云 へ やう。  、 

火に 泰^の 妻の 赏家伴 野 氏に ついて みるに、 泰盛 妻の 甥に 當る 長泰 は、 弟泰 直、 息 盛時、 長 直、 泰 

行、 長貞 と共に 難に 遇うて ゐる。 (千 曲 異砂所 引 源 姓 伴 野 氏 略 系) 右の、 信 濃で 自害した 「伴 野彥 ニ郞」 

が 果して 何人で あるか 正確に 擬 すべき 實名を 見^さな いが、 長 泰は參 河 小 笠 原 系 圃には 「孫 二 郞出羽 

守」 と 註して あるの を兑 ると、 恐らく 同人で、 右文 ま 辱ル 一 及 五， 及び 保 暦 間 記、 九 代 記に みえる 「伴 野 

出 羽 守」 がそれ であらう。 (且、 千 曲 眞砂所 引 源 姓 伴 野氏赂 系に はかの 五 人 は 由 井 演で誅 せられた と 云 

つて ゐる) 更に 參河小 笠 原 系 圆には 

rluy&s  i$  赛； 狨 人道 合 f 敗北 之 時 所 M 三 州大場 一 

- 0^  ^转. 泰 F 寺庄へ 沒 落、 始而住 三 州 小 笠 原 訊」 

と ある" 伴 野 氏の 信 濃に 於る 勢力 は 蓋し 玆に 一 掃され て 了った ので あらう (^,^」吉 千^ 東 ほ 伍^ lisij 鉢 ■)。 

次に 右文 害 第 四に 城 五 郞左衞 門 入道が 常 陸で 自班 3 した 事が みえて ゐる。 が こ， の 事 は^に 「坂 東 八 館 

族譜」 の 次の 傳 へと 相 照し 合せて この 事^が 直ちに 常 陸に も 波及して ゐる こと を 確認せ しむる に 足る 

であらう。 筆者 は 未だ 右 「族 譜」 の據 つた 原本 を目搫 する 機に 接しない ので、 ゃゝ 長文で は あるが， 

關係 箇所の 全文 を 次に 祸げる こと、 する。  - 

「 加 志 村 氏 g 中  • 

转員 2 中受 祖父 義賢遗 業 久慈西 郡 加 志 村爲其 地頭、 因 始稱加 志 村 氏 mgl 按 兼 食 那珂西 郡 酒戶鄕 


0^ 弘安八 年 十 一 月 安 逢泰 盛^ 叛父行 繼黨之 及 泰盛敗 逮捕， 將到逃 匿 母 許 母憐藏 之已而 發覺遂 收其邑 

吏 誤 及 加 志 村 義員因 失地 頭 職^ 二子 曰 行 元行敦 S 行 元 小名 翁丸稱 彥次郞 伊賀 守 幼 喪 父 其 母 爲尼名 覺 

法 就 北 條氏宰 -牛宗 綱 g| 哀訴 以寃 失地 乾 元 二 年 六月 廿 二日 及 得後舊 散」 (下略) 

地方の 騷動 にして 比較的 確 實と思 はる 、史料に よって 明かに される もの は 今の所、 凡そ 右の 如くで 

あるが、 なほ 他に も 之 を 暗示すべき もの は 幾， つ か 求める ことが 出來 る。 

先づ 播州 誊寫 山の 記錄 たる 「峯相 記」 (臓 麵從) の 一部 を 次に 引いて みょう。 

「弘 安八 年 十 一 月 十七 日 城 道景盛 法師 誅罰 セラ レ シ晚、 彼息雜 不太郞 入道 修道 房 山ノ里 一一 住ス ル間守 

講 i 地頭 御家人 押 寄スル 所-一兼 テ 心得 タグ 間，、 館-一 火 懸テ落 畢ヌ、 美 作 ノ國八 塔 寺ノ山 一一 逃ケ籠 ーグ癥 

谷 一 族 搦取テ 六波羅 へ 進ス、 關東ノ 計ラヒ 二 テ 八歲ノ 子息 相 共 二 一  ッ籠 一一 入レテ 尼崎ノ 沖へ 沈ラ レ畢 

ヌ - 一泰^ を景 盛と 誤り 又 文意 不明瞭の 筒 所もン 

ク」 ぐ？ るが、 凡その 趣 は 之 をみ るに 足リゃ ラ、 

之と 相參 照すべき もの を廣 峯系圆 から 拾 ふ 事が 出來 る。 卽ち 同系 圖所收 文書に 次の 如く みえて ゐ 

る o 

「播 磨國 御家人 廣峰兵 衞大輔 子息 長 祐依關 東 御 事 參上仕 候 以此旨 可 有 御 披露 恐惶 謹言 

弘 安八 年 十一月 廿 三日 

平 左 近 將監殿 

承 半」 
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月日の 符 な；： からみて r 關朿御 事」 が 霜月 騷動を さす もの； ^る は 疑な かるべく、 蓋し 急報に よって 六 

^羅へ 馳せ參 じた もので あらう か。  ，  . 

次に また 「 一 遍ト： 人緣 起」 の 「世の中の 勝 事、 人の 臨終の 様 (上人の) かねての たま ひお ぐ 事、 少 

しも途 はさり き、 城の 嗨門 £泰 の 亡 ひける 日 は ひし、 り ^ 上 因幡 國に おはしけ るか、 筌を見 給 ひて 鎌 倉 

にお ほきなる 人の 扭す ると おゆ る そとの だま ひけ， 5」 との 語 も 因幡 阈に 於け る 事件 の 波紋 を 暗示す る. 

ものと も 見るべく、 同 阈が播 磨に 近い こと も 同時に 考慮され てよ いで あらう。 . 

熊 谷 文書 第五の EH 頭に 「於 鎌 倉合戰 人々 自害」 と ある。 この 「鎌 倉」 の 二字に 注意す るなら ば、 次 

に 揭げる 犬 江、 荒木、 三 浦、 横 須賀、 佐々 木、 有 道 等の 系圖 にみ えて ゐる 遭難者に して 右文 書に 見え 

ぬ もの (SA め ァ イデ ン ティ ティに つ いて は 今 明瞭に し 難い ものが 多 い、 なほ 後記 參照〕 のうちに は 鎌 倉 以外の 地に 幾れ 

たもの も 成 は 見出され るかと 思 はれる。 仍て 次に 之を陳 ベて みょう。 (なほ 右文 誊第 四に 「此外 武藏上 

總 御家人 等 自害 者不及 注進 先 以承及 許 注 之」 と ある 武藏 上總 御家人 は 當時鎌 倉に 居 合せた もの を さす 


ので あらう か) 

(二 代 略)  。 。 又 太 a 

〔大 江系 園〕 廣元  佐 搴 —— 泰 廣 


弘 * 七 年 W* 

法名宗 H 

問 八 年 十 1 月 3B 亡 


孫お 郎 

弘安2 


.a 脔 S 八 年 I 


,f  0„弘 安八 牢トー 

泰 元 B: 父^ 時 K 亡 


「荒木 |« 園〕 莪 m —— 義 

安八 年. 十  一 S 十七 UX 於 ま 蠢 


時 0 1. 9 連 SSSfSS 十 


(二 代 略)  , 0 

〔一一 一 »_* 国〕 義. 連  泰 盛 I 一  泰 親弘安 as し」 

I ！ 盛 次 弘 安 


〔佐々 木 系圆〕 信 網 


-高 信. 

-氏 信- 


^任 WIS- 守 


—— 氏 辋 

. 弘 安八 年 

 J!?  ^'城 巧：奧 守 


追討 之 時 

抽箄忠 


0  £ 追討 城 陸 奥 守 之贫嬲 後 守 

. # 箱 能 S 守^ 從五 位下 


-ヶ ？衹^ 張 守— 

J> ーづ大 《is 時ネ 


^  ^^祖 父 氏 博 養子 — 

^  f  *5 姓 ffisB 氏 佐. * 本 

少^ 菊ニ郞 


o  o  木少铺 ，ニ郎 法名 道 a 

^  3& 弘 安八 年 十 「3t 七日 

精 同 怠 城 陸 奥^ 於 * 倉： ssg 


有 道 


I： 武 《?9=*ps 行 —— 基 重 一， §」 

なほ 文 窖 第五に 「小 早 川 三 郞左衞 門 尉」 とみえて ゐ るが 「小 早 川 系圖」 をみ ると 左の 如く 記されて 

ゐ る。  .  * 

「舟 木 經平  長 朝 奥州 禪 之 時 不慮 被誅」 (以上 〇0 を附 したの は 遭難者〕 

以.^ 鎌な 以外の 地方に して この 騷 動の 直接に 波及した 國名を 拾って みると 肥 後、 信 濃、 常 陸， 三 

河、 拼： い：，^ 作、 因幡 等が 數 へられる。 卽ち これ だけ を 以てしても それ は關 東から 東海道 中 仙 道中 酒 及 

び 九州に 及んで ゐる 事が 明かに なった。 而 して 之に 連累した 氏名の 方面から 考 へ て も 頗る 廣範圍 であ 
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る こと ゝ考 へ 併せる と 霜月 騒動が かなりの 大事 變 であった 事 は 凡そ 斷 じて 差 支 へないで あらう。 泰盛 

の聳 なる 金澤顯 時が 之. に 坐して 下總 埴生 庄に譎 せられて ゐる事 は 今 あらためて 述べ る 迄 も あるまい。 

(この 事 は 右の. 文 * 第三に も I 寸 見えて ゐる) なほ 之 に關聯 して 所領 移動の 關係を 明か； i する を 得たならば 事の 

典 相に^ にー步 接近す る こと ゝ忍 ふが 今 は 之 を 他の 機 會に讓 りたい。 なほ 又、 泰 盛を僵 した もの を貞 

時な りと する ことに はな ほ 一. 考の餘 地が^さる べきで は あるまい か。 當時貞 時 年 齡ゎづ かに 十四 歲に 

過ぎ ざり し 事 を 思へば、 泰盛 打倒の 中心 勢力が 何處 にあり、 何人であった か はまた 別の 眼 を 要する で 

あらう。 . 

以上 ^月 騒動の 全貌 を 凡そ 窺った ので. あるが、 旣に それが かくの 如き 大事 件で おった とすれば，， そ 

れは當 時の 政界に、 武士に また 一般 社會に 何を與 へたで あらう か、 如何なる 印象 を 印し 如何なる 衝搫 

を與 へ、 また 如何なる 機會 として 働いた であらう か、 この 事 は、 事件が 大きかった とけに 注目に 値す 

るも^ あるべく、 延いては、 それ は當時 及び 爾後の 政狀ゃ 一般 社會の うごき 乃至 は道德 等の 方面 を觀 

察す ベ き^；: 力なる 鍵鑰を 含む かと 考 へ られ るので、 以下 聊か この 方面に 眼 を 向けて みょう。 

か、 る敉點 より するとき、 この 琪件 をめ ぐって 先づ 第一に 注目 さるべき は 安達 氏の この 不幸が、 他 

の 諸氏の 進出に 絕好 の機會 を與 へたと いふ 一事で ある。 云 ふまで もな く 凡そ 力の 拮抗の ある 所に — 

從 つて その 代表的 事象と も 云 ふべき 政界に I 甲 勢力の 衰退 乃至 は 不幸が 乙、 丙 等の 勢力 增大ゃ 幸運 

を 意味す るに 到る ベ き はも. とより やむ を 得-さる 所で あるが、 この 事 は 特に 政治 當局 者た る北條 氏が 元 


來、 をの 勢力 確立の 爲の 不可 缺の 手段と して、 常套 的に 源氏 和 田 氏 三 浦 氏 等に 對 して 用ゐ來 つた 所で 

あり， 云 ひか へれば 當 時の 武家政治 を 動かす 所の 根本 動力の 一であった 事 を 思へば、 かゝる 動きが か 

なり 露骨に 諸 大名の 運命 を も 決すべき は、 卽 ちか  >- る 機會が 彼等：^ よって 絕 えす 狃 はれて ゐた であら 

う 事 はむしろ 當然 なる ものが あつたと も 云 ふ ベ きで あらう。 そこに は 之 を 緩和す ベ き 安全 辨を 全く 缺- 

き、 却て 之 を 促進すべき 諸事 情が 存し てゐ た。 從 つて それ は執權 政治 を 根柢から かして ゐる 所の 夢 

魔であった のであって、 それ も北條 氏の 側から 云へば 云 はく 自業自得であった と 見ねば ならぬ。 北條 

氏が 極めて 脆く 倒壤 した 所以の 一 として、 之が 北條氏 自身に 向けられた 事 は 否定すべく もない？ 而し 

てこの 霜月 騷動 は當 時の 武家 社會 のかく の 如き 力の 拮抗と 而 して その 平衡 喪失と を、 延いては その 政 

治の 根本的 缺陷を 暴露した 所の 一 波瀾で あり、 むしろ 一 破綻で あつたと 觀る時 頗る 深い 典 味 を そ 、 る 

ものが ある。 仍 てこの 間の 沿 息 を や ゝ具體 的に 窺知す る爲に 次に 安達 一 派 討伐に 加った 側に 眼 を j つ 

してみ よう。 — I 但し、 この 侧. につ、 いて 筆者の 知る 所は诚 亡者に ついて よりも 更に 少 いとい ふこと は 

先づ おことわりして おかねば ならぬ。 

播麼^ 御家人 廣峰 長祐が 命に 應じ てかけつ けて ゐる事 は 前に 見た。 (之 は 六波羅 か) なほ 千 葉 大系 圔 

によると 千 葉 胤 宗は城 介 誅伐の 時 * 軍兵 を 率ゐて 幕府 を警 固して ゐ る。， 

以上 二 氏に ついては その 恩賞が 明かで ない が、 次に 今 川 家譜 は 今川國 氏が 鎌 倉で 自身 太刀 打の 高名 

拔群 の 忠節に よ つ て 遠 州 引 馬庄を 賜 つた 事お 傳 へて ゐる。 
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併し乍ら この^-件に 於て 自家 勢力 增大の 機 を 最も 巧に とら へ はて 將來に 於け る 雄飛の 甚礎を 固めた 

ものと して は、 佐々 木 氏 を 筆頭に 擧げ ねばならぬ であらう。  - 

云 ふまで もな く 佐々 木 氏 は賴朝 以來、 武家 中の 一 犬 豪族と して その 一 族 は 多くの 國 々仏 守護 を帶し 

て 絕大の 勢力 を 擁して 來 たので あるが、 就屮 その 一族に して この 事件に 直接 深い 關係を もった もの 

に、 かの 朽木氏 及び. お 極 氏の 二 氏が ある。 

先 づ朽木 氏に 就いて 見る に (I 嶋^ さ朽 木文誊 (絲晴 g 養) によると、 賴綱は 弘安勳 功に よって 常陸國 

本木 鄕を， 與 へられて 居め その子 義綱亦 同じく 軍忠 を抽ん でた 事. は 前 揭系圖 によって 知られる。 賴綱奮 

鬪の狀 は 次揭の 彼. H 身の 義綱 へ の讓狀 にう か ： はれる。  • 

「 次男 五 郞源義 綱 -1 譲渡 物 具 事 

太刀 一 名明劍 同 ほろ 一 

一 力 

此 太刀 は弘安 八 年 十二月 十七 日の 合 戰の時 かたき を あまたう つと い へ とも 聊 もし ゝ ますった へた^ 寶 

物 也， 身 を はなつ へからす、 なら ひに ほろ 二相 具して 所 讓渡如 件  •  、 

弘安十 年 三月 三日 ，  左衞門 尉源賴 綱^ 判 

太刀 明 剣事義 綱に 讓渡 奥州 禪門合 戰之時 身に あて 戰を致 所の 太刀 を もつ あ ひた 此明劍 を は氏嗣 § ほ耩 

にと らせ^ 同 合 戰の時 かくる 所の ふさし りかい 一 具を義 綱に とらす る 所 也 

正 應ニ年 五 用 廿日 同 判」  < 


朽木 氏よりも^ に 注目すべき ものに、 狻の京 極 氏の 祖 なる 佐々 木 氏 信、 賴氏、 宗綱 父子が ある (If 

參照 J 

氏^ は：：： 綱の 子。 彼が 夙に 北條 氏の 重ん する 所で. あ， 9 をの 爲に盡 すと ころあった 事 は、 寶治 元年の 

, 三沛 氏討滅 戰に當 り、 その 直前 執 權時賴 の 命 を 街んで 親しく 泰村， の 許に 赴いて 交渉の 任に 當り且 情況 

僙 察の 役 を 果して ゐ るに 徵 しても 明かで あらう。 それ 等の 功に よってく あらう、 翌寶治 二 年 七月 ヒ 151 

に は 儉非速 使 尉に 推擧 せらる • べき 四 人の 數に加 へられて ゐるザ 吾妻 鏡 建 長 二 年 十二月 廿 七日 條に 「近 

江 大夫判 {;:」 と 見えて ゐる のが 耆 における 彼の 廷尉 としての 初見で あらう か。 旗 元元 年 七月 十七 日 

に は對馬 守に 任せられた。 弘長 三年 三月 廿 一日に は 將軍家 御所^. 御 方 惣作惣 奉行 をつ とめて ゐる。 文 

永 二 年 六：^ 四十 六歲 にして 引付 衆に 加 はり 翌文永 三年 十二月に は 評定 衆に 列して^ るが、 爾後 は 殊に 

幕政に 參與 して m 要な 地位 を 占めて ゐ たのであって、 建 治 二 年 四月 一 日に は 關柬の 使節と して 上洛し 

て？.：： 八：： 戰の 沙汰 をして ゐる。 (ト I) かの 文-永 二 年から 弘 安八 年に 亙る 高野山 町 石 建立 c「 高 野. S 石圖 

^」 參 sr た ほ 泰盛も 之に 參 加して ゐる 事に つ いて は 拙文 「秋 e 狨介 安達泰盛」 參照) に € 參與 して 町 石 二 基 を 寄進して 

ゐる市 も 彼が 武家の 間に かなり 15a.: きをな して ゐた 事の 一 徵證 とみて よい。 弘安九 年 六十 九 歳に して 出 

家して 道 善と 號 した。. 鎌 倉で は、 桐 谷 (材木 座の 東南、 光明寺 附近の 谷) に 庵 を 占めて 悠々 自適した 

らしく、 宇都お 景 綱の 歌集 「沙 彌遝 愉柒」 (蓮 愉は景 綱の 法名) に 次の 如くに みえて ゐるレ 

「近 江 入道々 善す み 侍る きりか やつ の 
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はなに まかりて よめる 

うつろ はぬ 花の あるし に 契き てお い の 花 まてみ こそな り けれ」 

ほ V- 同じ 頃 同じく 引付 衆であった 景綱 とも 親交が あつたので あらう。 

氏 信 は 永 仁 三年 六月 七日、 領所近 江 國坂田 郡 柏 原庄に 歿した。 年 七十 六。 彼 自身の 建立に 依る 同庄 

淸瀧 寺に 葬られた。 同 寺 は 次の 如き 氏 信の 寄進 狀を俾 へて ゐる。 

「寄附 

近 江 柏^ 庄內 淸饊寺  , 

右お 後追^ 忌日 月 忌 以下 料 田^ rk 所 寄附 也 人 必有滅 誰 免 黄 壤世尤 以終何 不蓄白 善哉 依之爲 後世 之 

资粮宛 常 來之福 s 然則善 子孫 中 付 內外生 希望 廻 方便 令 違犯者 永可爲 不孝 之 辈背此 遺誡 者 冥 顯三寶 知見 

之 三部 諸棼瞪 罰 之仍所 寄附 如 件 

弘安九 年 | 四月 日 . 沙彌」 

氏^ はまた 京師 高 辻. K 極の 居 邸 をゅづ りうけ 京 極 を 以て 稱號 とした。 卽ち 後に 有名なる 京 極 氏の 祖 

である。 

氏 信の 經歷は 凡そ 以上の 如くで あるが、 彼 一代の 出 世^一 應 みた 上で、 先の 霜月 騷 動に 於け る 氏 信 

父子の 活躍 を考 へる と、 そこに は 確かに 注目すべき ものが 見出される。 この 變に 於け る 動 功の 賞と し 

て 彼は從 五位 上に、 その 息賴氏 は豊後 守に、 宗 綱も從 五位 下 能 登 守に 夫ケ敍 任せられて ゐる。 卽ち彼 


が！： i 治の 頃から 欺ら 當 局に 忠勤 を抽ん で、 云 はぐ 巧みに 泳いで ゐる樣 を、 その 斷片 的な 經歷 によって 

努^す る こ，^ 恰も 幾つかの 點を 求め 出して その 軌跡 を ゑが くが 如ぐ に する こ と は 決して 無理で な 

い。 殊に 吉野朝 以後に おける 一お 極 氏の 擡頭 活動 を考へ 併せるならば、 この 事 は その ま、 首肯 さるべき 

ではなから うか。 かの 如き 勢力が 突然 出て くると いふ 事 は 到底 許されない であらう。 而も 京 極 氏と 竝 

んで 後に 勢力 を 有した 今 川、 朽木氏 等が 同じ 方向に 活躍して ゐる こと、 いづれ も 足 利 幕府の 支柱と し 

て S も 有力で あつだと い ふ 事情に 想到 するとき、 これ 等の 人々. —— 霜月 騒動に 功 勞のぁ つ た，一 が こ 

の$ 件に 於て 何 を 考へ何 を 狙って ゐ たか、 何 を とらへ たかぐ ほぐ 想像され る、 と 云っても 決して 邪推 

に 過ぎる と は 云 ひ 切れぬ であらう。 

霜月 騷 動と いふ、 他人の 不幸に 於て 自らの 幸福 を摑ん だ、 而も それが 決して 偶然でなくて.、 却て、 

営 時の 武士た ち、 殊に 多くの 大名た ちの 積極的に 狙って ゐた絕 好の 機會で あった、 S とい ふ 右の 觀察 

は、 次 祸の佥 潭顯時 —— この 事件に 坐して 下總 埴生 庄に 流された 顯時. が、 ぞの歸 依 僧なる 金 澤稱名 寺 

の 住持 審 海に 送った 消息に よって 稷極 的に 裏書き される。 卽ち いふ  • 

「態 以專使 令 申 候， 抑 付 城 入道 追討 事、 依 爲因緣 ^ 被殘 不審 候歟、 仍 配流 之 由 被 i 下 候、 於 今日 生涯 

之お 顔 不足 仁覺 候、 殊抽 丹誠 可预御 祈念 候、 付 其 候 夭 波 文 永 六 年與梨 何事 登 候和須 世上 騷亂之 間、 人 

. 之 上歟^ 之上歟 安否 更仁 難辨 時分 仁 候幾仍 寄進 狀并繪 圖於認 置 候、 . 其 後 同 九 年 正月 十四日、 名 越 尾 張 

入道 殿 g 時 遠 江 守 g 敎 兄弟 倶非分 被誅候 了、 同年 二月 十五 日 六波羅 式部 丞 g 時 被誅 候、 今年 又 城 入道 
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十  一 n- 卜 七日 被；^ 候 了，、 皆雖 御存知 無^ 之理銘 心肝 候、 凡 此十餘 年 之 式 只 如 踏 薄氷 候 幾 今旣其 罪尙身 - 

候 之 間 不遝之 至 思 設^ 候 S ャ 

弘 安八^ 十二月 卄 一日 .  越後 守 顯 時 布 判 

進上 稱名寺 方丈 侍者 御中」  ， 

北條 一門に して 少く ともこ ゝ十 年問餘 り、 戰々 兢々、 薄氷 を 踏む の 忍 ひに 住しつ >- 口 夜 を 過ご. さね 

ばなら なかった の はー體 何で あらう か 。かくの 如き、 當 時の 政界の 上^ を 深刻に 一 支配し、 その 底流と 

なって ゐた 不安が、 幕府 當^』 諸 大名 及び 大名 相互 間の 對立 暗闘 を 物語る 以外の 何もので もない 事 は 

敢て 言を俟 たぬ 所で あらう。 而 して か ゝ る 暗 鬪が絕 えざる 以上、 それが 事 ある 每に 爆發 して、 先んじて 

他 を 制する 事に よつ て 自己の 勢力 を 仲す ベ き 機會を 求む ベ く虎視 耽々 たりし なる ベ き はもと よりその ( 

所であった のであって、 か ゝる點 より すれば、 かの^ 月騷動 は， 而 して 之 をめ ぐっての 諸 大名の 動き 

は、 先にみ た 如く 執權 政治の 本質の 生んだ^ 然的產 物な りと さるべき もはや 否定し 難き 所で あらう。 

北條氏 末期に 於け る執檇 政治の； g 廢^ 1 裁判の 不公平、 內 管領の 驕横、 執權の 失政 遊墮、 德 政令に 

よる^ 民 經濟の 破^ ゃ道德 の弛廢 などの 世 期末 的现象 は、 周知の 事赏 であるが、 以上 見來 つた 所の 執 

權 政治の 底流と しての 最 k, 層 部の 暗闘 を考人 併せる 時、 かぐの 如き はむしろ この 底流の 表に 浮んだ 泡 , 

であり 渦で あ， つたに 過ぎぬ。 結局 執權 政治が 典の 正し さと、 之と 結びつ， いた 正しき 赏カを 根本的に 缺 

いて ゐ たとい ふ 某 本 的な 缺陷 がた ま^-こ ゝ に 暴露され 表面化し たと 觀る 時に、 霜月 騷動 の袞 義は最 


も徹庇 的に 解釋 せらる、 であらう。  / 

(ほ) かの 煎 谷 直 之 氏， 所蔵 文書 所見 の 人 は その 名 を缺ぃ て. 官職 名の みのもの が 多い。. その 箕名を 明かに する こと は 今の 問題に 少か 

らぬ寄 與.. を なすこと、 思 はれる が、 今の 筆者の 力に はな ほ 及ばぬ 所が 多い。 仍て今 左に 筆者の 憶說を 記して 後の 參考に 供した 

*  o 

レ 

〇 陸^ 入^ (安達泰^〕 狨介 (安達 宗贵) -  . ■ 

獒狻 人道  城大夫 判官 入道 (安達 時 景教) 

上總介 C 大酋 禰宗 長)， 太 宰少甙 一， 武藤 縫^、  511^ 资 はこ  >- に 亡びず、 この 後 も 活躍して 居り 從 つて 誤聞なる べき こ-と は 相 田 

先生が ばかにされた。 第五 文書に 武藤少 卿 左衞門 尉と あるが、 これ 或は景 資を さす もので、 經资は 之と 混同され たもの か) 

四 郞左衞 門 尉 a 女 建 時 長) 伴 野 出 羽 守 (長 泰歟) 城 太 郞左銜 門 尉 (宗顯 ) 對島前 司 Q 一浦 賴連) 小 早 川 三 郎左衞 門 尉 (長 朝揪) 

安^ 氏 族滅 事件の 北 條執權 政治 上に おける 意義の 極めて 深く 大 なる もの ありし 事 は 以上に 於て 凡そ 

之 を 窺， つため であるが、 就中、 吾人の 最も 注目すべき は、 安達 氏が、 賴朝 創業 以來の 豪族 舊家 にして 

滅亡の 災に遇 ひたる 最後の ものな りしの 一 點 であらう。 蓋し 執權 政治に 與り來 つた 間の、 長年の 經驗 

は 彼等に 政治の 表面に 進出す るの、 危險 極まりな きを 敎へ たるに よるので あって、 霜月 騷動 以後に あ 

つて は政權 をめ ぐる 爭は 執權 とその 周 IE 殊に その 家宰、 平 賴綱ゃ 長 崎 氏の 間に 內攻 する に 到った。 が 

の、 願 時の 息貞顯 が、 嘉暦 元年 ^初めて 金澤 氏より 出で、 執權の 職に 擬 せられた が、 高 時の 弟泰 

家の 怒 を £只 ひし 爲、 名 を この 榮 職に 掛 くる ことわ づ かに 一 日に して 直ちに 之を辭 して 出家せ しが 如き 

^^^STV 一  面、 かくの 如き 執權を 中心とする 暗流 を 物語る もので あり、 同時に 負 灝の 側よ 

りすれば、 父 願， 時の 悲痛なる 體驗 に 鑑みた る ものであって、 卽 ち金澤 氏の 威 福と 地位と 貞顯の 經歷と 
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を 以てして 拊且 かくの 如き 消極 手段 を 以て 明哲 保身 を圆ら ねばならなかった ので ある。 、同族の 間に あ 

一って すら. かくの 如き 不安と 危惧と を懷き 疑心暗鬼に 惱 まされつ ゝ 、 而も 天下 泰平の 任に 當 らんと する 

北 條執榴 政治 末期の 政治家の すがた はまこと に轅を 北に して 楚に向 はんとす る ものと 評する 外 はない 

であらう o 

執權 政治に 對 する 禍根 はかくし てこ ゝ に 更に 根ぶ かく 藏 せられる に 到った のであって、 舊來の 豪族 

糖 大名た ちの、 機 を 見て 北條 氏に 代らん とする の 心い よ/ \銳 く內實 ひそが に 匁 をと ぎつ ゝ 表面ます 

ます 溫 順の 狀を 示す の樣 であった ので ある。 

執權 政治が、 その 內 部に 包藏 して.？ にかくの 如き 種々 の 矛盾 缺陷が 滞く かく も 複雜な 様相. を 示し は 

じめ たのが， 凡そ 元寇の 後 やうけ た弘 安の 頃であった。 卽ち弘 安七 年 父 時宗の 後 をう けて 就職した 執 

權負 時の 時代 は、 云 は *、 かくの 如き 內部的 動搖の 時代であった のであって 正に 執權 政治 崩壞の 前夜と 

もみ る ベ きもの を 深く 含んで ゐた。 貞 時の 時代 はさう い ふ 政治 史的 觀點に 於て 最も 注意す ベ き 時代で 

あつたの であって 貞時 一 身の 經歷事 また かくの 如き、 いはぐ 一 の 宿. 命 を 負 は しめられて ゐた となみ 

る ベ きものが ある。 

廿八 年に わたる 貞 時の 執權 時代 は 頗る 多事であった。 朝幕關 係が 兩統 問題の 表面化と 共に 漸く 風雲 

を 孕む の 勢 を 示して きたの は 最も 著しい 所で ある。 經濟 問題に 於ても、 有名な 永 仁 五 年の 德 政令の 發 


布され たの もこの 時で あり、 又、 元寇 弘安 合戰の 恩賞 問題に も當局 はかなり 頭 を 隙し 力 をつ くさねば 

ならなかった。 と 同時に ゆ^の ベた 一 族親滅 間の 內部的 悲劇の 大部分 は實 にこの 時代に 演せら れてゐ 

るので ある。 大族 安^ 氏の •  族滅に 於て は 舅 を 殺した 貞時 は、 翌年 管領 平賴 綱の 亂に はまた その 女 二人 

を 喪って ゐる (gl 寺 y 更に 嘉元 三年 四 • 五月に は 一族 北 條宗方 を 討ち、 同時 村^ 誤 殺の 憂目 を 見で ゐ 

る。 而 して 更に 時 村 誅伐に 際して 戰 死した 土 岐定親 は貞時 女の 所 生で ある。 (^|) 

貞時 とその 政治 を考 へ ん とする もの は 何人も その 執 櫂 就任 當 初より 政治の 表面より 返いて 事實 上の 

執政 者と して 政に 臨んで 應長 元年 四十 一 歲を 以て 歿する までの 彼 をめ ぐって その 骨肉の 間に かくの 如 

き慘 劇の 橾返 された とい ふ 事赏に 驚かざる もの はなから う。 —— この 事 は 彼の 生活 を 如何に 色 づけ 彼 

の 心に 何を與 へた か、 吾々 はこの 點に先 づ關心 を 集注したい。 

如何に 政治 上の 必要に 迫られた るが 爲な りと は 云 へ、 かくの 如き 悲劇 悲慘 事に 傷心 措く 能 はざる も 

の あるべ き はまこと に 推測に： ^ある 所であって、 「淸 拙和尙 語錄」 の 次の 文字 は 正に この 推測 を 裏書き 

して くれる。 卽ち云 ふ コ最勝 園 寺 殿 S 貞 平生 功 高 社稷 * 刑戮 甚衆、 恐 威 ¥惡 業、 故處々 建立 塔婆 カ爲 

懺場」 云々 (これ は貞時 夫人の、 淸拙を 請 じての 供養の 願文の 一節で ある) 

平生 刑戮 甚だ 衆 かりし により 滅 罪の 爲に造 寺 造 塔 供養 等の 佛事 を營ん だと は、 假令、 直接 貞時 自身 

i でない にもせ よ、 貞時 夫人 乃至 は 高 時 等の、 而じ てまた 世人の 負 時の 一生の 事蹟より 與 へられた 

る 深刻なる 印象で あり、 その 印象 を 反映した る 文字なる こと (は 「Mlsi? 卿^ S れ S 朝) を 思 ふと 
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き、 之 を 以て また 直ちに 貞時 自身の 心事 そのもの を、 深刻なる 苦惱を 指示す る ものな りと する も强も 

) 無理で はない。 加 之、 先にみ た 彼の、 骨肉 間の 慘 ましき 關係を かへ りみ るなら ば、. かく 考 へる のが 最 

も. R 然 なりと さ へな すべ きで あらう。 

かく 觀じ來 ると き、 *貞 時 は執權 就任 以來 その 卒去に 到る まで 個人的に また 政治的に、 內 外から 不斷 

の 不安と 苦痛と に 常に¥ ^れ てゐ た、 と槪 言して 大過な き 所と 思 はれる。 宗敎 各派に 對 する 態度に 於 

て 極めて 寬容な りし こと * むしろ 總花 的に それら を 優遇して ゐる こと はもと よ-り 北條 氏の 政治家た ち 

(のみなら す、 それ はむしろ 日本 政治家， 延いては 日本 國民 全體に 通す る 根本的 性格で， あるが) 一般に 

共通す る 所で あるが、 貞 時に 於て 特に 然るが 如く 觀 ゆる こと も、 一面に 於て 彼の かくの 如き 平生の 境 

遇と 直接に 結びつけ ズ考 へ る こと も 許される であらう o( 彼の 驟宗 信仰 は 云， ふまで もない が、 更に 骚醐 

寺と は 深い 關係を 結んで 居り その 僧侶た ちと も 深い 內面的 關係を もった 樣 である。 舰 I). 

彼の 建立した 覺圜 寺の 開山 もまた 醍醐 寺の 僧で ある) 

貞 時が 置かれた 立場 —— 人 を 殺す ことが、 而も 骨肉 を 喰む ことが 自己の 爲な るの みならす、 國家社 

會の爲 として やむ を 得 や 敢行す ベ く 迫られて くる —— かくの 如きが 政治家と しての 彼が 追 ひつめ らん 

た^ 地であった。 勿論 かくの 如き は 多 かれ 少 かれ 武家政治 家 すべてに 共通なる もの ありと は 云へ、 執 

權 政治の 初頭に 在って はな ほ 緩 如た る もの あ h- しに 對し、 今や それ は切赏 なる 力 を 以て 貞 時の 身 邊に 

^々と 迫って 來てゐ る、 骨肉 相剋の 痛 劇慘烈 なる 現實 問題に 化して 來てゐ るので ある。 


功徳- 社稷に^ きが 故に 苦まねば ならぬ。 國 家に 盡す こと 多き に隨 つて 政治家 は 次第に 多くの 苦痛 

と 不安 —— 而も 國 民に 先んじて 之を樂 しみ 甘んじて 忍ぶ 底の ものに 非 やして 陰謀と 譎詐と を 伴 ふ 苦痛 

を擔 はねば ならぬ。 —— かくの 如きが 抑々 すべての 政治と 政治家と に 免れ 難き 宿命で あらう か a 政治 

と は そ 本質的に かく も 悲惨なら ざるべからざる もので あるか。 そこに は 反省 さるべき もの、 佝等炉 

の 活路 は殘 されて ゐな いので あらう か。 —— 而も 北條 氏が その 初 世以來 特に 善政 を 標榜して きて ゐる 

迹は 頗る 著しき ものが ある。 國民も 嘗て は 之 を 信じ 之 を 謳歌して 來た。 更に 幕府 は 自ら 「德 政」 に努む 

るの みなら や、 朝廷に 對 し-, 之 を您 通し 奉る こと. ® 三に 止らぬ。 麵 ^細雜ほ5?;|则«^ 飾、 せ 5:5、) 

而 して 更に この 方針 は貞 時時 代に 到る も 渝らゃ 踏襲され て ゐる喾 である。 現に 弘安十 一 年 正月、 關東 

使者 二階 堂 盛 綱 は 入京して 幕府の 德政與 行 等の 瀋書 を 進めて ゐる o(l 喊 I， 首」 この 負 時に して 德 政の 報 

酬 として かくの 如き 悲痛 を 嘗め かくの 如き 窮境に 追つ めら れ ねばならなかった とすれば， 德 による 政 

^と はかくの 如き 悲慘な 結果 を 生む ベ き 遝命を 負 はされ た^のと 謂 はねば ならぬ 事と ならう。 かくの 

I 如き は 一 體當に 然る y き 所で あらう か、 又よ く- < 類の 堪へ 得る 所で あらう か。 —— 玆に 於て 吾人の 眼 

は 謂 ふ 所の 「德政 一 と は、 その 眞に 幕府 的なる 意味 (幕府の 意圖の 如何に 拘ら す) ば 抑々 何であった 

か、 に 注がれねば ならぬ。 

鎌 食 幕府 は 「撫 民」 を 標榜し 「善政」 を唱 へて 來た。 その 具體 的な 實現 として は 裁判の 公平、 窮民 

ず 
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の ^袷 等に 具 面目に 努め、 實 行して 來 たこと は 否むべく もない 0(£ 妻) 弘長 ニ年關 東に 下向した 西大寺 

お g:5s 尊に 對 して 關 東の 政治家の 感謝の 詞に 「依此 御 下向 關東 諸人 皆 趣 斷惡修 善 之-道 悉顧 理世撫 民 之 

計」 云々 と ある (|金3?1文往%』 一 を みても 彼等の 意圆 の、 平生 那邊に 向けられて ゐ たか C 凡そう か.、 はれ 

る- - 卽 ちそれ は その 限りに 於て、 彼等の 意阖、 彼等の 立場に 關 する 限りに 於て、 善政で あ.^ 德政 であ 

り 得る に は 達 ひない。 そこに 平安朝の 政治よ， 9 の 一 步 前進み 認めら るべき も 疑 ひない。 が、 ー體、 國 

民の 一部 を 基礎と し、 その上に のみ 立脚す る 幕府が、 右の 如き 「善政」 を 無限に、 卽ち 日本 國民全 sa 

の 上に 永く 普ね からしむ る 事が 窮極にまで 可能で あらう か。 (かくの 如きが 一 體我國 に 於て、 朝廷 を 外 

にして 何ものに 本来 可能で あらう.？ o それ は 幕府の 成立 そのものと 矛盾せ ぬで あらう か。 云 ひか へれ 

ば 謂 ふ 所の 「善政」 - 德政」 と は實は * 當 局の 知る と 知らざる とに 拘 はら や、 甲の 犧牲に 於て 乙の (具 

» 的な 例に ついて 云へば、 非 掏 家人の 褸牲に 於て 御家人の) 利益の 擁護と いふ 事の 當局 者の 頭腦 への 

反映に 過ぎなかった ので ある。 

負 時の 時代 は卽ち 幕府が 自己の 抱いて ゐ たかくの 如き 矛盾に、 K 界 にっき 當 るに 到った 時代で あつ 

： , -  や *  -ク，  . . 二 リノ 

た" 德政舆 行 を 朝廷に 奏請した、 その 同じ 幕府が 非 御家人の 深刻なる 苦痛 深甚なる 打擊を かへ， 5 みす 

して その «牲 に 於て 專ら 御家人の 利益 を 露骨 不當に 護った 政策 .fl 所謂 德 政令 を 敢行した の も， かく 

観 来れば その 由来 は 深く 幕府の 本質に 根ざす もので あつたので あり • 從 つて 所謂. 「德 政」 の 幕府 的 意 

義を、 從來 標榜し 來 つた それの 本質 を も 併せて、 も 明白 端的に 自白せ る ものに 外ならぬ。 


かくして 吾々 は 次の 如くに 結ぶ ことが 出來 やう。 卽ち貞 時 は執權 政治の、 前後 百十餘 年間に あって 

最も 微妙に して 困難 多事であった 時に 生れ、 祖先 以來の 「德 政」 の 方針 を その ま、 踏襲し 實 行した。 . 

而 して 正に その 爲に彼 は 先述の 如き 幾多の 悲惨なる ものに 遭遇せ ねばならなかった。 がそれ は 一 面に 

於て 執 桃 政治 そのもの ゝ當 初よりの 約束で あり、 また 彼に 與 へられた 運命であって、 殆ど 彼 自身の 力 

の 如何 ともなし 得ざる 所の ものであった。 S うて 玆に 到る とき、 吾人 は 個人と しての 彼に 轉た 深き 同 

情の 念を禁 する 能 はざる ものである。 と 同時によ くこの 個人的 苦難に 堪へ、 之 を 超え、 て 多事多難の 內 

外^ 局に 善處 し、 特に 西 逡の國 防に 深く 留意し 固く 備 へ て 我 國を外 寇の危 きょり 護って 政治家と して 

の 本務 を完 うした 貞 時に 閼民的 感謝 を 致さねば ならぬ。 後宇多 天皇が 武家の 功 横 を 認め 給うて 「鎭護 

國家之 大本^ 在武將 長久」 と 仰せられ 又 「近 曾神鑒 合應 武威 鎭世、 是以君 康民安 天命 自正」 となし 給 

ひし もの、 この 點 よりす る も 誠に 御 適評と して 感 佩し 奉る べきで あらう。 

贞 時の 後 をう けた 高 時の 時代が、 前代の 暗流 を 更に 深めた こと は 云 ふまで もな く、 それが 執 櫂 政治 

の あらゆる 面に 暴露され て 殆ど 收拾 すべ からざる に 到った こ IIJ は 周知の 如くで ある。 金 澤貞顯 の執權 

辭脇^ 件 もこの 時で^ い、 奧州 安藤 氏の 亂が， 高 時の 執事 長 崎 氏の 不疋 片手 落の 裁斷 によって 長年に 

わたって 決 若の つかなかった の も、 こ. の 世紀末 的 政治の 一象 徵とも みられる。 この 北條氏 末期の 政情 

不安に ついても 金 滞 文砥は 之 を目搫 しつ 、 おびやかされた 人 ほ 身の 害狀 を殘 して ゐる。 (同文 庫 古文書 锒 
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二き 

「京都 近 國不靜 候 之 由 自千葉 承 候、 如何 被 召 聞 候、 無心 本 候、 又 奥州 難義之 由傳承 候、 鎌 # 中 者何體 

候覽と 無心 本 候」 (下略)  - 

かく， の 如き、 勢力 ある 諸 大名の 自己 韜晦に 伴 ふ 群小 勢力の 擡頭、 云 は 線香花火 的な， 小細工 的活 

動、 執槠 政治の 末期 を 彩る かくの 如き ー聯の 動きのう ちに 於て、 吾々 は 特に この 時代に おける 二階 堂 

氏の 活動に 一 瞥を與 へ、 以て 從來， 根本 史料の 湮滅の 故に 特に 詳 かでなかった 北條 氏つ 末期の 政情の 一 面 

をう かぐって 見たい。 

二階 堂 氏 は 幕 ^创 紫の 頃、 二階 堂 行政が^ 府の 政所に あって 政務に たづ さはって 以來、 赛ら 幕府の 

帷幄の うちにあって 之 を 助けた、 いづれ かと 云へば 文官の 家と も 云 ふべ く、 爾後 常に そ、 の 方面の 政^ 

を 掌って ゐ たので あり、 特に 朝廷との 交涉に 上洛す るな どの 活動に はっくす 所 多かった 迹は 明かで あ 

る 3  ft^^ggu 然るに 元弘の 頃に 到って は、 北條 氏の 軍の 總帥 として 上洛して ゐ るの はこ 

の 二階 堂 氏の 中心人物なる 貞獰 入道 近蘊 なること 太平 記 等に 明記され てゐる 通りで ぁウ、 ヌ， 勅使の 

關東 下向に 際して 衆議 を徘 して 高 時 を 諫めて， ゐ るの も贞藤 だと 亦 太平 記が 傳へ てゐ る。 - 二階 堂 氏の-か 

、 る 地位と 勢力と は 幕府 草創の 頃の 情勢から は 到底 想像 を 許さぬ 底の ものであって、 . その 間 政治 上に 

何等かの 大きな 情勢の 變化 を豫 想せ ざる 限， 9 正當に 理解し 得ぬ 所で ある。 II 筆者が 先に 想像した 貞 

時 以後に 於け る 諸 大名の 韜晦 は 之に 一 の 解 釋を與 へる ものであって、 恐らく 二階 堂 氏 は 北條氏 家宰長 


崎 氏 等と 同様 この間 隙、 執 權と諸 大名との 暗默的 乖離の 溝渠 を 縫うて 政治的に 進出した もの かと 推察 

せられる。 これ はもと より 一の 隱說に 過ぎす、 今 敢て斷 言し 得ない が、 當ら すと も敢て 遠から ざる も 

ので は あるまい か。 

筆者が 北條氏 末期の 政情 を さぐらん が 爲に 二階 堂 氏に 特に 注目 せんとす るの は、 併し乍ら、 右の 如 

き 推測の みに もとづく ので はない、。 むしろ 右の 如き 推測 を， ともかくも 支へ て くれる 史料が 新に 發 見- 

され たとい  ふ 眼前の 事實 によるの である。  卽ち 先年 相模 の金澤 文庫より 多くの 文書 II 就中 從來 特に 

史料の 闕 けて ゐた 北， 條氏 末期に 關 する 史料、 而も 當畤の 政治 當局者 乃至 は 政情に 精進して ゐた 人々 1 

I. 金 澤貞顯 を 中心として、 さう い ふ 人々 の 自肇の 根本的な 史料が 發 見され たこと は學界 周知の 事で あ 

るが，， その 史料 中に 二階 堂 氏關 係の 史料が 尠 から や 存し、 而も それが、 太平 記 等の 謂 ふ 所を內 側から 

肉 づけして ゐ. るが 如くに 見える からで ある。  V 

同文 庫から， 發见 された 多くの 古文書 中、 金 澤貞顯 の 自筆 書 狀は今 整理され たくけ で 四百 通に 及んで 

ゐる。 而 して 之 を通覽 して 最も 吾々 の 眼 を惹く 大名が 卽ち 二階 堂 氏であって、 その、 京、 關 東の 間に 

往来して 威 福 を ほしい まゝ にして ゐる 様子 は、 前後の 闕けた 消息に 時間の 力 を 超えて ゎづ かに 殘 つた 

文字 を 通して * 髡髴 として 感 せられる。 惜しい 哉斷片 的なる もの、 みであって、 事情の 詳細 を 明かに 

すべき もの はない ので あるが、 而も 當 時の 二階 堂 氏の 活動 を 眼前に 見、 之に 最も 深い 注意 を 向け 關心 

を 注ぎ 最大^ 利 審關係 を もった 人の 腐 接の 筆 だけに、 他の 間接的 史料の もち 得ない 力 を 以て 吾人に 迫 
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る ものが ある。 た-、 それ 等 は 未整^で あり、 とい ふより は、 他の 新な 史料の 發見 でも 俟 たぬ 隈トノ 整 

理 し^: ぬ ものである ハ：； r 吾々 はこの 斷片 を^-に 斷片 として 次に 羅列して その 全體的 情勢 を、 いは く 鳥 

瞰す るに する に滿 足す る 外 はない。 たぐ その 中に あって 一 つ 叨に云 ひ 得る こと は 金 淨 氏と 二階 堂 氏 

との 間の 强ぃ 反目、 とい ふ點 であって、 執 櫂の 後見と も 云 ふべき 地位に あった 金^: 氏 をして かく も驅 

迫 を 成せ しめたとの 專货を 以てしても 二階 堂 氏の 隱然 たる 勢力 は 凡そ 推す ベ きも-のが ある。 

「g 禁^ 高 □ 歸叁之 時 被 仰 下 候條々 御 返事 を 被 中 候歟室 町院 御造颌 事た やすく 御 返事 申され かたきよ 

し 中され 候なる 奉行 人道お 以外 腹 立 之 由 承 候內々 公家へ 申 候て 定か さねて 被 仰 候ぬ と 覺候之 由 或 人 申 

され^ 不可思議 事 候」， 

「兼 冬^ 節^ 未 無沙汰 之條 一昨日 廿 一 日 溫枭 下向 事 中 入 之 時謁畏 崎 左衞門 入道 再三 申 候 了 出 羽 入道 

^ 在お 之 問 御免 難治 候歟， I 下向 以後 可 參向之 由 御 返事 趣 被 下 候 之 様 可 有 申 沙汰 候」 

「出 羽 入^^^ 何日 京 着 候 哉 中 沙汰 分 委細 可 示 給 候」 

「出 羽 入道 ulutu^LISnL: 候 哉內々 忿可示 給 候 1 

「ヌ出 羽 入 近 下向 事 必定 何 比 候 哉 可 承存候 あな かしく 

^^四 七卄顕 茂 家人 歸途 f  I 

「1 、 政所^ 逍弒 父子 所存 以外 候猶於 我ロ稱 賢人 之 由 候な から 政所 職 被 仰 他人 時 者 腹 立言 語 道 斷祺侯 

歟、 諸人 口 遊候歟 あな かしく」 


c ら腎 人の 由を稱 しつ、 政所 職 を 他人に • 仰せ付けられた 時 は 立腹した、 との 文字 は、 その 間の-:: Tr 情 

は詳 でない が、 今の 吾々 にと つて は 特に 注目に 値する もの を 含んで ゐる やうに 感， せられる •。 

(前 S) 「を 出 羽 入道に 巾 請 預候之 間 あらわれ 候よ し 承 候ぬ 誠 言語 道斷 事候歟  -. . 

1 、 洛中^ 藉事 政所 執事 間 亊道蘊 語 申 候と て 信 □ 內々^ 电 之 趣 委細 承 候 了 可 存其旨 候 執」 9 き 

こ-、 にも 洛中 狼藉の こと 及び 道蘊の 政所 執事 (恐らく は改 替歟) の 文字が みえて ゐる。 

「 一 勅使 以下 御 使 自五方 下向 之 由 承 候 了、 道 蘊善久 寺 奉行に て當時 さた あ hx けに 候」 

「逍^ 進發 者い ま ゝ て は 可爲， 今月 中 之 旨 其 聞 候 能 登 守 常 陛 判官 等 同 可 上洛 之 由承存 候」 

「一、 逍蕰 使節 事大 略 落 居 近 HI 可 被 出御 返事 之 旨 承 候 了、 治定分 北山 殿 さた は 可 有 御 存候內 々御 尋^ 

て 可 示 給 候」  ， 、 、 

「一、 道^ 使節 間 事 委細 追 可 示 給 之 由 承 候 了 可 存其旨 候」 

「出 羽 入道 上洛 時分 事不 存知 候但 今月 中 -I 進發候 はむ するな と 其 聞 候」 

r 一 , 奥州 拜任 以下 聞 書 等 給 候 了 奥州 昨日 持來 候道蘊 子^ 昇進 言語 道斷 事候歟 あな かしこ 

十二月 廿 二日 * 

(ハ シ お) 

元 德ニ正 ニ雜色 歸洛便 到」  ， 

「一， 近衞北 政所 御 跡事爲 公家 御沙汰 右大臣 家へ 被 付 候 御沙汰 依 違 候 之 間 自關束 可 被 取 申 之 旨 內大 

臣家御 使 宫內 卿範高 卿. s 舊年 下向 候て ゆされ 候 程に 出 羽 入道と 蘊 伊賀 入道 善 久寺爲 下行 御 さた 候栴足 
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.汇坊 に 至範髙 卿-一^: 逍 候て 被 纹秘^ 唉、 424^1:;-.、，.」 J よ pi,  I  . -  , 

i-ct  if  f ォナ &f より は 御 使 下向 も 候 はす 日と りすまい こて ま、，， 、- 

と^ 似 逍^ I 年 來仲高 入 逬範高 卿ー體 分身 ぽ之  き) «  カゝ 

if  大臣 家の 御 方 さまの □ は 高 倉 入道 前々 口 


し. 道 蘊歸參 候 後 却 可 申 


「 一 出 羽 入道 引付 

政所 執事 辭返 -M 

Js-^f- まこと 一」 II 


—I 卄日參 着 其 後此 

, 文窨波 候な とに て」 C 下 2S 


^候 あな かしく 一 

こ、 にも また、 三度び 政所 執 雲々 の 文字が みえて ゐる， 

Ihu 持明院 殿御^ 事 城 入道 

.  口 ふさき 睽は ひ.， j ^  ： 


L と道蘊 同心 候て かやう に 

II まいと て 候 事 無 申 計 候」 


A 糟 的な 事：^ の、 sbB- " こ ト- -.、 t  I  • 

£r/t.  /  3-  f  ^  f&Fa 力に すへ きも々 なき ま nc?  , 

- ズ ？ 'き は，^ にも 機で あるが、 たく 道蕴の 京都、 關柬間 


の 動き、 それに 對 しての 金澤 氏の 異常に 鋭い 神經 だけ は、 この 漠然たる もの を 通して はっきりと 看取 

出來 る， 道蕰の 子孫の {目 位 昇進 を不當 として 慨 して ゐる あたりに も その 對 立の 傑 さ 烈し さが あり (. 

と 昆 られ る。 

かくの 如き 政界の 不安、 それに 發 した 政界の 主要人物、 卽ち 社會の 上位 を 占めた 人々 の 間に 於け る 

かくの 如き 精神的 動- 搖が獨 り 彼等の 間にの み 止らぬ こと、 その 影響の 及ぶ 所、 頗る 廣く 深き にわた る 

べき こと は. おす： ：4 難から ぬ。 當 時の 武士の 一部の 間に は 「侍 はわたり 者、 風の なびきに こ-そ よれ」 

(ほ 久) 「時の 花 を かざしに せよ」. 一 II 盛) とい ふ 如き 諺 すら 行 はれて ゐた事 を 思へば、 この 風の 溥染す 

る こと 炝 原の 火の 如き もの ある ベ き は 識者 を俟 たす 明かで ある。 幕府が 滅びて その 統制が 全く 失 はれ 

た 時 「四爽 を しづめ し 鎌 倉の、 右大將 家の 锭 より、 只 品 ありし 武士 もみな、 なめんだ うに ぞ 今 はな 

る _  (細に綠 河) と 嘲られる に 到りし もま ことに その 故 あ、 りと 云 はねば ならぬ。 

北 條執樅 政治の、 わが 政治 史 • 精神 史上にお ける 地位と 意義と はかくし てこ、 に 見出される。 卽ち 

政治 は、 正し さと 力と を缺 くと き舉竟 して 眞の 政治で はない こと、 從 つて 長き にわた つて その 機能 を. 

^ボし 得る もので はない、 とい ふこと を、 身 を 以て 歷 史的に 證 明した のが この 執權 政治であった^ で 

ある。 この 市 は、 この^-代 及び 以後 特に 建 武中與 時代に おける 阈 民の 渤 きを 大観す る 時、 ほの がし 得 

ざる 所で ある。 卽ち紘 倉 時代に 在って 有力なる 大名が 絕 えす 北 條氏を 脅かし、 更に 暗に 天下 をう かく 
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つて ゐた (例、. 足 利 氏) とい ふ 事^ は、 その 意識的な ると 否と に關 係な く、 彼等が 政治の 保證 として 

の 力 を缺く 執權當 局に 代る、 力と なって 安定 を 得ん とする 要求の あら はれと 觀る ことが 出來 る」 天下の 

武士た ちが， 建武 以後に 到って 新なる 幕府 を 樹立した の も、 當 時の 大多數 の 武士の、 力の うちにの み 

安定の^ 礎 を 見ん とする 耍 求の 反映と 觀られ やう。 一方 少數 の、 特に 優秀な- 思慮 ある 人々 は、 執權 

政治の 缺陷に 於て 「正し さ」 の 必要 を 痛感した。 後醍醐 天皇の 中 與の御 政治 は その 代表的 顯 現と 観る 

ベく、 正統 記、 太平 記、 徒然 草な どが 政治の 核心に 「正し さ」 を 要請し 強調して ゐる 所以 も か く，， > て、 

竹 竹され る。 たく この， 元來相 離る ベ からざる 二に して 一 の 要素が 不幸に して 固く 結びついて 一 體と 

ならなかった ところに 建 武中與 が 中道に して 挫折せ ざる^-得なかった 所以の ものが 潜んで ゐ る。. 幕府 

の、 武士に 封す る 根本的 指導 方針た る 所？ s 鎌 倉^ 士 的な 犧牲的 精神、 忠義の 觀 念の、 一部 舟 土の 間に 

はかなり 徹底して ゐた事 は * 北條 氏の 滅亡に 殉 じた 多数の 武士の 壯烈な 最後に 徵 しても 明かで ある 

が、 他面、 自己の 威斓 利害 以外、 眼中 また 他な く 君な く國 家社會 なき 極めて 利己的なる 態度 や 政界 游 

泳 術 も 亦 云 はぐ 赏 局の， 無意識のう ちに 事實 上. 養成し 來 つた 所の もので あ. 5、 かくして 建 武中與 

は、 畢竟、 この 兩 面の 表面化 • 衝突に 外なら なかった ので ある。 


十 一 、 世 尊 寺 家書 道と 尊圓 流の 成立 

一伊 經  、 

膝^ 行成 六 代の 孫に して. 書道の 家風^-ついだ 世 尊 寺 倂經に 就いては， 肇者も 他に 論及す る 所 あつ 

-たが (「^譏 薛原敎 長^」 參 gp なほこ ゝに その 生涯 を や、 詳細に 考へ てみたい。 

伊 經歿年 を嘉祿 三年 正月 三日と なす 「世 尊家 現 過錄」 の 記载を その ま、 に 信す ると しても， ^年 四 

十^と なせる には從 ふことの 出 來ぬ旨 は 右の 論文に も 言及した。 伊經の 生年に 就いての 的確な 史料 は 

今な ほ 管 兄に 入って ゐ ない。 正確な 年齡は 不明で あるが 彼が 窨家 として 父 伊行の 後 をつ いで 社會 的に 

^めら れ 動 を 初めた 時期 は 凡そ 見 営が つく。 卽ち兵 範記仁 安三 年.^ 月廿ー 日に よると 彼は攝 政^ 房 

の齚 政 第二 度の 上表 を誊 いて ゐる。 而 して それ 以前にあって は忠通 • 甚房 等の 辭攝關 上表 又は 佛事 

供^ 願文 等 は いづれ も 伊行の 手に よって 淸窨 されて ゐ るに 對し (兵 範記保 元三 年 十二^ 十八 日、 久毒 

二 ^五 パ 十日、 同月 卄 三日、 仁 安元 年 九月 三 目 * 仁 安二 年 十月 廿日、 仁 安三 年 六月 廿日) 右の R 附を 

^として 以後 は 伊經が 代って ゐ るつ 卽ち 嘉應元 (仁 安 S 年 六月 十三 日、 攝政基 房 第三 度 上表の 淸窨 

も^^の 手に 成る の を 初と して， 以後 は^ら その 名のみ 見えて ゐる。 (承 安二 年 十二お 卄 八日、 玉^ 

十一 世 尊 寺 家^ 道と 尊^^の 成立 .  ...  三 ニー 
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パ小 卜：： ^十六 日、 以下) 父倂 行の 歿年は 現 過錄に 依る と 安元 三年 二月 三日、 卅八歲 と あるが、 こ 

の 記 市 は 以上の^ 货 と相應 やる やうに 見える" 伊經が 藤原敎 長から 「才 葉抄」 を 受けた の は その 翌々 

安元- -- 年ヒ刀 二日の ことで ある。 玉 葉 承 安三 年 十月 十六 B に 建 春 門院の 最 勝光院 供養の 願文 を 伊經に 

命せられ た^を 記して 「伊行 子、 宽代者 也、 又能喾 也」 と 註して ゐる。 卽ち 伊經が 右の 如く 誊家 とし 

て 世に出で たの は 行成 以來の 傅統の 力と 彼 自身の. t 能と 兩 方の 然 らしめ たと ころであった こと 力 明 力 

に 知られ. る。 以後に 於け る その 書家と しての 活動 を考 へ る 上に もこの 事 は 基礎的な 事實 たる こと を 忘 

れる こと は 出來な い C 乃ち 以下 その、 王なる 事蹟 を 次に 羅列して 以て その 活動の 槪略を 窺 ふよす がと し 

う。 

毒 永 二 年 八月 十九 日に は 院廳の 仰に よって 時簡に 染筆して ゐる (お s 文 s>、 同 十二月 廿 八日に は攝政 

師家 初 度 上表 を淸 書して ゐる。  ， 

元將 元年 儿：： ： 十五 日、 後白河 院 の日吉 社に 參 籠した まひし 時に 御 願文 満 書の 勅命 を 蒙って ゐ るが、 

伊經 はこの 晴儀 を^: 辭 して ゐる。 玉 葉 は その 理由 を 推測して 「衣服 無き が爲 か」 と 記して ゐる。 

伊經 はまた 藤 原 兼^に 用 ゐられ て 頻りに その 公私の 用を辨 じて ゐる。 卽ち 文治 二 年 七月 廿 一 日、 同 

十月 十七 日、 建久 元年 四 力 十日、. 建 久ニ年 十一月 十六 日、 同廿 六日 等に 兼實の 爲に攝 政 *關 白， 大政 

大^ 辭 狀を淸 ^して ゐ るの は その 公的 方面で あり、 私的 關係 として は 文治 四 年 三月 卄 三日 兼 赏 室の 佛 

事 願 t 淸甞、 文治 四 年 四月 八日 及 文治 五 年 二月 廿日 兼實の その 息 良 通の 爲の佛 事 願文 淸書 等が 擧、 げら 


れる。 なほ 建久 元年 十二月 廿 六日 高 倉 院^ 二親 王 御 書 始に用 ゐられ た 孝經は 伊經の 手に 成る もので あ 

つた (I れ)。 右の 如き 公私の 活動の 間に 在って、 併し乍ら、 文治 元年 八月 廿 八日の 東大寺 開眼 供養 願文 

淸^、 更に 文治 四 年 四： ^卄ニ 日に 於け る 千载集 奏覽の 際， その外 題 染筆の 命 を 奉じた 事， fMn) は 最も 

^-Mu? る ベ く、 誊家 としての 彼に とって は 就中 名譽 のこと 、 じて 擧ぐ ベ きで あ-らう。 なほ 建； i: 二 年 五 

月の 頃. 朱 雀 門 修造の 俵 あ. 9 伊經 がその 額の 揮毫の 命 を 蒙って ゐ るの も、 之と^ I んで 書道 上に 面目 を 

施した ものと 云 へ やう。 而し てこの こと を傳 へ てゐ る玉蘂 (針 S 針) に 「伊經 入道」 と ある を みれば， 

この頃 旣に 出家して ゐた 事が 知られる と 同時に これ 等 を 以てしても 當時 朝廷に 書道 を 以て 重ん せらる 

る 事 彼の 右に 出づ る ものな かりし 趣 を 凡そ 察し 得 べきで あらう。 

以上、 伊經の 朝廷に 於け る 事蹟 を大體 年代に 隨 つて 列 擧 したが、 次に 彼の 筆蹟 そのもの を 中心とし 

て考 へて みよう。  、 

淨土宗 の 隆盛、 而 して 之に 作 ふ 淨土敎 典籍 開 版の 盛 行 は、 鎌倉時代の 文化 を 飾る 一記 念 塔で ある 

が、 その 劈頭に 立って 現存 最古の 淨土敎 典 版本の 榮を擔 ふ ものに 伊經 自筆の 無量 壽經が ある こと は、 

而 して その 端正な 用筆に よって その 楷書 を 窺 ふことの 出來 るの は、 彼 を 知らん とする ものに とって 大 

きな 喜びで ある。 而 して その 奧には 次の 識語が よまれる。  • 

「依 法 上人 勸進爲 自他 平等 往生^ 土殊 信心 終 書寫功 

建 仁^ 四^ 初 月下 旬 候 通 議大夫 藤 原 嘲 臣 伊經」  * 

十 1 世^ 寺 求 寄 ^ 阖： g の 成立  一一 一二三 
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(右 は^ら 藤 堂 祐範氏 著 「淨土 版の 硏究」 
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ま. 


負 ふ) 1 體に 彼の 自筆の 今日に 傳 はる ものの 確實な もの 

. は少ぃ 様で， あるが、 その 肇 者の 眼に 觸れた 唯一の ものに 

左の 書 狀 一 通 (保 坂 潤 $ 氏 鼓、 抑阖笫 一〕 が ある。 先の 識語に 

ノ 彼の 楷窨& 見る ことの 出來た 吾々 はこ 、 に その 草 體，. 接 

する ことが 出來 る。 

^ 「敏滿 寺 額 終 其 功 付 御 使 獻覽了 于今遲 々之 條爲恐 不少隨 

出來 一 日 5. 白 川 御宿 候 也 恐々 謹言 

十一月 一日  伊 一? 

一  このま E 狀の 文面に は 事情 必す しも 明かなら ぬ ものが 多 

い、 が 「胡せ：； 神社 文喾」 所收 延^. 二 年 二月 五日 附犬^ 官 

牒には 近 江阈村 上^ 敏滿寺 は 古來の 名刹と して、 長谷大 

0 僧正 靜忠 以下 こ ゝ に 住した 名匠の 名が 列擧 されて ゐる中 

に、 慈^ 和お の 名が 見えて ゐる。 慈 鎭は云 ふまで もな く 

攝 政兼赏 の 肉 弟で あり 天袅 座主と して 大に活 ii した 名惯 

い であって 卽ち 伊經と 同時代 人で ある。 右の^ 狀に 「白 川 

あり、 慈圓の 房が 白 川 d$ であった ことに 注意す ると、 右に IS ふ 所の 敏滿寺 額 は 或は 慈 回の 伊 


經に矚 する 所ではなかったら うかと 想像され る。. 慈 H が廣く 各方 面に 人物 を 求め 文化 活動 を 庇護す る 

こと^か つたこと、 彼， H 身 また 名肇を 以て 聞え てゐた 事な ど を考へ 併せる と、 右の 想像^ 必ゃ しも 無 

现 とのみ 云 へ ぬ ものが あらう。  . 

^閣^ 寺 の nil 額の^ ：亳 が當 時の 喾 家に とって © めて^ I ^な 活動の 部 H であった 専は 今更め て 云 ふ を 

須 ひぬ 所で ある。 ^綏が 需に應 じて 敉滿 寺の 額を喾 いた^ はまた 同時に 彼が 祖先なる 世 尊家 代々 の 人 

人の^に 成る 大內 以下 所々 の 諸 寺の 額の 寫し を傳 へ， てゐ る^-、 而も 慈圆の 父に して 亦た 能書 を 以て 鳴 

づた關 ，1 忠 通の 寫 しに 成る それ を 傅 if てゐ ると いふ 事^ はこ ゝ に 想起 さる ゝ に 足る。 (叽月 記 建 保 二 年 

八月 廿 五日 及び 同薪祿 元年 十月 廿 五日 條、、 なほこの^ に 就いては 前 稿 「^詣 和歌 槃 及び 賀茂 K 保に つ 

いて」 を參 照せられ たい) 扱滿寺 以外 倂經の 手に 成る 額 も 蓋し 少 からぬ 1 に 上る ものと 忍 はれる。 

曼殊 院文甞 (，4) に 「額 事」 「色紙 形 摩」 以下 九 項より 成る。 翦 道に ついての 靠圓 親王の 御 抄物 「入 

木口 傳抄」 が收 めら れてゐ る。 その 奥^に よると 文 和 元年 十一 乃 親王 御 年 五十 五 歳の 時の 御筆錄 であ 

るが、 それによ ると 親王 御^ 十四の 時、 手跡に ついて 伊經の 曾孫 經 尹に 指導 を 乞 ひ 給うた，。 經 尹の そ 

の 時の 御返辭 のうちに 次の 詞 のあった 趣 を 記して ゐられ る。 「手本^ 名 行成 假名 伊 經可宜 云々」 と。 伊 

經の IS の 傅 はる もの 比較的 尠き. 今日、 假名 は伊經 よろし かる べしと は その 筆蹟 を考 ふる 上に 特に 注意 

すべき 文字で あり、 ^に 今日 假名 ま 曰 きの 上に 風靡せ る 行成の 名 聲を思 ふとき、 「眞名 は 行成」 と 述べ 

て 伊！ fi の 假名と 竝 ベて ゐる點 最も 深い 與味を 促す ものが ある。 

十一 世^ 寺 家 書道.^ H 流の 成立  ，  nnl 五 
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害 家と しての 伊經に 就いて 直接 筆者の 知. o 得た 所 は 凡そ 以上に 盡 きる。 が 吾々 は 之 だけによ つても 

彼が 家 近 を 受け 嗣 いで 之 を墮 さす- よく 書家と しての 本領 を 保持して かなりの 廣範圍 に 亙って 活躍し 

た迹を 窺 ひ 得る。 たぐ その 源： 牛 爭亂の 間に 生れ 合せた 事 及び 從 二位 權 大納言の 髙位 高官に 到った 祖先 

の 行成 や、 三位に 昇った 子 行 能 孫經朝 等に 比して 比較的 卑しき 官位に 止った こと (官內 大輔從 四 位 上 

が 彼の^れ 位であった 様で ある。 「現 過錄」 及び 「三 長 記」 建 久九年 二月 廿六 S 條參 照) は、 その 書 

家と しての 活動に も、 特に その 名聲の 上に かなり 不幸な 條 件であった と 云 はねば ならぬ。 • 

右に 觸れた 曼殊院 文書 所收 の尊圓 親王の 御 筆錄に は、 なほ 伊 經に關 して 興味 ある 傳へ を载 せて ある 

ので、 今次に 之 を ^錄 する ことによって この 伊經の 小傳を 結びと したい。 

行 房 朝臣 (行^が 伊經四 代の 孫に して 尊圓 親王 書道の 師 なること について は 後に 述べ る 所 である) 

曰、 高祖父 伊經 朝臣が 勅定 によって 證 文の 眞僞を 決した 事が あった。 然るに この 判定に 有罪と 決せら 

れた 者が 遗 恨の 餘り 伊經の 家に 亂 入して 之 を 殺害 せんとした。， その 宿所 は 法 勝 寺の 傍なる 人里離れた 

所に 在った が、 辛うじて 危害 を 遁れる 事が W 來た。 それ は元來 この 家に 昔から 守護神の 在す お蔭で あ 

る。 この.；：^ お 神 は 平生 小童の 形で 人の 前に あら はれ 給 ふので あって、 この 神の 冥 助に よって 希有の 命 

を 全うする 事が 出來 たのであった が、 この 事あって 以後し いふ もの、 伊經は 永く 證文 判定に 與 るべ か 

ら ざるの 由の 起^ を 立てた。 が、 たと ひ 起請 は 立て 、もこの 證文 判定の 方法 を 心得て ゐる 限り 厳密の 

勅定を 下された 時には 拜辭 する 事が 出來 ぬの を 慮り、 且は 末代に 至る に隨 つて 人心 彌々 猛惡 となって 


偽書 は續 出すべく、 .ズ 心 を揷 む^も 猶々 繁 かるべき を 思 ひ， 旁々 この 法 を斷絕 する に 如かす となし 

て、 遂に その子む 能に 傳授 しなかった。 爾後 四 代の 行 房に 到る 迄 遂に この 事 は 不沙汰で ある 云々。 

謀 誊ゃ僞 論旨の 類 はニ條 河原の 落 書 や 太平 記 を まつ 迄 もな く、 中世に 於て 盛 行した 事 を 思 ふとき、 

害 家が 藝術的 活動の みならす、 かくの 如き赏 際 的 方面に 用 ゐられ た 事 は、 當然 なりと は 云へ 頗る 興味 

深き もの あ， o と 云 はねば ならぬ。 

二 行  有 

伊 經の息 行 能に 就いては 「現 過錄」 に 建 長 五 年 十二月 三日 薨五 十三と あり、 更に 「五十 三」 を 「六 

十二」 と 訂正して ゐる。 蓋し この 訂正に 從 つて その 生命 は壽永 元年と すべきで あらう。 (もし 五十 三 

歲 とすると 建 仁 元年の 生れと なり、 輔 任に 「建 仁 元年 正月 六日」 とい へる に抵觸 してく る。 なほ 補任 

にも 年 齡は記 されて ゐ ないから、 今のところ は 右の 傳へ に 從ふ外 はない) 

管 見に 入った 行 能の 書道 上の 事蹟と して 最も 早い もの は 承 元三 年 五月 八日、 廿八歲 にして 父 伊經が 

うけた 才葉抄 を 人の 需に應 じて 書き 與 へて ゐる ことで ある。 卽ち同 誊の奧 に 次の 如くに 記 されて ゐ 

る。  、  發  • 

「右 一 卷 千代 丸 依 所望 害 與之畢  . 

承 元三 年 五月 八日  行  能」 

十 一 世 尊 寺 家書 道と 尊 H 流の 成な  三 二 七 


代 SS 想と 文化  三 二八 

千代 丸が 如何なる 人で あるか は 不^で あるが、 この頃 旣に行 能が 窖家 として かなり 認められて ゐた 

様子が 窺 はれる。 承 久ニ年 正乃廿 二日に は從四 位下に 敍 せられ、 翌承久 三年 十月 廿 八日に は攝 政家實 

の齚表 を淸^ して ゐる。 卽ち 漸く 晚 年に 及んだ 父 倂 經 (この 狻六 年に して 歿して ゐる) の 地位と 職務 

と を その まゝ& つて ゐる 事が 知ら^る。 翌貞應 元年 正 に は 從四位 上に 敍 せられ 同 十月 十六 日に は修 

理椎大 夫に 任せられて ゐる。 (I) かくして 朝廷に 父と 同様の 地位 を 占めた 行 能 は 父の 餘澤 を受げ つ、 

少 からぬ 功綏を 更に その上に 築いて ゐる。 左に その 靈なる もの を 列擧 してみ よう。 (上表 等の 染 躲 につ いて 

は な ほ 玉 粱脬仁 ；兀年 六 《« 七 日 • 嘉禎 元年 二月 廿  <  日 等の 倏參 照) 

(一) 常.： i:^ 陀羅疏 c 八 ：>  によると， 貞嗨 三华 四月 九日、 所謂 営 麻曼羅 陀を遨 花王 院 より 取 出された 

時， 行 能が その 銘文 を喾 いて やがて 常 麻 寺に 納めた とい ふ。 この 事に ついては 筆者 は 右の 「疏」 以外 

に 的確なる 史料 を 知らぬ もので あり、 且 この 「疏」 の 作者 酉 眷が贞 應を隔 る 1 一 百 五 • 六十 年後 のん な 

る を ^ふと、 この^-は 直ちに は 信じ 難いが、 今 は 姑く 疏の云 ふ 儘； i 彼の 事蹟と して 揭げ てお く。 

(二) 父 伊經は 千载^ の 外題に 染筆した が、 行 能 は 更に 新 勅撰 紫 を淸誊 して ゐる。 卽ち 明月 記文曆 

元年 三月 十二 日條に 次の 如く 見えて ゐる。 

「中 時 許 金吾來 云、 行 能 朝臣 終 勅撰 淸喾 送逍 之、 仍淸 書廿卷 |g 草廿卷 持参、 大殿 進入 之、 此 事已果 

遂悅思 食 由 被 仰 者 聞此事 心中 殊感 悅卽歸 了」 

行 能の、 この 眷を擔 うたに 就いては 或は 定 家の 推薦 もあった かと 想像され る。 定家は 平素 行 能と 相 


^やったら しく、 この 事 は 更に、 行 能の 歌道に も 秀で-て ゐた點 も 手 傅って ゐ たと 思 はれな。 明月 記寬 

喜 元年 十月 廿 六日 條 によると、 彼 は 行 能が 蓮華 王 院^ 美作國 某所の 事に 關 して 奏上す る 所あった に 就 

いて、 宣下 あるべき を 聞いて 「尤も 德 政と いふべ し、 八 代 之 手跡、 爭か抽 賞 無 からん や」 と 喜んで ゐ 

る そして 同時に これ 等の 文字に よっても、 父 伊經が 「重代 者 也」 と 云 はれた と 同じく、 行 能 亦 名筆 

行成の 流 を 掬む 入木 道の 嫡流た るの 意味に 於て 認められて ゐた 事、 卽 ちその 背後に 遠く m き 傳統を 負 

うて ゐ ると いふ 事が 特に 注意され る。 この 事 は 勿論 獨り伊 經 • 行 能に 於ての みなら 卞、 この 時代の 世 

尊 寺家歷 代の 人々 一般に 通 やる 最も 注目すべき 特徵 で. ある。 

.a 一つ 公卿 補任^ 賴ニ年 六： ^ 十三 日條 に、 行 能の 從 三位に 敍 せられた るに 註して 「書 左 近府額 賞」 

と ある。 父の 位 を 超えて 公卿の 列に 入る ことの 出來 たの は、 彼 自身に 於て は 勿論、 更に 世 尊 寺 家 爾^ 

の活 勁の 上に も^す 所少 からぬ もの ありし かと 思 はれる。 明月 記 建 保 元年 十一月 十四日 條に 「行 能^ 1 

額补 殿！^^ 塵」 と ある も 或は 右と 同じ こと を さす もので あらう か。 

(四- 「石山 寺 年代記 錄上」 に 仁 治元华 十月 十三 日從 三位 藤 原 朝臣 行 能 は 同 寺 額を眷 き、 その^ 大門 

に 掛けられた 由が みえて ゐる。 (集 古 十 種に も 見 ゆ、 但 7 伺 書に は 十二 日と す) 

(五) 行 能 はま、 た 荏 柄 天神 緣 起の 詞 書に 染筆した と傳 へられる。 t その 奥に 左の 記载が ある。 

• 「右 天神 之御緣 起， 鎌 倉^ 柄 天神 社 有 之 寫矣、 筆者 世 尊 寺 行 能 云々、 住 吉內藏 允」 

本お がその 內. およりみ て建久 頃の 作な りと する ことが 許されるならば、 年代の 點 よりす る 限り 右の 
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奧誊の 云 ふところ は その ま、 信す るに 足る であらう。 

,v  (六) 石 淸水文 誊所永 仁七华 一月 三日 附の石 淸良淸 よち 瀧淸 への 讓狀に 「行 能 槐門往 來」. なる もの 

が 見えて ゐる。 之が 行 能の 著で あるか、 如何なる ものな り や はな ほ 研究の 餘 地が あるが、 序に 附 加へ 

て おく。 

. (七) なほ、 行 能が 關來に 下向して ゐる こと は 彼の 生活、 殊に 後の世 尊 寺 家の 關 東に 於け る 活動と 

考へ • 併せて 注目すべき 所で あらう。 卽ち績 古今 集 (覉 旅) に 左の 行 能の 詠が 採られて ゐる。 

「 あつまに 下りて 侍.^ ける とき 旅 

の耿 あまたよ み 侍りけ るに 

三 立  一 了  $s 

バゃ ニー  \ や *H 

おなしく は 越えて やみ まし 白 川の 關の あなたの しほ かまの 浦」  . , 

關ぉ 下向に 關 して 管 兌に 入った 史料 はこの 一 つに 止： W るので あるが、 もし その 時期、 殊に その 目的 

槻緣等 を 知る ことが 出来るならば 彼の 一 生に 頗る 大きな 光を投 する こと ゝ なる であらう と 思 はれる。 

(なほ 新 編相模 風土記 圓资寺 の 項に 行 能の 名のみ えて ゐる事 は 右と 相 照す ベ きもので あらう) 

以 t 窨家 としての 行 能の 活動に ついて 筆者の 嘱目した もの を陳 ベて みたので あるが、 この ゎづ かな 

卜に よっても 彼が 朝廷に 用 ゐられ たのみなら や、 その 家 聲と筆 道の 堪能と は赏 時の 識者の 廣く認 

むる 所で あ. o 推 重す る 所と な つ て ゐた趣 は 凡そ 努髿 する 事が 出來 やう。 古今 著 聞 集 (七 能書) が 次 


の 如き 話を傳 へて ゐ るの はこれ 等の 事 實と相 表裏 する も のとして 頗る 深い 興味 を そ 、る ものが あ 

る a  ,  ，- 

行 能 は 延應ニ  (仁 治 元) 年 十 一 月廿 六日、 五十 歲 にして 出. 家して 寂然と 號し、 ■  (II 錄) 綾小路 三位 入 

道と よばれた。 (I 聞) 出家の 動機 は 明記され てゐ ない が 或は 病の 爲 であったら うか。 

著 聞 集に、 建 長 三年 八月の 頃、 當時 管弦の 名手と して 令名 高 かりし 樂音 寺の 法 深 房が、 その 持佛堂 

の IEI 額 揮毫 依 賴の爲 に 行 能 を 訪れた 話が 見えて ゐる。 折し も 行 能 は 日來の 所- 勞が 重って ゐた ので 臥し 

乍ら 之に 對 面した。 音 樂の 達者と 書道の 名手と は玆に 互に 胸襟 を 被いて 道に 對 する 信念と 熱情と を披 

瀝し 合った ので あつたが、 そのうちに 行 能の 語と して 次の 如くに 傳へ もれて ゐ るの は、 以て その 書道 

に對 する 心 構へ を 窺 ふに 足る ものが ある。 卽ち 行^ は、 病 旣に篤 かりし に拘 はらす、 その 依賴を 快諾 

して 「この 額に おきて は 精進して 害 侍べ し」 との 眞劍な 態度 を 示し、 且 「いかにも 之 を 書き 果てん まで 

はよ も 死 侍ら じ」 との 燃 ゆるが 如き 熱情 を 吐露して ゐるひ のみなら す、 家 道 そのものに 對 して は 「手 

かき また 多 けれども 朝の 御大 事に あ ふ もた くこの 家ば かり 也」 と 云った とい ふ。 以て その 泰山の 如き 

自信 を 想 見す ベ きで あらう し 先に 羅列した 彼の 事蹟の 背後に も かくの 如き 無限の 精進と 固き 自信の 支 

持す る もの ありし とするならば、 行 能に 對 する 時人の かくの 如き 推 重 また 決して 偶然なら ざる を 知る 

ベく 「廣橋 家所藏 斷簡」 收 むる 所の 次の 褒詞 また 必す しも 溢 美なら ざる を 思 はしめ る。 (同 斷簡の 筆 

者 及 ひ 成立 年代 は 不明で あるが、 その 全體の 調子から みて 後世の もので なく、 當時を 去る こと 遠から 
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ぬ ものなる べき は 凡そ 推知し 得る。 卽ち、 そのうちに 時人の 頭腦に 印象され た 行 能 をよ みとる 事が 可 

能で あらう) 

「 能眷 . 

昔 黄 帝 之 史^^ 之 時、 兑鳥跡 而與思 因 象形 而造 字、 以來眞 草 之 書法 竝與、 上中下 之 筆勢 相兮、 瓖靖 

Is 之 妙、 很盧ニ 門 之 名、 古旣有 之、 今 亦 有 之、 當時前 員 f 外 匠 作 藤 原 行 能 其 人 也、 禀 行成 卿 八 代 之 

後、 似 王 右 軍 七 代 之 孫、 可 |i 我 朝 之 伯英將 傳眞影 於 末お 矣」 

最後に 行 能が 番逍 について 如何なる 見解 を 持して ゐ たか、 吾々 の 最も 知りたい と 思ふ點 について、 

彼，：：！^ の 口に 出づ る 喾 論と して 確實 なる もの ゝ 有無 を今詳 かにす る を^: な いのは 最も 遺慽 とする 所で 

ある。 稷^ 喾靳從 へ雜) 所收 「金玉 積傳 桀」 本末 二 卷は奧 書に よると 行 能の 著 もしくは その 關係 する 

所と されて ゐる。 肇者は 今 その 眞僞 如何 等に ついても 之 を 的確に 斷じ 得ない。 仍ってた く奥喾 を揭げ 

て 諸賢の 高敎を まつ 事と する。 

「金玉^ 傅 m、 正 慕 元年 四月 六日、 宫內卿 藤 原 朝臣 行 能 在 判」 (下略)  • 

又、 ，「 唐 喾日害 文字 次第」 の奧書 をみ ると その 一 に  • 

「右 十二 様 六 欉體四 種 異形 者、 上古 自大^ 渡 本朝 秘說 也、 行 能 朝臣 傳之」 

と 記されて ゐる。 本 喾 は、 右奧 書に も 述べられて ゐる 通， 9、 十二 様、 六 種體、 四 種 異形 等の 項目 を 立て 

^條^ の 說明を 加 へ た 極めて 簡単な ものに 過ぎぬ。 その 行 能との 關 係の 實 否の 如き もとより 之 を 明に 


ゆ 


が 


, すべく もない。 が、 たく かかる ものが 行 能 その 人に 歸へ 

られ てゐる 所に また 書家と しての 行 能の 地位. を窈ふ ベ き 

であらう o 

行 能 自筆と して 筆者の 眼に 入った もの は 先に 觸れた 承 

久 三年 十 刀 廿 八日 筆 W 隈攝政 家 is 表 (III) 及び 關戶 

0 守 S 氏藏 消息の 二つに 過ぎぬ。 今、 後者 を揭げ てお く。 

へ 里 ン -  . 

「廿 三日 御 會始漏 人數候 云々、 殊数存 候、 事 之. 次第 候 

二 者 可 有 計 候 也、 多年 之餘執 難默止 候、 被 弃掼歟 之 風 問 

不限此 事 驚 思給炫 也、 世間 之 人口 思 候 も 猿 事に て、 一 

日 言， 上 之 趣 等 も あやうく 覺候 如何、 恐^ 謹 富 

0  三月 十八 日  、行 能」. 
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三 經 朝， 

行 能の 家風 を嗣 いだの は經 朝で ある。 補任， 现 過錄、 

大系 画に よって^ 保 三年に 誕生、 建 治 二 年 二月 卄 三日 六 
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十二 歳 を 以て 美 濃 國に薨 じて ゐる ことが 知られる。 現過錄 以下の 傳 ふるこの 薨去 年月の 誤な きこと が 

弘安十 一 年 二月 廿日、 息經 尹が 父の 十三 年 |迩 忌 を營 んでゐ ると いふ 勘 仲 記の 記事に よって 更に 確か^ 

られる e 尊卑 分脈、 日 野 一流 系圖等 によれば 彼の 實父は 行 能で なく 日 野賴資 であって、 行 能の 猶子と 

なった とい ふ。 その 年月 も. その 間の 事情 も 共に 不明で あるが、 或は 家の 道を嗣 がしめ る必耍 上から 出 

たので はない かと 想像され る。  . . 

經 朝の 活動 は 文 永. 建 治の 交を屮 心と する。 卽ち 鎌倉時代の 中期 を 占めて ゐる。 のみなら やその 活 

動の 舞臺も 京都に のみ 跼蹐 せす、 遠く 關溉 その他の 地に も 及び、 公家に 於ての みならす、 武家に よつ 

て も 劣ら や 推 重せられ て 居り、 その 事鑌 にして 史上 頗る 注意 せらる べき もの ゝ傳 へらる ゝも のまた 比 

較的 多い。 かゝる 意味に 於て は 鎌倉時代の 世 尊 寺 家の 中心的 存在で あり、 更に はこの 時代の 文化の 象 

徵的 地位 を 占む る ものと さへ も 云へ やう。 

その 目的 • 理由 は 不明で あるが 父 行 能が 關 東に 下向して ゐる こと は 先に 述べ た。 經朝も かなり 早く 

から 關 束と 直接の 關係を 結んで ゐる。 卽ち建 長 三年 (經朝 三十 七歲) の 頃に は 訴訟の 爲 めに 關 東に 在 

つたと 古今 著 聞^ 〈書道) は傳 へて ゐ るが、 この 時には 行 能の黉 ふ 所であった 事が 同書の 書きぶ りか 

も 察せられる。 何の 訴訟であった かも 不明で おる が、 とにかく 壯 年に 於け る 武家との この 關係 はこの 

後の 彼の 事癀を 見る 上に 見の がし 得ぬ 所で ある。 

世 尊 寺 家が 旣に行 能の 時から 關柬 武家と 密接な 關係を 結び その 支持 を 得て ゐた迹 について 著 閒集は 


次の 如くに 傳 へて ゐる。 卽ち建 長 三年. の 頃に 閑院 內裏遝 幸の 行 はれた 時、 年中行事^ 子 を 書くべき の 

由 宣下せられ た。 然るに 折惡 しく 行 能 は 老病の 床に 臥し 經朝 は 訴訟の 爲關來 に 下，！： 中で 不在で あ ひ 

た。 そこで 古い 障子 を 用ゐら れんと したが、 武家より その 然るべ からざる 由 を 奏上し！^ 非 世 尊. 寺 家の 

子孫 を 用 ゐら るべき を 奏請した。. そこで 經 朝の 子 生年 九歲 になる 小 が勅定 をう け たまつ て 喾進に - 

た、 と， いふ。.  --  ノ 

經朝 はこの 度の 關柬 下向 後 問 もな く 上洛した 事と 思 はれる。 爲經卿 記に よると 寬元四 年 三月 十三 日 

後蜣峨 上皇の 奉 爲に御 願文 を淸 書して ゐる。 ついで 建 長 七 年 正月に は 正 四 位下に 敍 せられ 弘長 元年 九 

月に は從 二位に 進んで ゐる "(so 以下 彼が 書 蹟の槪 略を迹 づけて みょう。 

建 長 五 年 七月 六日、 彼 は 近 江 國犬上 郡 西 明 寺の 額 を 書いた、 と傳 へられて ゐる。 或は 上洛 途次の こ 

とでで もあった らう か。 同 寺藏額 裏面 墨書 銘に  . 

「建 長 五年絲 七月 六日 3! 書 之  , 

從四位 上 行 左 京 徵大夫 藤 原 I 絰朝」 

と 記されて あ-ると いふ 西 明 寺 本堂 及 塔婆 修 © 工事 報 吿ヒ。 (但、 右に^ 長 五 年に 從四位 上と あるの は 前 

引祯任 I？ ふ 所の 建 長. ^年 敍正四 位下と 抵臌 してく るが 今 いづれ に適從 すべき か を 知らない。) . . 

文 永 三^-四月 廿 七日、 後嵯峨 上皇の 蓮華 王院 供養 を淸 書し 奉って ゐる (解 鏡 「北 野の 雪. o の を みても 

父祖 M 樣、 朝廷に 赘道を 以て 重ん せられて ゐた事 は 明かで ある。 が この 方面の 事蹟と して 最も 著しい 

十一 世 尊 寺 家書 道と 尊 圓琉の 成立  ニー 一三 五 
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の は 文 永 五 年 四月に 於け る， かの 第一 囘の 蒙古の 牒 狀に對 する 返 牒に筆 を 染めて ゐる ことで ある。 q 五 

代 帝王 杓 ss」) この 返牒、 は、 周知の 如く、 一旦 武家に 示された が、 關東 では 返 牒を與 へぬ こと ゝ なり、 實 

際に は 遂に 用 ゐられ なかった。 こ ゝ ではた，、 經 朝の 文字が 又も 關 東の 眼に 觸れる 機^が 與 へられた と 

いふ 點に 注意して おきたい。 

文 永 六 年 三月 卄 七日、 經朝 (五十 五歲) 父祖 を 超えて 正三位に 敍 せられ、 八月 十八 日に は 山城 國梅 

津の長 福 寺の 額 を 書いて ゐる。 (現 過錄 による，， ^古 十 種に は 十一 日と す) 長 福 寺 は 鎌倉時代 初期 仁 

安 年間 尼 其理の 建立に 係り、 殊に 鎌 倉 中期 頃 寺 運降昌 に， M つたら しく、 朝廷との 間に も 深い 關係を も- 

• 、 .  舉  * 

つに 到って ゐる。 (長 福 寺 文嘗、 雍 州れ 志、 山 州 名跻志 等)  - 

以上の 事 跷に徵 して、 嘗て 關 束に！ ^向した 經 朝が 弘 長の 頃から 文 永 七 年頃 迄卽ち 四十 五 • 六歲 から 

五十六 • 七歲頃 迄， 京都に 在って、 父祖の 粱を ついで 朝廷に 奉仕して ゐた こと は 凡そ 明かで ある。 が 

翌々 文 永 九 年、 彼 は、 その 動機 乃至 は 理由 及び その 詳細な 月日 は 不明で あるが、 また 關 束に 下って ゐ 

る。 而 して この度 及び それ 以後の 關柬 下向 乃至 居住 は ひとり 世 尊 寺 家の 歷史 のみなら す、 この 時代の 

喾道史 の 上に 於て、 或は もっと 廣く全 t 化 史的に みて 頗る 重要なる 意味 を も ■ つて ゐ ると いふ 點に於 

て、 彼の 業 精 中 最も 深い 關 心が 注がるべき であらう。 而 して 彼が 「心底 抄」 及び 「右筆 條々」 のニ甞 

論 を 著 はした こと， 更に 之を當 時の 幕府の きれもの として、 執權 政治 を事實 上 運用し 左右して 武家の 

問に 隱然 たる 勢力 を 占めて ゐた秋 田 城 介 安達泰盛に 傳 へ た. とい ふ 事實は その 中心 をな す。 


右兩 害と その 奧窨 によると、 經朝は 文 永 九 年 及び， 十二 年の 兩度關 東に 下向した。 その 際 安達泰盛に 

對 して 筆點の 故賓、 兩 家の 秘說 庭訓 を殘ら ゃ傳授 したと いふ。 今、 現存の 兩書 をみ ると 當時. の 傳授を 

後世の 人々 特に 世 尊 寺 家の人々 が 整理した と 紫せられ、 卽ち 傳授當 時の まゝ の 形で はない 様^ あり、 

且つ 前後 足 掛ゎづ か 四 年の ことで あるから 兩 誊を考 へ るに 當 つて は 之 を 分つ より は 寧ろ 相關聯 した 1 

番と 見做すべき であらう と 思 はれる。  • 

兩^ の 根本的な 特色 は、 云 はぐ 極めて 具體的 若しくは 實際 的な 所に 在る。 卽ち 諸種の 記錄 類の 誊き 

樣に關 する 一般^な 注意 を 問題の 中心に 置き、 傍ら 筆墨 砚の 取扱 ひ 方 及び 字體 等に 論及して ゐる。 卽 

% 筆墨硯 について は その 用 ひ 方、 善惡の 鑑別 法， 保存 法、 洗 ひ 方 等 を 手 短 かに 說 いて 居り、 字體 につ 

いても 異行 草の 三體に 就いて 僅かに 言及して ゐ るに 過ぎぬ。 之に 對し ヌ 誊樣」 の 項目 下に は宣 命辭狀 

を， はじめ 申 文、 願文、 經、 一 品經、 色紙 形、 外題、 講式、 戒牒、 銘、 卒塔婆， 扇、 繪詞、 屛風、 障子 

賢聖 障子， 消息の 表窨、 更に 和漢 朗詠の 窨 方にまで 及んで ゐる。 宣命 • 辭狀の 如き、 關 束に 赏際上 直 

^には^ 耍な かる べき ものまで 载 t; てゐる こと は甞鐯 としての 體载を 整 ふる 以外、 心底 抄 の奥誊 謂 ふ 

所の 「筆點 故 .K^ 於 我^ 不殘 一^ 稱以當 家 庭訓 也秘說 奉授」 云々 の詞の 偽らざる を 思 はしめ る。 卽ち 

本甞 はこの 點に 於て 數十 百年に わたって 養 はれた 世 尊 寺 家 書道の 傳統の 上に 根本的に 立って ゐる。 と 

同時に 「異^, 牒狀喾 様」 の 項目 及び 「自關 東 被 進 京都 御 敎書幷 事 書 様」 の 一 條を玄 て ゝ ゐる 所に この 

新しき 時代の 活 きた 新しき 動き を感 する ことが 出來 る。 卽ち經 朝の この 傳授は 之 を大觀 すれば 平安朝 
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の 古 來の害 道と 鎌倉時代の 新しき それと、 京都の 書道と 鎌 倉の それと、 公家の 書道と 武家の それと が 

初めて 玆に 結びつけられ たものと 云 ふこと が出來 やう。  、 - 

經朝 のこの 傅授が 右の 如くに 觀る ことが 許される 爲に は、 併し乍ら、 之 を 受けた 側の 安達泰盛、 延 

いて は 武家 一般の 側に 於て、 か、 る 方面に 對 して 如何なる 稃 度の 耍求を もち、 どの 程度の 關心 を拂っ 

てゐ. たか、 とい ふ 間 題が 一 應 顧みられる 所がなくて はならぬ。 

武家 幕府の 安定， 殊に 承久 以後 攝家將 軍の 擁立 を 中心として 公武が. 漸く 接近し 來 ると、 玆に 公家の 

文化 は 漸く 武家に 流入し 始める。 世が 泰平に 入り 武家 は玆に 政治家と しての 地位に 上昇して くると、 

この 勢 は 更に 促進され てく る。 從來 專ら尊 重され 重要視 されで 來た 武勇と 竝んで 或はむ しろ 之 を 超え 

て 平和的な 諸の 要求が 强 めら れて くる。 關柬の 書道 も 亦 この 趨勞に 沿うて 發展 して ゐる樣 である。， 

早く 源赏朝 は 歌道 &師定 家より 少 からぬ 歌書の 贈與 をう けて ゐる。 初代-の 攝家將 軍 藤 原賴經 ば- 脾仁 

元年 十月 上洛 參內 した 際、 父 道家よりの 贈物 繁多であった 中に 「拾遺 中納 言行 成 卿眞筆 古今 和歌 集」 

があった と 吾妻 鏡 は 特記して ゐる。 公家 赘道 流入の 一 端 を 示す 一 例と みる ことが 出來 る。 事赏 この， 頃 

以後、 眷 道は關 束に 在っても 武士に 必 须な藝 能の 一 に數 へられて ゐた。 その 事 は 吾妻 鏡に 「仁 治 二 年 

十二月 八日 辛 酉、 小 侍 所 番帳更 被 記 之、 每番堪 諸事 藝能之 者 一人 必被加 之、 手觚弓 馬 蹴 鞠 管弦 郢曲以 

下 事 云々、 諸人 隨其志 可 始此ー 藝之由 被 仰 是於時 依 可 有御耍 也」 (下略) とい ひ、 文應 元年 正月 廿日 條に 

も 「今日 於 御所 屮被 定^ 敎番衆 其 內於壯 士者哥 道 蹴 鞠 管弦 右筆 弓馬 郢曲 以下 都 以^ 一  藝之輩 於 時 依 可 


有 御 要/下略〕 等と 敍 して ゐ るに 徵 しても 明かで ある。 更に 寶治ニ 年 三月 十 一 日條に 「以堪 一 藝之輩 可 

候 幕府 近習 之 旨 被 仰 出， 殊可令 好 私 漢才藝 給 之 由 近日 有 其 沙汰 云々」 と あるが、 謂 ふ 所の 和漢 才藝亦 

た 窨道を 含む ものと 觀る ベ きで あらう。 

旣に關 束に 在って 書道の 重ん せらる ゝ こと 此の 如き もの ありし を 知るならば 特に この 道 を 好んだ 人 

人、 また 秀でた 人々 の尠 から ざり しこと、 また 不斷の 研鑽 精進の 積まれた りし 事 は 想像に 餘り ある。 

建 長 六 年 三 p -、 時賴は 日頃の 能書 を 選んで 大 般若 經 を書寫 せしめて ゐる。 («fsi 同) また 正 嘉ニ年 二 

月 最明寺 時 賴が故 朝 時の 十三 年 遠忌佛 事と して 七 ケ日五 種 行 を 營んだ 時 供養した 法 華經. 二部のう ち 一， 

部 を 「習 弘誓 院亞相 家 手跡 之 輩」 に 課して ゐる (^雄 日 崩) とい ふ事實 は、 直接に この 事を證 明して ゐ 

るので ある。 

弘誓 院 大納言 藤 原敎家 はこれ より 三年 前 建 長 ヒ^ 四月 廿 八日 六十， ニ歲を 以て 旣に薨 じて ゐる。 當時 

有名な 書家であって 殊に 關東 とも 深い 關係 があった らしく、 建 長 元^ 十 一 月廿 三日に は 將軍賴 嗣の永 

顳寺 供^に 際して 願文 を淸 書した と關東 評定 傳は傳 へ てゐ る。 敎家は 同じく 能書の 譽 高かった 攝政良 

經のニ 男に 生れ (建久 五 年) 飯 室 大納言と 稱 せら _れ 元 仁 元年 九月 三日、 正 二位 權 大納言 を 以て 出家し 

、 て 法名 を 慈 狨と號 した。 時に 年 三十 二。 平素 藤原定 家と は 相 善かった らしく、 これより 先 建 暦 二 年 正 

月に は定 家から 白 氏 文集 を借覽 して 居りへ l^si* 向) 出家に 際しても 九 乃 九日に は定 家に 消息して 來る 

廿日 受戒の 爲め 南都に， M;v 、へきの. G を ホ：： げてゐ る" 出家の 動機に ついては 公卿 補任が 「依 菩提心- 乜」 

十一 世 尊 寺 家書 道.」 尊阊 流の 成立  ， 三 11! 九 


錄& 時代 想と 文化  U1 四 o 

と 註して ゐる >  その 關柬 下向が 何時 如何なる 理由に もとづく か 等の 事情に 就いては 一 切 未詳で ある。 

(因みに^ 經が践 原敎- おに 受けた と 傅 へらる ゝ窨論 「才 葉抄」 の類從 本の 最後に 「 一 、 近來 弘誓 院殿 

の 御 箝を學 ^多".：^ S 失 也」. 云，、々 の 一項が 見えて ゐる。 が この 項 は 後世の 加筆と しない 限り， 才葉抄 の 

成立 年代と 銜 突して くる) 

敎 家の 誊 蹟の傳 へらる ゝ 

. もの 二三 を 拾って みるなら 

ば、 先づ 天台 座主 慈 回 が 四 

天 王 寺 別當に 補せられ て顚 

倒して 久しくな つた 繪堂を 

新造した 時、 依囑 せられて 

その 色紙 形 を淸窨 して ゐ 

る。 又、 文 暦 二 年 七月 鹿 政 

上人が 法 隨寺三 經院に 法相 

,宗 祖！： 曼陀羅 幷 太子 御^ を 

i 安置した 時 その 銘を かいて 

ゐる。 (競 I 別) なほ 本願 寺 


覺如は 十九 歲の 時より 敎 家に 隨逐 して 入木 道 をう けたと 最須敬 重繪詞 29 は傳 へて ゐる。 

敎 家の 自筆に して 管 見に 入った ものに 「貞應 三年 十 一 月 二十日 弟子 正 一 一位 行 櫂 大納言 藤 原 朝臣 敎家 

敬 a」 の 自署 ある 願文 (n^l^tKS^ び、 俾敎 家肇蒙 求の 寫本 (ISII) の 二つの みで ある 。筆 

者 は 後者に ついては その 卷 首の 寫眞版 をみ たのみで ぁゲ確 t に敎 家の 肇 なり や 否や を詳 にしない。 そ 

の $i 體に はや ゝ 特殊の 擗 のみ ゆるに 對し 前お (願文) は溫^ 壁の 如しと も 評すべく、 この 時代の 公家 

風の 一 典型に も擬す ベ きもの^ ある —— . そして か ゝ る もの も亦當 時の 關 束の 武士た ちの 手本であった 

ので ある。  ゝ * 

以上 敍 ベた 所 を 以て、 営^の 關束 武家が 書道に 如何なる 關 心を拂 つた か、 又 公家の 街 近 を 如何なる 

態 ぼ を 以て 迎へ たかの、 先の 問に 凡そ 答へ るに 足る ものと 筆者 は 信す る。 卽 ちその 受容に 當 つて かな. 

り 積極的なる もの を 武家 侧に豫 想す る ことが 出來 る。 而 して 世 尊寺經 朝から かの ニ甞論 をう けた^ 田 

城 介 安逵泰 盛 はが、 る 方面に 於ても 代表的 人物で あり、 少く とも その 一人な りし 歌 は、 彼が 早く 寳治 

二 年 九月、 十八^に して^ ばれて 將軍家 御所の 番 帳の 淸 書の 数に 列な つて ゐる こと 北) ¥に 正嘉 

二 年 十 月 十九 日 同じく^ 帳の 淸 書が 行 はれた 時には 泰盛は 「別の 仰に よって」 之 を 奉じて ゐる など 

の祺 によっても 察せられる。 なほ 彼の 兄 城 四 郞左衞 門 尉 時 盛 亦た 能窨 なりし 様 は、 將軍家 小 侍 衆徒 番 

の H& の淸昝 を 命せられ てゐ る」 も 知られる。 (I 體^ f 兀) 、 

泰 盛が 喾を 好み 且つ 善くして 幕府 當路 の認 むる 所と なって ゐた とい ふ 事 は、 恐らく 他の 人に 於け る 
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よりも 遙 かに 大きな 影響と 意義と を 武家の 窨 道の 上に 持った。 何故と なれば、 彼泰盛 は當時 幕府の 中 

^；, お 地位に 在り、 殊に 時宗 執權の 前後よ. ^幕府の 全權を 殆ど 一 身に 集めて ゐ たのであって、 「なほ 泰盛 

に 就いて け 別 楠 「秋 E 狨 介お^」 を參 照せ、 りれ たい) かくの 如き 有力なる 泰 盛が 經 朝を眷 顧し おと/い ふ 事 は 之 を 

軍に 二人 だけの 私^と しての み 看過すな こと は 許されぬ ものが あるで あらう。 而し てこの 事 は 次に 述 

ベる 高野山の 町 石 建立、 之に 繾 はる 經朝關 係の 傅へ を考へ 併せる 時、 益々 然る ベ きを 覺ぇ るので あ 

る。 リ，"  ... き； p.. リ. き-/:  .  .  ，& ^霧： おき， ife  .. 

文 永 二 年 三月、 高野山 遍 照光院 の^ 教 上人 は 高野山 慈 尊^より 奧院に 到る 路すぢ に 町 石 を 建てん こ 

と を發^ して 廣く十 方の ^那 S 助力 を勸 進した。 祖父 景盛 以來 高野山と は緣の 深い 秋 田 城 介 一 門緣者 

を 初め 將軍 • 執權 更に 有力なる 關 東諸將 之に 參 加した。 のみなら す、 畏くも 後嵯峨 天皇の 御 助賛を さ 

へ 賜 ふの 榮に 浴した。 この. 事業 は 前後 廿ー ケ年を 要して 弘 安八 年に 到って 完成し 十月 落慶 供養が 行 は 

れた。 が この 町 石 卒塔婆の 漢字 (これに は 梵漢兩 字が 刻まれて ゐ る). 筆者に 關 して 諸 書に 異論が あ 

り、 「通念^ 笫九」 は 之ビ經 朝に 「蓊野 春秋」 「覺数 町 石勸集 帳」 「高野山 町 石 供養 願文 寫」 に は 或は 行 

能と し 又 「經 朝と 申 人も^ 之、 しかと は究 り-: 小屮」 云々 と あると いふ。 今 之 を 的確に 定める こと は不 

W 能に 近いが、 年代の 點 からみて 行 能說は 採る ことが 出来ぬ。 經 朝に 歸 する 事 はこの 點 から は 許され 

る。 のみなら す、 i 盛の カを盡 して ゐる町 石め 文字の 筆者に 經 朝を擬 する 事 は、 先の 如き 兩 人の、 更 

に、 經 朝と 關^ 武家との 關係を 顧みる 時、 最も 適當 なるべき を覺 える。 而も 經 朝の 筆蹟が 各地 方に 廣 


く 存在して ゐる とい ふ. 事赏 もこ の 推定 を 助ける もので あらう。 (この & 石の 事 は專ら 水^ 堯 榮氏藏 「高野山 金石 闳 

^」 卜-による)  •  〜 、  . ， 

•  ■ -  .  <ュ" r  考  ,  ■ 」  一-.  一.  -  ^  ^  ： つ-へ- 

以上 を 要約して 吾々 は 次の 如くに 考 へ る ことが 出來 る。 卽ち經 朝の 1 東 下向に よって、.. 鎌倉時代 中 

期に おって 武家 は 公家の 書道、 就中 世 尊 寺 家の それ を 直接に 傳 へられる 事が 出來 た。 而も それ は 主 tj 

して 安達泰盛と いふ 武家め， 中心人物 を 通じて、 くあった だけに、 その 影響の 及ぶ 所 蓋し 頗る 廣く 深い も 

のがあった。 而 して それ 等の 事に また 同時に 從來 武家が 一般的に 書道に 對 して 深せ 關心を 注ぎ、、 自ら 

進んで 之 を 求めん とする、 かなり 强ぃ耍 求を懷 いて 居り. また その 能力 を備 へて ゐた とや ふ 事 を 示して 

ゐ るので ある" と。  - 

かくして こ  >  に 吾々 は 世 尊. 寺 家の 書道が この頃 武家に 與 へ た 影響の 少 からす 存 せし を想丄 ので あ 

るが、. た パ遺慽 な ことに は 今日 迄のと ころ 經 朝の 筆蹟の 的確なる ものに 接する を 得ぬ 事で ある。 彼の 

お^として はた、、、 諸 書の 傳 ふる 所に 一 應の 注意 を拂 ふに 止まる の 有様で ある。 近 江 國西明 寺の 額 を 書 

いたとの^ へ は 先に 一 言上た。 なほ 「^古 十 種」 によれば 文 永 十一 年 伊勢 國 伊奈 富 神社の 額 を、 建 治 

元年 六刈卄 四日に は武藏 I； 多 摩 郡 谷 保 村 天神の 額、 を 書いた とい ふ。 また 先に 行 能の 場合に I 寸言 及し 

た 永 仁 七尔 四月 附石淸 水良淸 より 瀧淸 へ の 讓狀に は 

「滿月 經朝卿 手跡」  . 

と 兄え てゐ る。 これ はどうい ふ ものである か はっきり しない。 或は 經朝 筆の 「滿 月」 の 二字の 意で で 

十、 i  寺^ 書逍： ほ闾 流の 成立  一 11 四 三 
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も あらう か。 とにかく これは^ 朝の 筆蹟が^ 時の 人々 に 重ん せられた 事 を 的確に 示す 最も 古い 史料と 

して 最も 注目 さる ベ きで ある。 

三ィ 二十 三ィ 

經 朝は晚 年に は 上洛したら しいが， ^仁 二 年 二月： 日 六十 ニ歲を B て薨 じたの は 美 濃國に 於て く あ 

つたと 現 過 錄は傳 へる、 尊卑 分呢^ その 理由 を說 明して 「依 造 位記 犯 被 追 京師」 として ゐる。 その 詳 

細な 事情に 至って は 今 何等 知る に 由ない。 

外面 的な 動きに 比較的 乏しい 書道 史 乃至 は 世 尊 寺 家の 歴史の 上に 在って は經 朝の 生涯 は 波瀾と 活動 

とに 富んで ゐ たと 評して よから う。 たく 吾人の 惜む所 は 之に 相應 すべ き 書法 害 風 そのもの ゝ變遷 の、 

直接 且つ 具體 的に 窺 ひ 得. ベ き 手がかりの 得られぬ とい ふ 點に存 する？ 

• . 四經尹 附定成  /  _ 

綏 朝の 長 ^經 尹， 二 男 定成亦 能筆と して 父の 後を嗣 いで ゐる。 

公卿 ^任に よれば 經尹 は延慶 三年 二月 日 六十 四歲 にして 出家して 寂 尹と 號 して ゐる。 卽ち寶 治 元 

年の 生れ， i なる。 薨 年に ついては 「現 過錄」 に 「元 應ニ年 六月 八日 薨 六十 有 九」 と ある。 他の 史料に 

接し はぬ 今、 姑く この 元 應ニ年 說に從 つてお くべき であらう。 但延慶 三年 六十 四歲 として 算定 すれば 

元應ニ 年に は 七十 四歲 とな. 5 「現 過錄」 § 六 十九 歲說と は 合致し ない。 因みに 前 引の 著 聞 集に は 建 長 

三年の 頃に 九歲の 小童 云々 と ある は 或は 經 尹の 事で あらう か。 • 


(！ a)  ^尹 は ツネ タ，、 と鰂 むべき か、 又は ツネ マ サ となす ベ きか、 「二 判 問答」 に 次の 一 項 ある を みれば 或は 後者に 從 ふべ きで あ 

らう か。 「一、 * 矶 名せ、 令餽顕 用 之條 W 爲 如何 哉、 冷泉 爲尹卿 政 爲卿字 替其例 候、 不替字 者 可 有 憚 哉」 と。 

經尹 が弘安 十一 (正應 元) 年 一 (月 廿日 四十 ニ歲の 時、 父經 朝の 十三 年忌 を 京に 於て 修 しで ゐる事 は 

先に 述べた。 彼 は 管 見に 入った 史料の 關 する 限り、 主として 京 附近に 住して 誊を 以-て 朝廷に 奉仕した 

らしく、  ^く關 ^其 他の 地方に 在った 確證は 見えない。 今 その 省^の 主なる もの を 拾って みると、 

(一) 六 條逍場 本 「一遍 聖繪」 の 外題 は その 奧窨 によると 正 安元 年 八日 經 尹の 筆に 成る と傳 へられ 

る。 卽ち 奥^に 「正 安：： 儿年已 ：：：- 八月 卄 三日、 两方 行人 聖戒記 之畢、 畫圖 法眼 圓伊、 外蹬三 品經尹 卿」 

と ある。  -  一 - 

•01) 正 安二 年 三月 六日、 後 伏 化 天皇、 淸水塔 御供 養に 際して は 御 願文 を淸 書し 奉って ゐる。 (fs 

8 德治三 (延慶 元) 年 正月 卄六 H 後 宇多院が 束 寺に 於て 傳法灌 頂 を 受けさせ 給うた 時、 御 諷誦 

消^ を 邦 命して ゐる。 Igs ぎ  、 

(四) 出家して 寂 尹と 狨 したの は 延慶 三年 二月 廿日で あるが、 その 翌年 卽ち 延慶四 (應長 元) 年 四 

月卄 六日に は 「正 一位 大山 積 神せ」 の 額 を 書いた が、 その 裏面に は 「延慶 四 年 I 四月 廿 六日 窨之 沙 

彌寂 尹」 との 署名の^ する 由 を 「^古.： "種」 は傳 へて ゐる。 

^逍 における 彼の 業蹟 おして^ 人の 管 見に 入った もの を列擧 したる 後、 彼の 書家と しての 活動 中、 

十 一 佌はォ ぶせ 道」」 は阆 流の 成立  つ  11 一四 五 
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甞道 史上 最も 要と 思 はれる 點に 就いて、 卽ち i: 家 流の 祖 としての 尊圓 親王との 底接關 係に ついて、 

次に 考 へ てみ よう。 

「お 殊院 文^」 所收の 親王の 御抄 「入木 口 傳抄」 の 御自身の 奧書 によると， 親王 御歲 十四の 應長 元年 

十二月、 费道學 習の 事に 就いて 入道 經尹 卿に 觸遣 はされ る 所があった。 乃ち 經朝 は覺伊 僧都 を 使者と 

して 親王の 御手 跡 を 頂戴し 之を拜 兄して 御返窨 を 奉って その 御 能書 を 褒め 且勵 まし 奉り、 且、 その子 

行 尹を師 となし 給 ふべき 事、 及び 手本の 事に ついて 併せ 言上す る 所があった.。 卽 ちその 御 返事の 趣 は 

次の 如くであった。  . 

「尤 器お 也、 殊可 稽古 哉、 老體 (經尹 時に 六十 五歲) 參仕 難治 也、 行 尹 器量 者 也、 可 召 進 之、 殊可申 

御 e 之 由 可 仰 含 也、 手本 眞名 行成、 假名 伊經 可宜」  . 

^^^王が 先づ師 とし 給うた の はかくして 行 尹であった ので あるが、 行 尹 を 推薦し 奉った の は父經 

尹であった 事 を 思へば、 親王の 御 書道に は經 尹の 書道 は 忘れる ことの 出來ぬ 一 要素で あり 一 基石で あ 

つたと 云 はねば ならぬ。  に 

最後に 經尹 について 典 味 ある 史料 を 二つ 陳べ てお きたい。：  . 

朝 陽 閣^ 古に 經 尹の 消^が 一通 收 めら れてゐ る。 卽ち經 尹が 道風ノ 佐理、 行成の 三蹟を 朝廷より 賜 

はった 事 を 示せる ものである- その 前後め 事情の 詳 なる 點に ついては 猶 研究の 餘 地が 多く 殘 されて ゐ 

るが、 以て 誊家 としての 彼を考 ふる 一助 ともなし 得 やう。 (本文の 前に は 小 野道 風 筆蹟と 稱 する もの、 


後に は 藤 原 行成の 筆蹟が 收 めて あるが 共に 省略す る) 

S 風， 佐理、 行成-二 s  龍^ If よ S  、  t  . .. 

「近 曾屬 閑暇、 向 西郊 別墅， 秋 之 風 氣誠以 蕭條、 西 有 紅 錦繡之 山、 南 有 碧 瑠璃 之 水、.' 庭 丄有兩 三 叢 之 

蘭 菊， 門 前 有 數十頃 之 田闱、 加 之謌堂 儺閣 之甚、 弋林釣 諸 館 苻吞如 雲 夢 之 者 八 九 矣、， 登山 臨 水、 暫以 

徘徊 之 間、 武衞， 相 公、 源 M 林， 玆給 事、 中 傳中尙 書 等、 不期 來會， 七賢 林之曩 跡， 舆 有餘、 欲罷不 

能、 終日 遊蕩、 乖^ 歸洛事 起、 ^卒不 啓 案內、 仍勒 子細， 粗 達 上聞 之 狀如件 

斯三賢 之^ 跡、 常 家相 傳之 後、 爲勅 物， 而又 拜領所 秘藏也  本主經 尹」 

次に 經 尹の 名が、 金澤 文庫 現藏 する 所の 次の 金澤 負顯 自筆 狀に みえて 而も 書道 上に おける その 活動 

が 知られる こと は 頗る 典 味 深き ものが ある。 卽 ち父經 朝と 同じく 武家と 交涉 ありし 事が 明かに される 

のみなら や、 又金潭 氏の 歴代が 學問を 好みし 事實、 また 先に 觸れた 安達泰盛と 菊戚關 係に ありし 事 

(贞 顯 の父顯 時の 室 は 泰盛女 負顯は 恐らく その 所 生で あらう。 なほ 金澤， 安達 兩 氏の 親近 關 係に 就 

いて • は 前 稿 「秋 田 城介泰 盛」 を參 照せられ たい) など を考へ 併せる と 一層の 興 を 竣られ る。 

(前 S) 「下向 候、 又 ロ廿 八日 佛事^ 經等調 下 之 候、 依 彼 珍事、 佛經等 不思様 候 歎 入 候、 諷誦 願文 雖草 

案出 來候、 經尹卿 御 淸書を 跳て 候 か 未出來 也、 追 忿可令 進 之 候、 彼佛 事-一は あ ひ 候 はて 何事 も不執 

沙汰 候、 歎 入 候、 是 にても 如 形 讀嘆佛 經鳴鐘 候 也、 委細 期惠 筌坊 下向 之 便宜 候 恐々 謹言 

三月 十日  ノ，，  . 、 , 中 務大輔 貞 
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明 忍 御 房」  . 

年 は 不明で あるが 謂 ふ 所の 「廿 八日」 は 蓋し 父顯 時の 命日で あり、 その 供養の 佛 事の 爲の淸 書を經 

尹に 跳へ たものと 思 はれる。 恐らく 貞顯の 京都 六 波 羅在屈 中の ことで あらう。 なほ 貞顯 自身の 能筆 も 

經 尹との 關 係に 於て 考 ふべき ものが あるので はなから うか。 因みに、 延慶 元年、 圓覺寺 額に 伏 見 天皇 

宸筆を 頂戴して 貞顯が 之 を 關柬に 取次いで ゐる こと もこ ゝ に 想起して おきたい。 

「圓赍 寺 額 事 任 被 仰 下 之 旨 可 令 申入 仙 洞 器 兌 給 由お々 任. ^西 園 寺 殿 53 公 候 之 處悉被 下 k 

震筆攸 子細 定娃崎 三 郞左衞 1： 入道 令 言上 候 歟以此 旨 可 有洩御 披露 候恐惶 謹言， 

(延 兀^」 

十 一 月 七日  越後 守貞 顯 (I) 

進上 尾 藤左衞 US 殿」 複ま)  ， 

伏 見 天皇の 御名 筆に まし ましし こと は 史上 著名なる ところなる こと は 今 あらためて 云 ふまで もなか 

らう o  、 

綞 尹に. つ い. て考 へ た^でに 亦た 當 時の 手 かきとして 認められた その 弟定 成に 就いて 一 言レ てお きた 

「租 過錄」 によると 彼 は， 「應長 元年 四月 七日 卒 〜三十 有 三」 となって ゐ るが、 この 年齢に は 大き^ 誤 

が ある。 ^し 之に 從 へば 兄經 尹との 間に 三十 二と いふ 年齢 上の 大きな 開きが 生す るの みならす、 その 
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十一 世^ 寺 家 . ，圓 流の 成立 


生年 は弘 安二 年と せねば ならなくなる。 旣に その 三年 前 

建 治 二 年 四月に、 藤 原 忠雄は 前述の 經 朝の 「心底 抄 J を 

定成ゅ 本に よって 寫 して 居り な ほ 飛鳥 井雅 有の 

「はるの みやまち」 弘安 三年 正月 一 日條に は和耿 所^ 仕 

の 一 人と して 「むかしの 手 かき 歌よ みの 行成 大納言の す 

ゑに 經朝 三位の 二 男前 石 見守 定成」 みえて ゐる。 旁々 今 

は 前 田家 本 皇代曆 の 「永 仁 六 年 十二月 ネ 馬頭 定成 朝臣 卒 

^十」 と あるに， 從ふ ベく、 從 つて 建 長 六 年の 生れと なる。 

建 治 以前から 書道の 上に 活動して ゐた事 は 右の 「心底 

抄」 に 於ても うかぐ はれる。 兄經 尹と 竝ん でき 家と して- 

奉仕して ゐた 事ば 弘安六 年 十一月、 上皇 八幡 御幸の 時 御 

願文 淸寄を (i 沖) 正 應五年 十月 十五 日に は 後深草 院の御 

願文 C 第四圜 W 淸書 をう けた ま は つて ゐる 事に 明かで ある。 

が 家督でなかった 故 かその 事 蹐の傳 へらる 、もの は 比較 

的 少ぃ樣 である。 たく 彼の 書家と しての 地位 乃至 は名聲 

が 先に 見た 樣に 特に 祖先 行成と むすびつけて 考 へ られて 

I 一一 四 九 
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ゐる とい ふこと は W び こ、 に 銘記して-おく 必要が ある。 

五 尊圓 親王と 行 房 • 行 尹 

經 尹の 总 として 行 房- 行 尹 二人が 書道に 秀で 、居. o、 特に 行 尹 は 父の 認 むる 所であった 事 は 先に 述 

*  へた 如くで ある-  ノ 

行 房 は 家 を 一 條と稱 し， 藏 人頭に 至り 左 近衞， 將， を 兼ねた。 (g) 後醍醐 天皇の 中 舆の政 を 翼賛し 奉 

つた 忠はの 一 人なる 事 は 周く 知らる 、所で ある。 卽ち 天皇の 笠 置 御 潜行、 隱岐遷 御に 扈從し 奉って わ 

る。 (狱 ノー 光 餒院御 卽位大 嘗會に 際し 悠基 主甚 屏風の 筆者な かりし により、 京に は 召還 せんの 議 さへ 

あつたが もとより 行 房の 心 を 動かす に は 足らなかった。 ( f f !^J5, ) 

元弘 三年め 還 幸に 聖 駕に從 つて 入京した。 (、お 卞) 足 利 尊 氏の 叛後 もせ 軍と して 天業 恢弘の 爲に備 さ 

に 辛苦 を 嘗め 各所に 轉戰 し、 遂に 延 元元 年金 崎 城と 運命 を 共に して 壯烈 なる 戰死を 遂げた 事 は 太平 記 

にも 傅へ. られて 居. o、 その 妹 (分脈に は 女と なす) が 新田 義貞に 嫁して ゐる 事と 共に 廣く 人の 知る 所 

である。  -  - 

. 併し 行 房の 後世に 殘 しおもの は獨 りかくの 如き 勤王の 業に 止ら す、 この 兵馬 倥傯の 間に 在って よく 

箕裘の 業を嗣 いで 能喾の 春 を 全うし 以て 家 聲を墮 さなかった 事、 更に 尊圆 親王との 直接の 師^の 關係 

に 於て 尊圓流 成立の 某 #- となった 事 は： 世 @ 寺 家の 歷史の 上からの みな. らす、 日本史 上に 於ても 特肇 


大畨 されねば ならぬ。  ，• 

^行 尹が 父經 尹の 推鹧 によって 當時 十四 歳に おはした 尊圓 親王の 入木 道の 御 提撕に 任じた こと は 先 

にも 「入木 口 傳抄」 によって 知った。 なほ 同書に よると 親王 は 之に 從 つて 十五 • 六 歲のニ 年間， その 

»  -, ：ぷ -.V-  .  #  - 

道に 精^し 給うた。 その後 十七 歳より 四 • 五 年間 は 專ら佛 道に 御 心 を 傾けさせられた 爲に 御手 習に 及 

ば や： たくさり 難き 人々 の需 めに 應 じて 淸 書な ど 試み 給 ふに 過ぎなかった。 が 文 保の 頃、 行 尹が 關東， 

に 难籠沒 落して 指南 を 失 ひ 給うて より は、 代って 行 房が 御 指導の 任に 當る こと、 なった。 建武 以後 は 

行 尹^^ s 爲め、 また 行 尹に 御 諮 決に なつ. た。 行 尹 は 京都の 朝廷に 仕へ て貞和 ニ年從 三位に 敍 し觀應 

元た 牛 正月 十四日 を 以て 薨 じて ゐる。 (翅) 

以上 世. 尊 寺伊經 以下 行 房、 行 尹に 到る までの 世 尊 寺家歷 代の、 書家と しての 活動の 迹を槪 観した。 

が^ 者が 今 この 冗漫な 敍述と 瑣末な 斷片的 史料の 羅列 を敢 へ てした 所以の もの は、 決して 同家の 年代 

記 を 作製す る 事 を. 目的と したので はなく、 此の 如き 素描に よっても こ-の 時代の 書道の 動きの ； 面 を 窺 

知し^ べき を 信す るから に 外ならぬ。  ， .  - 

この 時代の 世 尊 寺 流の 特色 は 何處に 在った か。 吾人 は その 第一と して、 そ の傳統 主義 的なる 二と、 

保守的なる 點 を先づ 指摘したい。 伊 經が父 伊行、 又 藤 原 敎長等 を 通じて 平安朝 書道 を繼 承して ゐる事 

は 云 ふまで もな く、 爾後 行 能 • 經 朝 以下 何れも 父祖の 迹を逐 ひ、 父祖 を 通して 結局 平安朝 書道 を學 ぶ. 

ヽ 十 一 世お 寺 家^ 道と 尊阓^ の 成立  - 一  五 一 
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ことが 彼等の 意 圆の屮 心 をな して ゐ たこと は、 その、 極めて 動きに 乏しい 業績 全體を 通しても 感得せ 

られ る。 その 間、 各 ft: の 個性 を 生かし、 新機軸 を 出し、 獨創を 試みん とする 要求が、 勿論、 缺 けてゐ 

たと は 云 へぬ にせよ. ギ安 朝に 比すれば 頗る 微弱であった^ は 之 を 認めねば ならぬ 。鐡 線の 組合せの 

如く 剛ぃ淡 字から 流る ゝ 水の 如き 綿 草 を 生み、 又、 R 本 的なる 眞行草 等の 各方 面に 一 應の 完成. 示し 

た 平安朝の 後 をう けた この 時代と して、 それ は 一 而 避け 難き 必然の 勢で もあった とば 云 へ、 例へ ば 嗟 

峨 天皇、 弘法 大. 帥， 橘 逸勢の 三筆 を 始め 道 風， 小 野 美材、 佐理、 行成 下って は 堀 河 俊 房、 法 性 寺忠通 

等の 平安朝 諸 名家が、 この 時代に 於て 殆ど 無お 別 的に 無條 件に 崇拜 されて ゐ ると いふ 事 货、 詳言 すれ 

ば、 それ 自身の 間に 夫々 强ぃ 個性的^ 別の 存せ るに 拘 はらす、 か、 る 側 は 比較的 閑却され て、 何れも 

一 括して 單に讃 嘆の 對象 とされて ゐる とい ふ事赏 (例 へ ば 著 聞 集の 「書道」 の 部 を 見よ) は、 この 時 

代の 铧道 自身の」 豫耍 性格 を 雄 辯に 物語る ものと 覜る ベく、 而 して 世 尊 寺 家 は 行成 以來の 家と して 平 

安朝赉 道の 正統 的 繼承者 を 以て 自他 共に 任じて ゐ たぐけ に、 かくの 如き 時代 的 趨勢 を 代^す るの 地位 

に 立って ゐ たとい ふこと が出來 る。 この 寧赏 はまた、 害 道に 關 する 逸話と して、 弘法 大帥 • 行成 • 佐 

理 等に^い て、 この 時代に 於て 多く 傳 へられて ゐ るに 對 して、 この 時代 自身の 世 尊 寺 家の人々 につい 

て は if めて 乏しく、 むしろ 殆ど 傳 へらる ゝ 所がない とい ふ事實 にも その 片鱗 を 見得る。  . 

世^ 寺 家の 眼界が 此の 如き 狹ぃ範 園に 跼蹐 して ゐ たとい ふ 事 はまた、 その、 支那 誊 道へ， の 無 ii 心と 

いふ 事實 とも 關聯 して ゐる。 平安朝の 諸 名家が 支那 書道に 育まれた にも 拘 はら や、 又、 鎌倉時代に 於 


て も 大陸 窨 道の 輸入 少 から ざり しにお 關 せす、 世^ 寺 家 はこの 方 ぼに 殆ど 眼 を 開いて ゐな. い。 少 くと 

も 管 見 史料の 關 する 限り、 この 事は大 誤な き 所で あると 思 はれる。 

かくして この 時代の 世 尊 寺 家の 業績 は、 結局、 平安朝 書道の^ 拜、 研究、 而 して 繼承、 維持に その 

目標が 置かれて あつたと いふに 盡 きる。 前代に は 未だ 充分に 纏められ るに 及ばなかった 「書 論」 の 成 

立、 その 口 傳傳授 の 流行 等の 事實が この 時代の 書道の 上に， 著しく 注目され るに 到った の も 時^の 右の 

如き 特色の 一 反映と も觀る ベ きで あらう。 

© 回 親王が 御歲 十四の 冬 初め て 番^ 世 尊 寺 行 尹に 學び給 ひし を 第 I 步 として、 元弘 I 武 以後に 及ぶ 

迄 その 兄弟 を師 とし 給うた 事 は 先に 述べ た 如くで ある。 この 長き に 亙って 兩 人より 傳 へ られて 御 耳に 

留 つた 所 を、 文 和 元年 御歲 五十 圧^ 時、 親しく 類聚して 筆錄し 給^た ものが 卽ち 先に も引證 した 「入 

木口 俾抄」 であった。 親王 書參 照〕 かくして 本書 は、 直接に は 云 は，、 この 三 書家の 合作に 成 

る ものであるが- ^に 之を歷 史的に 觀れ ば、. 世 尊 寺 家の 祖先よ， 9 數十 百年に 亙って 保^されて 來た家 

道の 口 傅が、 行 房. 行 尹 兄^の 口 を 通じて 傳 へられて ゐ るので あって、 卽ち そこに はこの 長き 間の 努 

力と 體驗 とのうちに 醞 醸された ものが 壓 縮され てゐる ものと 觀る ベく、 逆に 云 ひか へれば、 以上 筆者 

が伊經 以下に 於て 迹 づけて 來た世 尊 寺 家の人々 の誊道 上の 活動 は、 大體に 於て， 本喾に 示された もの 

の內容 をな し、 本書 は その 基礎の 上に 展開され て來て やる ものと 考 へる 事が 出來 る。 結局、 彼等の 全 
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活動 は 本番 一 部に 91 せる ものと や ふ も 放て 過言で はなから う。 

木せ は をの 內容を 「額 事」 一 色紙 形 事」 「繪詞 事」 「扇 手 習 事」 「惣手 • 習 事」. r 惣淸書 事」 r 一  品經 事」 

「野 跡^-」 一 天神 御 詩 事」 「殿上 時簡 事」 「賢聖 障子 事」 「證文 謀 赏 ^定^」 の 九 項に 分って ゐる。 この 

點： 內容の 精粗 は 別と して、 その 火 綱に 於て 先の 經 朝の！ と 殆ど 異る 所がない。 而 して その 記す 所 

は 行 一お 或は 行 尹の 口 傅で あるが、 而も 同時に その ま、 伊 經 • 行 能の、 また 溯って 行成 • 道. 風 • 佐 理 • 

忠通， 更に 弘法 大師 等の 能誊 名筆の 說 であって、 行 房 等 自身の 個性の、 書 論と して 凝結せ る ものな 

く、 殆んど 全く^の.， へ ご，- 見せて ゐな い。 卽ち 本書が、 世 尊 十； 寸家窨 道の； 一象 徵 なる 所以で あり、 同時に 

この ^代の^ 道の 一 面 を 代表す る ものと 考 へらる 、所以. である。 

伏 見， 天皇の 皇子 天台.！^ 主 尊圓 親王 一 f^lusu) が 稀世の 名筆に して、 尊圓 流 又は 靑莲 を 創 

始 せら， れ、 遠く 後世の 窨道を 風靡した 御 家 流の 祖と 仰がれ 給うた 串 はわが 眷道. 史上に 著しい 所で あつ 

て 今れ 言 を耍 しないが、 先に 述べた 通り、 尊圓， 親王の 御 書道が 初め 世 尊 寺の 流れ を 掬 まれた 事、 卽ち 

か. の 降^ を 致す ベ き^ 命 を擔 つて ゐた笾 ^流、 延いては 御 家 流が この 保守的に してむ しろ 沈 滯の色 濃 

き 世^ 寺 流に その 源の 一 を發 して ゐる^ を 思 ふ 時、 この 大きな 轉換は 如何にして 生れた の であるい 

#  『  /  一  ^^な 

が， 頗る 興味 ある 問題と して 吾人の 眼前に 浮んで くる。 卽ち 吾人の 關 心は玆 に尊圓 親王の 書家と して 

の 御 業績の 生命が 何で あり、 那 邊に存 した かに柒 中され て來 るので ある。 

赉家 としての 親王の 御 活動 を傳 ふる 史料 は 比較的 豊富で あるが、 吾人の 今の 問題の 中心. I- かの 轉 


換を 直接 暗示すべき もの は そこに は實は 見當ら ぬ、 とい ふべき であらう。 かくの 如き は 之 を 明かに す 

ベく 餘り にも 微妙であって、 結局 親王の 御 天資に よる、 とのみ 答へ る 外 はない。 今 はたぐ 上來屡 引用 

して 來た 「入木 口 傳抄」 丄對 照し つ 、親王の 御 書 論 「入木 抄」 を考 へる ことによって その 片鱗 を. 窺 ひ. 

その 間 の涫 S を 忖度す， る に滿 足せねば ならぬ。 

「入木 抄」 は その 奧書 によれば 延文 元年 四月 廿 九日 後光 嚴院の 勅命に よって 親王の 注進し 給 ひし 所 

なりと いふ。 親王 はこの 年 九月 三日 御歲 五十 九 を 以て 薨じ 給うた。 從 つて 本書 は 親王の 御 生^の 御 精 

進よ. 9 生れた 結論と 飙る ベ きで あらう j その 屮に 初心者の 爲 めの 敎 へ を 含む とい ふ 事 f 敢て 之ャ 妨げ 

る もので はなから う。 

親王 は 御 年 十四の 時世 尊 寺 流に 出發し 給うた。 而 して 「入木 口 傳抄」 を 類聚し 給うた の は 文 和 元年 

御歲 五十 五の 時であった。 この 事 は 親王が 世 尊 寺 流に 傾倒し 沈潜し 給 ふことの 如何に 長く 且 つ 深 か 

しか を 示す に 足る。 卽ち 親王の. 先達 御 尊 i の 御 精神の 深く まし ましし を 知る に 足る。 卽ち この 事に つ 

いて は 「此道 を 知らす ロ傳を 受けす してな まじ ひに 道に 耽 輩、 多 正路に 不^-、 必邪僻 を 起す 也。 古筆 

を 兌ても 極めな び や. かにう つくしき 所を不 習して、 達者の 筆^い を ふる ひ、 眼前の 風流た る 所の 目と 

ほき やう を こ ひねが ひて うつさん とする 也。 返々 不可 說也」 と 入木 抄 にも は つきり と說 いて ゐられ 

る。 この 必耍 不可 缺の 道程 を經 ると 否と によって、 人々 の 文字 は 或は 「正路」 にっき 又は 「外道の 邪 

見」 に陷 り. 「道の 魔障」 となる。 その 具體 的な 姿 は 或は 「つよし」 と 「狼藉に 荒れた る」 との 對 照、 
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または 其の 「うつくし」 と 「眼前の 風流」 との 差、 「なび やか」 と 「よわく か は ゆけ」 との 對立 とな 

つて あら はれる。 それ 等の 似て 非なる もの、 眞と 偽との ちがび は" 微妙な りと は 云へ 「道 をし りたる 

まなこ」 の 前に は 歴然たる ものが ある。 結局 「異様」 を 好む ことなく 專ら 「古賢の 心に もとづきて」 

「先哲の 行路に したが ひて 筆 を 下し 候 へ ばお のづ から 通達し 候 也」 と は 特に-初心者の 返す く 服膺す 

ぺき 金言で あり、 これ こそ 「木體 の 稽古」 であると。 親王の 御 出 發點と 世 尊 寺 流との 置 係 を 知る もの 

は、 この 御主 張の 御强 調のう ちに 極めて 深き 由來と 意義と を 直ちに 威 得する であらう。 

併し乍ら^! 道の 理想が、 筆に まかせつ 、而もお のづ から 筆法に 違 はざる 所に 存 する こと 云 ふまで も 

ない。 「孔子の 言葉に 七十に して 心の 欲する 所に 從へ ども 矩を不 踰と申 候 も是に 候、 御手 跡の 御 稽古 

もこれ を も-て 是 とすべく 候 也」 とい ひ 「其 ふて に 達 候ぬ る 後 は 彼の. E 在 無窮の 體も 心に まかせて か V 

れ候 也」 と 仰せられ たる 如く、 絕對の 服 從*從 順 を 礎と して 自主へ と 飛躍せ ねばならぬ。 が 此の 如き 

理想の^ 地 は 如何なる もので あるか。 古筆に 示された る 古賢の この 境地 は 「以言 難 記」 く、 從 つて そ 

れを 自ら 「古筆 を ひらきて 御 心得 あるべし」 とい ふ 外 メな い。 が、 この 筆 も 及ばす 言葉に も絕 する 妙 境 

を、 强 ひて 筆 語の 及ぶ 限りに 於て 述べるならば 「古賢 能書の 筆の つか ひやう は いづく にも 精靈 ありて 

よわき 所なレ 筆 をた てはじめ， P6 り 引 はつる 處， 具 ことに 心 を 入て あだなる 所な くかくべき 也」 「所 

詮 能筆の 手跡 はいきた ろ. 物に て 候. 精靈 魂魄の 入た る やうに 見 候 也」。 書道の 奧堂 極致 は 所詮 この 文 

字の 生命， 精靈 魂魄の 感受 睫 得 以外に は 無い。 


先哲の 行路に 從ひ世 尊 寺 家の ロ傳を 重んじ 給うた 親王 はこ 、 に 於 世 尊 寺 家と 袂を わか つ。 經朝、 

行 尹- 行 房に 於て 誊 道の 生命、 文字の 精 靈の缺 如 を 感知し 給 ひし 親王 は， こ、 にあ^た めて 求道の 途 

に 上られる。 而 して n 本 支那の 古筆 を 新たなる、 御み づ からの 眼 を 以て 見直し 給 ひ、 やがて その 中に 

精靈 魂魄 を 見出し 給 ふ。 尊圓 流の 素地 は赏. に玆 に、 この 御 見識に 胚胎した ので ある。 親王が 何人の 筆 

を 主と しで 先達と 仰ぎ 給 ひし か。 入木 抄 のみ. では 十分に 之 を 明かに する こと は出來 ぬ。 が 和漢に 亙つ 

て 廣く之 を 求め 給 ひし は、 そこに も 明かで ある。 「羲 之が 用筆の 圖」 や 「唐 太宗」 や 「唐朝の 風」 や， 

近く は 「宋 朝の 肇體」 に 言及し 給へ るに もこの 事 は 知られる。 が少 くも 「入^; 抄」 より 觀る 限り、 親 

王の 御 關心は 主として 日本の 害 道に 注がれた かと 拜察。 れる。 嗟 蛾 天皇、 弘法 大師、 橘 逸勢、 营原道 

真、 藤哚敏 行、 小 野 美材、 道 風、 佐 理； 行成、 藤原忠 通、 藤原敎 家、 更に 御 父 伏 見 天皇、 又 照 念 

院關白 等 は、 就中、 親王の 仰ぎ 給 ふ 所で あり、 また 親王の 藥籠 中の ものと なった。 卽ち 親王 はこれ 

等 を單に 先達と して 盲目的に^ 拜し給 はす、 これ 等を歷 史的に も觀 察せられ、 その 間に 明かな 變遷を 

見出し、 夫々 の 特色 を 認められて 居られる。 と 同時に この 變遷を 通じて 一貫した 不變の もの を も 見出 

された。 卽ち 「野 跡、 佐 跡、 權跡、 此三賢 を 末代の 今にいた るまで 此 道の 規模と して 好む こと、 面々 

彼 遺風 を 模也、 仍 本朝の 風 は 不相替 者 也」 「本朝 は每 事跡 を 追うて 阈風 を不失 也」 として 「異朝 は 不然、 

先代の 舊風を 改めて 當 世の 風俗 を 流布せ しむるな り、 仍肇體 も皆改 也」 とい ふ 支那と 根本的に 趨勢 を 

異にする を 指摘され た。 が この 「不 相替」 る 日本の 書風のう ちに も 亦お のづ から 變遷 が存 する。 卽ち 
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「本朝 一 體 なれと も 時代に 付て 筆體 分明 事」 の 一 項 

をた て、 弘法 大師、 道 風， 行成、 忠通等 を 中心とし 

て 夫々 の 時代 的 風 尙に變 遷の存 する を說 かれた 所以 

である。 が 而も この 一項 を 結んで 「但 時代に 從 ひて 

次第に 替 りたる やうに 外 儀 見れ とも 其 實は全 同 物^ 

^. 更 異風 を不 交」 と. 依然として 不變 なりと 述べ 

て ゐられ る。 卽ち 親王 はわが 書道のう ちに 云 は 

「不易」 「流行」 を唱へ られ たる ものであって、 こゝ 

にも 誊 道に 對 する 親王の 御 眼識 を拜 すべく、 甘んじ 

て 世 尊 寺 流の 傳統 にの み停滯 せられなかった 所以 も 

亦た 飜 つて， 首肯され る。 親王が 世 尊 寺 流に ついて 

「行 能以 來行忠 §g 尹 まで 殊. 同 姿 也- 能々 うつし 得 

たりと 見えたり」 と 評し 給 ひし 御言 葉 は .1 言に して 

よく その 誊風を 道破した まひし もの も 云 ふべき であ 

らう o 

以上 「入木 抄」 を 中心として 親王の 御 書道 觀を拜 
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したが、 之 を 一言に して 云へば、 親王 はかくして 玆 

に 日本 古今の 能書 名筆の _粹 を 掬んで 所謂 靑蓮院 流 を 

拓き給 ひ、 延いては 御 家 流の 礎 を 築き 袷うた ので あ 

つて 「人 木抄」 はこの 獨創的 業績の 一 記念碑に も醤 

ふべき であらう。 鎌倉時代の 書道 はこ ゝに 天才の 手 

によって 消化され、 ー應、 綜合 統一され て 日本 書道 

史は 新たなる 出發 をな すので ある。  - 

親王の 御 筆の 今日に 殘る もの 比較的 多い 中に 今 そ 

の 寫眞版 二葉 を揷 入した。 特に 後者 は 書道と 直接 關 

係 ある 內容を 含んで- ゐ るので こ ゝに揭 書しょう。 宛 

名 は 記されて ない がその 御言 葉づ かひから 恐らく 光 

嚴院に 奉られた もの かと 思 はれる。 (E みに この 原本 は 

惜し い ことに 先年 燒 失した) -:第五^〕 

「此間 不言 上 恐 鬱仕候 

南山 珍事 粗 其 聞 

候歟 御在所 未 分明 候 哉 

in 五 九 


世^ 寺 家害逍 と^ 圆 流の 成立 


.  =1 六 o 

\ ぶえん お^ *e^^t£«^s 


ま ，きま 1 

ぇも .， -^,  JT, ノ  /  、ぜ. "*/.  f  .  i:,! え 一， - ' 一 

ま", . 力-々 ノ,？ ^  J  /  X  t 


. ^何 世上 靜譃之 基候歟 . 

兼 乂雀頭 十 管 進上 - 

■ 候 其 後 御、 手跡 事 

何様 御沙汰 候 乎 近日  - 

相捣 可參拜 之由存 

思 給 候 又 桂 一 村 事 

先日， 捧請文 候き 按察  - 

大納言 令 披露 候 歟就之 

御 氣色之 起內々 可 令 -  . 

伺 申 上 給 

-  . 尊圓 上」 (第 六 • 七圆參 照) 

(WK) 以上、 伊經 W ドの世 尊 寺 家の人々 の 書 as につ いての 素描 を 試みた ので あるが、 史料の 搜索、 遝撵 その他に なほ 疎漏 杜撰 少 

か、 りず、 殊に この 小論の 中心た るべき^ 阒 親王の 研究に 於て、. 幾多の 不滿 と缺陷 とも 自设 して ゐる。 加 之、 iw 道の 歴史 を、 本 

稿に 於け るが 如く、 筆跷そ の もの に 直接 袷ん ど 觸れる ことなしに 論ずる ことの； i めて 危險 にして 或は 袷ん ど價 値な き 空論に 璲 

する の 恐 あるべ き は 筆者の 最も 危惧す る 所で ある。 がそれ 等の 點に 就いては なほ 將來 江湖の 高見に 俟 つて 補足 訂正す る こと > - 

し、 今 は r: 上 を 以て 姑ぐ 櫊筆 したいと 思. ふ。，  , 

十 r 世 尊 寺 家書 道と^ 阅 铋 の 成立  三 六 一 
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士 1、 徒然 草に ついて， 

徒然 草 はわれ-.— の 古典のう ちで も 最も. ホ ビ ュ ラ， な もの ゝ 一 つで ある 樣で あるが、 それに も不 

拘、 その 歴史的 • 思想 史的 地位 や 內的價 値に ついて 顧みら るゝ 所が 割合に 少 かった 様で ある。 少 くと 

も その 全面的 理解の 爲 の再檢 討の 餘地 がな ほかな り 廣く殘 さ. れてゐ る 樣に感 する ので、 以下 少しく 之 

を考 へ てみたい と 思 ふ。 

. き-  マ . 掌 

云 ふまで もな く 徒然 草 は、 一面に 於て は、 歷 史的 產 物で ある。 從 つて 吾人 は 先づ當 時の 文化 一般に 

1 瞥を投 する 必要が ある。  . ノ 

兼 好の 活動 期で ある 鎌倉時代 末から 南北朝時代に かけての わが 國の 文化 • 社 會の 特色 は 「混沌」 或 

は 「動 搖」 の 文字 を 以て 槪 評する 事が 出來 る。 

鎌^お 府创立 以來の 公武 文化の 對立 交涉が 時代の 進行に 從 つて 次第に 頻繁と なると 共に 雨 社 會は各 

自、 自己の 足 許 を 見失って 互^ 他 を 愫れ校 倣し 始める。 兩 者の 間に 介在した 僧侶 階級 も 亦お のづ から 

この 風潮に 捲き 込まれた。 その 結果 は 各. が社會 的に も 文化的に も その 獨自性 を 喪 ひ 始め、 從來の 意味 


に 於け る 公家 ，武家 ， 惯 侶と いふ 存在が 失 はれ、 赏質 上從來 見られなかった 公家 的 武士 • 武家 的 公家 

^侶と いふ 如き、 云 はぐ 鶴の 如き ものが 歴史の 舞臺に 活動し だした ので ある。 名 和 長年、 千 種 忠顯、 

日野資 朝、 同 俊 基、 法 印 良忠の 如き はか ゝる 文化的 動搖 期の 具體 化と も みられる。 旣に 古き 統一 は 破 

れ 調和 は 失 はれた が、 新しき それ は 未だ その 曙光 を すらみ せぬ。 この 不安の 狀態 は建武 中興に 始まる 

政治的 大變劻 によって 促進され 文化的 社會的 混 亂錯雜 は 殆んど その 極に 達する。 

^武屮 典 及び 以後の 社會に 主動的な 役目 をつ 1 めた もの は 云 ふまで もな く 武士で ある。 從 つて 吾々 

は、 主として こ  >  に 目 を 注ぐ 事に よつ て當 時の 世相 を. 大體 察する ことが 出來 る。 

常時の 大多數 の 「武士」 に對 して、 近世の 「武士」 に對 する が 如き 社會の 師表と しての 地位 を豫想 

して 臨む 事 は危險 である。 管 見 を 以てすれば、 當 時の 「武士」 の 多く は 「武器 を帶 びた 田舍 者」 にす 

ぎぬ リ その 事 は 中 典に 際しての 「彼等. の 活動の 動機 や 態度が 何よりも 雄 辯に 語つ .て くれる。 

名 和 長年の 擧 兵に 當. つて 弟 長 重 は 「古 ヨリ 今 二 至 〃迄、 人 ノ望所 ハ名ト 利トノ  二. ツナ リ」 といった 

と 太. 牛 記は傳 へて ゐる。 長年^ 兵の 動機 は 別と して、 之 を 通して 當 時の 武士の 氣 分の 一斑 を 窺 ふ 事が 

出 來る。 長年 擧 兵の 動機に ついては 之 を 疑 ふお 要せぬ が、 而も 中興の 業 成就の 曉、 彼が 恩賞に 狎れ驕 

奢に 耽り 爲に 世人の 目を聳 てし めた 事 (太平 記、 齒 長寺緣 起) は 何 を 示す か。 彼等 武士に とって 「榮 

華」 が、 「公家の 物質 文化」 が 如何に 强ぃ 誘惑であった か はこの 一事 を 以て も 明かで あらう。 

長年に して 此の 如し。 當 時の 全 國の 武士の 大部分が、 初から 名 を 「勤王」 に藉 りて、 云 はく ど さく 

十二  ^然 やにつ いて  一一 ー六11 一 
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さ 紛れて 私利 を^: まんと した それが 建武中 典に 伴 ふ 動 亂の少 くと も 1 面であった 事 は 否み 難い。 特に 

武士 等に とって は、 それ は、 承久以 來大體 固定した 所領 を、 次第に 增加 する 競 望 者を排 して 獨 占し、. 

更に、 あはよ くば 之 を增加 せんとす る 野望 を赏 現す る 好機であった に 於て を やで ある。 •  (その 事 はま 

た 南北朝の 戰亂に 於け る 同族 間の 頻繁な 爭鬪 ともなって 爆發 して ゐる) 太平 記が 藤 原 藤 房 をして 「元 

弘大 亂ノ 始， 天下 ノ. H 卒擧テ 官軍-一 屬セシ 事、 更 -1 他 ナシ、 只 一 戰ノ利 ヲ以テ 勳功ノ 賞-一 預 ラント 思 

へ グ故 ナリ。 サ レバ^ 靜謐ノ 後忠ヲ 立、 賞ヲ^ 輩 幾千 萬ト云 數ヲシ ラズ」 と 云 はしめ てゐ るの は 深く 

吾人 を 首肯せ しむる に 足りる。 

元來 「武士」 のか ゝる 風潮 は、 今 始まった 事で はない。 從 來大體 に於ズ 事な きを 得て 來 たの は、、 幕 

府首腦 部の 統制のお 蔭であった。 「侍 、ノ ヮ タリ 物、 風ノ靡 ニコ ソョ. レ」 (承久 記 - 「時の 花を揷 頭に せよ」 

as 卒 gAsir とい ふ、 時の 諺が 彼等の 本音で あり、 幕府 滅亡に よる 統制の 弛廢の 當然の 結果と して この 

太 音が 猛然と 頭 を 接げて きたに すぎぬ。 畢竟して 彼等 は 何等 敎養 人と しての 矜持な く、 一個の 自主的 

人格 や-以て 目す る 事 は出來 ない と 云 はねば ならぬ。 この 時代に 到って 「重 賞の 下に 勇士 あり」 (梅 松 論： > 

と 公言して 怪 まれな かつ た § も 蓋し 玆に 在る。 

かくの 如き 武士 II 武器 を帶 びた 田舍 者が ハ 今や 幕府の 統餅を 離れて、 云 はく 個人的に 公家 文化に 

直面せ しめられ たので ある」 公家 文化の 如何なる 面が 直ちに 彼等に アビ ー 〃 し たかは 想像す るに 難く 

ない。 眼前に 俄かに 展開され た 華炉な 世界. I 公家 的 物質 生活が、 特殊な 精神 生活に 裏づ けられての 


み 調和し 矮全 であ h,- 得る とい ふが 如き 箏 は 思 ひも よら f- して 只管 外形に のみ 捉 はれ 物質 生活の 恻だ け 

を^ 獨に追 ひ 求める。 故鄕 では 夢想 だに しなかった 美 衣 • 美食 • 美女， 大 厦高樓 が， 今や 彼等の 資力 

卽ち 暴力の 前に 提供され たので ある。 兹に 文化の 混亂と 猥雑と 低俗と が 起らなければ 寧ろ 不思議で あ 

る o  . 

社^の 主動 者で あり 文化の 荷擔 者た らんと する 武士の かゝ る 動榣， 之に 伴 ふ 公家 僧侶 階級の 變調， 

その 結^と しての わが 國 未曾有の.^ 化混亂 期め 世相に ついては、 これ-以上に 詳說 する 遑を もたぬ ま > 

に 今 はた、. - かの^ 名な ニ條 河原の 落首に 耳 を 傾ける 事に よって 以上の 考察の 誤で ない 事 を 裏書して 貰 

ふこと 、する o 

「此比 都-一 ハヤ ^物 …… 俄 大 名 迷 者 …… 本 傾 ハナ グ、 訴訟 人、 文書 入タ X 細 葛、 追從讒 人禪律 ほ、 下 

尅上 ス ル成出 者 …… キッ ケヌ 冠上ノ キヌ。 持 モナ ラハ ヌ^: 持テ、 內裏 マ ジ ハ リ珍 シ ャ …… 關柬 武士  ノ 

^出仕、 下衆 上 ^ノキ ハモ ナク、 大口-一  キ ル美精 好 …… 京 鎌 倉. ヲ n キマ ゼテ、 一座 ソ tx ハヌ H セ速歌 

 四 夷 ヲ シヅメ シ鎌倉 ノ 右 大將家 ノ拔ョ リ、 只 品 有 シ 武士 モ ミ ナ、 ナメ ンダク 二 ゾ今 、ノ ナ -バ」 而し 

て 「天下」 統メ ヅラ、 ゾャ、 御代 二 生. レテサ マ）^  ノ、 事ヲミ キク ゾ 不思議 ト モ、 京 童 ノロ ス サ ミ. 十 

分ーヲ ゾ洩ス ナリ」 と 結んで ゐる。  - - 

(ほ) 沾然^  5 著作 年代 II 特に 轔亂 勃^::.: 前 か 以後 か、 何れに 屬す るかに 就て は、 未だ 決定的 解お は^られぬ 捺 であるが、 その 

&れ であると みても^ 然 草の 本質に 极本 的な 影 藜 はな いと 信. V る。 何と なれば、 文化の^ 钒は 必ずしも 戰 亂を俟 つて 起る もの 

でない^ 云 ふまで もな く、  IE 時に、 敏感なる 頭腦  後述す る 所に よっても わかる 様に、 牮者 は^ 好が 頗る 銳敏 な祌 II の 所有 

十二 徒然 草に ついて  一一 一六 S 
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者で ある を 信じて ゐる II が 之 を 感ずる 爲に、 戰ゃ 等の 外面 的に 大 なる 事件 を 必須 條 件と はしないで あらう。 右に 戰爭に 言 

及した d は * そこに 著し い 形で あら はれた 富 時の 文化の ffl を 明に する 手段に 過ぎぬ のであって、 決して 徒然 草 成立 を 中興 以後 

と 豚 手に きめて かか つたわけ ではない ので ある" 

.  二  . 

兼 好 を 育んだ 時代相 は大體 右の 如くに 考 へられる が， 彼 自身 も 亦 之 を 同様な 形に 於て 捉 へて ゐた事 

が 徒然 草に み ゆる 次の 如き 語から も 知^れる。 

「人 ごと， Li 我が身に うとき 事 をの みぞ このめる。 法師 は 兵の 道 をた て、 夷 は 弓 ひく 術 しらす、 佛 法し 

りたる M 色し、 連歌し 管弦 をた しなみ あへ り。 され どお ろかなる おのれが 道より なほ 人に 思 ひ 侮られ 

ぬべ し。 法師の みに あらす， 上達部 殿上人、 かみざ ままでお しなべ て武を このむ 人お おかり」 

「あつまの 人-の 都の 人に 交 はり， みやこの 人の あつまに 行きて 身 をた て、 また 本 寺 本山 を 離れぬ る顯 

密 の^、 すべて、 わが 俗に あらやして 人. にま^ れる、 見ぐ るし。」、 丐 

時代の 性格 を、 かゝ る 姿に 於て 捉 へた 兼 好が 之に 對 して 如何なる 態度 をと つた か 1^1 徒然 草の 問題 

はこ ゝ から 始まる。 

^五十 四 段に 御室の 法 帥の 話が みえて ゐるリ 或 時、 法師 等が、 辨常 を豫め 紅葉の 下に 埋めて © き、 

衩て 稚^ を 連 出して 一緒に 遊ばう とした。 先づ 仰々 しく 祈りな どした 後、 辨當を 掘 出さう としたが、 

いつの 問に か盜 まれて ゐて、 遂に 見當ら なかった。 その 結果 は 「法師 ども 言の葉なくて 聞きに く ゝ い 


さか ひ 腹立ちて 歸 りに けり。」 この 話 を 評して 兼 好 は 云 ふ。 「あまりに 典 あらんと する 事 は必ゃ あひな 

きものな り」 と。 —— 法師 等が、 かくの 如き 不愉快 を經驗 しなければ ならなかった の は 「あまりに 與 

あら 人と する」 卽ち 執拗に 興味 を 外に 追 ひ 求めよう とした 彼等の 態度 自身に 由來 する 所の 當然の 結果 

である。 —— すべ. ての 不偸 快、 苦み、 醜惡、 要するに. すべての 問題 は いづれ もこの •「 餘 りに 與 あらん 

• とする」 要求から 生やる。 右の 話の 前段 S) に 足 鼎 を 冠って 失妝 した 話が 見えて ゐる。 が 之 も 「典に 

入る あまり」 の 自業自得 果 である、 とい ふの が この 說 話の 含む 趣旨で あらう。 「餘 りに 舆 あらんと す 

る」 心が、 例へば 物に 向って 働く とき、 それ は 貪慾と なって 表 はれて 醜く いやしくなる o  (3 持つ 調 t 

も 善す ぎる か、 惡 すぎる かの 極端に 奔 つて 持主との 調和 を 喪った のが 最も 醜い が、 此の 如き は 何れも 

「いたく ことごとし」 お〕 からん とする 態度の あら はれで ある。 學 問に 向 ふとき、 ぺ ダン， テイクに 墮し 

て 「異說 を 好む」 態度と なり それ は 「淺才 の 人」 (S) のこよ なき 證據 である。 趣味に 向 ふ 時 は、 濃厚な 

惡 趣味の 嗜好と なって * 具の 趣の 味 解 を 妨げる。 「花 はさ かりに 月は隈 なき をのみ」 昆 るべき ものと 

する 心に は 「雨に むかひて 月を戀 ひ、 たれこめて 春の 行く へしらぬ」 (S) 事が-更に 深き 趣 ある 事 を 味 

ひ^ぬ。 かゝる 「かた 田舍 人」 は 「色 こくよ ろづ はもて 舆 すれ。 花の もとにね ぢょり 立より、 あから 

め もせ やまもりて 酒の み述 歌して、 はて は大 なる 枝 心なく 折と りぬ- 泉に 手足 さしひた して 雪に はお 

•5 立ちて 跡つ けな どよ ろづの 物， よそながら みる 事な し」 從 つて 祭 を 見る にも 「おしあ ひつ、 一事 も 

見：^ さじと ま ぼり て、 と ありか ゝ りと 物 ひとに いひて」 落 著いて 心の中に 深く 味 はふ 餘裕を is! たぬ。 
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彼等の， 態度 は 「た，、 物 をのみ 見ん とするな る べし。」 物の 外形に のみ 捉 はれて 之 を 包む 雰圍氣 も 之 を 育 

んだ 傳統 も、 乃至 その 背後に あり、 その 醸し出す 一切の 氣 分の 如き は 彼等に とって は 全く 風馬牛で あ 

る。 (吾々 は、 こ、 に、 都 を 吾 物 顔に 横行し つ ゝ亂暴 を ほしい まゝ にした 田舍 武士の 姿 を まざ/、 と 

眼前に 描か しめられる。) 興味 を 外へ くと 追 ひ 求める、 事々 しい 態度 は * 卽ち もの ゝ心、 趣味、 意味 

を 解し 味 ふ 力の 乏しい 事 を、 心に 落つ きのない 事 を 示す も-のに 外ならぬ。 之に 反して 「都人の ゆ、 し 

げ なる」 は 「ねぶりて. いと も 見す。」 とい ふ 態度で ある。 眼で 見ないでも 祭の 氣分を 味った もの は實は 

真に 見た ので ある〕 事柄の 外面 的 クライ マ ッ タスに のみ 興味が 存す るので はない。 「よろ づの 事も始 

終 こそ を かし けれ」 「大路み たる こそ 祭 見た るに て は あれ」 と はか ゝる敎 養 人の 獨埴 場であって 田舍 

人の 遂に 窺知し 得ぬ 別世界で ある。 - か、 る 境地の みが 「よろ づの 物の きら、 かざり 色 ふし も 夜の みこ 

そめで たけれ」 (S) 「晝 はこと そぎお よす けたる 姿 にても ありなん、 夜 はきら ゝ かに 花やかなる さう ぞ 

くいと よし」 一 よき 男の 日暮れて、 女 も 夜 ふくる ほどに、 すべりつ ゝ 鏡と りて 顔な どつ くろ ひ 出づる 

こ そ を かし けれ」 とい ふ 如く 一見 些細な もの、 中に 大きな 趣 や 意味 を 見出し 得る。 

心の 深さ 乃至 落つ きの 有無 を 「都人」 と 「田舍 人」 とい ふ 用語 を 借りて 表現した 彼 は、 又、 同じ 對 

立 を 「いに！ ぺ 」 と 「いま」 との 間に も 見出す」 卽ち 「何事 も 古き 世の みぞした はしき、 今樣は むげ 

にい やしく こそな り ゆく めれ」 として 古代 を 都人の 心に 比して 慕 ひ、 當時 を田舍 人に 擬定 してい やし 

める。 彼 を 生んだ 公家の 社 會に當 時 之に 似た 考へ 方が 力強く 支配して ゐた事 は、 今更め て 云 ふ を須ひ 


ぬが、 彼と 之と を 混同して * 兼 好の 考へ方 を 以て 彼等 同様に 善惡の 差別な き， 傳統的 文化の 肓 目的 護 

美と 解. する は 早計で ある。 彼の 讃美した もの は 平安朝 文化の. 淡白なる 一面で あつ-た。 もみに 對 する， 

着少き 淡き 態度 そのものであった。 「寺院の 號 さらぬ 萬の 物に も、 名 をつ くる こと、 むかしの 人 はす 

こし も 求めす. た V- ありの ま、 に 安くつ けつるな り」 (S ン とい ふ 如き 「求めす」 「ありの ま、」 なる 

「求めざる」 態度 を 「いにしへ 人」 のうちに 見出して 慕って ゐ るので ある。 それ は、 武士の 田 含 人-の 

もつ あくどい 要素に 染まる 以前の さか しらせぬ 姿に 外ならぬ。 彼の 上代 讃美 は 一 般的 風潮に 引 摺られ 

たもので なく、 その 間に 彼の 獨創 力が 充分に 働い • て ゐる。 彼が 上代の 言葉 や 調度 や 建物に 言及して ゐ 

る (SJ)(J(§) 場合に も、 之 等 を 通して， 上代の 人々 の 事々 しくない 落つ いた 心に 注目 じて ゐる。 二 〇 五 

段に 「比^山に 大師 勸 請の 起請と いふ 事 は慈惠 僧正の 書き 始め 給 ひけるな り、 起請文と いふ 事 法簷に 

その 沙：^ なレ。 いにしへの 聖代、 すべて 起請文に つきて おこな はる ゝ まつりごと はなき を 近代 この 事 

- 流布した るな り」 と 云って ゐ るの を 見ても 彼が 上代の 如何なる 所に 美 を 見出した か、 彼が 上代 文化の 

產物 としての 「法曹」 をよ む 場合、 如何なる 點に 注目して ゐ るかく 知られる。 卽ち、 眼前の 文化の 低 

調と 混亂 とに 耐へ 得なかった 彼が， 美しき 統 一 ある 文化の 具體 的な 姿 を 求めて 過去 を 見 ま はした 時 1 

その 頭腦 におの づ からに 映じ來 つた ものが、 平安朝 文化の かくの 如き 淡白な 一 面であった ので ある。 

(それが 果して 平安朝 文化 そのものと 同 一 であるか 否か は 別問題で ある、 云 はく 兼 好 は 平安朝 文化に 

於て 自己 を 見出して ゐ るので ある。)  / 
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か く  f ：! て、 吾々 は 次の 如くに 考 へる 事が 出來 る。 彼 は 高き 趣味 を 解し^ る 心の 有無に. よって 人間 を 

二 大別す る。 そして 「都人」 と 「珥舍 人」、 「古の 人」 と 「今の 人」 とい ふ 如き 一 般の 用語 を かり 來っ 

て その 態^ • 心^の 對立を 示した。 

■  riT 力 Is -」  I  , 

從っ て 「都人」 は 彼に あって は 同時に 「よき 人」 「あきらかなる 人」 「ゆ ゝ しげなる ス」 一 こ、 ろ あ 3 

ん人」 「まことの 人」 「物 知れる 人」 「I？ 者」 「達人」 と 呼ばれ、 之に 對 して 「田舍 人」 「今の 人」 はま 

た 「くらき 人」 「つたなき 人」 「おろかなる 人」 「下 ざまの 人」 「よからぬ 人」 「^老 」 と 云 ひか へられ 

る。 /  .  - 一- 

-  -  一二  . -  ダ 

極端 を 却け 調和と 中席と を笾 する ことが 徒然 草の^ 調の 一 をな し てゐる 事 は 以上み た 如くで あ 

る。 この 事 を、 先に 見た、 この 時代の 文化の 特色、 卽ち 公家、 武家、 - 僧侶の 各階 級が 自己 を 喪失して 

他 を^る ゝの餘 り 極端に 奔り、 1 の 結果と して 招いた 文化の 混亂、 紛糾、 錯雜と 結びつけて 考 へる 

I.  ^ちに 徒然 草 著者？ 第一 の 直接の 意圆 がわ かる。 卽 ちその 意が この 文化の 變調、 不健全の 指摘と 

批判と に存 する 事が 先づ 明かで ある。 卽ち 一 種の 文明 批評と 覜る 事が 出來 る。 現 狀に對 する、 云 は，、 

ァ ン ティ テ ー ゼ として 都人の 態度 を 理想と して 揭げ 田舍 人との 對 照に 於て その 態度の 優劣 を 示した の 

であった。 が 併し、 彼の 意味す るが 如き 都人が、 何故に 田舍 人に 優る 態度で あるの か。 何故に 前者が 


I よき 人」 「知：： 者」 であって 後者が 「あしき 人」 「愚者」 とよ ばれねば ならない のか。 その 理 、由に 彼自 

身が 都人なる 故に， 己の 趣味 を 以てすべ て を 律して、 その 結果と して 都人 卽 ちあきら かなる 人、 達人 

云々 とし 之に 反する もの を くらき 人、 つたなき 人、 愚者 云々 として 却け たに 過ぎぬ とするならば、 卽 

ち^ 別の 標準が^に 彼 一 個の 主觀 的好惡 にの^ 置かる ゝ ものであって 別に 何等の 根據が 明示され て 居 

らぬ ならば、 それ は 畢竟 水掛 論 となり、 この 觀方は 殆んど 價値を 失って 了 はねば ならぬ。 —— そのし 

つかりした 根據が 示されて. ゐる であらう か、 示されて ゐる とすれば それ は 何で あ. るか、 この 問題 は 徒 

然 草の 第二の 意圖、 その 根本的な 立場へ と 吾々 を^いて ゆく。 卽ち こ、 に、 徒然 草の 所謂 「無常」 觀 

が 問 题 とさ れて くる。 そして そこ にこ そ 徒然 草 の 核心が 存す るの である。 

小さな ものに も 淡い ものに も 味 は ひ を 見出す 力、 その 源泉と しての 落ちついた 心、 それ を 持った も 

のが 知" 者と されねば ならね 所以 は どこに あるの か、. それ は 彼に よれば 人生が 「無常」 である、 とい ふ 

事^、 人に 與 へられた、 人の 力の 如何と も， する 事の 出來 ぬ、 人生の 根本的 事實 に由來 する。 

「無常」 と は、 彼に よれば 人の 之 を 意識せ る t 否と を 問 はす、 死が 刻々 と 背後に 迫りつ 、ある 事で 

ある。 (片 (sxsa) かくの 如き 制約 をう けた 人生のう ちに、 尙其上 「萬の 事 はたの むべ からす」 (S) 卽ち人 

生に は絕對 に賴り 得る 最高の 價俯、 力と して 積極的に 求む るに 値する もの は 一つ もない。 たく 萬 事 

「不定と 心得ぬ るの みまこと にて たが はや」 (？ ；. —— 彼に よれば それが 人生の 實狀 である。 —— かくの 

如き 無^ 變 易の 境 を 前に 控へ (さ 而も 「飮食 僳 利 睡眠 言語 行步 やむ こと を 得すして」 (^費す ことによ つ 
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て 愈々 切 詰められる 光陰の 間に 一 體人は 如何に 振舞 ひ 何 をな すべきで あらう か。 彼 は 「この 世に 生れ 

て 願 はしかる べき 事」 S を列擧 しつ  >, 人間の 普通の 欲望の 果敢く 無價 値な る を 順々 に 指摘して ゆ 

く。 そして 最後に 到達した もの は 積極的に は 「無」 であった。 卽ち 凡そ 如何なる もので あっても、 人 

生に 於て は 「 一 大事の 因緣」 (§) 以外に 人の 求むべき もの はない。 卽ち佛 道の 修業に よって 何もの. にも 

ゎづら はされ ぬ、 卽ち 何もの を も 問題と せす に ゐられ る 寂靜の 境地 を 磨き 出し^^ S) 「いとま ある 身 

になり て 世の 事 を 心に かけぬ」 (さ 様になる 事の みが 人の つとむ ベ く 願 ふべ き 事で ある。 之 を 裏の 側か 

ら 「しづかなる いとまな くして 一 生 を 終 ふる は 最^お ろかな り」 とも 表現して ゐ るが、 「いとま ある 

身」 と は 心身に 充分の 餘裕を もつ 事で ある。 (彼が 健康に も 深く 留意し 「醫事 を 心得」 -べ きを 主張し 

てゐ るの もこの 間 題と 直接 聯關 して ゐ る). 餘裕 ある もの は 何等の 小節に ゎづら はされ ぬ。 云 ひか へれ 

ば r 遂に 賴り 得ぬ もの を， かくと して 知らす して 賴り、 價値 なきもの を有價 値と して 追 ひ 求む るの 愚 

をな さぬ。 從 つて それ は、 事の 大小 輕赏を 識別す る 所以と もなる。 「あやまりと いふ は 他の 事に あら 

す， 速 かにすべき を ゆるく し、 ゆるく すべき 事 を 急ぎて 過ぎに しことの くやしき なり、 其の 時く ゆと 

も かひ あらん や、 人 はたぐ 無常の 身に せまりぬ る 事 を 心に ひしと. かけて、 つかのま も わする.^ じきな 

り」 P) 「小 をす てゝ大 につく」 (§) とい ふ 正しい 判斷 と、 之に 從ふカ も そこにの み存 する。 逆に 云へば 

「一大事 因緣」 (？、 以外の 何もの か を (無^に 徹する 事な しに) 問題に する (心に かける) 事 は-、 そ 

れが假 令 如何なる 事で あっても、 貪る 事で ある。 而 して それ は 人生の 無常と いふ 根本的 約束 を 如實に 


知らざる よ. 9 來る。 「貪る 事の やまざる は 命 を 終 ふる 大事 今こゝ に來れ りと たしかに 知ら ざれば なり」 

(m) (徒お 草に 努めて 驕を いまし か 儉約を 讃美して ゐる 所以 も 蓋し こ ゝ に 在る、 單 なる 消極 思想で はな 

いと E5 よれる) かくの 如き 觀點 から 彼 は 人間の 行爲、 日常生活に 鋭い-目 を 注いで、 その 如何に 愚に 杲 

^ きか を 痛烈に 指摘し 暴露す る 。「世の 人 あ ひ 逢 ふ 時、 しばらく も默 止す る ことなし。 必ゃ 言語 あり。 

そのこと を 聞く にお ほく は 無益の 語な り。 世間の 浮說， 人の 是非、 自他の ため 失お ほく、 得すぐな 

し。 これ を i たると き、 たが ひの 心に 無益の ことなりと いふ 事 を 知らす」 (S 更に 「人間の いとなみ あ 

へる わざ を 見る 一に 春の 日に 雪佛を 作りて 其の 爲に. 金銀 珠玉の かざり をい となみ 堂塔 を， たてんと する に 

^たり。 その 構 を まちて、 よく 安置し てん や。 人の 命 ありと 見る ほど も、 下より 消 ゆるこ^、 雪の 

^くなる うちに、 いとなみ 待つ こと 甚だお ほし」 S) 「蟻の ごとくに あつまりて 東西に いそぎ 南北に わ 

しる。 高き 卑しき あり、 老いた る 有り 若き あり、 行く 處 あり、 歸 へる 家 あり、 夕に いねて 朝に 起く、 

いとなむ 听 可事ぞ や、 生 を むさぼり 利 を もとめて やむ ときな し、 身 を やしな ひて 何事 を 力まつ たく 

老と 死と にあり」 飞) かくの 如き 果敢き 事 をな しつ、、 而も 自ら は 足れり として 自已滿 足 (划ち 自己 i 

说 でも ある) に 耽って ゐる のが 大多數 の 人間の 姿で ある。 先に 見た るが 如き 「田舍 人」 の 態度の 如き 

よ、 その 最も 甚だしき ものに 外ならぬ。 彼等の 「餘 りに 與 あらんと する」 態度、 外へ/^ と 興味 を 追 

うて 止まぬ の は、 區々 たる 果敢き もの を、 かくと 知らす して 追へ る もので あり、 賴む ベから ざる もの 

を， かくと 知ら やして 深く 賴む 事であって、 (m) 畢竟して 實在 せぬ 影 を 追 ひ 求めて 走れる に 過ぎぬ。 

十二 徒然 草 に つ い て  一一 了 三 
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かくの 如き 心が 小 を 小と 知ら や、 大の大 なる 所以 を わき まへ 得ざる は當然 であって ノ それが 「愚」 と 

評されざる を 得ざる はもと よりで なければ ならぬ。 - 彼等 は區 々 た な 小節に 與味ゃ 利害 を感 やる が 故 

に、 正に その 故に、 好んで 平地に 波瀾 を 起し、 無駄な 努力 を 繰返しつ ゝ 自ら 苦しみ、 而も 自ら その 原 

因 を 悟らぬ" ごの 間の 消^ を 心 解して 有お 無益な V？ 逢 動 を 初から なさぬ 人 (B) 卽ら 平地に 波瀾 を 生せ 

しめす に ゐられ る 人が 都人 卽ち IP 者 達人で あ， る 所以 も 亦當然 であらう。 

か く 1 3 て 結局 彼 は、 少く とも ー應、 人生の 徹底的 無意義 を 結論し、 絕對 寂靜の 生活 を 主張し 讃美す 

る o  -..  、——  . 

「げ にこの 世 を はかなみ、 必す 生死 をい でんと 思 はんに、 何の 輿 ありて か 朝夕 君に 仕へ、 家 を 顧る 營 

のい さまし からん」 (S) 

「命 は 人 を まつ もの か は、 無常の 來る事 は 水火の せむ るよ- 9 も 速に のがれ 難き もの を.、 其の 時老 たる 

親、 いとき なき 子、 君の 恩、 人の 情、 捨てが たしと て 捨て ざらん や」^) 

「お ほかた よろ づの しわざ は 止めて 暇 あ る こそめ やすく あらま ほし けれ、 世俗の ことに たづ さはり て 

生 征 を くらす は卞 愚の 人な り  もとより のぞむ 事な くして やまん は 第 一 の 事な り」 (S) 

「弗 道 をね が ふと いふ は 別の ことなし * いとま ある 身に なりて 世の こと を 心 にかけ ぬ を 第一 の 道と 

す」 M)  , 

「人 問 ひ 依 式， いづれ の^か 去りが たからぬ。 世俗の もだしがた きに 隨. ひて これ を必 やとせば、 ねが 

9  -ズ * 


ひもお ほく 身 も くるしく、 心の いとま もな く、 一生 は雜 事の 小節に さ へられて むなしく 暮れなん" 日 

甚ル 途^し。 吾生 旣に 蹉跎 たり。 諸 緣を放 下すべき 時な り、 信 を も 守ら じ 禮侥を も 思 はじ， この 心 を 

も ゆ * さら 物ぐ る ひと もい へ、 うつ ゝ なし、 情なし とも 思へ、 そしる とも くるしま じ ^st とも 

き、 入れ まじし (S) 「迮 人」 の 眼から みれば 世人の 評判、 世俗の 近徳の 如き は 一顧の 惯 値すらない。 

(兼^よ 自己の 要求の の 前に は、 如何なる もの も 顧みる ことなく、 勇^邁進 すへ きを カ說 する 

1 八 八 段に は 「  一 ^をな さんと 恐 はく 他の 事の やぶる ゝ を^いた む ベ からす. 人の あざけり を も 恥づ 

ベから す」 と 云って- ゐる、 なほ 同様の 言葉 は 徒然 草の 隨 所に 頻 見して ゐる、 吾々 はこ ゝに 彼の 鐡の^ 

、 

な 意志 を感 やる J  -  •  . 

r 大 かた ふるま ひて 典 あるよりも 典なくて 安らかなる がま さりた る 事な り」 お) 

「听潁 を 成 じて 後、 いとま ありて 道に むか はんとせば 所願つ くべ からす、 如 幻の 生の 中に 何事 を かな 

さん、 すべて 所- 阶^ 妄想な り、 所願 心に きたらば 妄心 迷^す と 知 て 一事 を もな すべから や * 直に 萬 

布 を 放 下して 逍に むか ふとき さは， o なく 所作なくて 心.！^ ながく しづ 力なり」 (お 

「いまだ 誠の 近 を 知らす とも 綠を はなれて 身 を 閑に し、 亊 にあつ からすし で. 心 を やすく せんこ そ、 し 

ばらく たのしぶ ともい ひつ ベ けれ。 生活 人事 伎能 學問 等の 諸綠を やめよ とこ そ摩訶 止観に も 侍れ」 飞) 

かくして、 兼 ^ことって、 人生の 目的 は  もし か C る もの あり 一と すれば —— 何等かの-仕事 をな す 

卞に 在る のでな-して、 却て 何 摩 を もな さぬ $、 なさす に S られ る^ 地 そのもの である。 (彼 はこの 

十二 徒然^に ついて  •  三 七 五 


嫌 ^時代の 思想と 文化  三 七 六 

境地 を 「つれ づ， れ」 と 表現した) か、 る ものの みが 人生から 苦 を 除き， 平地に 波瀾 を 起す の 愚 を 避く 

る を 可能なら しめる つ 「癱疽 を やむ もの、 水に 洗 ひて 樂と せんより は、 やま ざらん に はしか じ」 (お 人生 

の樂 みは 外に 求めても 見當ら ぬ。 たぐ かく 「無-お」 を觀 する 事に よって この 境地 を拓 いた^に のみ 感 

せられる。 それ は 人生の 窮 局の 姿で ある。 それ以上の 意義 ある 樂 しき 生活 は、 地上の 人、 間にと つて は 

遂に 不可能で ある。 

かくの 如きが、 彼の 最上級の^ 辭を呈 した 人間 生活であって みれば、 前に も 觸れた 如く、 徒然 草の 

中心、 核心 はこ ゝに 在る と觀る 事が 出來 やう。 

四- - -  一  マぎ  v  -  0  ^..r^M^. 

徒然 草の 第 一 の 意 園が、 當 時の 社 會を對 象と する 一 種の 文明 批評に 在る こと は 先に 見 た 如くで あ 

る。 が この 事と 右に 述べた 根本 f 丄乂 場、 絕 對寂靜 生活の 主張と？ この 二つの 意圖の 間に は、 次に、 

如何なる 關 係が あるで あら， ケか。 これに ついては 種々 なコ ンゼク A ン ッゃ 矛盾 やが 考 へられる。 先づ 

この 絕對 寂靜 生活の 讚美が， 元 來何處 に、 文明 批評と いふ 御苦勞 様な 社會的 努力 を 買って出る 事 を 許 

す餘 地を殘 して ゐ るか。 何等か 確かな 根據を 示さぬ 限り、 之は飽 まで 矛盾で あ^。 そして この 點 につ 

いて は 徒然 草 は 何等 觫れる 所がない。 (假 に、 今 ノ兼好 を 呼出して 尋ねて みても 恐らく 答へ 得ぬ ので は 

あるまい か) 


而も 事實、 徒然 草 はこの ギヤ，. フを赵 えて、 二つの もの は 平然と むすびついて ゐ る。 この 事 は 何 を 

^^する か、 吾々 はこ、 に 彼と 及び 彼の 時代 一般との 强ぃ 要求 をよ み 取る 事が 出來 る。 平安朝 以來の 

淨土敎 の 如く、 理想 世界 を 現世 以外に 描いて 之に 陶醉 する 事 は、 もはや 日本人の 歷 史的 經驗が 許さな. 

かった。 今 は 之 を 世俗 生活 そのもの，、 中に 見出さねば ならない。 —— この 次第に 强ま， o ゆく 要求が、 

矛盾 を 無意識 裡に 飛越せ しめて ゐ るので ある。 卽ち 彼の 寂靜 生活 は、 人生の 無常に 徹する ことによ つ 

て 人間に 根強い 不健全な 欲望 を 却け、 その 結果と して 健全な、 正しい、 自然な それに 目覺 めしめ、 か 

くす る 事に よって 世俗 生活 を圓 滑に 營ま しめんと する 要求の 產 物で あつたと 觀る ベ きで あらう。 卽ち 

それ は 文化の 甚礎 としての 生活であった のであって、 同時に かく 觀る とき、 右の 如き 矛盾 も 一 應會通 . 

されて くる。 

五 

彼が 人生 を 否定し その 無意義 を說 いた 一見 退嬰的、 消極的な 主張 は、 反面に 於て は 進んで 人生 を 全 

然 肯定しょう との 要求に 動かされた ものであった o  I ， 「人の なし あ へ る わざ」 が 「文化」 が 無意義 

であるならば、 何もせ すに 生きて ゐる事 も 同様に 無意義な 喾 である。 人 は 進んで、 ころばぬ 樣に 何事 

を も 積極的に なすべき である。 と 積極的に 轉 換し來 るべき 萠芽が、 彼の 根本的 主張のう ちに 認められ 

る。 (かくの 如き 積極性 は 例へば 方丈 記 や 山家 集に は 全然 認められない。 日本人が こゝに 到る までに 
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百 餘年を 要した ので ある W 卽ち， この 意味に 於て は、 彼の 本音 は 寧ろ 世俗 生活 そのものに 在った と觀 

ねばならぬ。 世に 在って 世に 泥ます、 市に 在って 市に 囚 はれざる 市聖の 生活 態度、 . それ こそ 彼が 理想 

1 した 人生であった。 かくして 彼 は 一 度 全く 否定した 世俗 生活 を苒度 全然 肯定す る。 

「名利に つか はれて、 しづかなる いとまな く、 一生 を 苦しむ る こそお ろかな れ …… 利に まど ふ はすぐ 

れて おろかなる 人な り …… まよ ひの 心 を もち-て 名利 を 求む るに かくの 如し」 (お) 

玆に徘 斥され てゐ るの は 名利 そのもので なく、 名利に 囚 はれた 態度で ある 事 は 明かで ある。 が 更に 

「うづ もれぬ 名 をな がき 世に 殘 さん こそ あらま ほし けれ JP) 

とい ふが 如き、 兼 好の 平生の 主張、 徒然 草 全體の 調子 を 全く 裏切る かの 如き 語 を そのうちに 見出す こ 

to も、 右の 如くに 見て くると き， 寧ろ 當 然と 云 はねば ならぬ。  ，. 

^六十 段に 與誕院 の 盛 親 僧正が、 一見 破戒 生活、 傍若無人の 振舞 ひ を 常と しながら、 却て 人々 に 敬 

愛された^ をのべ て 「德 のい たれ b ける にや」 レ、 その 自由にして 捉 はれぬ 態度 を賞讃 して ゐる。 この 

事 も 兼 好の 考へ 方が 形式に 囚 はれざる. 事 を、 卽ち 彼の 理想的と なす 寂靜 生活 を、 日常の 社會 生活 その 

もの ゝ うちに 見出して ゐる事 を證 する ものである。 彼 はこの 立場から 社會 生活 を 全面的に —— 君臣 關 

係 や 政治から： 史に飮 酒^ 帶戀 愛に 到な まで、 具體 的に 取扱 ひその 最も 適當 なる 姿 を 提示し つ 、肯定す • 

る。 第 六 段に 「子と いふ ものなくて ありなん」 と 云って ゐ るが、 一 四 二 段に 一子 ゆ ゑに こそよ ろづの 

あはれ は 思 ひ 知ら るれ」 と 云った 或る 「荒夷」 の 言 を 肯定し、 尙かゝ る 「心なし と 見る 者 もよ き 一言 


はいふ ものな り」 と、 田舍 者に も 採るべき 點の 有る 事に 深い 注意 を 拂ふ事 を 忘れない.。 色欲の 恐る ベ 

く 慎む ベ きを 說 いた 广 8、  0O かと 思 ふと 「 男女の 情 も ひと へ に 逢 ひみる をば いふ もの か は、 "蓬 はで や 

みに し 憂さ を 思 ひ、 あだなる 契 を かこち 長き 夜 を ひとり あかし、 遠き 雲井 を 思 ひやり 淺 茅が やどに 昔 

を 忍ぶ こそ 色 このむ とい はめ」 と、 色好み を 肯定す る。 「妻と いふ もの こそ をの こ は 持つ まじき もの 

なれ」 {§) と說き 出した 同じ 段 を 「よそながら 時々 通 ひすまん こそ、 年月 へても 絕 えぬなら ひと もなら 

め、 あからさまに 來て とまり ゐ せん はめ づ らし か， O ぬべ し」 と、 妻帶の 理想的な 姿の 描寫を 以て 結ん 

でゐ る。. 「宿 河原の ぼろく」 は 「我執 ふかく、 放逸 無慙」 な點は 非難す るが、 その 「な， づ まざる 方」 

はい さぎよ しとして 賞讃 する に吝 でない。 馬、 牛、 犬の 飼養 は、 人間 生活 を 助ける 立場から 肯定され 

て (S) それ 以外の 實 用に 供し 得ぬ 禽獸と 全く 區 別され てゐ^ 事 も 彼の 考 へ^の 積極的に して c: 在 無碍 

なる を 語って ゐる。 例へば 與 正芬歙 尊の、 戒律に 縛られた 殺生 禁斷、 生物 を 助けて 人 を 苦め る 様な や 

.9 方と 比較す ると、 こゝ にも 大きな 進步が みられる。 

更に 兼 好が. 君臣 關係、 國家 生活、. 政治の 方面に どんな 態度 をと つ たかを 考 へて みょう。 この 問題 は 

右に 述べ た 兼 好の 世俗 生活に 對 する 態度 を 更に はっきりさせる に 役立つ と共に、 從來餘 ，りに 顧みられ 

ひかった、 寧ろ 徒然 草の 本質と は緣 遠い もの、 時には 相反す る もので あるかの 如き 豫 想の^ に、 兎角 

閑却せられ 勝で あつたと 思 はれる からで ある。 一 四 二 段に 云 ふ。 

「世 をす てた る 人の、 よろ づ にす るすみ なる がな ベ て ほ だし 多 かる 人の よろ づ に へ つら ひ 望 ふかき を 
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見て、 無下に 思 ひく だす は 僻事な り」 と 俗世 を 白眼視し 若く は 蔑視す る 態度の 誤れる を 指摘し、 進ん 

^ 「其の 人の 心に なりて 思へば、 誠に かなし からん 親の 爲， 妻子の ために は 恥 を も わすれ、 ぬすみ を 

- しつ ベ き^な， り、 されば 盜人 をい ましめ 僻事 をのみ 罪せん より は 世の 人の 飢えす 寒から ぬ 様に 世 を 

ばお こな はま ほしき な，^。 人ゾ 恒の產 なきと き は恒の 、ひなし。 - ^き はまりて ぬすみす。 世 を さまら す 

して 凍餒の くるしみ あらば、 咎 の者絕 ゆべ から や。 人 を くるしめ 法 をお かさし めて それ を 罪な はんこ 

と、 不便の わざな り。」 と C 以て、 下 愚の 民に 對 して 無限の 同情 を濺ぐ 彼の 心事 —— その 底に 人間愛、 

社會 愛め 燃 ゆるが 如き 熱情が 深く 秘められて ゐ. る-の を， 吾々 は 見 免す わけに ゆかぬ。 かくの 如き 熱^ 

が、 枯淡の 衣 (この 衣の 厚い ことが、 とかく 徒然 草 を 見誤らし める 嵇 となって ゐ るので あるが) を 幾 

おに も 纏うた ものが 凝って 徒然 草と なって ゐる事 は、 如 實に觀 察する もの 、 眼に は 直ちに 明かに 映 じ 

来る であらう が. それ は 次の 幾つかの 例の 示す 如く 政治的 關 心の 形 を もと つて 隨 所に 頭 を 擡げて ゐ 

る。  \  -  き 

「次 術 を 習 ふ ベ し。 身 を 養 ひ 人 を. たすけ 忠孝の つとめ も醫 にあら すば ある ベ からす」 2) 

「無益の こと をな して 時 をう つす をお ろかなる 人と も， 僻事す る 人に もい ふべ し、 M のた め 君の ため 止 

むこと を 得すして なす べき 事お ほし」^^) 

r よろ づ の 事、 外にむ きて 求む ベ からす …… たぐ こ  >- もと をた しくす ベ し …… 世 をた もたん 道も炉 

くん 侍らん」 (m) 


(飮^の 害を說 きて) 「昨 n のポ覺 えす、 お^ゃけ わたくしの 大事 を かきて ゎづも ひとなる 〕@  . 

「逍を しれる 敎 *  ^を 治め！： を 保たん 道 も 又し かなり」 (W 

以に、 幾つかの 例に 於て， 彼が 社會 生活に 對 してと つた 態度が 明かに なった。 前の 當 時の 社 會に對 

する 批評 を 以て 破壞的 乃至 は 消極的 批評と いふなら ば. この 社會 生活の 再 肯定 を 以て 建設的 積極的 文 

明 批評と する. 事が^ 來 やう。 かく 見れば、 彼 は 営 時の 文化-に 對 して 破邪顕正の 仕事 を 一人で やった と 

云って よい。 -  • 

ぎ  ， 

^  . —— 

かくて、 吾々 は 兼 好の 仕事 を 次の 如くに 考 へる ポ が出來 る。 卽ち彼 は 時代の 要求 を 代表して 文化の 

統一 を 目 ざして 努力した、 而も その 結果 は 頗る 獨創 的な、 時流 を拔 いた 新 文化 創造の 指針と して あら 

はれた。 がかくの 如き、 創の 根柢に はかなり 徹底した 人-生 觀と、 之に 作 ふ 鋭い 観察眼 や 寬容な 道德^ 

とが 潜んで ゐて、 この結果 ト 可能なら しめて ゐる事 は、 兼 好 のん f を 知る 上から も、 玆に 注意され ね 

r ならぬ。 彼の 人生観に ついては、 先に 瞥見した。 その 徹底した 立場 は 眼前の 小^ 題に 拘 はる ことな 

く、 な 一ち に 人間の 本質に 關 心を狻 注す る 事に よって この 著 を 永遠なら しめた。 彼が 道德 的に 頗る 寛容 

な 態度 をと つた 事 は 先に 徒然 草の 本文 を 引用し つ、 見た 様に あらゆる 社會 生活のう ちに ノ あらゆる 階 

銥と s 人のう ちに^ 點を兌 出さう と 力めて ゐる 事に よっても 充分に 窺 はれる。 ニー 一段に 
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「左右 ひろければ さはら す、 前後と ほければ 塞がら や、 せば き 時 は ひしげ くだく、 心 を 用 ふる 事 少し 

きにして きびしき とき は 物に あらそ ひて やぶる。 ゆるく してや はら かなる 時 は 一毛 も 担せ す、 \ は 天 

地の 靈な り、 天地 はかぎ る， 所な し。 人の 性何ぞ ことならん、 寛大に してき はまらざる 時 は 喜怒是 にさ 

はら やしても のゝ ために ゎづら はす」 と 云って ゐる事 も、 決して 單に 口先 だけの 主張ではなかった。 

彼 は、 前にみ た 様に 「都人」 と 一田 ^人」 と を 封 立せ しめて ゐ る^, この場合 この 表現 を 借りた だけ 

であって 彼は必 すし も 地域的 分類 を 固執して ゐる わけで はない。 關東 武士と 雖、 その 儉 約な 淡白な 執 

着の ない 美點は 充分に 認めて ゐる。 彼の. 眼に 映 じた もの は 人と 人、 階級と 階級との 對 立に 非す して 一 

の 態度と 他の 態 皮との 對比 である。 彼が 專ら 「都人」 と 「田舍 人」、 「よき 人」 と 「おろかなる 人」 と-の 

區別を 立てた のみで 當 時の 通用 語であった 「公家」 「武家」 の 語 を 以て 國 民の 指導 階級の 分類の 標準と 

しょうとして ゐ ない 事 も、 自己の 屬 した 八ム家 階級の 立場に 囚 はれない 寛い 心 を 示して ゐる。 自分が 都 

人なる 故に 都人 を稱揚 して ゐる のでない と 同様で ある。 と 同時に、 それ は 彼の 観察眼の 銳 さの 最もよ 

きめら はれで も ある。 何故と なれば、 言槳 の本來 意味に 於け る、 云 はく 純粹の 「公家」 「武家」 は當 

時 もはや 本質的に は 存在し なかった" 當時赏 在した もの は 前にの ベ た 様に 公家と 武家と. の. 混合と もみ 

るべき 鹅の 如き もの 、みであった。 用語に 對，^ て神經 質な までに 敏感な 彼 iaM) は、 社 會の眞 相、 そ 

の 動きに 應せ ぬか ゝ る 死語 I. 例 へ ば 百^ 十 年 前 愚 管抄の 時代に は 用 ふべ くして 用 ゐられ た —— を 用 

ふるに 耐へ なかった であらう 。•  BE はれぬ 彼の 眼光に はすべ てのもの 、眞 相が 直ちに 照し^ されす に は 


ゐ なかった ので ある。 

七  - 

以上 述べた 所 を、 吾人 は 次の 如く 要約す る 事が 出來 る。 I 當 時の 文化の 混沌 俗惡を 鋭敏に 感受し 

た 彼 は、 その 原因 を 索め て 人の 精神 態度に 之 を 見出した。 人間の あらゆる 行爲 が、 文化が 心の 反映で 

ある こと、 而 して あらゆる 人間の 心のう ちに 「つれづれ」 の 境地 卽ち 外力の 一-指 も 染める 事の 出来ぬ 

精神の. H 由の 世界の 存じ 得べき を 見出した。 而 して 何人も 努力 次第によ つて この 世界に 逍遙し 得る を 

信じ、 ほら この 境に 向って 男猛に 精進した。 (「しな かた、 ち こそ 生れつき たらめ、 心 はな どか 賢き より 

賢に もう つ さばう つら ざらん」 ひとは 彼の この 信念と 不斷の 向上心との 偽らざる 表現で あ つたので あ 

つて， 決して 單 なる 詞 として 見遁 がす こと は 出 來ぬ。 )- 

彼 は 自己の 、心の奥に 精神の 自由、 外力の 如何と もす る 事の 出來ぬ 自由の 世界 を 感じた。 同時に 咱己 

のうちの みならす、 他の 心の うぢに、 又 祖先の 文化的 遺產を 通して 祖先の 心のう ちに 之 を 見出した。 

33 そして 今度 は 逆に、 之 を 標準と して この 心の 展開で ある 世界の み を 善.. V- し 文化と して 肯定 讃美 

一 

し、 それ 以外の もの を惡 とし 醜と して 却け たのであった。 彼が かゝる 立場に 立ち 得た とき、 過去 及び 

お 時の 日本 文化の 諸相 はおの づ から 判然と 批判 淘汰され、 同時に 新 文化 確立の 指針 は與 へられ、 國民的 

^養の 根本的 醇化 も 約束され たのであった。 彼が 祖先の 文化のう ちに 淡白な 一面 を 見出し、 この さか 

十二 徒然^に つ いて  三 八 三 
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しらせぬ 能 1 を 以て わが 國の 文化の 指^ 理念と して 揭げ てゐ るが 如き ぼ 彼の 自主的な 精神が、 文化 批 

判に 於て 極めて 銳 ぃ褂创 性と して 働いた 一 例と 見るべく、 之 を 彼の 後數 百年に 起った！： 學の述 動の 先 

驅 とも 観る^ が 出來て 頗る 與味 深い。 . ，  . 

「よろ づ のこと、 外にむ きても とむ ベから す、 ただこ こもと をた くしく すべし」 と は 彼の 信念で あつ 

た。 徒然 草 はこの 信念の 展開と も 観る ことが 出來 るし 彼が 文化 を、 人間 行動の 一切 を、 人の 心に、 何 

ものに も囚 はれぬ 正しい 心に、 つれづれな な 心に 甚礎 づけて ゐる 所に、 そして それが 單 なる 空手形で 

なく 深い 體驗 によって 裏 づけて ゐる 所に 徒然 草の 深みと 永遠 性と が ある。 何人も 心から 廿肯 かすに ゐ 

られぬ 底力の ある 訓へ が 之に 接する ことの 深き に從 つて 益々 多く 掘 出される 事 も か  > る^ 地を經 過し 

、たものに 於ての み 可能で あらう。 

徒然 WI- の 性質に ついては 甚だ 粗雜 乍ら 以上で ー應 みた こと、 して、 最後に 之が 歴史的 S 想 史的 地位 

について 一言して 結論に 代へ たい。  ,  . 

兼 好の 時代 は、 思想 的に 日本人が あらゆる 經驗を 一 應 通過し 了へ た 時代で ある： 平安朝 文化の 後 を 

さ" けて 鎌お 時代 初期 以来の 精神 界の 動搖、 新 宗敎の 勃 典に 於て 殆ど あ^ 得べき だけ S 形態の 思想 ^ 動 

I 絕對， H 力の 禪宗、 絕對 他力の 淨土系 諸宗、 又 その 中 問と も 見られる 日遨宗 I ^ 「人格」 の 問題 

を 中心とし ャ渦 を卷 いた 後 をう けた 時代で ある〕 從 つて 兼 好 時代に 於て は、 ^^の 獨^ 力. は 今まで 無 


かった もの、. 新しき もの ゝ 「發 明」 に * ではなく して 旣存の もの、 與 へられた、 もの ゝ， 入ち から、 よき 

もの を 採 上げる こと、 「再發 見」 乃至 は その 綜合の 方向に 働く. べき は歷 史的 必然で ある。 歴史の 力 は 

この 方..：^ に， M つて 問題の 解決 を 迫って 來 たのであって、 それ を 解決せ すに は、 もはや 前進し 得ない 時 

代で ある。 兼 好の 仕事 は歷 史的に みれば、、 この 時代 的 必然性 を發 見し 把握した 事で ある。 數 百年 來の 

忍 想 的な うごき を 一 應 整理し、 ピリオド を 打って 承前 起 後 ゆ 役目 を果 したと こ 力に 彼の 仕事の 本質が 

ある。 

この 事 は. 同時に 兼 好  」 の 仕事の 完成 者の 出現が、 特に 建 武中與 前後で あつたと いふ 事 赏と考 へ 

^されねば ならぬ。 卽 ちそれ. は 政治的 統一 の 要求が 强く あら はれ、 それが 兎も角 ー應實 現された 時代 

であった。 云 ひか へれ， ば、 當 時の 國民 一般の 要求 は 「統一」 にあった。 せまい 部分的 社會、 公荧 武家 

^侶と いふ 如き 對 立に 惙らぬ 心が 澎湃 と. して 漲って 來た 時であった。 その 何れに も跼蹐 せざる 囚 はれ 

* さる 立場が 特に この 時に 到 クて耍 求され た 所以 も そこに 求められねば ならぬ。 

併し乍ら、 時代の 與 へた かくの 如き 條件も 遂に 條 件に 止る。 ■ 之 を 活かす か 殺して 了 ふか は 舉竟 する 

に 頭腦と 人格と に 在る。 徒然 草が 永遠の 國民 的文學 としての 資格 を 羸ち 得た 所以 は、 兼 好の 優れた 資 

質が 與 へられた 條件を 充分に 生かし 切った 所に 存 する。  「 

(附 徒然 草 A 兼 好に ついて 考 へねば む、 りぬ こと、 論ずべき 事 は- 頗る 多い。 右に 述べた 所に,^ しても、 例へば、 彼の 思想の 

桉； g 性の 限界、 ； 面に 於け る 消極性の 問^3 など も 併せ 考へ る 必要が ある。 又 彼の 行動 それ 自身 を 徒然 草の 思恝 との 間の 闢^ に 

つ いても が 多く 残つ て&る であ、 し- ゥし、 更に その 歴， a 的 地位に つ いて はな ほ考 へ ねばならぬ 事が 多々 ある。 .忍想の方而に 

十二  ^ 然^につ いて  ノ， 三 八^  、 
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於ても 右の 所 譫の屮 に 全然 被れなかった。 而も、 之と 關保诧 かるべき 虚無的な 1 面の 如き も 勿論 問題に されねば ならぬ。 が 今 

はこの 點 に^して なほ 考へ が SI つて 居らず、 且餘り 長くなる 事 を 恐れて 之 を 他日に 譲 る こと  >- したい。 

. 一  . 

十三、 祌皇 正統 記に 就いて. .  . 

祌皇 正統 記 は、 その 簡 勁なる 文體 と、 之 を 貫く 特殊なる 立場との 故 を 以て、 古來 久しく わが 國 民に 

愛讀 せられて 來てゐ る。 加. 之、 國民 精神 涵養の 精と せられ、 阈民必 讀の經 典の 如くに さへ 仰がれ 國民 

的兑解 は玆に 一致して 異論な きが 如くで あるが、 果して それに は 全く 誤な きか 否か、 吾人 はこの 點に 

就いて 疑問 を揷む ものである。 ， 

正統 記 著述の 趣旨 は 次の.^ 章に 最も 簡明に 要約され てゐ る。 

「唯我^の み、 天地 開けし 始めよ， 5 今の 世に 至る まで 日嗣を 受け 給 ふ 事 邪なら や. * 一  種 姓の 中に おき 

て も 自ら 傍よ， o 傅へ 給 ひし すら、 猶 正に 歸る道 ありて ぞ たもちまし^ \ 'ける。 しかしながら 神明み 御 

智 あらたに して、 餘國に 異なるべき いはれ なり。 抑 神道の 事 はたやす く顯 はさ やと 云 ふ 事 あれ ど、 根 

元 を 知ら ぎれば みだり が はしき 端と も 成ぬべし。 その 弊 を 救 はんため に 聊か 勒し 侍り。 神代より 正理 

にて 受け 傳 ふる 謂 を宣べ ん事を 志し 常に 聞 ゆる 事 は # せす、 然れ ば神皇 正. 統.， 記と や 名 づけ 侍る べき」 

(序〕，  •  ■ 


「神皇 正統の よこしまなる まじき 理ゃ」 申し述べ て、 素 意の 末 を も顯 さま ほしくて しひて 記しつ け 侍る 

なり」 (後 天皇の 條〕  . 

卽ち、 建 國の祖 神の 御 誓 あらた かなる 故に、. 皇統 は、 ^令 一時 暗雲に 蔽 はる ゝ事ぁ りと も、 遂に は 

正铳 にかへ る。 之が 親 房の 根本お 張で あ. 力 根本^ 想で ある。 彼 は、 か く I -て、 皇位 繼 承に 正しき 神意 

が 如 可に 具現され. てゐ るか、 を 中心として 日本史 を 叙 せんとす るので ある。 

光^-天皇の 條に 「光孝より 上つ方 は 一向 上古な り。 よろ づの例 を 勘 ふる も 仁 和より 下つ 方をぞ 申す 

める」 と ある。 この 考へ 方の 根 據が那 邊に存 する かが 先づ 不明 だが つ」 の 事に 就-いて は 「歴史と 地理」 艾卷 

^二 钺に巾 村 M 勝 氏 も 論ぜ、 りれ て 同じ 疑問 を 提出して ゐられ る) 今 は 姑く 之 を 問 はぬ として、 これ 以前に 彼 は、 三囘 

の 「際より 出で 給 ふ」 例を擧 げてゐ る。 第 一 み繼體 天皇の 場合 は 同 天皇 以外に 他流な く、 從て傍 正の 

別がない から 問題に ならぬ。 第二 光孝 天皇の 場合に は 「天智 御 兄に て 先 づ日嗣 を 受け 給 ひ、 その かみ 

逆 は を 詠し 國家を 安 じ 給へ ケ。 こ-の 君 (光仁 天皇) かく 繼體 に備 はり 給ノ猶 正に か へるべき いはれ な 

るに こそ」 と ある。 卽ち、 御 先祖た る天智 天皇が 御 兄に まし，^、 且、 功、 德 高..、 おはしし 事の 故に、 

、 、 、 、 , 1 , 

その 御子 孫の、 位に 卽き給 ふ を 正しき ものと 親 房 は 認めて ゐる。 卽ち、 こゝ では 長幼の 序が 正しき 3! 

蹬 のま， 耍條 件と されて ゐる。 

次の 光孝 天皇の 場 介 は * 同 天皇が 「惡 王」 たる 陽 成 天皇に 代って 立ち 給 ひし は 賢才の 故で あり、 そ 

の 故に^ 經 がその 御 郎位を 支持し 奉った ので ある。 かくして こ ゝ に 第三 度 目に 「正に か へ つた」 とす 

十三 祌皇 re 統記に 就て  •  三 八 七 
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る。  そして 「かやう にかた はらより 出 給 ふ 事是， まで 三代な り、 人の なせる 事と は 心得 奉る まじき 

なり」 とい ふ"  この場合 問題と なる の は 甚經の 心事 は 果して 私意 を 含まざる や 否やで あり、 之 を 

明かに 示さぬ. 限り 「正に かへ つた， 一と は 云へ ぬ 箬 である。 が 今 は 之 も 姑く 不問に 附 するとして 「 次に 

問題と な つで くるの は 「まして 末の世に はま さしき 御讓 なくて はた もたせた まふ まじき 事と 心得 奉る 

べきな り」 とい ふ 原則 を、 この 光孝 天皇の 條の 最後に 到って 明かに 持 出して 來てゐ る ことで ある。 卽 

ち、 少く とも 「仁 和よ ゲ 下つ 方」 に は 之 を 不可 缺の條 件と して ゐ るので ある。 

かくて、 次に 最も 問題と なる の は、 後白河 天皇め 御卽 位に 就いて である。 長幼の 序から すれば 當然 

崇德 天皇 —— 重 仁 親王の 順 を 以て 立ち 給 ふべき に、 鳥 羽 上皇の 御意 志の みに て、 それ は 妨げられて 後 

白 河 天皇の 御卽 位と. なった、 親 房 はこ、 に 「正しき 御讓」 を 認めた か 否か は 明記して ゐな い。 (「今 は 

この (後白河 天皇)， 御 末の みこ そ繼 體 し 給」 河 1K 皇 の條レ とい ふ 以上、 前述の 親 房の 論理 を 以てす 

れば 「正， き 御 譲」 の 故に 「たもた せ」 袷うた とせねば な. ら ぬのに) 況ゃ 長幼の 序に 就いては 一 言 半 

句 も 言及んで ゐ ない。 ^に 「上皇 思し召し わ つら ひけれ ど、 この 御門 (後白河 天皇) 立た せ 給 ふ 」 と 

云った のみで 次 じ 卒然として 「今 はこの (後白河 天皇) 御 末の みこ そ 繼體し 給へば 然るべき 天命と ぞ 

^え 侍る」 と斷 じて ゐる 。「 正義ば 遂に 勝つ」 とする 彼の 信念から 云 へ ば 「然る ベ き 天命なる 故に へ： 天 

命なる 以上 必ゃ 正しくな け- れ ばなら ぬ箬 である) この 御 末の みこ そ繼體 した ふ」 とい ふべき に * 彼の 

钊斷は 逆にな つて ゐる。 これ は 何故か、 どこから かゝ る 判斷が 出て くる か。 —— (もし 之が 然る べき 


天命」 による ものである ならば、 その 結果と しての 保 元亂、 親 房が 口 を 極めて 排斥した 義 朝の 無道 を 

生んだ あの 保 一 K 亂も 「然るべき 天命」 の あら はれと せねば な もぬ 事と なる) 

右の 如き 顚 倒せる 判 斷は、 歴史の 事實を その ま、 是認し、 事 實に隨 順 § し、 その 前に 膝 を 屈し、 

無 现に之 を 「正」 と强 辯しょう ^云 ふ 態度の みから 生じ 得る。 そ， して、 後白河 天皇 御卽^ に. 關 して 先 

づ顯 著に あら はれた この 傾向 は、 承久役 及び それ 以後の 史 實に關 しても 頻 著に 頭 を瘙げ てく る。 (承 

久 ぼに 就いては、 彼 は 之 を 君の 御 誤と 斷 じて ゐ るが、 恐らく 之 は 王政復古 運動の 頓 坐と いふ 事 實炉ら 

•  -,,  で、. v^々  ,  ^  .  ya ん.^ V！ 

生じて ゐる。 若し 之が 成功して ゐた としたな らば、 彼 は 果して 何と 評した でお らう か) 

後蜣峨 天皇 擁立に 關 する 泰 時の 態度 を 以て 彼 は 「天命」 「正 理」 に 叶 ふ ものと して ゐる。 皇 長子.. の 御- 

流に 歸 へった 故に、 とする 點に 於て は、 上 來の親 房の 主張の 一部と 一致す る。 卽ち， 形の 上で は 正し 

、 

い、 が 事 赏は泰 時が 自家の 利益に 捉 はれての 計ら ひで ある 事、 云 ふまで もない。 之 をし も 泰^が 「天 

照大 神の 冥 慮に 代りて 計ら ひ 申しけ る も理な h -」 とまで 口 を 極めて 褒め上げ < ゐ るの は 何に 由る か。 

その 原因 は 何處に 潜んで ゐ るか。 吾人 はこ ゝ にも 事 實 なる 故に 正な り、 とい ふ 先にみ た考へ 方が 顯著 

に 頭 を 出し， てゐ るの を 見る。 卽ち、 以後の 皇統 はすべ て 後 嗟 蛾 天皇の 御 後なる 事實 から 出發 して、 今 

現存し 給 ふ 皇統の 祖 な-る 故に 同 天皇の 立ち 給 ひし は 正理に 立脚せ し箬な り、 と 逆に 考へ のぼせし こ 

と， これで あるが、 更に この場合に は尙 その外に 種々 の 理由が 考 へられる。 卽ち 

( 一 ) 世上の 紛亂 • 當 時の 政治家の 暴政に 倦んだ 南北朝 當 時の 人心が 反動的に 先代 北條 氏の 政 を 追 

, 十三 神皇 正統 記に « て  三 八 九 
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慕し、 その 政 を 讃美し、 特に 泰時、 時賴、 貞時 その他に 於て 理想的 政治家 を 見出して ゐる こと、 (太平 

S  、徒然 贫等參 照) 親 房 も 亦、 この 時代の 風潮に 染みし 一人なる べき こと。 

(二) 親 房 自身、 後嵯峨 天皇の 條に 云へ る 如く、 順德 天皇の 御子 は 入道 攝政 道家、 卽ち藤 原 氏の 支 

持し 奉れる に 反し、 後^峨 天皇 は、 親 房の 屬 する 村 上 源氏に して 中 院及北 畠 家の 出で し 通 親の 子通宗 

を 外戚と し 給 ひ.、 且、 親 房 四 代の 祖 なる 通 方の 養 ひ 奉りし 事 ある 皇子に まします、 とい ふ * 親 房 自身 

の 家系と 特に 深い 因緣を 有せら る、 方で あり、. この 點 からみて、 彼が 後嵯峨 天皇 御 卽位を 直ちに 「正 

理」 とした 事 を 以て、 村 上 源氏 對藤原 氏 (攝籙 家) の對抗 意識の 一 具體的 表現と 觀る事 は 決しで 邪推 

でない と 信す る。 何と なれば 彼の 正統 記 著作の 一 趣旨 は そこに も存 する ので はない かと 思 は しめられ 

る 程、 彼の この 意識 は 本書に 重要な 地位 を 占めて ゐ るからで ある。 (淸和 天皇、 村 上 天皇の. 條等參 照、 この 點 

に 就いて 前掲 S! 文で 巾 村 直 跺氏も 詳しく 論じて ゐられ る) 

なほ、 親 房 は 先に、 義 朝が、 己の 戰功 にか へても 父の 命 を 助く ベ かりし を 主張した、 この 同じ 筆法 

は 何故に、 承久 役に 於け る泰 時の、 朝廷に 對し 奉る 態度に 向けられな いので あらう か。 親 房 はこの 問 

題に 氣づ かすして、 尜時 讃美 禮讃に 忙しい.。 そして、 その 主な 理 かとして 本 所 (公家の 財產) の 保護 

に泰 時が カを盡 した， と. いふ (後お 羽 天皇 及 後 嗟 峨 天皇の 條) 點を あげて ゐる。 こ、 にも 彼の、 前後 撞着と、 

自家 利益の 擁護と、 正統 記 を 特色 づける 二つの もの は顯 著で ある。 

次に 龜山 天皇の 御 卽位は 「先帝の、 御 素 意」 による、 と 彼 は 云 ふ。 卽ち、 彼 はこの 場合に は 「E しき 


御讓 だけ を 必須 條件 として ゐる、 卽ち、 長幼の 順位 如何に 關 して は 何故か 全然 沈默を 守って ゐる。 「土 

御 5： 院御 兄に て」 と 云 ふ 事 を、 後嗟峨 天皇の 場合に は 重大なる 條 件なる が 如くに t て 持 出して 來てゐ 

るに 拘 はら や。  、 

後^ 蛾 天皇の 場合に は 長幼の 序に 言及して 置き 乍ら、 龜山 天皇の 條 以^に 於て は、 彼 は 之 を 忘れた 

るが 如き 態度 を 執りつ、 「疋 しき 御讓， T の 必須の みを强 調す る。 彼 は その 爲に こそ 前に、 光孝 天皇の 

條に 「まして 末の世に はま さしき 御讓 なくて はた もたせ 給 ふま じき 事と 心得 奉るべきな り」 とい ふ 原 

則 を 用心深く も樹 てゝ、 豫め釘 を 差して おいた のではなかった か。 兩統迭 立に 於て、 今や この 原則 1 

—何等の 理由 も 根據も 明示す る 事な くして 末世に 必要な りと して 豫め 用意して おいた この 條 件の 活躍 

すべき 舞臺を 見出した， のであって、 以下、 後嵯峨 天皇の 「御 素 意」 の 名の 下に， 無理に 大覺 寺統に 於て 

のみ 正統 を證 明しょう とする。 

^ち、 後宇多 天皇 C 御讓 位に 就いては 「思 ひの 外に 遁れ まし-^」 たと 一- K ひ、 之 を 受け 給うた 伏 見 

天皇の 御卽 位に 就いては 「後嵯峨の 御門、 繼體 をば 龜 山と 思 召し 定めければ、 後深草の^ 流い かくと 

覺 えし を、 龜山弟 順の 儀 を 思し召し ける にや この 君 (伏 見 天皇) を 御 猶子に して 東せ 3 にす ゑ 給 ひぬ。 

その後 御 心 も ゆかす、 あしざまなる 事 さへ 出で 來て 踐祚 ありき。 丁亥み 年卽 位、 戍 子に 改元、 東宮に 

さへ この 天皇の 御子 居 給 ひき。」 と、 正しく 御 兄の 流で あり、 且 明かに 後宇多 天皇の 正しき. 御讓 をう け 

給うた 伏 見 天皇の 御卽位 を、 彼 は 何故に 「天命」 「正 理」 に 叶 ふとせ ぬので あらう か。 
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併し乍ら、 彼の 私总 と、 のみなら や、 不敬と を 最も 鮮明に 暴露して ゐ るの は、 次の 後醍醐 天皇の 條 

に 於て く ある。 ま 治 親王 r 卽ち、 後の 後醍醐 天皇) は 第一 皇子に まし まさす、 さしおき 難き によって 

後ニ條 天皇 を 立て 給 ひし も. 龜山 天皇 は^治 親王 を 愛し 給 ひ、 後ニ條 天皇の 皇子 を さしおいて 皇太子 

に 立て 給 ひ 「若し 邦 良 親王 (.卽 ち、 後ニ條 天皇 皇子) f 世の 御 事 あらば この (後醍醐 天皇) 御 末繼體 

たる へしと ぞ 記しお かせ まし/ \- ける」 と 云 ふに 引續 いて 「その後 程なく 東宮 かくれ 給 ふ。 神慮に も 

叶 はす、 祖祌 の御誡 にも 逮 はせ 給 ひけり とぞ覺 えし U 今 こそ この 天皇 (後醍醐 天皇)、 疑 ひなき 繼體の 

,な， ギ、； „,i  、 

正統に 定らせ 袷 ひ ぬれ」 と^じて ゐる。 ほ 子の 分と して、 束 宮に對 し 奉り、 何等の 御咎 もな きに 「神 

^にも 叶 はす、 祖 神の 御誡 にも 逸 はせ 給 ふ」 とい ふが 如き 不敏の 言を敢 てした 事 は 光輝 ある わが nn 本 

史上 未だ 曾て 聞かぬ 所で あり、 而も それ は 同時に 東宮の 薨去と いふ 事實 から 勝手に 祖 意を揑 造した も 

のであって、 >M 神に 對し 奉る 胃瀆、 亦 之より 甚 しき はない。 のみなら す、 上文の 「今 こち」 と は、 i 

に 不敬に も、 & 太子 薨去 を 富び 意氣 込ん ifcg 氣を帶 ぶる ものと 疑 はる ゝも餘 儀な き肇 致で あり、 (親 房 

は、 この 柬宮^ 去め^ 實を 眼前に 見て ゐ るので ある、 從て それ は 遠き 昔の 史赏 に對 すると はおの づか 

ら 感情 を 異にする ものが あるべ く、 上の^き 疑 を 起さし むる 語氣を 含んだ 筆致 は 蓋し こ 、 に 根ざして 

やる) 且、 皇太子 薨去と いふ 偶 然的 事象に よって 「この 天皇 (後醍醐 天皇) 疑 ひなき 錢體の 正統に 定 

ま， らせ給 ひ ぬれ」 とい ふが 如き は 後醍醐 天皇に 對し 奉りても 亦 不敬な りと 云ぶべく、 以上、 何れも 何 

缭 の根據 なき 痴人 s 妄斷， 亦 極まれ りと 云 はねば ならぬ。 卽 ちこゝ にも 亦、 事實 位に 卽. き 給うた が 故 


に.. ^統 な. 9 とい ふ、 彼 一流の， 論理の、 最も 顯 著なる 適用 例 を 見る ので あり、 一言に して 云へば、 この 

論理 を大 覺寺統 にの み 適用 せんとす るの が 彼の 註文で あり、 要求で ある。 後深草、 伏 見、 後伏見、 花 

^の 諸 天皇に 就いて 些も 「天命」 正理」 を 明記せ す、 好意 ある 筆を揮 はう とせぬ の はもと よりその 所 

であった ので ある。  / 

以上、 彼の 本，# 著作の 趣旨た る 「正統」 の 問題に 就いての 態度の 根本的 傾向 を 指摘した が、 之は獨 

b , J の 問題に 關 して のみでな く、 他の あらゆる 問題 の 底 に は 常に この 考へ方 が 流 れてゐ るので ある。 

淸和 源氏の 嫡流に 就いて 「更に 跡と いふ ものな し、 天意に 違 ひに けりと 見えたり」 後醍醐 天 S の條〕 と 云 

つて ゐ るの は、 この^ をお も 簡明 端的に，： s 白せ る ものに 外ら なぬ。 かくの 如き は 畢竟す るに 外 而的成 

妝の迹 を 以て 人物 事件 を斷 せんとす るの 不見識の 然 らしむ る 所で ある。  . 

然 らば 親 房の かくの 如き 考人方 は何處 から 如何にして 出で 來っ たか、 を 次に 檢 討して みたい。 

-親 房が 孔子に 私淑し、 その 儒敎的 道德见 想， 特に 天意の 现 はれ を 人事に、 政治 上に 觀ん とする 考へ 

方 を 有し、 その 立場から 日 木 史を觀 ようとして ゐる事 は 正統 記 をよ む 者の 直ちに 觀取 する 所で あら 

う。 從 て儒敎 のこの 「天.」 と 人生との 關 係に 就いての 孔子の 觀方、 而 して 親 房が 如何なる 形で 之を受 

けと つた かの 仕方 を 明かに すれば * この 問題 はおの づ から 解ける であらう。 

孔子の 概方 によれば、 天 は^: 人 「聖賢」 を 擧げて 政治 を 執らし める。 卽ち、 原理 上より 云へば、 政 

治の 當局者 は 哲人 たるべく、 又^, 人た る 以上、 天 は 之に 命 を 下して 政治 を 執らし める 箬でー ある。 孔子. 
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は 天意 を保證 として 哲人の 政治の み を 是認し、 それ 以外の もの を 排斥す る。 が、 併し乍ら 「天意」 と 

人生の 現赏と は、 實は 何等 必然的 職關を 持って ゐ ない。 從て 孔子の 理想の 赏現は 極めて 稀な 場合に の 

み^られ、 ^ろ 反 封の 場合が、 現赏 社會に は、 大多數 を 占める。 而も、 孔子 も顔囘 も、 この.' 理想に 

反する 現赏に 直面し っゝ 少しもう ろた へて ゐな い。 その 場合に も 聊か も 天 を 恨み 又 疑 ふこと なく、 ひ 

た すら 天意 を かしこみ つ 、平然として 正しき 道の 追求に 自己 を 委ねて ゐる。 孔子が 陳蔡の 野に 餓えて 

も 顏囘が 陋^に 窮 居しても、 彼等 は それによ つて 少しも その 心境 を亂 さる ゝこ ともなく、 思想の 動搖 

に 逢着す る こと もない、 依然、 天 を 疑 はすに 靜に 己の 生活 を、 卽ち 「正」 の 追求 を樂 しんで ゐる。 確 

固た る 確信に 立って 動かない。 原理 上、 理論 上、 自己の 上に 降り 來 るべき 天意、 卽ち、 王侯 士大 夫の 

1 リ わ-お-,. ..  二  +  - -  -. - --ズ 二  \  -. 

位、 の 外り に、 外面 的な 壓迫 苦痛が 加 へられても， かく、 何等の 痛， 痒を感 せす、 少しも 問題に しない 

で ゐられ るの は、 抑-何に よる か。 蓋し 彼等の 問題の 中心 は 「正」 しき 道の 追 窮赏踐 そのもの であり、 

「天意」 は赏 は、 云 はく、 その-手段に すぎぬ. が 故で ある。 云 ひか へれば、 それ は、 彼等が 事物 を 外面 

的、 功利的に 觀る ことなく、 之 を內面 的に 味 はふ 力 を、 充分なる 精神的 餘裕を もつ 事 を 示す もので あ 

る。  - 

旣に現 赏は必 やし も 天意の 赏現 ではない、 外而 的に は、 善 者 も 衰べ惡 人も榮 える のが 現 實社會 の 事 

货 である 以上、 外面 的 成敗 利鈍の みに 着目し、 そこにの み 「天意」 をよ み 取らん とする 功利的 態度 を 

以てする 限り、 具に 孔子 を 理解す る こと は 不可能で ある。 こ^ 態度に 立って 孔子の 思想 を、 云 はく、 


借. 5 着 (それ は 消化で はない) する 時，. 當然 行き 詰る、 破綻に 直面 せざるを得ない。 ， 

親 房の 受取り 方、 孔子に 對 する 理解の 仕方 は 根本的に、 正に これで ある or 正しい もの は 遂に は榮ぇ 

る」 丄は 正統 記に 繰 返 へ さる 、彼の 確信で あり、 その上に こそ 彼 は 之を誊 いて ゐる事 は 前述の 如くで 

あるが、 「神國 日本」 にあっても、 少く とも 外面 的に 觀る 限り、 歷史 ほこの 信念 通りに 實 現されて ゐな 

い、 — この 不滿 を充 さんと した 彼 は 逆に 現存せ る もの、 現に 榮 えつ、 ある もの ゝ 中に 天意 を讀 みと 

らんと した。 孔子の 考へ方 を 形式的に 適用す る 限り、 天意な く，， ：> て 存在し 得、， 榮ぇ 得る もの はない 箬 

だからで ある。 I 彼の 陷 つた 根本的 誤謬、 陷 穽は實 にこ ゝ にあ. つた。 

彼 はかくして、 元來 無い 所に 天意 を搜し 求めた、 從て 無理 を 生す るの は當然 である。 そこで 彼 は 

「正義」 に、 時に よって 異 つた、 夫々 の 場合に 自分に 都合の よい、 让 棲の 合 ひさうな 內容を 盛 込んで 

この ギャップ を 埋めん とする。 が尙 そこに， 埋め 切らぬ もの を 感じた 時には、 或は 「然るべき 體の 

御 運 まし ましけ るに こそ」 - 後 一 條 天皇の 條) 「然る ベ き. 天^も ぞ 覺ぇ恃 る 二 後 白： SH< 皇の條 y と ^塱 由で. jrw: 

け、 又は 「自ら 天命な りと いはく 凡虚の 及ぶべき にあら す」 t 澄 鉢； 大 M の條： として、 神秘主義 的な 態度 

で 解 釋を斷 念 放棄す る。 偶然 的な、 又 不可知な 蓮 命 等 を 持 出して 天意 を 補 はんとし、 一所懸命に、 我 

國 史に ，正理 が 外面 的に も-貫して ゐ るの だ、 と 云 はんとす る。 一言に して 云へば 全體に 一貫した 確 

たる 立場と 根 據とを 持たぬ ので あり、 從て 彼の 努力 は 畢竟して 空しき 努力で ある。 それ は 他人の 考へ 

方 を 借り 來 つて、 而も 之 を 消化す る ことなしに 外面 的 形式的に 應用 せんとし てし 損じ、 而も 自ら その 
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原因 を發 見し 得ぬ 爲に うろた へ た 姿で あると 云 はねば ならぬ。 

所で、 親 房. E 身 は， か 、る 原因から 生じた 自らの 態度 をも^; 瞭に 意識して はゐ なかった であらう 事 

は 疑ない。 たぐ 埋めねば ならぬ ギ ャ ゲ ブに 直面した 度每に 漠然と 焦燥 乃至 は不 安 を 感じた でも あら 

が^し、 ： 五！ 1 々は 無意識に 行 はれた る行爲 のうちに 最も 明瞭に、 その 僞 はらざる 人物 をよ み 取り得 

ると ほす る ものである C 

勿論、 吾々 は 之に よって、 わが 國を 「神 國」 たらし めん、 よりよ き國 となさん との、 彼の 熱意 や 

「善意」 が 彼の 所論 を 裏 づけて ゐる であらう 事まで を 否認 せんとす る もので はなく、 そこに 充分の 苦 

衷を くみとらん とする に嗇 なる もので ない こと は 云 ふまで もない、 (それ あれば こそ 彼 は 日本史に 木滿 

を敏 じたので ゐる) 唯 だか、 る 誤った 態度^ 上に 立つ 「善意」 が 無意識の 裡に 私意 を 伴 ふ 時、 それ 

、 は、， その 外貌の 美の 故に、 意識的 惡 意よりも 更に 恐るべき 結果 を 生み出す， 一との 多 かるべき 事に 注意 

したいの である。 日本史 上に 於け る 正義の 實現は r 祖 神の 御 誓 あらた」 なる 故な りと し、 而も この 

「正義」 に 手 "：li¥ な 御都合主義 を 嫌 込んで、 之 をし も祖 神の 御意に 歸し 奉る 事の 如何に 不敬で ある 

か を、 それ は 神明 胃濱 以外の 何もので もない 事 を、 銘記し なければ ならぬ ので ある。 畢竟して 親 房 は 

「大日 水 は祌國 也」 とい ふ 自ら (及當 時の 社會. の 一部) の 熱意 や 要求 やに、 又 この美し い 言葉に、 云 

はば 自ら 眩惑せ しめられ たので あ. o、 又國 民： 般の 側に 於いても、 この 外観に 欺かれて 芷統 記に、 本 

W 的- &ふ ベ からざる 短所の 存 せる を 見落して 來 たので は あるまい か。 


以上 述べ 來 つた 所 を 要約 すれば、 親^ は 「神^; 日本」 を證明 せんとのお 一意に 驅 られつ、、 意識的、 

無^識的に、 私意 を 以て 日本史 を解釋 した-.」 そ. の 結果 は史赏 の 曲解 1、 自家 辯 護と 更に 祖 神の 胃 瀆と 

に ゆして 了った。 そして それ は實に 一 舣 人間 に 持 合せの 多い 功利的な 傾向に 由來 して ゐる事 を 知つ 

こ o  .  一 

吾人が 今 かくして 「正統 記」 を 採 上げて その 性質の 一 面 を 批判し 來 つたの は、 親 房の 空しき 努力れ 

上に 更に 空しき 努力 を 重ねて、 屋上 屋を 架す るの 愚 を敢て せんが 爲 ではない、 又、 前に も 指摘した と 

ほり、 「正しい もの は 遂に 勝つ」 とする 耍 求のう ちに、 親 房に 對 する 同情の 餘 地の 殘 されて ゐる こと を 

忘れて ゐる もので もな く、 卽ち、 況 やその 缺點 の爬羅 剔抉に 1, 時の 快 を<^ らんと する もので は尙更 な 

い。 又 その 思想 的 理解の 面に 就て 之 を 論 やるならば、 公家 社會 は元來 政治の 府 であって 學 問の 淵叢で 

はない。 從 つて 彼等 公家の 思考 能力が たと へ この 程度の ものの みであった としても 之 を 以て^ち にわ 

が國 文化の 不名譽 と はなすべき ではないで あらう。 のみなら す、 若し 當時 にあって、 か、 る 態度に 對 

する 深い 反省が あったならば、 それ はわが 文化の 上に おける 大 なる 誇で あると 云 はねば ならぬ。 而し 

てこの 大きな 誇り、 名# を、 吾々 は、 花園 天皇の 御 人格と 御學 問との 中に 拜 せんとす る もので あつ 

て， 卽ち、 吾々 が 正統 記 を こ 、に捉 へて 一 考 した 所以の もの は、 赏は 却って、 この 「正統 記」 に 代表 

さる ゝ、 常時の 公家 社會の 一部に おした 右の 如き 風潮に 對 する 批判の 形に 於て、 眞の 正しき 道への 强 

き耍 求が 常時に 在っても- 不斷に 流れて ゐ たとい ふ 美しき 事货を 知らん が爲に 外ならぬ。 乃ち 正統 記 

十 I 二  • 神 おに 就て  一 一一 九 七 ノ  - 
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^作に ゃゝ 先立ち 朝幕關 係の. 風雲 漸く 急な らんと する 鎌 倉 末に 當 つて 兩統迭 立の 間に 親しく 處し袷 ひ 

し 花園 天皇が 早く もこの 風渤を 洞察し 給 ひ、 之 を 歎き、 且， 戒め 給 ひし 御 見識と 御 努力との 迹を拜 し 

てこの 小！！ を 結ばん とする 所以で ある。 

花 天皇が 列 聖屮の 英主に まします 事 は、 天皇 ゆ 御 日記 を拜讀 する もの、 一致す る 所で あらう。 御 

日記 はわが 國古來 の 日記 中隨 一 と稱し 奉る ベ きなるの みならす、 更に 常に 國 民の 上 を 御轸念 あらせら 

る ゝ わが 皇室の 御槠神 を象徵 せる 錦 華 珠玉と もた 1 へ 奉る も 溢 美なら ざる を 筆者 は 信す る ものである 

が、 この 點 についての 詳說は 之 を 他日に 讓る こ， o  、 し、 今 は、 宸 記に 滿 つる 金玉の 文字の 中から、 以 

上の 所論と 關係 深いと 思 はる、 もの  一二 を 抄出して、 以て 天皇の 明鏡の 如き 御 心境 を拜し 奉り、 併せ 

てこの 明 錢に照 破され たる 當 時の 世相の 一 端 を 窺って みょう。 

宸記正 和 二 年 十 W: 四日 條に. 「今. 日 寬平御 記十卷 一見し 了ん ぬ、 (但 第， ニ卷炔 く) 菅 丞相 等 之 臣下 多く 諫 

を納 る" 此の 御 記 を 見る 每に當 時 忠臣 無く、 不忠 不 直の 臣、 多く 朝に 滿 つる を 恨む 3 防 此の 如き 末代 

澆季の 時に 生る。 是 不運の 至 也。 悲しい 哉哀 なる 哉。 臣下 皆 忠を存 す-る 人な し。 況ゃ 大忠に 於て お 

や j 奴くべし 悲しむべし つ」  • 

卽ち、 天皇の 御 眼光より すれば 當 時の 朝廷に 不忠 不 K の 臣の少 から ざり し を 知り 得る ので あるが、 

玆に 「不忠 不直」 と は 如何なる もの を 指し 給 ひし か、 右に よっても 「納 家」 せざる も ゆ.、 卽. ち 阿諛 的 

態度 を 意味し 給 ひし 事 は先づ 明かで ある。 が、 更に 元德ニ 年、 皇太子 量 仁 親王 (後の 光 餞 天皇) に 賜 


ひし r 戒 太子 書」 を拜讀 する 時、 稍具體 的に 之 を 知る ことが 出來 る。 

(紅) 「而 るに， 1 諛之 愚人 以爲 へらく、 吾 朝 は 皇胤 一統、 かの、 外 國の德 を 以て 鼎 を遷し 勢に よって 鹿. 

を逐 ふに 同じから や。 故に 德微 なりと 雖も隣 國 窺 親の 危なく、 政亂 ると 雖も 異姓 篡 意の 恐な し。 是れ 

それ 宗廟 社稷の 功、 餘阈に 卓 礫 たれば なり。 然 らば 則ち 縫に 先代の 餘風 をう け大惡 の、 國を朱 ふ 無く 

ば 贿ち守 文の 良 主， 是に 於て 足るべし。 何ぞ必 しも 德の唐 虞に 逮ば や、 化の 陸 粟に 侖 しからざる を 恨 

みん」 と。 士女の 無知なる、 此語^ 聞いて 以て 然り となす、 愚 惟へ らく 深く 以て 謬と なす」 (£) 

御 日記に 「不忠 不直. の臣」 と 仰せ 給 ひし を玆に 「諝諛 之 愚人」 と 云 ひか へられ、 以て、 徒に 外^ を 

貶し、 わが^ を 揚げ、 又 武家 を 抑へ て 公家 を 揚げん とする の餘， 9、 世の 眞相を 陰蔽して 天皇に 媚び、 

以て わが 國と 朝廷と を 危う せんとす る 恐れ ある 徒輩に 擬し給 ひ、 而 して^に、 之に^ 伺す る もの ゝ尠 

からざる を 指摘し 給う にものと 解し 奉る。 「不忠 不直」 「饀 諛」 が、 當時、 多く 如何なる 形 をと つて あ 

ら はれた か、 その 少く とも 1 斑 は 右に よって 明かと なった が、 然 らば 天皇 は 如何なる もの を 以て 忠と 

なし 給うた か。 吾人の 見 を 以てすれば、 欲 (私欲) を 去る ことで あり、 而 して それ は 必然的に 聖人の 

0e. 心境 を， 心 解 (借. 5 着で はない) する 事で ある 。(私欲 —— 先入見 —— ある 限り 能く 之-を 解し 得 

る箬 はない からで ある) 試みに 宸 記元應 元年 十月 廿 六日の 條 を拜讀 するならば、 そこに 吾人 は 天皇が 

如何に 正しく 論語 をよ み 給 ひしが、 卽ち、 孔子 を 解し 給 ふの 如何に 深く まし ましし か を、 拜 察し 奉る 

ことが 出來、 同時に 先に 述べた るが 如き 儒 敎道德 の 皮相 的なる 理解が 決して 正統 記の 著者に のみ 止ま 

十一 一！ 祌皇 正統 記に 就て  三 九九 
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らゃ， 寧ろ それが 當 時の 一 般的 風潮な りし を 如實に 知る ことが 出來. る。 

(か/終日 大略 食 時 を 除く の 外、 經 典を披 く： 心 を 文 義に屬 すと 雖も、 性 禀遅纯 にして 通達す る 能 は 

す， 而れ どもぬ ほ隨分 稽古の 力 * 漸く 道義の 心 を 知らん と 欲して 未だ 賢哲に 到らす、 これ 吾が 生涯の 

S 恨 也 。運^の 性、 早晚 進む を 得む。 ,  .. 

只 心 を^ 典に 1® して 仰 鑀の功 を 待たん と 欲する のみ。 恨む らく は猶 幼年の 當初、 提携に 嘞ま ざり し 

の 故に 博學 なる 能 はざる 也： 生れて 末世 澆季 の. 時に 遇 ひ 古 先の 聖賢 君子に 遇 はざる は、 吾が 不幸の 至 

り， 歎いて 餘り あり。 i 賢の 行^ を 見る 每に 歎^せ ざるな し。 今時の 君臣 を 見る に皆嗜 欲に 掩 はれ 貪 

^を 蓄 へざる なし： 時多懷 正道 源 在 斯歟- 志 學の人 ノ先づ 多 欲を斷 つべき 也。 源 を 塞がば 其の 流， 日 

に斷 つべき の 故 也： 萬惡、 之に 依ら V- るな し、 慎むべし、 慎むべし * 忽に するな かれ： 此の間 殊に 親 

王 (^ま) の 稽古の 事、 ^汰 あるべき の 由、 睽 奉行す べきの 由、 仰 あり： 仍 て先づ 連句 あるべき の 由、 

之 を e- し 行 ふ。 幼年の 人. 連句 を 以て 一先 づ訓 韻聲等 を知學 すべきの 故 也- 字 を 知ら ざれば 經典之 文、 

昝讀 むべ からす。 仍て 睽先づ 風月 之 事 を 申 行 ふ： 而 るに 近代の 人心、 風月 を 以て 名 を 釣らん と 欲する 

が 故に 文義を 見す して 風月に 留る。 儒敎の 衰微 尤も 玆に 在る 歟- 故に 先づ 幼に 勸 めて 風月 を學 ばし め 

志學の 年に 及ば *、 尤も 文義を 以て 先と すべ き 也。 文義 漸く 覺知， せば 續 いて 儒 敎の 大綱 を敎 ふべき 者 

皴。 此の 旨の 大意、 論語の 文に 出づ。 是 れ志學 而立 以下. 次第 有りと は 此の 意な み。 此を 以て、 脍、 

此の 義を張 行す る 也。 人、 我 を 以て 風月 を 先と すと 爲 すな^れ メ 


或 ひと 疑って 闩、 道に 迪れ ば卽ち 吉、 道に 逆 はく 卽ち 吉凶 之 報. なほ 影響の ごとしと、 

云々，. 而 るに 顔冏は 孔門の 上^、 叫 科の 上屮、 德を 以て 之 を 言 ふ、 その 聖賢なる こと、 得て 言 ふべ か 

らす。 而 るに 不幸 短命に して 死す- ^跖 は桢 行して 以て^ を 終 ふ。 是を 以て 観れば 天命と 善との 道 疑 

有り， 修^ 好^ する も のぞと、 チ、々 上"： 忍 ふに 此 人道 を^ はざる の^しき 也。 死生 命 あり、 富貴 は 

天に 在り、 何 ぞ^ を 以て： i せんや。 凡そ 夫れ 道 は 須叟も 離る ベ から や、 離る ベ き は 道に あ^すと 云々 n 

又！！： ふ、 逍は桫 ほ 尸の ごとし。 雜か门 に 出って 出で ざる。 道の 體 たる、 誰 人 か 之に 依ら ざらん や、 

#、、、、、、、、、、 、、、、、、、、、、、、、へ、、、、、、、、 

と： 禍； g を 以て 論す ベから す、 若し 論す るに 禍福 を 以てせば 道に 志さ.、 るの 人 也。 然れ ども 修道の 人 

は 福 を^:、 作 逆 は禍 を^る、 ^れ现 の，：；： 然也、 ^に 推して 言 ふに 非 や、 而 るに 顔 子の 如きに^つ 

て は 在り、 ^を 以て 樂 となす、 ^子 は 其の 位に 素して 行 ふ。 その外 を 願 はざる 者 也。 顔 子お し 

六 W の 弊に 遇 ひて 一 曰 一^兵せば 四海の 內齊 天の下、 ^腿せ ざらん や。 ^し 此の 事 を 成さば 道の 福と い 

ふべき か。 ^以 へらく、 然ら やと。 若し 颜子、 兵 を 以て 天下 を强収 せば ひ； 賢聖 となさん や、 -」 に^れ 

WZ1 に 非す， ぞ聖贅 と 謂 はん、 その外に；^ さくる を 以て 賢と なす、 今名づ くる 所の 不幸 は是れ 道の 幸 

也リ 颜子^ し 王 業の 晚胤を 受けば 豈賢 王と 謂 は ざ ら^ゃ。 豈受 命の 主と li は ざらん や。 言 ふ 所の 不举 

は 姓 放 之 卑賤に 在りて 道の 狞に 在らす、 又 時に K を 川 ふるの 王な し、 故に 宫 祿を^ けす， お し贤を 求 

むる の^おら ば 先づ顔 子に 非 ざれば 誰 人 を か m ゐん や.， ^ふと^ はざる とのみ 是を 以て 近 を 論 やる 

勿れ リ 凡そ 夫れ 作 逆のお は誅戮 に！ 9 ひ爲 善の 者 はれ ほに 遇 ふ： 勝げ て 計る ベから や。 世人 少 きを 以て 

十： 神，：： で. i- 統^に 就て .  四 0! 
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多き を 疑 ふ。 酒色 快樂を 好ま みれば 何ぞ それ 學 道に 至って 毛 を 吹いて 疵を 求め 强 いて 萬 一 の咎 を擧げ 

んゃ 凡そ 道の 火 綱 は 筆端の 記す 所に 非す。 世俗の 知る 所 甚だ 以て 唁 愚に して 道 を 去る こと 甚だ 遠し 

悲 矣々々 、 誰 人 か 夫子の 道 を 再興 せん。 歎くべし/^、 末代 澆季の 時に 生れ 遇 ひて 俗の 道義に 迷 ふ を 

見る。 況ゃ亦 或は 道 を 謗る 者 有る を や。， 言 ふに 足らす/^。」 「死生 命 あり、 富貴 天に 在り、. 何 ぞ是を 

以て 論 せん」 「遇 ふと 遇 はざる と を 以て 道 を 論す る 勿れ」 天皇の 觀給ふ 所 を 以てすれば 顏子は 人類 中最 

も-: や 一 i つる 一 人であった。 それ は 外面 的 幸福 如何の 故に、 ではなく して 「道の 幸」 を 守った が：^ にで 

あるり 而 して 吾人 はこの 「道義」 を 心 解せ る もの、 み を、 天皇 は 「大 忠」 となし 給 ひし ものと 忖度し 

や ふ も の で あ る 。 (昭^ 十 一 年 十 1 月 稿」  、. 
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十四、^ lm. 「關柬 武家 式目」 に， ついて 

—鎌倉時代 政治 思想の f 面 I 

髙野山 金剛 三味 院藏 本に 「關東 武家 式目」 一 卷の存 する 事は旣 に學界 周知の 事で ある。 夙に 三 浦 周 

行 博士 は 文 永^の 式目 硏究 として 注目せられ、 同時に その 或は 假托 なる か を 疑 はれた。 (「究 法」^ 

ついで 桢木直 一郎 博士 も 亦 之 を 論せられ、 その 必ゃ しも 疑 ふ を 要せざる を 主張 せら- れた。 (「>成」«^ 

第二  . 

章 J 

の奧 害に よると、 その 著者 (名 は 不明で あるが 公家 衆で あらう) が 在俗の 昔、 文 永の 頃、 文選 

讀 A" せのお に 常に 左 京 火夫 俊 國の亭 に參 じて ゐた が、 或 日、 俊國 よ. 5. この 式目お 示された、 とい ふ。 

卽ち 次の 如くで ある。  \ 

「此御 式 E 武家 之龜鏡 政道 之 鳳 文 也、 僕 在俗 之 昔 文 永 之比爲 文選 讀合 常參左 京大 夫 俊國儒 亭^ ^ 或 

時 被 命 曰 武家 式條カ ャィフ 文ァリ 披見 之處云 .  / 

于時應 永 五 年 g 正月 十八 日」 * 

藤 ^俊！： は 安德 • 後鳥羽 •  土 御門 三 天皇の 侍讀 をつ とめた 名 儒 六角 中納言 親經を 祖父と し、 父 は 俊 

. 親と いひ (m) 代々 學 者の 家に 出て ゐる。 彼 自身 また 學者 として 名 ありし 事 は 文 永 八 年 八乃廿 九日 


六 卜歲を 以て 京師に 歿せし 際 「有名 儒 之名譽 可惜々々 」 と 痛惜され てゐる 事に も 知られる。 (I ぼ) な 

ほ 同じく 吉績 記に よると 文 永 四 年の 頃から 常に 龜山 天皇に 侍し 奉って 或は 作文 會に 列し、 更に 天皇 1 

おの 立 親王に 御名 撰 進の 仰 を 蒙るな ど 朝廷の 學者 として 活^ を績け て ゐ る。 殊に 文 永 五 年 六月 廿ニ 

B、 蒙古の 事に よって 山陵 使を發 遣せられ た 際、 その 告文に 「佛 國」 「異國 事 奇怪 殊甚」 等の 詞のぁ 

つたのに 反對 して 「佛國 不可 然」 「奇怪^ 詞太 懦弱 不可 說 文章 也」 と駁 して ゐる。 なほ 「鳩嶺 集」 £) 

に その 詩 一首が みえて ゐる。 曰 r 大慈濟 度 之 舟、 任 氣岸兮 K- 繋、 實智圓 明 之 鏡、 守 門臺^ 克懸」 と。 

學者 として 朝廷に かく 活動した 俊國 がまた 一 方、 關 東と 直接に 深い 關係を もって ゐた «- は玆に 注目 

されねば ならぬ。 卽 ち金澤 文庫本 群 書 治. 要 <C 廿 一 卷) 奥に 次の 如くに 記されて ゐる。 

「當卷 點事去 文 永 二 年 四月 之 比 跳 左 京 兆俊國 朝臣 畢同四 年 三月 廿 五日 所 下 遣也且 申出 仙 洞 御 窨移點 

畢但件 本 有 不安 事 者 引 勘 本書 直改 云々  越 州 刺史平 (花押〕 ($ビ 

(なほ 俊 國の名 は同廿 九、 卅 卷の奧 にも 見えて ゐる) 

俊 國が關 東と かくの 如き^ 接の 交涉を もった 學者 であつ た 以上、 式目に 早く 囑目 する 機會を もつ に 

到るべき はもと よりであって、 その 間 些かの 疑念 を揷 むべき 餘地 はないで あ. らう。 加 之、 吉續記 文 永 

五： や 五：！！： 十九 日條 によると 同 記の 筆者 吉田經 長 は俊國 から 「寬平 御 遺誡」 を 受けて ゐる。 之と 考 へ 併せ 

ると 先の 「關柬 武家 式目 I の 奥に 謂 ふ 所の 文選 讀 合せ も 右の 如き 朝臣 間に 於け る 俊 國の學 問 的 活動の 

狀を 示す 一例と みる 事が 出來 る。 旁々 「武家 式目」 の 臭 書から は. 植木 博士の 述べられた 如く、 何等 

十四 「關取 武家 式目」 について .  四 〇Jd 
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疑 ふ ぺ きもの を 見出さな いので ある。 のみなら す 却て そこに は 以上の 如き 事 實と相 照し 合 ひ 相 確認し 

合 ふべき ものが 存す るので はない かと 思 はれる。 

(註) なほ 俊國に 就いては 平戶記 延應ニ 年 四月 十七 日條に 

「晚頭 大府卿 §1 原人 來 g 中 談 世事 之 次 泰和六 年 高麗 阈牒狀 自故親 經卿家 文書 之 中 所見 出 云 々|^球 

々」 とあって 以下 その 牒狀 が载 せられて ある。 この 記事 は 先に 引用した 「武家 式目」 の奧 書の 

後半に 「彼 京 兆 § 俊 祖父 六^: 中納言 親徑卿 外祖菅 大府卿 爲長近 比 碩儒 大 才人 也」 云々 と あると 相.^ 

おす ベ きで あらう。 

次に 右 「武家 式目」 の內容 をみ ると 次の 一 條が 注目され る。 

「 一 、 讓與 所領 於 女子 篇 …… 後嗟峨 法皇 御宇 有 沙汰 德大寺 入道 相 國賁基 御意 見 十 ケ條， 內當時 僧徒 之 作 

法 所 依 事 之 由 被定申 …… 」 

謂 ふ 所の 「御意 見 十 ケ條」 は 嘗て 筆者の 紹介した < ：別犒 「太玫 大臣 德大寺 * 苺」 袞照) を 指す もので あらう。 

(但、 かの 自筆 記 は 十四 ケ條 となって ゐる) 而し てこの 記事に よって かの 注進の 事情の 明確に せらる 

る 所 ありし 事 は 別 稿に ものべ た 所で あつたが、 かく、 實 基の 「入道 相國 自筆 記」 乃至 は その 注進の 諸 

事に 通じて ゐる とい ふこと は 「武家 式目」 の 筆者が 朝廷の 學者 として かなりの 有力者で あ， 9 朝廷に か 

なりの 地位 を 占めて ねた 人物であった 事 を 忍 はしめ るに 充分で ある。 と 同時に 彼が 儒學 者で あつ た 事 

は 右の 註釋 中に 左 傅 • 貞 觀政耍 ， 禮記 • 孟子 • 晋甞 • 白 氏 文^ . 史記 • 文選 • 玉篇 • 論語 • 漢書 • 孝 


餒 • 尙誊 • 臣軌 • 毛 詩 • 說 文 等 を 引用して ゐる 事に よって 明かで ある。 かくして こめ 「武家 式 si」 は 

かの 「入道 相國 自筆 記」 とも 亦 相 照し 合 ふべき もみと 考 へられる。 

若し 以上の 推惻 にして 許される とするならば、 吾々 は、 鎌倉時代の 公家 • 武家の 政治 制度 乃至 は 思 

想の 交 涉史の 上に 注目す ベ き 一 新 事 實を加 へ 持つ こと ゝな るで あらう。 卽ち、 早く も 文 永の 頃に：^ て 

公家 側の 學 者が 式目に 注意して 居り、 やがて その 註釋を ものして ゐ ると いふ 事實 は、 武家政治の 公家 

に 及ぼせる 影響 を具體 的に 示す 一例と なすべく、 詳言 すれば、 その 先驅 として、 且、 現實的 *甚 礎 的 

事 まとして 劃期的 意義 を 有すと 考 ふべき であらう。 例へば 伏 見 天皇の 正 應六年 (永 仁 元年) 六月 一日 

記 錄所庭 中に 參議 • 辨 ， 寄， 人 を結番 して 衆庶の 訴訟に 備 へ , 以て 下情 上達に 遺慽 なき を 期せし め 給う 

た (I 仲) が 如き、 一面、 幕府の 評定 衆 等の 合議制 を 参考せ る ものと 觀るを 得 ベく、 卽 ちかくの 如き 一 

例 も、 右の 朝臣の 間に 於け る 式目 研究と 直接 間接に 結びつけて 考 へ る 事 は 決して 無理で はない と 信す 

る o 

以上、 藤 原 俊 國の經 歷* 事蹟 及び 德大 寺相國 自筆 記に 照し 合せつ ゝ r 關東 武家 式目」 の 性質 を 一考 

： た。 そして その 奧書 のま、 に 信 せらる ベ きを 結論 せんとす る 所に この 小論の 趣旨が あるので ある。 

偏へ に 江湖の 叱正 を 期待し つ ゝ擱 筆す る。 

/  一  * 
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•  «會 時代の 思想と 文化  ,  四 〇 八 

十五、 §澤れ 覺智筆 「雜 問答」 について 

V  / 」；(，：.-.,.,, 1 1 ： 安. 達 一 族と 佛敎 if  .• ハー SJ-./r."is 

安達景盛が 將軍實 朝の 薨去 を 悼んで 建 保 六 年 正月 廿 七日 出家して (I 妻) 大 蓮房覺 智と稱 し、. 後、 高 

野に 入って 赏朝 菩提の 爲に 金剛 三味 院を 建て ゝ 不退の 勤行 をな さしめ た (Igjl 昧) ことば 旣に 周知の 

事で ある。 がな ほかれ 覺智 が佛道 そのもの 、上に どれ 程の 造詣 を もって ゐ たかと いふ こと は 之 だけで 

は必 すし も 明かで なく、 筆者 は 特に 右の 事蹟との 關聯に 於ても、 この 點に 聊か 注意して ゐる もので あ 

るが， たまく 金澤 文庫 長關靖 氏の 御 好意に よって 同文 庫の ー藏 本を囑 目し 得た る を 機と して、 この 

問題に 對 して 或は 何等かの 光を投 する か と 思 はれる 一 史料 を 紹介して 識者の 御 批判 を 仰ぎたい と 思 

ふ。  . も -^备置，.-ぽ,き  ., . . ,、. -^^ 

古来、 ^法 大師 空 海の 著と せられた る 所謂 「雜 問答」 一冊 t 同文 庫 は現藏 して ゐる C 同文 庫本 は縱 

卄七糨 、横 十六 粳、 一面 七 行、 一行 十六 字に して 墨 付 八十 枚、 紺 表紙の 立派な 冊子で 綴 目に 蠹蝕 ある. 

外 は 何等の 損傷 汚染な く 保存 も 極めて 行屆 いて ゐる。 外題 はない が、. 內容 を撿 すると 正に 空 海の 「雜 

問答」 に 相違ない、 その 奧に は. 全部 同筆で 次の 如くみ えて ゐる。 (,f 频照) - 

「嘉祿 三年^;  ,H 初秋 上旬 始之 迄于 十月 廿 四日 已刻書 寫畢  、 
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交 了  、 

.  、 . ダ暦ニ 年 は 七月 二日 於 高 野 

山禪 定院證 菩捉院 草 菴移點 

了」  -- 

右に 謂 ふ 所の 「覺 智」 が * 

し て 景盛そ の-人 であるか ど う 

か、 、こ れ だ け， では 卽斷し 難 

い。 先.. つ， 彼が 高 野に 入った の 

は 何時か 正確な こと はわから 

ぬ。 ^に 高 野に， 一 度 入って 後 

の詳. 細な 足 どり も 今 は迎り 難 

い。 が嘉祿 三年の 後廿 年、 文 

曆ニ 年から 云 へ ば 十二 年後の 

一 關朿に 下向した の は 高 野からで ある こと は 吾妻 鏡に 明記され てゐ る。 

而 して 皮 は^ 久亂に は 海道 軍に 加 はって 上京して 居り、 役 後、 功 を 以て 河 內國讃 良庄の 地頭 職に 補せ 

十五 «智輋 「雑 問答」 について  四 〇 九 
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られ てゐる (nf St 一一 一) ところから みて、 彼の 高 野 入り は 恐らく 承久の 終、 嘉祿の 初の ころに 在る であ 

らう。 とに か〜^ 智が嘉 祿ニ年 八月の 頃に は 旣に高 野に 入って ゐた事 は 明月 記 同月 十二 日條に 「城 介 

入道 景盛 唯一 人 殘留于 高 野」 と 記せる によって 明かで ある。 そして この 事 は 高野山 文書 (§£れ5) 收む 

る 所の 次の 文書の 示す 所と 吻合して ゐる。 

「去 六 W 參詣 御影^ 之 時 被 觸仰候 高野山 頟神 野眞國 庄事以 衆徒 御 訴狀申 沙汰 候 處所被 去 進 地頭 職 候 

也、 仍御下 文 令 取 進 之 候 恐々 謹言  . 

襄き 一年 八月 ヒ日  沙 彌 (If)  > 

謹 上 高野山 衆徒 御中」 

嘉祿 三年 八 ヒ 日の、 高野山 衆徒へ のこの 取次 狀は その 文面から して 高野山に 於て 出した ものなる 

こと は 疑 ひない。 それによ ると 彼 は 六月に 御影堂に 参詣して ゐる。 先の 奥誊は その 翌 七月、 この 取次 

が 八月と 聯 ねて これら を II： 一 人に 歸 する こと は 時 CT  "上から 見て 自然で あると 云 は ねばならぬ。 

次いで 文 朥ニ年 云々 の 識語 も嘉祿 三年の も 同筆で あ、 から、 右の 考證に 誤な しと すれば、 之 も覺智 

卽ち景 盛の 筆と な， 9、 この 奧窨が 却って その後の 覺 ^の 住 菴を敎 へて くれる 事になる。 

右の 如くに 考 へて この 奥 書を景 盛に 歸し 得る とすれば 吾々 は佛敎 信仰に 於け る 相當の 深い 造詣 を 彼 

に^めねば ならなくなる、 それ は 本書 を實際 1 見 すれば 直ちに 明かな 所で あるが、 本文が 全部 奥 書と 

向 筆で あるから である。 


謂 ふ 所の 「雑 問答」 は * 王と して 火 U 經住心 品 所說の 眞言 敎に ついて の 問答 書であって 「具 言三轉 

義」 「は 槃點 取義」 以下 廿ニ項 日に 亙って ゐる。 か、 る敎理 的に 深遠な 聖敎 を、 而も 一 萬 八 千 字に 垂 

んル へす る 火^の もの を 自筆 を 以て 全 寫 するとい ふこと は 決して 容易な ことで はない。 而 して 彼が 單。 に 

人の^に. おした、 卽ち寫 宇生の 役 をつ とめた と考 へ る こと は その 地位 • 人物より して 極めて 不自然で 

あるの みならす、 文曆ニ 年の 誡 語に いふ 所の、 自ら 移點 したと いふ 事赏 もこの 事 を 明白に 否定す る も 

のでなければ ならぬ。 

その 信仰の 深さ、 理解の 稃度が 如何なる もので あつたか は 今日 もとより 之 を具體 的に 明かに する に 

由ない e がと にかく 害 寫には 七お 初から 十月 末までの 四 ヶ月 を 要して 居り、 文曆ニ 年に 移點が 完成し 

たとい ふから、 その後 更に 八 年：：： に當 る。 內容全 體に I つての 何等かの 理解 吃 興味な しに かゝ る永績 

的な 仕事が 機械的に 續 くもので ない 事 は 殆ど 云 ふに 及ばぬ. 所で あらう。 

本書 は古來 弘法 大師 撰と 傳 ふる も 足利時代の 野 山の 學匠宥 快が 旣に 疑って 後人の 偽作と なし、 江戶 

時代に 入って 知：： 山の 運 敝も本 害に 訛 謬 を 指摘して 大師 眞 作に 非す と 判じ、 淨靈 寺淨鲮 との 間に 論^ を 

交へ て W5h -、 弘法 大師 全集に， -、 與偽 未決 部に 收 めら れてゐ る (Is) が-それ は 兎に角と して、 覺智の 

時 は 恐らく 大師の 撰と 信せられ てゐ たので あらう。 宥快 が 疑った とい ふ 事赏も そ れ を 暗示す る もので 

あり、 覺智 の睿寫 したの も かく 信じての 事で あらう。 なほ、 之 も 本書 を 一見 すれば 明かで あるが、 本 

窨の 文字が 極めて 雄勁 楷正 である こと も 本書に 於て 注目に 値する 一 點 である。 (但、 終に 近づく につ 

十五 «s= 筆 「雜 問答」 について  四 1 1  , 
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れ て字體 や、 動搖 して. り、 奥 書 は 本文に 比較して 

かなり 崩れて ゐる) 古來 の寫經 風の 趣 を 含んだ 端正 

な筆づ かひ は覺 知" のこの 方面の 修養， ^に關 東武將 

たちの 書道 を考 へる 上に も 見^し 難い 一史 料た る を 

失 はぬ。 彼の 孫泰 盛が 世 尊寺經 朝から 書道 上の 指導 

を 受けて ゐる とい ふ事赏 もこ 、 に 想起され てよ いで 

あらう。 

金澤文 庳現藏 「雑 問答」 ：•： 就いて 述 ぶべき 事 は 差 

當り 右の 如くで あるが、 之に 關聯 して 考 へらるべき 

ものに 寫眞版 第二に 揭 げた、 三 浦梧樓 氏舊藏 の， 一本 

が ある。 筆者 は 未だ その 原本に 接せす、 單 にこの 寫 

眞を 見た くけ であり 而も その 奧書 は單に 「覺 智」 の 

二字 を 止める のみであって、 • 從 つて 之に よって 之 を 

如何に 考 ふべき かに 就いては 今 殆ど 何等の 手が 、 り 

がない。 たく ゎづ かに 云 ひ 得る こと は 「覺 智」 の 二 

字の 書體が 前述 「雜 問答」 の 本文 及奧 * と p: 一  人の 


手跡なる こと を 妨げな：： と考 へらる ゝ點 にある。 これ も 勿論 積極的に は， これ 以上 何とも 論す ベ き狳地 

がない。 たぐ 今一 っ筆跻 以外に ついて 注目 さる、 事と して、 前者 同樣 これ また 眞言 宗の k 本 聖典の 一 

であると いふ 一 點 も.. この 「覺 智」 の、 景 盛なる ベ しとの 推測 を 支 へ て くれる 様に みえる とい ふこと 

は 指摘して おきたい。 

景 盛の 佛敎 における 關 係に 就いては， 右の 外に 拙稿 「秋 田 城介泰 盛傳」 に 於て 聊か 觸 れる 所が あつ 

た。 それと 宽複 する の 嫌が ある. が、 右の 傍證 としても 今一. 度 こゝに それにつ いて 1 言す る こと を 許さ 

1 こヽ o  .  メ 

お 盛 はは じめ 醍醐 寺 座主 行 遍に灌 頂 を 授けられん 事 を 請うた が 荒 入道な りと して^され ざり し爲， 

大に慨 し、 去って 赏 賢に 赴き、 その 快諾 を 得て 灌頂を 授けられし を 喜んで 武家の 威力 を 以て、 從前不 

遇な りし 實賢を 以て 醒 主、 また 東 寺 一長 者と なした と傳 へられる。 ，(ifa 舰麵抄 ) 

金澤 文庫 所藏 筆者 不明の 假名 消息の 一つち に 次の 文字が みえる こと は玆に 吾等の 注目 を惹 くもの が あ 

る o 

「本奧 「み  . 

以中 河大速 上人 之 自筆 本書 . 

寫了 此窖 者大蓮 上人 奉 

對實賢 僧正 御 房 五 帖抄々 . 

十五 《知ぃ 箄 「雜 問答」 について . •  四 一三 


铼^ 昨 代の 思^と 文化 - , . . 碰  四 一四 

傅授之 御閒喾 也努々 

不可 披露 也」  、 .、 

前後す ベ て闕 けて 今殘 るの はたく この 奥ま r たけで あるが、 謂 ふ 所の 大蓮 上人 は 或は 覺眢 であらう か 

「中 河」 とい ふの は 何 を 意味す るか 一 寸 解し 兼ねる が- 覺智 が大蘧 上人と よばれた 、ことの ある こと. は 

高野山 三味 院文窨 にも 明かで あり、 赏賢 上人との 關係 など を考へ 併せる と、. 旁々 覺智 (景 盛； } を ざす 

ものと なして よいで あらう。  - 

覺 IP は 嘗て 拇 尾に 住して ゐ たこと も あり、 明蔥 上人と は 親交 を 結んで ゐた。 兩 人の 間の 和歌の 贈答 

も AT 日に 傳 へられて ゐる (5§ 紅) のみなら す 上人の 著 を附屬 せられた こと も、 「金澤 文庫 古書 目錄」 が 

之を傳 へて ゐる。 卽ち 上人 著 「華厳 佛 光三 味襯秘 寶藏」 め 奥に 次の 如く 記-されて ゐ る。 

「J1; 應ニ 季十片 下句 於 高野山 御 庵室 三 箇夜之 間 偸 奉 受畢、 此書三 卷內當 卷卽自 聖人 御 房 所 賜 也 執筆 林 

Itt.s!J£ 件 本奉附 W 大 房 以彼本 所 .  . ， 

リ p*« 也 以彼彼 所 校本 赘寫之  -、  - 

小 比丘 證定」 

景盛 入道 大連 房覺 智の佛 法に 於け る 直接の 關係 について 筆者の これまでに 知り 得た 所 は 凡そ 以上に 

盡 きる。 が、 因みに 彼の 一 族 安達 氏の 人々 が佛敎 殊に 具 言 宗に滦 い ゆかり を 結んで ゐ たとい ふこと は 

V ゝに 注意して おくに 足る ものが ある。 - 

景嵇の 孫に して 義景 の, ぶなる 弘義は 醍醐 寺に 入って 正嘉 元年 五月七日 を 以て 同 寺 座主 憲 深より 满項 


を 受けて 尻り ニ^^^) 同じく 景# の 甥 筌敎房 玄智も 金剛 三味 院第八 代 長老に 任じて ゐる C  -孫泰 盛 

が 法爾 より 灌項 をう けて ゐる こと は 泰盛傳 に 於ても 住 意した 如くで あり、 又北條 氏に 嫁した 

景盛女 は 高山 寺 禪定院 の 屋根の 板葺 を^ 葺 となした と 豚 山寺 緣起 は傳 へて ゐる。 彼此 考へ 併せる 時、 

吾々 は 安達 氏の 佛敎 に對 する 關 係の いよ， （- 深き もの あるべき を 想 は しめられ すに はゐ^ いので あ 


る- 


十五 「雜 問将」 について  四 山 3. 


» 食 時代の 思^と 文化  . 四 1 六 

、 十六、 「菊 御作」 の 史料  、 *  < 

後お 羽 天皇 宸 作と 傳 へらる、 所謂 「菊 御作」 の 太刀に ついて、 特に 比較的 古い 時代の 史料が 近時、 

二三 發 表された j その^も 權っ たもの は朿京 帝室 博物館 講演 集 第 十二 佌所收 「菊 御^. と 御番 鍛冶に 就 

いて」 と 題す る^ W 室 林野 局長お 三 矢 {a 松 氏の 論文で あらう。 之 は^ 和 十四 年 八月の 發 行に 係る もので _ 

あるが、 ^に 最近 昭和 十五 年 六月 號 「歷 史敎 育」 誌上に 豊田武 氏 れ 石淸水 八幡せ 文書 所 收の永 仁 四き 

の 一 史料 を擧 げられ た。 (M 氏 論文 f 中世の 刀^冶」 成立 年代 不詳の 「承久 記」 の 記載 を 別と すれば 三 

矢 氏の 示された 勘 仲記弘 安二 年 二月 二日の もの を 最古と し 右の 石淸水 文書が 乏に 次ぐ ので あるが、 筆 

者 は 更に 之に 次ぐ かと 考 へらる 、史料 いくつか を 添 へ て玆に 紹介して おきたい G (今 参考の ！g のき ここ 

れ等の 史料 を 一 まとめと して 年代順に なら ベ てみ よう J 

(一) 「勘 仲 記， 一 弘安ニ 年 二月 二日 「人.. 仅參 殿： 卜 關東城 介泰盛 朝臣 御 お ニ疋 II 御 釗ー腰 胸 砂金 五 

十&」 下略  - 

(一一) 〔石淸 水 八幡宮 史〕 史料 第六輯 (二 四 五 頁) 

「當^ 緣事抄  、. J 

魏狀相 傅 之 事 1^1  - 


讓與 太刀 幷刀事  一：  . 

1 .X 乍.^ 0號» 凡 奥州 禪 門 可 □  • 

- お ダメァ 奥 宇 安 作 名卷 物仂ネ 不可 失  ,  ，  . 

一 菊. E '太刀 後^ W 院 砷 作 永 不可 失 

1 鶴 作 太刀 越後 守 太刀 

(中 ， 略) (竹) 

右 可讓與 權別當 瀧淸也 不可 有 他 妨之狀 如 件  . . 

(艮 *w  )  .  / 

永 仁 四 年 卜 一月 日  ，  法 印 在 判」 

(一一つ ： 和 m 文書〕 .  ； 

「借 請 具足 幷 用途 事  - 

合 錢五赏 文 者 每月赏 別 加 五十 文 宛 利 分  • 

今^. 中- 可 辨者也  ； 

1 s-w-si;;^ 沩 5" をと しかな 物き 

一 t ま. iH!f& とし., かな 物 をな し  - 

Ikcllw^,. 'きく 作 すりきく なりせ め 石つ き  • 

I ヅァ值 ヱ りなし あし ハ ぬりむ  . .  , 

一刀ち：； M 左た リま き： y ぬき はたつ 

一 琵琶 查面 くつ わ ほくの こう 

右 件 具足 ffl 途所借 請實正 也但彼 具足 用途 令 返 進 稈者重 康之所 帶之關 東 御 下 文并御 施行 等 所 進 置 也此具 

足 用途 無沙汰 候 テ過赏 年中 者 任 御 下 文 旨 自沙彌 成 信 手 所 讓得全 田 ナカ ソ子ノ 所 帶ヲ限 永代 可 被 進 返領 

十五 「お 御作」 の&料  RT 一  七 、 


嫌 食 時代の a 想. v 文化  四 1. 八 

知^ 也 K 時敢 不可 申 子細 仍爲 後日 沙汰 證文之 狀如件 

元享 三年 | 九月 十八 日  重康 c 花押)」 

(四) 〔 金^文 庳所藏 古文書〕 佥澤^ 顯書狀 

「太守 §药 御 愛 物 I 前 今 曉寅刻 御 產無爲 之 上 お 子 御 誕生 之條 天下 大慶 家門 繁昌 嘉瑞候 2 中 ^ss 太 

守 候て 謁長崎 禪門賀 申 候、 次 太守 御 出 之 間 入見鏊 候て 歸 宅し 候て 物 を は 進て 候、 御劍 一 柄 鎧ー領 

お STiT  I 疋 Hi* 以 い：^ i 候貞医 分野 劍 一 腰！ 同 進入 候 了  g や 十二  廿 二日」 

(五) 〔後！^ 美院 記〕， 應仁ニ 年 八ガ卄 一日 

「多羅- 着 河 入 近玄潁 來.、 ？持. t&l^ 毛 太刀 菊 作 余 令 對面遣 太刀 了」 •  ， 

右 五 種のう. ち、 宸 作の 史料と して 最も 有力な-の. は 云 ふまで もな く  (二) であ. る。 その 所有者 は、 そ 

の^^ 名より する も 又" 1 後の 「奥州 禪 円」 「越後 守」 等と 並んで ゐる 點ょ& みる も關^ 武將 特に^. 條 

氏 一門で ある ことが 推察され る。  _ 

「駿川 守 ！ は 恐らく 長く 六 波羅に 在った 北條 重時炉 或は その子 鹽田義 政で くもあった らう か ぺ北條 時 

村が 行列 を 整 へ て 石淸水 參詣を 行った 事 は 同社 史料に も 明かで ある) 彼此 思 ひ 合せる と當時 後鳥羽 天 

皇の菊 御作の 御太刀が 夙に 關^ 武將 たちの 間に 賞 用され てゐ たこと が 推知され る。 が 彼等 武將が どん 

な 經路を 過て 如何にし で 何時頃 之 を 入手した かと V ふ 事が 興味 あな 問題と して 吾々 の 眼の 前に 浮んで 

來る。 之 は 或 U 幕府が 朝廷に 最も 接近し 奉った 後^峨 天皇の 御代の ころの 事ではなかった らう か。 


次に (一) (三 X 四) (五) は 「菊 作」 と あるの みであって、 果して 之が 宸作 御劎 な， 9 や、 或は 單に菊 

の 飾 を 有する 刀、 外裝 だけ を さして 云 ふので あるか 不明であって、 この 顧慮な しに 直ちに 宸作 史料 や 

うちに 加へ る こと は危險 であらう。 が (二) に 於け ると 同じく  (一) (三) (四) 共に (二) と同榇 亦關 

來武將 に 重ん せられて ゐる こと、 彼等の 間； i 頗る 重ん せられた 迹の 極めて 顯著. なる もの ある こと ど 

を (二) と 相 照し ^せて 考へ^ と、 これ ま. た宸 作と なすが 適當 かと 思 はれて くる。 卽ち (一 ) は 文 永 

弘 安の 頃の 關東 武家政治 家の 中心人物 安達泰盛の 關 白への 贈與 品で あり、 (四) は 金澤^ 顧の、 執 I 高 

時への 祝 ひの 贈物であって みれば. その 如何に 尊重せられ しか を 知るべく、 單 に外裝 のみの 故 を 以て 

かく 赏ん せられた と考 へる こと はむしろ 不自然で あらう。 かくして、 これ 等の 關朿 武將が いづれ も宸 

乍 御釗を 有せし とするなら, ば そこに は 頗る 典 味 深き もの 、 推察 せらる ベ きもの あるで あらう。 

(五 丫 にあって は (一— 四) との 聯絡 も少 く、 且、 文面より すれば 一見した くけ で 菊 作と 斷 じて ゐ 

る やうに^ はれる 點 よりして 單 に外裝 のみ を 指す かと 考 へ/ちれ るが、 之に ついても なほ 後 考を俟 ちた 


. 十五 「菊^ 作」 ？史料  四  一^ 


^食 時代の 思想と 文化  四 二 〇 

十六、 書道 史上に 於け る 俊ー仍 上人 

京都 朵涌寺 Em 俊 c 上人 (ni^u&Kijll お の 北京 律傳來 者と しての 活動が わが 佛敎 史上の 一 

偉觀 として、 水く.^^ 佛敎を 飾る に 足る 事蹐 なること は 今 あらためて 說く を耍 しない 所で あり、 ^に 同 

時に 無， M 敉百千 部の 典籍， 特に 外典の 將來 によって わが 儒學 史上に も沒す ベから ざる 功績 を殘 して ゐる 

こと も旣 に^^^-によつ て 明かに せられた 所で ある。 而も 師の 活動が 獨り 之に 止ら すして- 史 にわが 書 

^上に も 小から や 寄與 する 所 あつ-たとい ふこと は 錦上 更に 花 を 添 ふるもの として t 句 も H 本. ま 曰 道お に關 

心 を 有する もの 、見の がす ことの 出^ぬ 所で ある。 乃ち 筆者 はい ま玆に 特に この 點を 指摘す る ことに 

よって、 師の 輝かしい 一生の. 嵇 進の 跡 を^に 顯彰 する 所 ありたい と 思 ふ" 

ゆ し 乍ら、 この 點に關 しても、 に 筆お も 從來傅 へらる、 所に 何等 新に 加 ふべき もの を もって ゐる 

わけで はない。 筆者の 之に 關 する 知識 は 帥の 傳記 として 最も 詳紲 且つ 信憑し $ べき 「，1;水涌寺不可棄.法 

師^」 の旣に 說き盡 した 所 を ー步も 出で 得ない。 た 、く 筆者が 今 述べん とすると ころ は、 師の 筆蹟. n 身 

と該 傅の 所 說とを 相對 比せし め 「不可 棄 法師 傳」 の 所傳を 敷衍して その 妄 ならざる を 明かに し、， また 

同時に、 ^にこの 「傳」 を 参考し つ 、肇^ そのもの を稽 へ、 以て 鎌倉時代の 甞道 史上にお ける 師の地 

位 を 考 ふるに 資する 所 あらんと すろ に 止まる ので ある。 


建 1! 元年- (一八 七 1、 師 四十 六歲) 二月、 數千卷 の ，內 外典 を 舶載して 宋 よい 歸 朝した 铈は その 十五 

年後に 當る嘉 祿ニ年 (一 八 八 六、 師 六十 一 歲) わが 國 北京 律の 根本 道場 を据 うべき の 地 を 求めて 洛東 

の舊利 仙 遊 寺 を^た- 乃ち 名 を n 水 涌 寺と 改めて 大に敎 線 を 張る こと、 おる ので ある： が師 の肇蹟 とし 

て 今日に 残る 最も 有 ^ なる 一泉 涌 寺勸 進疏」 は その 八 年 前の 承久 元年. (一八 七 九. 師 五十 四歲) に 於 

ける^! である。 乃ち 師の 筆^に して^ 者の 矚 目，) 得た この 唯 一 の もの を 出發點 として、， 以下 聊か 私見 

を 述べて みたい。 

この 筆跡に 接する 人々 を捉 ふべき 最初の 且つ 最 深の 印象 は、 それが 著しく 日本ば なれの した、 宋朝 

の 風格 を備 へたと いふ 一 事で あらう。 ^治 元年 (一八 五 九、 帥 一一： 十四 歲.) 四月 入 宋以來 玆に約 二十 年 

不幸に して 入宋， 以前の 師の筆 を E 睹し 得ない 吾人 は、 この 二十 年間に 於け る 進 步變遷 の あと を赏證 的 

に迪る こと は出來 ない。 が 而も この 日本風の 流麗 優美 溫雅と は 全く 趣 を 異にする 宋 朝風の 遒勁 雄渾な 

る 肇を前 • に すれば、 これ だけ を 以てしても、 この 二十 年間の 師の 書道 上の 關 心と 努力と が 凡そ 那邊に 

向けられて 來てゐ るか は * 何人もお のづ からに 想到せ しめられ すに は 居られぬ であらう。 而も、 吾々 

にと つて 2f 中の 幸と も 云 ふべき は、 師， の傳記 「不可 棄 法師 傳」 が 優に この 闕ハ補 ひ、 この間の 消息 

»  •  -I-  .さ - ^  .  ^  f? ^い -ゃ， ノ 

を 物^って くれて ゐる とい ふ 一事で ある。 乃ち 「傳 一 のうちから 右と 關聯す ベ き 箇所 を 摘出して みよ 

メ. 一 

う。 

遂嘉定 三年 (日本 承 元 四 年」 秋^ 四. 明赴鄉 船、 且载 佛像綏 論、 內外 典籍 及 古今 名 賢 書法、 ^俗 餞 

十-八 書道 史上に 於け る伎仍 上人  四 一. 二 


» 會 時代の 思想と 文化  \  . 四 ニニ 

別 詩句 等  ， 

所 歸來者 …… 儒道 窖 鐯 二百 五十六 卷、 雑書 四百 六十 三卷、 法帖 御 書 堂帖等 碑文 七十 六卷， 雜碑不 

能委 記、 都 盧ニ千 一 百三卷  - 

師 の筆癀 そのもの を 一 見した 人に とって は、 師が 法帖 碑文 等 を將來 して ゐ ると いふ 文字 は 特に 刮目 

すべき もの を もつ ジ 卽 ちか 、る 種類の 將來が 決して 偶然 や * 況 や-物好^-どに 出た もので なか， つたと い 

ふこと、 却って これ 等， g 屮に こそ 帥の 關心を 掬み とり 得べき であった とい ふ點 が、 r 傳」 のこの 部分 

の讀 過に 際しての 最も 注目すべき 所であった 事 を 吾々 は.^ るので ある。 なほ 「碑.^」 の數の 多い こと 

I 序に 注意され る。 宋朝 常時の 筆の みならす、 支那 古 來の名 肇全體 にわた つて 師が ひろく 見渡さう と 

して ゐ たらしい 事 を、 之に よって 隱 測し 得と する も敢 -て理 なしと はなし 得ぬ であらう。 

更 に 直接 一 勸進 疏」 に關 しても ー傳」 は 次の 如く 述べて ゐる。 、 

承 久ニ年 二月 C 水 涌寺勸 進^  二通 及 殿堂 色：：！ "一通 獻覽于 後鳥羽院、 虬 文鳥 跡 驚 於 耳目、 發願旨 趣 

絕 于常篇 叙覽之 後 御感 之餘， 奉加^.:! 一  萬疋 絲総喊 p 後高倉 院亦以 加淮賴 一 萬 五千疋 

卽ち 作製の 翌承久 二ぶ 後鳥羽院の^ 覽に 供した ところ、 「虬 文鳥 跡、 耳目 を 驚す」 とい ふ點を 特記 

して ゐる 所に よって、 それが 何等か 特異の 印象 を 惹起す ると ころあった こと を 凡そ 推察し 得る とすれ 

ば、 帥の 典 跡 を 前にして ゐる 吾々 の 側から は、 更に ー步^ 進めて 師 のこの 筆蹟が 與 へた 印象， が、 京都 


や 公家 杜^の 人々 の、 日本式 乃至 は 上代 風な 書風の みに 馴れた 眼に 印せられ たもので あつたく け、 そ 

れ だけ カづょ いものが あつたの であり、 「耳目 を 驚」 した 所以の ものば 單 に能誊 達筆と いふ 點に 於て 

—それだけ 


： つ；：.： ザ 易き參 

衡纖易 


|^ぉ ま. 身 義、 

やま 


^6>"..ハ. ： ふいき 4 

V 、ん ぜ；. 


：，- 。口 


所で あらう か。 

次に 「傅， T はな ほ 師の窨 道 上に 於け る 他の 事蹟に 言及して いふ- 

十六 霄 道お 上に 於け る 佚 W 上人 


佼上 

卵 人 

泉 


寺 

0 


のみでな く- 

な らば 何處 にも 殊に 宮廷 

に は その 數に 乏しくない 

喾 である —— 就中 誊 風の 

新奇と い ふ點に 重心 をお 

いて 解釋 すべきで-あると 

する も、 決して 力負けの 

觀もな かるべき を 信す- 

る。 後鳥羽、 後 倉兩院 

よ b 叙 感のぁ 、まり 御 奉加 

の榮に 浴した につけても 

n のこと 亦與 つて 力 ある 
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同 比 依 尊 性 法 親王 命 千 字 文 眞草ニ 樣誊獻 之、 親王 管而 感歎 日、 雖點病 席、 手跡 不差 

向 時、 法師 聞 之 言 至 死 不可 易 手跡 也 

^祿 三年 は 帥 六十 ニ歲に 當るン 書道 上に 於け る師の 直接の 師資 關係等 は 具體^ に は あまり 明かで な 

い 様で あるが、 か、 る點 に閱聯 して、 帥の 筆が 後に 座主と して^ 山 を 治した まうた 尊 性 法 親王の 御感 

に预づ たとい ふ、 がの 傅に は 注目すべき も の が ある。 へ卽ち 所謂 寄. 蓮院 流の 祖と 仰がれ 給 ふ尊圓 親王 

(ね^; 牛ね^^ 仁) また 天 ム：： 座主た. 9 給 ひし こと、 御 著. 「入木 抄」 にも 「宋 朝の 風」 に 言及した ま 

うたと いふ こと は、 或は 之との 間に 直接 間接の 關 係を考 ふ ベ きも のとして こ ゝ に 顧みられても よいで 

あらう。 

俊沩 上人の 筆跡と 傳 とを對 比しつ ゝ、 筆者の 臆測した 所^ 凡そ 以上 を 以て 盡 きる。 か ゝる零 碎なも 

のによ つて、 師の 書道 史上の 地位 を 定めん とする 企の 極めて 危險 なる は 固より である。 況ん やかの 宋 

朝風の 筆跡 は赏 時の 全入宋 日本^ 侶と 來朝 支那 緇 流との 協力に よる 舶載であって、 俊^ 上人 一 人の 功 

に歸 せらるべき でない こと 亦 言 を俟 たぬ。 師の肇 が、 例へば 道元 禪師の 筆蹟と その 風格に 於て 頗る 相 

通す る もの あるが 如き は、 その 手近な 一例に 擧 ぐべき であらう。 今 はたく それ 等 諸 師の屮 にあって、. 

ひと. o 俊 が特. にこの 方面に 深い 關心を 示した とい ふ 一 點を 指摘 せんとし たに 止まる。 而 して 同時に 

以上の 拙 論に よって 「泉 涌 寺不； ^棄 法師 傅」 の 史料と しての 信憑性に 聊かで も 加 ふべき もの を 見出し 


得べ し. とするならば * 拙 論の 第二の 意 圆も亦 併せて 達せら るゝ ので ある。  ， 

f は 書道 史料 斷片  . 

俊^の 支那 書道 紹介に 因んで、 この 時代に おける 書道 史の 史料と して、. 次に 王羲 之の 名のみ えた も 

の 二つ を 列記して 後の 參考に 資する こと ゝ したい。 

( 一 ) 拾 遠 古德傳 c 第 六十 e: 阍) 法然 上人 寂 後 三七日 供佛施 僧の い，.」 なみ 行 はれし を敍 した 條に . 

〔 三七日 a^2s 導師 住與 房、 弟子 湛空、 噠嘰 さ、 く、 羲之か 石摺ー 紙面 十二 枚 これに 一首の 馱を 

相 副け. 9  . . 、 

にしへ よし ゆく へきみ ちの しる へ せよ むかし も 鳥の 跡 はありけ り」 

.0 一) 金澤 文庫 古文書 (第一 一 輯〕 に 次の 消息が 收 めら れてゐ る。. 

.「 昨日 借 预候義 之 千 字 文 又可領 候、 愚見 之 志 候 間、 カ此 所望 仕 候 恐々 謹言 

七月 三日  -  時 通 

(S) 

明 忍 御 房」 

明 忍 房 劍阿は 金滞稱 名 寺の 住持、 時 通の 傳は詳 かで ない。 
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十七 I 文書 縫 la 史料 摘錄 

有名な 金澤 文庫に 於て 先年 發 見され た 多くの 古文書、 その 殆ど 全部が 鎌倉時代 末に 屬 する やうで あ 

るが、 そのうちから 繪 畫に關 する もの 二三 を 拾つ て 大方の 御 参考に 供したい。 

(一) . 金 ^家 第三 代の 當主 貞顯 が、 稱名 寺に 宛てた 悄 息に 次の 一通が ある。 年代 は 不明で あるが、 - 

「送 賜 候 枕 殊勝 之 候 自愛 候 也  • 

抑 上济之 時 预進候 本尊 幷唐繪 等 別 目 錄可給 候 聊其耍 候 也 恐々 謹言 

三 月 十三 日  貞- 顯 (花押) 

, 稱名寺 長老 

これ： u けで は 如何なる 繪 であるか 一 切 不明で あるが、 貞顯は 度々 上洛 もして 居り、 又、 當時、 唐^ 

も 直^ 佥^: の^へ ついてい ろく 唐物 を靳 した こと も、 他の 同文 庫所藏 文書に 知られる から、 或は さ 

うい ふ關 係の も ひ で^も あらう か。  . 

(一一) 「□□ (道 瑜. 力) 無 別事 上洛 仕 候 了 抑 新 0( 方 力」 十 ャ 葩目幷 阿 彌陀堂 畫事御 定趣令 申 上了委 

細 之 旨 被 仰 上 ロ且 仰 候 之 旨 所存 之 趣 無 殘所委 令 申 上 了 是の御 壁 事 にても 不候 畫事賃 京都 も 關東も 同事 

候 口 由 行ロ  (稱 力) 御 房 御 申 候け るに よて 關束 にて 口 候て 被 下 候 了 掃 部 助 も 此旨陳 5. 候雖 Ml 事 □ (不カ > 


候 便宜 之 時 □□ 蒙^ 可 令 申 之 由 相存候 恐々 謹言 

四月 廿 五日  左衞門 尉景定 花押)」 

差出人 も 如何なる 人 か 不明、 年代 も 明確に はわから ぬが、 貞顯の 頃の ものなる こと は 「掃 部 助」 で 

わかる、 掃 部 助 名 は 兼 雄、 貞顯の 執事で ある 事 は 貞顯の 他の 消息に よって 知られる。 それ はとに かく 

として、 當時 「畫 事、 賃は 京都 も 關東も 同事」 とい ふの は 一寸 面白い。 と共に 右の； 「壁 事」 と は 恐ら 

ぐ 稱名寺 金堂に 現 布す る 壁畫を さした もので あらう か。 

(三) 右の 畫賃の 手紙と 關聯 して 次の 手紙 も 興味 を惹く 

<: 上略〕 「1 、. 京都 一 1 テ此. k 夫 法眼 力 上 口 こし 候 繪師ハ 候 はす 候 其上兩 三相 尋候 乎餘人 はこれ よりもお 

とりて 候 上代 目 等 ヲモ如 御 註文 申 候 間 旁々 此 法眼 はよ く 候ぬ と存 候て 子細 - 一尋 申定 候き 令 申入 候此法 

眼 ハ 唐綺等 -1 京都 -1 テ名譽 人 候 也、 爲御 障子 可 有 便宜 處候歟 何事 □□ 京冲 御用 等 □□ 承 候て 沙汰 仕 候 

へく 候 只 ロ佛 具 一一 かき 候て 相搆 不可 承 給 候 不可 旦ロ 候 まま □□ の 者 候 也然者 自身の 不可 口 物 一一 成 候ぬ 

と存 候て 申 候 返々 金具 等 事 か不、 可 ハ □ 仰 候此外 "何事 もく」 (紐 下) 

前後が 缺け、 差出人 も 宛名 も 不明で あるの みならす、 文意 不通の 箇所 も あるが、 鎌 倉の 繪師に 上越 

す 输師が 京都に ある ましく、 とい ふの は 頗る 面白い。 これ は必 すし も據り 所な き大 言で はない らし 

く、 他の 文書 を 通して 見る と、 當時 鎌倉時代 末の 鎌 倉 や 金澤の 文化に は 侮るべからざる ものが あった 

らしく、 それらと 考 へ 合せて 額面 通りに 受取って もよ いかと 思 はれる。 

十七 椅赉 お^ 摘錄  四 二 七 
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(四) 「昨日 承 候し 御影の 御 事 御 形 儀 御 將束ロ やうに わたらせ おはし まし 候 へきに て 候 由 候 御 註文 

を 袷 は hs てかき まいらせ (〔〕)□( 御 力) へ う ほいの いろは 紫に て 候 へ く 候 やらん 黄色」 

上下が 闕 けて 頗る 遗慽 であるが、 この 一 通 は 色々 な點 からみて 注目に 値する。 「御影」 と あるの は， 

これ だはで は 勿論 何 を さす か は 不明 だが、 或は、 金澤 文庫 現藏 の、 あの 貞顯 貞將の いづれ か， を さす も 

ので は あるまい かパ顯 時の みは 法體 法衣で あるが) r 將束」 の 二字 もこの 想像 を 助ける。 「へう ほい」 

(表 裝) の 色に ついては、 之を赏 物に 檢 したが、 今 も 軸に は 之と 合致す る もの を 見出し 得なかった。 

上下 を闕 いて これ 以上 何とも 云 ふ 手が、 が 得られな いのは 返す <\殘 念 だが、 とにかく、 之 を 右二 

像の いづれ かに、 右の 如くに 結びつけて 考 へる こと は必 ヰし も 無理で なから う。 筆者 は、 かの 二 像 は 

そ の 面貌 その， 他から みて， 寫赏 であらう と 平生 考 へて ゐる。 加 之. 貞顯貞 將の戰 死の 元弘 三年 以後に 

畫 いたと すれば、 その 死後に 之 を崇拜 した か、 或は 追慕した 有力者 を 想定せ ねばならなくなる。 傍.々 

これ を 南北朝 もしくは 室町 時代に 歸 して ゐる從 來の考 へ に は、 今 一 度考 へ 直さる べき 餘地が あるので 

は あるまい か。  ， . 

(W62< 右に SB して は 文庫 長^ 堉 氏から 種々 御 好意に ぁづ かった 事 はこ-に 特昉 して 氏に 感謝の 窻を 表したい。 
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